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ヒマラヤ登山の動向

一
九
七
三
、
七
四
年
は
、
い
わ
ば
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
、
イ
ン
フ
レ
の
・
ハ
ニ
ッ
ク
と
い
う
国
際
的
な
社
会
情
勢
下
に
あ
っ
た
。
こ
れ
が

登
山
界
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
資
金
集
め
、
資
材
購
入
に
響
い
た
こ
と
は
当
然
な
が
ら
、
ポ
ー
タ
ー
、

シ
ェ
ル
パ
の
雇
傭
問
題
に
も
は
ね
か
え
っ
た
。
一
応
、
こ
れ
は
登
山
活
動
を
圧
迫
す
る
か
た
ち
を
と
る
が
、
反
面
、
人
間
の
内
部
的
な
問

題
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
登
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
へ
の
志
向
は
生
活
を
す
る
こ
と
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
人
間

性
の
回
復
と
い
う
面
の
条
件
整
備
も
急
速
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
余
暇
の
増
大
、
交
通
情
報
網
の
発
達
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
身
近
な
も
の
と
し

た
。
そ
の
う
え
、
七
三
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
山
域
の
解
禁
、
引
き
つ
づ
い
て
七
四
年
に
は
、
イ
ン
ド
が
イ
ン
ナ
ー
・
ラ
イ
ン
を
大
幅
に
後
退

さ
せ
て
入
山
範
囲
を
拡
げ
る
な
ど
、
受
け
入
れ
の
条
件
を
好
転
さ
せ
て
き
た
。

ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
七
一
年
二
十
九
隊
、
七
二
年
十
八
隊
、
七
三
１
四
年
が
各
二
十
一
隊
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
大

部
分
は
各
年
と
も
日
本
隊
が
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
入
山
を
ふ
く
め
る
と
、
七
四
年
で
公
的
な
隊
は
五
十

隊
は
下
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
・
は
じ
き
出
さ
れ
る
各
国
登
山
隊
の
数
字
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
と
、
〃
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〃
と
か
〃
ブ
ー
ム
″
と

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
動
向

’
一
九
七
三
’
七
四
年
の
日
本
隊
を
中
心
に
Ｉ

片
山
全
平

（ 7 ）



イ
タ
リ
ア
隊
は
七
人
（
う
ち
シ
ェ
ル
パ
三
人
）
が
二
回
に
わ
た
っ
て
、
通
常
ル
ー
ト
か
ら
登
頂
し
た
。
軍
隊
も
導
入
、
ア
イ
ス
フ
オ
ー

ル
上
の
輸
送
の
危
険
を
避
け
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
た
。
一
機
墜
落
し
て
、
ま
た
一
機
本
国
か
ら
取
り
寄
せ
る
．
：
…
。
こ
の
隊
は
不

況
下
の
イ
タ
リ
ア
経
済
と
は
別
世
界
の
存
在
な
の
か
と
思
わ
せ
た
。

第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
隊
は
、
ポ
ス
ト
の
エ
ベ
レ
ス
ト
に
石
黒
、
加
藤
両
隊
員
が
史
上
初
め
て
登
頂
し
た
。
主
目
的
と
し
て
い
た
南
西
壁
で
は

従
来
の
各
隊
以
上
の
進
展
は
な
く
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
オ
・
ヘ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

七
四
年
に
入
っ
て
ス
・
へ
イ
ン
隊
（
フ
ァ
ン
・
ロ
レ
ン
テ
隊
長
）
が
サ
ウ
ス
・
コ
ル
ま
で
進
ん
だ
が
、
強
風
で
失
敗
、
つ
い
で
ポ
ス
ト
を
フ

ラ
ン
ス
の
シ
ャ
モ
ニ
ー
の
ガ
イ
ド
・
パ
ー
テ
ィ
が
引
き
受
け
、
ロ
ー
・
ラ
を
起
点
と
し
た
酸
素
な
し
の
西
稜
経
由
の
登
頂
を
目
論
ん
だ
。

し
か
し
九
月
九
日
と
い
う
、
ス
タ
ー
ト
間
も
な
い
時
点
で
Ｃ
１
、
Ｃ
２
を
襲
っ
た
な
だ
れ
の
た
め
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
デ
ボ
ウ
ス
隊
長
と
シ

ェ
ル
パ
五
人
を
失
っ
て
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
れ
た
。

ま
ず
エ
ベ
レ
ス
ト
の
魅
力
で
あ
る
が
、
最
高
の
も
の
へ
の
願
い
と
、
南
西
壁
と
い
う
最
悪
の
も
の
へ
の
挑
戦
と
い
う
人
間
の
基
本
的
な

心
情
に
根
ざ
し
た
活
動
は
尽
き
な
い
。
イ
タ
リ
ア
の
富
豪
ギ
イ
ド
・
マ
ン
チ
ー
ノ
と
ピ
エ
ロ
・
ナ
籍
ハ
の
ひ
き
い
る
六
十
四
人
の
大
部
隊
、

つ
い
で
日
本
か
ら
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
隊
（
湯
浅
道
男
隊
長
）
四
十
三
人
と
、
七
三
年
プ
レ
、
ポ
ス
ト
の
両
シ
ー
ズ
ン
は
大
規
模
な
隊
が
繰
り
こ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
表
現
と
な
る
が
、
も
う
そ
れ
は
適
切
で
な
く
な
っ
た
。
数
字
上
の
主
役
は
日
本
隊
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
こ
で

こ
の
数
字
は
活
動
内
容
の
鐸
ハ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
は
入
山
隊
の
増
減
は
「
日
本

隊
に
負
う
」
と
わ
ざ
わ
ざ
付
記
し
て
い
た
。
数
字
に
反
比
例
す
る
内
容
を
皮
肉
っ
た
の
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
一
つ
の
課
題
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
七
三
’
四
年
の
活
動
を
ふ
り
か
え
る
が
、
山
域
別
に
と
ら
え
、
そ
の
な
か
で
時
代
順
に
列
記
し
た
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

（ 8 ）



ヒマラヤ登山の動向

本
女
性
隊
が
第
五
登
を
果
た
し
た
。

七
三
年
プ
レ
、
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
（
八
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
京
都
大
学
学
士
山
岳
会
が
初
登
頂
し
た
が
、
翌
年
プ
レ
の
日
大
隊
は
頂
上
を

目
前
に
し
て
失
敗
。
七
三
年
の
マ
ナ
ス
ル
（
八
一
五
六
メ
ー
ト
ル
）
で
は
西
ド
イ
ツ
隊
（
シ
ュ
マ
ッ
ッ
隊
長
）
が
東
壁
を
登
肇
、
シ
ュ
マ
ッ

ッ
、
ジ
ー
グ
フ
リ
ー
ト
、
フ
プ
ハ
ウ
ア
ー
と
シ
ェ
ル
パ
の
ウ
ル
ケ
ン
が
四
月
二
十
二
日
に
登
っ
た
。
登
頂
は
第
四
登
だ
が
新
ル
ー
ト
を
ひ

ら
い
た
。
そ
し
て
ポ
ス
ト
の
ス
・
へ
イ
ン
隊
は
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
た
が
、
ま
た
大
な
だ
れ
に
あ
っ
て
挫
折
し
て
い
る
。
一
時
懸

念
さ
れ
た
人
命
に
は
影
響
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ス
・
へ
イ
ン
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
派
遣
し
た
最
初
の
も
の
。
そ
し
て
七
四
年
の
プ
レ
に
は
、
日

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
主
峰
（
八
○
九
一
メ
ー
ト
ル
）
は
日
本
山
岳
会
信
濃
支
部
（
七
三
年
プ
レ
）
が
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ー
ト
か
ら
試
み
、
頂
上
直
下

五
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
迫
り
な
が
ら
悪
天
候
で
敗
退
、
四
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
一
人
を
失
っ
た
。
ポ
ス
ト
の
イ
タ
リ
ア
隊
も
北
西
面
か
ら
た
ど

っ
た
が
二
人
を
犠
牲
に
し
た
。
い
ず
れ
も
な
だ
れ
で
あ
る
。
七
四
年
は
ス
。
へ
イ
ン
隊
（
ホ
セ
・
マ
ニ
ュ
ェ
ル
・
ア
ン
グ
ラ
ダ
隊
長
ら
十
人
）
が

フ
ラ
ン
ス
・
ル
ー
ト
の
東
寄
り
、
北
方
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
、
無
酸
素
で
、
四
月
二
十
九
日
ア
ン
グ
ラ
ダ
、
ヨ
ル
ゲ
・
ポ
ン
ズ
、
エ
ミ
リ

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰
（
八
一
六
七
メ
ー
ト
ル
）
は
ア
メ
リ
カ
隊
（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
モ
リ
セ
イ
隊
長
）
が
七
三
年
プ
レ
、
北
東
稜
か
ら
第
三
登
を
果

た
し
た
。
当
初
未
踏
の
南
東
稜
ル
ー
ト
を
試
み
て
い
た
が
、
「
長
大
な
ナ
イ
フ
・
リ
ッ
ヂ
得
と
し
て
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
た
も
の
・
登
頂
者
は
レ

イ
チ
ャ
ー
ト
、
ロ
ス
ケ
リ
ー
、
ナ
ワ
ン
・
ゾ
ン
デ
ン
。
こ
れ
は
一
九
六
九
年
南
東
稜
ル
ー
ト
を
目
指
し
た
エ
ベ
レ
ッ
ト
隊
（
七
人
の
犠
牲
）

イ
チ
ャ
ー
ト
、
ロ
ス
ケ
リ
ー
、
手

険
悪
な
マ
カ
ル
ー
（
八
四
八
一
メ
ー
ト
ル
）
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
執
念
を
も
や
す
の
が
チ
ェ
コ
隊
（
七
三
年
プ
レ
・
南
西
壁
）
と
オ
ー
ス

ト
リ
ア
隊
（
七
四
年
プ
レ
・
南
壁
）
で
、
い
ず
れ
も
ま
だ
成
功
し
て
い
な
い
。
ロ
ー
ッ
ェ
（
八
五
二
メ
ー
ト
ル
）
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
日

本
か
ら
神
奈
川
県
山
岳
連
盟
が
七
三
年
プ
レ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
が
七
四
年
プ
レ
に
、
ハ
ル
ン
氷
河
か
ら
挑
み
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
シ
ァ
ル

ッ
ェ
の
登
頂
を
果
た
し
た
。
こ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
開
拓
の
段
階
と
い
え
、
ロ
ー
ッ
ェ
連
峰
縦
走
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
い
え
る
。

オ
・
チ
ビ
ス
が
登
っ
て
い
る
。

の
と
む
ら
い
合
戦
で
も
あ
っ
た
。
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こ
の
連
峰
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
が
未
踏
の
第
四
峰
（
七
六
六
一
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
五
隊
が
挑
み
、
こ
こ
二
年

間
は
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
両
隊
に
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
七
五
年
は
大
阪
府
山
岳
連
盟
が
二
度
目
の
挑
戦
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
年
間
の
こ
と
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
七
三
年
の
プ
レ
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
（
Ｏ
Ｖ
Ａ
）
、
ポ
ス
ト
を
英
国
隊
が
受
け
持
っ
た
。
さ

か
の
ぼ
っ
て
、
六
九
年
南
面
の
コ
ー
ナ
ポ
ン
氷
河
か
ら
登
掌
し
た
Ｏ
Ｖ
Ａ
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
支
部
隊
は
五
人
の
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
一
人
を

失
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
か
、
七
三
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
は
北
面
か
ら
登
高
、
ホ
フ
ァ
ー
と
ワ
イ
ゼ
ン
ス
タ
イ
ナ
ー
が
七
二
五
○
メ
ー

ト
ル
の
地
点
に
到
達
し
、
強
風
で
退
い
た
。
ポ
ス
ト
の
英
国
隊
は
ト
ニ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
、
コ
ー
ナ
ボ
ン
氷
河
か
ら
企
て
た
。
計
画
中

途
で
一
人
の
故
障
者
が
で
た
た
め
、
本
格
化
し
た
の
は
十
月
中
旬
、
Ｃ
７
（
約
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
二
つ
の
ア
タ
ッ
ク
隊
が
出
さ
れ

た
。
第
二
次
隊
が
西
稜
コ
ル
に
Ｃ
８
を
出
し
た
も
の
の
、
息
切
れ
の
か
た
ち
で
後
退
、
撤
収
時
に
デ
ュ
ー
イ
ソ
ン
が
滑
落
死
し
、
ベ
ー
ス

で
シ
ェ
ル
パ
の
死
亡
事
故
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

七
四
年
プ
レ
に
は
英
空
軍
隊
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
デ
ィ
ッ
キ
ー
・
バ
ー
ド
隊
長
ら
十
四
人
が
い
ど
ん
で
い
る
。
北
面
ル
ー
ト
で
、

第
一
、
二
キ
ャ
ン
プ
間
の
輸
送
中
、
セ
ラ
ッ
ク
ス
の
崩
落
に
シ
ェ
ル
パ
四
人
が
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
ダ
ワ
・
テ
ン
ジ
ン
、
カ
ミ
．

点
で
は
あ
ま
り
反
応
が
な
か
っ
た
。

登
山
再
開
後
か
ら
七
四
年
ま
で
三
十
二
隊
を
数
え
て
い
る
。
七
三
、
四
年
の
プ
レ
、
ポ
ス
ト
を
通
じ
て
も
九
隊
と
最
高
の
人
気
を
集
め

て
い
る
。
一
八
八
一
年
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ト
レ
フ
ェ
ン
サ
ラ
ー
牧
師
に
よ
っ
て
発
見
、
四
八
年
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
、
五
二
年
、
エ
ベ

レ
ス
ト
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
世
界
最
高
の
座
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
一
九
四
九
年
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ハ
イ
ム
が
最
初
の
空
中
撮
影
を

行
な
っ
て
こ
の
山
へ
の
挑
戦
の
幕
開
け
と
な
る
。
タ
イ
ソ
ン
、
ロ
バ
ー
ツ
、
ま
た
日
本
で
は
加
藤
喜
一
郎
氏
の
慶
大
隊
が
一
九
五
九
年
と

六
○
年
に
第
二
峰
（
七
七
五
一
メ
ー
ト
ル
）
を
目
指
し
て
北
面
か
ら
、
そ
の
翌
年
、
石
坂
昭
二
郎
氏
が
北
面
行
を
や
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
連
峰

（10）



ヒマラヤ登山の動向

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
第
三
峰
（
七
七
一
五
メ
ー
ト
ル
）
は
七
三
年
ポ
ス
ト
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
西
ド
イ
ツ
隊
（
ク
ラ
ス
・
シ
ュ
レ
ッ
ヶ
ン
や
ハ
ッ
ハ
隊
長
）

に
よ
っ
て
初
登
頂
さ
れ
た
。
第
一
パ
ー
テ
ィ
が
南
西
壁
を
（
十
月
二
十
日
）
、
第
二
パ
ー
テ
ィ
は
西
稜
を
経
由
し
て
頂
上
に
立
っ
た
。
七
一

年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
が
第
二
峰
（
七
七
五
一
メ
ー
ト
ル
）
を
、
第
六
峰
（
七
二
六
八
メ
ー
ト
ル
）
は
大
阪
府
岳
連
隊
が
落
と
し
て
お
り
「
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
連
峰
」
の
ナ
ン
バ
ー
・
ピ
ー
ク
未
登
頂
は
、
第
四
、
五
峰
（
七
六
一
八
メ
ー
ト
ル
）
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
。

ブ
タ
・
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
（
七
二
四
○
メ
ー
ト
ル
）
は
四
日
市
山
岳
協
会
隊
（
七
三
年
ポ
ス
ト
）
が
あ
る
が
、
出
口
光
男
、
小
谷
勇
両
隊
員
と

ア
ン
・
ニ
マ
が
Ｃ
５
で
消
息
を
断
っ
て
い
る
が
（
十
月
十
四
日
）
、
地
震
に
誘
発
さ
れ
た
な
だ
れ
説
も
あ
る
。

こ
と
で
計
画
を
打
ち
切
っ
て
い
る
。

日
本
隊
五
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
華

ウ
ン
テ
ィ
ン
誌
は
十
五
人
）
の
命
を
云

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
英

西
に
移
っ
て
、
い
ま
だ
に
探
検
的
要
素
を
多
分
に
持
っ
て
い
る
の
が
カ
ン
ジ
ロ
バ
・
ヒ
マ
ー
ル
で
、
七
三
年
プ
レ
に
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

岳
協
会
隊
（
渡
辺
文
仁
隊
長
ら
六
人
）
が
東
部
の
カ
ン
・
ジ
ェ
ラ
ル
ワ
（
六
六
一
二
メ
ー
ト
ル
）
に
、
ポ
ス
ト
に
は
北
里
大
隊
（
河
村
栄
二
隊
長

ら
六
人
）
が
セ
ル
ク
・
ド
ル
マ
（
六
一
三
七
メ
ー
ト
ル
）
に
、
さ
ら
に
七
四
年
プ
レ
に
は
山
形
大
隊
が
ビ
ジ
ョ
ラ
・
ヒ
ゥ
ン
チ
ュ
リ
（
六
三
八

六
メ
ー
ト
ル
）
に
そ
れ
ぞ
れ
初
登
頂
し
た
。

同
山
域
は
一
九
五
二
年
、
テ
ィ
ッ
ヒ
ー
、
五
八
年
川
喜
田
隊
、
六
一
年
、
六
四
年
、
六
九
年
と
前
後
三
回
に
わ
た
っ
て
タ
イ
ソ
ン
な
ど

の
隊
が
初
期
段
階
の
空
白
地
域
探
査
を
試
み
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
な
お
探
検
的
な
興
趣
を
そ
そ
る
。

V、
0

サ
ル
キ
は
即
死
、
重
傷
の
ア
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
も
翌
日
死
亡
し
た
。
六
人
の
シ
ェ
ル
パ
の
う
ち
、
四
人
（
一
人
負
傷
）
ま
で
戦
列
か
ら
離
れ
た

カ
ン
ジ
ロ
バ
山
域

国
各
二
の
計
九
隊
が
集
中
、
す
で
に
群
馬
県
山
岳
連
盟
の
松
井
高
重
郎
氏
を
ふ
く
む
十
二
人
（
英
．
マ

十
五
人
）
の
命
を
呑
ん
で
お
り
、
七
千
メ
ー
ト
ル
で
こ
れ
ほ
ど
の
犠
牲
者
を
出
し
て
、
な
お
登
頂
を
拒
ん
で
い
る
山
は
な

（11）
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す
で
に
カ
ン
ジ
ロ
バ
主
峰
（
六
八
五
八
メ
ー
ト
ル
）
は
一
九
七
○
年
大
阪
市
大
隊
が
、
七
一
年
に
は
大
阪
府
岳
連
隊
が
ツ
ォ
・
カ
ル
ポ
・

カ
ン
（
六
五
五
六
メ
ー
ト
ル
）
に
そ
れ
ぞ
れ
初
登
頂
に
成
功
し
た
。

タ
イ
ソ
ン
の
三
回
の
探
査
は
カ
ン
ジ
ロ
バ
山
群
の
南
北
を
包
囲
す
る
か
た
ち
で
、
核
心
部
に
は
ま
だ
ふ
れ
て
い
ず
、
空
白
部
と
し
て
残

っ
て
い
る
。
ま
た
同
志
社
大
（
一
九
六
三
年
）
の
サ
イ
パ
ル
隊
が
帰
途
フ
ォ
ク
ス
ン
ド
湖
に
ま
わ
り
込
み
、
東
海
大
（
六
三
年
）
、
神
戸
商
科

大
（
六
九
年
）
の
パ
ト
ラ
シ
・
ヒ
マ
ー
ル
登
山
、
そ
し
て
カ
ン
ジ
ロ
バ
主
峰
に
い
た
る
の
が
最
近
の
足
跡
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
ン
ジ
ロ

バ
の
場
合
は
西
側
か
ら
の
横
断
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
た
め
、
パ
ト
ラ
シ
越
え
の
難
行
を
果
た
し
、
ま
た
大
阪
府
岳
連
隊
は
東
面
の
フ
ォ
ク
ス

ン
ド
・
コ
ー
ラ
か
ら
入
っ
て
い
っ
た
。

七
三
年
の
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
岳
協
会
隊
は
ジ
ュ
ム
ラ
か
ら
の
西
面
か
ら
東
進
、
フ
ォ
ク
ス
ン
ド
湖
西
側
に
あ
た
る
ド
ジ
ャ
ム
・
コ
ー
ラ
、

プ
ン
プ
ン
・
コ
ー
ラ
に
入
っ
て
探
査
、
カ
ン
・
ジ
ェ
ラ
ル
ワ
南
西
尾
根
に
取
り
つ
い
て
、
四
月
二
十
二
日
京
極
紘
一
、
五
島
泰
明
両
隊
員

が
、
翌
二
十
三
日
に
は
服
部
博
、
野
村
信
昭
、
坂
本
真
沙
留
の
三
隊
員
と
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
が
そ
れ
ぞ
れ
頂
上
を
踏
ん
だ
。
こ
の
あ
と
プ

ン
プ
ン
・
コ
ー
ラ
の
源
頭
に
接
近
、
帰
路
は
カ
ダ
マ
ラ
・
ラ
越
え
を
果
た
し
た
。

ポ
ス
ト
の
北
里
大
隊
は
ま
ず
大
阪
府
岳
連
隊
が
開
拓
し
た
プ
ン
モ
か
ら
フ
ォ
ク
ス
ン
ド
湖
を
経
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
、
当
初
ハ
ン
ギ

ン
グ
・
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ピ
ー
ク
（
六
四
八
二
メ
ー
ト
ル
）
を
狙
っ
た
が
断
念
、
六
二
二
七
メ
ー
ト
ル
ピ
ー
ク
に
十
月
三
十
日
、
守
山
栄

賢
、
武
市
守
弘
両
隊
員
と
ア
ヌ
ー
・
シ
ェ
ル
パ
が
立
っ
た
。
こ
れ
を
セ
ル
ク
・
ド
ル
マ
（
黄
金
の
女
神
）
と
名
づ
け
た
。
帰
路
は
フ
ォ
ク
ス

ン
ド
湖
の
い
か
だ
渡
り
で
東
へ
と
わ
け
入
っ
て
い
る
。

七
四
年
の
山
形
大
隊
は
ジ
ュ
ム
ラ
か
ら
フ
リ
コ
ッ
ト
、
パ
ニ
パ
ー
ル
タ
・
コ
ー
ラ
に
入
り
、
四
月
二
十
七
日
、
中
野
守
成
、
白
石
明
の

両
隊
員
と
ア
ヌ
ー
が
東
に
連
な
る
ミ
ル
ヒ
ベ
ル
グ
稜
線
に
出
て
、
ビ
ジ
ョ
ラ
・
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
（
六
三
八
六
メ
ー
ト
ル
）
に
初
登
頂
、
二
十

八
日
に
も
伊
藤
捷
生
、
桜
田
昭
嘉
、
大
竹
直
の
三
隊
員
が
第
二
登
を
行
な
っ
た
。
帰
路
は
デ
ィ
ブ
リ
コ
ッ
ト
、
ジ
ャ
ン
グ
ラ
・
バ
ン
ジ
ャ

八
日
に
も
伊
藤
捷
生
、
桜
、

ン
を
経
て
ポ
カ
ラ
に
出
た
。
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ヒマラヤ登山の動向

七
三
年
プ
レ
で
は
山
学
同
志
会
が
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
第
二
峰
（
七
九
三
七
メ
ー
ト
ル
）
に
登
山
隊
を
送
っ
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
、
小
西
、
伊

藤
、
遠
藤
ら
の
ク
ラ
イ
マ
ー
を
送
り
出
し
て
い
る
が
、
同
会
が
独
自
の
プ
ラ
ン
を
持
っ
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
最
初
南
壁
を

計
画
し
て
い
た
が
、
北
西
壁
に
変
更
（
一
九
七
一
年
の
信
州
大
隊
が
開
拓
）
、
近
藤
克
之
隊
員
が
中
途
か
ら
ソ
ロ
を
企
て
、
五
月
六
日
第
三
登

を
果
た
し
た
。
こ
の
日
に
最
終
の
Ｃ
５
か
ら
登
頂
し
て
、
ビ
バ
ー
ク
地
点
ま
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
十
七
時
間
半
で
あ
っ
た
。
同
シ
ー
ズ
ン

の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
（
七
二
二
○
メ
ー
ト
ル
）
東
山
稜
を
目
指
し
た
さ
が
み
の
会
隊
（
山
田
邦
昭
隊
長
ら
六
人
）
、
七
四
年
プ
レ
の
南
峰
南
西

稜
を
試
み
た
蒲
郡
山
の
会
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
（
鈴
木
常
夫
隊
長
ら
八
人
）
は
そ
れ
ぞ
れ
登
頂
を
断
念
し
て
い
る
。

ラ
ム
ジ
ュ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
（
六
九
八
三
メ
ー
ト
ル
）
に
は
七
四
年
プ
レ
に
英
陸
軍
登
山
隊
（
ミ
ヵ
ェ
ル
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
隊
長
ら
九
人
）
が
南
東

稜
経
由
で
初
登
頂
（
ニ
ー
ム
、
キ
ャ
識
ハ
ー
ラ
イ
ン
、
イ
シ
ャ
ー
ゥ
ッ
ド
、
ス
コ
ッ
ト
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
）
、
ポ
ス
ト
に
は
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
岳
協
会
隊

（
山
倉
洋
一
隊
長
ら
六
人
）
が
つ
づ
い
た
。

日
本
山
岳
会
信
濃
支
部
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
主
峰
は
七
三
年
プ
レ
の
異
常
な
降
雪
が
、
シ
ェ
ル
パ
の
技
価
不
足
と
か
ら
ま
っ
て
、
な
だ
れ

遭
難
と
な
っ
た
。
長
野
県
で
は
長
野
県
陵
山
岳
会
の
ダ
ゥ
ラ
ギ
リ
第
五
峰
、
信
州
大
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
第
二
峰
（
以
上
七
一
年
）
、
長
野
県
岳

連
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
隊
（
七
二
年
）
と
今
回
を
ふ
く
め
十
七
人
の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

解
禁
後
、
カ
ン
ジ
ロ
バ
・
ヒ
マ
ー
ル
で
の
日
本
隊
は
か
な
り
活
発
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
山
域
に
入
っ
た
登
山
隊
に
よ
る
成
果
の
と
り
ま

と
め
も
必
要
な
時
期
が
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

成
城
大
隊
が
ジ
ャ
ヌ
ー
（
七
七
一
○
メ
ー
ト
ル
）
の
第
二
登
に
成
功
し
た
が
、
ポ
ス
ト
の
カ
ン
バ
チ
ェ
ン
（
七
九
○
二
メ
ー
ト
ル
）
の
初
登

東
部
ネ
パ
ー
ル

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
連
峰

（13）



プ
モ
・
リ
（
七
一
四
五
メ
ー
ト
ル
）
で
は
、
こ
の
二
年
間
に
二
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本
隊
の
手
で
開
拓
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
シ

ェ
ル
パ
レ
ス
で
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
も
い
え
る
。
七
千
メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ
ト
・
エ
ク
ス
。
ヘ
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
盛
ん
に
な
る

今
日
で
、
こ
の
二
隊
を
取
り
上
げ
る
。

七
三
年
プ
レ
は
登
筆
倶
楽
部
登
山
隊
（
中
村
重
行
隊
長
ら
十
四
人
、
シ
ェ
ル
パ
な
し
）
に
よ
る
南
稜
ル
ー
ト
の
開
拓
で
あ
る
。
こ
の
小
規
模

の
隊
と
は
対
照
的
に
、
と
な
り
の
エ
ベ
レ
ス
ト
で
は
、
イ
タ
リ
ア
隊
が
大
量
の
物
量
を
投
入
し
て
お
り
、
こ
れ
に
む
し
ろ
刺
激
さ
れ
た
か
、

五
月
一
日
重
野
太
肚
二
、
下
坂
信
夫
両
隊
員
が
登
頂
し
た
。
七
四
年
ポ
ス
ト
は
ク
ラ
ブ
雲
峰
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
（
藤
田
博
隊
長
ら
十
一
人
、

シ
ェ
ル
パ
三
人
）
の
西
稜
登
掌
、
チ
ャ
ン
グ
リ
氷
河
支
流
か
ら
取
り
つ
き
（
シ
ェ
ル
パ
は
Ｃ
１
ま
で
）
、
六
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
デ
ポ
兼

ビ
、
ハ
ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
ル
ー
ト
を
進
展
し
、
十
月
十
三
日
、
高
木
稔
、
金
子
信
行
の
両
隊
員
が
第
四
登
に
成
功
し
て
い
る
。
北
東

稜
と
南
壁
の
第
一
岩
稜
は
そ
れ
ぞ
れ
登
ら
れ
て
い
る
。

頂
を
目
指
し
た
立
大
隊
（
酒
井
吉
国
隊
長
ら
十
一
人
）
は
豪
雪
の
た
め
、
Ｃ
３
が
破
壊
さ
れ
、
な
だ
れ
の
危
険
を
は
ら
ん
だ
た
め
断
念
し
た
。

こ
れ
に
は
七
四
年
プ
レ
に
早
速
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
（
ピ
オ
ト
ル
・
モ
テ
ッ
キ
隊
長
ら
十
五
人
）
が
北
西
面
か
ら
試
み
、
五
月
二
十
六
日
、
オ
レ
ヒ
、

ブ
ラ
ン
ス
キ
、
カ
ル
プ
ト
、
マ
ラ
テ
ィ
ン
ス
キ
、
ル
ピ
ノ
ウ
ス
キ
が
初
登
頂
、
つ
い
で
ポ
ス
ト
に
は
ユ
ー
ゴ
隊
（
サ
カ
リ
・
ア
ン
ト
隊
長
ら

十
五
人
）
の
ベ
ル
ク
隊
員
ら
三
人
が
第
二
登
を
お
こ
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ー
ゴ
、
チ
ェ
コ
の
東
欧
諸
国
が
、
こ
こ

数
年
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
登
山
活
動
に
成
果
を
お
さ
め
て
き
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
始
め
た
。

一
九
七
二
年
、
す
で
に
ネ
パ
ー
ル
国
内
で
は
登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
増
加
に
と
も
な
う
諸
問
題
の
続
発
、
特
に
遭
難
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ

カ
ト
マ
ン
ズ
・
サ
イ
ド
で

シ
ェ
ル
パ
レ
ス

r l4、
、 全一ノ



ヒマラヤ登山の動向

救
助
協
会
（
Ｈ
Ｒ
Ａ
）
の
結
成
の
動
き
が
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
在
住
の
米
・
平
和
部
隊
、
外
人
医
師
、
救
出
の
た
め
の
航
空
機
関
係
者
ら
が
集

ま
っ
て
協
議
を
重
ね
て
い
た
。
日
本
か
ら
も
丹
部
節
雄
氏
（
日
山
協
・
日
本
山
岳
会
理
事
）
が
下
打
ち
合
わ
せ
を
受
け
、
さ
し
ず
め
医
薬
品
調

達
と
、
具
体
化
し
て
き
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
進
展
は
な
い
ま
ま
に
、
半
官
半
民
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
マ
ウ
ン
テ
ィ
ニ
ァ
リ
ン
グ
・
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
ク
マ
ー
ル
・
カ
ド
ガ
会
長
）
を
設
立
、
Ｈ
Ｒ
Ａ
は
救
助
部
門
に
吸
収
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
活

動
ら
し
い
も
の
も
な
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

一
方
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
こ
の
社
会
情
勢
に
対
応
し
て
、
登
山
規
約
の
改
正
を
発
表
し
た
が
、
特
に
目
立
っ
た
の
は
補
償
金
で
、
七
四

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ェ
ル
パ
一
人
の
死
亡
に
対
す
る
補
償
は
三
倍
の
十
五
万
ル
ピ
ー
（
四
百
五
十
万
円
）
に
は
ね
上
が
っ
て
お

り
、
登
山
隊
も
い
よ
い
よ
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
い
や
、
人
命
は
尊
い
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
ま
で
忘
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
シ
ェ
ル
パ
の
登
山
に
よ
る
死
亡
率
は
き
わ
め
て
高
い
。
解
禁
後
四
十
人
は
く
だ
ら
な
い
。
ク
ム
ブ
の
シ
ェ
ル
パ
人
口
を

三
千
人
と
見
積
も
っ
て
も
一
％
以
上
で
、
類
縁
を
計
算
に
入
れ
る
と
、
全
家
族
が
そ
の
死
亡
に
か
か
わ
り
を
持
つ
。
と
い
っ
て
、
優
秀
な

ダ
ー
ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
（
現
在
三
十
五
人
が
ピ
ン
ジ
ュ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
）
は
印
度
・
ネ
パ
ー
ル
関
係
の
悪
化
、
ク
ム
ブ
・

シ
ェ
ル
パ
の
圧
迫
と
い
っ
た
要
素
か
ら
使
用
不
可
能
な
状
態
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
登
山
形
態
に
も
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
例
が
プ
モ
・
リ
の
二
隊
だ
っ
た
。
こ
の
シ
ェ
ル
パ
問
題
が
あ
と
も
ど
り

す
る
よ
う
な
展
開
は
歴
史
的
に
み
て
も
、
社
会
情
勢
か
ら
も
考
え
ら
れ
な
い
。
登
山
史
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
の
ガ
イ
ド
レ
ス
ヘ

の
移
行
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
度
、
特
に
八
千
メ
ー
ト
ル
級
へ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
あ
た
っ
て
、
大
規
模
な
登

山
隊
の
組
織
力
、
効
率
的
運
営
面
か
ら
考
え
て
、
シ
ェ
ル
パ
へ
の
依
存
も
無
視
で
き
な
い
面
が
あ
り
、
こ
の
二
面
に
立
脚
し
て
、
純
粋
な

職
業
と
し
て
の
近
代
的
養
成
機
関
を
必
要
と
す
る
時
機
に
あ
る
。
さ
き
の
Ｈ
Ｒ
Ａ
準
備
期
間
に
も
ヒ
ラ
リ
ー
、
ロ
バ
ー
ツ
ら
が
そ
の
動
き

を
見
せ
て
い
た
が
進
展
は
な
く
、
こ
の
問
題
も
国
際
的
な
協
力
を
得
な
け
れ
ば
実
現
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
、
ネ
パ
ー
ル
が
か
か
え
こ
ん
だ
や
っ
か
い
な
問
題
は
カ
ン
パ
族
の
反
乱
で
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
連
峰
以
北
の
山

（ 15）



七
三
、
七
四
年
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
の
活
動
範
囲
の
拡
大
は
、
小
規
模
の
登
山
の
受
け
入
れ
を
容
易
に
し
、

ツ
ー
リ
ス
ト
を
ふ
く
め
た
各
国
の
登
山
隊
が
殺
到
す
る
こ
と
に
な
っ
た
・
し
か
し
ル
ー
ル
は
ル
ー
ル
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
受
入
れ
側
は

迷
惑
千
万
。
七
四
年
、
ネ
パ
ー
ル
で
お
こ
っ
た
二
つ
の
例
を
あ
げ
る
。

一
つ
は
西
ド
イ
ツ
の
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン
ト
隊
。
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
第
二
峰
の
許
可
で
、
第
四
峰
に
登
頂
し
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
、
三
ヵ
年

間
、
各
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
登
山
活
動
を
禁
止
す
る
と
共
に
、
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン
ト
支
部
の
入
山
許
可
申
請
は
受
け
つ
け
ず
、
罰
金
六
千
ル

ま
た
フ
ラ
ン
ス
隊
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
許
可
で
、
タ
ウ
チ
ェ
に
登
頂
し
た
。
六
千
ル
ピ
ー
の
罰
金
は
も
と
よ
り
、
隊
長
に
は
向
こ
う

五
ヵ
年
間
の
入
国
拒
否
、
七
ヵ
年
の
同
国
内
登
山
活
動
を
差
し
止
め
た
。
他
十
一
人
の
隊
員
に
は
四
ヵ
年
間
入
国
を
禁
止
、
五
ヵ
年
の
登

山
活
動
を
禁
止
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
初
め
て
取
っ
た
措
置
で
、
こ
れ
は
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ネ
パ
ー
ル
紙
の
社
説
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
稿
を
ま
と
め
て
い
る
あ
い
だ
に
、
七
五
年
プ
レ
の
遭
難
第
一
号
が
す
で
に
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
都
岳
連
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰
南

岩
稜
を
目
指
し
て
い
た
雨
宮
節
隊
長
ら
で
あ
る
。
岩
稜
に
取
り
つ
き
、
す
で
に
Ｃ
３
を
建
設
し
た
直
後
の
三
月
二
十
六
日
午
前
一
時
す

ぎ
、
Ｃ
１
が
な
だ
れ
に
襲
わ
れ
、
隊
員
二
人
と
シ
ェ
ル
パ
三
人
が
圧
死
し
た
。
同
隊
は
都
岳
連
傘
下
の
二
百
余
団
体
か
ら
の
選
抜
チ
ー

ム
。
し
か
も
マ
ナ
ス
ル
西
壁
を
初
登
筆
し
た
メ
ン
バ
ー
が
軸
と
な
っ
て
い
た
。
二
十
五
日
夜
は
気
温
上
昇
、
二
、
三
日
来
の
降
雪
で
、
な

だ
れ
の
危
険
は
多
分
に
あ
っ
た
。
事
実
、
そ
の
夜
、
Ｃ
１
で
は
二
回
の
な
だ
れ
に
襲
わ
れ
、
Ｂ
Ｃ
と
は
常
時
交
信
を
と
っ
て
待
避
の
機
を

う
か
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
現
場
の
若
い
二
隊
員
の
判
断
に
ま
か
さ
れ
た
。

ピ
ー
を
徴
収
し
た
。

域
の
入
山
が
禁
止
さ
れ
、
こ
の
こ
と
で
被
害
を
受
け
た
隊
は
少
な
く
な
い
。
こ
と
し
二
月
の
戴
冠
式
に
こ
の
反
乱
の
影
響
が
な
い
よ
う
、

政
府
軍
の
手
で
鎮
圧
に
つ
と
め
た
が
、
こ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
、
奥
地
分
散
の
か
た
ち
と
な
っ
て
問
題
解
決
を
さ
ら
に
困
難
に
し
て
き
た

と
い
わ
れ
る
。

（16）
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こ
の
隊
は
個
人
の
自
主
性
を
強
く
打
ち
出
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
、
マ
ナ
ス
ル
西
壁
で
の
運
営
を
効
率
的
に
し
て
い
た
。
今
回
も
そ

の
意
味
で
登
山
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
裏
目
に
出
た
と
い
え
よ
う
。
結
果
論
と
し
て
詮
策
す
る
と
、
真
夜

中
の
待
避
が
可
能
か
ど
う
か
な
ど
の
問
題
は
別
に
し
て
、
若
い
隊
員
の
判
断
に
ま
か
せ
た
こ
と
の
可
否
で
あ
る
。

メ
ン
等
ハ
ー
各
自
の
自
主
性
を
保
ち
、
許
さ
れ
た
個
性
の
あ
る
登
山
活
動
の
な
か
で
、
全
員
の
意
志
が
一
つ
の
目
標
に
向
け
て
集
中
さ
れ

る
場
合
は
と
も
か
く
、
い
っ
た
ん
破
局
に
直
面
し
た
場
合
に
、
個
々
の
判
断
が
ど
こ
ま
で
通
じ
得
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
の
身
近
な
土
壌
の

な
か
で
、
組
織
の
な
か
の
日
本
人
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
タ
テ
系
列
、
現
在
も
な
お
心
の
す
み
に
ひ
そ
む
上
（
指
導
者
）
へ
の
依
存
心
が
、
自

主
性
あ
る
登
山
と
い
っ
た
も
の
を
阻
害
し
て
い
る
の
も
現
実
で
、
‐
そ
の
面
の
訓
練
は
未
熟
で
あ
り
、
こ
こ
ら
あ
た
り
、
指
導
性
と
の
問
題

も
か
ら
め
て
、
登
山
形
態
に
一
石
を
投
じ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
は
、
七
三
、
七
四
年
の
登
山
を
通
じ
て
、
登
山
地
域
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
日
本
で
も
欧
州
に
似
た
ク
ラ
ブ
組
織
の
形
態
の
な
か

か
ら
の
小
規
模
登
山
隊
が
増
加
す
る
な
か
で
の
偶
感
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
パ
ー
テ
ィ
は
、
反
面
、
個
人
の
責
任
の
比
重
が
大
き
く
前
面

に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（17）



私
た
ち
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
は
、
女
性
の
み
に
よ
る
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
登
山
の
可
能
性
を
探
る
意
味
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
目
標
の
山
に
、
日
本
人
の
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
マ
ナ
ス
ル
を
選
び
、
一
九
七
二
年
四
月
に
、
ネ
パ
ー
ル
外
務
省
登
山
局
に
登

山
申
請
を
行
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
希
望
し
て
い
た
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト
が
、
一
九
七
四
年
の
プ
レ
モ
ン
ス
ー
ン
に
は
、
韓
国
隊
と
競
合
、

優
先
権
は
韓
国
隊
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
、
私
た
ち
は
、
ル
ー
ト
の
変
更
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
隊
員
候
補
者
全
員
で
検
討
の
末
、

未
踏
の
東
尾
根
を
選
び
、
変
更
届
を
提
出
し
、
一
九
七
三
年
一
月
に
許
可
が
下
り
た
。
以
後
、
東
尾
根
に
取
組
ん
で
み
た
も
の
の
、
適
当

な
資
料
も
な
く
、
偵
察
の
必
要
を
感
じ
、
一
九
七
四
年
四
月
、
中
世
古
直
子
を
隊
長
と
す
る
鈴
木
貞
子
、
原
田
志
津
の
三
名
を
現
地
に
派

遣
、
東
尾
根
の
ル
ー
ト
な
ら
び
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
ル
ー
ト
、
サ
マ
部
落
の
情
勢
な
ど
を
探
っ
た
。
五
月
末
に
帰
国
し
た
偵
察
隊
の
報
告
に
よ

れ
ば
、
踏
査
行
の
時
期
が
お
そ
く
、
東
尾
根
上
に
は
出
ら
れ
た
も
の
の
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
襲
来
で
核
心
部
を
探
る
ま
で
に
い
た
ら
ず
、
し

は
じ
め
に

マ
ナ
ス

ｌ
日
本
女
性
隊
に
よ
る
初
の
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
－

ﾉレ

登
頂
二
九
七
四
年
春
）

黒
石

恒

（18）



マナスル登頂

た
が
っ
て
、
東
尾
根
か
ら
の
登
頂
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
確
信
が
持
て
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
一
方
、
韓
国
隊
が
一
九
七
四

年
度
の
計
画
を
中
止
し
た
の
で
、
ネ
パ
ー
ル
外
務
省
登
山
局
は
、
私
た
ち
が
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト
で
も
東
尾
根
で
も
、
い
ず
れ
を
取
っ
て

も
よ
い
と
い
う
見
解
を
示
し
た
と
い
う
。
以
上
の
報
告
を
ふ
ま
え
、
全
員
で
協
議
し
た
が
、
当
初
に
希
望
し
て
い
た
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト

を
取
ら
ず
、
東
尾
根
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
二
年
の
、
韓
国
隊
の
雪
崩
に
よ
る
大
量
遭
難
が
、
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
ル
ー
ト
と
し
て
は
困
難
だ
が
、
雪
崩
の
危
険
の
比
較
的
少
な
い
東
尾
根
に
と
い
う
空
気
が
濃
厚
で
、
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト

は
敬
遠
さ
れ
た
の
だ
。
し
か
し
、
東
尾
根
か
ら
の
登
頂
が
不
可
能
な
ら
ば
、
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト
に
転
進
し
よ
う
、
し
か
も
そ
の
時
期

も
、
三
月
末
日
を
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
す
る
と
い
う
申
合
せ
も
行
な
っ
て
い
る
。

実
際
に
東
尾
根
に
取
り
つ
い
て
み
て
、
こ
の
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
が
望
み
薄
と
な
っ
た
時
点
で
、
そ
の
問
題
が
表
面
化
し
、
東
尾
根
を

最
後
ま
で
追
及
し
て
み
た
い
と
い
う
人
た
ち
と
、
頂
上
に
立
つ
た
め
に
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト
に
転
進
す
る
と
い
う
人
た
ち
と
で
、
二
派
に

分
か
れ
論
争
し
た
。
東
尾
根
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
始
め
た
頃
か
ら
、
そ
れ
以
後
に
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
女
性
に
よ
る
世
界
初
の
八
千

メ
ー
ト
ル
峰
登
頂
と
い
う
の
は
、
確
か
に
意
義
の
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
が
、
自
分
は
、
東
尾
根
を
や
り
た
い
か
ら
参
加
し
た
の
だ
と

言
い
、
一
方
、
計
画
発
足
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
、
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
登
頂
が
第
一
義
の
目
的
だ
と
い
う
受
け
と
め
方
を
し
て
い

た
。
隊
の
目
的
に
つ
い
て
、
隊
員
個
々
の
受
け
と
め
方
に
湖
嬬
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
そ
の
点
を
暖
昧
に
し
て
深
く
追
及
し

な
か
っ
た
の
は
、
全
く
の
手
抜
か
り
で
、
の
ち
の
ち
に
禍
根
を
残
す
結
果
に
な
っ
た
。
結
局
は
、
多
数
決
で
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト
へ
の
変

更
が
決
ま
っ
た
も
の
の
、
こ
の
決
定
は
意
外
だ
と
言
う
人
た
ち
が
い
た
の
だ
。

隊
の
問
題
は
こ
れ
一
つ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
中
で
も
困
っ
た
の
が
資
金
難
だ
っ
た
。
私
た
ち
の
、
女
性
だ
け
で
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
に
挑
戦
す
る
と
い
う
試
み
に
対
し
、
世
間
の
評
価
は
意
外
と
厳
し
か
っ
た
。
募
金
や
物
資
の
調
達
に
着
手
し

て
、
初
め
て
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
、
傍
然
と
し
た
。
そ
し
て
自
分
た
ち
の
見
通
し
の
甘
さ
を
悔
ん
だ
が
、
時
す
で
に
お
そ
し
と
い
う
わ
け

だ
っ
た
。
私
た
ち
の
計
画
の
意
義
は
認
め
て
下
さ
っ
て
も
、
果
た
し
て
私
た
ち
に
そ
の
力
あ
り
や
、
と
い
う
わ
け
で
、
危
倶
さ
れ
る
の
だ
ろ

（19）



先
発
隊
の
さ
び
し
い
出
発
に
引
き
く
ら
、
へ
、
本
隊
の
出
発
は
、
晴
れ
の
門
出
ら
し
い
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
味
わ
っ
た
が
、
カ
ト
マ
ン

ズ
に
着
く
な
り
、
シ
ェ
ル
パ
等
の
死
亡
、
事
故
に
対
す
る
補
償
問
題
で
頭
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
っ
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
補
償
の
額
が
、

一
挙
に
三
倍
に
は
ね
上
が
り
、
ど
の
登
山
隊
も
そ
の
こ
と
で
頭
を
抱
え
て
い
た
。
す
で
に
法
務
省
を
通
過
し
た
法
令
と
あ
っ
て
、
各
隊
の

代
表
が
願
い
出
た
、
こ
の
法
令
適
用
の
延
期
も
認
め
ら
れ
ず
、
保
険
金
で
カ
バ
ー
出
来
な
い
分
に
つ
い
て
は
、
隊
が
責
任
を
も
っ
て
支
払
う

と
い
う
念
書
を
入
れ
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
資
金
の
乏
し
い
私
た
ち
は
、
シ
ェ
ル
パ
の
人
数
も
極
力
減
ら
し
、
雇
傭
に
つ
い
て

も
、
い
き
お
い
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
事
前
に
健
康
診
断
（
血
圧
、
脈
榑
数
、
心
音
、
心
電
図
、
息
こ
ら
え
テ

ス
ト
、
検
尿
等
）
を
実
施
し
、
健
康
上
難
点
の
あ
る
者
は
採
用
を
差
し
控
え
た
。

こ
の
ほ
か
に
山
積
し
て
い
た
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
け
る
事
務
手
続
、
準
備
万
端
を
処
理
し
て
、
予
定
通
り
出
発
出
来
る
ま
で
に
漕
ぎ
つ
け

う
か
、
援
助
の
手
も
控
え
目
に
な
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
石
油
危
機
の
あ
お
り
を
く
ら
っ
て
、
出
発
の
日
が
刻
々
と
迫

っ
て
く
る
の
に
資
金
は
集
ま
ら
ず
、
お
先
真
暗
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
も
の
か
と
焦
慮
し
た
。
土
壇
場
に
来
て
、
も
う
他
人
様
の
援
助
ば

か
り
当
て
に
せ
ず
、
自
力
で
で
も
や
る
覚
悟
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
計
画
は
達
成
出
来
な
い
と
思
い
、
私
た
ち
は
ま
ず
、
隊
員
の
自
己
負

担
金
を
、
一
人
百
万
円
か
ら
百
五
十
万
円
に
増
額
し
、
さ
ら
に
都
合
の
つ
く
か
ぎ
り
資
金
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
態
勢
に
切
り
か
え
た
。

こ
ん
な
情
況
で
、
前
途
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
、
一
九
七
四
年
を
迎
え
、
一
月
九
日
に
は
、
船
積
み
で
送
っ
た
荷
物
の
輸
送
と
通
関
に
、

鈴
木
貞
子
、
伊
藤
知
子
の
両
名
を
先
発
隊
と
し
て
送
り
出
し
、
本
隊
出
発
予
定
の
二
月
七
日
ぎ
り
ぎ
り
に
、
よ
う
や
く
資
金
の
メ
ド
が
つ

い
た
。

た
◎

出
発
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二
月
十
三
日
、
荷
物
と
シ
ェ
ル
パ
を
満
載
し
た
四
台
の
ト
ラ
ッ
ク
と
、
隊
員
用
の
三
台
の
タ
ク
シ
ー
を
つ
ら
ね
毒
ト
リ
ス
リ
・
バ
ザ
ー

ル
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
ま
で
は
、
坦
々
た
る
舗
装
道
路
で
わ
け
な
く
着
い
た
。
す
で
に
待
ち
受
け
て
い
た
、
四
百
名
余
の
ポ
ー
タ
ー
た
ち

の
前
に
、
十
一
ト
ン
の
荷
は
次
々
と
運
び
下
ろ
さ
れ
、
そ
れ
を
三
十
キ
ロ
の
荷
に
ま
と
め
る
作
業
が
深
更
に
お
よ
び
、
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ

ら
は
、
明
日
か
ら
は
じ
ま
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
た
。

二
月
十
四
日
の
早
朝
、
ト
リ
ス
リ
郊
外
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
は
、
ナ
イ
ケ
や
サ
ー
ダ
ー
の
制
止
も
聞
か
ず
、
士
煙
を
あ
げ
て
荷
物
に
突
進

し
、
奪
い
合
い
を
演
ず
る
チ
ベ
ッ
タ
ン
・
ポ
ー
タ
ー
で
、
喧
喋
を
き
わ
め
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
女
ば
か
り
で
、
こ
の
猛
々
し
い
人
た

ち
を
、
ど
う
取
り
し
き
っ
て
行
っ
た
も
の
か
と
、
少
々
不
安
を
覚
え
た
が
、
さ
し
た
る
事
故
も
事
件
も
起
こ
ら
ず
、
予
定
よ
り
一
日
早
い

二
月
二
十
四
日
に
、
無
事
に
サ
マ
に
着
く
こ
と
が
出
来
た
。

道
中
、
大
分
手
入
れ
さ
れ
て
、
歩
き
や
す
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
平
坦
な
道
ば
か
り
で
は
な
い
。
急
登
あ
り
、
急
降
下
あ
り
、
危
険
な

崖
の
へ
つ
り
や
、
濡
れ
た
桟
道
、
危
っ
か
し
い
仮
橋
に
、
ひ
や
ひ
や
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
っ
た
。
そ
の
長
い
道
程
を
、
三
十

キ
ロ
の
重
荷
を
担
い
で
歩
き
通
し
た
ポ
ー
タ
ー
の
中
に
は
、
年
端
も
い
か
ぬ
少
年
や
少
女
も
ま
じ
っ
て
い
た
し
、
四
十
度
近
い
高
熱
を
お

し
て
、
隊
列
か
ら
落
伍
も
せ
ず
に
つ
い
て
く
る
も
の
も
い
た
。
そ
ん
な
ポ
ー
タ
ー
た
ち
の
列
に
ま
じ
っ
て
、
彼
ら
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
ほ

ん
の
わ
ず
か
ば
か
り
の
荷
物
を
担
い
だ
隊
員
た
ち
が
、
の
ん
び
り
歩
い
て
い
た
。
そ
し
て
変
っ
た
風
俗
と
見
れ
ば
カ
メ
ラ
を
構
え
、
気
に

入
っ
た
風
景
に
め
ぐ
り
合
え
ば
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
拡
げ
る
。
植
物
や
昆
虫
の
採
集
に
熱
中
し
て
い
る
か
と
思
う
と
、
そ
の
合
間
に
、

適
当
な
時
間
に
用
意
さ
れ
て
い
る
朝
食
や
昼
食
に
舌
鼓
を
う
っ
。
そ
ん
な
隊
員
た
ち
を
、
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
羨
ん
だ
。
夜
と
も
な
れ
ば
、

星
空
の
下
で
、
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
焚
火
を
囲
ん
で
暖
を
と
り
、
や
が
て
身
を
寄
せ
合
っ
て
寝
に
就
く
。
だ
が
、
隊
員
た
ち
は
、
コ
ー
ラ
ス

を
楽
し
み
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
よ
り
流
れ
る
音
楽
に
興
じ
、
日
記
を
し
た
た
め
、
シ
ェ
ル
パ
・
ダ
ン
ス
の
仲
間
入
り
を
し
て
は
、
彼
ら

キ
ャ
ラ
バ
ン
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サ
マ
で
数
日
を
費
や
し
、
登
肇
の
陣
容
を
整
え
る
。
三
月
三
日
に
は
四
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
Ｂ
Ｃ
を
建
設
し
、
サ
マ
の
ポ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
の
荷
上
げ
が
、
三
月
四
日
に
は
完
了
、
一
日
遅
れ
の
雛
祭
を
兼
ね
て
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
開
き
の
祝
宴
を
張
っ
た
。
当
日

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
飛
来
し
た
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
取
材
班
は
、
大
車
輪
で
カ
メ
ラ
を
ま
わ
し
た
。

翌
日
よ
り
Ｃ
１
の
荷
上
げ
の
準
備
と
ル
ー
ト
の
偵
察
を
開
始
し
た
。
こ
の
日
か
ら
隊
員
は
終
始
、
先
頭
に
立
っ
て
行
動
し
た
が
、
ペ
ー

ス
の
お
そ
い
隊
員
の
あ
と
に
つ
い
て
歩
く
の
が
不
服
で
、
不
平
を
も
ら
す
シ
ェ
ル
パ
も
い
た
が
、
私
た
ち
の
登
山
で
あ
る
以
上
、
私
た
ち

の
流
儀
で
や
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
シ
ェ
ル
パ
・
メ
イ
ク
と
言
わ
せ
な
い
た
め
に
、
こ
の
流
儀
が
彼
ら
の
カ
ン
に
触
っ
た
と
し
て

も
、
譲
歩
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
ど
う
か
、
彼
ら
は
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
権
利
を
行
使
し
、
困
ら
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
反
面
、
私
た
ち
は
彼
ら
の
実
体
を
見
き
わ
め
る
こ
と
が
出
来
、
彼
ら
の
扱
い
に
も
次
第
に
習
熟
し
て
行
っ
た
。
し
か
し
、

二
人
の
サ
ー
ダ
ー
の
確
執
か
ら
来
る
シ
ェ
ル
パ
同
士
の
紛
争
は
、
私
た
ち
の
頭
痛
の
種
だ
っ
た
。

Ｃ
１
へ
の
荷
上
げ
は
順
調
に
進
み
、
隊
員
も
高
所
順
応
を
兼
ね
て
、
そ
れ
に
従
事
し
た
。
最
初
が
肝
腎
な
の
で
、
荷
重
は
十
キ
ロ
乃
至

十
五
キ
ロ
に
お
さ
え
て
い
た
が
、
シ
ェ
ル
パ
な
み
に
担
い
で
疲
労
困
億
し
て
帰
っ
て
来
る
人
が
あ
っ
た
り
で
、
一
名
の
落
伍
者
も
出
す
ま

い
と
の
配
慮
か
ら
、
き
び
し
く
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
を
行
使
し
た
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
概
し
て
高
所
順

と
の
親
睦
を
は
か
り
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
た
。
連
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
行
事
を
あ
か
ず
楽
し
ん
だ
。

ロ
－
の
部
落
近
く
、
間
近
に
マ
ナ
ス
ル
を
仰
ぎ
、
よ
う
や
く
緊
張
し
た
。
眼
前
に
延
び
る
東
尾
根
の
凄
じ
さ
に
、
「
あ
ん
な
と
こ
ろ
、

一
体
誰
が
登
る
の
か
し
ら
」
と
、
気
を
の
ま
れ
る
人
も
あ
れ
ば
、
闘
志
を
か
き
た
て
ら
れ
、
き
ら
き
ら
瞳
を
輝
か
す
人
も
あ
り
、
十
人
十

色
の
反
応
を
示
し
て
サ
マ
に
着
い
た
。
例
年
な
ら
ま
だ
深
い
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
今
年
は
珍
し
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ま
だ

ら
に
消
え
残
っ
た
雪
が
見
ら
れ
る
程
度
だ
っ
た
。

登
塞
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マナスル登頂

応
に
は
慎
重
だ
っ
た
の
で
、
決
定
的
な
高
所
症
状
は
現
れ
な
か
っ
た
。

三
月
十
日
に
は
Ｃ
１
（
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
、
隊
員
を
交
替
で
宿
泊
さ
せ
、
順
応
の
状
態
を
観
察
し
た
。
以
後
、
初
め
て
経
験

す
る
高
度
に
は
、
か
な
ら
ず
↓
一
’
二
回
登
降
を
繰
り
返
し
て
か
ら
宿
泊
さ
せ
る
方
式
を
と
っ
た
。
三
月
十
八
日
か
ら
Ｃ
２
へ
の
ル
ー
ト
エ

作
を
開
始
、
中
世
古
、
原
田
、
二
人
の
サ
ー
ダ
ー
に
よ
り
、
東
尾
根
に
つ
き
上
げ
る
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
を
つ
め
て
、
尾
根
に
迫
っ
た
。
こ
の

頃
の
天
候
は
、
連
日
、
昼
ご
ろ
よ
り
崩
れ
、
降
雪
を
み
た
。
こ
の
日
は
風
も
強
く
、
舞
い
上
が
る
雪
煙
に
、
偵
察
隊
の
姿
は
時
お
り
か
き

消
さ
れ
た
。
ダ
ー
ウ
オ
ン
チ
ュ
ー
が
ア
イ
ゼ
ン
を
忘
れ
た
と
帰
り
た
が
る
の
で
、
尾
根
ま
で
出
ら
れ
ず
引
き
返
し
た
。
昨
年
の
偵
察
時
に

固
定
し
た
ロ
ー
プ
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
十
分
使
用
に
耐
え
た
そ
う
だ
。
翌
日
か
ら
隊
員
が
交
替
で
ル
ー
ト
エ
作
に
出
て
、
三
月
二

十
六
日
、
尾
根
上
に
Ｃ
２
（
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
し
た
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、
私
た
ち
が
第
一
の
難
関
と
考
え
て
い
た
、
岩
峰
へ

の
ル
ー
ト
エ
作
が
開
始
さ
れ
た
が
、
不
安
定
な
雪
壁
の
ト
ラ
寺
ハ
ー
ス
に
五
日
間
を
要
し
、
岩
峰
基
部
に
達
し
た
も
の
の
、
シ
ェ
ル
パ
た
ち

は
、
隊
員
が
必
要
と
認
め
な
い
部
分
に
ま
で
、
不
安
が
り
、
勝
手
に
ロ
ー
プ
を
固
定
し
て
し
ま
っ
た
。
お
ま
け
に
、
荷
上
げ
は
体
力
的
限

界
だ
と
、
十
五
キ
ロ
し
か
担
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
用
ロ
ー
プ
や
ス
ノ
ー
等
ハ
ー
が
大
幅
に
不
足
す
る
し
、
荷
上
げ
が
追
い

つ
か
な
い
こ
と
が
目
に
見
え
て
き
て
、
東
尾
根
か
ら
の
登
頂
は
望
み
が
な
い
と
思
わ
れ
た
。
三
月
三
十
一
日
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に
集
結
、
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
、
半
日
協
議
し
た
。
そ
し
て
、
先
に
述
令
へ
た
よ
う
な
経
緯
で
、
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト
へ
の
転
進
が
き
ま
っ
た
が
、
東
尾

根
に
対
し
未
練
を
残
す
人
も
か
な
り
あ
っ
た
。

四
月
一
日
よ
り
Ｂ
Ｃ
移
転
の
準
備
に
と
り
か
か
る
。
Ｃ
２
ま
で
上
げ
た
荷
を
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
し
て
、
サ
マ
経
由
で
新
た
に
Ｂ
Ｃ
へ
移
送
す

る
た
め
、
サ
マ
の
ポ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
ル
ピ
ー
で
も
節
約
し
た
い
と
思
う
私
た
ち
と
、
足
許
を
み
て
、
こ
の

際
儲
け
て
や
れ
と
い
う
彼
ら
と
の
間
に
、
賃
金
の
折
あ
い
が
つ
か
ぬ
ま
ま
、
数
日
間
に
ら
み
あ
い
が
続
い
た
。
三
日
間
で
移
転
を
お
え
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
九
日
か
か
っ
て
よ
う
や
く
完
了
し
た
。
こ
の
お
く
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
新
ル
ー
ト
へ
は
、
登
筆
隊
長
の
中
世
古

を
責
任
者
と
す
る
、
五
名
の
偵
察
隊
を
送
り
、
旧
Ｂ
Ｃ
に
は
各
係
の
責
任
者
が
残
っ
て
移
転
作
業
に
当
た
っ
た
。
サ
マ
ヘ
の
下
り
は
、
春
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の
兆
し
が
見
え
は
じ
め
、
可
憐
な
草
花
が
眼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
、
雪
の
中
で
暮
し
た
一
ヵ
月
の
酷
し
さ
が
、
ま
る
で
嘘
の
よ
う
だ
っ

た
。
久
方
ぶ
り
に
見
る
サ
マ
の
部
落
も
、
緑
が
濃
く
な
り
、
ヤ
ク
の
鈴
の
音
も
の
ど
か
で
、
新
調
さ
れ
た
ゴ
ン
パ
の
幟
は
、
陽
光
に
ま
ぶ

し
い
ば
か
り
の
白
さ
を
見
せ
て
い
た
。
新
Ｂ
Ｃ
へ
の
登
り
に
か
か
る
と
、
行
手
に
、
マ
ナ
ス
ル
の
鋭
峰
と
、
荒
々
し
い
氷
河
の
末
端
が
、

岳
樺
の
梢
ご
し
に
、
視
野
い
つ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
り
、
そ
こ
か
ら
足
下
の
、
乳
緑
色
の
水
を
た
た
え
た
氷
河
湖
め
が
け
て
、
臺
音
と
と
も
に

雪
崩
が
落
ち
こ
ん
で
ゆ
く
。
背
後
に
は
、
麗
し
い
山
容
を
誇
る
パ
ン
プ
ー
チ
が
、
端
然
と
、
折
目
正
し
く
控
え
て
お
り
、
思
わ
ず
足
を
止

め
て
、
そ
の
景
観
に
見
と
れ
て
し
ま
っ
た
。
最
後
の
急
登
は
、
勝
手
放
題
に
つ
け
ら
れ
た
ヤ
ク
の
道
を
、
適
当
に
ひ
ろ
っ
て
登
っ
て
行
っ

た
。
間
も
な
く
着
い
た
韓
国
隊
の
Ｂ
Ｃ
跡
が
、
私
た
ち
の
登
山
基
地
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
傾
斜
し
た
狭
い
カ
ル
カ
で
、
設
営
に
苦
労
さ

せ
ら
れ
た
か
わ
り
、
眺
望
の
よ
さ
が
そ
れ
を
補
っ
た
。

偵
察
隊
の
方
は
、
す
で
に
Ｃ
１
を
建
設
、
さ
ら
に
Ｃ
２
へ
の
ル
ー
ト
を
延
ば
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
、
連
絡
将

校
が
私
た
ち
の
ル
ー
ト
変
更
に
疑
念
を
抱
き
、
彼
が
ネ
パ
ー
ル
外
務
省
登
山
局
に
書
き
送
っ
た
、
ル
ー
ト
変
更
に
関
す
る
報
告
に
対
し
、

回
答
が
あ
る
ま
で
は
、
Ｂ
Ｃ
以
上
に
シ
ェ
ル
パ
や
ポ
ー
タ
ー
を
上
げ
て
は
な
ら
な
い
と
言
い
出
し
た
。
シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
動
揺
す
る
し
、

私
た
ち
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
が
、
ま
も
な
く
、
登
山
担
当
官
よ
り
お
構
い
な
し
と
い
う
回
答
が
届
き
、
こ
の
問
題
は
ケ
リ
が
つ
い
た
。

Ｃ
１
へ
の
荷
上
げ
は
続
行
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
建
設
さ
れ
た
Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
も
並
行
し
て
行
な
わ
れ
、
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
１

間
は
三
十
七
名
の
、
Ｃ
１
、
Ｃ
２
間
は
七
名
の
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
を
起
用
、
精
力
的
な
荷
上
げ
で
、
今
ま
で
の
お
く
れ
を
取
り
戻
し
た
。

Ｃ
２
ま
で
の
ル
ー
ト
は
、
途
中
、
ナ
イ
ケ
・
ピ
ー
ク
よ
り
の
雪
崩
の
危
険
は
あ
っ
た
が
、
比
較
的
起
伏
の
緩
い
雪
原
で
、
Ｃ
１
手
前
の

ク
レ
、
ハ
ス
上
部
の
ト
ラ
寺
ハ
ー
ス
・
ル
ー
ト
と
、
Ｃ
２
直
下
、
ナ
イ
ケ
・
コ
ル
か
ら
黒
岩
上
部
へ
の
急
斜
面
に
、
ロ
ー
プ
を
固
定
し
た
だ
け

で
、
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
の
荷
上
げ
に
危
険
は
な
く
、
彼
ら
の
起
用
で
荷
上
げ
は
順
調
に
は
か
ど
っ
た
。

隊
員
も
こ
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
Ｃ
１
、
Ｃ
２
に
入
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
は
一
時
ひ
っ
そ
り
と
し
た
が
、
す
ぐ
に
、
上
部
キ
ャ
ン
プ
よ
り
交
替
で
、

休
養
に
下
っ
て
来
る
人
た
ち
が
ぽ
つ
ぽ
つ
あ
ら
わ
れ
、
私
は
そ
の
人
た
ち
の
健
康
診
断
と
食
事
の
世
話
に
追
わ
れ
、
結
構
忙
し
か
っ
た
。
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マナスル登頂

そ
う
な
る
前
の
一
時
期
冠
Ｂ
Ｃ
移
転
作
業
に
従
事
し
て
い
た
人
た
ち
は
、
東
尾
根
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
中
断
さ
れ
、
Ｂ
Ｃ
や
サ
マ
に

十
日
近
く
も
釘
づ
け
に
さ
れ
た
の
で
、
偵
察
隊
の
人
た
ち
と
、
高
所
順
応
に
差
が
つ
く
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
一
方
、
偵
察
隊
の
中
世

古
は
、
東
尾
根
で
、
す
で
に
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
高
所
順
応
が
出
来
て
い
る
の
で
、
日
本
山
岳
会
ル
ー
ト
で
の
同
高
度
ま
で
は
、

キ
ャ
ン
プ
の
建
設
を
急
ぎ
た
い
の
で
、
勝
手
知
っ
た
今
の
メ
ン
、
ハ
ー
で
、
Ｃ
３
の
建
設
ま
で
頑
張
る
と
主
張
し
て
い
た
。
私
た
ち
に
は
下

る
自
由
は
あ
っ
て
も
、
登
る
自
由
が
な
い
と
い
う
言
葉
が
隊
員
の
間
に
さ
さ
や
か
れ
、
リ
ー
ダ
ー
不
信
の
気
配
が
感
じ
と
れ
た
。
ま
た
私

と
中
世
古
の
間
で
も
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
連
絡
だ
け
で
は
、
意
志
の
疎
通
を
欠
き
、
直
接
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

た
。
そ
ん
な
時
期
に
折
よ
く
彼
女
は
Ｂ
Ｃ
に
降
り
て
来
て
く
れ
た
。
下
痢
と
腹
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
話
よ
り
も
ま
ず
、
治
療
と
休
養
が
必
要

な
状
態
だ
っ
た
が
、
一
日
お
く
れ
て
下
っ
て
来
た
リ
ー
ダ
ー
の
内
田
を
ま
じ
え
、
二
日
間
じ
っ
く
り
話
し
あ
っ
て
、
今
後
の
方
針
を
た
て

た
。
ア
タ
ッ
ク
の
態
勢
、
メ
ン
バ
ー
の
人
選
に
つ
い
て
も
打
合
せ
を
お
こ
な
っ
た
。
私
た
ち
は
、
計
画
の
段
階
で
は
、
ア
タ
ッ
ク
・
メ
ン

バ
ー
に
シ
ェ
ル
パ
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
シ
ェ

ル
パ
レ
ス
登
山
と
誤
ま
っ
て
報
道
さ
れ
、
大
分
物
議
を
醸
し
た
よ
う
だ
。
シ
ェ
ル
パ
の
中
に
は
、
頂
上
に
立
ち
た
い
と
希
望
す
る
も
の
が

お
り
、
も
し
そ
の
希
望
が
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
も
辞
さ
な
い
と
い
う
態
度
が
見
ら
れ
た
し
、
私
た
ち
は
ま
た
、
今
後
の

登
山
活
動
に
支
障
を
来
す
こ
と
を
盧
り
、
ア
タ
ッ
ク
・
メ
ン
簿
ハ
ー
に
シ
ェ
ル
パ
も
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
一
方
、
マ
ナ
ス
ル
は
彼
ら
の
国

の
山
で
あ
り
、
儀
礼
的
な
意
味
か
ら
も
、
彼
ら
の
代
表
を
頂
上
に
立
た
せ
る
こ
と
が
、
理
に
適
う
や
り
方
だ
と
反
省
も
し
た
か
ら
だ
。

四
月
十
六
日
、
中
世
古
は
Ｃ
２
に
戻
り
、
雪
崩
の
危
険
で
決
め
か
ね
て
い
た
Ｃ
３
の
位
置
を
、
偵
察
し
た
隊
員
の
意
見
を
参
考
に
し
て

決
定
し
た
。
Ｃ
３
ま
で
は
か
な
り
の
急
斜
面
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
。
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
労
し
た
が
、
ア
イ
ゼ
ン
は
不
要

で
、
こ
れ
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
か
と
疑
っ
た
と
話
す
隊
員
も
い
た
。
Ｃ
３
よ
り
鯨
の
背
上
部
の
Ｃ
４
ま
で
は
、
や
や
左
寄
り
に
、
ダ
イ
レ

ク
ト
に
ル
ー
ト
を
と
っ
た
。
見
通
し
は
よ
か
っ
た
が
、
雪
面
は
、
ノ
ー
ス
コ
ル
か
ら
吹
き
お
ろ
す
風
で
、
ク
ラ
ス
ト
す
る
か
と
思
う
と
、

日
照
で
軟
雪
と
な
り
、
変
化
が
激
し
か
っ
た
。
こ
の
辺
は
シ
ェ
ル
パ
の
要
求
で
、
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
か
ら
Ｃ
４
ま
で
、
約
八
○
○
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四
月
二
十
八
日
、
予
定
よ
り
三
日
お
く
れ
て
Ｃ
４
（
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
こ
よ
り
い
よ
い
よ
酸
素
を
使
用
し
は
じ

め
、
原
則
と
し
て
、
夜
間
睡
眠
中
は
、
毎
分
○
・
五
リ
ッ
ト
ル
の
吸
入
を
義
務
づ
け
た
。
行
動
中
は
自
由
に
し
て
い
た
が
、
隊
員
は
睡
眠

中
も
行
動
中
も
と
も
に
使
用
し
た
。
シ
ェ
ル
パ
の
中
に
は
、
睡
眠
中
の
吸
入
も
行
な
わ
ず
、
翌
日
の
行
動
に
支
障
を
き
た
す
者
が
出
た
り

し
て
、
彼
ら
に
も
睡
眠
中
は
吸
入
す
る
よ
う
注
意
し
た
。

一
時
、
モ
ン
ス
ー
ン
が
は
じ
ま
っ
た
と
サ
マ
の
部
落
民
が
言
い
出
す
ほ
ど
、
悪
天
候
が
続
き
、
心
配
さ
れ
た
Ｃ
５
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
が
、

二
十
九
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
五
月
一
日
に
は
、
伊
藤
隊
員
が
、
三
名
の
シ
ェ
ル
パ
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
プ
ラ
ト
ー
上
に
抜
け
、
Ｃ
５
予
定

地
を
七
六
五
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
定
め
た
。
こ
の
日
は
、
シ
ェ
ル
パ
に
も
強
制
的
に
酸
素
を
吸
わ
せ
、
ピ
ッ
チ
を
上
げ
る
よ
う
に
し
た
が
、

十
八
時
の
定
時
交
信
時
に
、
ま
だ
Ｃ
４
に
も
ど
ら
な
い
と
い
う
の
で
、
心
配
さ
せ
ら
れ
た
。
一
九
時
三
十
分
、
無
事
帰
着
の
連
絡
を
受
け

安
堵
し
た
。
同
日
、
頂
上
攻
撃
の
日
も
迫
っ
て
来
た
の
で
、
登
肇
隊
長
の
中
世
古
と
、
手
紙
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
二
本
建
て
で
、
最
終

的
な
打
合
せ
を
行
な
っ
た
。
ア
タ
ッ
ク
・
メ
ン
や
ハ
ー
は
一
応
、
中
世
古
、
内
田
、
関
田
、
栗
林
、
森
の
五
名
を
候
補
に
選
ん
だ
が
、
内
田

を
の
ぞ
く
四
名
は
そ
れ
ぞ
れ
、
腹
痛
、
下
痢
、
浮
腫
な
ど
の
高
所
症
状
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
こ
の
段
階
で
は
、
も
う
少
し
様
子

を
み
な
い
こ
と
に
は
、
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
は
き
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
上
部
の
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
で
、
最
も
体

調
の
よ
い
と
思
わ
れ
る
人
か
ら
順
に
、
第
一
次
、
第
二
次
の
メ
ン
バ
ー
を
選
出
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
Ｂ
Ｃ
で
休
養
中
の
サ
ー
ダ
ー
、

イ
ラ
ッ
ェ
リ
ン
に
、
Ｃ
２
に
上
っ
て
、
ア
タ
ッ
ク
時
の
サ
ポ
ー
ト
に
万
善
を
期
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
う
し
て
逐
次
、
頂
上
攻
撃
の
態
勢

を
固
め
て
行
っ
た
が
、
種
々
好
転
の
兆
し
が
見
え
は
じ
め
た
も
の
の
、
や
は
り
天
候
が
い
ち
ば
ん
気
が
か
り
だ
っ
た
。

五
月
二
日
、
Ｃ
５
に
シ
ェ
ル
パ
の
み
で
一
部
荷
上
げ
を
行
な
い
、
中
世
古
、
内
田
、
森
の
三
名
が
Ｃ
４
入
り
を
す
る
。
幸
い
こ
の
日
は
、

メ
ー
ト
ル
の
固
定
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
た
。
Ｃ
４
建
設
前
後
は
、
天
候
が
不
安
定
で
降
雪
が
多
か
っ
た
。
雪
崩
に
よ
る
事
故
も
あ
る
に
は
あ

っ
た
が
、
大
事
に
は
い
た
ら
ず
、
着
実
に
キ
ャ
ン
プ
が
建
設
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
、
今
年
は
よ
ほ
ど
、
氷
河
の
状
態
が
よ
い
の
だ
ろ
う
と
思

っ
た
が
、
大
事
岸

っ
た
く
ら
い
だ
。

（26）
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ト
ラ
ン
シ
ー
尋
ハ
ー
の
受
信
状
態
が
よ
く
、
Ｃ
４
の
中
世
古
と
直
接
話
す
こ
と
が
出
来
た
。
中
世
古
、
内
田
、
森
に
、
シ
ェ
ル
パ
の
ジ
ャ
ン

ブ
ー
を
加
え
、
四
名
で
明
日
Ｃ
５
を
建
設
す
る
こ
と
、
五
月
四
日
に
頂
上
攻
撃
を
決
行
す
る
こ
と
、
メ
ン
ゞ
ハ
ー
は
、
四
名
の
う
ち
調
子
の

よ
い
二
名
に
し
、
あ
と
の
二
名
は
サ
ポ
ー
ト
に
ま
わ
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
報
告
を
受
け
、
了
解
し
た
旨
、
伝
え
る
。

五
月
三
日
、
Ｃ
３
と
交
信
出
来
ず
、
行
動
中
の
中
世
古
の
送
信
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
シ
ェ
ル
パ
間
に
不
穏
な
動
き
が
見
え
、
明
日
の
ア
タ

ッ
ク
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
に
不
安
が
あ
る
、
と
い
う
報
告
を
受
け
た
。
ジ
ャ
ン
ブ
ー
を
ア
タ
ッ
ク
・
メ
ン
、
ハ
ー
に
選
ん
だ
こ
と
に
不
服
な
シ

ェ
ル
パ
が
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
側
の
人
選
は
、
サ
ー
ダ
ー
の
ダ
ー
ウ
オ
ン
チ
ュ
ー
に
一
任
し

た
が
、
決
め
か
ね
て
、
結
局
、
隊
員
側
か
ら
指
名
し
て
く
れ
と
い
う
の
で
、
体
力
か
ら
言
っ
て
も
、
経
歴
か
ら
言
っ
て
も
、
最
も
適
任
と

思
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
ブ
ー
を
選
ん
だ
。
慣
例
に
し
た
が
わ
ず
、
サ
ー
ダ
ー
を
さ
し
お
い
て
、
平
の
シ
ェ
ル
パ
を
選
ん
だ
と
い
う
の
で
、
頂
上

に
立
ち
た
が
っ
て
い
た
ダ
ー
ゥ
ォ
ン
チ
ュ
ー
の
、
機
嫌
を
損
ね
る
結
果
に
な
っ
た
が
、
彼
に
は
健
康
上
の
不
安
が
あ
っ
て
指
名
を
さ
し
ひ

か
え
た
の
だ
。
何
度
も
Ｃ
３
を
呼
び
出
し
、
明
日
の
頂
上
攻
撃
に
対
す
る
隊
員
お
よ
び
シ
ェ
ル
パ
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
に
手
抜
か
り
の
な
い

よ
う
頼
み
、
確
約
は
得
た
も
の
の
、
シ
ェ
ル
パ
た
ち
の
動
静
が
正
確
に
把
握
出
来
な
い
た
め
、
少
々
不
安
が
残
っ
た
。

五
月
四
日
、
こ
の
朝
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る
マ
ナ
ス
ル
の
頂
上
は
、
い
く
ら
眼
を
凝
ら
し
て
も
雪
煙
が
見
当
た
ら
ず
、
ま
れ
に
み
る

快
晴
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
Ｃ
５
で
は
、
す
で
に
出
発
の
準
備
を
調
え
た
ア
タ
ッ
ク
メ
ン
尋
ハ
ー
が
、
テ
ン
ト
の
中
で
風
の
治
ま
る
の
を
待

っ
て
い
た
。
や
が
て
、
内
田
、
ジ
ャ
ン
ブ
ー
の
二
人
が
八
時
三
十
分
に
出
発
、
サ
ポ
ー
ト
役
に
ま
わ
っ
た
中
世
古
、
森
の
二
人
が
三
十
分

後
に
出
発
し
た
。
強
風
の
吹
荒
れ
た
後
の
プ
ラ
ト
ー
の
上
は
、
ア
イ
ゼ
ン
を
き
か
せ
て
の
快
適
な
登
り
も
あ
れ
ば
、
吹
き
よ
せ
ら
れ
た
軟

雪
に
、
ラ
ッ
セ
ル
を
強
い
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
二
ピ
ッ
チ
ほ
ど
の
間
隔
を
お
い
た
四
つ
の
人
影
は
、
よ
う
や
く
無

風
快
晴
と
な
っ
た
雪
原
を
、
頂
上
め
ざ
し
て
、
着
実
に
高
度
を
上
げ
て
行
っ
た
。

十
五
時
、
何
時
も
仰
ぎ
み
て
い
た
ピ
ナ
ク
ル
が
、
は
る
か
足
下
に
小
さ
く
な
っ
て
、
や
が
て
一
つ
の
高
み
に
た
ど
り
つ
き
、
そ
れ
が
頂

上
と
本
気
で
思
い
こ
ん
だ
の
か
、
時
間
を
気
に
し
て
、
こ
の
辺
で
切
り
上
げ
た
い
と
思
っ
た
の
か
、
ジ
ャ
ン
ブ
ー
が
、
こ
こ
か
ら
帰
ろ
う

（28）
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時
三
十
分
、
か
く
て
、
世
界
初
の
、

が
頂
上
に
立
ち
、
し
ん
が
り
は
森
。

約
一
時
間
、
そ
れ
ぞ
れ
頂
上
で
の
儀
式
を
お
え
て
、
下
山
の
途
に
つ
い
た
。
十
九
時
三
十
分
、
Ｂ
Ｃ
で
一
日
中
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
か

じ
り
つ
き
、
ア
タ
ッ
ク
隊
か
ら
の
連
絡
を
待
っ
て
い
た
私
の
耳
に
、
登
頂
成
功
の
第
一
報
が
入
っ
た
。
息
ぎ
れ
で
言
葉
が
と
ぎ
れ
る
。
…

酸
素
マ
ス
ク
を
は
ず
す
と
、
こ
う
も
苦
し
げ
に
な
る
の
か
と
思
っ
た
が
、
な
ん
と
、
ニ
セ
頂
上
手
前
よ
り
、
頂
上
往
復
ま
で
の
約
四
時
間

を
、
森
以
外
は
酸
素
な
し
で
行
動
し
て
い
た
の
だ
。
高
所
順
応
は
比
較
的
順
調
に
い
っ
た
と
は
思
っ
た
が
、
こ
う
も
好
調
と
は
予
想
も
し

な
か
っ
た
だ
け
に
、
後
遺
症
を
心
配
し
た
が
、
そ
の
心
配
は
無
用
だ
っ
た
。
二
士
一
時
ご
ろ
、
全
員
無
事
に
Ｃ
５
帰
着
。

登
頂
者
の
感
想
が
、
申
し
あ
わ
せ
た
よ
う
に
「
や
れ
や
れ
、
こ
れ
で
無
事
に
責
任
を
果
た
し
た
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
私
と
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
た
。

と
言
い
は
っ
て
、
内
田
は
困
り
果
て
た
。
そ
こ
へ
中
世
古
が
追
い
つ
い
て
、
「
ど
う
し
た
の
、
頂
上
？
」
と
き
き
た
だ
す
と
、
内
田
が
「
ジ

ャ
ン
ブ
ー
が
頂
上
は
こ
こ
だ
と
い
う
が
、
あ
そ
こ
よ
れ
」
と
指
さ
す
方
向
に
、
日
本
隊
の
記
録
で
見
知
っ
た
、
真
の
頂
上
が
見
え
た
の

だ
。
い
ぶ
か
し
げ
な
ジ
ャ
ン
ブ
ー
を
後
に
、
ニ
セ
頂
上
へ
登
り
つ
め
た
そ
の
足
で
、
中
世
古
が
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
頂
上
に
向
か
っ
た
。
頂

上
直
下
に
、
日
本
山
岳
会
マ
ナ
ス
ル
隊
の
登
頂
を
支
え
た
ハ
ー
ケ
ン
を
発
見
し
、
感
無
量
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
中
世
古
と
内
田
の

両
名
は
、
お
た
が
い
に
ト
ッ
プ
を
ゆ
ず
り
あ
っ
た
が
、
結
局
、
最
初
に
頂
上
を
踏
ん
だ
の
は
、
登
肇
隊
長
の
中
世
古
だ
っ
た
。
時
に
十
七

時
三
十
分
、
か
く
て
、
世
界
初
の
、
女
性
に
よ
る
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
登
頂
は
成
し
と
げ
ら
れ
た
。
続
い
て
内
田
、
ジ
ャ
ン
ブ
ー
の
二
人

五
月
五
日
、
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
員
の
鈴
木
貞
子
、
伊
藤
知
子
の
両
名
が
、
Ｃ
４
を
出
発
し
て
Ｃ
５
に
向
か
っ
た
ま
ま
消
息
を
絶
っ
た
。

十
八
時
の
定
時
交
信
で
Ｃ
５
に
ま
だ
到
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、
不
安
を
お
ぼ
え
、
Ｃ
３
に
待
機
中
の
中
世
古
に
問
い
あ
わ
せ
る
と
、

Ｃ
４
、
Ｃ
５
間
は
固
定
ロ
ー
プ
が
く
タ
張
り
で
、
迷
う
は
ず
も
な
い
し
、
安
全
だ
か
ら
心
配
は
い
ら
な
い
と
い
う
返
答
だ
っ
た
。
天
候
が

遭
難

（29）



激
変
し
て
い
る
の
で
諺
明
日
の
ア
タ
ッ
ク
は
中
止
す
る
こ
と
に
決
め
諺
Ｃ
５
に
命
令
を
伝
え
る
手
筈
を
し
、
十
九
時
三
十
分
に
再
度
交
信

す
る
。
こ
の
時
は
、
ア
タ
ッ
ク
・
メ
ン
バ
ー
と
し
て
Ｃ
５
入
り
し
た
シ
ェ
ル
パ
か
ら
、
両
隊
員
は
天
候
が
悪
く
な
っ
た
の
で
、
ア
タ
ッ
ク

を
あ
き
ら
め
、
Ｃ
４
に
戻
っ
た
ら
し
い
と
い
う
連
絡
を
受
け
た
。
二
十
時
三
十
分
ま
で
待
っ
た
が
、
彼
女
た
ち
の
行
方
は
杏
と
し
て
知
れ

ず
、
そ
れ
が
遭
難
に
結
び
つ
く
ま
で
に
は
、
か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
た
。
そ
の
日
は
、
昼
ご
ろ
よ
り
烈
し
い
ブ
リ
ザ
ー
ド
と
な
り
、
視

界
は
ゼ
ロ
に
近
く
、
Ｃ
５
の
位
置
が
わ
か
ら
ず
Ｃ
４
に
引
き
返
す
途
中
、
て
ま
ど
っ
て
お
そ
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

か
ら
だ
。
あ
ま
り
の
お
そ
さ
に
只
事
で
は
な
い
と
、
Ｃ
３
の
中
世
古
に
連
絡
、
相
談
の
上
、
緊
急
事
態
と
判
断
、
各
キ
ャ
ン
プ
に
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
を
開
局
し
た
ま
ま
待
機
す
る
よ
う
命
じ
、
さ
ら
に
Ｃ
５
と
Ｃ
４
に
は
、
テ
ン
ト
の
周
辺
を
、
ホ
ィ
ッ
ス
ル
を
吹
い
て
捜
索
す

る
よ
う
依
頼
し
、
彼
女
た
ち
が
も
ど
る
ま
で
は
、
テ
ン
ト
に
灯
り
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
指
示
し
た
。
二
十
三
時
に
、
Ｃ
４
よ
り
、
テ
ン
ト
の

近
く
に
意
識
艤
朧
と
し
て
突
っ
立
っ
て
い
た
、
伊
藤
隊
員
を
発
見
し
、
テ
ン
ト
に
収
容
し
た
旨
の
連
絡
が
入
っ
た
。
鈴
木
隊
員
も
間
も
な

く
、
と
い
う
期
待
も
空
し
く
、
彼
女
は
と
う
と
う
帰
っ
て
は
来
な
か
っ
た
。
暗
胆
た
る
想
い
で
一
夜
を
明
か
し
、
五
月
六
日
の
未
明
に
、

Ｃ
５
の
シ
ェ
ル
パ
に
プ
ラ
ト
ー
上
の
捜
索
を
、
Ｃ
４
の
隊
員
に
は
Ｃ
５
へ
の
救
援
を
依
頼
し
た
。
Ｃ
５
の
ダ
ー
ウ
オ
ン
チ
ュ
ー
と
ミ
ン
マ

は
、
お
た
が
い
に
確
保
し
あ
わ
な
け
れ
ば
歩
行
出
来
な
い
ほ
ど
の
強
風
を
つ
い
て
、
三
時
間
余
り
捜
索
し
て
く
れ
た
が
、
プ
ラ
ト
ー
上
に

は
発
見
出
来
ず
、
下
部
だ
と
判
断
し
て
下
降
を
始
め
た
。
そ
の
途
中
、
プ
ラ
ト
ー
直
下
の
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
終
了
点
か
ら
五
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
ピ
ナ
ク
ル
寄
り
に
、
鈴
木
隊
員
の
ピ
ッ
ケ
ル
と
酸
素
ボ
ン
ベ
の
入
っ
た
ザ
ッ
ク
を
発
見
し
た
。
し
か
し
強
風
に
身
の
危
険
を
感

じ
、
そ
れ
ら
を
回
収
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
捜
索
を
続
け
な
が
ら
の
下
降
中
、
Ｃ
４
近
く
の
八
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
フ
ィ
ッ
ク
ス

・
ロ
ー
プ
か
ら
左
寄
り
に
、
鈴
木
隊
員
の
防
風
衣
（
登
肇
ベ
ル
ト
が
着
い
た
ま
ま
の
）
を
発
見
し
、
そ
れ
を
回
収
し
て
Ｃ
４
に
下
っ
た
。

目
撃
者
も
な
く
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
鈴
木
隊
員
は
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
は
な
れ
て
、
自
己
確
保
な
し
に
着
換

え
中
（
羽
毛
服
に
）
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
や
ハ
ラ
ン
ス
を
失
い
、
Ｃ
４
付
近
ま
で
滑
落
、
ク
レ
、
ハ
ス
内
に
転
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
生
存

の
可
能
性
も
薄
か
っ
た
。
な
お
Ｃ
４
、
Ｃ
５
間
は
、
ほ
と
ん
ど
ロ
ー
プ
を
固
定
し
て
あ
り
、
そ
れ
に
登
肇
ベ
ル
ト
で
確
保
し
、
さ
ら
に
１
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マ
ー
ル
を
使
っ
て
登
降
し
て
い
た
の
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
は
、
ザ
イ
ル
で
結
び
あ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
Ｃ
４
の
隊
員
は
、
救
出
し
た
伊

藤
隊
員
の
看
護
で
一
睡
も
せ
ず
、
疲
労
の
極
に
達
し
て
い
た
が
、
風
が
お
さ
ま
る
の
を
待
っ
て
捜
索
に
出
、
遭
難
現
場
を
確
認
し
、
遺
品

だ
け
で
も
回
収
し
て
来
る
と
申
し
出
て
く
れ
た
が
、
天
候
回
復
の
兆
し
も
な
く
、
Ｃ
４
の
テ
ン
ト
は
雪
に
う
ず
も
れ
、
炊
事
も
困
難
に
な

り
、
危
険
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
。
シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
、
私
た
ち
の
頼
み
に
耳
も
貸
さ
ず
、
Ｃ
３
、
Ｃ
２
と
下
降
を
は
じ
め
、
伊
藤
隊

員
を
Ｃ
３
に
降
す
作
業
が
せ
い
一
杯
で
、
捜
索
を
続
け
る
の
は
無
理
だ
っ
た
。
翌
五
月
七
日
も
天
候
は
回
復
せ
ず
、
こ
れ
以
上
の
捜
索
は

二
重
遭
難
の
お
そ
れ
あ
り
と
判
断
、
涙
を
の
ん
で
、
Ｃ
４
の
隊
員
に
下
山
を
命
じ
た
。
救
援
に
三
名
の
シ
ェ
ル
パ
を
さ
し
む
け
、
Ｃ
４
を

撤
収
、
さ
ら
に
Ｃ
３
も
撤
収
し
て
、
安
全
圏
の
Ｃ
２
に
集
結
さ
せ
た
。

五
月
八
日
に
は
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
山
し
、
一
日
休
養
の
の
ち
、
十
日
よ
り
Ｃ
２
以
下
の
撤
収
を
開
始
し
た
。
主
の
な
い
鈴
木
隊
員
の
テ
ン

ト
に
は
、
小
さ
な
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、
隊
員
た
ち
は
、
荷
造
り
の
手
を
休
め
て
は
、
手
向
け
の
花
を
摘
み
に
出
か
け
た
。

五
月
十
三
日
に
は
、
全
員
サ
マ
に
下
り
、
僧
院
に
お
い
て
、
ヘ
ッ
ド
・
ラ
マ
の
回
向
に
よ
る
仮
葬
儀
を
と
り
お
こ
な
い
、
隊
員
た
ち
は

し
め
や
か
に
在
り
し
日
の
鈴
木
隊
員
を
偲
び
、
冥
福
を
祈
っ
た
。
そ
し
て
、
マ
ナ
ス
ル
を
仰
ぐ
丘
の
上
に
石
を
積
み
、
慰
霊
碑
を
建
て
た
。

モ
ン
ス
ー
ン
近
く
、
い
っ
せ
い
に
咲
き
出
し
た
花
々
を
、
碑
前
に
供
え
、
マ
ナ
ス
ル
氷
河
に
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
鈴
木
隊
員
に
、

最
後
の
別
れ
を
告
げ
、
六
月
十
七
日
、
本
隊
は
ラ
ル
キ
ャ
峠
を
越
え
て
、
荷
物
の
輸
送
隊
は
ブ
リ
ガ
ン
ダ
キ
沿
い
に
、
帰
路
に
つ
い
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
標
高
が
下
る
ほ
ど
に
暑
さ
を
ま
し
、
足
の
裏
が
焼
け
つ
く
よ
う
な
酷
暑
に
、
一
日
も
早
く
こ
の
旅
の
終
る
こ
と
を
ね
が

っ
た
。
幸
い
、
モ
ン
ス
ー
ン
中
と
い
う
の
に
、
一
日
も
雨
に
あ
わ
ず
、
蛭
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
本
隊
は
五
月
二
十
八
日
に
、

輸
送
隊
は
五
月
三
十
一
日
に
無
事
カ
ト
マ
ン
ズ
に
着
き
、
約
半
月
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
だ
。

今
回
の
私
た
ち
の
試
み
で
、
女
性
に
適
し
た
登
り
方
を
す
る
な
ら
、
女
性
の
み
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
登
山
は
可
能
だ
と
い
う
こ
と
が
、

お
わ
り
に
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実
証
さ
れ
た
と
思
う
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
生
理
学
的
な
立
場
か
ら
言
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
マ
ナ
ス
ル
の
登
山
を
通

じ
、
自
分
た
ち
の
社
会
人
と
し
て
の
未
熟
さ
、
修
練
の
足
り
な
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
反
省
す
べ
き
点
の
多
か
っ
た
こ
と
も
知
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
体
験
を
生
か
し
、
今
後
の
女
性
登
山
隊
が
、
よ
り
よ
い
成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
こ
の
計
画
の
立
案
者
で
あ
る
、
総
指
揮
の
佐
藤
京
子
さ
ん
が
、
病
の
た
め
、
現
地
に
お
い
て
直
接
こ
の
隊
の
指
揮
を
と
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
や
む
を
得
ず
、
私
が
代
役
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
彼
女
の
構
想
と
は
異
な
っ
た
か

た
ち
の
山
行
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
わ
れ
る
点
、
さ
ら
に
こ
の
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
岳
界
諸
先
輩
よ
り
い
た
だ
い
た
貴

重
な
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
登
頂
を
成
功
に
み
ち
び
く
力
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
、
こ
の
報
告
を
終
え
る
。

隊
名
同
人
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
日
本
女
性
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊

隊
の
構
成
〔
総
指
揮
〕
佐
藤
京
子
（
三
十
六
歳
）
〔
隊
長
兼
医
師
〕

黒
石
恒
（
四
十
八
歳
）
〔
登
筆
隊
長
〕
中
世
古
直
子
（
三
十
六
歳
）

〔
隊
員
〕
内
田
昌
子
（
三
十
三
歳
）
関
田
美
智
子
（
三
十
五
歳
）

森
美
枝
子
（
三
十
三
歳
）
板
倉
昌
子
（
三
十
一
歳
）
中
島
睦
美

（
二
十
九
歳
）
鈴
木
貞
子
（
三
十
歳
）
伊
藤
知
子
（
二
十
七
歳
）

原
田
志
津
（
二
十
六
歳
）
栗
林
直
子
（
二
十
四
歳
）
〔
事
務
局
長
〕

宮
本
良
江
〔
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
〕
ブ
ラ
デ
ィ
ブ
．
Ｓ
・

ラ
ナ
（
二
十
二
歳
）
〔
サ
ー
ダ
ー
〕
イ
ラ
・
ツ
ェ
リ
ン
（
四
十
歳
）

ダ
ー
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
（
三
十
八
歳
）
〔
シ
ェ
ル
パ
〕
ジ
ャ
ン
ブ
ー

（
二
十
六
歳
）
マ
ン
・
テ
ン
ジ
ン
（
二
十
三
歳
）
フ
ィ
ン
ゾ
ー
（
三

十
三
歳
）
リ
ン
ジ
ン
（
三
十
八
歳
）
ミ
ン
マ
（
二
十
三
歳
）
パ
サ

ン
（
二
十
六
歳
）
ハ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
（
二
十
三
歳
）
ダ
ワ
・
サ
ン

ダ
ー
（
二
十
九
歳
）
ド
ル
ジ
ェ
（
三
十
歳
）
フ
ル
テ
ン
バ
（
二
十

五
歳
）
ア
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
（
二
十
八
歳
）
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン

（
二
十
歳
）
ア
ン
テ
ン
バ
（
三
十
四
歳
）
ロ
ー
ッ
ク
〕
ア
ン
ッ
ェ
リ

ン
（
五
十
歳
）
〔
サ
ブ
・
コ
ッ
ク
〕
ア
ン
・
タ
ワ
（
二
十
六
歳
）

〔
キ
ッ
チ
ン
ポ
ー
イ
〕
ツ
ェ
リ
ン
（
二
十
三
歳
）
タ
シ
（
二
十
六

歳
）
〔
メ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー
〕
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
バ
ハ
ド
ー
ル
（
二
十

八
歳
）
ラ
ン
バ
ハ
ド
ー
ル
（
二
十
八
歳
）
〔
ポ
ー
タ
ー
〕
四
一
○

人
（
ナ
イ
ケ
を
ふ
く
む
）

（32）



マナスルの頂上に立つ中仙古隊員（1974年5月4 1117時30分，森隊員撒影）
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マナスル頂上よりチベット側を望む



マナスル登頂

四
月
一
日

五
日

八
日

十
一
日

十
八
日

二
十
八
日

五
月
三
日

行
動
記
録

二
月
三
日

十
四
日

二
十
四
日

二
十
五
日

三
月
三
日

十
日

二
十
六
日

三
十
一
日

四
日

カ
ト
マ
ン
ズ
着

ト
リ
ス
リ
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始

サ
マ
着
（
隊
員
と
三
分
ノ
ー
の
隊
荷
）

残
り
の
隊
荷
サ
マ
着

Ｂ
Ｃ
建
設
（
四
四
○
○
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
１
建
設
（
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
２
建
設
（
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）

東
尾
根
よ
り
東
壁
へ
ル
ー
ト
変
更
を
全
員
協
議
で

決
定

東
尾
根
ル
ー
ト
の
Ｂ
Ｃ
撤
収
準
備
開
始

東
壁
ル
ー
ト
Ｂ
Ｃ
建
設
（
四
三
五
○
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
１
建
設
（
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
２
建
設
（
五
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
３
建
設
（
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
４
建
設
（
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
５
建
設
（
七
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）
隊
員
三
名

（
中
世
古
、
内
田
、
森
）
と
シ
ェ
ル
パ
の
ジ
ャ
ン

ブ
ー
が
五
人
の
シ
ェ
ル
パ
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
Ｃ

５
入
り

内
田
・
ジ
ャ
ン
ブ
ー
、
中
世
古
・
森
の
ニ
パ
ー
テ

三
十
一
日

十．十
七六

日 日

士
’
一
二
ｐ
Ｈ

七
日

八
日

九
日

十
日

十
一
日

十
二
日

－
ハ
ロ
円

五
日

ィ
で
頂
上
ア
タ
ッ
ク
十
七
時
三
○
分
、
登
頂
成
功
、

四
人
と
も
Ｃ
５
帰
着

Ｃ
５
の
四
人
Ｃ
３
へ
下
山
、
一
八
時
鈴
木
の
行
方

が
不
明
、
捜
査
を
始
め
る

午
前
中
Ｃ
５
付
近
を
捜
索
、
シ
ェ
ル
パ
が
Ｃ
５
よ

り
Ｃ
４
に
下
降
中
二
カ
所
で
鈴
木
隊
員
の
ザ
ッ
ク

ピ
ッ
ケ
ル
、
ヤ
ッ
ケ
な
ど
を
発
見
、
鈴
木
隊
員
は

Ｃ
５
付
近
よ
り
Ｃ
４
付
近
ま
で
滑
落
と
推
測

下
山
準
備
撤
収
開
始

全
隊
員
お
よ
び
シ
ェ
ル
パ
Ｂ
Ｃ
に
下
山

休
養

Ｃ
２
よ
り
荷
下
げ

Ｃ
１
よ
り
荷
下
げ

鈴
木
隊
員
の
仮
葬
儀
準
備
の
た
め
、
隊
長
、
登
肇

隊
長
、
サ
マ
ヘ

Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
、
全
員
サ
マ
ヘ
集
結
、
ゴ
ン
バ
に

お
い
て
鈴
木
隊
員
の
仮
葬
儀
を
行
な
う

帰
路
キ
ャ
ラ
バ
ン
準
備

本
隊
は
ラ
ル
キ
ャ
・
ラ
経
由
、
荷
物
輸
送
隊
は
ブ

リ
ガ
ン
ダ
キ
経
由
の
二
隊
に
分
か
れ
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
開
始

全
員
、
カ
ト
マ
ン
ズ
集
結
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第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
を
主
体
と
し
た
「
日
本
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
・
一
九
七
三
年
」
の
派
遣
を
正
式
に
決
定
し
た
の
は
一
九
七
○
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
で
は
そ
の
前
年
、
奥
山
章
を
委
員
長
と
す
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
研
究
を
つ

づ
け
て
い
た
。
一
九
七
一
年
、
登
山
許
可
取
得
の
た
め
に
湯
浅
を
ネ
パ
ー
ル
に
派
遣
し
た
。
一
九
七
二
年
秋
ま
た
は
七
三
年
秋
に
許
可
を

与
え
る
、
と
い
う
内
諾
を
ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
得
て
湯
浅
は
帰
国
し
た
。
一
九
七
二
年
秋
は
、
イ
タ
リ
ア
隊
が
偵
察
行
の
た
め
に
権
利
を

留
保
し
て
い
た
の
で
そ
の
調
整
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
時
同
じ
く
、
ク
リ
ス
・
ボ
ニ
ン
ト
ン
が
ロ
バ
ー
ツ
を
通
じ
て

許
可
取
得
工
作
を
開
始
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
本
隊
の
許
可
問
題
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
マ
・
プ
ロ
問
題
」
に
関
連
し
て
、
国
内
手
続
に
お

い
て
難
渋
し
た
。
結
局
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
、
イ
タ
リ
ア
隊
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
契
機
に
、
七
二
年
秋
イ
ギ
リ
ス
隊
、
本
隊
に
は
七
三
年
秋

に
許
可
す
る
旨
を
発
表
し
た
。
こ
う
し
て
、
委
員
会
は
準
備
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
途
次
、
本
計
画
の
中
心

人
物
と
し
て
隊
長
を
予
定
さ
れ
て
い
た
奥
山
章
が
ガ
ン
の
た
め
に
他
界
さ
れ
計
画
の
行
方
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
氏
の
「
遺
言
」
通
り
関
係

者
は
本
計
画
の
実
現
に
適
進
し
た
。

出
発
ま
で

エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
（
一
九
七
三
年
）

湯
浅
道
男
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エベレスト南西壁

登
山
隊
は
総
指
揮
・
橋
本
龍
太
郎
、
隊
長
・
水
野
祥
太
郎
と
し
、
登
肇
隊
長
と
し
て
湯
浅
道
男
を
指
名
し
た
。
副
登
肇
隊
長
に
は
青
木

が
指
名
さ
れ
た
。
大
所
・
高
所
か
ら
登
山
行
動
を
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
す
る
と
い
う
意
味
で
、
七
○
年
エ
ベ
レ
ス
ト
経
験
者
で
あ
る
住
吉
、
鹿

野
に
参
加
を
依
頼
し
た
。
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
か
ら
算
出
さ
れ
た
予
定
隊
員
は
二
十
八
名
の
登
肇
隊
員
と
二
名
の
医
療
担
当
隊
員
で
あ
っ
た
が
、

報
道
隊
員
五
名
、
医
学
担
当
二
名
の
追
加
、
現
地
参
加
隊
員
の
加
入
に
よ
っ
て
隊
員
は
大
幅
に
増
加
し
た
。
三
年
余
の
準
備
活
動
を
や
り

ぬ
い
た
者
す
べ
て
に
参
加
し
て
貰
う
と
い
う
委
員
会
の
方
針
と
現
地
参
加
を
希
望
す
る
在
ネ
パ
ー
ル
の
優
れ
た
登
山
家
に
参
加
し
て
貰
う

と
い
う
二
つ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
隊
員
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

総
指
揮
・
橋
本
龍
太
郎
（
六
十
三
歳
）
、
隊
長
・
水
野
祥
太
郎
（
六
十
六
歳
）
、
副
隊
長
・
登
肇
隊
長
・
湯
浅
道
男
（
三
十
七
歳
）
、
副
隊

長
・
住
吉
仙
也
（
四
十
七
歳
）
、
副
登
肇
隊
長
・
青
木
洋
（
三
十
五
歳
）
、
鹿
野
勝
彦
（
三
十
一
歳
）
、
遠
藤
二
郎
（
三
十
五
歳
）
、
＊
上
田

富
雄
（
三
十
四
歳
）
、
＊
森
田
勝
（
三
十
六
歳
）
、
小
暮
勝
義
（
三
十
歳
）
、
田
中
壮
佶
（
医
師
・
三
十
三
歳
）
、
＊
金
田
正
樹
（
医
師
・
二

十
七
歳
）
、
坂
野
俊
孝
（
医
師
・
二
十
九
歳
）
、
飯
塚
誠
一
（
三
十
二
歳
）
、
松
田
昭
（
二
十
九
歳
）
、
三
戸
田
一
郎
（
三
十
一
歳
）
、
石
黒
久

（
二
十
八
歳
）
、
犬
木
精
一
（
二
十
八
歳
）
、
岡
部
勝
（
二
十
六
歳
）
、
加
藤
保
男
（
二
十
四
歳
）
、
山
田
和
夫
（
二
十
七
歳
）
、
＊
近
藤
国
彦

（
二
十
八
歳
）
、
合
田
敏
夫
（
二
十
六
歳
）
、
桜
井
正
巳
（
三
十
歳
）
、
深
田
良
一
（
三
十
歳
）
、
渡
辺
高
根
（
二
十
六
歳
）
、
三
羽
勝
（
三
十

一
歳
）
、
＊
重
広
恒
夫
（
二
十
六
歳
）
、
清
水
清
二
（
二
十
八
歳
）
、
下
坂
信
夫
（
二
十
五
歳
）
、
須
田
義
信
（
二
十
八
歳
）
、
高
見
和
成
（
二

十
八
歳
）
、
丹
下
博
（
二
十
六
歳
）
、
根
岸
知
（
二
十
六
歳
）
、
＊
長
谷
川
恒
男
（
二
十
五
歳
）
、
＊
桜
井
洋
介
（
二
十
四
歳
）
、
福
島
博
憲
（
三

十
三
歳
）
、
国
井
治
（
二
十
九
歳
）
、
佐
藤
俊
三
（
三
十
歳
）
、
重
野
太
肚
二
（
三
十
歳
）
、
＊
本
郷
三
好
（
二
十
二
歳
）
、
前
谷
東
雄
（
在
カ

ト
マ
ン
ズ
・
二
十
四
歳
）
、
藤
木
高
嶺
（
報
道
・
四
十
七
歳
）
、
今
井
幹
雄
（
報
道
・
三
十
三
歳
）
、
中
村
和
夫
（
報
道
・
四
十
三
歳
）
、
赤

松
威
善
（
報
道
・
三
十
六
歳
）
、
寺
田
捨
己
（
報
道
・
三
十
四
歳
）
、
宇
野
耕
平
（
コ
ッ
ク
・
三
十
四
歳
）
、
デ
ィ
パ
ク
・
ラ
ナ
（
連
絡
将
校
．

二
十
三
歳
）
（
＊
印
は
先
発
隊
）
。

シ
ェ
ル
パ
は
、
第
一
サ
ー
ダ
ー
、
ハ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
、
第
二
サ
ー
ダ
ー
、
ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
、
第
三
サ
ー
ダ
ー
、
パ
サ
ン
と
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四
月
初
旬
、
上
田
を
隊
長
に
以
下
八
名
の
先
発
隊
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
向
っ
た
。
先
発
隊
は
種
々
の
目
的
を
も
っ
て
出
発
し
た
が
、
と
く

に
資
金
調
達
の
関
係
か
ら
数
度
に
わ
た
っ
て
分
送
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
隊
荷
を
通
関
・
輸
送
す
る
と
い
う
困
難
な
作
業
が
課
せ
ら

れ
て
い
た
。
学
術
隊
員
兼
ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
現
地
参
加
を
依
頼
し
た
在
ネ
パ
ー
ル
の
鹿
野
が
学
術
調
査
の
傍
ら
こ
の

任
を
よ
く
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
山
田
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
通
関
の
た
め
に
イ
ン
ド
に
向
か
い
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
中
発
隊
員
と

し
て
、
国
内
の
準
備
活
動
を
終
え
た
岡
部
、
加
藤
、
松
田
、
前
谷
が
こ
れ
に
合
流
し
た
。
悪
名
高
き
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
カ
ル
カ
ッ
タ
通
関

を
三
船
に
わ
た
っ
て
無
事
に
完
了
し
た
。
通
関
業
者
は
、
主
と
し
て
ゴ
ー
シ
ェ
氏
を
使
っ
た
。

な
お
先
発
隊
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
前
に
こ
れ
ら
の
隊
荷
を
輸
送
す
る
た
め
に
約
三
十
フ
ラ
イ
ト
を
ル
ク
ラ
に
飛
ば
し
、
輸
送
基
地
と
な
る

シ
ャ
ン
ボ
チ
ェ
の
宮
原
氏
の
ホ
テ
ル
へ
集
結
さ
せ
た
。
計
画
変
更
に
よ
る
数
度
に
わ
た
る
通
関
、
た
び
か
さ
な
る
フ
ラ
イ
ト
変
更
、
人
員

配
置
の
変
更
な
ど
、
折
し
も
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
ネ
パ
ー
ル
で
し
か
も
イ
タ
リ
ア
隊
と
の
輸
送
フ
ラ
イ
ト
の
競
合
と
い
う
諸
事
情
の
中
で
の

輸
送
任
務
の
遂
行
は
、
き
わ
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

七
月
十
九
日
、
水
野
隊
長
以
下
二
十
六
名
か
ら
な
る
本
隊
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
向
け
て
出
発
し
た
。
湯
浅
ほ
か
四
名
は
募
金
残
務
の
た
め
、

二
十
九
日
、
遅
れ
て
出
発
し
た
。
そ
の
間
の
リ
ー
ダ
ー
権
は
青
木
に
移
行
し
た
。

七
月
二
十
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
集
結
し
た
隊
員
は
、
報
道
隊
員
も
含
め
四
十
数
名
と
な
っ
た
。
雨
の
中
を
残
余
の
約
十
五
ト
ン
の
隊
荷

を
伴
っ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
動
を
機
能
的
に
す
る
た
め
に
、
遠
藤
、
住
吉
、
青
木
、
須
田
を
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
ダ

し
、
以
下
三
十
名
を
採
用
し
た
。

先
発
隊
派
遣

ア
プ
ロ
ー
チ
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－
と
し
て
、
四
隊
に
わ
け
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
し
”
八
月
の
十
九
日
に
は
輸
送
基
地
と
な
る
シ
ャ
ン
ポ
チ
ェ
の
ホ
テ
ル
に
集
結
し
た
。

途
中
、
長
谷
川
が
肝
炎
に
な
り
ジ
リ
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
イ
ト
で
カ
ト
マ
ン
ズ
の
病
院
へ
入
院
し
た
。
ド
ク
タ
ー
か
ら
は
強
い
帰
国

要
請
も
出
さ
れ
た
が
、
と
に
か
く
快
復
を
ま
つ
こ
と
に
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
ス
ト
ロ
ン
グ
氏
か
ら
は
、
ゥ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
か
か
っ
た
前

谷
・
森
田
・
長
谷
川
の
三
名
の
肝
炎
デ
ー
タ
を
常
時
Ｂ
Ｃ
へ
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
が
、
常
識
的
に
い
え
ば
、
登
山
活
動
は
不
可
能

と
い
う
結
論
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
保
全
の
た
め
と
い
う
危
険
か
つ
き
わ
め
て
地
味
な
作
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
前
谷
に
は
、
在
カ
ト
マ
ン
ズ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
そ
の
任
に
当
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
森
田
は
キ
ャ
ラ
等
ハ
ン
中
、
暇
さ
え

あ
れ
ば
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
げ
ん
で
い
た
。
長
谷
川
は
、
二
度
目
の
入
院
で
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
陣
の
帰
国
要
請
も
無

理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
両
名
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
に
一
任
さ
れ
た
。
農
繁
期
の
ポ
ー
タ
ー
集
め
、
蛭
の
襲
来
に
も
め
げ
ず
、

こ
の
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
隊
荷
一
つ
失
わ
ず
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

八
月
二
十
日
前
後
か
ら
、
シ
ャ
ン
ボ
チ
ェ
か
ら
隊
を
さ
ら
に
再
構
成
し
て
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
Ｃ
に
向
っ
た
。
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、
大
体
、
。
ヘ

リ
チ
ェ
三
日
滞
在
、
ロ
ブ
チ
ェ
三
日
滞
在
を
基
本
と
し
た
。
鹿
野
、
上
田
、
小
暮
は
Ｂ
Ｃ
へ
直
行
し
て
、
す
で
に
Ｂ
Ｃ
入
り
し
て
い
た
重

野
ら
と
合
流
し
本
隊
の
受
入
れ
態
勢
に
加
わ
っ
た
。
飛
行
機
で
直
接
シ
ャ
ン
ボ
チ
ェ
入
り
し
た
湯
浅
も
、
青
木
と
と
も
に
隊
員
の
調
子
を

み
る
た
め
に
別
動
隊
で
Ｂ
Ｃ
直
行
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
。
今
後
の
行
動
計
画
の
た
め
の
隊
員
の
順
化
デ
ー
タ
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
や
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
の
美
し
さ
に
元
気
づ
け
ら
れ
隊
員
の
高
度
順
化
は
順
調
に
進
ん
だ
。
順
化
不
良
の
隊
員
は

三
、
四
名
を
数
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。
総
体
的
に
み
れ
ば
、
シ
ャ
ン
ボ
チ
ェ
滞
在
の
期
間
の
長
か
っ
た
こ
と
が
良
好
な
結
果
を
も
た
ら
し

三
、
四
名
を
数
え
る
（

重
野
、
重
広
ら
は
Ｂ
Ｃ
整
備
の
た
め
に
先
行
し
て
八
月
二
十
日
、
遠
藤
ら
第
一
隊
は
八
月
二
十
四
日
、
鹿
野
ら
は
八
月
二
十
五
日
、
湯

浅
ら
は
八
月
二
十
七
日
、
同
日
夜
住
吉
ら
が
Ｂ
Ｃ
に
到
着
し
た
。
須
田
ら
は
九
月
に
Ｂ
Ｃ
入
り
し
た
。
Ｂ
Ｃ
は
、
イ
タ
リ
ア
隊
、
日
本
山

岳
会
隊
よ
り
若
干
上
部
に
設
営
し
た
。
総
数
四
十
の
テ
ン
ト
、
そ
の
他
倉
庫
、
食
堂
な
ど
と
設
営
計
画
は
順
調
に
進
ん
だ
。

た
も
の
と
い
え
よ
う
。

rqワ、
、uOノ



エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
に
と
っ
て
最
も
困
難
な
問
題
は
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
通
過
で
あ
る
。
総
量
十
九
ト
ン
の
隊
荷
が
、
す
、
へ
て
人
力
に

よ
っ
て
、
こ
こ
を
通
過
し
て
上
部
キ
ャ
ン
プ
に
運
び
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
上
部
行
動
に
備
え
る
た
め
の
隊
員
の
高

度
順
化
は
実
質
的
に
は
そ
の
行
動
の
過
程
で
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
予
測
す
る
こ
と
の
不
可
能
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
ア
イ
ス
フ
オ

ー
ル
の
危
険
、
加
え
て
、
ま
だ
資
料
の
な
い
モ
ン
ス
ー
ン
中
に
こ
こ
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
を
南
面

か
ら
登
る
者
の
宿
命
と
は
い
え
、
つ
ら
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
行
動
指
針
を
採
用
し
た
。
①
登
山
期
間
の
終
了
す
る
ま
で
一
貫
し
て
キ
ー

パ
ー
を
置
き
、
キ
ー
パ
ー
は
同
一
人
で
あ
る
こ
と
。
②
キ
ー
パ
ー
は
、
毎
日
先
行
隊
と
し
て
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
こ
と
。
③
シ
ェ
ル
パ
の

行
動
に
は
、
常
に
隊
員
が
同
行
し
危
険
遭
遇
に
際
し
て
の
処
置
に
備
え
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
そ
の
任
に
あ
た
る
予

定
の
前
谷
隊
員
が
肝
炎
に
な
り
、
隊
員
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
充
当
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が
、
シ
ェ
ル
パ
の
サ
ン
ゲ
が
全
登

山
期
間
を
通
じ
て
献
身
的
に
こ
の
任
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
。
サ
ン
ゲ
が
〃
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
神
様
″
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

な
お
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
・
ポ
ー
タ
ー
は
、
二
十
六
人
雇
用
し
た
。

八
月
二
十
九
日
、
本
隊
が
到
着
し
て
二
日
目
。
午
前
中
晴
、
午
後
か
ら
雪
と
い
う
天
候
パ
タ
ー
ン
を
予
想
し
て
直
ち
に
ル
ー
ト
エ
作
に

入
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験
者
の
隊
員
数
人
と
サ
ン
ゲ
を
中
心
と
し
た
シ
ェ
ル
パ
十
余
人
は
丸
太
、
は
し
ご
の
資
材
を
運
び
上
げ
て
こ
れ
に
従

事
し
た
。
ル
ー
ト
は
、
従
来
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
で
定
型
化
さ
れ
た
向
っ
て
左
側
、
エ
ベ
レ
ス
ト
西
稜
寄
り
を
約
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
地

点
ま
で
登
り
、
中
心
部
へ
若
干
移
行
し
て
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
ク
ウ
ム
ヘ
ぬ
け
出
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
終
始
本
計
画
を
支
援
し
て
下
さ

っ
た
宮
下
秀
樹
氏
の
示
唆
に
よ
っ
て
、
計
画
段
階
で
予
想
し
た
ご
と
く
、
多
量
の
雪
は
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
を
不
安
定
に
す
る
一
要
因

で
あ
る
シ
ュ
ル
ン
ト
を
埋
め
、
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
安
全
感
を
高
め
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
午
後
と
も
な
る
と
、

Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
へ
の
行
動

（38）



エペレスト南西壁

ロ
ー
・
ラ
、
ヌ
プ
ッ
ェ
側
か
ら
ひ
っ
き
り
な
し
に
雪
崩
が
発
生
し
て
改
め
て
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
の
間
も
、

ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
は
、
一
日
ご
と
に
そ
の
表
情
を
変
え
、
ル
ー
ト
補
修
は
毎
日
行
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
こ
ろ
、
湯
浅
は
国
内
の

Ｓ
長
老
に
「
ｌ
こ
の
よ
う
な
氷
河
を
も
つ
登
山
の
隊
長
を
つ
と
め
る
こ
と
が
、
い
か
に
傲
慢
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
り
ま
し

た
」
と
い
う
手
紙
を
記
し
た
。
ル
ー
ト
は
順
調
に
延
び
、
三
十
一
日
に
は
、
三
日
間
と
い
う
新
記
録
で
ゥ
エ
ス
タ
ン
・
ク
ゥ
ム
に
ぬ
け
出

て
、
五
九
五
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
仮
Ｃ
１
を
設
営
し
た
。
天
候
は
、
相
変
ら
ず
、
午
前
中
晴
、
午
後
降
雪
で
あ
っ
た
が
、
隊
員
の
意
気
は

高
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
恒
常
的
な
ル
ー
ト
と
す
る
た
め
の
整
備
、
隊
員
の
高
度
順
化
の
た
め
に
三
日
間
を
こ
れ
に
あ
て
、
九
月
四
日
、
仮

Ｃ
１
を
撤
去
し
Ｃ
１
を
六
一
○
○
メ
ー
ト
ル
に
設
営
し
た
。
つ
づ
い
て
、
ト
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
九
月
四
日
、
イ
タ
リ
ア
隊
の
Ａ
・
Ｂ

．
Ｃ
近
く
の
六
四
五
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
仮
Ｃ
２
を
設
営
し
、
さ
ら
に
九
月
九
日
、
南
壁
基
部
、
台
地
上
の
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点

に
、
Ｃ
２
（
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
）
を
設
営
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
の
間
、
他
の
隊
員
は
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
「
三
日
行
動
・
二
日
休
息
」
と
い
う
行
動
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
順
化
を
は
か
り
、
ニ
ロ

ー
テ
シ
ョ
ン
消
化
を
原
則
と
し
て
上
部
キ
ャ
ン
プ
に
移
行
し
た
。
隊
員
は
順
化
を
そ
の
中
心
目
的
と
し
た
た
め
に
、
酸
素
ボ
ン
ベ
の
み
を

運
搬
し
た
。

天
候
は
、
小
康
状
態
を
保
ち
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
の
完
全
な
行
動
中
止
は
こ
の
間
三
日
間
の
み
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
崩
壊
に
よ
る

ル
ー
ト
変
更
は
数
回
に
及
ん
だ
が
、
幸
運
に
も
崩
壊
は
い
つ
も
夜
間
ま
た
は
行
動
後
に
生
じ
た
の
で
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
の
身
体
・
生
命
を

そ
こ
な
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
専
従
員
の
シ
ェ
ル
・
ハ
を
置
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
補
修
も
大
過
な
く
た
だ
ち
に
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
気
温
は
、
昼
夜
の
気
温
差
が
激
し
く
、
日
中
の
日
射
し
の
強
さ
に
隊
員
は
悩
ま
さ
れ
た
。
上
部
キ
ャ
ン
プ
よ
り
Ｂ
Ｃ

に
帰
っ
た
隊
員
の
ど
の
顔
も
痛
々
し
く
火
ぶ
く
れ
で
皮
が
む
け
て
い
た
。
こ
の
間
の
荷
上
げ
管
理
は
鹿
野
、
小
暮
、
山
田
、
本
郷
ら
が
担

当
し
た
。
隊
員
増
の
た
め
の
荷
上
げ
物
資
の
増
量
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
、
と
い
う
問
題
の
解
決
は
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
隊

員
は
、
原
則
と
し
て
三
チ
ー
ム
に
分
け
て
上
部
行
動
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
だ
。
頭
痛
、
下
痢
な
ど
の
症
状
の
あ
る
隊
員
は
、
不
満
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を
承
知
で
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
荷
上
げ
だ
け
に
専
念
し
て
も
ら
っ
た
。

南
壁
登
肇
ル
ー
ト
は
、
南
西
壁
中
央
ル
ン
ゼ
を
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
到
達
し
た
時
点
で
最
終
的
に
は
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

基
本
的
方
針
は
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
上
部
の
ル
ー
ト
を
右
雪
田
に
採
り
南
稜
を
経
由
し
て
頂
上
に
立
つ
と
い
う
こ
と
に
し
て
補
給
計
画

は
立
て
て
あ
っ
た
。
八
三
五
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
Ｃ
６
、
八
五
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
最
も
容
易
と
思
わ
れ
る
ル
ー
ト
か
ら
Ｉ
と
い
う
の
が
、
初
登
肇
者
に
与
え
ら
れ
た
特
権
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど

こ
が
最
も
容
易
で
あ
る
か
は
、
誰
も
予
想
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
現
場
判
断
優
先
と
い
う
こ
と
で
こ
と
に
あ
た
っ
た
。
さ
ら
に
八
○

○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
の
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
一
般
論
が
南
西
壁
登
肇
に
関
し
て
よ
く
聞
か
れ
る
が
八
○
○
○
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
行
動
計
画
は
き
わ
め
て
重
要
だ
と
い
う
考
え
で
の
ぞ
ん
だ
。
Ｃ
６
か
ら
Ｃ
７
の
間
の
岩
壁
帯
の
ル
ー
ト
エ
作
を
最
低
三
日
と
し

最
終
キ
ャ
ン
プ
に
一
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
荷
物
を
補
給
す
る
、
と
い
う
計
画
を
た
て
た
場
合
、
現
在
の
酸
素
ボ
ン
ベ
の
重
さ
で
、
従
来
の

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
補
給
計
画
で
逆
算
す
る
と
、
第
六
キ
ャ
ン
プ
に
は
約
一
ト
ン
余
の
荷
上
げ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
へ
の
隊
荷
の
集
積
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
い
う
認
識
を
強
く
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ｃ
４
が
そ
の
基
地
と
し
て
の
機
能
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
が
解
決
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
・
従
来
の
Ｃ
４
は
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
、
そ
こ
は
上
部
か
ら
の
落
石
等
に
対
し
て
極
端
に
い
え
ば
無
防
備
で
あ
る
。

雪
崩
が
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
の
地
点
も
、
本
隊
の
場
合
は
常
に
雪
崩
・
落
氷
に
見
舞
わ
れ
、
つ
い
に
は
シ
ェ
ル
パ
・
テ
ン
ト
は
最

後
ま
で
放
置
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
解
決
の
方
法
は
、

①
Ｃ
４
の
地
点
を
右
寄
り
上
部
に
移
行
し
テ
ン
ト
数
を
三
張
り
以
上
設
営
す
る
地
点
を
求
め
る
こ
と
か
、

②
Ｃ
４
を
従
来
の
テ
ン
ト
地
で
満
足
し
、
そ
の
機
能
を
単
な
る
中
継
地
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
Ｃ
３
か
ら
Ｃ
５
ま
で
の
ダ
イ
レ
ク
ト

の
荷
上
げ
を
可
能
に
す
る
方
法
を
考
え
る
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
本
隊
は
原
則
と
し
て
後
者
の
見
解
を
採
っ
た
が
、
な
お
前
者
の
考

え
方
も
計
画
段
階
で
は
す
て
ず
に
い
た
。
そ
し
て
、
前
者
の
考
え
方
で
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
不
動
と
考
え
ら
れ
て
い
る
Ｃ
３
の
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位
置
を
若
干
上
部
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
３
１
Ｃ
５
間
の
荷
上
げ
を
容
易
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
ト
ッ
プ
・
グ

ル
ー
プ
は
、
当
初
、
軍
艦
岩
の
左
上
部
の
岩
壁
帯
直
下
に
Ｃ
３
を
設
営
す
べ
く
、
直
上
ル
ー
ト
を
作
っ
た
。
こ
れ
は
、
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
か
ら

直
登
で
き
る
と
い
う
意
味
で
も
荷
上
げ
ル
ー
ト
と
し
て
優
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
①
は
た
し
て
Ｃ
５
へ
の
基
地
と
し
て
の
機
能
を
果
た

せ
る
Ｃ
４
設
営
地
が
発
見
で
き
る
か
、
②
新
し
い
Ｃ
３
設
営
地
は
従
来
の
テ
ン
ト
地
で
あ
る
軍
艦
岩
以
上
に
安
全
な
場
所
で
あ
る
か
、
と

い
う
点
が
未
解
決
で
あ
っ
た
。
Ｃ
３
は
南
壁
荷
上
げ
基
地
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
ル
ー
ト
は
、
予
想
と
異
な
り
常
に
表
層
雪
崩
に
饅
わ

れ
現
実
に
登
高
中
の
隊
員
も
雪
崩
に
流
さ
れ
た
。
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
で
は
さ
ら
に
状
況
は
悪
く
な
ろ
う
。

九
月
十
五
日
、
飯
塚
ら
は
、
直
上
ル
ー
ト
の
固
定
ザ
イ
ル
を
右
へ
五
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
張
り
直
し
て
従
来
の
ル
ー
ト
に
変
更
し
た
。
九

月
十
八
日
、
深
田
、
三
羽
ら
は
従
来
の
遠
征
隊
と
同
じ
よ
う
に
軍
艦
岩
に
Ｃ
３
を
設
営
し
た
。
そ
の
時
期
に
お
け
る
Ｃ
１
へ
の
隊
荷
は
九

ト
ン
を
越
え
て
お
り
、
計
画
は
順
調
に
進
行
し
て
い
た
。

九
月
二
十
七
日
、
中
央
雪
田
を
上
昇
し
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
隊
員
用
と
シ
ェ
ル
パ
用
に
ゥ
イ
ラ
ン
ス
・
ボ
ッ
ク
ス
ニ
張
り
を
Ｃ

４
と
し
て
設
営
し
た
。
さ
ら
に
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
ル
ー
ト
は
直
上
し
た
。
持
参
し
た
テ
ン
ト
台
は
、
落
石
よ
け
に
使
用
し
た
。

頻
ば
ん
に
落
ち
る
落
氷
、
小
石
は
、
テ
ン
ト
に
直
接
当
る
と
向
う
側
へ
つ
き
ぬ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
風
に
よ
っ
て
運
ば

れ
て
来
る
新
雪
は
、
高
傾
斜
の
氷
壁
を
行
動
す
る
隊
員
に
丁
度
表
層
雪
崩
の
よ
う
に
饅
い
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
順
調
に
高
度
を
か

せ
い
だ
。
補
給
も
計
画
通
り
進
ん
だ
。
ち
な
み
に
九
月
二
十
七
日
現
在
、
Ｃ
１
に
約
九
ト
ン
、
Ｔ
Ｃ
２
に
約
三
ト
ン
、
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
約
二

ト
ン
、
Ｃ
３
に
六
○
○
キ
ロ
、
建
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｃ
４
に
は
一
○
○
キ
ロ
の
荷
が
集
積
さ
れ
て
い
た
。
九
月
三
十
日
に
は
、
三
パ
ー

テ
ィ
が
登
高
を
く
り
か
え
し
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
５
地
点
を
発
見
し
た
。
ウ
ィ
ラ
ン
ス
・
ポ
ッ
ク
ス
ニ
張
り
が
設
営
で
き
る
ス
。
ヘ

ー
ス
を
も
っ
て
い
た
。
登
頂
態
勢
に
入
っ
た
た
め
に
、
湯
浅
登
肇
隊
長
、
Ｂ
Ｃ
に
下
っ
て
い
た
青
木
副
登
肇
隊
長
ら
は
十
月
一
日
上
部
キ

ャ
ン
プ
に
移
行
し
、
鹿
野
、
田
中
ら
と
共
に
前
線
で
指
揮
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
湯
浅
ら
が
上
部
キ
ャ
ン
プ
に
移
行
す
る
直
前
、
九
月

二
十
八
日
の
リ
ー
ダ
ー
会
に
お
い
て
、
サ
ウ
ス
・
コ
ル
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
隊
派
遣
を
決
定
し
て
い
た
。
基
本
案
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
水
野
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隊
長
の
も
と
で
十
分
に
議
論
し
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
計
画
は
、
テ
ン
ト
は
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
、
お
よ
び
サ
ウ
ス
・
コ
ル

の
二
箇
所
だ
け
に
設
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
サ
ポ
ー
ト
派
遣
は
南
壁
か
ら
ぬ
け
て
登
高
す
る
南
稜
上
の
ル
ー
ト
が
、
想
像
以
上
に

長
大
だ
と
い
う
こ
と
が
解
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
東
南
稜
ル
ー
ト
の
テ
ン
ト
は
設
営
し
た
ら
、
南
西
壁
登
頂
の
日
ま
で
放
置
す
る
、
と
い
う

計
画
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
南
西
壁
の
荷
上
げ
は
、
Ｃ
３
か
ら
Ｃ
５
ま
で
シ
ェ
ル
パ
を
中
心
に
一
気
に
行
な
う
こ
と
も
サ
ー
ダ
ー
と
話
し

合
い
決
定
し
て
い
た
。
Ｃ
４
は
中
継
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
の
機
能
の
み
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
登
頂
態
勢
で
あ
る
。
高
度
順

化
充
分
の
隊
員
も
ほ
と
ん
ど
上
部
に
移
行
・
交
代
す
る
配
置
を
と
っ
た
。
隊
荷
は
Ｃ
１
だ
け
で
十
二
ト
ン
近
く
集
積
さ
れ
て
い
た
。
シ
ェ

ル
パ
の
大
半
を
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
に
集
結
さ
せ
南
壁
補
給
態
勢
は
整
っ
た
。
残
る
十
五
人
の
ポ
ー
タ
ー
だ
け
で
、
Ｃ
１
ま
で
の
食
糧
補
給
を
す

る
と
い
う
作
業
を
遠
藤
を
チ
ー
フ
に
山
田
が
本
郷
と
共
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
月
二
日
、
天
候
は
激
変
し
た
。
Ｃ
１
は
、
平
均
一
時
間
お
き
の
除
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ン
ト
の
フ
レ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
折
れ
て

し
ま
っ
た
。
深
い
雪
の
中
に
テ
ン
ト
は
姿
を
か
く
し
た
。
三
戸
田
ら
は
二
度
に
わ
た
っ
て
こ
の
テ
ン
ト
を
張
り
か
え
る
と
い
う
地
味
な
作

業
を
し
て
Ｃ
１
を
守
っ
た
。
Ｃ
２
周
辺
は
積
雪
は
強
風
の
た
め
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
吹
き
荒
れ
る
ブ
リ
ザ
ー
ド
は
隊
員
の
行
動
を

許
さ
な
か
っ
た
。
風
の
強
さ
は
、
例
え
ば
横
に
な
っ
て
寝
て
い
る
隊
員
の
顔
に
テ
ン
ト
が
ゆ
が
ん
で
一
晩
中
接
触
す
る
と
い
う
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
南
西
壁
も
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
新
雪
表
層
雪
崩
と
み
ま
が
う
ば
か
り
に
荒
れ
狂
っ
た
。

十
月
三
日
、
同
様
に
天
候
は
荒
れ
狂
っ
た
。
十
月
四
日
、
Ｃ
２
、
Ｃ
３
間
の
み
天
候
は
小
康
状
況
。
他
の
キ
ャ
ン
プ
は
一
歩
も
動
け
ず
。

十
月
五
日
、
十
月
六
日
、
天
候
は
相
変
ら
ず
芳
し
く
な
い
。
南
西
壁
最
先
端
の
Ｃ
４
か
ら
Ｃ
５
の
間
は
比
較
的
小
康
を
保
っ
て
い
る
。
風

は
冷
た
い
が
、
来
る
べ
き
好
天
を
期
し
て
、
岡
部
、
近
藤
、
加
藤
、
下
坂
ら
の
ト
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｃ
５
地
点
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
と

荷
上
げ
に
専
念
す
る
。
Ｃ
３
へ
荷
上
げ
も
荒
天
の
中
を
敢
行
し
、
上
部
キ
ャ
ン
プ
用
の
隊
荷
約
一
・
二
ト
ン
が
Ｃ
３
に
集
積
さ
れ
た
。

十
月
七
日
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
は
う
ち
つ
づ
く
荒
天
の
た
め
行
動
で
き
ず
。
Ｃ
１
以
上
は
強
風
で
あ
る
が
、
湯
浅
ら
は
Ｔ
Ｃ
２
へ
移
動
。

Ｃ
４
以
上
は
深
田
パ
ー
テ
ィ
が
Ｃ
５
予
定
地
を
決
定
し
て
Ｃ
４
へ
下
降
し
た
。
風
強
く
荒
天
の
兆
し
は
全
山
を
お
お
っ
て
い
た
。
十
月
八
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日
、
約
八
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
ル
ー
ト
エ
作
を
終
了
し
、
Ｃ
５
設
営
を
完
了
し
た
そ
の
夜
、
Ｃ
５
に
滞
在
し
た
深
田
、
三
羽
隊
員
は

西
稜
で
ゴ
ー
ゴ
ー
と
鳴
る
ジ
ェ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ー
ム
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
間
断
な
く
烈
風
に
あ
お
ら
れ
る
テ
ン
ト
の
中
で
不
安
な
一
夜

を
明
か
し
た
。
夜
半
、
シ
ェ
ル
パ
用
の
ボ
ッ
ク
ス
に
泊
ま
っ
て
い
た
ザ
ム
ブ
ー
が
隊
員
用
テ
ン
ト
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
求
め
て
飛
び
込
ん
で
き
た
。

シ
ェ
ル
パ
用
テ
ン
ト
は
破
損
し
た
。
翌
日
、
両
隊
員
は
、
空
に
な
っ
た
酸
素
ボ
ン
ベ
等
で
テ
ン
ト
を
補
強
し
て
Ｃ
５
を
後
に
し
て
下
降
し

た
。
こ
の
頃
か
ら
、
文
字
通
り
「
目
に
み
え
て
」
気
温
は
急
速
に
下
降
し
は
じ
め
、
ゴ
ー
ゴ
ー
と
う
な
る
烈
風
が
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
以
上
で
吹

き
荒
れ
て
き
た
。
間
断
の
な
い
突
風
が
吹
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
Ｃ
１
は
何
度
も
雪
に
つ
ぶ
さ
れ
た
。
絶
対
安
全
だ
と
い
わ
れ

る
仮
Ｃ
２
も
西
稜
と
ヌ
プ
ッ
ェ
か
ら
の
雪
崩
に
二
度
も
襲
わ
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
１
、
Ｃ
２
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
気
象
条
件
が
異
な
り
、
ま
ざ

ま
ざ
と
エ
ベ
レ
ス
ト
の
大
き
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
々
の
テ
ン
ト
に
い
る
隊
員
の
事
態
の
と
ら
え
方
に
は
若
干
の
相

違
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
は
当
然
と
も
い
え
よ
う
。

こ
の
間
に
も
Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
は
、
わ
ず
か
な
荒
天
時
の
小
康
状
況
の
合
間
を
ぬ
っ
て
敢
行
し
つ
づ
け
ら
れ
た
。
Ｃ
４
、
Ｃ
３
の
シ
ェ

ル
パ
は
あ
ま
り
の
風
の
強
さ
、
上
か
ら
落
ち
て
く
る
多
量
の
雪
の
た
め
に
Ｃ
２
へ
逃
げ
帰
っ
て
い
た
。
Ｃ
４
で
は
、
森
田
、
高
見
が
次
の

行
動
の
た
め
に
食
糧
も
節
約
し
酸
素
も
使
用
せ
ず
に
、
半
壊
し
た
ボ
ッ
ク
ス
の
中
で
四
昼
夜
ツ
ェ
ル
ト
・
ビ
バ
ー
ク
さ
な
が
ら
の
状
況
で

Ｃ
４
を
キ
ー
プ
し
た
。
シ
ェ
ル
パ
用
の
ボ
ッ
ク
ス
・
テ
ン
ト
は
崩
壊
し
た
。
間
断
の
な
い
雪
崩
は
テ
ン
ト
を
埋
め
つ
づ
け
、
隊
員
が
そ
れ

を
除
雪
す
る
と
い
う
果
て
し
な
い
作
業
が
、
Ｃ
３
、
Ｃ
４
で
く
り
返
さ
れ
て
い
た
。
Ｃ
１
あ
た
り
か
ら
発
生
し
た
雪
崩
は
全
面
的
に
ア
イ

ス
フ
ォ
ー
ル
を
お
お
っ
て
Ｂ
Ｃ
ま
で
達
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

十
月
十
日
、
橋
本
総
指
揮
が
Ｂ
Ｃ
に
来
た
。
故
松
方
三
郎
氏
の
遺
品
を
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
に
埋
葬
し
た
。
生
前
、
後
援
会
長
の
交
渉
な

ど
に
松
方
氏
は
橋
本
と
共
に
歩
き
、
わ
れ
わ
れ
に
、
本
計
画
の
意
義
な
ど
を
教
示
し
て
下
さ
っ
た
。
本
隊
が
、
も
っ
と
大
き
な
視
野
を
も

っ
て
本
計
画
に
取
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
も
氏
の
御
教
訓
の
賜
で
あ
っ
た
。
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十
月
十
二
日
、
小
雪
、
小
康
状
態
の
天
候
が
訪
れ
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
南
西
壁
上
部
は
荒
れ
て
い
た
。
Ｃ
４
か
ら
下
降
を
試
み
た
森

田
ら
は
そ
の
下
降
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
Ｃ
４
補
給
を
試
み
た
Ｃ
３
の
パ
ー
テ
ィ
も
そ
の
行
動
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
烈
風
で
あ
っ

た
。
Ｃ
２
は
テ
ン
ト
を
出
発
す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
を
要
す
る
ほ
ど
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
こ
数
日
の
強
風
の
た
め
に
、
Ｃ

２
の
テ
ン
ト
・
フ
レ
ー
ム
で
完
全
な
も
の
は
一
本
も
な
い
と
い
っ
て
よ
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
日
は
、
隊
員
・
シ
ェ
ル
パ
総
員
に

よ
っ
て
Ｃ
３
ま
で
の
荷
上
げ
、
つ
づ
い
て
明
日
は
、
Ｃ
４
の
再
建
と
Ｃ
３
か
ら
Ｃ
５
へ
一
気
に
シ
ェ
ル
パ
に
よ
る
荷
上
げ
を
敢
行
す
る
日

で
あ
る
。
そ
の
中
を
、
ザ
ム
ブ
ー
は
行
動
を
渋
る
シ
ェ
ル
パ
数
人
を
説
得
し
て
、
勇
躍
強
風
の
中
を
南
壁
に
向
っ
た
。
左
側
か
ら
ト
ラ
バ

ー
ス
し
て
上
部
で
固
定
ザ
イ
ル
を
た
ど
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
直
上
ル
ー
ト
の
あ
た
り
を
目
指
し
て
登
高
し
て
い
た
。
南

壁
基
部
シ
ュ
ル
ン
ト
に
達
す
る
直
前
に
雪
崩
に
襲
わ
れ
た
。
直
ち
に
、
出
発
準
備
を
し
て
い
た
隊
員
・
シ
ェ
ル
パ
は
現
場
に
急
行
し
た
。

次
々
と
シ
ェ
ル
パ
を
掘
り
お
こ
す
。
だ
が
、
ザ
ム
ブ
ー
の
姿
が
み
え
な
い
。
遭
難
時
か
ら
一
時
間
後
、
ザ
ム
ブ
ー
を
残
し
て
全
員
Ｃ
２
に

帰
る
。
十
三
日
、
十
四
日
、
皮
肉
に
も
風
弱
く
、
快
晴
の
中
を
登
高
計
画
を
全
面
的
に
中
止
し
て
、
隊
員
・
シ
ェ
ル
パ
全
員
で
遺
体
捜
索

に
従
事
し
た
。
し
か
し
努
力
の
甲
斐
な
く
、
捜
索
を
断
念
。
こ
こ
数
日
の
雪
崩
等
の
た
め
に
、
台
地
で
あ
っ
た
Ｃ
２
地
点
と
南
壁
の
間
の

谷
間
は
知
ら
ぬ
間
に
完
全
に
平
に
な
っ
て
い
た
。
あ
の
南
壁
基
部
名
物
の
シ
ュ
ル
ン
ト
も
雪
に
埋
っ
て
そ
の
面
影
す
ら
残
し
て
い
な
い
・

Ｃ
２
で
は
、
全
員
が
ナ
イ
フ
を
握
り
し
め
て
シ
ュ
ラ
ー
フ
に
も
ぐ
り
込
む
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
無
駄
だ
と
解
っ
て
い
な
が
ら
も
、

雪
崩
に
備
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
天
候
は
再
び
悪
化
し
て
い
た
。
南
壁
は
Ｃ
３
以
上
の
行
動
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｃ
３
の
キ
ー
プ
さ
え
困
難
だ

っ
た
。
ザ
ム
ブ
ー
の
事
故
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
シ
ェ
ル
パ
が
前
線
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
間
、
隊
員
の
み
の
力
に
よ
っ
て
、
ル
ー
ト
の
再
建
、

想
像
を
絶
す
る
苦
業
と
も
い
う
べ
き
除
雪
に
よ
っ
て
テ
ン
ト
は
維
持
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
３
ま
で
の
荷
上
げ
は
、
ウ
ィ
ン
チ
の
使
用
に

よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
た
。
東
南
稜
サ
ポ
ー
ト
隊
は
、
強
力
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
南
壁
Ｃ
７
設
営
に
よ
る
登
頂
は

遭
難
事
故
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夢
物
語
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
南
壁
登
高
に
残
さ
れ
た
方
法
は
、
八
三
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
、
Ｃ
６
か
ら
の
ア
タ
ッ
ク
以
外
に
は
な
い
。

そ
こ
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
の
ア
タ
ッ
ク
は
「
死
」
を
意
味
す
る
。
ロ
ー
ッ
ェ
・
フ
ェ
ー
ス
へ
の
行
動
す
ら
烈
風
の
た
め
に
ま
ま
な
ら
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
を
つ
い
で
、
気
温
は
目
に
み
え
て
低
下
し
、
、
コ
ー
ゴ
ー
と
音
を
立
て
て
西
稜
に
ぶ
つ
か
る
ジ
ェ
ッ
ト
・
ス
ト
リ

ー
ム
は
日
増
し
に
烈
し
く
な
り
、
そ
の
余
波
は
南
壁
に
雪
煙
を
ま
き
散
ら
し
て
い
た
。
頂
上
の
み
を
か
ち
と
る
方
法
、
す
な
わ
ち
東
南
稜

の
み
か
ら
の
登
頂
か
、
ま
た
は
南
壁
を
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
る
か
、
と
い
う
二
者
択
一
論
の
中
で
、
湯
浅
は
、
両
ル
ー
ト
共
に
計
画
を

遂
行
す
る
旨
を
決
定
し
、
訪
れ
る
か
ど
う
か
も
解
ら
な
い
最
後
の
好
天
の
機
会
を
待
っ
た
。
湯
浅
は
、
隊
員
配
置
を
隊
員
の
希
望
に
沿
う

べ
く
、
深
夜
ま
で
か
か
っ
て
隊
員
総
員
か
ら
意
見
を
求
め
た
。

十
月
十
六
日
、
こ
の
時
点
で
東
南
稜
隊
の
性
格
は
、
独
立
に
登
頂
を
狙
う
と
い
う
任
務
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
好
天
が
三
日
続
け
ば

東
南
稜
、
五
日
な
い
し
七
日
続
け
ば
南
壁
か
ら
の
登
頂
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
、
す
で
に
冬
に
な
っ
て
い
る

エ
ベ
レ
ス
ト
で
こ
れ
だ
け
の
微
風
快
晴
の
期
間
の
再
来
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
Ｂ
Ｃ
に
お
け
る
残
余
食
糧
は
、
概
算
ぎ
り
ぎ
り
あ
と
十

日
間
、
そ
れ
も
調
達
可
能
な
現
地
食
糧
を
ふ
く
め
て
の
話
で
あ
る
。
最
前
戦
部
隊
を
ぎ
り
ぎ
り
の
エ
ッ
セ
ン
ス
し
た
か
た
ち
で
ま
と
め
上

げ
る
こ
と
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
た
。
湯
浅
は
Ｃ
２
で
全
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
を
も
ち
、
青
木
、
鹿
野
の
も
と
に
、
田
中
を
登
頂
リ

ー
ダ
ー
と
す
る
東
南
稜
パ
ー
テ
ィ
と
、
森
田
を
登
頂
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
南
壁
パ
ー
テ
ィ
の
隊
員
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
、
十
月
二
十
二
日
、

Ｔ
Ｃ
２
キ
ー
パ
ー
と
し
て
三
戸
田
、
Ｃ
１
キ
ー
パ
ー
と
し
て
須
田
を
任
命
し
、
ぎ
り
ぎ
り
の
必
要
物
資
の
荷
上
げ
管
理
を
す
る
と
い
う
困

難
な
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
た
。
文
字
通
り
最
後
の
賭
け
の
態
勢
を
と
と
の
え
た
。
上
部
滞
在
者
を
さ
ら
に
し
ぼ
る
こ
と
に
し

た
。
そ
の
人
選
の
基
準
は
、
好
不
調
に
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ェ
ル
パ
よ
り
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
行
動
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
決
定
し
、

さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
Ｔ
Ｃ
２
、
Ｃ
１
で
の
待
機
態
勢
に
入
る
四
名
を
決
定
し
、
残
余
の
隊
員
は
Ｂ
Ｃ
に
下
る
こ
と
に
し
た
。
最
少
限
度
の

計
画
変
更
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十
月
二
十
四
日
、
奇
蹟
的
な
好
天
が
訪
れ
た
。
上
部
滞
在
隊
員
す
べ
て
が
そ
う
思
っ
た
。
石
黒
、
加
藤
は
、
長
谷
川
、
松
田
の
支
援
の

も
と
に
Ｅ
３
に
向
っ
た
。
飯
塚
ら
は
、
サ
ゥ
ス
・
コ
ル
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
を
完
了
し
て
か
ら
Ｃ
２
に
帰
り
支
援
態
勢
に
入
っ
た
。
こ
の
日
、

隊
の
最
高
首
脳
部
で
あ
る
湯
浅
、
青
木
は
Ｂ
Ｃ
に
向
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
と
上
部
キ
ャ
ン
プ
の
滞
在
者
の
間
に
は
そ
の
気
象
条
件
の
相
違
か
ら
、

状
況
の
と
ら
え
方
に
若
干
の
へ
だ
た
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
登
頂
成
否
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と

十
月
十
七
日
、
そ
の
性
格
を
変
更
し
た
東
南
稜
隊
は
、
南
壁
の
ル
ー
ト
再
建
と
併
行
し
て
、
強
風
の
中
を
ロ
ー
ッ
ェ
・
フ
ェ
ー
ス
へ
向

か
っ
た
。
東
南
稜
ル
ー
ト
第
三
キ
ャ
ン
プ
（
Ｅ
３
）
予
定
地
、
七
四
五
○
メ
ー
ト
ル
に
到
着
す
る
。
十
月
十
八
日
、
強
風
の
中
を
Ｅ
３
を

建
設
。
十
月
十
九
日
、
比
較
的
好
天
が
訪
れ
た
。
こ
の
機
会
に
Ｃ
２
か
ら
の
荷
上
げ
、
サ
ウ
ス
・
コ
ル
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
に
専
念
し
た
。

七
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
ま
で
ザ
イ
ル
を
固
定
し
た
。
こ
の
作
業
に
二
名
の
隊
員
と
四
名
の
シ
ェ
ル
パ
が
従
事
し
た
。
ロ
ー
ッ
ェ
・
フ

ェ
ー
ス
で
の
行
動
は
強
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
南
西
壁
は
Ｃ
３
以
上
は
吹
き
荒
れ
る
風
と
、
風
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
雪
に
よ
っ
て
一

歩
も
行
動
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
日
、
Ｃ
３
ま
で
は
隊
員
四
名
、
シ
ェ
ル
パ
四
名
で
荷
上
げ
を
敢
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、

翌
日
か
ら
、
再
び
行
動
不
能
の
荒
天
が
訪
れ
た
。
Ｅ
３
キ
ー
プ
の
た
め
に
必
要
な
シ
ェ
ル
パ
も
全
員
下
降
し
た
。
ロ
ー
ッ
ェ
・
フ
ェ
ー
ス

の
Ｅ
３
テ
ン
ト
は
、
烈
風
の
中
に
さ
ら
さ
れ
飛
び
交
う
氷
片
に
よ
っ
て
テ
ン
ト
は
静
電
気
を
発
生
し
て
火
花
が
散
り
、
隊
員
の
頭
髪
が
逆

立
つ
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
炊
事
中
の
テ
ン
ト
内
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
で
あ
っ
た
。
テ
ン
ト
か
ら
一
歩
も
で
ら
れ
な
い
条
件
の
中

で
、
飯
塚
、
岡
部
、
清
水
ら
は
、
登
頂
の
機
会
を
す
て
て
四
昼
夜
に
わ
た
っ
て
Ｅ
３
を
死
守
し
た
。
二
十
三
日
は
、
雪
も
降
り
は
じ
め

た
。
Ｅ
３
放
棄
も
や
む
な
し
、
と
の
指
令
・
示
唆
も
し
た
が
彼
ら
は
た
じ
ろ
が
ず
に
Ｅ
３
を
守
っ
た
。
そ
れ
は
文
字
通
り
「
死
守
」
の
名

に
値
し
た
。

物
資
で
試
み
る
た
め
で
あ
る
。

東
南
稜
計
画
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が
急
務
で
あ
り
、
こ
の
好
天
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
誰
も
が
承
知
し
て
い
た
。

十
月
二
十
五
日
、
石
黒
、
加
藤
は
、
松
田
、
長
谷
川
の
指
揮
下
七
名
の
シ
ェ
ル
パ
の
支
援
を
受
け
、
サ
ゥ
ス
・
コ
ル
に
Ｅ
４
を
建
設
し
、

ア
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
、
ハ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
両
名
を
伴
っ
て
明
日
の
登
頂
に
備
え
て
Ｅ
４
に
入
っ
た
。

十
月
二
十
六
日
、
若
干
風
が
出
て
き
た
が
、
微
風
快
晴
の
中
を
、
石
黒
、
加
藤
は
シ
ェ
ル
パ
ー
名
の
支
援
を
受
け
つ
つ
午
前
七
時
三
十

分
頂
上
に
向
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
隊
最
終
キ
ャ
ン
プ
地
で
登
頂
の
見
込
み
を
立
て
た
両
名
は
シ
ェ
ル
パ
を
サ
ゥ
ス
・
コ
ル
に
帰
し
、
ツ
ェ
ル

ト
等
も
デ
ポ
し
て
頂
上
に
向
か
っ
た
・
東
南
稜
は
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
と
化
し
、
ヒ
ラ
リ
ー
の
チ
ム
ニ
ー
は
雪
の
た
め
に
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

風
も
出
て
き
た
。
二
人
の
間
の
ザ
イ
ル
は
風
に
と
ぱ
さ
れ
ビ
ー
ン
と
弧
を
描
い
た
。
頂
上
直
下
で
加
藤
は
二
本
目
の
酸
素
を
つ
け
替
え
た
。

完
全
に
充
填
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
ボ
ン
ベ
は
五
十
気
圧
し
か
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
製
ボ
ン
ー
ヘ
ヘ
の
信
頼
感
が
点
検
を
怠
ら
せ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
悔
ま
れ
た
。
し
か
し
、
頂
上
は
直
ぐ
眼
前
で
あ
る
。
二
人
は
登
高
を
つ
づ
け
た
。
午
後
四
時
三
十
分
、

「
第
三
の
極
点
」
八
八
四
八
メ
ー
ト
ル
は
二
人
の
足
の
下
に
あ
っ
た
。
加
藤
の
酸
素
は
す
で
に
切
れ
か
け
て
い
た
が
、
二
人
は
写
真
を
と

り
、
世
界
で
初
め
て
の
十
六
ミ
リ
の
カ
メ
ラ
で
バ
ー
ン
を
し
て
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
も
の
に
し
た
。
ピ
ッ
ケ
ル
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
石

黒
の
日
章
旗
は
風
の
た
め
に
吹
き
と
ば
さ
れ
て
い
た
。
二
人
は
、
幾
つ
か
の
記
念
品
を
雪
に
埋
め
下
降
を
開
始
し
た
。
ヒ
ラ
リ
ー
の
チ
ム

ニ
ー
の
手
前
で
加
藤
の
酸
素
は
完
全
に
な
く
な
っ
た
。
あ
と
八
十
気
圧
し
か
残
っ
て
い
な
い
石
黒
の
酸
素
を
加
藤
と
交
替
で
使
用
し
な
が

ら
の
ス
タ
カ
ッ
ト
下
降
は
困
難
を
き
わ
め
、
時
間
は
遠
慮
な
く
過
ぎ
去
っ
て
い
っ
た
。
酸
素
欠
乏
か
ら
視
力
が
お
と
ろ
え
、
ル
ー
ト
は
定

か
で
は
な
い
。
や
が
て
、
石
黒
の
酸
素
も
な
く
な
り
電
池
も
な
く
な
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
側
へ
の
ス
リ
ッ
プ
を
し
お
に
二
人
は
ビ
、
ハ
ー
ク
を

決
意
し
た
。
南
峰
直
下
八
六
五
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
、
二
人
は
ツ
ェ
ル
ト
も
な
く
、
死
の
深
渕
を
の
ぞ
き
な
が
ら
一
夜
を
明
か
し
た
。
た

が
い
に
顔
を
た
た
き
あ
っ
て
朝
を
待
っ
た
。
二
人
の
胸
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
が
去
来
し
た
。
明
る
い
性
格
の
二
人
。
厳
冬
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
ア
ル
プ
ス
で
き
た
え
ぬ
い
た
加
藤
の
生
命
力
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
常
に
そ
の
強
さ
を
誇
っ
た
石
黒
。
そ
の
「
力
」
が
こ
の
苛
酷
な
試
練
を

堪
え
ぬ
い
て
呉
れ
た
。
人
間
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
為
し
う
る
と
は
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
か
。
翌
二
十
七
日
、
二
人
の
視
力
の
お
と
る
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荒
天
、
ザ
ム
ブ
ー
の
死
、
シ
ェ
ル
・
ハ
の
前
線
か
ら
の
離
脱
、
そ
し
て
い
つ
終
る
と
も
知
れ
な
い
荒
天
の
再
来
、
エ
ベ
レ
ス
ト
は
完
全
に

冬
と
化
し
て
い
た
。
憂
色
に
つ
つ
ま
れ
た
各
テ
ン
ト
の
空
気
を
隊
員
は
歌
に
よ
っ
て
吹
き
と
ば
し
て
い
た
。
こ
の
諸
条
件
の
中
で
も
、
ロ

え
を
た
が
い
に
か
ば
い
合
い
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
隊
の
最
終
キ
ャ
ン
プ
に
到
達
し
デ
ポ
し
て
あ
っ
た
酸
素
を
吸
い
ト
ラ
ン
シ
ー
認
ハ
ー
交
信

を
試
み
た
。
午
前
七
時
二
千
分
、
二
昼
夜
に
わ
た
る
交
信
途
絶
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
一
人
の
生
命
力
に
祈
る
よ
う
な
想
い
で
、
一
睡
も

せ
ず
ト
ラ
ン
シ
ー
や
ハ
ー
を
抱
い
て
い
た
田
中
が
こ
れ
を
受
信
し
た
。
Ｂ
Ｃ
で
も
湯
浅
、
青
木
が
こ
れ
を
傍
受
し
た
。
予
想
以
上
に
元
気
な

声
。
う
す
汚
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
頬
を
涙
は
容
赦
な
く
流
れ
た
。
風
も
強
く
な
っ
て
き
た
。
長
谷
川
ら
に
た
す
け
ら
れ
て
、
石
黒
、
加
藤
は

無
事
に
サ
ウ
ス
・
コ
ル
に
収
容
さ
れ
た
。

そ
の
夜
、
テ
ン
ト
は
静
電
気
に
よ
っ
て
パ
チ
パ
チ
と
火
花
を
散
ら
し
て
い
た
。
酸
素
を
吸
っ
た
両
名
は
、
昨
夜
の
分
ま
で
も
と
睡
眠
を

む
さ
ぼ
っ
た
。
長
谷
川
は
単
独
で
Ｅ
３
に
帰
っ
た
。
翌
二
十
八
日
、
激
し
い
ブ
リ
ザ
ー
ド
。
シ
ェ
ル
パ
は
行
動
不
可
能
だ
と
い
う
。
前
夜
、

八
時
、
マ
イ
ナ
ス
四
十
度
、
烈
風
の
ロ
ー
ッ
ェ
・
フ
ェ
ー
ス
の
高
差
七
五
○
メ
ー
ト
ル
を
救
援
の
た
め
に
Ｃ
２
か
ら
Ｅ
３
に
上
っ
た
岡
部
、

清
水
そ
し
て
松
田
は
、
そ
の
中
を
サ
ウ
ス
・
コ
ル
に
向
っ
た
。
視
界
は
一
○
メ
ー
ト
ル
。
ロ
ッ
ク
．
、
ハ
ン
ド
周
辺
で
、
彼
ら
は
合
流
し
た
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
通
し
て
も
解
る
ほ
ど
の
烈
風
の
中
で
、
全
員
の
無
事
が
伝
え
ら
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
た
だ
祈
っ
た
。
サ
ウ
ス
・
コ

ル
の
テ
ン
ト
は
、
烈
風
の
た
め
に
テ
ン
ト
生
地
が
や
ぶ
れ
て
き
て
い
た
と
い
う
。
凍
傷
と
は
い
え
、
湯
浅
は
両
名
に
自
力
歩
行
で
の
Ｃ
２

へ
の
帰
幕
を
指
令
し
た
。
両
名
は
、
明
る
く
応
諾
し
Ｃ
２
へ
帰
っ
た
。
凍
傷
は
二
度
程
度
、
田
中
の
応
急
処
置
を
受
け
た
。
金
田
ド
ク
タ

ー
は
Ｃ
１
へ
急
行
し
待
機
し
た
。
一
糸
素
れ
ず
、
極
限
の
中
で
の
救
援
活
動
、
こ
れ
は
こ
の
作
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
全
隊
員
の
生
涯
の
誇

り
と
し
て
生
き
つ
雫
つ
け
る
だ
ろ
う
。
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
、
そ
れ
も
、
今
ま
で
に
な
い
全
隊
員
の
「
個
」
の
強
さ
に
支
え
ら
れ
て
い
た
そ
れ

で
あ
っ
た
。

南
西
壁
登
塞
最
終
の
試
み

（48）
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エベレスト南西壁

－
テ
ー
シ
ョ
ン
で
ト
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
に
予
定
さ
れ
て
い
た
隊
員
に
よ
っ
て
唯
一
行
動
可
能
な
Ｃ
２
１
Ｃ
３
間
の
荷
上
げ
、
再
建
が
行
な

わ
れ
て
い
た
。
Ｃ
４
の
隊
員
用
テ
ン
ト
は
再
建
で
き
た
が
、
シ
ェ
ル
パ
用
テ
ン
ト
の
再
建
は
で
き
な
か
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
に
よ
る
荷
上
げ

は
、
Ｃ
３
か
ら
Ｃ
５
ま
で
の
ダ
イ
レ
ク
ト
輸
送
と
い
う
方
法
以
外
に
な
い
。
そ
の
た
め
の
Ｃ
３
へ
の
荷
上
げ
が
風
雪
の
中
で
続
行
さ
れ
て

い
た
。
Ｃ
３
の
テ
ン
ト
は
昼
は
三
十
分
な
い
し
一
時
間
毎
に
毎
日
除
雪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
物
資
は
、
ど
ん
ど
ん

雪
に
埋
も
れ
て
い
っ
た
。
吹
き
す
さ
ぶ
烈
風
は
、
十
月
八
日
以
後
、
Ｃ
３
以
上
の
行
動
を
一
切
許
さ
な
か
っ
た
。
十
月
二
十
二
日
、
可
能

性
を
残
し
て
い
た
南
西
壁
か
ら
の
登
頂
も
、
こ
の
時
点
で
は
そ
の
可
能
性
を
論
ず
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
登
頂
に
必
要
な
最
低
限

の
好
天
期
間
、
五
日
な
い
し
七
日
の
好
天
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
そ
れ
で
も
ベ
ス
ト
を
つ
く
す
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
誓
っ
た
。
わ
れ
わ
れ

は
誰
に
い
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
自
分
自
身
で
「
南
西
壁
登
肇
」
を
納
得
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ラ
ス
ト
・
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス

へ
の
懐
な
い
期
待
で
あ
る
。
一
旦
撤
収
し
て
再
起
を
は
か
る
こ
と
は
、
た
と
え
食
糧
等
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
無
駄
で
あ
る
こ
と
を

全
英
隊
の
教
訓
が
教
え
て
い
た
。
冬
の
エ
ベ
レ
ス
ト
は
そ
れ
を
許
さ
な
い
。
森
田
以
下
メ
ン
、
ハ
ー
を
重
野
、
重
広
、
高
見
、
根
岸
、
犬
木

に
し
ぼ
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

十
月
二
十
四
日
、
待
望
の
好
天
で
あ
る
。
前
日
Ｃ
３
に
入
っ
た
重
広
、
根
岸
ら
は
Ｃ
４
に
入
り
、
重
広
は
五
名
の
シ
ェ
ル
パ
を
伴
な
い

Ｃ
３
に
入
っ
た
。
翌
二
十
五
日
、
重
広
は
Ｃ
５
ま
で
荷
上
げ
を
し
た
後
に
Ｃ
４
に
入
っ
た
。
森
田
は
Ｃ
２
か
ら
Ｃ
４
に
入
り
重
広
と
合
流

し
た
。
重
野
、
根
岸
は
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
上
部
へ
ル
ー
ト
を
延
ば
し
、
Ｃ
５
に
泊
っ
た
。
二
十
六
日
、
重
野
ら
は
行
動
後
Ｃ
４
に
帰
り
、

森
田
・
重
広
パ
ー
テ
ィ
と
ト
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
を
交
代
し
た
。
高
見
は
Ｃ
３
入
り
し
た
。
二
十
七
日
、
森
田
ら
は
、
右
雪
田
を
上
昇
し
南

稜
取
付
点
付
近
に
達
し
た
。
風
が
出
て
き
た
た
め
に
森
田
は
足
に
軽
い
凍
傷
を
負
っ
た
。
到
達
点
は
全
英
隊
と
ほ
ぼ
同
じ
地
点
、
Ｃ
５
の

八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
基
準
に
す
る
と
高
度
計
は
、
八
四
○
○
メ
ー
ト
ル
を
示
し
て
い
た
。
一
応
最
高
到
達
点
を
八
三
八
○
メ
ー
ト
ル
と

し
た
。
高
見
は
、
Ｃ
５
へ
荷
上
げ
の
後
Ｃ
４
に
入
り
重
野
と
合
流
し
、
根
岸
は
Ｃ
２
へ
帰
っ
た
。
Ｃ
５
以
上
の
固
定
ザ
イ
ル
の
長
さ
は
約

八
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
風
は
次
第
に
強
く
な
っ
た
。
サ
ウ
ス
・
コ
ル
の
テ
ン
ト
は
吹
き
と
ば
さ
れ
る
よ
う
な
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
て
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い
た
。
Ｅ
３
で
は
明
日
の
救
援
活
動
に
そ
な
え
て
い
た
。
南
西
壁
各
キ
ャ
ン
プ
、
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
、
そ
し
て
Ｂ
Ｃ
間
で
は
、
延
々
二
時
間
に

わ
た
っ
て
上
部
キ
ャ
ン
プ
で
掘
り
出
さ
れ
た
酸
素
ボ
ン
ベ
の
量
の
チ
ェ
ッ
ク
等
の
交
信
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
午
後
九
時
四
十
五
分
、
覚

悟
の
上
と
は
い
え
、
湯
浅
は
南
西
壁
登
肇
続
行
断
念
の
指
令
を
し
た
。
誰
の
目
に
も
涙
が
光
っ
て
い
た
。
最
高
到
達
点
に
ボ
ン
ベ
を
デ
ポ

し
て
明
日
に
備
え
た
森
田
、
重
広
の
気
持
ち
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ト
ラ
ン
シ
ー
今
ハ
ー
を
通
じ
て
森
田
は
明
る
く
応
諾
し

た
。
す
べ
て
の
上
部
各
キ
ャ
ン
プ
か
ら
す
寺
へ
て
の
隊
員
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
に
は
げ
ま
し
の
コ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
湯
浅
は
、
お
の
れ
の
非
力

を
詑
び
る
以
上
に
、
佳
き
仲
間
と
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
え
た
こ
と
に
改
め
て
誇
り
を
お
ぼ
え
た
。
翌
二
十
八
日
、
南
壁
は
ふ
た

た
び
荒
れ
狂
っ
た
。
早
朝
下
降
予
定
の
森
田
ら
が
、
Ｃ
２
に
帰
っ
た
の
は
夕
刻
で
あ
っ
た
。
テ
ン
ト
か
ら
出
発
の
た
め
に
外
に
出
た
森
田

は
烈
風
に
飛
ば
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
日
、
五
四
○
○
メ
ー
ト
ル
は
風
一
つ
な
い
小
春
日
和
で
あ
っ
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
の
大
き
さ
と
い
う

べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
南
西
壁
登
肇
は
終
っ
た
。

目
的
と
し
た
「
南
西
壁
」
か
ら
の
登
頂
は
果
た
し
得
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
悪
天
候
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
予
測
の
甘
さ
が
真
の

「
敗
因
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
南
西
壁
登
頂
の
成
否
の
鍵
は
な
に
か
。
ポ
ス
ト
と
．
フ
レ
の
長
短
は
な
に
か
。
私
ど
も
の
計
画
は
失

敗
し
た
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
私
ど
も
な
り
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
た
だ
、
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
の
困
難
さ
は
、
一
に
も
二
に
も
そ

の
高
さ
に
あ
る
、
と
い
う
当
然
の
こ
と
の
真
の
意
味
を
知
る
こ
と
、
例
え
ば
、
現
在
の
酸
素
ボ
ン
ベ
の
重
量
を
も
っ
て
、
従
来
の
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
お
け
る
補
給
作
戦
で
は
そ
の
登
高
の
成
功
は
困
難
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
付
言
し

て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
本
計
画
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
先
輩
、
会
員
諸
氏
の
御
厚
情
に
対
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
て
報
告
の
稿
を
閉
じ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。

お
わ
り
に

（50）



ジ･ヤヌー登頂

こ
の
遠
征
の
母
体
、
成
城
大
学
岳
士
鉄
人
会
と
は
、
成
城
大
学
山
岳
部

の
卒
業
生
に
よ
っ
て
組
織
運
営
さ
れ
る
山
岳
会
で
あ
る
。
「
岳
士
鉄
人
」
と

い
う
一
見
奇
異
な
名
称
の
由
来
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
岳
士
」
と
は
、
山

岳
部
の
生
活
を
通
じ
て
先
鋭
的
な
高
度
登
肇
を
実
践
し
た
結
果
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
や
ア
ン
デ
ス
の
峻
険
な
高
峰
に
挑
戦
し
て
も
、
お
く
れ
を
と
ら
な
い
精

マ
ス
タ
ー

神
力
と
技
価
を
修
得
し
た
、
い
わ
ば
登
山
の
熟
達
者
で
あ
る
、
あ
る
い
は

そ
う
あ
り
た
い
と
念
願
す
る
気
持
の
現
れ
で
あ
る
。
「
鉄
人
」
に
は
二
つ
の

由
来
が
あ
る
。
そ
の
一
は
「
哲
夫
成
城
、
哲
婦
傾
城
」
（
詩
経
・
大
雅
）
す

な
わ
ち
才
徳
の
す
ぐ
れ
た
男
は
大
事
業
を
お
こ
な
っ
て
国
家
を
繁
栄
さ
せ

る
が
、
賢
い
女
は
そ
の
さ
か
し
ら
に
よ
っ
て
国
を
凋
落
せ
し
め
る
云
々
、

て
つ
ぷ

と
い
う
成
城
学
園
の
命
名
の
故
事
に
ち
な
ん
で
、
哲
夫
を
音
韻
に
よ
っ
て

ジ
ャ
ヌ
ー
登
頂
（
一
九
七
四
年
）

｜
、
私
た
ち
の
登
山
信
条
と
ジ
ャ
ヌ
ー

「
登
山
は
楽
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
楽
し
さ
は
個
人
の
精
神
的

満
足
を
通
し
て
の
み
実
現
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
登
山

が
高
度
か
つ
困
難
で
あ
る
ほ
ど
、
大
き
く
か
つ
深
い
楽
し
み
が
得
ら
れ
る
。

こ
の
大
前
提
を
実
現
・
味
得
す
る
条
件
は
第
一
に
個
人
の
技
価
・
識
見
・

士
気
が
高
く
、
す
な
わ
ち
実
力
が
強
固
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に

目
的
と
す
る
山
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
第
三
に

は
個
々
人
の
個
性
と
思
想
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
て
い
て
、
常
に
均
等
の
発

鉄
人
と
読
み
か
え
た
こ
と
。
そ
の
二
は
、
登
山
に
お
け
る
現
代
は
い
わ
ゆ

る
目
言
涛
。
巨
少
鴨
旦
巨
ｃ
ロ
自
国
旨
の
自
畠
と
呼
ば
れ
る
が
、
私
た
ち

は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
登
山
を
お
こ
な
う
者
で
あ
る
と
い
う
自
負
が
あ
る

と
同
時
に
、
ま
た
、
〕
門
○
口
君
筐
（
不
屈
の
意
志
）
目
ｍ
ｐ
Ｏ
園
Ｈ
ｏ
目
（
意
志

の
強
い
人
）
の
ご
と
き
精
神
資
格
へ
の
連
結
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

橋
村
一
豊

（51）



言
力
の
下
に
合
意
が
得
ら
れ
た
目
的
（
山
）
こ
そ
が
最
高
の
、
あ
る
い
は

少
く
と
も
最
大
公
約
数
の
満
足
を
も
た
ら
す
」

右
が
岳
士
鉄
人
会
の
牢
固
と
し
た
信
念
で
あ
り
、
大
学
山
岳
部
に
対
す

る
指
導
精
神
で
も
あ
る
。
な
お
、
私
た
ち
は
小
人
数
で
の
登
山
と
い
う
こ

と
が
、
登
山
の
実
力
を
酒
養
す
る
上
で
こ
の
上
な
く
有
利
な
条
件
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
登
山
の
ご
と
く
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
技

術
・
知
識
を
必
要
と
す
る
遊
戯
の
指
導
は
、
小
人
数
で
あ
る
ほ
ど
先
輩
・

上
級
生
の
目
が
ゆ
き
わ
た
っ
て
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
が
個
性
に
応
じ
て

行
な
わ
れ
て
、
結
果
と
し
て
こ
れ
が
最
も
能
率
の
よ
い
教
育
で
あ
る
こ
と

が
一
つ
、
さ
ら
に
小
人
数
（
三
名
と
か
五
名
と
い
う
単
位
を
考
え
て
い
る
）

で
高
度
の
登
山
を
実
行
す
る
場
合
に
は
、
全
員
が
装
備
と
か
食
糧
と
い
っ

た
各
部
分
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な

力
が
つ
く
上
に
、
山
の
中
で
も
し
誰
か
が
少
し
で
も
手
を
抜
い
た
り
、
欠

け
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
人
が
な
く
、
た
ち
ど
こ
ろ
に

支
障
を
き
た
す
か
ら
、
不
得
意
な
面
で
も
必
死
で
頑
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
少
数
精
鋭
主
義
と
い
え
ば
、
一
部
の
受
験
高
校
に
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
全
人
格
を
重
ん
ぜ
ず
、
英
語
、
数
学
な
ど
人
間
の
部
分

品
の
ご
と
き
能
力
の
開
発
に
重
点
を
お
く
技
術
主
義
の
臭
気
が
し
て
、
私

た
ち
は
最
も
嫌
悪
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
結
果
か
ら
い
え
ば
少
数
で
高
度
の

問
題
に
挑
戦
す
れ
ば
、
や
る
気
が
あ
っ
て
、
方
法
さ
え
間
違
わ
な
け
れ
ば
、

必
然
的
に
精
鋭
が
育
つ
は
ず
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
私
た
ち
の
考
え
方
で

あ
る
。

鉄
人
会
で
海
外
遠
征
が
企
画
さ
れ
た
こ
と
は
た
び
た
び
あ
っ
た
。
し
か

し
、
山
の
楽
し
み
を
最
大
に
求
め
る
と
い
う
私
た
ち
の
考
え
方
が
行
き
つ

く
対
象
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
以
外
に
は
あ
り
得
ず
、
さ
り
と
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
む
つ

か
し
い
山
を
考
え
る
と
少
な
く
と
も
五
名
ぐ
ら
い
の
隊
員
が
必
要
で
あ
る

が
、
何
し
ろ
会
員
が
少
な
く
（
全
員
で
二
十
五
名
）
、
あ
る
一
時
期
に
長
期

の
休
暇
を
と
っ
て
海
外
に
行
け
る
者
同
士
の
都
合
が
折
合
わ
な
い
と
い
う

社
会
的
条
件
が
あ
り
、
今
回
の
ジ
ャ
ヌ
ー
遠
征
に
い
た
っ
て
、
や
っ
と
条

件
が
揃
っ
た
た
め
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

特
に
今
回
の
遠
征
実
現
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、
川
瀬
、
市
川
、
山

田
、
長
沼
お
よ
び
橋
村
ら
い
ず
れ
も
三
十
五
歳
以
上
の
中
心
会
員
が
、
「
我

等
は
四
捨
五
入
す
れ
ば
す
で
に
四
十
歳
に
な
る
で
は
な
い
か
。
マ
ナ
ス
ル

ヘ
初
登
頂
し
た
今
西
寿
雄
さ
ん
の
例
は
あ
る
が
、
世
界
の
難
峰
へ
四
十
代

の
サ
ミ
ッ
タ
ー
と
い
う
の
は
他
に
は
ジ
ャ
ヌ
ー
に
お
け
る
テ
レ
イ
ぐ
ら
い

し
か
い
な
い
・
今
西
さ
ん
や
テ
レ
イ
の
ご
と
き
超
怪
物
で
は
な
い
我
々
は
、

年
令
的
に
サ
ミ
ッ
タ
ー
の
限
界
へ
き
て
い
る
。
サ
ミ
ッ
タ
ー
の
資
格
を
も

っ
て
ゆ
か
ね
ば
、
山
の
面
白
味
も
半
減
す
る
。
何
は
と
も
あ
れ
早
く
ゆ
こ

う
で
は
な
い
か
。
こ
の
際
、
海
外
登
山
に
つ
き
も
の
の
、
あ
の
わ
ず
ら
わ

し
い
雑
務
も
已
む
を
得
ず
耐
え
よ
う
」
と
い
う
心
理
的
強
迫
に
か
り
た
て

ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

さ
て
山
を
選
ぶ
段
階
で
の
鉄
人
会
の
議
論
は
、
一
九
七
一
年
に
始
っ
て

半
年
以
上
も
め
に
も
め
た
。
各
自
の
主
義
主
張
、
思
惑
が
入
り
乱
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
司
会
役
を
担
当
し
た
川
瀬
と
吾
妻
は
、
あ
ま
り
の
議
論
百
出
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に
、
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
ず
に
勢
易
し
た
と
い
う
。
「
時
間
ば
か

り
経
過
し
て
、
目
的
の
山
す
ら
決
ま
ら
な
い
鉄
人
会
遠
征
は
、
果
た
し
て

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
あ
る
晩
、
橋
村
の
家
を
訪
れ
た
吾
妻
は
深
刻

に
悩
ん
だ
。
し
か
し
議
論
を
つ
く
し
て
、
参
加
者
の
合
意
を
得
た
登
山
は
、

非
常
に
強
い
精
神
力
と
な
っ
て
実
現
す
る
。
「
こ
れ
は
ぜ
ひ
必
要
な
過
程

で
あ
る
。
半
年
や
一
年
の
経
過
は
無
駄
で
は
な
い
。
何
よ
り
大
切
な
こ
と

は
全
員
の
合
意
で
あ
る
。
私
は
議
論
参
加
の
時
間
的
余
裕
は
な
い
が
、
彼

ら
の
得
る
結
論
は
現
実
の
条
件
下
で
の
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
信
じ
、
遠
征
に

は
極
力
参
加
し
た
い
」
な
ど
と
話
し
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
目
的
の
山

が
き
ま
ら
ぬ
う
ち
に
、
さ
ら
に
時
は
過
ぎ
て
行
っ
た
。
結
論
は
得
ぬ
ま
ま

に
も
、
大
体
の
方
向
性
が
出
始
め
た
の
は
、
一
九
七
二
年
も
春
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
体
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。

一
、
処
女
峰
は
避
け
る
こ
と
。
現
下
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
い
て
は
、
処
女

峰
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
す
で
に
登
ら
れ
た
山
々
よ
り
も
無
価
値

な
る
が
ゆ
え
に
と
り
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

二
、
隊
員
の
多
く
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
お
ろ
か
、
海
外
の
山
に
未
経
験
で
あ

る
が
、
実
力
と
や
る
気
が
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
（
市
川
、
尾
崎
、
橋
村
三

名
の
海
外
遠
征
経
験
者
の
意
見
）
・
鉄
人
会
の
初
遠
征
と
は
い
っ
て
も
、
で

き
る
だ
け
困
難
な
山
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
。
対
象
が
困
難
で
あ
る
ほ
ど
士

気
と
結
束
力
が
強
ま
っ
て
成
功
率
が
高
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

三
、
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
か
、
な
る
寺
へ
く
そ
れ
に
近
い
七
千
メ
ー
ト
ル
峰

で
、
登
肇
技
術
を
高
度
か
つ
連
続
的
に
要
求
す
る
山
。

四
、
隊
員
の
休
暇
取
得
の
事
情
、
遠
征
準
備
の
都
合
か
ら
、
一
九
七
四

年
の
春
期
に
実
施
す
る
。

右
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
時
は
経
過
し
て
、
一
九
七
二
年
の
夏
に
な
っ
た
。
突
如
、
外
電

は
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
一
九
七
四
年
プ
レ
モ
ン
ス
ー
ン
に
解
禁
す
る
諸
山
の

リ
ス
ト
を
伝
え
た
。
見
る
と
そ
の
中
に
ジ
ャ
ヌ
ー
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

「
こ
れ
こ
れ
、
こ
れ
だ
″
何
と
い
う
幸
運
、
ジ
ャ
ヌ
ー
の
ご
と
き
名
山

に
う
ま
い
具
合
に
め
ぐ
り
あ
た
る
と
は
／
・
」
こ
こ
に
い
た
っ
て
四
分
五
裂

の
山
評
定
は
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
一
決
し
た
。
こ
れ
こ
そ
私
た
ち
が
こ
こ
十

数
年
に
わ
た
っ
て
理
想
と
し
、
か
つ
実
践
し
て
来
た
登
山
の
延
長
線
上
に

あ
る
山
だ
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

た
だ
ち
に
所
定
の
手
続
を
ふ
ん
で
、
登
山
申
請
が
開
始
さ
れ
た
。
た
ま

た
ま
国
内
に
は
競
合
隊
は
な
い
も
の
の
、
外
国
隊
の
申
請
と
競
合
し
た
ら

ど
う
す
る
か
、
不
安
な
日
々
が
経
過
し
た
。
情
報
入
手
に
は
い
ろ
い
ろ
手

を
打
っ
て
は
み
た
も
の
の
確
報
な
き
ま
ま
年
も
明
け
た
。
こ
の
こ
ろ
日
山

協
ｌ
外
務
省
か
ら
正
式
の
登
山
申
請
が
ネ
パ
ー
ル
へ
出
た
。
一
九
七
三
年

の
三
月
に
は
何
ら
か
の
連
絡
が
あ
る
も
の
と
予
想
し
た
が
、
こ
れ
も
無
音

の
う
ち
に
過
ぎ
た
。
資
金
調
達
の
後
援
会
作
り
な
ど
諸
計
画
の
実
施
を
ひ

か
え
、
イ
ラ
イ
ラ
と
待
ち
侘
び
る
こ
と
の
永
か
っ
た
こ
と
。
よ
う
や
く
六

月
三
日
の
ジ
ャ
ヌ
ー
許
可
の
報
に
接
し
た
時
は
、
私
た
ち
は
力
の
伯
仲
す

る
強
敵
と
闘
う
喜
び
に
、
何
度
も
盃
を
重
ね
た
。
そ
し
て
「
こ
れ
ほ
ど
、

皆
の
意
欲
が
さ
し
せ
ま
っ
て
盛
り
上
る
登
山
は
《
過
去
私
た
ち
が
成
功
し
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て
来
た
ご
と
く
、
ま
た
も
や
大
勝
利
す
る
に
違
い
な
い
」
と
の
確
信
が
全

隊
員
に
行
き
わ
た
り
、
意
気
は
大
い
に
昂
揚
し
た
。

し
か
し
結
果
的
に
は
登
頂
に
成
功
し
た
が
、
ジ
ャ
ヌ
ー
は
予
想
以
上
の

き
び
し
い
試
練
を
い
く
つ
も
私
た
ち
に
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

遠
征
成
功
の
基
本
は
隊
員
に
あ
る
。
特
に
ジ
ャ
ヌ
ー
に
お
い
て
は
長
期

登
山
に
耐
え
る
粘
り
あ
る
体
力
と
、
ザ
イ
ル
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
ル
ー
ト

開
拓
に
あ
た
れ
る
登
華
技
術
お
よ
び
人
の
和
を
保
つ
安
定
し
た
情
緒
精
神

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
・
山
が
き
び
し
い
ゆ
え
に
、
数
の
少
な
い
鉄

人
会
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
、
そ
の
ベ
ス
ト
を
選
び
た
か
っ

た
が
、
結
果
は
か
な
ら
ず
し
も
満
足
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
特
に
峯
岸
孝
一

郎
、
尾
崎
祐
一
、
岡
林
幾
男
、
塙
正
広
、
北
谷
俊
雄
ら
が
加
わ
れ
ば
、
も

っ
と
精
強
な
隊
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
が
、
仕
事
の
都
合
、
家
庭
の
事
情

な
ど
で
参
加
が
得
ら
れ
ず
、
二
十
歳
台
が
手
薄
な
編
成
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
は
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
を
成
城
学
園
で
過
ご
し
、

群
馬
大
学
で
外
科
を
修
め
て
防
衛
庁
の
空
軍
に
て
メ
ス
を
と
る
小
原
甲
一

郎
が
得
ら
れ
て
、
万
全
と
考
え
ら
れ
た
。
彼
は
高
校
・
大
学
を
山
岳
部
で

過
ご
し
て
、
山
に
く
わ
し
い
と
い
う
強
味
ま
で
あ
っ
た
・
七
月
に
な
っ
て
未

定
で
あ
っ
た
橋
村
が
、
川
瀬
、
山
田
に
よ
る
強
引
な
説
得
と
、
会
社
休
暇

の
見
通
し
が
得
ら
れ
て
よ
う
や
く
き
ま
り
、
遠
征
隊
の
人
事
は
大
体
の
落

着
を
み
た
。
十
二
月
に
入
っ
て
野
村
章
が
、
家
庭
の
事
情
か
ら
脱
落
の
や

二
、
遠
征
準
備
と
隊
の
編
成

む
な
き
に
い
た
り
、
最
終
的
に
は
次
の
九
名
と
な
っ
た
。

〔
隊
員
及
び
役
割
分
担
〕

川
瀬
幹
夫
三
十
九
歳
。
隊
長
。
国
内
渉
外
・
記
録
。
昭
和
三
十

四
年
経
済
学
部
卒
業
。
川
瀬
鉄
工
社
長
。
日
本
山
岳
会
会
員

市
川
章
弘
三
十
八
歳
。
副
隊
長
。
会
計
・
写
真
。
三
十
五
年
経

済
学
部
卒
業
。
埼
玉
銀
行
入
間
支
店
長
代
理
。
日
本
山
岳
会
会
員

橋
村
一
豊
三
十
七
歳
。
副
隊
長
。
登
鑿
隊
長
・
外
国
渉
外
。
三

十
五
年
経
済
学
部
卒
業
。
ト
ー
レ
・
シ
リ
コ
ー
ン
、
ゴ
ム
部
次
長
。

日
本
山
岳
会
会
員

山
田
英
二
三
十
七
歳
。
装
備
。
三
十
八
年
経
済
学
部
卒
業
。
青

宏
商
事
専
務
取
締
役
。
日
本
山
岳
会
会
員

長
沼
雄
志
三
十
七
歳
。
燃
料
・
写
真
。
三
十
七
年
文
芸
学
部
卒

業
。
日
本
生
命
蒲
原
支
部
長
。
日
本
山
岳
会
会
員

吾
妻
純
男
二
十
七
歳
。
酸
素
・
輸
送
・
外
国
渉
外
。
四
十
五
年

経
済
学
部
卒
業
。
日
動
火
災
自
動
車
課
勤
務
。
日
本
山
岳
会
会
員

宮
崎
純
二
十
六
歳
。
食
糧
・
兵
姑
。
四
十
四
年
経
済
学
部
卒

業
。
国
土
計
画
万
座
観
光
ホ
テ
ル
営
業
主
任
。
日
本
山
岳
会
会
員

小
原
壮
二
二
十
三
歳
。
食
糧
・
雑
役
。
四
十
九
年
経
済
学
部
卒

業
。
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
入
社
見
込

小
原
甲
一
郎
三
十
六
歳
。
医
師
・
外
国
渉
外
。
三
十
八
年
群
馬
大

医
学
部
卒
業
。
自
衛
隊
空
軍
三
等
空
佐
・
医
官

右
の
九
名
の
年
令
は
平
均
す
る
と
三
三
・
三
歳
で
あ
っ
た
。
中
心
隊
員
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が
ほ
と
ん
ど
三
十
七
歳
前
後
で
あ
る
が
、
皆
、
我
こ
そ
は
ジ
ャ
ヌ
ー
に
一

番
乗
り
を
す
る
の
だ
と
意
気
盛
ん
で
、
年
令
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
全

く
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
七
三
年
の
十
一
月
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験
の
あ
る
尾
崎
（
一
九
七
○

年
、
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
の
マ
ヵ
ル
ー
東
南
稜
遠
征
・
登
頂
者
）
が
、
本
隊
に

参
加
で
き
な
い
た
め
、
せ
め
て
準
備
段
階
で
の
協
力
を
果
す
と
い
う
こ
と

で
、
吾
妻
を
連
れ
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
飛
ん
だ
。
サ
ー
ダ
ー
お
よ
び
主
力
シ

ェ
ル
パ
と
の
契
約
確
保
、
ポ
ス
ト
遠
征
の
各
隊
か
ら
余
剰
物
資
の
買
付
け
、

そ
の
他
重
要
な
事
前
交
渉
を
行
な
う
た
め
で
あ
る
。
こ
の
先
遣
隊
は
時
間
、

金
銭
面
で
そ
れ
ほ
ど
余
裕
が
な
く
、
二
週
間
ほ
ど
カ
ト
マ
ン
ズ
に
滞
在
し
、

ま
た
通
関
の
件
で
カ
ル
カ
ッ
タ
へ
数
日
行
っ
た
の
み
で
帰
国
し
た
た
め
、

山
そ
の
も
の
に
対
す
る
会
戦
は
す
べ
て
本
隊
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。

シ
ェ
ル
パ
は
全
員
と
約
束
を
と
り
つ
け
る
に
は
い
た
ら
ず
、
明
年
二
月

の
本
隊
到
着
時
ま
で
に
、
サ
ー
ダ
ー
の
カ
ル
マ
が
責
任
を
も
っ
て
揃
え
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
我
々
は
特
に
希
望
し
て
、
第
二
サ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
知
性
と
実
力
の
あ
る
ソ
ナ
・
イ
シ
を
サ
ー
ダ
ー
と
同
待
遇
に
て
わ
が

隊
に
迎
え
る
顎
へ
く
努
力
し
た
が
、
七
四
年
の
プ
レ
は
日
本
だ
け
で
＋
隊
、

外
国
隊
が
十
隊
も
ひ
し
め
い
て
い
て
、
彼
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
遠
征
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
シ
ェ
ル
パ
が
水
増
し
さ
れ
る
結
果

を
生
み
、
我
々
の
隊
に
も
資
質
の
悪
い
者
が
流
入
し
て
、
山
で
は
大
変
な

苦
労
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
下
掲
げ
る
の
が
、
本
隊
が
行
っ
て
最
終

的
に
カ
ト
マ
ン
ズ
で
傭
い
入
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
が
、
○
印
を
付
し
た
以

外
の
者
は
、
困
難
な
山
の
遠
征
で
は
使
え
な
い
と
思
わ
れ
る
資
質
の
悪
い

シ
ェ
ル
パ
で
あ
る
。

名
前
、
年
令
、
出
身
地
お
よ
び
摘
要
を
記
す
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
高
所
ポ
ー
タ
ー
〕

○
カ
ル
マ
三
十
九
歳
タ
ク
ト
ッ
ド
、
サ
ー
ダ
ー
。
Ｃ
Ⅲ
で
負
傷
、
途

中
下
山
。
指
導
力
優
秀
。

○
テ
ン
ジ
ン
三
十
七
歳
ナ
ム
チ
ェ
、
セ
カ
ン
ド
サ
ー
ダ
ー
。
Ｃ
Ｖ
で

負
傷
。
体
力
・
技
術
は
あ
る
が
英
語
下
手
。

ダ
ヌ
ー
ニ
十
三
歳
シ
ョ
ル
ー
、
コ
ッ
ク
。
料
理
が
下
手
。
怠
慢
で

ず
る
い
と
こ
ろ
あ
り
。

○
一
二
・
テ
ン
ジ
ン
三
十
八
歳
パ
ン
ポ
チ
ェ
。
Ｃ
Ⅵ
へ
二
回
荷
上
し

た
。
技
術
・
体
力
・
英
語
抜
群
。

ソ
ナ
・
ゾ
ン
ブ
ー
三
十
七
歳
パ
ン
ポ
チ
ェ
。
弱
い
。

ア
ン
・
カ
ミ
三
十
三
歳
ク
ム
ジ
ュ
ン
。
Ｃ
Ⅳ
よ
り
仮
病
で
下
山
す

る
と
い
う
フ
ラ
チ
な
行
動
あ
り
。
や
く
ざ
っ
ぽ
い
性
格
。

○
・
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
三
十
歳
テ
ー
ム
。
Ｃ
Ⅵ
ヘ
ニ
回
荷
上
し
た
。

性
格
最
良
、
体
力
あ
り
。

○
ダ
ジ
三
十
歳
パ
ン
ポ
チ
ェ
。
Ｃ
Ⅵ
へ
一
回
荷
上
し
た
。
お
と
な
し

い
◎

プ
ル
・
テ
ン
バ
ニ
十
九
歳
パ
ン
ポ
チ
ェ
。
弱
い
。

○
ア
ン
・
プ
ル
バ
ニ
十
八
歳
ク
ム
ジ
ュ
ン
。
技
術
、
体
力
、
英
語
抜

群
。
将
来
サ
ー
ダ
ー
に
な
ろ
う
。
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パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
ニ
十
一
歳
ナ
ム
チ
ェ
・
日
本
語
を
や
や
話
す
が
、

仮
病
で
下
山
す
る
な
ど
根
性
な
し
。

パ
サ
ン
・
テ
ン
バ
ニ
十
一
歳
ナ
ム
チ
ェ
・
人
柄
は
よ
い
が
、
体
力

技
術
で
劣
弱
。
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
に
格
下
げ
。

〔
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
〕

ス
ン
ヅ
ー
三
十
八
歳
テ
ー
ム
。
強
い
時
も
あ
り
。

ア
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
三
十
三
歳
テ
ー
ム
。
弱
い
。

ニ
マ
ニ
十
三
歳
パ
ン
ボ
チ
ェ
。
弱
い
。

○
ダ
リ
タ
ニ
十
二
歳
テ
ー
ム
。
体
力
、
意
欲
あ
り
将
来
良
い
シ
ェ
ル

パ
に
な
る
素
質
。
Ｃ
Ⅳ
へ
た
び
た
び
荷
上
し
た
唯
一
人
の
ロ
ー
カ
ル
・

ア
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
ニ
十
二
歳
テ
ー
ム
。
難
聴
。

ヌ
ル
ブ
十
七
歳
ナ
ム
チ
ェ
。
ま
だ
子
供
で
弱
い
。

〔
キ
ッ
チ
ン
・
ボ
ー
イ
〕

○
テ
ン
バ
三
十
七
歳
パ
ン
ポ
チ
ェ
・
勤
勉
。

パ
サ
ン
三
十
六
歳
ク
ム
ジ
ュ
ン
。
低
能
。

〔
メ
イ
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
〕

叩
幸
一
テ
十
仁
詩
三
壼
イ
密
生
表
《
｝
共
に
強
く
勤
勉

ダ
ッ
チ
ェ
リ
ン
ニ
十
八
歳
ザ
ロ
ッ
ク
。
不
平
多
く
、
高
所
で
胃
弱

の
常
習
あ
り
。

○
ハ
ク
パ
ニ
十
五
歳
パ
ン
ポ
チ
ェ
・
技
術
は
な
い
が
人
柄
よ
く
ガ
ン

バ
リ
屋
。
Ｃ
Ⅵ
へ
一
回
荷
上
。

登
山
経
験
の
浅
い
小
原
壮
二
を
除
け
ば
永
年
に
わ
た
る
登
山
実
績
か
ら

し
て
、
隊
員
の
技
術
練
磨
の
山
行
合
宿
な
ど
は
一
切
不
必
要
と
割
切
っ
て
、

す
べ
て
の
時
間
を
最
大
の
難
関
、
資
金
と
物
資
の
調
達
に
投
入
す
る
方
針

に
決
め
た
の
は
、
橋
村
が
正
式
加
入
し
た
七
月
で
あ
る
。
物
資
の
調
達
は

各
係
が
分
担
し
、
資
金
の
調
達
は
川
瀬
と
橋
村
が
分
担
し
た
・
学
校
当
局
、

同
窓
会
、
そ
し
て
旧
制
高
校
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
「
雪
嶺
会
」
の
強

力
な
、
ハ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
態
は
難
行
し
、
お
ま
け
に
年
末

か
ら
起
っ
た
石
油
不
足
に
よ
る
経
済
界
の
パ
ニ
ッ
ク
状
態
は
、
資
金
物
資

の
調
達
を
い
っ
そ
う
困
難
な
も
の
に
お
と
し
い
れ
た
。
登
山
規
則
改
正
に

よ
る
死
亡
シ
ェ
ル
パ
補
償
金
の
一
挙
五
倍
の
値
上
げ
も
こ
れ
に
拍
車
を
か

け
た
。
一
部
の
人
か
ら
は
時
期
が
悪
い
の
で
延
期
し
て
は
と
の
意
見
も
出

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
三
十
歳
台
の
隊
員
の
負
担
金
を
百
万
円
か
ら
百
五

十
万
円
に
く
り
上
げ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
肉
の
策
を
弄
し
、
一
部
先
輩

の
篤
志
も
加
わ
っ
て
よ
う
や
く
メ
ド
を
得
た
の
は
二
月
に
入
っ
て
出
発
の

間
際
で
あ
っ
た
。
遠
征
隊
の
正
式
名
称
は
、
成
城
大
学
ジ
ャ
ヌ
ー
遠
征
隊

ａ
国
］
ｏ
ｐ
ｚ
弓
固
宛
の
弓
禺
］
し
ｚ
ｚ
ｄ
国
漢
勺
同
日
目
５
ｚ
〉
ら
製
）
と

名
付
け
ら
れ
た
。

以
上
二
十
四
名
で
あ
っ
た
。
な
お
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
は
二
十

一
歳
の
陸
軍
少
尉
シ
ャ
ン
タ
・
プ
ラ
サ
ド
・
ダ
ワ
デ
ィ
が
配
属
さ
れ
た
が
、

英
語
が
上
手
で
知
性
も
あ
り
、
有
能
で
た
い
へ
ん
役
に
立
っ
て
く
れ
た
。
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二
月
四
日
、
宮
崎
と
吾
妻
が
、
日
本
か
ら
海
路
送
っ
た
荷
物
を
カ
ル
カ

ッ
タ
ー
ジ
ョ
グ
バ
ニ
ー
ビ
ラ
ト
ナ
ガ
ー
ル
ー
ダ
ー
ラ
ン
バ
ザ
ー
ル
（
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
出
発
地
点
）
へ
と
保
税
陸
送
す
る
た
め
、
半
月
早
く
空
路
カ
ト

マ
ン
ズ
へ
向
け
て
先
発
し
た
。

二
月
二
十
日
、
川
瀬
以
下
残
る
七
名
が
あ
わ
た
だ
し
い
準
備
を
終
え
て
、

同
じ
く
空
路
を
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
向
け
て
出
発
し
た
。

こ
の
山
の
登
山
の
歴
史
と
、
こ
れ
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
ニ
ス
ト
の
間
で
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
来
た
か
は
、
故
深
田
久
弥
会
員
の
大
著
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

高
峰
』
第
三
巻
の
ジ
ャ
ヌ
ー
の
項
に
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ

こ
で
は
紙
数
を
省
き
、
私
の
登
山
記
を
通
し
て
ジ
ャ
ヌ
ー
の
味
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
一
つ
、
深
田
さ
ん
の
本
に
書
い
て
な
い

こ
と
を
つ
け
加
え
る
と
、
ロ
ー
マ
字
で
綴
る
］
少
ｚ
ｚ
己
は
ネ
パ
ー
ル
語

で
は
、
「
ジ
ャ
ン
ヌ
ー
」
と
綴
り
の
通
り
発
音
す
る
の
が
正
し
く
、
そ
れ
は

「
肩
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
あ
る
。
ジ
ャ
ヌ
ー
と
ち
じ
め
て
い
え
ば
、

「
行
く
」
、
動
詞
の
唱
の
意
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ

ー
の
シ
ャ
ン
タ
に
問
う
た
と
こ
ろ
の
答
で
あ
っ
た
。
肩
の
意
で
あ
れ
ば
、

東
西
に
肩
を
延
ば
し
た
山
稜
と
、
そ
の
上
に
花
崗
岩
の
岩
頭
氷
帽
を
も
つ

山
容
か
ら
し
て
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
納
得
で
き
る
呼
称
で
あ
る
。

四
、
入
山

三
、
ジ
ャ
ヌ
ー
と
い
う
山

二
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
の
五
日
間
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
、

ど
の
遠
征
隊
も
が
す
る
よ
う
な
、
あ
わ
た
だ
し
く
味
気
な
い
準
備
作
業
が

進
行
し
、
シ
ェ
ル
パ
た
ち
と
の
契
約
を
終
え
た
。
我
々
は
カ
ト
マ
ン
ズ
滞

在
に
は
何
の
興
味
も
な
く
、
一
刻
も
早
く
山
へ
向
い
た
か
っ
た
の
で
、
能

率
的
に
諸
手
続
に
精
励
し
た
。
特
に
現
地
で
の
折
衝
で
は
、
実
用
的
な
英

会
話
を
あ
や
つ
る
ド
ク
タ
ー
と
橋
村
が
分
担
し
て
渉
外
に
あ
た
っ
た
こ
と

と
、
前
記
の
尾
崎
・
吾
妻
の
有
効
な
先
遣
布
石
が
あ
っ
た
た
め
、
わ
ず
か

五
日
間
で
す
べ
て
の
準
備
を
完
了
し
て
山
へ
向
う
こ
と
が
出
来
た
。

二
月
二
十
八
日
、
川
瀬
以
下
五
名
の
隊
員
は
、
カ
ル
マ
以
下
全
シ
ェ
ル

パ
と
空
送
物
資
及
び
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
買
付
物
資
を
ひ
き
ま
と
め
て
、
大

型
バ
ス
一
台
と
ラ
ン
ド
ロ
ー
バ
に
分
乗
し
ピ
ラ
ト
ナ
ガ
ー
ル
経
由
ダ
ー
ラ

ン
バ
ザ
ー
ル
へ
向
っ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
ー
ジ
ョ
グ
バ
ニ
ー
ビ
ラ
ト
ナ
ガ
ー

ル
ー
ダ
ー
ラ
ン
ヘ
の
海
送
主
力
物
資
の
陸
送
通
関
に
あ
た
っ
て
い
た
先
発

の
宮
崎
・
吾
妻
と
、
そ
の
手
助
け
に
つ
け
た
テ
ン
ジ
ン
お
よ
び
パ
サ
ン
・

ノ
ル
ブ
も
、
荷
物
と
と
も
に
ダ
ー
ラ
ン
バ
ザ
ー
ル
で
合
流
で
き
る
段
取
り

が
整
っ
た
。

三
月
一
日
、
橋
村
は
、
軍
務
の
都
合
で
お
く
れ
た
連
絡
将
校
の
シ
ャ
ン

タ
・
プ
ラ
サ
ド
・
ダ
ワ
デ
ィ
を
と
も
な
っ
て
、
カ
ト
マ
ン
ズ
ー
ピ
ラ
ト
ナ

ガ
ー
ル
間
を
空
路
に
よ
り
追
走
し
、
同
日
た
ち
ま
ち
ダ
ー
ラ
ン
バ
ザ
ー
ル

の
本
隊
に
合
流
す
る
を
得
て
、
こ
こ
で
全
隊
員
と
全
シ
ェ
ル
パ
の
集
結
を

み
た
。
そ
の
夜
、
前
途
を
祝
し
て
盛
大
な
酒
宴
が
ひ
ら
か
れ
た
。

三
月
三
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。
ポ
ー
タ
ー
の
総
数
は
ナ
イ
ケ
（
手
配
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ジャヌー登頂

師
）
を
含
め
て
三
六
○
名
で
あ
る
。
シ
ワ
リ
ク
丘
陵
を
シ
ャ
ン
グ
リ
峠
で

越
え
て
、
レ
ウ
テ
・
コ
ー
ラ
へ
下
る
。
吾
妻
が
ひ
ど
い
大
腸
カ
タ
ル
の
下

痢
で
遅
れ
て
、
つ
ら
そ
う
で
あ
っ
た
。

三
月
四
日
、
タ
ム
ー
ル
河
を
鉄
製
の
吊
橋
で
渡
り
標
高
三
一
○
○
メ
ー

ト
ル
の
ダ
ン
ク
ー
タ
ま
で
炎
暑
の
下
を
登
る
。
こ
こ
は
王
室
の
別
荘
が
あ

り
、
折
か
ら
王
様
が
来
て
い
て
、
町
中
に
歓
迎
の
ア
ー
チ
が
や
た
ら
と
目

に
つ
く
。
こ
の
町
に
は
チ
ェ
ッ
ク
ポ
ス
ト
が
あ
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ビ
ザ

の
検
査
を
さ
れ
た
。

三
月
五
日
’
十
日
、
標
高
二
○
○
○
’
二
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
地

帯
を
上
下
し
な
が
ら
、
ヒ
レ
ー
シ
ド
ワ
ー
ッ
テ
ー
チ
ョ
ウ
キ
と
泊
り
重
ね

て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
尾
根
上
を
順
調
に
進
む
。
ゴ
バ
ー
ル
ラ
ラ
か
ら
グ
ル

ザ
ゴ
ン
に
下
る
日
、
遠
い
春
霞
の
彼
方
に
、
目
ざ
す
ジ
ャ
ヌ
ー
が
眺
め
ら

れ
、
一
同
歓
声
を
あ
げ
る
。
グ
ル
ザ
ゴ
ン
で
は
豚
を
ツ
ブ
し
て
、
香
辛
料

の
利
い
た
焼
肉
に
舌
つ
づ
み
を
打
っ
た
。
川
瀬
と
ド
ク
タ
ー
を
除
い
て
、

酒
に
目
の
な
い
隊
員
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
カ
ル
マ
も
無
類
の
酒
好

き
と
い
う
こ
と
で
、
行
く
先
々
の
農
家
や
茶
店
で
し
こ
た
ま
焼
酎
（
ロ
キ

ど
嫁
ろ
く

シ
ー
）
や
濁
酒
（
チ
ャ
ン
）
が
仕
入
れ
ら
れ
、
毎
日
一
杯
機
嫌
の
気
分
で
キ

ャ
ラ
バ
ン
は
進
め
ら
れ
た
。

三
月
十
一
日
、
七
三
○
メ
ー
ト
ル
の
ド
ウ
ム
ハ
ン
（
ド
寺
ハ
ン
）
ま
で
一

気
に
下
る
。
太
陽
は
ギ
ラ
ギ
ラ
照
っ
て
非
常
に
暑
く
、
河
原
の
キ
ャ
ン
プ

地
へ
着
く
や
否
や
水
浴
び
を
し
て
凉
を
と
る
。
こ
こ
は
タ
プ
レ
ジ
ュ
ン
と

グ
ン
ザ
方
面
の
分
岐
点
で
、
川
の
合
流
す
る
と
こ
ろ
だ
。
タ
ム
ー
ル
河
の

本
流
へ
再
び
下
っ
て
き
た
わ
け
だ
。

三
月
十
二
日
、
昨
夜
か
ら
ポ
ー
タ
ー
賃
上
げ
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
上

に
、
ド
ウ
ム
ハ
ン
以
南
か
ら
来
た
ポ
ー
タ
ー
一
六
○
名
が
帰
る
と
い
う
こ

と
で
、
カ
ル
マ
以
下
シ
ェ
ル
パ
の
必
死
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
荷
が

二
六
個
も
残
っ
て
し
ま
う
。
や
む
な
く
隊
を
二
分
し
、
先
行
隊
は
カ
ル

マ
を
つ
け
、
英
語
に
よ
る
交
渉
の
点
を
考
え
ド
ク
タ
ー
が
入
り
、
後
隊
は

セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ダ
ー
の
テ
ン
ジ
ン
は
英
語
が
ダ
メ
な
の
で
、
頭
が
よ
く

英
語
の
最
も
う
ま
い
ア
ン
・
プ
ル
バ
を
残
す
。
よ
っ
て
前
後
両
隊
の
構
成

は
、
ド
ク
タ
ー
、
川
瀬
、
山
田
、
長
沼
に
カ
ル
マ
、
コ
ッ
ク
の
ダ
ヌ
ー
、

リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
、
そ
の
他
三
分
の
二
の
シ
ェ
ル
パ
と
が
先
行
隊

へ
、
後
隊
は
橋
村
、
市
川
、
宮
崎
、
吾
妻
、
小
原
と
テ
ン
ジ
ン
、
ア
ン
・

プ
ル
バ
ほ
か
約
三
分
の
一
の
シ
ェ
ル
パ
を
残
す
。
後
発
隊
に
残
っ
た
シ
ェ

ル
パ
の
中
で
・
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
が
コ
ッ
ク
を
代
行
し
た
が
、
し
っ
か
り

し
て
お
り
料
理
が
上
手
な
の
は
助
か
っ
た
。

三
月
十
三
日
、
ど
う
や
ら
二
六
名
の
ポ
ー
タ
ー
の
手
配
が
つ
き
、
翌

日
は
出
発
の
メ
ド
を
つ
か
ん
だ
の
で
、
吾
妻
、
小
原
は
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン

と
メ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
の
シ
ェ
テ
を
伴
っ
て
、
連
絡
の
た
め
先
隊
を
追
う
。

こ
の
日
の
う
ち
に
ミ
ッ
ル
ン
の
宿
を
と
ば
し
て
巨
岩
の
累
積
す
る
チ
ル
ワ

で
先
隊
に
追
い
つ
い
た
。
非
常
に
パ
テ
た
そ
う
で
あ
る
。

三
月
十
四
日
’
十
九
日
、
こ
れ
か
ら
Ｂ
Ｃ
ま
で
、
先
隊
・
後
隊
は
二
日

の
間
隔
を
お
い
て
同
じ
道
を
、
ミ
ッ
ル
ン
ー
チ
ル
ワ
ー
シ
ャ
カ
ッ
ム
ー
ァ

ム
ジ
ェ
ラ
サ
ー
ケ
ブ
ラ
ー
グ
ン
ザ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
へ
と
た
ど
っ
た
。
途
中
シ
ャ
カ
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三
月
二
十
一
日
、
す
べ
て
の
開
梱
を
行
な
い
、
物
資
の
整
理
に
あ
た
る
。

お
び
た
だ
し
い
量
の
登
華
用
具
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
の
は
壮
観
で
あ
っ

ツ
ム
に
て
本
流
タ
ム
ー
ル
河
左
岸
沿
い
の
道
を
す
て
、
支
流
の
チ
ャ
ー
チ

ュ
ー
川
沿
い
に
急
登
し
て
ゆ
く
。
シ
ャ
カ
ッ
ム
ー
ア
ム
ジ
ェ
ラ
サ
間
は
、

一
日
に
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
登
り
、
断
崖
絶
壁
の
高
巻
き
の
恐
ろ
し

い
と
こ
ろ
が
あ
る
・
本
行
程
中
一
番
つ
ら
く
悪
い
一
日
だ
が
、
こ
れ
を
除

け
ば
、
ジ
ャ
ヌ
ー
ヘ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
道
は
す
べ
て
安
全
で
あ
る
。
こ
の

高
巻
き
で
先
隊
の
ポ
ー
タ
ー
が
転
倒
、
あ
わ
や
と
思
わ
せ
た
が
幸
い
に
も

止
ま
り
、
そ
の
代
り
食
糧
の
一
箱
が
絶
壁
の
下
へ
消
え
る
と
い
う
一
幕
が

あ
っ
た
。

三
月
十
九
日
、
前
日
グ
ン
ザ
で
あ
ま
り
意
味
の
な
い
停
滞
を
し
た
本
隊

が
Ｂ
Ｃ
へ
上
り
、
テ
ン
ト
を
建
設
し
た
。

三
月
二
十
日
、
後
隊
を
気
づ
か
っ
て
グ
ン
ザ
で
待
っ
て
い
た
カ
ル
マ
ほ

か
数
名
の
シ
ェ
ル
パ
を
あ
わ
せ
て
、
残
る
全
員
と
全
荷
物
が
Ｂ
Ｃ
へ
上
り
、

ジ
ャ
ヌ
ー
登
山
の
態
勢
は
き
わ
め
て
順
調
に
出
来
上
っ
た
。
ダ
ー
ラ
ン
等
ハ

ザ
ー
ル
を
出
発
し
て
以
来
十
七
日
間
、
一
日
も
雨
に
降
ら
れ
ず
、
今
日
も

ま
た
す
ば
ら
し
い
快
晴
の
下
に
Ｂ
Ｃ
へ
集
結
で
き
た
こ
と
で
、
大
い
に
気

分
は
昂
揚
し
た
。
十
二
年
前
、
フ
ラ
ン
ス
隊
の
造
っ
た
石
垣
小
屋
ジ
ャ
ヌ

ー
・
パ
レ
ス
を
半
日
が
か
り
で
修
復
し
、
こ
れ
を
サ
ー
ブ
の
集
会
所
と
し

た
。
そ
の
夜
、
Ｂ
Ｃ
建
設
を
祝
っ
て
罐
ビ
ー
ル
の
乾
杯
が
行
な
わ
れ
た
。

五
、
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
の
建
設
ま
で

た
。
ザ
イ
ル
は
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
ハ
ー
ケ
ン
類
は
千
本
近
く
、

ス
ノ
ー
バ
ー
ニ
百
本
、
カ
ラ
ビ
ナ
五
百
個
等
々
は
、
装
備
係
の
山
田
に
説

明
を
受
け
な
け
れ
ば
、
誰
も
い
く
つ
あ
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
。

高
所
用
個
人
装
備
が
各
隊
員
に
配
給
さ
れ
、
い
よ
い
よ
戦
闘
開
始
の
気

分
が
み
な
ぎ
る
。

シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
、
ジ
ャ
ヌ
ー
・
パ
レ
ス
の
隣
り
に
、
そ
の
倍
の
大
き

さ
の
石
小
屋
を
構
築
し
て
、
こ
れ
を
キ
ッ
チ
ン
と
シ
ェ
ル
パ
集
会
所
と
す

る
。

三
月
二
十
二
日
’
二
十
四
日
、
Ｂ
Ｃ
で
は
食
糧
、
装
備
を
主
体
と
す
る

仕
分
け
と
、
荷
上
げ
の
た
め
の
再
梱
包
作
業
が
延
々
と
し
て
続
く
間
に
橋

村
、
市
川
、
長
沼
に
よ
り
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
約
三
キ
ロ
、
ヤ
マ
タ
リ
氷
河
を
遡
っ

た
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
モ
レ
ー
ン
の
上
に
Ｃ
１
を
建
設
し
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｉ

Ｃ
１
の
間
は
巨
岩
や
不
安
定
な
石
が
累
積
す
る
モ
レ
ー
ン
の
中
を
約
三
’

四
時
間
の
登
高
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
荒
れ
果
て
た
モ
レ
ー
ン
の
た
め
、

常
に
踏
跡
が
見
失
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
赤
旗
と
ケ
ル
ン
を
徹
底
的
に
立
て

て
道
し
る
べ
と
す
る
。
た
だ
ち
に
Ｂ
Ｃ
よ
り
カ
ル
マ
の
率
い
る
精
力
的
な

荷
上
隊
に
よ
り
連
日
Ｃ
１
へ
物
資
を
集
積
す
る
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

三
月
二
十
五
日
、
Ｃ
１
は
上
部
へ
の
行
動
を
中
止
し
て
ル
ー
ト
の
観
察

と
、
Ｃ
３
ま
で
の
行
動
計
画
を
検
討
し
、
Ｂ
Ｃ
に
伝
え
る
。
㈲
橋
村
、
市

川
、
長
沼
に
宮
崎
を
加
え
、
こ
の
四
名
で
Ｃ
３
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
ま
で
の

ル
ー
ト
開
拓
を
請
負
う
。
そ
の
間
不
調
者
が
で
た
ら
、
他
の
者
と
入
れ
代

る
。
他
の
者
は
そ
の
間
少
し
ず
つ
下
部
キ
ャ
ン
プ
を
往
復
も
し
く
は
占
拠
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し
て
》
高
度
順
応
を
し
な
が
ら
荷
上
げ
の
状
況
を
チ
ッ
ク
し
》
指
示
す
る
・

目
ル
ー
ト
開
拓
組
に
は
テ
ン
ジ
ン
、
ペ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
ア
ン
・
プ
ル

バ
、
ハ
ク
パ
の
四
名
を
つ
け
る
。
目
Ｃ
３
建
設
後
の
計
画
は
目
下
の
と
こ

ろ
白
紙
と
す
る
（
下
部
キ
ャ
ン
プ
で
、
し
か
も
上
部
の
全
く
見
通
し
の
き

か
な
い
と
こ
ろ
で
こ
と
細
か
に
計
画
を
作
っ
て
も
無
意
味
で
あ
る
）
。
㈲

主
要
作
戦
計
画
は
橋
村
と
市
川
が
合
議
で
決
め
、
登
肇
活
動
の
全
指
揮
は

橋
村
が
と
る
。
田
今
後
は
原
則
と
し
て
橋
村
ま
た
は
市
川
が
最
前
線
の
キ

ャ
ン
プ
を
占
め
て
ル
ー
ト
開
拓
の
指
揮
に
あ
た
る
。

Ｃ
１
か
ら
上
が
、
い
よ
い
よ
ジ
ャ
ヌ
ー
の
課
題
で
あ
る
ル
ー
ト
フ
ァ
イ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
氷
雪
登
筆
へ
の
挑
戦
と
な
る
。
正
面
に
見
え
る
王
座
氷
河

は
、
王
座
か
ら
ヤ
マ
タ
リ
氷
河
へ
向
っ
て
高
さ
約
一
七
○
○
メ
ー
ト
ル
、

幅
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
と
な
っ
て
直
接
懸
っ
て
い
る
。

そ
し
て
常
に
小
ブ
ロ
ッ
ク
の
崩
壊
が
起
っ
て
、
こ
の
大
氷
曝
の
あ
ち
こ
ち

の
部
分
を
掃
蕩
し
て
お
り
、
ま
た
氷
爆
最
上
部
（
王
座
下
端
）
に
は
最
小
の

も
の
で
も
霞
ヶ
関
三
井
ビ
ル
ぐ
ら
い
の
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
崩
落
の
可
能

性
を
示
し
て
並
ん
で
い
る
。
万
一
こ
れ
が
倒
壊
す
る
と
、
氷
爆
全
体
は
徹

底
的
に
掃
蕩
さ
れ
て
、
人
間
が
生
き
残
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
見

え
る
。
以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
王
座
へ
上
り
込
む
最
短
ル
ー
ト
で
あ
る
こ

の
氷
爆
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
敬
遠
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
・

我
々
が
着
目
し
た
の
は
、
王
座
か
ら
の
大
氷
曝
五
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

下
流
で
、
左
岸
か
ら
直
角
に
ヤ
マ
タ
リ
氷
河
本
流
へ
落
ち
合
っ
て
く
る
支

氷
河
の
氷
爆
で
あ
る
。
幅
が
約
五
○
○
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
隊
の

記
録
は
》
こ
の
あ
た
り
の
ル
ー
ト
記
述
が
あ
い
ま
い
で
、
頼
り
に
す
る
気

が
起
き
な
い
の
で
、
私
た
ち
の
直
感
で
決
め
る
の
が
ベ
ス
ト
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
第
二
回
の
フ
ラ
ン
ス
隊
（
ジ
ャ
ン
・
ブ
ラ
ン
コ
隊
）
は
こ
の
氷

曝
と
お
ぽ
し
き
右
側
を
登
っ
て
上
部
で
大
迂
回
を
強
い
ら
れ
た
と
こ
ぼ
し

て
い
る
の
で
、
ひ
と
つ
我
々
は
こ
の
氷
爆
の
左
を
ヘ
ッ
る
よ
う
に
行
っ
て

は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
氷
爆
が
押
し
出
し
て
く
る
ブ
ロ
ッ
ク
の

多
量
さ
と
、
滝
幅
か
ら
み
て
、
こ
の
支
氷
河
は
上
部
の
ど
こ
か
で
小
刀
の

頭
の
山
稜
へ
喰
い
入
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
の
期
待
が
持
て
る
。
小
刀
の

頭
の
山
稜
は
ヤ
マ
タ
リ
氷
河
と
ヤ
ル
ン
氷
河
を
分
つ
分
氷
稜
で
あ
る
。

夕
方
の
吹
雪
の
切
れ
目
二
時
間
を
利
用
し
て
橋
村
と
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン

が
、
Ｃ
１
か
ら
こ
の
氷
爆
の
取
付
き
ま
で
の
ル
ー
ト
を
探
っ
て
、
赤
旗
と

ケ
ル
ン
で
目
印
を
つ
け
た
。

三
月
二
十
六
日
、
我
々
の
直
感
は
的
中
し
、
ヘ
ッ
リ
な
ど
の
難
場
も
な

く
、
氷
曝
の
左
端
が
ガ
リ
ー
状
の
モ
レ
ー
ン
と
な
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
登
り
つ
め
て
氷
爆
の
上
へ
上
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
五

一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
登
る
と
行
手
の
モ
レ
ー
ン
が
切
れ
て
、
ど

う
し
て
も
セ
ラ
ッ
ク
の
乱
立
す
る
と
こ
ろ
を
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
へ
デ
ポ
し
て
下
る
。
こ
の
ガ
リ
ー
状
の

モ
レ
ー
ン
に
は
最
も
急
な
と
こ
ろ
に
、
七
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
固
定
綱
を
張

っ
た
。
Ｃ
１
へ
戻
り
着
き
、
市
川
、
長
沼
と
三
人
で
「
う
ま
く
い
っ
た
」

と
ほ
く
そ
笑
み
な
が
ら
熱
い
紅
茶
を
飲
む
。

夕
刻
の
Ｂ
Ｃ
と
の
交
信
で
川
瀬
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
入
山
以
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ジャヌー登頂

来
高
度
障
害
で
半
病
人
の
態
で
あ
っ
た
山
田
、
吾
妻
が
、
い
ぜ
ん
か
ん
ば

し
く
な
い
と
の
こ
と
。
「
出
だ
し
が
悪
い
か
ら
と
い
っ
て
、
少
し
も
あ
せ

る
こ
と
は
な
い
。
無
理
を
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
お
れ
ば
早
い
遅
い
の

差
は
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
誰
で
も
高
度
順
応
は
す
る
。
Ｃ
３
ま
で
は
俺
た

ち
が
確
実
な
ハ
ー
ケ
ン
陣
で
道
を
作
る
か
ら
、
あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
や

れ
」
と
伝
言
す
る
。

こ
の
日
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
宮
崎
を
迎
え
る
。

三
月
二
十
七
日
’
二
十
八
日
、
昨
日
の
到
達
点
五
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の

デ
ポ
を
充
実
し
、
二
十
八
日
こ
こ
へ
仮
Ｃ
２
を
出
し
て
、
橋
村
、
市
川
、

長
沼
が
・
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
を
連
れ
て
入
る
。
彼
は
一
見
す
る
と
比
叡
山

の
悪
僧
の
如
き
容
貌
で
あ
る
が
落
着
い
て
い
て
性
質
が
よ
く
、
か
つ
勤
勉

で
、
英
語
も
ブ
ロ
ー
ク
ン
な
が
ら
ダ
ー
ジ
リ
ン
生
活
が
長
か
っ
た
た
め
一

応
は
こ
な
す
。
ま
た
彼
は
料
理
が
上
手
な
の
で
コ
ッ
ク
が
い
な
い
上
部
キ

ャ
ン
プ
で
は
欠
か
せ
ぬ
人
物
と
な
り
、
つ
い
に
Ｃ
５
ま
で
常
に
最
前
線
の

キ
ャ
ン
プ
で
ル
ー
ト
開
拓
隊
の
た
め
に
料
理
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
荷
上
げ
も
や
る
。
Ｃ
６
に
二
回
上
っ
た
の
は
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
と

彼
の
み
で
あ
る
。
ま
た
朝
一
時
間
、
寝
る
前
一
時
間
、
停
滞
の
時
は
さ
ら

に
も
っ
と
長
く
毎
日
ラ
マ
教
の
読
経
を
し
て
、
一
日
た
り
と
も
欠
か
し
た

こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
ル
ー
ト
開
拓
に
当
る
隊
員
の
疲
れ
き
っ
た
心
身
を

大
い
に
な
ぐ
さ
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
か
よ
う
な
わ
け
で
・
ヘ
ン
や
ハ
・
ツ

ェ
リ
ン
は
全
隊
員
か
ら
最
も
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
た
シ
ェ
ル
パ
で
あ
り
、

下
山
後
の
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
け
る
給
料
・
特
別
手
当
決
定
の
大
評
定
に
お

い
て
も
、
全
隊
員
一
致
の
支
持
を
う
け
て
最
高
額
の
金
を
受
け
た
の
で
あ

っ
た
。こ

の
日
、
テ
ン
ジ
ン
、
ア
ン
・
プ
ル
バ
、
ハ
ク
パ
が
仮
Ｃ
２
へ
上
っ

て
荷
上
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
月
二
十
九
日
、
仮
Ｃ
２
の
市
川
、
長
沼
に
よ
っ
て
五
三
○
○
メ
ー
ト

ル
ま
で
セ
ラ
ッ
ク
地
帯
を
ル
ー
ト
が
ひ
ら
か
れ
た
。
宮
崎
が
仮
Ｃ
２
へ
入

り
、
Ｃ
１
へ
は
山
田
が
入
る
。
余
り
高
度
障
害
が
ひ
ど
く
な
け
れ
ば
、
少

し
無
理
を
し
て
も
行
動
し
た
方
が
順
化
が
早
い
と
の
す
す
め
に
し
た
が
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

三
月
三
十
日
’
四
月
一
日
、
仮
Ｃ
２
の
橋
村
、
市
川
、
長
沼
、
宮
崎
は

交
代
し
て
休
養
を
と
り
つ
つ
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
の
ル
ー
ト
整

備
と
荷
上
げ
を
く
り
か
え
す
。
高
度
順
応
の
。
ヘ
ー
ス
も
考
え
て
、
一
人
に

あ
ま
り
パ
テ
の
し
わ
よ
せ
が
ゆ
か
ぬ
よ
う
常
に
配
慮
し
た
。

四
月
一
日
、
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
へ
の
物
資
集
積
が
予
定
量
に
達
し
、

仮
Ｃ
２
を
め
く
り
上
げ
て
こ
こ
へ
Ｃ
２
を
建
設
し
た
。
こ
の
時
点
で
の
各

キ
ャ
ン
プ
の
隊
員
配
置
は
、
Ｃ
２
ｉ
橋
村
、
市
川
、
長
沼
、
宮
崎
。
Ｃ
１

ｌ
川
瀬
、
山
田
。
残
り
は
Ｂ
Ｃ
で
あ
る
。
川
瀬
、
山
田
、
Ｂ
Ｃ
の
ド
ク
タ

ー
、
小
原
ら
は
、
大
体
毎
日
上
部
キ
ャ
ン
プ
を
往
復
し
、
荷
上
と
高
度
順

応
を
行
な
う
。
シ
ェ
ル
パ
の
荷
上
活
動
は
連
日
と
ど
こ
お
り
な
く
規
則
的

に
行
な
わ
れ
た
。

四
月
二
日
、
Ｃ
２
か
ら
上
の
ル
ー
ト
開
拓
が
精
力
的
に
開
始
さ
れ
、
Ｃ

１
の
川
瀬
、
山
田
の
指
揮
に
よ
っ
て
、
Ｃ
２
へ
ど
ん
ど
ん
物
資
が
集
積
さ
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”

れ
、
各
キ
ャ
ン
プ
は
活
気
づ
い
た
。
サ
ー
ダ
ー
の
カ
ル
マ
は
Ｃ
１
に
あ
っ

て
上
下
の
キ
ャ
ン
プ
の
シ
ェ
ル
パ
の
動
き
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ

で
は
小
原
に
よ
る
食
糧
の
再
梱
包
が
引
続
き
入
念
に
行
な
わ
れ
、
ド
ク
タ

ー
が
Ｂ
Ｃ
責
任
者
と
し
て
、
コ
ッ
ク
の
ダ
ヌ
ー
と
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー

を
通
し
て
采
配
を
ふ
る
っ
て
い
る
・
吾
妻
は
い
ぜ
ん
と
し
て
本
調
子
で
な

い
。
前
線
キ
ャ
ン
プ
ー
橋
村
・
市
川
、
中
間
キ
ャ
ン
プ
ー
川
瀬
、
Ｂ
Ｃ
統

轄
ｌ
ド
ク
タ
ー
、
こ
の
配
置
に
よ
る
指
揮
体
系
が
原
則
的
に
全
期
間
を
通

し
て
維
持
運
営
さ
れ
た
。

我
々
の
ド
ク
タ
ー
の
特
徴
は
、
単
な
る
遠
征
隊
付
医
師
で
は
な
く
、
上

部
キ
ャ
ン
プ
に
こ
そ
上
ら
な
か
っ
た
が
、
作
戦
計
画
の
中
に
ガ
ッ
チ
リ
喰

い
入
っ
て
、
常
時
Ｂ
Ｃ
を
統
轄
し
、
シ
ェ
ル
パ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
上

方
補
給
計
画
を
完
全
に
指
揮
す
る
と
同
時
に
、
連
絡
将
校
の
シ
ャ
ン
タ
を

自
己
の
・
ヘ
ー
ス
に
引
き
込
ん
で
、
メ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
を
通
じ
て
伝
言
を
グ

ン
ザ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
ス
ト
か
ら
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
打
電
せ
し
め
、
文
明
圏
と

の
連
絡
を
確
保
す
る
な
ど
、
そ
の
果
た
し
た
役
割
の
重
大
さ
は
測
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。
高
校
・
大
学
と
山
岳
部
で
活
躍
し
た
の
で
、
登
山
の

ポ
イ
ン
ト
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
お
り
、
英
語
を
自
由
に
あ
や
つ
り
、
自
衛
隊

空
軍
で
の
軍
務
と
医
務
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
組
織
体
運
営
の
原
理
に
明

る
く
、
明
敏
な
頭
脳
と
三
十
六
歳
の
充
実
し
た
人
格
、
そ
の
上
に
加
え
て

隊
員
の
大
半
の
者
と
十
年
以
上
、
特
に
橋
村
と
は
小
学
校
以
来
、
山
田
と

は
中
学
校
以
来
の
親
交
が
あ
っ
て
、
隊
員
一
人
一
人
の
気
質
性
情
を
熟
知

し
て
い
る
な
ど
か
ら
し
て
、
ド
ク
タ
ー
は
必
然
的
に
こ
の
重
要
な
役
割
に

と
任
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
の
こ
と
に
精
力
を
投
じ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
決
し
て
外
科
臨
床
医
と
し
て
の
役
割
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
よ
う
な
こ

と
は
な
か
っ
た
。

四
月
三
日
、
Ｃ
２
で
は
第
二
の
氷
爆
を
乗
り
越
え
上
部
の
雪
原
に
進
出
、

第
三
の
氷
爆
下
ま
で
固
定
綱
が
張
り
通
さ
れ
た
。

四
月
四
日
、
Ｃ
２
は
連
日
の
重
労
働
の
為
に
停
滞
。
明
日
の
第
三
氷
爆

乗
越
し
と
Ｃ
３
建
設
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
備
え
て
休
養
す
る
。
Ｃ
２
か
ら
は

一
気
呵
成
に
Ｃ
３
へ
達
す
零
へ
く
荷
上
隊
の
増
強
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ル
マ
、

ダ
ッ
チ
ェ
リ
ン
、
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
三
名
が
上
り
シ
ェ
ル
パ
は
七
名
と

な
っ
た
。

ジ
ャ
ヌ
ー
の
天
候
は
入
山
以
来
、
毎
日
ほ
と
ん
ど
同
じ
パ
タ
ー
ン
を
く

り
か
え
し
て
い
る
。
午
前
中
は
快
晴
で
あ
る
が
、
早
い
時
は
午
前
十
一
時
、

お
そ
く
も
午
後
二
時
か
三
時
に
は
必
ず
視
界
を
す
ゃ
へ
て
奪
う
冷
た
い
ガ
ス

が
谷
底
か
ら
せ
り
上
っ
て
来
て
山
を
覆
う
。
す
る
と
間
も
な
く
急
激
に
気

温
が
下
っ
て
雪
ま
た
は
吹
雪
と
な
る
。
積
雪
は
大
概
は
数
セ
ン
チ
に
止
ま

る
が
、
大
量
の
ド
カ
雪
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
夕
方
か
ら
夜
半
に

か
け
て
こ
の
雪
は
止
ん
で
晴
れ
る
が
、
夜
は
気
温
が
零
下
十
度
あ
る
い
は

そ
れ
以
下
に
冷
え
込
む
。
右
の
よ
う
な
こ
と
で
、
視
界
を
必
要
と
し
、
か
っ

こ
み
入
っ
た
ザ
イ
ル
操
作
や
登
肇
用
具
を
扱
う
ル
ー
ト
開
拓
の
仕
事
は
大

概
午
前
中
で
打
切
ら
れ
、
午
後
は
吹
雪
の
中
を
帰
幕
す
る
と
い
う
ふ
う
に

な
る
。
登
筆
の
能
率
は
、
天
気
の
良
い
山
で
の
半
分
し
か
上
ら
な
い
。
午

前
中
に
作
業
を
完
了
す
る
必
要
性
か
ら
、
最
前
線
の
隊
は
あ
ま
り
遠
く
へ
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ジャヌー登頂

ル
ー
ト
開
拓
に
出
ら
れ
ず
、
そ
れ
故
固
定
綱
等
の
仕
掛
け
を
大
々
的
に
投

下
す
る
Ｃ
６
ま
で
は
、
次
の
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
の
中
間
点
に
キ
ャ
ン
プ
を

仮
設
し
て
、
一
旦
こ
こ
に
入
っ
て
か
ら
更
に
上
部
へ
キ
ャ
ン
プ
を
伸
す
と

い
う
ス
テ
ッ
プ
が
採
用
さ
れ
た
。

五
月
五
日
、
Ｃ
２
全
員
は
Ｃ
３
建
設
の
物
資
を
す
べ
て
持
ち
、
今
ま
で

の
最
大
の
難
所
第
三
氷
爆
の
乗
越
に
向
う
。
四
人
の
隊
員
は
、
三
日
の
工

作
で
張
通
さ
れ
た
固
定
綱
を
た
ど
っ
て
、
い
ち
早
く
氷
爆
の
下
に
到
着
。

こ
こ
で
ザ
イ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
二
分
し
、
橋
村
ｌ
宮
崎
組
、
市
川
ｌ
長
沼
組

と
す
る
。
先
行
組
が
ツ
ル
ベ
式
に
ト
ッ
プ
を
交
代
し
つ
つ
ア
ル
バ
イ
ト
の

激
し
い
登
肇
に
取
組
む
間
に
、
後
続
組
は
ル
ー
ト
の
指
示
、
ス
テ
ッ
プ
の

切
り
足
し
、
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
や
ス
ノ
ー
バ
ー
の
打
加
え
、
固
定
綱
の
設

置
、
時
に
は
ワ
イ
ヤ
梯
子
の
固
定
な
ど
ル
ー
ト
エ
作
を
し
な
が
ら
追
従
し
、

先
行
組
が
疲
れ
て
き
た
ら
交
代
す
る
。

こ
の
二
重
交
代
制
登
肇
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
、
特
定
の
ク
ラ
イ
マ
ー
に

か
か
る
荷
重
を
極
力
分
散
し
、
最
大
の
経
済
速
度
と
安
全
性
を
長
期
間
に

、
、
、
、

わ
た
っ
て
維
持
し
、
遠
征
隊
全
員
に
パ
テ
込
み
に
よ
る
戦
線
離
脱
者
を
一

人
も
出
さ
ず
に
、
最
大
の
戦
力
を
確
保
す
る
と
い
う
基
本
戦
略
を
実
現
す

る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
最
前
線
キ
ャ
ン
プ
を
占
拠
す
る
者
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
過
労
の
生
じ
な
い
う
ち
に
早
目
々
々
に
行
な
わ
れ
る
。

但
し
こ
の
前
提
と
し
て
は
、
誰
が
ト
ソ
プ
に
立
っ
て
も
間
違
い
な
い
ル
ー

ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
、
確
実
に
ル
ー
ト
が
開
拓
さ
れ
続
け

る
と
い
う
高
度
登
肇
技
術
の
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
。

さ
て
我
々
は
、
二
重
交
代
制
シ
ス
テ
ム
の
強
味
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
、

複
雑
き
わ
ま
る
大
氷
壁
群
の
中
で
、
そ
の
弱
点
か
ら
弱
点
を
つ
な
い
で
大

急
ぎ
で
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
る
大
小
の
氷
壁
と

ク
レ
バ
ス
に
時
間
を
と
ら
れ
た
。
午
後
三
時
を
ま
わ
り
、
市
川
ｌ
長
沼
組

が
き
わ
ど
い
氷
壁
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
す
り
抜
け
て
、
八
○
メ
ー
ト
ル
の
氷

壁
を
胸
が
張
裂
け
る
様
な
苦
し
い
直
登
を
開
始
す
る
頃
に
は
吹
雪
も
一
段

と
き
つ
く
な
っ
て
来
た
。
橋
村
が
こ
の
直
登
を
登
り
切
っ
て
追
い
つ
い
て

み
る
と
、
そ
の
先
に
は
橋
を
架
け
ね
ば
渡
れ
な
い
大
ク
レ
バ
ス
が
真
横
に

口
を
開
き
、
氷
爆
を
完
全
に
上
下
に
分
け
て
い
る
。
市
川
と
相
談
の
末
、

今
日
は
こ
こ
で
打
切
り
と
す
る
。
カ
ル
マ
以
下
後
続
七
名
の
シ
ェ
ル
パ
を

安
全
地
帯
ま
で
降
ら
せ
、
巨
大
な
セ
ラ
ッ
ク
の
壁
の
根
元
へ
テ
ン
ト
を
設

営
す
る
（
高
度
五
七
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
四
名
の
隊
員
と
．
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ

リ
ン
を
残
し
、
他
の
シ
ェ
ル
パ
は
大
急
ぎ
で
Ｃ
２
へ
降
っ
て
行
っ
た
。
な

お
カ
ル
マ
の
申
出
に
よ
り
、
明
日
は
休
養
日
で
あ
る
が
、
大
事
な
時
で
あ

る
か
ら
Ｃ
２
の
シ
ェ
ル
パ
は
全
員
こ
の
仮
Ｃ
３
ま
で
上
っ
て
き
て
Ｃ
３
へ

の
荷
上
に
協
力
す
る
と
い
う
。
こ
の
協
力
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
我
々
の

ル
ー
ト
と
し
て
採
用
し
た
こ
の
支
氷
河
の
眺
め
は
、
た
い
へ
ん
荘
重
な
感

じ
が
す
る
の
で
「
神
の
氷
河
」
と
命
名
し
た
。

四
月
六
日
、
朝
の
う
ち
は
例
に
よ
っ
て
快
晴
。
橋
村
ｉ
宮
崎
組
が
昨
日

の
到
達
点
ま
で
先
行
し
、
大
ク
レ
バ
ス
ま
で
の
ル
ー
ト
エ
作
と
、
架
橋
の

準
備
を
す
る
。
そ
の
間
市
川
ｌ
長
沼
組
は
仮
Ｃ
３
を
撤
収
し
、
Ｃ
２
か
ら

来
る
カ
ル
マ
以
下
の
支
援
を
待
っ
て
、
こ
れ
を
ク
レ
バ
ス
手
前
へ
導
く
。
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段
取
り
は
予
定
通
り
進
み
、
幅
一
○
メ
ー
ト
ル
の
ク
レ
バ
ス
に
十
二
メ
ー

ト
ル
の
二
段
式
ス
ラ
イ
ド
梯
子
を
架
設
し
た
。
こ
の
ク
レ
バ
ス
は
下
の
方

が
青
黒
く
霞
ん
で
、
底
が
見
え
な
い
無
気
味
な
奴
で
あ
る
。
橋
の
固
定
工

ル
フ
ト

作
、
ゲ
レ
ン
ダ
ー
ザ
イ
ル
の
設
置
、
空
中
ザ
イ
ル
バ
ー
ン
の
架
設
（
荷
物

を
対
岸
に
渡
す
仕
掛
け
）
等
は
市
川
・
長
沼
、
そ
し
て
心
配
し
て
Ｃ
２
か

ら
登
っ
て
来
た
山
田
ら
に
頼
み
、
橋
村
ｌ
宮
崎
組
は
登
肇
用
具
の
み
を
ブ

ラ
下
げ
て
大
急
ぎ
で
先
行
す
る
。
大
ク
レ
バ
ス
上
の
障
壁
に
ル
ー
ト
を
開

く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
ケ
ン
や
ス
ノ
ー
バ
ー
の
効
か
な
い
オ

ー
バ
ー
ハ
ン
グ
気
味
の
七
メ
ー
ト
ル
の
垂
壁
に
行
手
を
阻
ま
れ
た
。
や
む

な
く
か
き
集
め
た
ピ
ッ
ケ
ル
や
ア
イ
ス
バ
イ
ル
を
壁
に
叩
き
込
み
、
こ
の

シ
ャ
フ
ト
を
梯
子
の
よ
う
に
し
て
登
り
つ
ぐ
と
い
う
手
荒
な
や
り
方
で
垂

壁
を
足
の
下
に
し
た
。
そ
こ
か
ら
上
を
見
渡
す
と
、
氷
河
ど
ん
づ
ま
り
の

カ
ー
ル
ま
で
障
壁
は
無
く
、
大
し
た
ク
レ
バ
ス
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
足
下

か
ら
急
に
傾
斜
の
落
ち
た
大
氷
床
が
カ
ー
ル
の
奥
へ
続
い
て
い
る
。
こ
の

カ
ー
ル
は
穂
高
の
洞
沢
と
同
じ
位
の
規
模
で
あ
る
。
後
続
者
は
再
び
ワ
イ

ヤ
ー
梯
子
で
こ
の
垂
壁
を
越
え
た
。
な
る
べ
く
安
全
そ
う
な
と
こ
ろ
を
、

按
摩
の
よ
う
に
ヒ
ド
ン
ク
レ
バ
ス
を
ピ
ッ
ケ
ル
で
さ
ぐ
り
な
が
ら
進
み

（
こ
の
中
腰
で
や
る
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン
が
非
常
に
消
耗
す
る
の
だ
）
五
九

○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
を
Ｃ
３
と
決
定
し
て
、
整
地
に
か
か
る
。
す
で
に
午

後
三
時
を
ま
わ
り
、
再
び
冷
た
い
吹
雪
に
追
わ
れ
て
山
田
以
下
カ
ル
マ
と

他
の
シ
ェ
ル
パ
達
は
大
急
ぎ
で
Ｃ
２
へ
下
っ
て
い
っ
た
。
固
定
綱
等
に
よ

る
ル
ー
ト
エ
作
は
万
全
で
あ
る
か
ら
し
て
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
さ
え
持
っ
て

Ｃ
４
（
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
は
、
長
く
激
し
い
氷
雪
登
華
を
通

じ
て
戦
い
と
ら
れ
た
。
初
登
肇
の
フ
ラ
ン
ス
第
三
次
隊
（
リ
オ
ネ
ル
・
テ

レ
イ
隊
）
に
お
い
て
も
、
入
れ
代
り
立
ち
か
わ
り
の
全
戦
力
投
下
（
す
な

わ
ち
二
人
組
ザ
イ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
交
代
投
下
）
に
よ
り
、
苦
闘
の
連
続
を

も
っ
て
前
進
し
て
い
る
。
テ
レ
イ
隊
に
較
べ
て
我
々
の
不
利
な
点
は
、
シ

ェ
ル
パ
の
荷
上
能
力
の
低
下
（
十
二
年
前
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
は
、

お
れ
ば
も
は
や
Ｃ
２
１
Ｃ
３
間
は
夜
間
と
い
え
ど
も
安
全
で
あ
る
。

か
く
し
て
ジ
ャ
ヌ
ー
第
一
の
キ
イ
ポ
イ
ン
ト
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
（
Ｃ
３
）
は

獲
得
さ
れ
、
橋
村
・
市
川
・
長
沼
・
宮
崎
に
。
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
を
加
え

た
五
名
が
こ
こ
を
占
拠
し
た
。

そ
の
夜
、
Ｃ
２
と
の
交
信
で
、
シ
ェ
ル
パ
達
の
猛
烈
な
早
足
に
つ
い
て

Ｃ
２
へ
下
っ
た
山
田
が
、
テ
ン
ト
へ
入
る
な
り
寝
袋
へ
も
ぐ
り
込
ん
で
夕

食
も
待
た
ず
に
眠
り
込
ん
だ
と
聞
か
さ
れ
、
「
さ
も
あ
り
な
ん
」
と
笑
い
声

に
交
っ
て
同
情
が
湧
き
起
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
山
田
の
高
度
順
応
は
好

転
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
Ｃ
３
は
心
強
い
戦
力
の
増
強
を
喜
ん
だ
。

こ
の
日
の
各
キ
ャ
ン
プ
の
配
置
は
、
前
記
Ｃ
３
の
他
は
Ｃ
２
に
山
田
、

小
原
、
Ｃ
１
に
川
瀬
、
吾
妻
、
Ｂ
Ｃ
に
ド
ク
タ
ー
と
な
り
、
吾
妻
の
戦
列

参
加
も
近
い
こ
と
が
わ
か
り
、
士
気
は
高
ま
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
の
配
置
は

Ｃ
３
に
一
名
、
Ｃ
２
に
六
名
、
Ｃ
１
に
六
名
、
Ｂ
Ｃ
に
九
名
プ
ラ
ス
、
キ

ッ
チ
ン
関
係
二
名
と
な
り
、
強
力
な
補
給
態
勢
が
整
っ
た
。

六
、
Ｃ
４
建
設
と
カ
ル
マ
の
遭
難
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三
○
キ
ロ
担
い
だ
が
、
我
々
の
シ
ェ
ル
パ
は
二
○
キ
ロ
し
か
担
が
ず
、
す

な
わ
ち
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
荷
上
力
低
下
）
お
よ
び
テ
レ
イ
隊
の
ほ
と
ん

ど
の
人
が
二
年
前
の
ブ
ラ
ン
コ
隊
へ
の
参
加
に
よ
り
高
度
順
応
が
継
続
し

て
い
る
に
比
し
て
、
我
々
の
全
員
は
三
年
前
マ
カ
ル
ー
東
南
稜
参
加
の
市

川
を
除
い
て
、
高
度
順
応
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
以
上
の
二
点
で
あ

る
。
し
か
し
ひ
と
た
び
ジ
ャ
ヌ
ー
ヘ
向
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
我
々

は
、
不
利
な
条
件
を
も
っ
て
敗
北
の
理
由
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

何
が
何
で
も
頂
上
に
這
上
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
な
の
で
あ
る
。
可
能
性

が
ゼ
ロ
に
な
る
ま
で
は
決
し
て
引
き
さ
が
ら
ぬ
。
こ
の
様
な
こ
と
が
各
隊

員
間
で
語
り
合
わ
れ
、
強
烈
に
気
合
い
の
入
っ
た
行
動
が
展
開
さ
れ
た
。

Ｃ
３
で
市
川
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
「
自
分
は
マ
カ
ル
ー
で
の
高
度
順

化
の
余
韻
も
あ
り
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
度
で
一
カ
月
以
上
生

活
し
た
自
信
が
あ
る
。
こ
こ
で
Ｂ
Ｃ
へ
降
り
て
休
養
を
と
る
と
、
再
び
登

り
返
し
て
く
る
こ
と
の
方
が
面
倒
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
下
に
は
降
り

ず
、
上
へ
上
へ
と
進
み
た
い
、
休
養
は
そ
の
間
に
適
当
に
と
る
。
」
過
去
の

実
績
か
ら
み
て
、
抜
群
に
強
い
こ
の
男
の
言
い
分
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は

了
承
さ
れ
た
。

四
月
七
日
、
橋
村
と
長
沼
が
Ｃ
３
上
部
の
偵
察
を
行
な
っ
た
後
、
ま
ず
休

養
に
Ｂ
Ｃ
へ
下
る
。
と
同
時
に
Ｃ
３
へ
は
山
田
が
上
る
。
Ｃ
３
１
Ｃ
４
間

の
困
難
な
氷
尾
根
の
ル
ー
ト
開
拓
は
そ
の
間
、
全
面
的
に
市
川
の
指
揮
に

委
ね
ら
れ
た
。
山
田
が
ひ
ど
い
歯
痛
を
得
て
、
宮
崎
と
共
に
十
日
、
Ｂ
Ｃ

へ
下
り
、
Ｃ
３
へ
は
吾
妻
、
小
原
が
上
る
。
続
い
て
長
沼
が
十
四
日
、
Ｃ

３
に
戻
り
、
橋
村
が
十
七
日
、
Ｃ
３
に
戻
っ
た
。
後
を
追
っ
て
宮
崎
と
山

田
が
Ｂ
Ｃ
か
ら
上
っ
て
く
れ
ば
登
筆
勢
力
の
大
部
分
が
Ｃ
３
以
上
に
集
結

し
て
、
い
よ
い
よ
Ｃ
５
．
Ｃ
６
の
建
設
、
そ
し
て
総
攻
撃
と
い
う
段
取
り

で
、
五
月
五
日
前
後
の
登
頂
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。

休
養
を
ふ
く
む
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
る
う
ち
に
も
、
小
刀
の

頭
へ
続
く
氷
尾
根
が
し
ぶ
と
く
一
ピ
ッ
チ
、
一
ピ
ッ
チ
獲
得
さ
れ
て
、
ハ
ー

ケ
ン
が
次
々
と
叩
き
込
ま
れ
、
ザ
イ
ル
が
固
定
さ
れ
、
ス
テ
ッ
プ
が
切
り

込
ま
れ
て
行
っ
た
。
二
重
交
代
制
登
華
シ
ス
テ
ム
が
、
こ
の
氷
尾
根
克
服

の
基
本
的
戦
術
と
し
て
も
採
用
さ
れ
た
が
、
橋
村
と
山
田
が
不
在
中
は
、

Ｃ
３
ま
で
に
展
開
さ
れ
た
ほ
ど
規
則
的
に
は
ゆ
か
ず
、
よ
り
多
く
の
荷
重

が
市
川
に
行
っ
た
。
そ
の
原
因
は
宮
崎
、
吾
妻
、
小
原
ら
若
手
の
登
筆
技

術
に
、
物
足
り
な
さ
が
残
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
ザ

イ
ル
の
伸
び
る
速
度
は
目
に
見
え
て
落
ち
、
結
局
十
八
日
、
仮
Ｃ
４
を
氷

尾
根
上
六
三
○
○
メ
ー
ト
ル
に
仮
設
、
二
十
一
日
に
い
た
っ
て
小
刀
の
頭

直
下
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
待
望
の
Ｃ
４
が
建
設
さ
れ
た
。
Ｃ
３
建

設
以
来
十
五
日
間
が
こ
の
き
び
し
い
氷
尾
根
開
拓
に
費
や
さ
れ
た
わ
け
だ

が
、
ザ
イ
ル
の
ト
ッ
プ
は
こ
の
間
ほ
と
ん
ど
市
川
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
お

り
、
改
め
て
峯
岸
や
塙
ら
に
代
表
さ
れ
る
、
鉄
人
会
精
強
ク
ラ
イ
マ
ー
の

遠
征
不
参
加
が
痛
感
さ
れ
た
。

し
か
し
何
は
と
も
あ
れ
獲
得
さ
れ
た
Ｃ
４
に
は
橋
村
、
市
川
、
長
沼
、

小
原
が
入
っ
て
レ
ー
ス
の
頭
へ
の
ル
ー
ト
開
拓
が
開
始
さ
れ
た
。
二
十
二

日
、
橋
村
、
小
原
が
レ
ー
ス
の
頭
へ
向
い
、
三
分
の
一
を
獲
得
し
綱
を
固
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定
し
て
Ｃ
４
へ
戻
る
。
Ｃ
３
か
ら
の
カ
ル
マ
以
下
四
名
の
荷
上
隊
が
驚
く

ほ
ど
早
く
Ｃ
４
へ
着
く
。
新
参
者
の
側
稜
の
取
付
き
か
ら
Ｃ
４
ま
で
は
固

定
綱
が
切
れ
目
な
く
張
り
通
さ
れ
、
困
難
な
と
こ
ろ
は
二
重
に
な
っ
て
お

り
、
垂
壁
に
は
ワ
イ
ヤ
ー
梯
子
が
吊
さ
れ
る
な
ど
、
完
全
な
ル
ー
ト
エ
作

を
行
な
っ
た
の
で
、
荷
上
隊
は
、
安
心
し
て
上
っ
て
こ
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
Ｃ
３
か
ら
三
時
間
半
、
下
り
は
一
時
間
半
だ
と
い
う
。
こ
れ
を
聞
け

ば
開
拓
に
要
し
た
十
五
日
の
日
数
は
嘘
の
よ
う
だ
。

い
よ
い
よ
上
部
へ
の
攻
撃
が
始
ま
り
、
隊
員
と
主
力
シ
ェ
ル
パ
は
Ｃ
３

以
下
に
降
る
こ
と
は
登
頂
成
功
ま
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
日
（
二

十
二
日
）
ド
ク
タ
ー
は
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
へ
上
る
べ
く
、
コ
ッ
ク
の
ダ
ヌ
ー
を

連
れ
て
Ｃ
ｌ
へ
入
る
。

四
月
二
十
三
日
、
朝
七
時
の
定
時
交
信
を
終
ろ
う
と
し
て
い
る
と
、
突

如
Ｃ
３
か
ら
「
事
故
発
生
、
緊
急
事
態
〆
．
」
と
、
息
切
れ
し
狼
狽
し
た
川

瀬
の
声
が
飛
び
込
ん
で
来
た
。
レ
ー
ス
の
頭
へ
の
ル
ー
ト
開
拓
出
発
を
遅

ら
せ
て
待
機
す
る
。
や
が
て
事
故
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
Ｃ
３
か

ら
昨
日
同
様
Ｃ
４
に
出
発
し
た
五
名
の
シ
ェ
ル
パ
か
ら
な
る
荷
上
隊
が
、

テ
ン
ト
か
ら
二
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
で
巧
み
に
カ
ム
フ
ラ
ー

ジ
ュ
さ
れ
た
ヒ
ド
ン
ク
レ
バ
ス
に
つ
か
ま
り
、
先
頭
の
カ
ル
マ
の
姿
が
ポ

ッ
カ
リ
ロ
を
開
い
た
穴
の
下
に
消
え
た
。
穴
の
中
を
の
ぞ
い
て
も
姿
は
見

え
な
い
。
「
生
き
て
い
れ
ば
、
何
と
か
助
け
る
方
法
は
あ
る
。
生
き
て
い

て
く
れ
よ
。
足
や
手
の
骨
折
ぐ
ら
い
や
む
を
え
な
い
が
、
頭
を
強
打
し
て

い
な
け
れ
ば
よ
い
が
…
…
。
」

宮
崎
の
確
保
に
よ
り
吾
妻
が
ク
レ
バ
ス
へ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
下

り
、
右
肩
を
骨
折
し
た
カ
ル
マ
が
二
五
メ
ー
ト
ル
下
の
ク
レ
バ
ス
の
幅
が

狭
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
止
り
つ
い
て
い
る
の
を
発
見
。
割
合
、
気
は
確
か
そ

う
だ
、
と
の
報
せ
に
ひ
と
ま
ず
「
ホ
ッ
」
と
す
る
。
幸
い
足
と
左
腕
は
折

れ
て
い
な
い
の
で
ワ
イ
ヤ
梯
子
を
二
五
メ
ー
ト
ル
垂
ら
し
、
吾
妻
が
下
か

ら
押
し
、
シ
ェ
ル
パ
た
ち
が
上
か
ら
ロ
ー
プ
で
引
き
上
げ
る
。
カ
ル
マ
も

ワ
イ
ヤ
梯
子
に
乗
り
、
左
手
で
ユ
マ
ー
ル
を
使
う
と
い
う
方
法
で
二
時
間

か
け
て
氷
の
穴
か
ら
引
き
ず
り
出
し
た
。

苦
痛
を
訴
え
る
カ
ル
マ
に
、
シ
ェ
ル
パ
全
員
が
泣
き
出
し
、
川
瀬
、
宮

崎
、
吾
妻
ら
は
こ
れ
を
と
り
し
ず
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
Ｃ
３
は
大
混
乱

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
処
置
は
、
Ｃ
４
の
橋
村
と
、
Ｃ
１
の
ド
ク

タ
ー
が
無
線
機
を
通
じ
て
指
示
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
カ
ル
マ

を
天
幕
に
入
れ
、
ド
ク
タ
ー
か
ら
の
指
示
を
う
け
て
、
身
体
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
吾
妻
が
し
ら
ゃ
へ
応
急
手
当
を
施
す
。
後
頭
部
と
目
の
上
に
裂

傷
、
全
身
に
打
撲
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
致
命
的
な
も
の
は
な
さ
そ
う
で
、

右
肩
の
骨
折
が
主
な
傷
と
判
明
。
カ
ル
マ
は
次
第
に
発
言
も
は
っ
き
り
し

て
き
て
、
耳
か
ら
の
出
血
等
も
な
く
、
頭
の
強
打
は
な
い
も
の
と
わ
か
り

一
安
心
。
ド
ク
タ
ー
と
橋
村
が
相
談
し
た
結
果
、
何
を
お
い
て
も
隊
の
全

力
を
投
入
し
て
本
日
中
に
ド
ク
タ
ー
の
居
る
Ｃ
１
か
、
す
く
な
く
と
も
Ｃ

２
へ
搬
出
す
る
こ
と
が
良
策
と
決
ま
っ
た
。
日
本
の
岩
場
で
同
種
の
遭
難

救
助
に
場
数
を
踏
ん
で
い
る
市
川
、
山
田
、
長
沼
ら
も
こ
の
策
を
強
く
支

持
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
肝
腎
の
川
瀬
か
ら
の
返
答
は
、
吾
妻
の
通
訳
で
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シ
ェ
ル
パ
に
伝
え
た
が
、
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ダ
ー
の
テ
ン
ジ
ン
以
下
は
カ

ル
マ
が
渋
る
の
で
同
意
せ
ず
、
説
得
は
不
可
能
で
あ
る
。
カ
ル
マ
を
Ｃ
３

で
安
静
に
寝
か
せ
、
ド
ク
タ
ー
を
Ｃ
３
に
急
行
せ
し
め
よ
、
と
い
う
。
や

む
な
く
橋
村
は
無
線
機
に
直
接
ア
ン
・
プ
ル
バ
を
呼
び
出
し
（
セ
カ
ン
ド
．

サ
ー
ダ
ー
の
テ
ン
ジ
ン
は
英
語
が
あ
い
ま
い
な
上
に
、
グ
ズ
で
か
か
る
場

合
当
て
に
な
ら
な
い
）
説
得
に
か
か
っ
た
。

「
ド
ク
タ
ー
は
隊
の
全
員
の
命
に
責
任
を
も
っ
て
い
る
。
登
華
の
責
任
は
、

救
助
も
ふ
く
め
て
橋
村
が
持
っ
て
い
る
。
ド
ク
タ
ー
の
見
解
を
土
台
と
す

オ
Ｉ
ダ
Ｉ

る
こ
の
策
は
登
華
隊
長
の
業
務
命
令
で
あ
っ
て
、
誰
で
あ
ろ
う
と
違
反
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
こ
れ
が
カ
ル
マ
の
命
を
救
う
の
に
ベ
ス

ト
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
も
シ
ェ
ル
パ
は
こ
れ
に
従
わ
な
い
と
い
う
場

合
は
、
カ
ル
マ
の
生
死
に
つ
い
て
は
、
一
切
シ
ェ
ル
パ
が
責
任
を
と
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
上
、
自
分
た
ち
だ
け
で
カ
ト
マ
ン
ズ
ま
で
運
ば
ね
ば
な

ら
な
い
。
業
務
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
も
は
や
遠
征
隊
の
シ
ェ
ル
パ
で

は
な
く
、
遠
征
隊
か
ら
の
援
助
は
一
切
停
止
さ
れ
る
と
知
れ
。
命
令
に
従

う
場
合
は
、
Ｃ
４
か
ら
市
川
と
長
沼
が
降
っ
て
救
助
の
指
揮
を
と
り
、
こ

れ
に
従
い
さ
え
す
れ
ば
、
カ
ル
マ
の
命
は
遠
征
隊
が
全
責
任
を
も
つ
。
遅

滞
な
く
二
者
択
一
を
決
め
、
返
答
せ
よ
。
」
や
が
て
カ
ル
マ
を
説
得
し
て
い

た
ア
ン
・
プ
ル
バ
が
無
線
機
に
出
て
・
《
言
①
３
２
旨
日
ｏ
ａ
ｇ
》
の
昏
号
・
》
．

と
返
答
し
て
来
た
。

あ
れ
や
こ
れ
や
で
三
時
間
近
く
ロ
ス
し
た
の
が
痛
く
、
市
川
ら
が
Ｃ
３

へ
着
い
た
の
が
午
後
一
時
。
Ｃ
２
か
ら
五
名
の
応
援
シ
ェ
ル
パ
を
ふ
く
め

て
市
川
の
指
揮
に
よ
り
、
長
沼
、
宮
崎
、
吾
妻
、
シ
ェ
ル
パ
九
名
計
十
三

名
か
ら
な
る
搬
出
隊
は
直
ち
に
出
発
し
、
神
の
氷
河
第
三
、
第
二
の
氷
爆

に
あ
る
数
々
の
難
所
を
確
実
に
通
り
過
ぎ
て
、
Ｃ
２
に
夜
九
時
半
に
安
着

し
た
。
手
ぐ
す
ね
引
い
て
待
つ
山
田
、
Ｃ
１
か
ら
上
り
待
機
し
て
い
た
ド

ク
タ
ー
ら
が
こ
れ
を
迎
え
、
早
速
ド
ク
タ
ー
の
厳
密
な
診
察
が
始
ま
る
。

一
時
間
が
過
ぎ
、
夜
十
一
時
に
ド
ク
タ
ー
の
見
解
が
出
た
。
「
左
肩
は
多
分

脱
臼
で
あ
ろ
う
が
、
骨
折
も
あ
り
う
る
。
Ｘ
線
の
透
視
を
経
ね
ば
結
論
は

だ
せ
な
い
。
頭
の
裂
傷
は
致
命
的
で
は
な
い
。
打
撲
に
よ
る
内
臓
の
強
打

も
懸
念
さ
れ
る
が
、
安
静
に
し
て
お
れ
ば
外
傷
以
外
は
痛
み
を
訴
え
な
い

の
で
、
内
臓
破
裂
は
な
い
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
器
具
．

薬
品
の
揃
っ
た
Ｂ
Ｃ
へ
お
ろ
し
、
一
、
二
日
様
子
を
み
た
い
。
生
命
は
安

全
で
あ
る
。
」
こ
の
報
せ
に
各
キ
ャ
ン
プ
は
胸
を
撫
で
下
し
た
。
か
く
し
て

無
線
機
に
し
が
み
つ
き
通
し
の
一
日
は
終
っ
た
。

四
月
二
十
四
日
、
カ
ル
マ
の
生
命
も
安
全
、
搬
出
も
主
な
難
所
は
昨
日

通
過
済
と
い
う
こ
と
で
、
Ｃ
２
か
ら
下
は
吾
妻
の
指
揮
に
委
ね
ら
れ
、
ド

ク
タ
ー
と
共
に
Ｂ
Ｃ
へ
下
っ
た
。
Ｃ
３
の
川
瀬
は
、
事
後
処
理
の
た
め
ハ

ク
パ
と
共
に
Ｂ
Ｃ
へ
下
り
、
Ｃ
３
は
無
住
と
な
る
。

Ｃ
４
の
橋
村
と
小
原
は
レ
ー
ス
の
頭
を
め
ざ
し
て
ル
ー
ト
エ
作
に
出
る

が
、
吹
雪
と
雷
に
は
ば
ま
れ
、
さ
し
た
る
進
展
を
み
ず
。

Ｃ
２
は
市
川
、
山
田
、
長
沼
、
宮
崎
が
停
滞
し
、
搬
出
の
疲
労
を
休
め

て
い
る
。

そ
の
後
協
議
の
結
果
、
無
電
で
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｃ
（
ネ
パ
ー
ル
国
営
航
空
会
社
）
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へ
救
出
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
依
頼
し
、
カ
ル
マ
を
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
搬
出
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
ル
マ
の
容
態
は
、
肩
の
傷
を
の
ぞ
い
て
日
々
好
転

し
て
い
る
。

四
月
二
十
五
日
、
橋
村
、
小
原
は
再
び
レ
ー
ス
の
頭
へ
の
ル
ー
ト
エ
作

に
向
い
、
午
後
三
時
ま
で
か
か
っ
て
氷
の
管
状
ル
ン
ゼ
を
登
り
つ
め
、
レ

ー
ス
の
頭
の
一
つ
手
前
の
ピ
ー
ク
へ
立
っ
た
。
レ
ー
ス
の
頭
へ
は
難
な
く

達
せ
ら
れ
る
と
思
っ
た
が
、
中
間
の
コ
ル
が
き
わ
め
て
不
安
定
な
ス
ノ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
に
な
っ
て
い
て
、
危
険
で
荷
上
げ
の
シ
ェ
ル
パ
を
通
す
わ
け
に

は
ゆ
か
な
い
と
判
断
、
引
き
返
す
。
丸
一
日
貴
重
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
無
駄

に
し
た
。
帰
路
雷
雪
に
出
合
い
、
橋
村
の
左
腕
セ
ー
タ
ー
が
滞
電
し
て
焦

げ
る
な
ど
、
危
機
一
髪
の
目
に
遭
い
、
命
か
ら
が
ら
Ｃ
４
へ
逃
げ
戻
っ
た
。

そ
の
Ｃ
４
は
、
午
後
五
時
か
ら
九
時
ま
で
雷
と
雪
に
と
り
か
こ
ま
れ
、
落

雷
と
稲
妻
が
息
つ
く
間
も
な
く
起
り
、
数
回
は
天
幕
に
滞
電
す
る
な
ど
し

て
、
・
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
お
経
を
唯
一
の
頼
り
と
し
て
恐
怖
の
四
時
間

を
過
ご
し
た
。
雷
の
世
に
も
嫌
い
な
小
原
は
、
「
生
き
た
心
地
が
し
な
い
」

と
ち
ぢ
み
上
っ
た
。

四
月
二
十
六
日
、
橋
村
と
小
原
は
ひ
き
つ
づ
き
ル
ー
ト
エ
作
に
向
い
、

レ
ー
ス
の
頭
と
昨
日
登
っ
た
ピ
ー
ク
の
中
間
コ
ル
へ
上
っ
て
い
る
大
ル
ン

ゼ
へ
悪
い
ト
ラ
バ
ー
ス
を
し
て
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ま
た
も
や
雷
鳴

が
谷
底
の
方
か
ら
上
っ
て
来
る
の
が
聞
こ
え
、
昨
日
の
恐
怖
が
よ
み
が
え

っ
て
、
退
却
し
た
。
Ｃ
４
の
食
糧
も
底
を
つ
い
て
来
た
の
で
、
Ｃ
４
の
三

名
は
一
旦
Ｃ
３
へ
下
り
、
態
勢
を
立
て
直
し
て
か
ら
上
部
工
作
を
や
り
直

四
月
二
十
七
日
、
Ｃ
３
は
登
筆
態
勢
の
立
て
直
し
を
検
討
、
プ
ラ
ン
を

決
定
し
、
下
部
キ
ャ
ン
プ
に
指
示
す
る
。
ま
た
、
カ
ル
マ
の
落
ち
た
穴
へ

宮
崎
が
下
り
、
荷
物
や
登
肇
用
具
を
回
収
す
る
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
、
カ
ル
マ
と
と
も
に
ほ
と
ん
ど
全
員
下
っ
た
シ
ェ
ル
パ
の
う

ち
九
名
が
、
再
び
上
部
へ
向
け
て
プ
ラ
ン
に
し
た
が
っ
て
行
動
を
開
始
し
、

Ｃ
１
を
と
ば
し
て
Ｃ
２
へ
入
る
。

四
月
二
十
八
日
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
の
シ
ェ
ル
パ
到
着
ま
で
に
日
数
を
ロ
ス
す

る
こ
と
を
嫌
い
、
Ｃ
３
の
橋
村
、
市
川
、
山
田
、
長
沼
、
宮
崎
、
小
原
、

ペ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
七
名
は
担
げ
る
だ
け
の
食
糧
と
燃
料
を
持
っ
て
Ｃ

４
立
て
直
し
に
出
発
す
る
。
Ｃ
４
に
は
市
川
、
山
田
、
・
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ

ン
を
残
し
他
の
四
名
は
Ｃ
３
へ
戻
る
。
こ
の
日
は
慣
れ
ぬ
重
荷
が
こ
た
え

た
荷
上
げ
で
あ
っ
た
。

Ｃ
２
か
ら
、
テ
ン
ジ
ン
、
ア
ン
・
プ
ル
バ
、
ハ
ク
パ
、
ア
ン
・
カ
ミ
、

ダ
ッ
チ
ェ
リ
ン
の
五
名
が
Ｃ
３
へ
入
る
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
吾
妻
が
Ｃ
１
へ
入
る
。

す
こ
と
に
し
、
そ
の
日
の
午
後
、
Ｃ
３
に
下
り
た
。

市
川
、
山
田
、
長
沼
、
宮
崎
が
同
日
Ｃ
３
へ
上
り
合
流
し
た
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
の
知
ら
せ
で
、
本
日
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
来
て
、
カ
ル
マ
を
カ

ト
マ
ン
ズ
へ
搬
出
し
た
と
の
こ
と
。
シ
ェ
ル
パ
の
動
揺
も
、
こ
れ
に
て
お

さ
ま
り
、
明
日
か
ら
の
登
山
再
開
が
約
束
さ
れ
た
。

七
、
Ｃ
５
建
設
と
テ
ン
ジ
ン
の
負
傷
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四
月
二
十
九
日
、
Ｃ
４
の
市
川
、
山
田
は
前
任
者
（
橋
村
、
小
原
）
の

意
見
に
し
た
が
い
、
レ
ー
ス
の
頭
手
前
の
コ
ル
へ
上
る
ル
ン
ゼ
の
ル
ー
ト

開
拓
に
着
手
し
た
。
そ
の
ル
ン
ゼ
ヘ
入
る
悪
い
ト
ラ
バ
ー
ス
に
悪
戦
苦
闘

し
て
い
る
。

Ｃ
３
か
ら
は
シ
ェ
ル
パ
五
名
に
よ
る
荷
上
が
Ｃ
４
を
補
給
、
Ｃ
２
よ
り

シ
ェ
ル
パ
七
名
に
よ
る
荷
上
が
Ｃ
３
を
補
給
し
登
肇
態
勢
は
再
び
軌
道
に

乗
り
始
め
た
。

吾
妻
は
Ｃ
１
よ
り
Ｃ
２
に
入
る
。
川
瀬
は
Ｂ
Ｃ
よ
り
Ｃ
１
に
入
る
。

四
月
三
十
日
、
Ｃ
４
の
市
川
、
山
田
は
悪
い
ト
ラ
バ
ー
ス
の
ル
ー
ト
エ

作
を
完
了
。
ル
ン
ゼ
の
中
ま
で
固
定
綱
が
張
通
さ
れ
、
傾
斜
七
十
度
の
氷

壁
の
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
四
○
メ
ー
ト
ル
に
、
蒼
氷
の
バ
ン
ド
を
切
り
通
す
難
作

業
を
完
成
さ
せ
た
。

Ｃ
３
よ
り
、
長
沼
、
宮
崎
が
Ｃ
４
へ
上
る
。
Ｃ
２
よ
り
、
吾
妻
が
Ｃ
３

に
上
る
。
シ
ェ
ル
パ
に
よ
る
各
キ
ャ
ン
プ
の
補
給
は
規
則
正
し
く
行
な
わ

れ
て
い
る
。

五
月
一
日
、
Ｃ
４
を
出
た
山
田
、
長
沼
、
宮
崎
は
昨
日
の
到
達
点
よ
り

ピ
ッ
ケ
ル
と
ア
イ
ス
、
ハ
イ
ル
を
振
り
続
け
て
ル
ン
ゼ
を
登
り
コ
ル
に
達

し
、
直
上
、
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
、
ま
た
直
上
と
ハ
ー
ケ
ン
を
連
打
し
つ
つ
氷
壁

の
弱
点
を
追
及
し
て
頑
張
り
抜
き
、
つ
い
に
レ
ー
ス
の
頭
を
越
え
て
王
座

氷
河
の
入
口
ま
で
ル
ー
ト
を
完
成
し
た
。
朗
報
が
各
キ
ャ
ン
プ
に
伝
わ

り
、
意
気
が
あ
が
る
。
Ｃ
１
よ
り
Ｃ
２
へ
川
瀬
が
入
る
。

五
月
二
日
、
各
隊
員
停
滞
。
Ｃ
３
↓
Ｃ
４
は
五
名
の
シ
ェ
ル
パ
に
よ
り

荷
上
。五

月
三
日
、
Ｃ
３
よ
り
橋
村
Ｃ
４
へ
上
る
。
川
瀬
Ｃ
２
よ
り
Ｃ
３
に
入

る
。
こ
れ
に
て
ド
ク
タ
ー
を
除
く
全
隊
員
が
Ｃ
３
以
上
に
入
り
、
上
部
キ

ャ
ン
プ
進
出
の
態
勢
が
完
了
し
た
。

五
月
四
日
、
Ｃ
４
よ
り
市
川
、
宮
崎
は
四
名
の
シ
ェ
ル
パ
を
引
率
し
、

王
座
氷
河
上
部
へ
デ
ポ
を
行
な
う
。
小
原
Ｃ
３
か
ら
Ｃ
４
に
上
る
。

五
月
五
日
、
Ｃ
４
よ
り
山
田
、
小
原
は
五
名
の
シ
ェ
ル
パ
を
率
い
て
出

発
し
、
王
座
氷
河
上
端
六
九
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
Ｃ
５
を
建
設
し
、
テ

ン
ジ
ン
、
ア
ン
・
プ
ル
バ
と
共
に
占
拠
す
る
。
夕
刻
の
交
信
で
、
山
田
か

ら
「
王
座
氷
河
の
登
高
は
非
常
に
パ
テ
る
。
山
田
と
小
原
は
〃
バ
テ
ド
ー

シ
病
″
に
か
か
っ
た
の
で
、
ド
ク
タ
ー
は
治
療
法
を
指
示
せ
よ
。
」
と
伝
え

て
く
る
。
そ
の
後
、
こ
の
〃
バ
テ
ド
ー
シ
病
〃
と
い
う
言
葉
が
上
部
キ
ャ

ン
プ
で
非
常
に
流
行
し
た
。
こ
の
特
効
薬
は
酸
素
で
あ
る
。

こ
の
夜
山
田
、
小
原
は
睡
眠
に
酸
素
を
使
用
し
た
。
吾
妻
Ｃ
３
よ
り
Ｃ

４
に
上
る
。

か
く
し
て
頂
上
攻
撃
予
定
者
、
橋
村
、
市
川
、
山
田
、
長
沼
、
宮
崎
、

吾
妻
、
小
原
、
テ
ン
ジ
ン
、
ア
ン
・
プ
ル
バ
の
九
名
が
Ｃ
４
以
上
に
集
結

し
た
（
当
初
の
予
定
で
は
カ
ル
マ
も
連
れ
て
行
く
は
ず
だ
っ
た
）
。

以
後
Ｃ
４
か
ら
下
の
荷
上
げ
は
、
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
の
川
瀬
、
Ｂ
Ｃ
の
ド
ク

タ
ー
の
指
揮
に
委
ね
ら
れ
た
。

長
沼
は
前
か
ら
あ
っ
た
胃
痛
が
、
こ
の
時
点
で
悪
化
し
、
Ｃ
３
へ
下
っ

て
様
子
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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ジャヌー登頂

五
月
六
日
、
Ｃ
５
の
山
田
、
小
原
は
、
Ｃ
６
へ
通
じ
る
六
十
度
の
氷
壁

に
ス
テ
ッ
プ
と
固
定
綱
に
よ
る
ル
ー
ト
エ
作
を
開
始
し
、
二
五
○
メ
ー
ト

ル
の
高
度
差
を
獲
得
し
て
Ｃ
５
に
戻
り
、
こ
こ
へ
泊
る
。
テ
ン
ジ
ン
、
ア

ン
・
プ
ル
バ
は
山
田
隊
に
追
従
し
て
、
そ
の
最
高
到
達
点
に
荷
物
（
登
肇

用
具
と
酸
素
）
を
デ
ポ
す
る
。

川
瀬
は
コ
ッ
ク
の
ダ
ヌ
！
と
ア
ン
・
カ
ミ
を
連
れ
て
Ｃ
３
か
ら
下
り
、

大
ク
レ
バ
ス
の
い
た
ん
だ
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
橋
を
、
運
び
上
げ
て
あ
っ
た
丸

太
を
副
木
と
し
て
補
強
す
る
。
三
名
の
シ
ェ
ル
パ
に
よ
り
、
Ｃ
４
か
ら
Ｃ

５
を
補
給
す
る
。

五
月
七
日
、
Ｃ
５
の
山
田
、
小
原
は
Ｃ
４
へ
下
る
。
代
っ
て
宮
崎
、
吾

妻
が
Ｃ
４
か
ら
Ｃ
５
へ
上
る
。
Ｃ
５
の
テ
ン
ジ
ン
と
ア
ン
・
プ
ル
バ
は
停

滞
。
再
び
シ
ェ
ル
パ
三
名
に
よ
り
Ｃ
５
を
補
給
す
る
。
長
沼
は
胃
痛
が
更

に
悪
化
、
十
二
指
腸
潰
瘍
の
疑
い
が
あ
る
の
で
ド
ク
タ
ー
の
い
る
Ｂ
Ｃ
へ

下
る
。
こ
の
大
切
な
時
期
に
戦
列
を
離
脱
す
る
口
惜
し
い
心
境
は
察
し
て

も
余
り
あ
り
、
か
つ
戦
力
の
低
下
は
痛
い
が
、
病
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
回
復
を
祈
る
の
み
。

五
月
八
日
、
宮
崎
、
吾
妻
は
Ｃ
５
か
ら
前
任
者
（
山
田
、
小
原
）
の
フ

ィ
ッ
ク
ス
を
伝
わ
っ
て
登
り
、
Ｃ
６
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
を
継
続
す
る
。
一

歩
一
歩
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
固
定
綱
を
設
置
す
る
消
耗
的
な
作
業
を
粘
り
強

く
続
け
、
昼
過
ぎ
か
ら
の
吹
雪
を
お
し
て
視
界
の
利
か
な
い
登
華
を
強
行

し
、
つ
い
に
午
後
三
時
、
ジ
ャ
ヌ
ー
の
東
肩
、
七
三
五
○
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ

６
地
点
ま
で
固
定
綱
を
と
ど
か
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
再
び
朗
報
が
各

キ
ャ
ン
プ
に
伝
え
ら
れ
、
荒
々
し
い
凱
歌
が
上
る
。
明
後
日
（
十
日
）
橋

村
と
市
川
が
Ｃ
６
を
建
設
し
、
最
後
の
難
関
頂
上
岩
壁
の
ル
ー
ト
エ
作
に

専
念
す
れ
ば
、
登
頂
態
勢
は
完
了
し
て
、
Ｃ
４
以
上
に
居
る
全
員
の
登
頂

が
目
前
に
迫
る
と
こ
ろ
ま
で
ジ
ャ
ヌ
ー
を
追
い
つ
め
た
と
、
意
気
は
大
い

に
あ
が
る
。

酸
素
の
Ｃ
５
、
Ｃ
６
へ
の
配
給
、
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
き
綿
密
な
作
戦
計
画
が
Ｃ
４
で
立
て
ら
れ
、
Ｃ
３
と
Ｂ
Ｃ
へ
伝
え

る
。
す
な
わ
ち
、
橋
村
と
市
川
は
十
日
に
Ｃ
６
を
建
設
し
、
ア
ン
・
プ
ル

バ
を
加
え
た
三
名
が
こ
こ
を
占
拠
す
る
。
Ｃ
５
よ
り
の
補
給
を
う
け
つ
つ
、

十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
頂
上
岩
壁
に
ル
ー
ト
エ
作
を
展

開
し
、
ひ
き
つ
づ
き
こ
の
三
名
に
よ
っ
て
十
三
日
、
第
一
次
頂
上
攻
撃
を

敢
行
す
る
。
頂
上
よ
り
Ｃ
６
を
と
ば
し
て
Ｃ
５
へ
下
り
、
代
っ
て
Ｃ
５
の

山
田
、
宮
崎
、
吾
妻
、
小
原
が
Ｃ
６
へ
上
る
。
十
四
日
、
こ
の
四
名
に
よ

り
第
二
次
頂
上
攻
撃
を
行
な
い
、
か
く
し
て
Ｃ
４
か
ら
上
に
あ
が
っ
て
い

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
は
全
員
頂
上
を
踏
む
。
以
上
の
様
な
要
旨
で
あ

っ
た
。
い
よ
い
よ
頂
上
攻
撃
を
旬
日
内
に
ひ
か
え
、
各
キ
ャ
ン
プ
は
緊
張

し
て
そ
の
準
備
に
当
っ
た
。

そ
の
夜
は
、
ふ
だ
ん
だ
と
夕
刻
に
や
む
午
後
の
雪
が
、
夜
の
九
時
過
ぎ

ま
で
降
り
続
き
、
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
積
雪
を
み
た
。

五
月
九
日
、
朝
の
三
時
、
橋
村
が
Ｃ
４
の
テ
ン
ト
か
ら
小
用
で
外
に
出

る
と
、
雪
は
や
ん
で
月
光
に
ジ
ャ
ヌ
ー
の
氷
帽
が
す
さ
ま
じ
く
光
っ
て
見

え
た
。
虫
の
し
ら
せ
が
あ
り
、
Ｃ
５
の
地
点
に
目
を
こ
ら
し
て
み
る
と
、

／句、、
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ラ
イ
ト
が
点
滅
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
「
遭
難
だ
″
」
と
直
感
し
て
、
直

ち
に
無
線
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
る
。
宮
崎
の
声
が
入
っ
て
き
て
、
Ｃ

４
全
員
が
登
頂
の
夢
を
み
て
寝
入
っ
て
い
た
昨
夜
十
一
時
こ
ろ
、
全
て
の

希
望
を
打
ち
砕
く
様
な
雪
崩
が
Ｃ
５
を
直
撃
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
宮
崎

と
吾
妻
は
無
傷
だ
が
、
ア
ン
・
プ
ル
バ
は
あ
ち
こ
ち
打
撲
し
、
テ
ン
ジ
ン

が
腰
と
背
中
を
ひ
ど
く
打
撲
か
捻
転
し
て
、
身
動
き
が
で
き
な
い
。
テ
ン

ト
ご
と
約
八
十
メ
ー
ト
ル
流
さ
れ
て
、
そ
れ
へ
落
ち
れ
ば
絶
望
視
さ
れ
る

ク
レ
バ
ス
の
手
前
二
十
メ
ー
ト
ル
で
運
よ
く
止
っ
た
の
で
、
こ
わ
れ
た
テ

ン
ト
を
か
ぶ
っ
て
救
助
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
ア
イ
ゼ
ン
と
ピ
ッ
ケ

ル
、
ザ
イ
ル
、
酸
素
、
食
糧
、
そ
の
他
天
幕
外
に
あ
っ
た
荷
物
は
す
べ
て

流
し
去
ら
れ
て
行
方
不
明
。
燃
料
が
な
い
の
で
温
い
も
の
が
飲
め
ず
、
寒

く
て
つ
ら
い
と
い
う
。
宮
崎
の
声
は
、
事
態
を
冷
静
に
分
析
し
、
落
着
い

て
状
況
を
述
べ
る
の
で
、
か
え
っ
て
受
け
た
打
撃
の
き
び
し
さ
が
強
く
我

我
の
胸
を
打
つ
。

命
が
助
っ
た
こ
と
に
は
ひ
と
ま
ず
安
堵
し
た
も
の
の
、
昨
日
立
案
し
た

計
画
は
す
べ
て
振
り
出
し
に
戻
り
、
つ
い
に
我
々
が
ジ
ャ
ヌ
ー
か
ら
追
い

つ
め
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
カ
ル
マ
の
事
故
、
先
日
の
落
雷
（
事
故
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
。
）
、
長
沼
の
病
気
、
今
回
の
雪
崩
と
、
ジ
ャ
ヌ
ー

の
報
復
は
執
勧
に
し
て
恐
怖
に
満
ち
た
も
の
だ
。
我
々
の
前
進
を
、
そ
の

要
所
要
所
で
手
き
び
し
く
打
ち
の
め
し
、
阻
ん
で
く
る
。
「
ま
だ
負
け
は
せ

ん
ぞ
〃
．
」
口
惜
し
さ
無
念
さ
と
、
ど
う
や
っ
て
宮
崎
達
を
助
け
る
か
と
い

う
考
え
が
願
の
中
で
グ
ル
グ
ル
回
る
。
し
か
し
Ｃ
４
か
ら
レ
ー
ス
の
頭
に

続
く
急
斜
面
の
ト
ラ
バ
ー
ス
が
、
こ
の
積
雪
で
は
危
険
で
、
夜
が
明
け
る

ま
で
は
出
発
で
き
な
い
。
準
備
を
し
つ
つ
テ
ン
ト
へ
入
っ
て
身
体
を
休
め

て
夜
明
け
を
待
つ
。
宮
崎
と
は
一
時
間
お
き
に
交
信
し
て
、
状
況
確
認
を

か
ね
て
激
励
す
る
。

朝
食
後
、
山
田
を
連
絡
の
た
め
残
し
、
Ｃ
４
の
全
勢
力
は
救
援
に
出
動

し
た
。
橋
村
、
市
川
、
小
原
、
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
、
ペ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
、

ハ
ク
パ
、
ア
ン
・
カ
ミ
、
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
八
名
で
あ
る
。
橋
村
と
小

原
が
先
頭
に
立
っ
て
、
レ
ー
ス
の
頭
に
続
く
急
斜
面
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
開

始
す
る
。
厚
く
積
っ
た
新
雪
が
崩
れ
そ
う
で
恐
ろ
し
い
。
こ
う
い
う
危
険

な
所
こ
そ
、
サ
ー
ブ
が
挺
身
し
な
け
れ
ば
シ
ェ
ル
パ
は
つ
い
て
こ
な
い
の

だ
。
固
定
綱
を
掴
ん
で
強
引
に
ラ
ッ
セ
ル
を
続
け
、
安
全
地
帯
ま
で
無
事

達
し
て
ホ
ッ
と
す
る
。
以
後
は
ラ
ッ
セ
ル
を
交
代
し
つ
つ
レ
ー
ス
の
頭
へ

と
向
う
。
固
定
綱
を
掘
出
し
、
蒼
氷
の
上
に
不
安
定
に
積
っ
た
新
雪
を
か

き
わ
け
て
登
る
の
は
非
常
に
神
経
を
使
い
消
耗
す
る
。
レ
ー
ス
の
頭
か
ら

も
、
さ
ら
に
も
ぐ
る
苦
し
い
ラ
ッ
セ
ル
が
続
く
。
我
々
の
ル
ー
ト
は
王
座

氷
河
の
右
端
、
ヤ
ル
ン
氷
河
へ
王
座
が
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
絶

壁
と
な
っ
て
落
ち
込
ん
で
い
る
側
に
つ
い
て
い
る
。

昼
食
を
し
な
が
ら
市
川
と
、
事
後
の
収
拾
策
を
検
討
し
合
う
。
五
七
○

○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
、
雪
崩
か
ら
は
完
全
に
免
れ
て
い
る
安
全
地
帯
が
あ

る
。
上
の
傾
斜
が
ゆ
る
い
上
に
二
列
に
並
ん
だ
巨
大
な
ク
レ
バ
ス
が
パ
ッ

ク
リ
大
口
を
開
い
て
、
上
か
ら
の
雪
崩
を
完
全
に
呑
み
込
む
仕
組
に
な
っ

て
い
る
下
の
台
地
だ
。
こ
こ
を
新
Ｃ
５
と
し
て
、
本
日
持
参
の
新
品
の
六
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ジャヌー登頂

人
用
天
幕
を
設
営
す
る
。
高
度
を
Ｃ
５
よ
り
二
○
○
メ
ー
ト
ル
も
下
げ
る

の
で
Ｃ
６
の
建
設
に
は
非
常
に
不
利
と
な
る
が
、
こ
の
際
や
む
を
え
な

い
。
傷
つ
い
て
歩
行
不
能
の
テ
ン
ジ
ン
を
レ
ー
ス
の
頭
か
ら
Ｃ
４
ま
で
の

悪
場
を
お
ろ
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
新
Ｃ
５
に
収
容
す

る
。
そ
し
て
こ
こ
へ
橋
村
と
、
英
語
が
確
か
で
、
最
も
ベ
テ
ラ
ン
（
タ
イ

ガ
ー
バ
ッ
ジ
所
有
者
）
で
動
揺
の
な
い
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
が
入
っ
て
救
護

に
当
り
、
Ｂ
Ｃ
ド
ク
タ
ー
の
指
示
を
う
け
て
負
傷
者
を
手
当
し
つ
つ
、
回

復
を
待
つ
。
ま
だ
半
月
の
食
糧
、
燃
料
の
余
裕
が
あ
る
こ
と
は
た
し
か
め

て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
。
Ｃ
５
の
雪
崩
で
、
折
角
集
積
し
た
物
資
（
シ
ェ

ル
パ
一
五
人
分
、
す
な
わ
ち
二
二
○
キ
ロ
、
マ
イ
ナ
ス
Ｃ
５
居
住
者
消
費

分
約
八
○
キ
ロ
、
す
な
わ
ち
一
四
○
キ
ロ
）
を
殆
ど
失
っ
た
の
は
痛
い

が
、
ま
だ
ま
だ
登
頂
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
の
で
、
こ
の
新
Ｃ
５
に
物
資
の

集
績
を
行
な
う
。
当
面
は
以
上
の
様
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

橋
村
が
Ｃ
４
に
い
て
作
戦
計
画
を
立
て
直
す
方
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
、
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
橋
村
は
別
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
サ
ー
ダ
ー
の
カ
ル
マ
が
負
傷
し
、
こ
こ
で
ま
た
も
や
セ
カ
ン
ド
サ
ー

ダ
ー
の
テ
ン
ジ
ン
が
負
傷
し
た
。
シ
ェ
ル
パ
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ほ

ど
の
シ
ョ
ッ
ク
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
迷
信
深
い
彼
ら
の
こ
と
で
あ
る
か
ら

し
て
、
実
力
の
あ
る
序
列
の
高
い
者
ほ
ど
、
次
は
自
分
の
番
だ
と
、
内
心

縮
み
上
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
こ
う
い
う
心
理
状
態
の
時
こ
そ
、
登
山

の
責
任
者
で
あ
る
登
肇
隊
長
が
、
自
ら
挺
身
し
て
救
護
に
当
り
怪
我
人
を

安
心
さ
せ
る
と
同
時
に
、
全
シ
ェ
ル
パ
に
対
し
て
も
「
サ
ー
ブ
は
い
ざ
〆

と
い
う
時
に
は
身
を
も
っ
て
シ
ェ
ル
パ
を
助
け
て
く
れ
る
。
」
と
い
う
信

頼
感
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
シ
ェ

ル
パ
に
手
を
ひ
か
れ
た
ら
登
頂
が
不
可
能
な
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。六

七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
台
地
に
橋
村
が
一
人
残
っ
て
整
地
を
し
、
天
幕

を
立
て
る
問
に
、
市
川
の
率
い
る
救
援
隊
は
、
ふ
り
し
き
る
雪
の
中
を
、

深
雪
に
あ
え
ぎ
、
あ
え
ぎ
登
っ
て
行
っ
た
。

六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
、
一
人
で
六
人
用
の
冬
天
幕
を
立
て
る

作
業
は
、
日
本
の
冬
山
で
は
想
像
で
き
な
い
苦
し
さ
が
と
も
な
う
。
二
時

間
か
か
っ
て
完
成
し
た
時
は
目
の
前
が
ク
ラ
ク
ラ
し
て
、
天
幕
の
中
に
倒

れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
一
時
間
ほ
ど
倒
れ
伏
し
て
い
る
と
、
人
声
が
し
て
、

救
援
隊
が
負
傷
し
た
テ
ン
ジ
ン
を
中
心
に
雪
の
降
る
中
を
ゆ
っ
く
り
と
下

っ
て
来
る
の
が
見
え
た
。
ハ
ク
パ
と
ア
ン
・
カ
ミ
に
両
脇
か
ら
半
ば
抱
え

ら
れ
る
様
に
し
て
、
後
か
ら
丸
腰
の
ア
ン
・
プ
ル
バ
が
確
保
し
、
そ
の
ア

ン
・
プ
ル
バ
を
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
が
確
保
し
て
い
る
。
前
を
ニ
マ
・
テ
ン

ジ
ン
と
。
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
が
歩
き
や
す
い
様
に
整
地
し
な
が
ら
来
る
。

市
川
と
小
原
が
そ
の
前
を
、
ピ
ッ
ケ
ル
も
ア
イ
ゼ
ン
も
、
ア
イ
ス
バ
イ
ル

ま
で
も
失
っ
た
宮
崎
と
吾
妻
を
確
保
し
な
が
ら
来
る
。
そ
の
二
人
は
折
れ

曲
っ
た
テ
ン
ト
の
ポ
ー
ル
を
杖
に
歩
い
て
い
る
。
陰
気
で
、
シ
ョ
ン
ポ
リ

し
た
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、
ま
さ
に
敗
残
兵
の
退
却
と
い
う
感
じ
で
あ

る
。
今
後
行
く
末
の
困
難
さ
が
思
い
や
ら
れ
て
、
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る

よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
。
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テ
ン
ジ
ン
を
収
容
し
終
る
と
、
す
で
に
午
後
四
時
に
近
く
、
橋
村
と
ニ

マ
・
テ
ン
ジ
ン
の
三
人
を
残
し
て
、
他
の
者
は
急
ぎ
Ｃ
４
に
下
っ
て
行
っ

た
。
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
が
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
手
ぎ
わ
の
よ
さ
で
天
幕
内
を

整
え
た
り
、
炊
事
用
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
運
び
込
む
の
を
横
目
に
見
な
が
ら
、

さ
っ
そ
く
無
線
機
を
と
っ
て
Ｂ
Ｃ
の
ド
ク
タ
ー
と
交
信
を
開
始
。
ド
ク
タ

ー
の
与
え
る
ポ
イ
ン
ト
に
従
い
負
傷
個
所
を
く
わ
し
く
聴
取
し
て
伝
え
、

治
療
法
を
仰
ぐ
。
ド
ク
タ
ー
の
指
示
は
、
「
骨
は
大
丈
夫
そ
う
だ
。
首
、
背

筋
を
ひ
ど
く
ね
じ
る
か
打
撲
す
る
か
し
て
い
る
。
湿
布
し
て
、
薬
を
呑
ま

せ
、
数
日
安
静
に
し
て
様
子
を
み
る
。
ビ
タ
ミ
ン
剤
を
と
ら
せ
、
動
物
性

蛋
白
質
は
筋
肉
の
回
復
に
よ
い
の
で
な
る
べ
く
と
ら
せ
る
様
に
。
」
と
の

要
旨
で
あ
っ
た
。
な
お
心
配
が
残
る
の
で
、
明
ら
か
に
軽
快
化
の
傾
向
が

見
え
る
ま
で
、
朝
昼
晩
三
回
の
容
態
報
告
と
指
示
の
た
め
に
交
信
を
行
な

う
こ
と
を
決
め
た
。

五
月
十
日
、
終
日
降
雪
多
く
、
Ｃ
４
か
ら
の
補
給
が
う
け
ら
れ
な
い
。

交
信
に
よ
れ
ば
、
・
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
と
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
ニ
名
が
出
発

し
た
が
、
積
雪
多
く
恐
怖
を
感
じ
て
、
途
中
へ
デ
ポ
し
て
引
き
返
し
た
と

い
う
。
こ
の
日
は
各
キ
ャ
ン
プ
共
雪
崩
を
恐
れ
て
荷
上
隊
は
途
中
か
ら
引

き
返
し
て
い
る
。
Ｃ
５
の
雪
崩
に
よ
る
壊
滅
が
、
シ
ェ
ル
パ
達
に
決
定
的

恐
怖
心
を
植
え
つ
け
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー
と
の
交
信
、
薬
品
の
荷
上
の
指
示
な
ど
が
、
緊
張
し
た
各
キ

ャ
ン
プ
を
飛
び
交
う
。
テ
ン
ジ
ン
の
容
態
は
進
展
せ
ず
、
シ
ョ
ッ
ク
と
痛

み
の
た
め
、
口
数
少
な
く
う
な
る
の
み
。
小
用
を
足
す
の
に
外
へ
連
れ
出

す
の
が
、
痛
み
の
た
め
大
変
な
仕
事
だ
。
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
と
二
人
で
大

汗
を
か
き
乍
ら
や
っ
て
も
二
十
分
は
か
か
る
。
ド
ク
タ
ー
の
見
解
を
く
わ

し
く
説
明
、
時
間
を
か
け
れ
ば
必
ず
軽
快
化
す
る
種
の
負
傷
で
あ
り
、
下

山
は
サ
ー
ブ
が
責
任
を
も
っ
て
指
揮
を
と
り
、
最
優
先
で
行
な
う
か
ら
、

今
は
云
わ
れ
た
通
り
薬
を
呑
み
、
辛
抱
す
、
へ
き
こ
と
を
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン

の
通
訳
で
伝
え
る
。
納
得
し
て
安
心
の
表
情
が
見
え
る
様
に
な
っ
て
き

た
。
不
安
を
抱
く
と
い
け
な
い
の
で
、
各
交
信
の
内
容
、
特
に
ド
ク
タ
ー

と
の
交
信
は
詳
し
く
そ
の
都
度
説
明
を
与
え
る
。

五
月
十
一
日
、
よ
う
や
く
快
晴
と
な
っ
た
。
市
川
、
山
田
が
Ｃ
４
か
ら

レ
ー
ス
の
頭
ま
で
の
難
所
の
荷
上
を
先
導
す
る
。
シ
ェ
ル
パ
の
恐
怖
心
を

と
り
除
く
た
め
で
あ
る
。
新
Ｃ
５
（
以
下
単
に
Ｃ
５
と
い
う
）
か
ら
は
、
橋

村
と
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
が
逆
ラ
ッ
セ
ル
に
レ
ー
ス
の
頭
ま
で
下
る
。
市

川
、
山
田
の
荷
上
し
て
来
た
荷
物
は
、
Ｃ
５
の
二
人
が
引
き
つ
い
で
上
げ

る
。
ア
ン
・
プ
ル
バ
と
ハ
ク
パ
が
上
っ
て
き
て
心
配
そ
う
に
テ
ン
ジ
ン
に

様
子
を
き
い
て
い
た
。
Ｃ
４
か
ら
も
吾
妻
、
小
原
が
逆
ラ
ッ
セ
ル
で
ア
イ

ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
小
刀
の
頭
の
一
つ
下
の
ピ
ー
ク
）
ま
で
下
る
。
い
ず

れ
の
個
所
も
腰
近
く
ま
で
の
積
雪
で
、
吐
く
息
は
ふ
い
ど
の
様
に
荒
い
。

ア
ン
・
カ
ミ
と
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
が
高
度
障
害
を
理
由
に
Ｃ
４
か
ら
Ｂ

Ｃ
ま
で
下
っ
た
と
い
う
。
こ
の
積
雪
の
中
を
高
度
障
害
に
か
か
っ
た
者
が

Ｃ
４
か
ら
一
気
に
Ｂ
Ｃ
ま
で
行
け
る
は
ず
が
な
い
。
明
ら
か
に
敵
前
逃
亡

で
あ
る
。
Ｃ
３
に
居
る
川
瀬
は
、
な
ぜ
彼
ら
を
Ｃ
３
で
一
旦
泊
ら
せ
て
様

子
を
み
る
よ
う
指
示
を
せ
ぬ
か
、
と
非
難
が
集
中
し
た
。
カ
ル
マ
が
お
れ
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ば
、
か
か
る
軍
紀
の
乱
れ
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
程
彼
は
す

ぐ
れ
た
サ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
が
、
不
在
の
今
に
な
っ
て
実
感
さ
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
ま
ま
す
て
て
お
い
た
の
で
は
、
ま
す
ま
す
悪
影
響
が

生
ず
る
に
決
っ
て
い
る
。
夕
方
の
交
信
で
橋
村
は
ド
ク
タ
ー
を
呼
出
し
、

逃
亡
し
た
二
人
を
診
察
し
て
も
ら
う
。
案
の
定
、
何
で
も
な
い
と
い
う
。

そ
こ
で
、
ド
ク
タ
ー
と
連
絡
将
校
の
シ
ャ
ン
タ
を
通
訳
に
厳
重
な
警
告
を

発
す
る
。
「
最
前
線
に
傷
つ
い
た
者
が
い
る
非
常
時
に
、
仮
病
で
逃
げ
る

と
い
う
卑
劣
な
行
為
は
許
し
が
た
い
。
即
刻
Ｃ
４
へ
上
っ
て
来
い
。
来
な

い
場
合
は
厳
罰
を
与
え
る
。
」
彼
ら
は
さ
ん
ざ
ん
言
訳
を
並
べ
た
上
で
、

と
に
か
く
従
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
夕
方
の
交
信
で
Ｃ
４
の
市
川
が
悪
報
を
伝
え
て
く
る
。
頼
み
と

す
る
、
Ｃ
４
の
シ
ェ
ル
パ
、
ア
ン
・
プ
ル
バ
、
ペ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
ハ

ク
パ
の
三
名
が
、
「
ジ
ャ
ヌ
ー
は
あ
ま
り
に
も
む
ず
か
し
す
ぎ
る
。
も
う
登

山
活
動
は
中
止
し
て
、
セ
カ
ン
ド
サ
ー
ダ
ー
を
収
容
し
終
え
た
ら
下
山
さ

せ
て
ほ
し
い
。
荷
上
げ
は
や
り
た
く
な
い
。
」
か
よ
う
に
言
い
出
し
て
困
惑

し
て
い
る
。
橋
村
が
Ｃ
４
へ
下
っ
て
説
得
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。
二
度
の

遭
難
の
シ
ョ
ッ
ク
、
長
沼
の
胃
痛
に
よ
る
下
山
、
そ
し
て
脱
走
者
の
発
生
な

ど
が
、
彼
ら
の
不
安
を
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
こ
こ
で

傷
つ
い
た
テ
ン
ジ
ン
を
お
い
て
下
山
す
る
訳
に
も
ゆ
か
な
い
。
ま
た
こ
の

際
、
登
塞
隊
長
が
少
し
で
も
前
線
か
ら
ひ
き
下
れ
ば
、
シ
ェ
ル
パ
の
士
気

に
与
え
る
影
響
は
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
Ｃ
５
の
二
人
の

シ
ェ
ル
パ
を
通
じ
て
彼
ら
を
説
得
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
ニ
マ
・
テ
ン

ジ
ン
を
通
訳
と
し
て
、
状
況
を
く
わ
し
く
説
明
す
る
。
し
か
る
の
ち
に
説

得
に
か
か
る
。
「
わ
れ
わ
れ
が
シ
ェ
ル
パ
の
命
を
隊
員
の
そ
れ
と
同
等
に

重
要
視
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
カ
ル
マ
の
遭
難
の
時
に
自
分
の
目
で

よ
く
見
た
筈
だ
。
今
回
の
場
合
も
、
こ
う
し
て
登
山
の
責
任
者
で
あ
る
私

と
、
最
年
長
の
ベ
テ
ラ
ン
、
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
が
お
前
を
確
保
し
、
Ｃ
４

に
は
市
川
以
下
強
力
な
登
筆
勢
力
が
補
給
と
救
出
の
た
め
待
期
し
て
い

る
。
ド
ク
タ
ー
か
ら
は
常
時
不
断
に
治
療
法
が
指
示
さ
れ
て
お
り
、
世
界

最
高
の
薬
品
を
与
え
て
い
る
。
し
か
る
に
お
前
が
歩
け
る
ま
で
は
ド
ク
タ

ー
に
よ
れ
ば
、
あ
と
数
日
を
要
す
る
。
他
方
我
々
の
遠
征
隊
員
の
登
筆
力

は
、
今
ま
で
お
前
の
知
る
限
り
で
は
最
強
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
る
筈
だ
。
物
資
の
面
で
は
吾
隊
に
は
ま
だ
余
裕
が
あ
り
、
士
気
も
高

く
、
お
前
を
助
け
な
が
ら
か
つ
頂
上
も
と
る
こ
と
が
可
能
な
状
態
に
あ

る
。
モ
ン
ス
ー
ン
ま
で
は
ま
だ
十
日
以
上
の
日
数
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の

た
め
に
は
シ
ェ
ル
パ
の
荷
上
が
不
可
欠
で
あ
る
。
シ
ェ
ル
パ
は
こ
の
よ
う

な
強
い
遠
征
隊
に
参
加
し
た
こ
と
を
神
に
感
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
こ
の
様
な
隊
に
し
て
は
じ
め
て
ジ
ャ
ヌ
ー
は
頂
上
を
明
け
渡
す
の
で
あ

り
、
シ
ェ
ル
パ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
最
も
困
難
な
山
で
、
登
頂
の
栄
誉
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
本
日
以
降
、
Ｃ
４
か
ら
上
で
荷
上
し

た
シ
ェ
ル
パ
に
は
そ
の
功
績
に
応
じ
て
、
成
功
報
酬
の
他
に
給
与
を
二
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
額
す
る
」
。
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
は
こ
れ
を
テ
ン
ジ
ン
に

伝
え
る
と
同
時
に
、
Ｃ
４
の
シ
ェ
ル
パ
に
交
信
で
伝
え
る
。
テ
ン
ジ
ン
は

同
意
し
て
、
自
分
は
明
日
直
接
説
得
す
る
か
ら
、
と
に
か
く
荷
上
げ
に
全

（77）



員
Ｃ
５
へ
上
っ
て
く
る
よ
う
に
と
Ｃ
４
の
シ
ェ
ル
パ
へ
指
示
を
出
し
た
。

し
か
し
そ
の
夜
の
う
ち
に
、
明
日
の
説
得
を
待
た
ず
、
全
員
同
意
し
た
こ

と
が
市
川
か
ら
知
ら
さ
れ
、
ほ
っ
と
す
る
。

こ
う
い
う
精
神
的
な
壁
を
乗
越
え
た
者
は
強
い
。
迷
い
な
く
持
場
に
全

力
を
尽
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
日
以
後
の
シ
ェ
ル
パ
は
、
サ
ー
ブ
達
に
負

け
ぬ
頑
張
り
を
発
揮
し
て
、
登
頂
を
力
強
く
支
え
た
。

そ
の
夜
、
遅
く
ま
で
Ｃ
５
と
Ｃ
４
は
荷
上
の
計
画
、
頂
上
攻
撃
計
画
そ

の
他
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
な
い
、
次
の
結
論
を
得
た
。

Ｈ
Ｃ
６
の
建
設
と
、
頂
下
攻
撃
は
橋
村
、
市
川
、
山
田
、
小
原
の
四

名
で
行
な
い
、
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
、
・
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
他
一
名
の
シ

ェ
ル
パ
が
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
頂
上
攻
撃
は
四
人
一
度
で
な
く
、
二

人
組
が
二
回
に
分
け
て
行
な
う
。

目
宮
崎
と
吾
妻
は
そ
の
間
ア
ン
・
プ
ル
バ
と
他
一
名
の
シ
ェ
ル
パ
を

使
っ
て
Ｃ
５
の
補
給
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
テ
ン
ジ
ン
の
Ｂ
Ｃ
ま
で
の

救
助
作
業
を
指
揮
す
る
。
以
上
で
あ
っ
た
。

宮
崎
と
吾
妻
の
役
割
は
、
事
実
上
頂
上
攻
撃
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
を
意

味
す
る
が
、
彼
等
は
こ
れ
を
黙
っ
て
引
受
け
、
シ
ェ
ル
パ
不
足
を
補
う
た

め
に
、
何
回
も
Ｃ
５
へ
荷
上
げ
を
し
た
ば
か
り
か
、
最
終
的
に
は
的
確
な

指
揮
に
よ
っ
て
、
数
々
の
難
場
を
通
っ
て
テ
ン
ジ
ン
を
Ｂ
Ｃ
へ
安
着
せ
し

め
た
。
登
頂
の
栄
誉
に
か
く
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
地
味
で
重
要
な
こ
の
種

の
任
務
の
貴
さ
は
、
幾
ら
筆
を
尽
し
て
も
賞
讃
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
夜
の
ネ
パ
ー
ル
放
送
は
、
日
本
女
子
マ
ナ
ス
ル
隊
の
登
頂
と
、
一
人

の
隊
員
の
行
方
不
明
を
伝
え
て
い
た
。

八
、
頂
上
攻
撃
と
テ
ン
ジ
ン
の
救
出

五
月
十
二
日
、
Ｃ
５
よ
り
橋
村
と
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
は
Ｃ
６
へ
向
け
て

ラ
ッ
セ
ル
に
出
る
・
旧
Ｃ
５
か
ら
二
○
○
メ
ー
ト
ル
高
度
を
下
げ
た
た
め
、

す
で
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
が
あ
る
と
は
い
え
、
Ｃ
５
か
ら
Ｃ
６
の
建
設
が
よ
り

困
難
な
状
況
に
お
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
太
も
も
ま
で
も
ぐ
り
、
吹
溜
り

で
は
胸
ま
で
嵌
り
込
む
深
雪
を
、
こ
の
高
度
で
、
無
酸
素
で
漕
ぎ
登
る
辛

さ
は
筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
。
日
が
傾
く
ま
で
精
一
杯
頑
張
っ
た
が
、
高

度
に
し
て
三
○
○
メ
ー
ト
ル
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
の
Ｃ
６
へ
の
固

定
綱
下
端
に
達
し
た
の
み
で
終
っ
た
。

Ｃ
４
よ
り
、
市
川
、
山
田
、
小
原
が
Ｃ
５
へ
上
り
、
既
設
の
天
幕
と
向

い
合
せ
て
六
人
用
を
も
う
一
張
り
増
設
し
た
。
・
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
ハ

ク
パ
も
Ｃ
５
へ
入
る
。
吾
妻
、
ア
ン
・
プ
ル
バ
、
荷
上
の
た
め
Ｃ
４
よ
り

Ｃ
５
を
往
復
。
ダ
ジ
、
上
部
増
強
の
為
、
Ｃ
３
よ
り
Ｃ
５
へ
上
る
。

か
く
し
て
再
び
頂
上
へ
の
活
動
が
執
勧
に
開
始
さ
れ
た
。

テ
ン
ジ
ン
の
容
態
は
好
転
の
き
ざ
し
を
見
せ
始
め
た
。

五
月
十
三
日
、
昨
夜
の
風
雪
は
、
前
日
の
橋
村
、
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
の

ラ
ッ
セ
ル
を
跡
形
も
な
く
埋
め
つ
く
し
て
い
る
。
代
っ
て
山
田
、
小
原
が

ラ
ッ
セ
ル
に
出
る
。
必
死
の
頑
張
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
日
の
到
達
点

の
半
分
ま
で
し
か
進
め
ず
引
き
返
し
て
く
る
。

吾
妻
、
ア
ン
・
プ
ル
、
ハ
に
よ
る
Ｃ
４
よ
り
の
荷
上
げ
を
助
け
る
た
め
、
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ベ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
と
ハ
ク
パ
が
レ
ー
ス
の
頭
を
逆
ラ
ッ
セ
ル
し
て
荷
物

を
中
継
す
る
。

川
瀬
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
の
ダ
リ
タ
は
す
で
に
二
回
Ｃ
３

ｌ
Ｃ
４
の
荷
上
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
。
普
通
の
山
と
は
違
い
、
ジ
ャ

ヌ
ー
の
Ｃ
３
１
Ｃ
４
は
非
常
な
難
所
で
あ
る
（
結
局
彼
は
五
回
往
復
し

た
。
そ
れ
に
見
合
う
報
酬
を
う
け
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
）
。

Ｃ
５
に
停
滞
し
た
橋
村
と
市
川
は
頂
上
攻
撃
の
最
終
案
を
作
り
、
Ｃ
４

の
宮
崎
、
Ｃ
３
の
川
瀬
、
Ｂ
Ｃ
の
ド
ク
タ
ー
に
伝
え
る
。

㈹
第
一
次
攻
撃
隊
、
市
川
、
小
原
。
第
二
次
、
橋
村
、
山
田
。
傷
つ

い
た
テ
ン
ジ
ン
を
除
き
、
Ｃ
５
全
員
は
明
日
Ｃ
６
建
設
に
向
う
。
Ｃ
６
は

六
人
用
天
幕
を
設
営
し
、
市
川
、
小
原
が
入
り
、
持
日
数
は
三
日
。
は
じ

め
の
二
日
を
ル
ー
ト
エ
作
に
用
い
、
残
る
一
日
を
攻
撃
に
充
て
る
。
五
○

○
○
メ
ー
ト
ル
持
参
し
た
ザ
イ
ル
は
、
す
で
に
各
キ
ャ
ン
プ
共
底
を
つ
き
、

Ｃ
５
に
は
六
ミ
リ
が
三
○
○
メ
ー
ト
ル
、
八
ミ
リ
が
五
○
メ
ー
ト
ル
そ
の

他
短
い
半
端
物
が
二
本
あ
る
の
み
。
ハ
ー
ケ
ン
は
岩
用
、
氷
用
共
十
分
あ

る
。
八
ミ
リ
五
○
メ
ー
ト
ル
を
ア
タ
ッ
ク
隊
の
行
動
用
に
用
い
、
六
ミ
リ

三
○
○
メ
ー
ト
ル
は
す
べ
て
頂
上
岩
壁
の
固
定
に
投
入
す
る
。
そ
れ
で
も

更
に
三
○
○
メ
ー
ト
ル
足
り
な
い
感
じ
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
や
り
通
す
以

外
に
方
法
は
な
い
・

㈲
第
一
次
隊
の
頂
上
攻
撃
日
に
第
二
隊
は
Ｃ
６
へ
入
る
。
第
一
隊
は

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
突
込
む
か
、
頂
上
へ
の
見
通
し
を
つ
け
て
第
二
隊
へ
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
す
る
か
は
市
川
の
判
断
に
任
せ
る
。

目
Ｃ
６
建
設
以
後
、
Ｃ
６
へ
の
補
給
は
一
回
し
か
行
な
わ
な
い
。
す

な
わ
ち
橋
村
と
山
田
が
Ｃ
６
へ
入
る
日
に
三
名
の
シ
ェ
ル
パ
に
よ
り
補
給

す
る
。
シ
ェ
ル
パ
は
、
サ
ー
ブ
の
先
導
な
し
で
は
Ｃ
５
↓
Ｃ
６
の
荷
上
は

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

㈲
酸
素
は
Ｃ
６
で
の
み
使
う
（
数
は
十
分
あ
る
が
、
荷
上
量
が
制
限

さ
れ
て
い
る
）
・
睡
眠
用
二
人
一
晩
一
本
、
攻
撃
用
一
人
一
日
一
本
と
す

る
。

㈲
成
功
、
不
成
功
に
か
か
わ
ら
ず
Ｃ
６
は
下
山
時
に
放
棄
す
る
。
以

上
で
あ
っ
た
。

こ
の
最
終
案
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
各
キ
ャ
ン
プ
か
ら
種
々
の
質
問

や
提
案
が
あ
り
、
長
い
交
信
を
終
っ
た
。
夜
の
ネ
パ
ー
ル
放
送
は
、
成
城

隊
、
Ｃ
５
雪
崩
の
遭
難
を
伝
え
た
。

五
月
十
四
日
、
橋
村
、
市
川
、
山
田
、
小
原
、
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
、
ペ

ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
・
ハ
ク
パ
の
七
名
は
Ｃ
６
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
昨
日

の
山
田
、
小
原
の
ラ
ッ
セ
ル
が
残
っ
て
い
る
所
ま
で
は
比
較
的
順
調
に
進

ん
だ
が
、
そ
の
先
は
急
に
雪
が
深
く
な
り
十
五
キ
ロ
の
荷
は
非
常
に
こ
た

え
る
。
が
っ
く
り
と
ペ
ー
ス
が
落
ち
た
。
Ｃ
６
へ
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
下
端
に

着
い
た
時
は
午
後
一
時
を
廻
っ
て
い
た
。
更
に
そ
こ
か
ら
上
は
高
度
差
に

し
て
Ｃ
６
ま
で
三
五
○
メ
ー
ト
ル
、
固
定
綱
に
し
て
四
五
○
メ
ー
ト
ル
の

氷
壁
が
一
直
線
に
続
い
て
い
る
。
濃
密
な
ガ
ス
と
共
に
激
し
い
降
雪
が

き
て
、
日
没
前
の
Ｃ
６
到
着
が
危
ぶ
ま
れ
て
き
た
。
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン

が
、
次
い
で
小
原
が
先
頭
に
出
て
、
体
力
の
限
り
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
ラ
ッ

r7q，
、ロ背〆



セ
ル
を
先
導
す
る
。
固
定
綱
を
掘
出
す
の
に
苦
労
す
る
程
雪
が
深
い
。
時

間
は
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
る
が
、
ピ
ッ
チ
は
一
向
に
は
か
ど
ら
な
い
。
固
定
綱

に
し
て
一
○
○
メ
ー
ト
ル
登
る
の
に
二
時
間
を
費
や
す
。
そ
の
時
、
「
雪

崩
だ
″
各
自
ザ
ッ
ク
を
股
の
間
に
固
定
し
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
刺
し
込
み
、

フ
ィ
ッ
ク
ス
に
つ
か
ま
れ
／
」
二
番
目
を
登
っ
て
い
た
山
田
の
鋭
い
声
が

降
雪
を
つ
ん
ざ
い
て
響
き
渡
る
。
見
上
げ
る
と
Ｃ
６
へ
続
く
氷
壁
全
体

を
、
今
降
っ
た
雪
が
表
層
雪
崩
と
な
っ
て
滑
り
落
ち
て
く
る
。
生
き
た
心

地
の
し
な
い
光
景
で
あ
る
。
や
が
て
ド
ー
ッ
と
強
い
衝
撃
が
来
て
、
あ
た
り

一
面
白
い
奔
流
に
つ
つ
ま
れ
て
何
も
見
え
な
く
な
る
。
「
も
う
駄
目
か
″
」

と
歯
を
喰
い
し
ば
っ
て
い
る
と
、
サ
ッ
と
シ
ョ
ッ
ク
が
去
っ
て
い
っ
た
。
助

か
っ
た
の
だ
。
目
を
こ
ら
す
と
全
員
無
事
で
、
嬉
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
来

る
。
股
の
問
に
し
っ
か
り
と
押
え
込
ん
で
い
た
荷
物
も
な
く
な
っ
て
い
な

い
。
山
田
の
発
見
が
早
く
、
指
示
が
正
確
だ
っ
た
お
陰
で
、
我
々
は
シ
ェ

ル
パ
が
手
袋
を
片
方
失
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
を
保
全
し
た
。
ニ
マ
・
テ

ン
ジ
ン
と
。
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
は
お
経
を
と
な
え
て
い
る
。
神
へ
の
感
謝

か
、
あ
る
い
は
第
二
波
の
来
ぬ
様
祈
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
更
に
五
○

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
り
、
岩
に
突
き
当
っ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
所
に
小
さ
い

ベ
ル
ク
シ
ュ
ル
ン
ト
が
あ
る
の
を
幸
い
、
こ
こ
へ
デ
ポ
し
て
明
日
再
挙
す

る
こ
と
に
し
た
。
今
の
時
間
（
午
後
四
時
）
か
ら
み
て
、
Ｃ
６
へ
上
り
、

天
幕
を
建
設
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ジ
ャ
ヌ
ー
は
ま
だ
恐
怖
の
報
復
を
や
め
て
は
い
な
い
。
重
い
気
分
で
Ｃ

５
へ
戻
り
、
血
を
吐
く
よ
う
な
苦
し
い
一
日
の
行
動
を
各
キ
ャ
ン
プ
に
報

告
す
る
。

こ
の
日
、
ア
ン
・
プ
ル
バ
と
ダ
ジ
は
Ｃ
４
か
ら
Ｃ
５
を
補
給
し
た
。

テ
ン
ジ
ン
の
傷
は
目
立
っ
て
軽
快
化
し
て
き
た
。
一
人
で
小
用
を
足
し

に
天
幕
外
へ
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
月
十
五
日
、
昨
日
同
様
Ｃ
５
の
七
名
は
、
今
日
こ
そ
は
Ｃ
６
建
設
と

の
執
念
に
燃
え
て
出
発
し
た
。
昨
夕
雪
が
小
降
り
に
な
っ
て
か
ら
下
っ
た

た
め
、
踏
跡
が
残
っ
て
い
て
進
行
が
は
か
ど
る
の
は
助
か
っ
た
。
デ
ポ
に

正
午
到
着
、
い
よ
い
よ
六
十
度
の
雪
壁
を
固
定
綱
を
頼
り
に
、
苦
し
い
喘
登

が
始
る
。
重
荷
の
た
め
十
歩
と
続
け
て
登
れ
な
い
。
荒
い
息
を
吐
き
、
皆

黙
々
と
耐
え
て
一
列
に
固
定
綱
を
登
る
。
五
月
六
日
の
山
田
隊
、
同
八
日

の
宮
崎
隊
の
デ
ポ
（
酸
素
・
ザ
イ
ル
・
ハ
ー
ケ
ン
・
食
糧
）
が
固
定
綱
の

支
点
に
散
在
す
る
の
を
拾
っ
て
ゆ
く
た
め
、
更
に
荷
は
ふ
え
る
。
シ
ェ
ル

パ
は
二
○
キ
ロ
に
達
す
る
と
、
そ
れ
以
上
は
絶
対
に
担
ご
う
と
せ
ず
、
知

ら
ん
顔
で
行
っ
て
し
ま
う
た
め
、
後
か
ら
行
く
橋
村
、
山
田
が
全
て
こ
れ

を
回
収
し
て
ゆ
く
羽
目
に
な
る
。
つ
い
に
橋
村
と
山
田
の
荷
は
、
Ｃ
５
か

ら
担
ぎ
上
げ
て
き
た
物
の
他
、
ザ
イ
ル
二
本
、
酸
素
三
本
が
加
わ
り
三
○

キ
ロ
近
く
な
る
。
七
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
こ
の
荷
物
は
、
無
酸
素

の
人
間
の
限
界
で
あ
る
。
こ
の
世
の
終
り
か
と
思
う
よ
う
な
絶
望
的
に
苦

し
い
登
肇
の
一
歩
一
歩
に
息
は
詰
り
、
目
は
く
ら
み
、
死
に
そ
う
に
な
る
。

今
に
も
倒
れ
る
か
と
思
う
時
間
が
い
つ
の
間
に
か
過
ぎ
、
気
が
つ
く
と
稜

線
に
立
っ
て
い
た
。
ふ
ら
つ
く
足
を
踏
み
し
め
て
、
気
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ

て
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
と
Ｃ
６
だ
。
市
川
、
小
原
ら
と
シ
ェ
ル
パ
達
が
、
雪
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ジャヌー登頂

庇
を
切
り
崩
し
て
、
テ
ン
ト
地
の
整
地
を
し
て
い
た
。
橋
村
と
山
田
が
担

ぎ
上
げ
た
荷
の
重
さ
に
、
シ
ェ
ル
パ
も
敬
意
を
表
す
る
。
こ
の
苦
し
い
荷

上
げ
に
よ
っ
て
、
Ｃ
６
に
は
十
分
な
酸
素
と
食
糧
、
燃
料
が
集
結
し
た
。

途
中
、
小
原
が
不
注
意
に
も
と
り
落
し
た
ア
イ
ス
バ
イ
ル
を
、
苦
労
し
て

ひ
ろ
っ
て
き
た
山
田
が
、
き
び
し
く
小
原
を
叱
責
し
て
い
る
。
こ
の
男
の

粗
雑
さ
が
、
ア
タ
ッ
ク
の
時
に
ポ
ロ
を
出
さ
ね
ば
よ
い
が
、
と
い
う
不
安
が

全
員
の
心
を
よ
ぎ
る
。
さ
ら
に
小
原
は
、
ハ
ー
ケ
ン
の
入
っ
た
袋
を
Ｃ
６

下
の
氷
壁
に
忘
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
取
り
戻
し
に
下
ら
せ
る
。

テ
ン
ト
を
建
て
終
え
、
夕
暮
れ
に
追
わ
れ
て
五
時
半
、
健
闘
を
祈
っ
て

Ｃ
６
を
後
に
す
る
。
途
中
、
ハ
ー
ケ
ン
の
袋
を
持
っ
て
Ｃ
６
に
登
る
小
原

に
、
頂
上
攻
撃
に
当
っ
て
は
遺
漏
な
き
よ
う
、
再
度
山
田
と
二
人
で
ク
ド

ク
ド
と
叱
る
。

Ｃ
５
に
は
午
後
七
時
半
、
疲
れ
果
て
て
帰
着
し
た
。
こ
の
日
、
ア
ン
・

プ
ル
バ
、
ソ
ナ
・
ゾ
ン
ブ
ー
、
ダ
ジ
に
よ
り
Ｃ
５
は
補
給
さ
れ
た
。
テ
ン

ジ
ン
の
体
調
良
好
と
な
り
、
自
力
歩
行
可
能
と
な
る
。
Ｃ
４
宮
崎
、
吾
妻

と
交
信
し
、
明
日
段
取
り
を
整
え
て
、
Ｃ
５
に
迎
え
に
来
る
様
指
示
す
る
・

五
月
十
六
日
、
烈
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
を
Ｃ
６
、
市
川
、
小
原
は
頂
上
岩

壁
の
ル
ー
ト
エ
作
に
出
発
、
頂
上
岩
壁
を
割
っ
て
頂
稜
に
達
し
て
い
る
ア

イ
ス
ガ
リ
ー
入
口
ま
で
固
定
綱
を
張
り
通
す
。
こ
こ
で
手
持
ち
の
フ
ィ
ッ

ク
ス
用
ザ
イ
ル
は
全
て
尽
き
て
了
っ
た
。
こ
の
日
の
登
華
は
つ
ら
い
一
日

で
あ
っ
た
。
十
二
年
前
の
テ
レ
イ
隊
は
、
我
々
よ
り
も
は
る
か
に
恵
ま
れ

た
状
況
の
下
に
、
ベ
ル
ト
ラ
ン
、
ブ
ー
ピ
エ
、
ル
ル
ー
、
ポ
レ
・
ヴ
ィ
ャ

ｌ
ル
の
四
人
掛
り
で
丸
一
日
か
か
っ
て
固
定
作
業
を
や
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
酸
素
を
吸
わ
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
墜
落
し
そ
う
に
な
る

と
彼
ら
は
報
告
し
て
い
る
・
市
川
は
言
う
。
「
マ
カ
ル
ー
東
南
稜
で
は
、
八

○
○
○
メ
ー
ト
ル
で
も
酸
素
な
し
で
行
動
で
き
た
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ヌ
ー

は
違
う
山
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
日
の
ル
ー
ト
エ
作
で
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
何
か
の
は
ず
み
で
背
負
っ
た
酸
素
筒
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
岩
に
当

っ
て
流
出
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
と
気
付
か
ず
登
り
続

け
る
と
、
や
が
て
目
の
前
が
暗
く
な
り
、
危
く
墜
落
し
か
け
た
。
あ
わ
て

て
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
二
リ
ッ
ト
ル
に
直
し
、
事
無
き
を
得
た
。
つ
ま
り
、

ジ
ャ
ヌ
ー
の
登
肇
は
き
び
し
い
の
で
あ
る
。
」
彼
等
が
こ
の
日
ル
ー
ト
エ

作
に
従
事
し
た
標
高
は
、
七
四
○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル

の
間
で
あ
っ
た
。

宮
崎
、
吾
妻
は
ア
ン
・
プ
ル
バ
、
ハ
ク
パ
、
ソ
ナ
・
ゾ
ン
ブ
ー
を
連
れ

て
、
回
復
著
し
い
テ
ン
ジ
ン
を
Ｃ
４
へ
救
出
し
た
。
彼
に
は
、
こ
こ
一
百

間
は
睡
眠
時
に
酸
素
を
吸
わ
せ
て
万
余
を
期
し
た
。
レ
ー
ス
の
頭
の
下
降

が
き
び
し
い
の
で
、
確
保
に
は
神
経
を
す
り
へ
ら
し
た
。
ア
ン
・
プ
ル
バ

の
特
筆
す
べ
き
活
躍
も
あ
り
、
午
後
三
時
、
Ｃ
４
へ
安
着
し
た
。

ダ
ジ
は
、
や
や
不
調
の
ハ
ク
パ
と
入
れ
か
わ
り
に
Ｃ
４
か
ら
Ｃ
５
へ
入

っ
た
。
川
瀬
は
、
登
頂
に
備
え
て
Ｃ
３
か
ら
Ｃ
４
へ
上
る
。

五
月
十
七
日
、
Ｃ
６
、
Ｃ
５
と
も
に
停
滞
し
た
。

ザ
イ
ル
の
在
庫
は
す
で
に
底
を
つ
き
、
Ｃ
４
か
ら
上
は
燃
料
（
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
）
が
ギ
リ
ギ
リ
一
杯
の
状
態
に
追
込
ま
れ
て
来
た
。
食
糧
、
酸
素
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は
ま
だ
在
庫
が
あ
る
。
本
日
Ｃ
６
が
停
滞
し
た
の
は
、
ル
ー
ト
エ
作
を
し

よ
う
に
も
ザ
イ
ル
が
な
く
て
出
来
な
い
た
め
、
明
日
の
攻
撃
に
備
え
て
休

養
し
た
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
Ｃ
５
も
足
止
め
を
く
っ
た
。

第
二
次
攻
撃
に
備
え
、
Ｃ
４
か
ら
二
名
の
シ
ェ
ル
パ
が
Ｃ
５
へ
酸
素
を

補
給
し
た
。

宮
崎
、
吾
妻
は
ひ
き
つ
づ
き
Ｃ
３
か
ら
の
シ
ェ
ル
パ
数
名
（
こ
の
中
に

は
先
日
脱
走
し
、
改
心
し
て
戻
っ
て
来
た
ア
ン
・
カ
ミ
と
パ
サ
ン
・
ノ
ル

ブ
も
含
ま
れ
て
い
た
。
）
の
応
援
も
得
て
テ
ン
ジ
ン
の
救
出
を
行
な
い
、
Ｃ

４
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
・
氷
の
管
・
ト
ラ
バ
ー
ス
な
ど
が
連
続
す
る
困
難

な
氷
尾
根
を
無
事
通
過
し
て
、
Ｃ
３
へ
搬
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ア

ン
・
プ
ル
バ
が
途
中
ま
で
下
り
、
Ｃ
４
へ
戻
っ
た
が
、
相
変
ら
ず
の
活
躍

で
、
後
を
引
き
つ
い
だ
Ｃ
３
の
シ
ェ
ル
パ
、
特
に
脱
走
し
た
二
人
は
大
い

に
献
身
し
て
、
悔
俊
の
態
度
を
示
し
た
と
い
う
。
レ
ー
ス
の
頭
下
と
、
Ｃ

４
下
の
氷
尾
根
を
通
し
て
救
出
で
き
た
と
な
れ
ば
、
残
る
難
所
は
第
三
氷

爆
と
第
二
氷
爆
で
あ
る
が
、
慎
重
に
や
り
さ
え
す
れ
ば
大
過
な
く
ゆ
く
で

あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
、
各
キ
ャ
ン
プ
は
こ
の
報
せ
に
大
い
に
安
堵
し
た
。

五
月
十
八
日
、
我
々
の
念
願
が
天
に
と
ど
き
、
風
は
あ
っ
た
が
終
日
快

晴
に
恵
ま
れ
た
。
ジ
ャ
ヌ
ー
の
Ｂ
Ｃ
以
上
で
過
ご
し
た
六
十
七
日
間
で
、

終
日
の
快
晴
は
三
日
し
か
な
か
っ
た
。
い
か
に
貴
重
な
一
日
で
あ
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。

Ｃ
６
、
市
川
、
小
原
は
何
が
あ
ろ
う
と
今
日
は
頂
上
に
立
つ
と
い
う
執

念
の
鬼
と
化
し
、
午
前
五
時
出
発
し
た
。
一
昨
日
の
固
定
綱
を
丹
念
に
追

い
、
頂
上
岩
壁
の
弱
点
、
ア
イ
ス
ガ
リ
ー
の
基
部
に
午
前
七
時
に
到
着
し

た
。
固
定
綱
の
威
力
を
思
い
知
る
。
こ
こ
か
ら
上
ア
イ
ス
ガ
リ
ー
ニ
○
○

メ
ー
ト
ル
の
登
肇
は
、
か
の
超
人
リ
オ
ネ
ル
・
テ
レ
イ
が
ラ
ヴ
ィ
エ
と
ウ

ォ
ン
デ
ィ
（
テ
レ
イ
隊
の
サ
ー
ダ
ー
）
を
連
れ
て
、
ハ
ー
ケ
ン
を
連
打
し

つ
つ
丸
一
日
ル
ー
ト
エ
作
に
費
や
し
、
悪
絶
き
わ
ま
り
な
し
と
述
べ
た
難

所
で
あ
る
。
そ
こ
を
わ
が
市
川
は
小
原
に
確
保
さ
せ
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
で
登
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
彼
は
頂
上
ま
で
の
全
ピ
ッ
チ
を
終
始

ト
ッ
プ
で
ピ
ッ
ケ
ル
を
振
り
続
け
た
。
ま
さ
に
鉄
人
と
は
、
こ
の
男
を
指

し
て
い
う
言
葉
で
あ
る
。
苦
闘
す
る
こ
と
実
に
五
時
間
半
、
つ
い
に
彼
は

こ
の
ガ
リ
ー
を
抜
け
出
て
頂
上
稜
線
に
立
っ
た
。
以
下
の
記
述
は
、
現
地

で
彼
が
し
た
た
め
た
手
記
に
ゆ
ず
る
。

五
月
十
八
日
、
目
覚
し
時
計
に
起
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
午
前
二
時
少

し
前
に
目
を
醒
す
。
空
は
星
が
輝
い
て
快
晴
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
風
が

Ｃ
６
を
ば
た
つ
か
せ
て
い
た
。
酸
素
を
吸
い
な
が
ら
小
原
が
炊
事
、
私
が

登
肇
用
具
の
準
備
を
進
め
る
。
空
の
白
み
か
け
る
頃
に
な
っ
て
も
風
は
や

ま
な
い
。
午
前
五
時
、
意
を
決
し
て
Ｃ
６
を
後
に
す
る
。

酸
素
筒
各
自
が
一
本
、
登
筆
用
具
、
食
糧
な
ど
を
分
担
し
て
背
負
い
、

出
発
時
よ
り
毎
分
一
リ
ッ
ト
ル
の
酸
素
を
吸
っ
て
行
動
す
る
。
ま
だ
暁
暗

に
包
ま
れ
た
Ｃ
６
前
の
雪
壁
を
強
風
に
あ
お
ら
れ
乍
ら
一
歩
、
一
歩
と
苦

し
い
登
高
が
始
る
。
一
昨
日
丸
一
日
を
要
し
た
頂
上
岩
壁
の
下
ま
で
、
二

八
登
頂
手
記
ｖ
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時
間
で
到
着
す
る
。
固
定
綱
の
威
力
を
思
い
知
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
未
知

の
ル
ー
ト
で
あ
る
。

雪
の
ル
ン
ゼ
を
目
が
け
て
八
○
メ
ー
ト
ル
、
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
登
る
。

い
よ
い
よ
頂
上
岩
壁
の
中
心
に
入
っ
た
。
氷
雪
の
ル
ン
ゼ
を
一
歩
、
一
歩

と
ピ
ッ
ケ
ル
を
振
っ
て
足
場
を
刻
む
。
酸
素
が
稀
薄
で
苦
し
い
登
高
が
何

時
間
も
続
く
。
風
は
相
変
ら
ず
強
い
。
ル
ン
ゼ
に
集
る
塵
雪
崩
は
吹
上
げ

ら
れ
て
我
々
に
吹
き
つ
け
る
有
様
。
こ
の
ル
ン
ゼ
を
七
ピ
ッ
チ
、
二
五
○

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
て
行
く
と
岩
壁
帯
に
突
当
る
。
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で

一
ピ
ッ
チ
約
四
十
メ
ー
ト
ル
を
登
り
、
岩
壁
帯
を
越
え
て
、
遂
に
頂
上
稜

線
に
立
っ
た
。
風
は
ま
す
ま
す
強
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
そ
う
で
非
常
に

緊
張
す
る
。
目
の
前
に
三
角
形
の
雪
の
ピ
ー
ク
が
見
え
る
。
あ
そ
こ
ま
で

行
け
ば
先
の
見
通
し
も
つ
く
だ
ろ
う
と
約
一
時
間
頑
張
る
。
そ
こ
へ
到
着

す
る
と
、
同
様
な
ピ
ー
ク
が
ま
た
先
に
見
え
る
。
と
に
か
く
頑
張
り
続
け

る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
足
場
を
切
っ
て
は
一
歩
を
進
め
、
一
歩
進
め
て

は
呼
吸
を
整
え
て
ま
た
足
場
を
切
る
・
際
限
の
な
い
苦
し
い
前
進
で
あ
る
。

ピ
ー
ク
の
手
前
で
今
日
初
め
て
時
間
を
見
る
。
午
後
四
時
近
い
。
強
風

と
場
所
が
無
い
た
め
、
今
朝
の
出
発
以
来
休
憩
は
も
ち
ろ
ん
、
食
物
飲
料

を
何
も
口
に
し
て
い
な
い
。
酸
素
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
た
め
、
小
原
と
も

一
言
も
話
を
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
雪
面
を
削
り
取
っ
て
荷
物
を
置
く
場

所
を
作
り
、
立
っ
た
ま
ま
で
紅
茶
と
水
ヨ
ウ
カ
ン
を
流
し
込
む
。
頂
上
ま

で
ま
だ
一
時
間
は
か
か
る
だ
ろ
う
。
帰
り
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
部
分

が
固
定
綱
が
無
く
て
不
安
で
あ
る
が
天
候
は
強
風
の
割
に
雪
の
降
る
気
配

は
な
い
。
自
分
の
心
に
「
前
進
あ
る
の
み
」
と
決
心
す
る
。
小
原
は
荷
物

の
軽
く
な
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
、
酸
素
筒
（
約
七
キ
ロ
）
を
置
い
て

出
発
す
る
。

ピ
ー
ク
の
上
に
顔
を
出
す
と
、
身
体
を
剥
が
さ
れ
そ
う
な
強
風
に
あ
お

ら
れ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
見
え
た
も
の
は
屏
風
の
よ
う
に
左
右
の
そ
げ
お

ち
た
雪
の
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
と
三
つ
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
手
前
か
ら
十
メ

ー
ト
ル
先
、
二
十
メ
ー
ト
ル
先
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
そ
の
一

番
奥
が
、
天
空
に
聟
え
立
っ
て
雪
煙
を
吹
上
げ
る
ジ
ャ
ヌ
ー
で
あ
っ
た
。

思
わ
ず
後
の
小
原
に
酸
素
マ
ス
ク
の
下
か
ら
「
頂
上
は
そ
こ
だ
ぞ
／
」
と

声
を
か
け
た
。

ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
に
跨
が
り
、
左
右
の
足
を
そ
れ
ぞ
れ
南
面
と
北
面
の
雪

壁
に
が
っ
ち
り
喰
い
込
ま
せ
て
、
右
手
の
ピ
ッ
ケ
ル
と
左
手
の
ア
イ
ス
バ

イ
ル
を
交
互
に
刺
し
込
ん
で
前
進
す
る
。
喜
び
の
瞬
間
を
目
前
に
し
て
苦

し
く
も
ど
か
し
い
登
鑿
を
続
け
る
。
五
メ
ー
ト
ル
、
三
メ
ー
ト
ル
、
二
メ

ー
ト
ル
、
一
メ
ー
ト
ル
、
そ
し
て
遂
に
絶
頂
に
立
っ
た
。
時
に
午
後
五
時

五
分
。こ

の
登
肇
を
後
か
ら
小
原
が
八
ミ
リ
の
映
画
に
収
め
た
。
ス
チ
ー
ル
カ

メ
ラ
は
寒
さ
の
た
め
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
作
動
せ
ず
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。

続
い
て
小
原
も
絶
頂
に
上
り
、
「
も
う
登
ら
な
く
て
も
良
い
ん
だ
ぞ
」
と
身

体
を
抱
き
合
っ
て
安
堵
と
感
激
を
味
う
。
足
下
を
見
れ
ば
、
南
面
・
北
面

共
に
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
も
ス
ッ
パ
リ
と
切
れ
落
ち
る
氷
の
絶
壁

で
、
恐
ろ
し
い
高
度
感
で
あ
る
。
西
の
雲
海
上
で
は
エ
ベ
レ
ス
ト
、
ロ
－
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ツ
ェ
、
マ
カ
ル
ー
に
陽
が
落
ち
始
め
、
東
に
は
至
近
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
が
赤
く
夕
陽
に
染
っ
て
い
る
。
雲
海
が
乱
れ
始
め
、
ガ
ス
が
下
か
ら

上
っ
て
来
る
。
す
ば
ら
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
夕
景
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

夕
闇
に
追
わ
れ
て
五
時
四
十
分
、
頂
上
を
後
に
す
る
。
幸
い
に
も
風
は

弱
く
な
っ
て
き
た
。
不
確
実
な
支
点
を
頼
り
に
下
ら
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、

滑
落
す
る
と
二
人
と
も
没
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
事
故
は
降
り
路
で
起

し
勝
ち
な
も
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
時
間
は
か
か
っ
て
も
よ
い
、
慎
重
に

注
意
し
て
ゆ
こ
う
と
お
互
に
い
ま
し
め
合
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
明
る

い
う
ち
に
固
定
綱
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
ヘ
ッ
ド

ラ
ン
プ
を
つ
け
て
、
登
り
の
ス
テ
ッ
プ
を
頼
り
に
休
ま
ず
降
り
続
け
る
。

午
後
八
時
、
毎
分
一
リ
ッ
ト
ル
の
酸
素
も
遂
に
切
れ
た
。
Ｃ
４
に
終
始
明

り
を
認
め
、
小
原
と
私
を
見
守
る
仲
間
の
姿
を
思
い
浮
べ
て
元
気
づ
け
ら

れ
る
。

午
後
九
時
三
十
分
、
頂
上
岩
壁
帯
を
無
事
降
り
終
え
、
固
定
綱
に
た
ど

り
着
く
。
こ
の
テ
ラ
ス
で
、
事
故
の
不
安
か
ら
解
放
さ
れ
、
紅
茶
で
喉
を

潤
し
な
が
ら
心
の
安
ら
ぐ
休
憩
を
と
っ
た
。
橋
村
、
山
田
の
第
二
次
攻
撃

の
た
め
に
、
ハ
ー
ケ
ン
・
カ
ラ
ピ
ナ
を
こ
こ
へ
デ
ポ
す
る
。

固
定
綱
に
入
っ
て
心
も
軽
く
岩
壁
と
氷
雪
の
斜
面
を
一
気
に
下
る
。
ア

イ
ゼ
ン
を
き
し
ま
せ
な
が
ら
、
待
望
の
第
六
キ
ャ
ン
プ
に
帰
着
し
た
。
午

後
十
時
四
十
五
分
、
星
が
皎
く
輝
い
て
い
た
。
橋
村
と
山
田
に
暖
く
迎
え

ら
れ
、
安
心
感
に
満
た
さ
れ
る
の
を
感
じ
た
。

勝
利
か
敗
北
か
。
引
分
け
と
い
う
こ
と
の
な
い
山
の
世
界
は
き
び
し
い
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ジ
ャ
ヌ
ー
は
あ
ま
り
に
も
厳
し
く
恐
ろ
し
い
山
で

あ
っ
た
。
度
重
な
る
事
故
、
気
力
を
打
ち
ひ
し
ぐ
諸
々
の
悪
条
件
が
何
回

我
々
を
圧
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
。
こ
れ
ら
を
克
服
し
て
、
死
闘
の

末
に
か
ち
と
っ
た
頂
上
は
、
全
隊
の
終
始
一
貫
す
る
敢
闘
と
シ
ェ
ル
パ
の

協
力
の
上
に
立
っ
て
は
じ
め
て
掴
む
こ
と
が
出
来
た
貴
重
な
成
功
で
あ

る
・
登
頂
の
喜
び
を
、
我
々
を
支
え
た
す
べ
て
の
人
々
と
分
ち
合
い
た
い
。

重
ね
て
い
う
。
こ
れ
は
チ
ー
ム
の
勝
利
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
五
月
二
十
一
日

ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
て
市
川
章
弘
記

橋
村
、
山
田
は
、
Ｃ
６
補
給
の
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
、
ペ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ

ン
、
ダ
ジ
の
三
名
と
と
も
に
Ｃ
５
を
出
発
し
、
午
後
三
時
半
Ｃ
６
へ
入
る
。

ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
に
対
し
、
シ
ェ
ル
パ
三
名
は
何
が
あ
ろ
う
と
、
Ｃ
６
か

ら
の
連
絡
が
あ
る
ま
で
は
Ｃ
５
で
待
機
し
て
非
常
事
態
に
備
え
る
様
指
示

す
る
。
明
日
の
頂
上
攻
撃
の
準
備
を
終
え
て
、
市
川
、
小
原
の
帰
着
を
待

つ
・
頂
上
岩
壁
を
、
夕
闇
に
包
ま
れ
る
ま
で
凝
視
す
る
が
、
人
影
は
一
切

見
当
ら
な
い
。
「
市
川
達
は
全
力
を
し
ぼ
っ
て
突
込
ん
だ
″
」
と
直
感
す

る
。
山
田
も
同
感
だ
と
い
う
。
種
々
な
場
合
を
想
定
し
て
、
対
策
を
話
し

△
口
気
ノ
ｏ

Ｈ
遭
難
し
た
場
合
。
頂
上
岩
壁
よ
り
上
で
や
ら
れ
て
い
れ
ば
、
助
け

に
行
く
と
確
実
に
共
倒
れ
に
な
る
か
ら
、
我
々
が
頂
上
攻
撃
を
強
行
す

る
。
頂
上
岩
壁
よ
り
下
で
や
ら
れ
て
お
れ
ば
、
こ
れ
を
助
け
た
後
、
頂
上
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攻
撃
を
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
攻
撃
の
つ
も
り
で
出
動
す
れ
ば
救
助
も

可
能
で
あ
る
。
な
お
、
夜
間
に
こ
の
困
難
な
場
所
で
の
救
助
は
不
可
能
で

あ
る
か
ら
、
何
が
あ
ろ
う
と
出
動
し
な
い
。

㈲
無
事
帰
着
し
た
が
、
頂
上
へ
達
し
て
い
な
い
時
は
（
彼
の
性
質
上
、

頂
上
へ
立
た
ず
に
引
き
返
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
）
何
を
お
い
て
も
第

二
次
攻
撃
を
強
行
す
る
。

自
登
頂
成
功
し
た
場
合
。
彼
等
の
話
を
き
い
た
上
で
、
第
二
次
攻
撃

を
や
る
、
や
ら
ぬ
を
決
め
る
。

以
上
三
点
を
明
ら
か
に
し
た
ら
、
気
持
が
ス
ッ
キ
リ
し
た
の
で
、
夕
食

を
と
っ
て
寝
る
こ
と
に
す
る
。
事
態
が
ど
の
方
向
に
進
展
し
て
も
、
結
局

Ｃ
６
の
二
人
が
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
体
力
を
温
存
し
て
お
く
こ
と
が
、
実
質

的
に
は
最
も
重
要
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
帰
着
し
た
場
合
を
考
え
、
夕

食
を
二
人
前
用
意
し
た
。
早
々
に
寝
よ
う
と
し
て
、
酸
素
の
準
備
を
整
え
、

念
の
た
め
ベ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
か
ら
凝
視
す
る
と
、
降
る
様
な
星
の
光
に
交

っ
て
、
頂
上
岩
壁
上
部
で
ラ
イ
ト
ら
し
い
物
が
見
え
る
。
早
速
Ｃ
４
川
瀬

に
交
信
し
、
双
眼
鏡
で
確
認
を
頼
む
。
や
は
り
彼
等
が
下
っ
て
い
る
と
い

う
。
Ｃ
５
か
ら
も
ラ
イ
ト
を
点
滅
し
つ
づ
け
る
と
、
心
な
し
か
点
滅
応
答

す
る
様
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
続
け
て
い
る
と

消
耗
し
て
了
う
の
で
、
彼
ら
の
無
事
帰
着
を
祈
っ
て
寝
る
こ
と
に
す
る
。

や
が
て
Ｃ
４
川
瀬
か
ら
交
信
が
あ
り
、
救
助
の
た
め
、
温
い
飲
物
な
ど

を
も
っ
て
出
動
せ
よ
と
い
う
・
先
程
の
決
定
に
て
ら
し
て
、
そ
の
無
意
味
、

有
害
さ
を
説
明
し
、
Ｃ
６
が
力
を
温
存
す
る
の
が
こ
の
際
の
最
上
策
な
の

で
こ
れ
か
ら
寝
る
。
必
要
あ
れ
ば
当
方
か
ら
交
信
す
る
の
で
Ｃ
４
は
ス
イ

ッ
チ
オ
ン
で
一
晩
中
待
機
、
観
察
を
続
け
る
様
に
指
示
し
、
無
線
機
を
切

り
、
七
時
半
就
寝
す
る
。

人
声
と
、
ア
イ
ゼ
ン
の
き
し
む
音
に
ハ
ツ
と
我
に
か
え
り
、
山
田
を
叩

き
起
す
。
市
川
と
小
原
が
戻
っ
て
来
た
の
だ
。
私
の
ロ
ー
レ
ッ
ク
ス
・
オ

イ
ス
タ
ー
は
十
時
四
十
五
分
を
指
し
て
い
た
。
嬉
し
さ
が
こ
み
上
げ
、
ま

と
も
な
会
話
に
な
ら
な
い
。
何
は
と
も
あ
れ
二
人
を
天
幕
に
迎
え
入
れ
、

用
意
し
て
あ
っ
た
テ
ル
モ
ス
の
紅
茶
・
オ
バ
ル
チ
ン
等
を
飲
ま
せ
る
。

登
頂
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
食
事
の
用
意
を
し
な
が
ら
も
、
待
ち
侘
び
て

い
る
各
キ
ャ
ン
プ
に
朗
報
を
伝
え
る
。
つ
い
に
永
い
永
い
苦
闘
は
む
く
わ

れ
た
の
だ
。
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
の
誰
彼
の
嬉
し
そ
う
な
顔
、
在
京
本
部
、

学
園
、
先
輩
、
友
人
、
家
族
等
我
々
を
支
え
た
人
々
の
顔
が
目
に
浮
ぶ
。

市
川
は
疲
れ
果
て
て
お
り
、
食
物
も
オ
バ
ル
チ
ン
も
喉
を
通
ら
な
い
・

紅
茶
だ
け
だ
。
そ
の
点
小
原
は
割
に
元
気
で
、
パ
ク
パ
ク
と
何
で
も
食
べ

る
。
市
川
よ
り
十
歳
若
い
の
と
、
信
頼
す
る
先
輩
に
つ
い
て
行
っ
た
気
楽

さ
か
ら
か
。
と
に
か
く
対
照
的
で
あ
っ
た
。

攻
撃
の
実
状
を
二
人
か
ら
詳
し
く
聴
取
し
、
状
勢
を
再
分
析
し
た
結
果
、

第
二
次
攻
撃
は
中
止
し
た
い
旨
橋
村
の
考
え
を
い
う
と
、
山
田
が
強
く
異

を
と
な
え
る
。
可
能
性
と
自
信
が
あ
る
の
に
引
き
下
る
の
は
不
本
意
と
の

意
見
で
あ
る
。
そ
の
口
惜
し
さ
は
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
の
橋
村
も
痛
感
し

て
い
る
。
し
か
し

㈲
本
日
の
攻
撃
で
も
、
天
候
が
悪
化
す
れ
ば
生
還
の
可
否
は
楽
観
で
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き
な
い
こ
と
を
市
川
は
指
摘
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ヌ
ー
の
天
候
の
パ
タ
ー
ン

と
統
計
は
、
明
日
が
良
い
と
い
う
保
証
を
何
一
つ
与
え
な
い
。

目
Ｃ
６
で
好
天
待
ち
す
る
だ
け
の
補
絡
は
も
は
や
期
待
で
き
な
い
状

勢
に
あ
る
。
市
川
達
は
バ
テ
ド
ー
シ
病
に
や
ら
れ
て
お
り
、
彼
等
の
サ
ポ

ー
ト
も
期
待
で
き
な
い
。

目
一
隊
が
頂
上
を
と
っ
た
現
在
、
長
く
延
び
切
っ
た
兵
姑
線
を
苦
渋

と
恐
怖
に
耐
え
て
確
保
し
て
き
た
各
キ
ャ
ン
プ
、
特
に
シ
ェ
ル
パ
は
、
こ

れ
以
上
の
遅
延
に
耐
え
ら
れ
な
い
精
神
力
の
限
度
に
来
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
以
上
続
行
し
な
い
方
が
良
い
。
山
田
は
、
不
満
は
残

る
が
、
橋
村
が
そ
う
思
う
な
ら
止
む
な
く
従
う
と
い
う
こ
と
で
、
渋
々
中

止
を
受
入
れ
た
。
第
二
次
攻
撃
中
止
及
び
明
日
下
山
の
指
示
を
各
キ
ャ
ン

プ
に
伝
え
る
。

五
月
十
九
日
、
皮
肉
に
も
ま
た
快
晴
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
し
午
後
は
雪

が
来
た
。
本
日
は
Ｃ
４
ま
で
徹
収
下
山
す
る
予
定
を
各
キ
ャ
ン
プ
に
伝
え
、

ゆ
っ
く
り
下
山
に
か
か
る
。
各
キ
ャ
ン
プ
で
も
あ
わ
た
だ
し
い
撤
収
活
動

が
開
始
さ
れ
た
。
Ｃ
５
で
は
シ
ェ
ル
パ
た
ち
が
お
め
で
と
う
を
い
っ
て
嬉

し
げ
に
迎
え
て
く
れ
る
。
残
念
な
が
ら
酸
素
は
撤
収
し
切
れ
ず
、
天
幕
の

み
と
す
る
（
Ｃ
６
は
天
幕
も
放
棄
し
た
）
。
川
瀬
の
待
つ
Ｃ
４
へ
下
り
、
久

し
ぶ
り
に
握
手
す
る
。
皆
の
顔
が
、
登
頂
の
喜
び
と
、
苦
し
い
戦
い
か
ら

解
放
さ
れ
る
安
堵
感
で
晴
々
と
し
て
い
る
。

な
お
テ
ン
ジ
ン
は
吾
妻
の
指
揮
で
昨
日
Ｂ
Ｃ
へ
安
着
し
た
こ
と
を
知
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

さ
れ
、
登
頂
と
救
助
と
い
う
、
サ
ー
ブ
の
本
義
は
二
つ
な
が
ら
に
貢
か
れ

た
こ
と
を
、
満
ち
足
り
て
実
感
す
る
。
賑
や
か
な
談
笑
の
声
が
、
夜
遅
く

ま
で
続
い
た
。

五
月
二
十
日
、
各
キ
ャ
ン
プ
は
Ｂ
Ｃ
め
が
け
て
撤
収
活
動
を
強
行
す
る
。

Ｃ
４
は
川
瀬
以
下
四
名
の
隊
員
、
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
以
下
の
シ
ェ
ル
パ
合

計
十
名
の
大
人
数
が
、
固
定
綱
に
数
珠
つ
な
ぎ
に
入
っ
て
下
っ
て
行
く
様

は
壮
観
で
あ
る
。
Ｃ
３
に
下
り
る
と
、
天
幕
は
跡
形
も
な
く
撤
収
さ
れ
て

お
り
、
宮
崎
と
二
人
の
シ
ェ
ル
パ
が
我
々
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
。
Ｃ
２

で
さ
ら
に
十
人
以
上
の
シ
ェ
ル
パ
・
ロ
ー
カ
ル
を
併
せ
、
Ｃ
１
で
は
下
か

ら
撤
収
に
来
た
ロ
ー
カ
ル
を
入
れ
て
合
計
四
十
名
近
い
大
行
列
が
ヤ
マ
タ

リ
氷
河
を
Ｂ
Ｃ
へ
凱
旋
行
進
し
た
。

Ｂ
Ｃ
手
前
で
ド
ク
タ
ー
、
吾
妻
、
リ
エ
ゾ
ン
が
う
ま
い
に
ぎ
り
飯
を
も

っ
て
心
か
ら
の
出
迎
え
を
し
て
呉
れ
、
ま
ず
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に
あ

き
あ
き
し
て
い
た
我
々
は
、
む
さ
ぼ
り
食
っ
た
。

夜
は
大
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ャ
ー
が
あ
か
あ
か
と
燃
え
て
大
御
馳
走
が
並

び
、
と
っ
て
お
き
の
ビ
ー
ル
や
ウ
ィ
ス
キ
ー
が
盛
ん
に
呑
み
交
さ
れ
た
。

祝
宴
の
喚
声
と
、
シ
ェ
ル
パ
の
踊
る
歌
声
が
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も

夜
の
ヤ
マ
タ
リ
氷
河
に
こ
だ
ま
し
て
い
た
。

ジ
ャ
ヌ
ー
と
の
闘
い
は
、
苦
し
い
長
丁
場
で
あ
っ
た
。
私
達
の
立
て
た

作
戦
計
画
は
、
そ
の
都
度
ジ
ャ
ヌ
ー
の
恐
怖
に
満
ち
た
報
復
に
手
き
び
し

く
打
ち
の
め
さ
れ
、
ボ
ロ
ポ
ロ
に
砕
け
散
っ
た
。
カ
ル
マ
が
、
長
沼
が
、

九
、
結
語
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ジャヌー登頂

そ
し
て
テ
ン
ジ
ン
が
次
々
と
不
運
な
め
ぐ
り
合
せ
か
ら
、
戦
列
を
離
脱
し

て
ゆ
き
、
何
度
も
何
度
も
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
。
打
ち
の
め
さ
れ
、
疲
労

困
億
し
な
が
ら
も
最
後
ま
で
私
達
を
支
え
た
も
の
は
、
登
山
家
の
意
地
と
、

自
分
の
技
術
へ
の
確
信
と
、
仲
間
へ
の
信
頼
感
で
あ
っ
た
。

個
性
が
強
く
、
ま
と
ま
り
に
く
い
成
城
岳
人
が
、
難
事
に
当
っ
て
よ
く

結
束
し
て
そ
の
持
場
に
全
力
を
尽
し
た
の
は
、
一
人
一
人
が
戦
う
相
手
の

強
大
さ
を
正
当
に
認
識
し
て
、
こ
れ
以
外
に
方
法
が
な
い
と
悟
っ
た
か
ら

当
初
は
全
員
に
よ
る
登
頂
を
希
望
し
、
計
画
し
な
が
ら
、
そ
の
点
で
は

不
本
意
き
わ
ま
る
結
果
に
終
っ
た
。
そ
の
口
惜
し
さ
は
正
直
に
い
っ
て
今

で
も
残
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
初
遠
征
と
い
う
こ
と
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
不

慣
れ
な
点
、
計
画
の
不
行
届
の
点
は
批
判
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
今
み
ん
な
が
幸
福
で
あ
り
、
お
た

が
い
の
友
情
を
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
得
た
と
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
皆

が
、
ジ
ャ
ヌ
ー
と
い
う
登
山
家
の
桧
舞
台
で
、
持
て
る
力
と
人
間
性
を
出

し
つ
く
し
て
思
う
存
分
闘
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
登
山
の
想
い
出
は
、
私
達
の
人
生
に
宝
石
の
よ
う
な
高
貴
で
す
が

す
が
し
い
光
を
与
え
て
呉
れ
た
。
こ
の
光
は
、
年
月
の
経
過
に
よ
っ
て
磨

滅
風
化
す
る
こ
と
の
な
い
共
有
の
精
神
財
産
と
し
て
、
一
生
わ
れ
わ
れ
の

ジ
ャ
ヌ
ー
の
様
な
山
は
、

か
落
ち
な
い
。
そ
れ
に
加
塁

に
は
物
を
い
う
の
で
あ
る
。

様
な
山
は
、

で
あ
る
。

全
隊
が
一
致
協
力
し
て
当
ら
な
い
と
な
か
な

そ
れ
に
加
え
て
、
個
人
個
人
の
登
肇
技
術
と
執
念
が
最
後

心
の
中
に
輝
き
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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は
じ
め
に

立
教
大
学
建
学
百
年
、
山
岳
部
創
立
五
十
年
が
、
一
九
七
四
年
に
あ
た

る
。
こ
の
機
会
に
八
千
メ
ー
ト
ル
近
い
山
へ
登
り
た
く
六
九
年
か
ら
カ
ラ

コ
ル
ム
、
ガ
ル
ワ
ー
ル
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
と
登
山
許
可
を
得
る
べ
く
努

力
し
た
が
、
実
ら
ぬ
ま
ま
に
一
九
七
三
年
が
来
て
し
ま
っ
た
。
新
年
早
々

カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ン
ガ
山
群
の
カ
ン
バ
チ
ェ
ン
峰
（
七
九
○
二
メ
ー
ト
ル
）

が
、
解
禁
に
な
る
と
の
情
報
に
各
方
面
の
協
力
を
得
て
、
急
拠
申
請
を
出

し
た
が
、
な
か
な
か
返
事
が
来
な
か
っ
た
。

七
四
年
春
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
秋
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
許
可
が
出
て
も

連
絡
が
な
い
。
こ
れ
は
駄
目
だ
と
い
う
説
と
、
七
三
年
秋
に
許
可
す
る
と

い
う
説
が
出
て
判
断
出
来
ず
、
当
っ
て
砕
け
よ
と
、
四
月
に
寺
島
義
雄
が

カ
ト
マ
ン
ズ
に
飛
び
、
直
接
意
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
立
教
大
学

に
七
三
年
秋
の
許
可
が
内
定
し
、
六
月
一
日
正
式
発
表
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
未
登
の
高
峰
に
む
か
う
よ
ろ
こ
び
に
、
準
備
は
一
挙
に
進
め
ら
れ
た
。

隊
員
の
選
考
、
登
鑿
計
画
の
見
直
し
、
資
金
、
物
資
の
調
達
、
輸
送
、

カ
ン
バ
チ
ェ
ン
（
一
九
七
三
年
秋
）

梱
包
の
チ
ェ
ッ
ク
、
す
べ
て
を
七
月
上
旬
に
完
了
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
・

五
月
に
、
藤
門
弘
が
現
地
に
む
か
い
、
正
式
許
可
の
入
手
、
シ
ェ
ル
パ
の

予
約
、
現
地
調
達
物
資
の
購
入
等
を
お
こ
な
う
一
方
、
登
頂
を
主
眼
に
六

月
上
旬
、
酒
井
隊
長
以
下
の
隊
員
が
確
定
し
、
医
師
は
、
慈
恵
医
大
の
長

尾
先
生
に
お
願
い
し
て
、
山
に
も
、
本
業
に
も
達
者
な
、
横
山
誠
司
先
生

の
参
加
が
得
ら
れ
、
シ
ェ
ル
パ
は
、
経
験
を
買
っ
て
、
六
五
年
ユ
ー
ゴ
隊

に
参
加
し
た
カ
ル
マ
を
サ
ー
ダ
ー
に
、
藤
門
が
現
地
で
仮
契
約
を
す
ま
せ
、

こ
う
し
て
隊
の
構
成
が
と
と
の
っ
た
。
許
可
が
お
り
て
か
ら
出
発
ま
で
時

間
が
な
く
、
荷
物
は
全
部
空
輸
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
梱
包
、
滞
在
等

の
間
接
費
が
、
は
ぶ
け
る
た
め
、
費
用
は
か
さ
ま
な
か
っ
た
。
隊
を
二
分

し
、
先
発
隊
は
、
Ｂ
Ｃ
ま
で
の
荷
物
の
輸
送
を
中
心
に
、
ダ
ラ
ン
で
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
編
成
し
、
グ
ン
サ
を
へ
て
、
九
月
五
日
ま
で
に
、
ラ
ム
タ
ン
氷

河
の
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
に
Ｂ
Ｃ
を
建
設
し
、
本
隊
は
、
九
月
九
日

ま
で
に
Ｂ
Ｃ
入
り
、
そ
し
て
先
発
隊
と
合
流
す
る
と
い
う
予
定
を
た
て
た
。

先
発
隊
は
、
七
月
十
八
日
、
寺
島
、
牛
窪
、
藤
門
、
宮
田
、
岩
永
の
五
名
、

本
隊
は
、
八
月
十
三
日
、
酒
井
隊
長
、
山
野
井
、
大
倉
、
石
塚
、
市
川
、

山
野
井
武
夫
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カンパチェン

横
山
ド
ク
タ
ー
、
大
沢
の
七
名
で
、
羽
田
を
出
発
カ
ト
マ
ン
ズ
に
向
っ
た
。

〔
隊
の
構
成
〕

隊
長
酒
井
吉
国
（
六
十
三
歳
）

登
肇
隊
長
山
野
井
武
夫
（
三
十
九
歳
）

医
師
横
山
誠
司
（
二
十
七
歳
）

隊
員
大
倉
昌
身
（
三
十
三
歳
）
寺
島
義
雄
（
三
十
二
歳
）
石
塚

誠
之
輔
（
三
十
三
歳
）
牛
窪
光
政
（
二
十
九
歳
、
食
糧
）

藤
門
弘
（
二
十
七
歳
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
市
川
隆
弘
（
二

十
七
歳
、
食
糧
）
宮
田
光
雄
（
二
十
四
歳
、
装
備
・
酸
素
）

岩
永
基
文
（
二
十
四
歳
）
大
沢
邦
雄
（
五
十
八
歳
、
特
別

参
加
画
家
）

〔
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
〕
グ
ル
ン
（
三
十
四
歳
）

〔
サ
ー
ダ
ー
〕
カ
ル
マ
（
三
十
六
歳
、
タ
ク
シ
ン
ド
）

〔
シ
ェ
ル
パ
〕
ア
ガ
テ
ィ
（
二
十
五
歳
、
タ
ク
シ
ン
ド
）
ミ
ン
マ
・
テ

イ
ジ
ン
（
三
十
一
歳
、
タ
ミ
）
。
ヘ
マ
（
二
十
七
歳
、
タ

ク
シ
ン
ド
）
ハ
ク
パ
（
二
十
五
歳
、
パ
ン
ポ
チ
エ
）
テ

ン
ジ
ン
（
三
十
八
歳
、
ナ
ム
チ
ェ
）
ア
ン
・
ハ
ク
バ
（
二

十
九
歳
、
ク
ム
ジ
マ
ン
）
。
ヘ
ン
バ
・
ツ
ェ
リ
ン
（
二
十

四
歳
、
ナ
ム
チ
ェ
）
パ
サ
ン
ダ
ワ
ー
（
二
十
八
歳
、
ジ

ュ
ン
ベ
シ
）
オ
ン
チ
ュ
ー
（
二
十
五
歳
、
ジ
ュ
ン
ベ
シ
）

ア
ン
ナ
ム
ギ
ャ
（
三
十
二
歳
、
ナ
ム
チ
ェ
）

〔
ロ
ー
カ
ル
・
シ
ェ
ル
パ
〕
サ
ン
ゲ
（
三
十
二
歳
、
ジ
ュ
ン
ベ
シ
）
カ
ミ

（
二
十
歳
、
ナ
ム
チ
ェ
）
ダ
ル
ヒ
ダ
（
二

キ
ャ
ラ
バ
ン

先
発
隊
は
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
煩
雑
な
用
事
を
す
ま
せ
、
約
七
ト
ン
の
荷

を
ト
ラ
ッ
ク
、
空
輪
と
乗
り
つ
い
で
、
ダ
ー
ラ
ン
に
集
積
し
、
シ
ェ
ル
パ
、

ポ
ー
タ
ー
等
二
百
六
十
名
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
出
発
出
来
た
の
は
、
八

月
七
日
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
平
原
に
つ
づ
く
亜
熱
帯
の
猛
暑
と
、
ダ
ン
ク

タ
ま
で
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
し
ご
か
れ
、
大
き
な
尾
根
道
を
カ
ン
チ
ェ
ン

ジ
ュ
ン
ガ
山
群
に
む
か
っ
て
進
む
。
八
月
九
日
、
ヒ
レ
で
ポ
ー
タ
ー
の
賃

上
げ
ス
ト
や
、
八
月
十
七
日
、
タ
プ
レ
ジ
ュ
ン
の
二
日
先
で
吊
橋
が
切
れ

て
ポ
ー
タ
ー
の
死
傷
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
が
、
八
月
三
十
日
、

ラ
ム
タ
ン
氷
河
四
七
五
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
到
着
、
Ｂ
Ｃ
を
建
設
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

本
隊
は
、
ダ
ー
ラ
ン
を
八
月
十
九
日
、
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
、
ポ
ー
タ
ー

二
十
六
名
で
出
発
し
、
ド
バ
ン
か
ら
タ
ム
ー
ル
河
沿
い
に
進
ん
で
、
九
月

四
日
、
Ｂ
Ｃ
に
て
先
発
と
合
流
し
た
。
両
隊
と
も
猛
暑
や
ヒ
ル
に
や
ら
れ

な
が
ら
も
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
満
喫
し
つ
つ
、
ラ
ム
タ
ン
ま
で
来
た
の
で
、

こ
の
Ｂ
Ｃ
か
ら
の
眺
望
、
正
面
の
カ
ン
バ
チ
ェ
ン
の
偉
容
に
一
入
感
激
し

た
。
先
発
は
す
で
に
ユ
ー
ゴ
隊
の
Ｂ
Ｃ
跡
ま
で
ポ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
の
荷

揚
げ
と
、
五
四
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
試
登
を
行
な
っ
て
い
っ
た
。

十
一
歳
、
ナ
ム
チ
ェ
）
ノ
ル
ケ
（
三
十
四

歳
、
ナ
ム
チ
ェ
）
ナ
ム
カ
（
三
十
四
歳
、

パ
ン
ポ
チ
ェ
）

〔
コ
ッ
ク
〕
パ
サ
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
（
二
十
五
歳
、
ジ
ュ
ン
ベ
シ
）
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ラ
ム
タ
ン
の
谷
か
ら
登
る
の
が
一
番
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
谷
か
ら
の

計
画
で
は
、
カ
ン
バ
チ
ェ
ン
を
と
り
ま
く
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
の
中

段
岩
壁
を
ど
う
越
え
る
か
に
よ
り
、
①
右
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
側
、
②
中

央
、
③
左
の
三
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
ル
ー
ト
も
約
七

○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
は
、
高
度
の
技
術
が
必
要
と
さ
れ
、
雪
崩
の
危
険

が
と
も
な
う
も
の
と
見
、
前
進
キ
ャ
ン
プ
は
、
六
カ
所
ま
で
出
せ
る
、
七

千
メ
ー
ト
ル
に
到
達
後
は
、
酸
素
に
余
裕
を
持
た
せ
、
雪
の
状
態
次
第
で

は
ヤ
ル
ン
ピ
ー
ク
か
ら
の
リ
ッ
ジ
通
し
に
行
く
こ
と
も
考
え
て
い
た
。
Ｂ

Ｃ
か
ら
望
見
し
た
か
ぎ
り
で
は
左
、
正
面
の
二
ル
ー
ト
と
も
、
雪
崩
と
岩

壁
部
分
の
突
破
不
可
能
と
判
断
、
右
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
の
コ
ル
に
出
、

ド
ー
ム
を
越
え
、
ヤ
ル
ン
ピ
ー
ク
下
プ
ラ
ト
ー
に
出
る
ル
ー
ト
を
採
用
し

た
。
ル
ー
ト
は
ま
ず
、
谷
の
真
中
を
目
が
け
て
、
ラ
ム
タ
ン
下
部
を
ト
ラ

バ
ー
ス
、
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ユ
ー
ゴ
Ｂ
Ｃ
跡
（
Ｄ
Ｃ
）
を
へ
て
、
五

二
○
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
１
を
建
設
、
Ｃ
２
は
中
段
岩
壁
の
雪
崩
を
お
そ
れ

て
ず
っ
と
右
に
ま
わ
り
、
ク
レ
や
ハ
ス
と
セ
ラ
ッ
ク
ス
の
迷
路
に
約
三
○
○

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ロ
ー
プ
を
固
定
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
下
段
の
大
雪

原
に
出
て
、
Ｃ
２
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
を
建
設
、
高
度
順
化
の
た
め
、
隊

長
を
の
ぞ
く
全
員
が
交
互
に
宿
泊
、
九
月
十
三
日
ま
で
に
、
第
一
段
階
を

終
了
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
天
気
も
比
較
的
よ
く
、
ド
ク
タ
ー
の
健
康
診
断

で
も
全
員
快
調
、
荷
揚
げ
、
補
給
消
費
、
い
ず
れ
も
予
定
ど
お
り
で
あ
っ

た
。

Ｃ
２
ま
で

Ｃ
３
、
Ｃ
４
の
建
設

全
員
Ｂ
Ｃ
で
の
休
養
の
の
ち
、
九
月
十
五
日
か
ら
、
次
の
段
階
へ
と
計

画
は
進
む
。
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
と
の
コ
ル
か
ら
、
ヤ
ル
ン
ピ
ー
ク
下
の

プ
ラ
ト
ー
ヘ
出
て
、
こ
こ
に
登
頂
の
重
要
拠
点
た
る
べ
き
Ｃ
４
を
建
設
す

る
こ
と
、
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
高
度
順
化
が
こ
の
段
階
の
中
心
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
気
象
状
況
か
ら
、
第
二
段
階
は
、
九
月
二
十
五
日
ご

ろ
終
了
し
、
九
月
末
か
ら
、
十
月
上
旬
に
登
頂
を
試
み
る
と
し
て
、
高
所

用
品
の
荷
揚
確
認
に
特
に
注
意
を
さ
せ
た
。

Ｃ
２
は
文
字
ど
お
り
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
な
り
、
テ
ン
ト
村
が
誕
生
、
Ｃ
３
へ

は
、
大
雪
原
を
越
え
、
雪
崩
道
を
さ
け
な
が
ら
、
高
度
を
か
せ
ぎ
、
六
一

○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
氷
壁
に
引
っ
か
か
っ
た
よ
う
な
、
十
五
坪
ほ

ど
の
テ
ラ
ス
を
見
つ
け
、
こ
の
付
近
で
最
も
安
全
と
判
断
し
、
少
々
せ
ま

い
が
、
九
月
十
八
日
、
こ
こ
に
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
し
た
。

九
月
二
十
日
、
Ｃ
３
の
テ
ン
ト
前
に
、
二
十
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
固

定
し
、
左
に
ま
き
気
味
に
氷
壁
を
抜
け
る
と
、
複
雑
な
斜
面
が
展
開
す
る
・

ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
、
コ
ル
直
下
の
氷
壁
の
ひ
だ
の
中
へ
入
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
だ
。
左
に
大
き
く
ま
わ
れ
ば
、
急
な
斜
面
で
、
容
易
に
コ
ル
ま

で
達
す
る
の
が
、
雪
崩
の
直
撃
を
受
け
デ
ブ
リ
が
散
乱
し
て
い
る
。
直
上

す
る
こ
と
に
し
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
ぱ
し
ご
ロ
ー
プ
を
ふ
る
に
使
い
、
ル
ー
ト

を
開
拓
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
と
の
コ
ル
横
、
約
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の

安
全
地
帯
に
到
達
し
た
。
下
か
ら
望
見
出
来
る
ド
ー
ム
は
、
こ
こ
か
ら
見

る
と
、
ジ
ャ
ヌ
ー
氷
河
と
ラ
ム
タ
ン
氷
河
を
分
つ
リ
ッ
ジ
と
な
り
、
す
ぐ

に
消
え
て
氷
壁
と
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
３
か
ら
こ
こ
ま
で
に
手
こ
ず
っ
た
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が
、
こ
の
先
は
順
調
に
進
め
る
と
予
測
し
た
。
九
月
二
十
二
日
、
Ｃ
３
を

出
発
し
た
宮
田
、
岩
永
、
ハ
ク
パ
、
ヒ
ッ
ピ
ー
の
四
名
は
初
め
て
ド
ー
ム

リ
ッ
ジ
を
越
え
、
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ヤ
ル
ン
ピ
ー
ク
下
の
プ
ラ
ト
ー

に
到
達
し
た
。
Ｂ
Ｃ
の
隊
長
は
こ
の
日
、
ウ
ェ
ッ
ジ
と
ラ
ム
タ
ン
の
間
の

モ
レ
ン
を
四
時
間
ほ
ど
登
り
、
全
ル
ー
ト
が
観
察
出
来
る
地
点
に
達
し
、

各
パ
ー
テ
ィ
に
声
援
を
送
り
、
宮
田
隊
の
報
告
を
受
け
た
。
ド
ー
ム
リ
ッ

ジ
は
意
外
に
手
強
い
コ
ル
か
ら
約
二
五
○
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
バ
ー
ス
、
氷

の
ま
じ
っ
た
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
壁
は
、
全
く
ベ
ロ
ン
と
し
て
い
る
。

上
部
プ
ラ
ト
ー
ヘ
出
る
と
一
気
に
視
界
が
開
け
、
正
面
に
ヤ
ル
ン
ピ
ー
ク
、

左
に
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
側
壁
が
雪
を
べ
っ
と
り
つ
け
て
、
カ
ン
バ
チ
ェ

ン
ま
で
続
い
て
い
る
と
の
報
告
で
あ
る
。
二
十
三
日
、
山
野
井
、
牛
窪
、

寺
島
、
藤
門
、
シ
ェ
ル
パ
四
名
は
、
Ｃ
４
へ
の
荷
揚
げ
に
む
か
っ
た
。
将

棋
の
駒
と
名
づ
け
た
大
氷
柱
が
、
ヤ
ル
ン
ピ
ー
ク
下
の
プ
ラ
ト
ー
に
あ
る
。

Ｃ
３
か
ら
の
補
給
、
ド
ー
ム
ル
ー
ト
の
維
持
、
雪
崩
の
安
全
性
等
を
考
え
、

こ
の
氷
柱
の
下
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
、
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ

４
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
か
ら
上
部
は
、
ど
う
し
て
も
ト
ラ
バ

ス
ル
ー
ト
を
と
り
た
く
な
る
。
六
五
年
の
ユ
ー
ゴ
隊
は
、
こ
の
姿
に
だ
ま

さ
れ
、
天
候
の
激
変
で
非
常
な
危
険
に
お
ち
入
っ
た
と
、
聞
い
て
い
る
。

ま
ず
ヤ
ル
ン
ピ
ー
ク
の
試
登
を
お
こ
な
い
、
リ
ッ
ジ
の
状
態
を
確
認
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
の
日
Ｃ
３
に
は
、
四
張
の
テ
ン
ト
が
立
ち
、
登
頂
用
の

資
材
は
、
集
結
を
完
了
し
た
。
九
月
二
十
四
、
二
十
五
、
二
十
六
の
三
日

間
、
初
め
て
本
格
的
な
降
雪
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
各
キ
ャ
ン
プ
と
も
安
全
と

思
え
る
が
、
二
十
五
、
二
十
六
日
と
Ｃ
３
か
ら
Ｃ
２
へ
下
降
す
る
パ
ー
テ

ィ
を
送
っ
た
。
腰
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
で
下
降
に
六
時
間
を
要
し
て
し
ま
つ

十
月
二
日
、
各
キ
ャ
ン
プ
と
も
、
前
夜
か
ら
除
雪
に
追
わ
れ
て
お
り
、

テ
ン
ト
場
は
盆
地
と
な
っ
て
雪
の
捨
て
場
も
な
い
。
夕
刻
、
Ｃ
３
付
近
に

雪
崩
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｃ
３
で
は
、
万
一
を
考
え
全
員
完
全

装
備
で
警
戒
し
不
寝
番
を
お
く
こ
と
と
し
た
。
十
月
三
日
、
吹
雪
は
お
さ

ま
る
様
子
も
な
く
、
朝
六
時
の
定
時
交
信
か
ら
、
異
常
状
況
の
た
め
ト
ラ

た
。
楽
で
は
な
か
っ
た
が
、
後
に
生
じ
た
総
退
却
に
際
し
て
、
こ
の
経
験

は
大
変
役
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
九
月
三
十
日
、
隊
長
、
ド
ク
タ
ー
を
の

ぞ
く
全
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
六
名
が
Ｃ
３
に
集
ま
り
、
Ｃ
４
建
設
と
最
終
行

動
の
打
合
せ
を
終
え
、
登
頂
予
定
メ
ン
バ
ー
の
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
ド

ク
タ
ー
も
Ｃ
４
ま
で
の
高
度
順
化
を
早
急
に
お
こ
な
い
、
登
頂
時
七
○
○

○
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
活
動
出
来
る
態
勢
を
目
指
し
た
。
十
月
一
日
、

山
野
井
、
寺
島
、
岩
永
、
シ
ェ
ル
パ
四
名
は
、
Ｃ
４
を
建
設
、
他
が
七
名

を
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、
Ｃ
３
を
出
発
、
Ｃ
２
か
ら
は
、
四
名
の
シ
ェ
ル
パ

が
Ｃ
３
入
り
を
す
べ
く
行
動
を
開
始
し
た
が
、
十
時
ご
ろ
か
ら
雪
と
な
り
、

午
後
か
ら
は
、
風
も
加
わ
っ
て
来
た
。
コ
ル
か
ら
上
の
ル
ー
ト
は
Ｃ
４
で

確
保
す
る
方
が
効
率
が
よ
い
・
風
雪
の
中
を
念
の
た
め
プ
ラ
ト
ー
に
五
○

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ロ
ー
プ
を
延
長
固
定
し
、
午
後
二
時
、
強
引
に
Ｃ
４
（
六

六
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
テ
ン
ト
ニ
張
を
建
設
し
、
七
人
が
入
り
、
上
部
攻
略

の
橋
頭
塁
と
し
た
。
Ｃ
３
完
成
か
ら
十
二
日
を
要
し
て
Ｃ
４
が
建
設
さ
れ

た
。
明
日
は
Ｃ
４
か
ら
五
名
逆
ボ
ッ
カ
、
Ｃ
３
か
ら
大
挙
し
て
Ｃ
４
に
入

り
、
一
気
に
強
固
な
Ｃ
４
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
候
は
悪
化

の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
っ
た
。

Ｃ
４
よ
り
の
撤
退
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シ
ー
バ
ー
を
全
開
す
る
こ
と
と
し
Ｂ
Ｃ
の
隊
長
、
Ｃ
４
の
山
野
井
、
Ｃ

２
の
サ
ー
ダ
ー
で
情
況
分
析
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
深
雪
と
吹
雪
の
中
で

の
行
動
は
、
自
殺
行
為
に
等
し
い
一
方
、
Ｃ
３
が
雪
崩
に
絶
対
安
全
と
断

言
出
来
な
い
。
Ｃ
３
が
下
れ
ば
、
Ｃ
４
は
維
持
出
来
な
い
。
結
局
、
山
野

井
、
岩
永
が
Ｃ
３
を
徹
底
持
久
で
死
守
し
、
寺
島
と
シ
ェ
ル
パ
四
名
で
、

下
降
、
Ｃ
３
と
合
流
、
Ｃ
２
へ
向
う
こ
と
と
し
、
八
時
、
下
降
を
開
始
し

た
が
、
こ
の
決
定
も
束
の
間
、
Ｃ
４
下
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
フ
ィ
ク
ス

ロ
ー
プ
の
始
点
が
発
見
出
来
ず
に
ト
ッ
プ
の
ハ
ク
パ
が
動
い
て
い
る
う

ち
、
雪
崩
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
四
人
で
必
死
に
引
き
も
ど
そ
う
と

し
て
い
る
が
、
風
雪
と
深
雪
の
た
め
自
由
に
な
ら
な
い
。
過
去
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
で
の
同
じ
よ
う
な
状
況
の
中
で
の
不
幸
な
出
来
事
が
か
け
め
ぐ
る
。
水

を
作
る
燃
料
が
持
久
の
か
ぎ
と
な
る
が
、
二
日
が
や
っ
と
で
あ
る
。
途
中

の
デ
ポ
は
あ
て
に
出
来
な
い
・
Ｃ
４
か
ら
全
員
全
力
で
下
降
す
る
し
か
な

く
、
Ｃ
３
も
大
倉
、
市
川
が
残
り
、
Ｃ
２
へ
の
下
降
に
移
り
、
Ｃ
２
は
こ

れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
し
て
、
安
全
圏
へ
の
脱
出
に
全
力
を
挙
げ
る

こ
と
と
し
た
・
雪
崩
に
よ
り
、
固
定
ロ
ー
プ
は
ち
ぎ
れ
、
標
識
は
埋
没
し
、

視
界
は
き
か
な
い
。
や
っ
と
の
思
い
で
Ｃ
３
に
合
流
小
憩
の
の
ち
、
Ｃ
２

へ
と
む
か
い
、
午
後
五
時
半
、
倒
れ
る
よ
う
に
Ｃ
２
へ
と
こ
ろ
が
り
こ
ん

だ
。
Ｃ
３
の
大
倉
、
市
川
は
Ｃ
４
隊
を
収
容
す
べ
く
努
力
し
た
が
、
わ
ず

か
数
十
メ
ー
ト
ル
の
固
定
ロ
ー
プ
ま
で
一
時
間
た
っ
て
も
到
達
出
来
ず
、

ヤ
ッ
ホ
ー
を
く
り
返
し
、
Ｃ
４
隊
と
合
流
後
は
Ｃ
２
へ
の
下
降
を
先
導
し

た
。
一
方
、
早
期
Ｃ
３
を
出
た
石
塚
隊
は
、
懸
命
の
努
力
の
末
、
午
後
二

時
半
Ｃ
２
の
サ
ポ
ー
ト
隊
と
合
流
、
午
後
三
時
Ｃ
２
へ
到
着
し
た
。
無
事

Ｃ
２
に
集
結
出
来
た
と
は
い
え
、
Ｃ
４
の
下
降
、
Ｃ
３
の
雪
崩
の
恐
怖
で
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ふ
た
た
び
Ｃ
２
へ

Ｃ
４
よ
り
上
で
使
用
す
る
器
材
は
半
分
が
雪
崩
に
埋
没
し
、
失
な
わ
れ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
高
所
の
長
期
滞
在
は
む
ず
か
し
い
・
こ
の
こ

と
か
ら
Ｃ
３
以
上
を
強
い
シ
ェ
ル
パ
と
隊
員
中
心
の
新
し
い
登
頂
計
画
が

ね
ら
れ
、
隊
長
も
Ｃ
２
へ
入
る
こ
と
に
な
り
、
六
日
か
ら
、
再
起
の
第
一

歩
が
始
ま
っ
た
。
八
日
夕
方
六
時
、
Ｃ
２
の
宮
田
と
交
信
中
雪
崩
だ
と
い

う
悲
鳴
と
と
も
に
、
交
信
が
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
絶
望
の
中
に
Ｂ
Ｃ
、

Ｃ
１
の
交
信
が
つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
や
が
て
か
す
か
に
Ｃ
１
で
Ｃ
２
の
交

信
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
側
の
氷
塔
が
落
ち
、
雪
崩
を

誘
発
、
Ｃ
２
八
○
メ
ー
ト
ル
手
前
で
と
ま
り
、
Ｃ
２
も
爆
風
を
受
け
た
と

の
こ
と
、
安
全
と
考
え
て
い
っ
た
Ｃ
２
上
部
に
は
、
ま
だ
三
個
ほ
ど
の
氷

塔
が
あ
り
、
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
も
や
全
員
に
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
て
し
ま
っ
た
。
Ｃ
１
に
待
機
し
て
い
た
隊
長
に
は
、
安
全
確
認
ま
で

Ｂ
Ｃ
に
定
着
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
、
九
日
、
Ｂ
Ｃ
キ
ー
パ
ー
を
残
し
、

全
員
が
Ｃ
２
に
集
結
、
Ｃ
３
の
発
掘
も
始
め
ら
れ
た
。
十
日
、
十
一
日
と

雪
が
降
り
つ
づ
き
雪
崩
の
音
は
、
激
し
さ
を
加
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

受
け
た
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い
。
苦
心
の
末
、
築
い
た

Ｃ
４
も
二
昼
夜
し
か
維
持
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
や
れ

る
。
取
り
あ
え
ず
休
養
の
た
め
、
十
月
四
日
、
Ｂ
Ｃ
に
下
降
し
、
再
起
を

は
か
る
こ
と
と
し
た
。

吹
雪
の
中
の
ビ
バ
ー
ク

十
月
十
二
日
、
降
雪
は
五
十
時
間
以
上
つ
づ
き
、
Ｃ
２
は
盆
地
に
な
っ

て
何
も
見
え
な
い
。
Ｂ
Ｃ
と
の
交
信
で
は
Ｂ
Ｃ
の
テ
ン
ト
は
、
有
人
三
張

を
残
し
、
す
べ
て
埋
没
破
損
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
下
降
し
て
は
再
起
不

能
で
あ
る
。
苦
し
み
、
迷
っ
た
末
、
九
時
半
、
下
降
決
定
を
し
て
全
員
二

十
一
名
、
ザ
イ
ル
パ
ー
テ
ィ
を
組
ん
で
Ｃ
２
を
出
た
。
ロ
ー
プ
も
標
識
も

す
べ
て
雪
の
下
で
あ
る
。
強
い
シ
ェ
ル
パ
で
ト
ッ
プ
を
交
代
す
る
が
、
胸

ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
に
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
後
続
者
は
、
風
と
雪
で
ふ
る

え
て
い
る
。
惨
め
な
撤
退
で
あ
っ
た
。
Ｃ
１
ま
で
通
常
一
時
間
の
下
降
だ

が
、
夕
闇
が
迫
っ
て
も
、
中
間
点
ま
で
し
か
進
め
な
い
・
Ｃ
２
に
引
き
返

す
こ
と
は
、
さ
ら
に
む
ず
か
し
い
。
雪
は
衰
え
な
い
。
小
さ
な
雪
崩
が
足

下
か
ら
発
生
す
る
。
高
度
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
で
、
夜
の
と
ば
り
に
つ
つ

ま
れ
、
つ
い
に
ビ
バ
ー
ク
を
決
意
し
、
わ
ず
か
な
安
全
地
帯
に
縦
穴
を
掘

り
、
二
十
一
名
が
う
ず
く
ま
っ
た
。
十
月
に
入
っ
て
か
ら
の
天
候
は
あ
ま

り
に
も
異
常
で
あ
る
。
十
三
日
、
寒
い
夜
が
明
け
た
。
降
雪
の
一
夜
の
た

め
助
か
っ
た
。
夜
半
か
ら
、
天
候
が
回
復
し
て
い
た
ら
、
び
し
ょ
ぬ
れ
の

身
体
が
凍
り
つ
き
凍
死
者
が
出
た
か
も
知
れ
な
い
・
朝
五
時
半
、
明
る
く

な
っ
て
ま
た
、
ラ
ッ
セ
ル
行
進
が
始
ま
っ
た
。
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ル
パ
の
姿

は
全
く
雪
の
中
で
あ
る
。
八
時
間
か
か
っ
て
Ｃ
１
付
近
に
到
達
し
た
。
シ

ェ
ル
パ
の
勘
で
雪
を
掘
っ
て
い
る
う
ち
、
Ｃ
１
が
出
て
来
た
。
Ｂ
Ｃ
に
は

全
員
無
事
を
報
じ
食
料
持
参
の
サ
ポ
ー
ト
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
早
朝
、

シ
ェ
ル
パ
と
コ
ッ
ク
が
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
て
お
り
、
ま
も
な
く
Ｄ
Ｃ
に
到
達

す
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
し
か
し
、
よ
う
や
く
合
流
出
来
た
の
は
、
夜
八

時
半
で
あ
っ
た
。
平
常
一
時
間
半
の
と
こ
ろ
十
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
全
員
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
腹
ご
し
ら
え
を
し
、
ふ

た
た
び
、
Ｂ
Ｃ
へ
と
下
降
を
つ
づ
け
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
さ
し
も
長
時
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カンパチェン

問
の
降
雪
も
や
み
月
光
が
淡
く
さ
し
て
来
、
安
否
を
気
づ
か
う
隊
長
の
迎

え
を
受
け
、
Ｂ
Ｃ
に
全
員
が
た
ど
り
着
い
た
時
は
、
午
前
零
時
を
ま
わ
っ

て
い
た
。
昨
朝
、
Ｃ
２
を
出
て
四
十
二
時
間
ぶ
り
で
、
無
事
を
よ
ろ
こ
び

あ
っ
た
が
、
第
二
次
登
頂
計
画
も
失
敗
し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
、
そ

れ
ば
か
り
が
頭
に
あ
り
、
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
か
っ
た
。

登
高
断
念
と
撤
収

各
キ
ャ
ン
プ
地
と
ル
ー
ト
を
想
定
、
必
要
な
器
材
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
考

え
て
も
、
登
頂
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
十
月
に
入
っ
て
荒
れ
に
荒
れ
た
天
候

も
よ
う
や
く
回
復
し
て
き
た
。
だ
が
も
う
お
そ
い
の
だ
。
こ
れ
か
ら
本
当

に
必
要
に
な
っ
て
く
る
器
材
の
大
半
は
、
Ｃ
３
よ
り
上
部
で
失
な
わ
れ
て

い
る
。
強
気
の
隊
長
も
駄
目
か
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
敗
退
は

出
来
な
い
・
Ｃ
４
を
越
え
、
何
と
し
て
も
、
七
千
メ
ー
ト
ル
以
上
に
到
達

し
た
い
と
考
え
た
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
Ｃ
２
、
Ｃ
３
の
現
況
を
調
査
し
、

今
後
の
行
動
を
決
す
る
こ
と
で
あ
る
。
十
月
十
六
日
、
ラ
ジ
オ
も
モ
ン
ス

ー
ン
ク
リ
ア
を
報
じ
て
い
る
。
快
晴
の
空
に
、
カ
ン
バ
チ
ェ
ン
の
雪
煙
が

長
く
、
冬
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
る
。
岩
永
と
シ
ェ
ル
パ
五
名
が
Ｃ
１
に
む

か
っ
た
。
十
七
日
、
岩
永
隊
は
、
三
時
間
で
Ｃ
２
入
り
を
し
た
が
、
テ
ン

ト
は
埋
没
し
て
お
り
、
夕
刻
ま
で
か
か
っ
て
よ
う
や
く
掘
出
し
作
業
が
完

了
、
か
ろ
う
じ
て
宿
泊
出
来
た
が
、
上
部
は
楽
観
出
来
な
い
と
い
う
。

十
月
十
八
日
、
大
倉
、
牛
窪
は
Ｃ
１
、
市
川
、
宮
田
は
Ｃ
２
へ
登
る
べ

く
、
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
た
が
、
Ｃ
２
隊
の
通
信
は
、
悪
い
状
況
ば
か
り
で
あ

る
・
岩
永
隊
は
Ｃ
３
の
テ
ラ
ス
に
達
し
た
が
、
テ
ン
ト
は
積
雪
下
に
あ
り
、

ど
う
し
て
も
発
見
出
来
ず
に
Ｃ
２
に
引
き
返
し
て
き
た
。
夕
方
六
時
の
交

信
で
は
あ
ま
り
に
も
状
況
悪
く
、
隊
長
は
撤
退
を
指
示
し
た
。
十
月
十
九

日
、
市
川
、
宮
田
、
シ
ェ
ル
パ
ー
名
で
ふ
た
た
び
Ｃ
３
に
登
っ
た
が
、
午

後
二
時
、
三
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
下
に
一
部
を
発
見
し
た
と
の
通
信
が
入
っ

た
。
十
五
坪
ほ
ど
の
テ
ラ
ス
を
く
ま
な
く
掘
り
、
二
日
目
の
午
後
、
よ
う

や
く
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
に
Ｃ
２
に
隊
員
が
大
勢
集
ま
っ
て
、

半
つ
ぶ
れ
の
テ
ン
ト
に
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
の
一
夜
を
明
か
し
た
。
二
十

日
、
全
員
で
Ｃ
３
の
発
掘
に
登
っ
た
が
、
全
部
を
回
収
す
る
こ
と
は
、
不

可
能
で
あ
る
。
酸
素
だ
け
で
も
回
収
す
べ
く
テ
ン
ト
を
開
き
、
長
時
間
か

け
て
大
部
分
を
持
ち
帰
っ
た
。
市
川
、
宮
田
は
、
執
念
で
Ｃ
４
へ
む
か
う

と
い
う
。
風
は
強
い
が
ツ
ェ
ル
ト
で
ビ
バ
ー
ク
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
二

十
一
日
、
ビ
バ
ー
ク
し
た
市
川
、
宮
田
か
ら
、
Ｃ
４
到
達
は
、
本
日
中
は

不
可
能
と
通
信
し
て
き
た
。
ふ
た
た
び
、
Ｃ
４
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
カ
メ
ラ
も
埋
も
れ
た
ま
ま
放
置
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
上

部
の
写
真
も
な
い
。
こ
れ
で
最
後
だ
、
完
全
に
あ
き
ら
め
も
つ
い
た
。
輝

か
し
い
期
待
と
、
気
負
い
の
中
に
築
か
れ
て
い
っ
た
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
最
後
の

晩
は
、
た
だ
テ
ン
ト
の
中
に
い
る
だ
け
と
い
う
惨
状
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な

姿
を
誰
が
想
像
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

二
十
二
日
、
下
る
と
き
ま
っ
た
シ
ェ
ル
パ
は
別
人
の
よ
う
に
働
き
、
一

気
に
Ｂ
Ｃ
へ
と
下
っ
て
行
っ
た
。
生
涯
ふ
た
た
び
こ
な
い
で
あ
ろ
う
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
。

七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
も
到
達
出
来
な
か
っ
た
。
二
度
に
わ
た
り
完

膚
な
き
ま
で
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
何
故
。
ど
う
し
て
、
登
れ

な
か
っ
た
？
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
だ
ま
の
よ
う
に
こ
の

想
念
を
断
つ
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
日
ま
た
、
ブ
タ
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
の
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ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
手
紙

一
九
七
四
年
五
月
二
十
六
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
は
、
カ
ン
バ
チ
ェ
ン
の

登
頂
に
成
功
し
た
・
私
た
ち
は
登
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
差
は
絶
対
で
あ
る
。

苦
労
し
て
建
設
し
た
Ｃ
４
だ
っ
た
が
、
二
晩
し
か
維
持
出
来
ず
、
カ
メ
ラ

も
シ
ュ
ラ
フ
も
テ
ン
ト
に
残
し
て
下
降
し
、
ふ
た
た
び
Ｃ
４
に
到
達
出
来

ず
に
貴
重
品
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
の
石
坂
氏
は
カ
ン
バ

チ
ェ
ン
の
上
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
の
姿
を
、
下
の
谷
か

ら
望
見
し
た
と
私
に
教
え
て
く
れ
た
。
同
じ
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
目
を
閉
じ
る
と
、
Ｃ
４
か
ら
の
情
景
が
あ
ざ
や
か
に
想
い
お
こ

さ
れ
る
。
彼
ら
は
ど
う
し
た
だ
ろ
う
。

七
四
年
末
、
思
い
が
け
ず
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
か
ら
一
通
の
手
紙
を
受
け
と

っ
た
。
ド
ー
ム
を
越
え
、
プ
ラ
ト
ー
ヘ
出
て
、
少
し
凍
っ
て
、
な
か
ば
埋

ま
っ
た
日
本
隊
の
テ
ン
ト
を
発
見
し
た
。
そ
の
中
に
ニ
コ
ン
カ
メ
ラ
、
と

撮
影
済
み
の
フ
ィ
ル
ム
が
あ
り
、
彼
ら
は
本
国
に
持
ち
帰
り
、
現
像
の
後
、

フ
ィ
ル
ム
を
送
っ
て
く
れ
た
。
彼
ら
の
登
頂
の
写
真
も
同
封
し
て
あ
る
。

二
度
と
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
た
高
所
写
真
で
あ
る
。
カ

メ
ラ
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
も
言
っ
て
き
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

彼
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
・

私
た
ち
は
さ
っ
そ
く
礼
状
を
出
し
、
心
か
ら
彼
ら
の
登
頂
を
祝
う
こ
と

が
出
来
た
。
国
富
且
崖
巨
胃
昌
＆
日
侭
闇
旨
①
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｃ
を
四

日
本
隊
三
名
の
死
亡
を
ネ
パ
ー
ル
放
送
が
伝
え
た
。
わ
れ
わ
れ
も
一
歩
誤

れ
ば
…
…
。
無
事
故
を
せ
め
て
も
の
慰
め
と
し
て
あ
き
ら
め
、
全
員
グ
ン

サ
に
集
結
出
来
た
の
は
、
十
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。

何
故
登
れ
な
か
っ
た
か
。
最
良
の
気
象
に
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

む
か
え
ば
、
よ
ほ
ど
悪
い
ル
ー
ト
で
な
い
か
ぎ
り
登
れ
る
。
私
た
ち
は
寒

さ
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
気
象
の
充
分
な
把
握
も
せ
ぬ
ま
ま
、
モ
ン
ス
ー
ン

の
明
け
や
ら
ぬ
、
一
番
不
安
定
な
気
象
の
時
に
、
一
番
雪
崩
に
対
し
弱
い

場
所
に
い
た
。

充
分
に
高
度
順
化
を
し
て
お
き
た
い
。
プ
ラ
ト
ー
ヘ
早
く
出
て
お
き
た

い
・
あ
せ
り
も
加
わ
り
、
雪
の
不
安
定
な
時
に
上
部
に
ル
ー
ト
を
進
め
、

風
雪
と
雪
崩
に
、
大
半
の
高
所
器
材
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
、
モ
ン
ス
ー
ン

明
け
の
好
天
が
到
来
し
た
時
に
は
、
器
材
、
気
力
、
体
力
を
失
っ
て
敗
退

し
た
の
で
あ
る
。
科
学
的
な
気
象
の
把
握
。
あ
せ
ら
ず
、
お
ご
ら
ず
、
冷

静
に
駒
を
進
め
る
態
度
、
一
歩
一
歩
、
科
学
的
裏
付
け
と
数
理
に
も
と
づ

い
た
登
山
を
お
こ
な
う
こ
と
。
要
約
す
れ
ば
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
セ
オ
リ

ー
に
ま
っ
た
く
忠
実
に
登
る
こ
と
に
欠
け
て
い
た
と
反
省
せ
ざ
る
得
な

い
。
お
わ
り
に
、
本
登
山
に
対
し
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
、
ラ
ン
ジ
ャ
ン
氏
、

宮
原
氏
、
日
本
山
岳
会
、
毎
日
新
聞
社
等
関
係
の
皆
様
方
に
お
礼
を
申
し

上
げ
、
報
告
を
終
え
た
い
。

八
五
○
メ
ー
ト
ル
に
、
Ｃ
１
を
五
四
○
○
メ
ー
ト
ル
に
、
Ｃ
２
を
五
八
○

○
メ
ー
ト
ル
に
、
Ｃ
３
を
六
三
五
○
メ
ー
ト
ル
に
、
Ｃ
４
を
六
八
○
○
メ

ー
ト
ル
に
設
け
、
七
一
○
○
、
七
三
○
○
、
七
四
五
○
メ
ー
ト
ル
に
ビ
バ

ー
ク
し
て
登
頂
し
て
お
り
、
そ
の
ス
タ
ミ
ナ
と
気
力
は
敬
服
に
価
す
る
。

彼
等
も
や
は
り
Ｃ
２
、
Ｃ
４
間
で
手
こ
ず
っ
た
ら
し
い
、
い
ず
れ
に
も
せ

よ
、
私
た
ち
の
貴
重
な
資
料
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
に
よ
り
、
山
の
友
情
と
一

緒
に
、
私
た
ち
の
手
に
届
け
ら
れ
た
。
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マナスルからヤルン・カンまで

六
月
二
十
八
日
の
午
後
、
私
は
心
は
ず
ま
せ
て
、
シ
ャ
ン
ボ
チ
ェ
の
丘
（
三
八
六
○
メ
ー
ト
ル
）
に
あ
る
、
宮
原
ホ
テ
ル
か
ら
の
坂
道
を

く
だ
っ
て
い
っ
た
。
昼
頃
か
ら
わ
き
出
し
た
ガ
ス
が
、
緑
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畠
を
前
面
に
、
ク
ン
ビ
ラ
の
南
面
に
は
り
つ
い
た
、
八
十
戸
ほ

ど
の
ク
ム
ジ
ュ
ン
（
三
七
九
○
メ
ー
ト
ル
）
の
部
落
を
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
の
よ
う
に
、
ひ
と
き
わ
美
し
く
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
た
。
一
九
五
三

年
の
マ
ナ
ス
ル
、
一
九
六
二
年
の
ダ
ゥ
ラ
ギ
リ
一
周
の
旅
で
一
諸
だ
っ
た
ア
ン
・
テ
ン
や
ハ
は
、
部
落
中
央
の
ゴ
ン
、
ハ
に
近
く
、
こ
の
辺
一

帯
に
見
ら
れ
る
、
二
階
建
の
長
屋
の
一
軒
に
小
ぎ
れ
い
に
住
ま
っ
て
い
た
。
丁
度
ク
ム
ジ
ュ
ン
、
ク
ン
デ
の
「
ド
ゥ
ム
ジ
ェ
」
の
お
祭
り

が
明
日
か
ら
五
日
間
行
な
わ
れ
る
と
あ
っ
て
、
ゴ
ン
バ
の
中
庭
の
壁
の
補
修
や
、
シ
ー
ト
の
屋
根
張
で
シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
い
そ
が
し
く
た

ち
働
い
て
い
た
。
近
年
は
こ
の
お
祭
も
春
の
遠
征
隊
に
参
加
し
た
シ
ェ
ル
パ
が
帰
っ
て
き
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
こ
の
時
期
に
な
っ
た
と

い
う
。
わ
が
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
の
シ
ェ
ル
パ
も
ミ
ン
マ
は
元
気
に
帰
り
つ
い
て
お
り
、
ア
ン
・
ダ
ワ
や
ナ
ム
カ
も
一
両
日
中
に
は
到
着
す
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
ア
ン
・
テ
ン
や
ハ
の
家
の
二
階
の
居
間
に
は
、
シ
ェ
ル
パ
や
チ
ベ
ッ
タ
ン
の
家
独
特
の
、
ピ
カ
ピ
カ
に
み
が
か
れ

っ
た
。 一
九
七
四
年
春
の
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
の
帰
途
、
私
は
長
い
間
あ
こ
が
れ
て
い
た
、
シ
ェ
ル
パ
の
故
郷
、
ク
ン
ブ
地
方
に
旅
す
る
機
会
を
も

マ
ナ
ス
ル
か
ら
ヤ
ル
ン

カ
ン
ま
で

石
坂
昭
二

郎

（97）



た
真
鋪
の
大
き
な
水
が
め
が
六
、
七
個
も
並
び
、
置
物
と
し
て
み
た
て
て
も
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
水
が
め
も
エ
ド
モ
ン
ド
・
ヒ
ラ

リ
ー
卿
が
部
落
に
二
カ
所
水
道
を
引
い
て
く
れ
た
の
で
、
現
在
は
一
、
二
個
し
か
使
用
し
て
い
な
い
と
い
う
。
彼
の
奥
さ
ん
は
、
一
九
五

五
年
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
隊
の
サ
ー
ダ
ー
を
つ
と
め
た
ダ
ワ
・
テ
ン
ジ
ン
の
娘
で
、
息
子
が
二
人
い
て
、
長
男
は
現
在
カ
ト
マ
ン
ズ

の
尋
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
に
あ
る
、
ハ
ナ
ス
タ
リ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
寄
宿
生
活
を
し
て
勉
学
中
で
あ
り
、
下
の
息
子
は
小
学
校
の
高
学
年
生
ぐ
ら

い
で
あ
ろ
う
か
、
ク
ム
ジ
ュ
ン
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
、
元
気
な
子
供
で
あ
っ
た
。
お
た
が
い
、
若
干
頭
は
う
す
く
な

っ
た
が
、
顔
つ
き
は
ど
う
も
あ
ま
り
変
り
ぱ
え
し
な
い
ら
し
く
、
ぽ
そ
ぽ
そ
と
話
し
始
め
る
と
、
五
三
年
や
六
二
年
の
こ
と
が
ま
る
で
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
、
何
と
な
く
い
つ
も
会
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
で
、
自
然
に
話
に
入
っ
て
ゆ
け
た
の
も
、
何
と
も
不
思
議
な

ヤ
ル
ン
・
カ
ン
登
山
で
は
当
初
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
ア
ン
・
テ
ン
や
ハ
を
考
え
て
い
た
。
私
も
六
二
年
以
来
、
山
ら
し
い
山
に
登
っ
て
い
な

い
し
、
彼
に
し
た
っ
て
宮
原
巍
あ
た
り
か
ら
き
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
最
近
は
も
っ
ぱ
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
サ
ー
ダ
ー
の
よ
う
だ
。
に
あ

い
じ
や
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。
私
は
自
分
が
語
学
に
弱
く
て
若
干
失
語
症
気
味
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
・
ヘ
ラ
。
ヘ
ラ
や
る
人
間
に
は
生
理

的
に
と
つ
つ
き
に
く
さ
を
お
ぼ
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
シ
ェ
ル
パ
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
り
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
も
ア
ン
・
テ
ン
や
ハ

や
、
ア
ン
・
ダ
ワ
は
ぴ
っ
た
り
な
の
だ
。
し
か
し
、
先
発
隊
が
、
ア
ン
・
テ
ン
、
ハ
で
は
二
十
名
の
シ
ェ
ル
パ
を
集
め
き
れ
な
い
と
判
断
し

た
こ
と
や
、
彼
の
奥
さ
ん
の
反
対
も
あ
っ
て
、
ア
ン
・
テ
ン
？
ハ
も
も
う
一
つ
気
乗
り
せ
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
エ
ベ
レ

ス
ト
隊
の
第
二
サ
ー
ダ
ー
を
つ
と
め
た
、
ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
に
変
更
し
た
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
社
会
の
変
容

の
は
げ
し
さ
や
、
登
山
内
容
の
変
化
な
ど
を
伝
え
る
通
信
が
、
先
発
隊
か
ら
と
ど
い
て
い
た
が
、
私
は
私
で
、
山
登
り
は
そ
う
変
る
は
ず

も
な
か
ろ
う
し
、
シ
ェ
ル
パ
に
し
た
っ
て
近
頃
さ
か
ん
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
質
が
低
下
し
た
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
考

こ
と
で
あ
っ
た
。

え
て
い
た
。

ク
ム
ジ
ュ
ン
か
ら
ド
ゥ
ド
・
コ
シ
に
く
だ
り
、
再
び
タ
ン
ボ
チ
ェ
に
登
り
つ
め
、
や
や
く
だ
り
気
味
に
イ
ム
ジ
ャ
・
コ
ー
ラ
を
渡
り
、
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マナスルからヤルン・カンまで

谷
沿
い
に
高
度
を
あ
げ
る
と
パ
ン
ボ
チ
ェ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
五
三
年
の
マ
ナ
ス
ル
で
、
村
山
雅
美
さ
ん
付
の
シ
ェ
ル
パ
で
あ
っ
た
ア
ン
・

ノ
ル
ブ
が
い
た
。
彼
は
ち
ょ
う
ど
結
婚
式
の
お
よ
ば
れ
で
村
中
の
十
二
軒
の
家
々
を
廻
る
途
中
で
あ
っ
た
。
ア
ン
・
テ
ン
バ
の
奥
さ
ん
の

妹
さ
ん
の
旦
那
ウ
ゲ
ン
の
新
築
の
家
で
、
二
十
年
ぶ
り
の
な
つ
か
し
い
再
会
と
な
っ
た
彼
も
ま
た
、
マ
ナ
ス
ル
当
時
と
、
全
く
変
っ
て
い

な
い
と
い
っ
て
よ
い
顔
で
あ
っ
た
。
彼
は
七
一
年
の
ガ
ン
ガ
・
プ
ル
ナ
の
長
野
県
山
岳
協
会
隊
で
両
手
の
指
七
本
を
凍
傷
で
失
っ
て
い
た
。

し
か
し
身
体
全
体
で
に
こ
に
こ
し
て
い
る
姿
は
昔
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
英
語
も
大
し
て
う
ま
く
な
っ
て
い
ず
、
そ
ん
な
こ
と
で
サ
ー
ダ
ー

に
も
な
ら
ず
、
ハ
イ
・
シ
ェ
ル
パ
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
様
子
は
い
か
に
も
彼
ら
し
い
と
思
っ
た
。
五
三
年
マ
ナ
ス
ル
当
時
、
ア
ン
・
テ

ン
や
ハ
は
私
と
同
年
の
二
十
四
歳
。
ア
ン
・
ノ
ル
ブ
ニ
十
三
歳
。
彼
ら
は
五
月
三
十
一
日
、
ブ
ン
デ
ィ
（
二
十
八
歳
）
、
ラ
ク
パ
（
二
十
九
歳
）
、

ミ
ン
マ
・
シ
タ
ー
（
二
十
九
歳
）
ら
と
と
も
に
プ
ラ
ト
ー
ま
で
荷
上
げ
を
し
て
く
れ
た
、
マ
ナ
ス
ル
の
エ
ー
ス
・
シ
ェ
ル
パ
で
あ
っ
た
。
ア

ン
・
ノ
ル
ブ
が
登
り
で
へ
ば
り
、
ア
ン
・
テ
ン
バ
が
最
後
の
つ
め
で
ス
リ
ッ
プ
し
、
降
り
で
は
、
ラ
ク
パ
、
ア
ン
・
ノ
ル
ブ
が
滑
っ
て
山

崎
さ
ん
も
ま
き
込
ま
れ
た
が
、
山
崎
さ
ん
の
頑
張
り
で
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
滑
落
で
こ
と
な
き
を
得
る
な
ど
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
あ
の

プ
ラ
ト
ー
の
登
り
降
り
は
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
後
、
ア
ン
・
テ
ン
バ
、
ア
ン
・
ノ
ル
ブ
は
一
九
五
五
年
の
エ
ヴ
ァ
ン
ズ

の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
で
最
終
キ
ャ
ン
プ
ま
で
荷
上
げ
し
、
タ
イ
ガ
ー
バ
ッ
ジ
を
も
ら
っ
て
男
を
あ
げ
て
い
た
。
私
は
こ
こ
ク
ン
ブ
に

き
て
、
ダ
ワ
・
テ
ン
ジ
ン
の
元
気
な
様
子
を
聞
い
た
り
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
と
深
く
つ
な
が
る
彼
ら
と
再
会
し
、
同
じ
く
最
終
キ
ャ

ン
プ
に
荷
上
げ
し
た
タ
シ
に
は
、
エ
↑
ヘ
レ
ス
ト
の
帰
途
、
パ
ン
ボ
チ
ェ
付
近
で
出
会
っ
た
り
な
ど
、
全
く
ヤ
ル
ン
の
神
々
の
お
引
合
せ
の

よ
う
な
も
の
で
誠
に
楽
し
く
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
最
終
キ
ャ
ン
プ
ま
で
荷
上
げ
し
た
シ
ェ
ル
パ
が

全
員
元
気
な
の
に
ひ
き
か
え
、
わ
が
マ
ナ
ス
ル
は
、
彼
ら
二
人
の
ほ
か
で
は
グ
ン
デ
ィ
が
シ
ッ
キ
ム
の
ガ
ン
ト
ク
で
元
気
ら
し
い
が
、
ラ

ク
パ
は
イ
ン
ド
の
山
で
遭
難
し
、
ミ
ン
マ
・
シ
タ
ー
も
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
亡
く
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
他
の
五
三
年
の
シ
ェ
ル
パ
は
サ
ー
ダ

ー
の
ガ
ル
ッ
ェ
ン
（
ミ
ク
チ
ェ
ン
）
三
十
九
歳
が
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
生
活
し
、
コ
ッ
ク
の
パ
ン
シ
ー
（
五
十
一
歳
）
が
死
亡
。
全
く
の
文
盲
で

箱
の
ナ
ン
バ
ー
も
読
め
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
三
田
幸
夫
さ
ん
の
個
人
装
備
を
目
方
で
判
断
し
て
隊
長
の
用
を
た
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
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た
ま
三
田
さ
ん
が
何
か
の
都
合
で
中
味
を
抜
き
取
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
す
っ
か
り
勘
が
く
る
っ
て
し
ま
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
の
ボ
ッ
ク
ス
を

さ
が
し
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
伝
説
的
な
男
ア
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
四
号
は
い
か
に
も
彼
ら
し
く
消
息
不
明
。
こ
の
ア
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
当
時
の
シ
ェ
ル
パ
は
ほ
と
ん
ど
が
文
盲
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
識
字
率
調
査
に
よ
っ
て
も
、
一
九
六
一
年

で
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
五
十
三
年
当
時
は
も
っ
と
低
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
元
気
も
の
だ
っ
た
サ
ル
キ
（
三
十
四
歳
）
は

ダ
ー
ジ
リ
ン
で
死
亡
。
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
（
二
十
六
歳
）
は
ホ
テ
ル
の
エ
ベ
レ
ス
ト
サ
イ
ド
に
見
渡
せ
る
緑
の
美
し
い
南
斜
面
の
ポ
ル
チ

ェ
で
健
在
。
ア
ン
・
ダ
ワ
（
二
十
四
歳
）
は
ガ
ン
ト
ク
に
い
る
が
、
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
は
五
十
九
年
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
で
亡
く
な
り
、
私
付

の
一
番
若
い
シ
ェ
ル
パ
、
ニ
マ
・
テ
ン
、
ハ
（
二
十
歳
）
は
イ
ン
ド
で
警
察
官
を
や
っ
て
い
る
ら
し
い
。
キ
ッ
パ
（
二
十
八
歳
）
は
ジ
ュ
ン
ベ
シ

に
い
る
ら
し
い
が
、
ワ
イ
フ
と
子
供
を
亡
く
し
、
さ
み
し
い
日
常
の
よ
う
だ
。
ま
た
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
、
当
時
と

て
も
珍
し
い
弁
髪
姿
だ
っ
た
ア
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
五
号
は
、
奥
さ
ん
の
故
郷
ナ
ム
ル
に
在
っ
て
、
七
十
四
年
の
春
は
女
子
マ
ナ
ス
ル
隊
、
秋

に
は
青
山
学
院
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
隊
に
コ
ッ
ク
と
し
て
参
加
し
て
結
構
や
っ
て
い
る
ら
し
い
。
十
五
名
中
死
亡
六
名
、
不
明
一
名
と
い
う

数
字
は
ま
こ
と
に
彼
等
の
生
活
の
き
び
し
さ
を
物
語
る
。
一
方
、
わ
が
十
五
名
の
隊
員
は
「
そ
い
つ
は
リ
ー
ゾ
ナ
ブ
ル
だ
」
と
い
う
声
が

き
こ
え
て
く
る
よ
う
な
快
男
子
高
木
正
孝
さ
ん
が
多
く
の
な
ぞ
を
残
し
て
、
一
九
六
二
年
八
月
、
南
海
の
洋
上
で
忽
然
と
消
息
を
絶
っ
た

以
外
は
、
皆
あ
ち
こ
ち
出
か
け
て
い
る
わ
り
に
は
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
。

一
九
五
三
年
の
シ
ェ
ル
パ
は
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
人
の
斡
旋
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
時
の
彼
ら

は
ネ
パ
ー
ル
語
以
上
に
、
ヒ
ン
ド
ス
タ
ニ
ー
が
得
手
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
頃
の
私
た
ち
の
知
識
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
対
し
て
あ
ま

り
に
も
と
ぼ
し
く
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
イ
ン
ド
語
も
通
用
し
ま
す
よ
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
言
葉
を
ま
に
受
け
て
、
お
茶
の
水
の
日
本
山

岳
会
ル
ー
ム
で
、
一
九
五
二
年
六
月
二
十
四
日
（
火
曜
）
か
ら
、
毎
週
一
回
、
ヒ
ン
ド
ス
タ
ニ
ー
の
講
習
を
受
け
て
い
た
。
谷
口
現
吉
さ

ん
、
林
和
夫
さ
ん
、
秀
島
敏
さ
ん
ら
の
き
も
い
り
で
あ
り
、
講
師
は
大
戦
末
期
、
特
務
機
関
員
と
し
て
蒙
古
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
と
旅
し
、

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
に
も
足
跡
を
印
し
て
、
一
九
五
○
年
に
帰
国
さ
れ
た
西
川
一
三
さ
ん
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
イ
ン
ド
語
な
ど
そ
っ
ち
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の
け
で
諺
西
川
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
旅
行
談
に
き
き
ほ
れ
た
き
ら
い
は
あ
っ
た
が
、
今
思
い
出
し
て
も
楽
し
い
一
航
で
あ
っ
た
。

ヒ
ン
ド
ス
タ
ニ
ー
の
ほ
か
に
、
ネ
パ
ー
ル
に
は
ネ
パ
ー
ル
語
が
あ
り
、
登
山
の
舞
台
と
な
る
チ
ベ
ッ
ト
人
地
帯
に
は
、
チ
ベ
ッ
タ
ン
や
、

彼
ら
の
一
種
族
で
あ
る
シ
ェ
ル
パ
が
住
み
、
そ
の
辺
に
な
る
と
、
ネ
パ
ー
ル
語
で
は
ま
る
で
役
に
立
た
ず
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
派
遣
の
リ
エ

ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
だ
ん
だ
ん
と
影
が
う
す
く
な
る
事
実
な
ど
を
見
る
に
つ
け
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
シ
ェ
ル
パ
語
か
、
チ
ベ
ッ
ト
語

を
覚
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
二
十
年
が
過
ぎ
さ
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
河
口
慧
海
師
や
多
田

等
観
師
ら
の
遺
産
は
仏
教
界
に
あ
っ
て
、
登
山
界
に
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
出
来
る
人
は
い
な
か
っ
た
ろ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
語
と
ま
で
ゆ
か
ず
と

も
、
ネ
パ
ー
ル
語
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
一
九
六
○
年
代
の
前
半
頃
ま
で
は
、
日
本
に
隊
員
で
ネ
パ
ー
ル
語
で
シ
ェ
ル
パ
や
人
夫
と
用
を
た

せ
る
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
そ
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
社
会
は
大
き
く
変
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の

大
き
な
要
因
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
亡
命
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
九
年
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
山
中
で
聞
い
た
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
社
会
へ
の
あ
こ
が
れ
が
並
々
で
な
か
っ
た
だ
け
に
、
強
い
衝
撃
と
な
っ
て
、
私
の
体
内
を
カ
ツ
と
さ
せ
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
国
境
地
帯
に
兵
や
警
官
を
送
り
、
そ
の
整
備
に
つ
と
め
、
こ
の
頃
か
ら
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
初
等
教
育

は
チ
ベ
ッ
ト
人
地
帯
に
ま
で
お
よ
び
、
一
九
六
二
年
、
そ
し
て
七
十
四
年
と
旅
し
て
み
て
、
国
境
地
帯
で
ネ
パ
ー
ル
語
が
通
用
す
る
度
合

い
は
、
五
十
三
年
を
知
る
私
に
と
っ
て
は
、
全
く
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。

一
九
五
八
年
秋
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
偵
察
。
一
九
五
九
年
春
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
の
頃
ま
で
は
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
の
時
代
で

あ
り
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
テ
ン
ジ
ン
・
ノ
ル
ゲ
イ
が
現
役
を
引
退
し
た
あ
と
、
一
九
五
五
年
マ
カ
ル
ー
、
一
九
五
六
年
マ
ナ
ス
ル
と
、
二
つ

の
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
頂
に
立
っ
た
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
が
、
若
手
の
一
方
の
旗
頭
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
は
読
み
書
き
は
出
来
な

か
っ
た
が
、
彼
の
秘
書
役
を
は
た
し
て
い
た
コ
ッ
ク
の
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
は
、
英
語
の
読
み
書
き
自
在
で
あ
り
、
一
九
五
九
年
に
彼
が

シ
ェ
ル
パ
見
習
い
と
し
て
つ
れ
て
き
た
十
八
、
九
歳
の
シ
ェ
ル
パ
は
、
皆
い
く
ら
か
は
英
語
が
話
せ
、
簡
単
な
も
の
な
ら
書
い
た
り
読
ん

だ
り
も
出
来
る
、
気
持
の
よ
い
若
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
頃
か
ら
テ
ン
ジ
ン
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
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パ
社
会
の
教
育
向
上
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
、
シ
ェ
ル
パ
の
学
校
が
そ
の
背
景
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
後
年
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
男

を
あ
げ
て
い
る
カ
ル
マ
や
、
一
九
七
○
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
で
活
躍
し
た
ピ
ン
ゾ
ー
、
あ
る
い
は
ラ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
、
ま
た
一
九
七
○
年
の

マ
カ
ル
ー
に
行
っ
た
グ
ー
・
ノ
ル
ブ
ら
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
眼
力
の
並
々
な
ら
ざ
る
も
の
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
ガ
ル
ッ
ェ
ン
は

一
九
五
九
年
当
時
、
す
で
に
功
成
り
名
遂
げ
た
身
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
す
す
ん
で
頂
へ
の
意
欲
を
実
行
で
示
し
、
低
地
で
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
に
も
、
ポ
ー
タ
ー
へ
の
暖
い
心
く
ば
り
を
忘
れ
な
い
と
い
う
誠
に
シ
ェ
ル
パ
の
中
の
シ
ェ
ル
パ
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
に
こ
そ
一
九
六
一
年
五
月
十
一
日
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
で
山
に
召
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
享
年
四
十
四
歳
。
後
年
の
彼
は
、

ネ
パ
ー
ル
政
府
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
締
め
出
し
に
胸
を
痛
め
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
の
期
待
を
担
っ
て
、
彼
の
人
柄
で
一
つ

一
つ
解
決
し
て
い
た
矢
先
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
心
の
こ
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
彼
を
失
っ
て
か
ら
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
は
す
っ
か
り

衰
退
し
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
に
住
み
つ
い
た
も
の
は
他
に
職
を
求
め
、
多
く
の
シ
ェ
ル
パ
は
ク
ン
ブ
に
引
き
上
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
九
六
二
年
頃
か
ら
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
主
役
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、
ク
ン
ブ
・
シ
ェ
ル
パ
に
と
っ
て
、
大
き
な
役
割
を
は
た

し
た
の
が
、
エ
ド
モ
ン
ド
・
ヒ
ラ
リ
ー
卿
が
建
設
し
た
学
校
で
あ
ろ
う
。
一
九
六
一
年
ク
ム
ジ
ュ
ン
、
六
十
三
年
パ
ン
ボ
チ
ェ
と
タ
ー
ミ
、

六
十
四
年
ジ
ュ
ン
ベ
シ
、
チ
ャ
ウ
ン
リ
・
カ
ル
カ
、
ナ
ム
チ
ェ
・
バ
ザ
ー
ル
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
出
来
上
り
、
こ
れ
ら
の
学
校
を
巣
立
っ
た

シ
ェ
ル
パ
た
ち
が
、
正
し
い
ネ
パ
ー
ル
語
を
話
し
、
英
語
も
や
さ
し
い
も
の
な
ら
読
み
書
き
出
来
る
ほ
ど
に
育
っ
て
い
る
事
実
は
、
今
度

の
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
登
山
隊
で
も
充
分
な
る
恩
恵
を
受
け
た
こ
と
で
あ
り
、
初
等
教
育
の
重
要
さ
を
し
み
じ
み
と
感
ず
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
反
面
、
ア
ン
・
テ
ン
バ
の
例
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
サ
ー
ダ
ー
級
の
子
弟
は
、
土
地
の
学
校
を
終
え
て
、
順
次
カ
ト
マ
ン
ズ
の
上

級
学
校
ま
で
進
学
す
る
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
登
山
シ
ェ
ル
パ
稼
業
は
、
だ
ん
だ
ん
と
な
り
て
が
少
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
の
も
ま
た

事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
シ
ェ
ル
パ
は
山
で
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
み
じ
み
と
思
う
。
エ
ベ
レ
ス
ト
に
だ
け
は
行

か
せ
た
く
な
い
と
い
っ
た
、
シ
ェ
ル
パ
・
ニ
の
声
は
、
ク
ム
ジ
ュ
ン
や
ク
ン
デ
で
多
く
聞
か
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
お
そ
ま
き
な
が
ら
日
本
側
も
一
九
六
四
年
に
日
本
・
ネ
パ
ー
ル
文
化
協
会
が
発
足
し
、
一
九
六
九
年
四
月
十
六
日
か
ら
ネ
パ
ー
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ル
語
講
習
会
も
開
講
し
た
。
こ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
人
留
学
生
の
ム
ク
ン
ド
・
シ
ャ
ル
マ
君
と
、
東
大
の
大
学
院
で
文
化

人
類
学
を
勉
学
中
の
俊
才
石
井
溥
さ
ん
で
あ
っ
た
。
丁
度
そ
の
頃
第
一
回
の
日
本
文
部
省
派
遣
留
学
生
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
に
あ
っ
て
グ

ル
ン
族
の
民
族
調
査
を
や
っ
て
い
た
黒
田
信
一
郎
さ
ん
が
七
十
年
秋
に
帰
国
し
て
、
石
井
さ
ん
の
あ
と
を
引
き
続
が
れ
、
そ
の
頃
の
生
徒

で
あ
っ
た
山
形
洋
一
さ
ん
が
一
ヵ
年
間
の
現
地
生
活
の
成
果
を
ひ
っ
さ
げ
て
帰
国
し
て
か
ら
、
短
期
の
集
中
講
座
も
開
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
一
九
七
五
年
も
目
下
山
形
さ
ん
の
も
と
で
第
三
回
の
集
中
講
座
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
ネ
パ
ー
ル
に
は
国
際
言
語
研
究
学
会
（
Ｓ
・

Ｉ
．
Ｌ
）
の
会
員
鳥
羽
季
義
氏
が
研
究
に
従
事
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
お
骨
折
で
前
記
の
諸
氏
や
、
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会
前
事
務
局
長
の
田
村

真
知
子
さ
ん
の
手
で
Ｓ
・
Ｉ
．
Ｌ
の
ネ
パ
ー
ル
会
話
読
本
の
翻
訳
が
進
め
ら
れ
、
近
く
出
版
の
運
び
に
い
た
っ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
成
果
が
登
山
界
の
中
に
も
広
く
浸
透
し
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

最
後
に
一
九
七
四
年
の
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
よ
う
。
隊
員
十
一
名
、
シ
ェ
ル
パ
十
五
名
、
コ
ッ
ク
一
名
、
キ
ッ
チ
ン
・
ボ

ー
イ
ニ
名
、
メ
ー
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
ニ
名
、
ポ
ー
タ
ー
二
百
四
十
名
、
と
い
っ
た
隊
で
あ
り
、
酸
素
は
川
重
四
リ
ッ
ト
ル
・
ボ
ン
ベ
（
一
五

○
気
圧
）
五
十
二
本
、
ア
メ
リ
カ
製
五
リ
ッ
ト
ル
・
ボ
ン
ベ
（
二
○
○
気
圧
）
十
七
本
の
計
六
十
九
本
。
食
糧
は
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
ァ
ッ
プ

五
十
日
。
装
備
は
目
新
し
い
も
の
な
し
と
い
っ
た
、
八
五
○
○
メ
ー
ト
ル
を
意
欲
的
に
狙
う
隊
と
し
て
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
、
装
備
、

そ
し
て
食
糧
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
さ
さ
え
る
基
本
的
な
考
え
方
は
、
一
九
五
九
年
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
計
画
の
延
長
線
上
に
あ

り
、
い
さ
さ
か
苦
し
ま
ぎ
れ
の
感
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
メ
ン
、
ハ
ー
、
物
量
で
あ
っ
て
も
、
山
の
条
件
さ
え
よ
け
れ
ば
何
と
か
行
け
る
と
い

う
、
最
低
ぎ
り
ぎ
り
の
線
は
確
保
出
来
た
と
思
う
し
、
も
し
条
件
が
悪
け
れ
ば
途
中
で
引
き
返
す
ま
で
の
こ
と
と
思
っ
て
い
た
。

二
月
十
九
日
、
東
ネ
パ
ー
ル
の
ダ
ラ
ン
寺
ハ
ザ
ー
ル
を
出
発
し
た
隊
は
、
最
終
部
落
ヤ
ン
ポ
デ
ン
（
一
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
三
月
四
日
に

着
い
た
。
こ
の
付
近
は
九
ヵ
村
、
人
口
二
○
○
人
、
百
三
十
軒
ほ
ど
の
集
落
で
あ
り
、
内
訳
は
ボ
テ
イ
ャ
四
十
五
軒
、
グ
ル
ン
四
十
軒
、

ラ
イ
三
十
軒
、
リ
ン
ブ
ー
十
軒
、
カ
ミ
、
ダ
マ
イ
、
チ
ェ
ト
リ
、
ハ
ウ
ン
各
一
軒
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
一
帯
の
パ
ン
チ
ャ
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ツ
ト
の
親
方
は
バ
ワ
ニ
ー
・
ク
マ
ー
ル
・
グ
ル
ン
と
い
う
人
で
、
人
夫
の
入
替
に
種
々
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
の
ナ
イ
ケ

は
、
オ
ム
・
プ
ラ
ヵ
ッ
シ
・
ラ
イ
君
で
、
入
山
時
は
ツ
ェ
ラ
ム
で
引
き
上
げ
た
が
、
帰
途
に
は
Ｂ
Ｃ
ま
で
や
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
大
い

に
助
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
Ｂ
Ｃ
ま
で
の
一
週
間
行
程
は
、
完
全
な
山
中
ど
ま
り
と
な
り
、
人
夫
用
の
天
幕
や
食
糧
な
ど
も
隊
で
用
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
上
、
最
後
の
三
日
間
は
氷
河
上
の
行
進
と
な
り
、
人
夫
も
恐
れ
を
な
し
て
か
、
チ
ベ
ッ
タ
ン
ら
の
七
十
人
ほ
ど
に

減
り
、
一
日
行
程
を
何
回
も
往
復
し
て
荷
を
運
び
上
げ
る
と
い
う
困
難
な
旅
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
三
月
二
十
一
日
、
無
事
ヤ
ル
ン
氷
河

上
に
Ｂ
Ｃ
（
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
隊
員
は
二
十
五
日
ま
で
に
高
度
順
化
し
な
が
ら
順
次
集
合
し
た
。
二
十

七
日
、
シ
ェ
ル
パ
の
儀
式
に
の
っ
と
っ
て
安
全
祈
願
を
行
な
い
、
二
十
八
日
か
ら
偵
察
行
動
に
入
っ
た
。
私
は
そ
の
日
コ
ー
ナ
ー
台
地
に

あ
る
松
田
隆
雄
さ
ん
の
ケ
ル
ン
に
お
参
り
し
て
冥
福
を
祈
っ
た
。
翌
日
は
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
の
Ｂ
Ｃ
跡
に
登
り
、
一
九
○
五
年
に
逝
き
し
パ
ー

シ
の
墓
や
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
隊
で
活
躍
し
た
。
ヘ
ミ
ド
ウ
ジ
ェ
の
墳
墓
に
、
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
深
々
と
頭
を
さ
げ
た
。

こ
の
山
に
た
い
し
て
、
私
は
新
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
か
す
か
な
の
ぞ
み
を
も
っ
て
い
た
南
面
ル
ン
ゼ
は
あ

ま
り
に
も
け
わ
し
く
、
五
十
五
年
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
初
登
頂
時
の
ル
ー
ト
は
い
さ
さ
か
遠
回
り
に
す
ぎ
、
そ
の
上
、
上
部
に
は
雪

崩
に
よ
る
デ
ブ
リ
の
あ
と
も
見
ら
れ
、
結
局
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
の
下
部
は
京
大
ル
ー
ト
に
し
た
が
い
、
上
部
は
新
ル
ー
ト

を
切
り
開
き
た
い
と
い
う
意
欲
を
も
っ
て
、
四
月
一
日
よ
り
本
格
的
な
登
山
活
動
に
う
つ
っ
た
。
四
月
二
日
Ｃ
１
（
五
九
五
○
メ
ー
ト
ル
）
、

十
二
日
Ｃ
２
（
六
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
、
二
十
日
Ｃ
３
（
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
と
順
調
に
キ
ャ
ン
プ
を
進
め
、
Ｃ
４
予
定
地
ま
で
の
ル
ー
ト
エ

作
と
、
荷
上
が
予
定
量
の
半
分
位
終
了
し
た
五
月
一
日
に
全
員
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
っ
て
、
最
後
の
休
養
を
と
っ
た
。

五
月
四
日
、
樋
山
、
宗
方
の
第
一
陣
を
先
頭
に
い
よ
い
よ
登
頂
態
勢
に
入
り
、
翌
日
は
中
山
、
福
島
の
第
二
陣
、
六
日
に
は
石
坂
、
加

藤
、
古
畑
の
第
三
陣
が
そ
れ
ぞ
れ
シ
ェ
ル
パ
と
と
も
に
行
動
を
開
始
し
た
。
七
日
に
は
登
頂
隊
の
平
野
、
パ
サ
ン
、
八
日
に
最
後
を
し
め

く
く
る
三
好
、
半
谷
が
続
い
た
。
そ
の
頃
に
な
る
と
さ
す
が
の
シ
ェ
ル
パ
に
も
故
障
が
出
は
じ
め
、
Ｂ
Ｃ
で
肺
炎
の
療
養
中
で
あ
っ
た
ラ

ク
。
ハ
・
ド
ル
ジ
ェ
の
容
態
が
す
ぐ
れ
ず
、
ず
っ
と
看
護
に
あ
た
っ
て
い
た
西
川
ド
ク
タ
ー
の
判
断
で
、
若
草
の
萠
え
始
め
た
ツ
ェ
ラ
ム
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-マナスルからヤルン・カンまで

（
三
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
収
容
す
る
と
い
う
活
動
も
折
り
こ
ま
れ
て
い
た
。

上
部
で
は
七
日
Ｃ
４
（
七
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
が
建
設
さ
れ
、
翌
日
樋
山
、
宗
方
が
Ｃ
５
直
下
ま
で
の
ル
ー
ト
エ
作
を
し
た
。
九
日
は
前

夜
の
降
雪
で
各
キ
ャ
ン
プ
停
滞
し
た
が
、
十
日
に
中
山
、
福
島
が
Ｃ
５
ま
で
の
ザ
イ
ル
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
完
了
し
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
む

か
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
一
日
は
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
で
強
風
が
吹
き
あ
れ
、
加
藤
、
古
畑
に
ひ
き
い
ら
れ
た
Ｃ
５
建
設
隊
は
何

と
し
て
も
前
進
出
来
ず
、
途
中
に
荷
物
を
デ
ポ
し
て
引
き
返
し
て
し
ま
っ
た
。
当
初
八
名
を
予
定
し
て
い
た
荷
上
隊
の
シ
ェ
ル
パ
も
日
を

へ
る
に
つ
れ
て
高
山
病
で
三
人
脱
落
し
、
十
二
日
は
全
く
背
水
の
陣
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
幸
い
に
も
風
は
い
く
ぶ
ん
お
さ
ま
り
、
加
藤
、

古
畑
の
気
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
の
リ
ー
ド
に
、
ア
ン
・
ダ
ワ
を
筆
頭
と
す
る
、
ア
ン
・
カ
ミ
、
ナ
ワ
ン
・
テ
ー
レ
、
ア
ン
・
ニ
マ
、
ミ
ン

マ
の
シ
ェ
ル
パ
も
み
ご
と
に
こ
た
え
Ｃ
５
（
七
九
五
○
メ
ー
ト
ル
）
は
成
っ
た
。

十
三
日
、
昨
夜
Ｃ
５
で
一
夜
を
明
か
し
た
加
藤
、
ウ
ォ
ン
ゲ
ル
は
風
雪
の
や
む
の
を
ま
っ
て
、
九
時
、
上
部
の
ル
ー
ト
エ
作
と
酸
素
ボ

ン
ベ
の
荷
上
に
出
発
し
、
十
五
時
二
十
分
、
八
一
五
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
達
し
て
ボ
ン
ベ
を
デ
ポ
し
、
十
七
時
四
十
分
Ｃ
５
に
帰
幕
し
た
。

こ
の
日
、
登
頂
隊
が
Ｃ
５
入
り
し
、
い
よ
い
よ
明
日
の
好
天
を
祈
る
ば
か
り
と
な
っ
た
。

十
四
日
は
す
ば
ら
し
い
快
晴
に
明
け
た
。
ア
タ
ッ
ク
隊
は
五
時
十
分
Ｃ
５
を
出
発
し
、
昨
日
の
デ
ポ
地
に
七
時
四
十
分
に
着
く
。
予
定

よ
り
相
当
早
い
。
こ
こ
で
ボ
ン
ベ
を
追
加
し
た
登
頂
隊
は
前
衛
峰
と
主
峰
と
の
コ
ル
へ
向
っ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
を
開
始
し
た
が
、
ど
う
し
て

も
通
過
出
来
る
ル
ー
ト
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
の
上
、
十
時
頃
に
は
、
Ｃ
３
で
無
線
に
よ
る
指
示
を
し
て
い
た
私
の
視
界
も
雲
海
が
う
ば
い

さ
り
、
あ
と
は
た
だ
ア
タ
ッ
ク
隊
員
の
ね
ば
り
強
い
意
志
に
期
待
す
る
の
み
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
や
む
な
く
膝
ぐ
ら
い
の
ラ
ッ
セ
ル
に
悩

ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
や
や
斜
め
右
へ
と
じ
り
じ
り
と
高
度
を
か
せ
ぎ
、
十
三
時
三
十
分
、
前
衛
峰
の
西
側
の
意
外
に
広
い
コ
ル
に
相
当
消

耗
し
て
た
ど
り
つ
い
た
。
心
配
し
て
い
た
前
衛
峰
も
北
側
の
肩
ご
し
に
何
と
か
行
け
そ
う
だ
が
、
ラ
ッ
セ
ル
は
相
変
ら
ず
き
び
し
い
。
彼

ら
は
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
前
衛
峰
に
い
ど
み
、
最
後
に
細
い
雪
稜
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
し
て
雪
の
頂
稜
に
立
っ
た
。
十
五
時
五
十
五
分
で

あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
と
の
鞍
部
に
降
り
、
頂
上
ま
で
あ
と
二
、
三
時
間
は
か
か
る
だ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
と
て
も
明
る
い

9
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マ
ナ
ス
ル
か
ら
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
ま
で
、
す
ば
ら
し
い
シ
ェ
ル
パ
や
ポ
ー
タ
ー
に
恵
ま
れ
、
共
々
に
何
と
か
い
の
ち
を
全
う
出
来
た
幸
運

を
、
一
人
先
に
逝
き
し
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
の
霊
に
感
謝
と
追
悼
の
祈
り
を
捧
げ
た
い
。

う
ち
に
は
Ｃ
５
ま
で
帰
り
つ
け
な
い
。
私
は
引
き
返
す
よ
う
に
指
令
し
た
。

十
六
時
三
十
分
、
下
降
を
開
始
し
た
彼
ら
は
途
中
で
電
池
切
れ
と
な
り
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
で
き
び
し
い
一
夜
を
明
す
こ
と
に

な
っ
た
が
、
無
事
生
命
を
ま
っ
と
う
し
た
。
十
五
日
、
Ｃ
５
近
く
で
古
畑
に
迎
え
ら
れ
た
一
行
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
私
の
待
つ
Ｃ
３
ま

で
下
山
し
、
十
七
日
ま
で
に
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
っ
た
。

二
十
一
日
、
少
な
く
と
も
私
た
ち
の
も
の
と
な
っ
た
八
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
前
衛
峰
に
別
れ
を
つ
げ
、
帰
途
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始

し
た
。
私
は
グ
ン
サ
か
ら
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
北
面
に
廻
り
、
こ
の
大
き
な
山
塊
に
山
旅
の
最
後
を
つ
げ
て
、
六
月
九
日
、
ダ
ラ
ン

バ
ザ
ー
ル
に
全
員
無
事
帰
着
し
た
。
総
費
用
は
一
八
○
○
万
円
で
あ
っ
た
。

登
山
概
要
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
京
大
が
切
り
開
い
た
ル
ー
ト
を
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
後
を
追
い
な
が
ら
も
、

な
お
と
ど
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
今
度
の
山
登
り
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
先
人
の
肩
に
の
り
、
大
き
な
舞
台
で
、
巨
峰
に
飛
び
込
ん
で

行
け
た
日
々
を
幸
せ
に
思
う
。

（
二
十
六
歳
）
、
樋
山
規
夫
（
二
十

六
歳
）
、
宗
方
慎
二
（
二
十
三
歳
）
。

日
本
大
学
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
登
山
隊

〔
隊
長
〕
石
坂
昭
二
郎
（
四
十
五
歳
）
〔
隊
員
〕
三
好
勝
彦
（
三
十
歳
）
、
加
藤
捷
治
（
二
十
八
歳
）
、
古
畑
勇
（
二
十
八
歳
）
、
平
野
隆
司

（
二
十
六
歳
）
、
樋
山
規
夫
（
二
十
六
歳
）
、
中
山
昌
之
（
二
十
七
歳
）
、
半
谷
伸
俊
（
二
十
六
歳
）
、
西
川
正
雄
（
二
十
七
歳
）
、
福
島
佑
二
（
二
十
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ダージリン国際登山家集会

一
九
七
三
年
五
月
、
イ
ン
ド
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
行
わ
れ
た
国
際
登
山
家

集
会
（
旨
同
ロ
島
。
己
巴
冨
。
巨
口
目
ロ
の
閏
”
》
冨
①
輿
）
□
且
①
の
冒
巴
は
、
一
週

間
に
わ
た
っ
て
終
始
な
ご
や
か
に
進
め
ら
れ
た
。
各
国
の
著
名
な
登
山
家

も
多
数
参
加
し
、
場
所
が
か
つ
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の
基
地
と
し
て
知

ら
れ
た
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
あ
り
、
時
期
も
五
月
と
い
う
暑
く
も
寒
く
も
な
い

季
節
で
、
参
集
者
は
お
た
が
い
に
面
識
は
な
く
て
も
名
前
は
昔
か
ら
知
っ

て
い
た
と
い
う
登
山
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
た
い
へ
ん
楽
し
い
集
ま
り
で

あ
っ
た
。

こ
の
企
画
の
起
り
は
、
一
九
七
一
年
の
夏
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
イ
ン
ド

側
の
ギ
ャ
ン
シ
ン
準
将
（
一
九
六
○
年
の
ェ
、
ヘ
レ
ス
ト
隊
長
）
、
コ
リ
ー
中
佐

（
一
九
六
五
年
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
長
）
ら
が
、
一
九
七
三
年
の
五
月
二
十
九
日

は
、
英
国
ハ
ン
ト
隊
の
初
登
頂
か
ら
二
十
周
年
に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
記

念
し
て
各
国
の
連
中
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
友
好
を
温
め
て
は
如
何
と
い

ダ
ー
ジ
リ
ン
国
際
登
山
家
集
会

Ｉ
思
い
出
の
断
片
Ｉ

っ
た
提
案
を
英
国
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
卿
に
申
し
送
っ
た
の
に
は
じ
ま
る
。

そ
し
て
イ
ン
ド
登
山
財
団
會
巨
句
）
も
こ
れ
を
取
り
上
げ
、
会
長
の

サ
リ
ン
氏
（
前
国
防
省
次
長
）
も
公
私
熱
心
に
応
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
各
国
の
登
山
者
宛
に
招
待
状
が
発
送
さ
れ
、
日
本
宛
に
は
植
村
、

平
林
、
伊
藤
、
松
浦
、
丹
部
、
僕
の
六
名
に
参
加
勧
誘
が
あ
っ
た
が
、
結

局
日
本
か
ら
は
僕
の
ほ
か
、
本
会
の
丹
部
節
雄
理
事
、
日
本
エ
ベ
レ
ス
ト

隊
の
登
頂
者
松
浦
輝
夫
君
、
そ
れ
に
山
と
渓
谷
社
の
川
崎
吉
蔵
君
が
取
材

の
た
め
参
加
し
た
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
で
僕
と
丹
部
君
の
わ
り
あ
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
は
プ
ラ
ン
タ

ー
ス
・
ク
ラ
ブ
に
な
っ
た
。
僕
の
部
屋
は
二
部
屋
つ
づ
き
の
奥
で
、
そ
れ

ぞ
れ
ベ
ッ
ド
が
二
つ
宛
て
用
意
さ
れ
て
い
た
。
バ
ス
は
入
口
の
部
屋
に
あ

り
、
設
備
は
万
事
質
素
だ
が
、
僕
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
で
は
一
番
豪
華
な

三
田
幸
夫
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旧
知
の
ホ
テ
ル
・
マ
ウ
ン
ト
・
エ
ベ
レ
ス
ト
よ
り
気
楽
な
毎
日
が
送
ら
れ

る
と
も
思
っ
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
は
正
式
名
は
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
ク
ラ
ブ
で
、
英
国
の
イ
ン
ド

統
治
時
代
、
周
辺
の
茶
園
の
経
営
者
た
ち
が
造
っ
た
木
造
二
階
造
り
の
建

物
で
、
階
段
な
ど
み
し
み
し
き
し
む
と
い
っ
た
古
い
も
の
だ
が
、
各
国
か

ら
の
登
山
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
か
え
っ
て
親
し
み
深
い
、
質
素
な
山
男

向
き
の
宿
舎
と
も
お
も
わ
れ
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
の
こ
と
を
か
っ
て
フ
ラ
ン

ス
の
ジ
ャ
ヌ
ー
の
隊
長
ジ
ャ
ン
・
ブ
ラ
ン
コ
が
、
こ
こ
で
マ
カ
ル
ー
に
登

っ
た
英
国
の
連
中
と
合
流
し
て
、
豪
勢
な
宴
会
を
や
っ
た
記
述
を
思
い
出

す
。
そ
の
宴
会
場
が
ガ
ラ
ン
と
し
た
食
堂
で
、
到
着
の
第
一
日
目
、
一
休

み
し
て
僕
が
類
を
出
し
た
時
は
す
で
に
一
隅
に
二
十
名
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ

が
大
き
な
食
卓
を
占
領
し
て
に
ぎ
や
か
な
食
事
が
始
ま
っ
て
い
た
。

ほ
か
に
は
二
、
三
組
の
泊
り
客
が
い
る
き
り
で
、
僕
は
ひ
と
り
真
中
辺

の
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
。
丹
部
君
は
翌
日
ネ
パ
ー
ル
か
ら
駈
け
つ

け
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

宿
泊
名
簿
を
見
る
と
、
会
議
に
参
加
す
る
主
な
連
中
の
三
十
名
ほ
ど
が

こ
の
ホ
テ
ル
に
わ
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
名
前
だ
け
は

知
っ
て
い
る
人
た
ち
が
か
な
り
い
る
。
面
識
の
あ
る
の
は
東
京
で
会
っ
た

ヒ
ラ
リ
ー
、
レ
ピ
ュ
フ
ァ
ー
、
エ
ル
ッ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た
人
達
で
あ
る
。

食
堂
の
ボ
ー
イ
た
ち
と
久
し
ぶ
り
に
ヒ
ン
ド
ス
タ
ニ
ー
で
話
し
て
い
る

と
、
だ
ん
だ
ん
な
つ
か
し
い
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
く

る
。
僕
が
最
後
に
ダ
ー
ジ
リ
ン
に
き
た
の
は
一
九
五
七
年
だ
か
ら
、
も
う

十
三
年
も
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
つ
い
こ
の
あ
い
だ
来
た
ば
か
り
の
よ
う

な
気
も
す
る
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
の
町
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
が
、
在
住
の
古
い
人
た

ち
は
変
っ
た
。
各
国
の
登
山
隊
が
世
話
に
な
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ

の
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
人
は
英
国
に
引
き
上
げ
て
い
な
い
し
、
テ
ン
ジ
ン
の

家
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
旧
知
の
シ
ェ
ル
パ
た
ち
の
な
か
で
も
、
マ
ナ
ス

ル
の
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
は
今
は
亡
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
や
日
本
の
マ
ナ
ス
ル
で
手
柄
を
た
て
た
サ
ル
キ
ー
も
今
は
い
な
い
。
英

国
の
ブ
ル
ー
ス
将
軍
以
来
各
国
登
山
隊
に
可
愛
が
ら
れ
、
僕
た
ち
に
も
な

じ
み
の
深
か
っ
た
パ
ン
シ
ー
も
二
年
前
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

た
だ
一
九
五
二
年
の
日
本
の
マ
ナ
ス
ル
今
西
錦
司
隊
、
お
よ
び
五
三
年

僕
た
ち
第
一
次
隊
の
サ
ー
ダ
ー
を
や
っ
た
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ミ
ッ
チ
ェ
ン

は
健
在
で
、
年
は
と
っ
た
が
、
日
本
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
う
一
度
働
き

た
い
と
言
っ
て
い
た
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
は
今
な
お
各
国
の
登
山
家
た
ち
か
ら
あ
る
程

度
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
が
、
ほ
と
ん
ど
が
過
去
の
存
在
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
登
山
学
校
が
若
い
シ
ェ
ル
パ
の
養
成
を
試
み

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
シ
ェ
ル
パ
を
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
雇
用
す
る

と
な
る
と
、
ネ
パ
ー
ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
と
の
フ
リ
ク
シ

ョ
ン
も
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
い
い
解
決
方
法
を
研
究
す
る
必

要
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
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広
い
食
堂
の
一
隅
に
あ
る
大
き
な
食
卓
は
、
日
毎
に
賑
か
に
な
っ
て
い

会
っ
た
。
そ
の
常
連
は
ス
イ
ス
の
エ
グ
ラ
ー
夫
妻
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
ハ
ー
ラ

鐸
－
、
ル
シ
ン
ガ
ー
。
英
国
の
ハ
ン
ト
夫
妻
、
ポ
ニ
ン
ト
ン
、
ワ
イ
リ
ー
、

Ｕ登
グ
レ
ゴ
リ
ー
、
ハ
ウ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
の
ヒ
ラ
リ
ー
夫
妻
。
フ

率
ラ
ン
ス
の
レ
ビ
ュ
フ
ァ
ー
夫
妻
、
エ
ル
ッ
オ
ー
ク
と
美
し
い
女
秘
書
、
オ

ンリ
－
ス
ト
リ
ァ
の
デ
ィ
レ
ン
フ
ア
ー
ス
、
モ
ラ
ベ
ッ
ク
等
々
、
諄
々
た
る
顔

《
ソ

一
ぶ
れ
で
、
日
本
か
ら
は
僕
と
丹
部
君
。

ダ

ス
イ
ス
の
デ
ィ
テ
ー
ル
、
デ
ュ
ナ
ン
、
グ
ン
テ
ン
、
ラ
イ
ス
ト
、
ド
イ

こ
の
ホ
テ
ル
で
の
二
日
目
、
隣
り
の
部
屋
に
新
し
い
二
人
が
や
っ
て
き

た
。
一
人
は
山
の
映
画
で
見
た
よ
う
な
人
で
、
ス
イ
ス
人
と
ば
か
り
思
っ

て
い
た
が
、
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
一
九
五
三
年
の
英
国
エ
ベ
レ
ス
ト

隊
の
ワ
イ
リ
ー
と
グ
レ
ゴ
リ
ー
だ
と
解
っ
た
。
ワ
イ
リ
ー
と
グ
レ
ゴ
リ
ー

は
同
隊
メ
ン
バ
ー
の
選
考
委
員
を
つ
と
め
、
五
十
七
年
に
は
ロ
バ
ー
ツ
と

と
も
に
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
の
初
登
頂
に
成
功
し
て
い
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ー
は

エ
ベ
レ
ス
ト
を
ふ
く
め
英
国
の
八
つ
の
大
き
な
遠
征
登
山
に
参
加
し
た
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
数
年
前
、
上
高
地
に
も
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
事

が
あ
り
、
か
な
り
の
日
本
最
眉
で
あ
る
。
二
人
と
も
隣
り
部
屋
同
志
な
の

で
、
集
会
の
期
間
中
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
な
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
こ
の

二
人
の
と
こ
ろ
に
近
く
の
部
屋
の
ハ
ン
ト
卿
夫
妻
も
と
き
ど
き
や
っ
て
く

る
の
で
、
自
然
い
っ
し
ょ
に
話
し
あ
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

食
卓
で
の
話
題
は
、
硬
い
山
の
話
よ
り
そ
の
時
々
の
肩
の
こ
ら
な
い
こ

ぼ
れ
話
か
ら
仲
間
や
シ
ェ
ル
パ
の
噂
、
世
間
話
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
多
か
っ

た
よ
う
だ
。
僕
と
ハ
ン
ト
と
の
会
話
は
、
五
十
三
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登

の
報
を
マ
ナ
ス
ル
の
Ｂ
Ｃ
で
キ
ャ
ッ
チ
し
、
ち
ょ
う
ど
マ
ナ
ス
ル
の
頂
を

逸
し
た
直
後
で
、
翌
年
の
再
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
時
だ
っ
た

が
、
す
ぐ
ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
に
托
し
て
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ハ
ン

ト
に
送
っ
た
と
き
の
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
ハ
ン
ト
も
こ
の
と
き
の
こ
と

は
よ
く
覚
え
て
い
た
。
か
た
わ
ら
に
い
た
グ
レ
ゴ
リ
ー
も
Ｆ
い
話
だ
っ

た
よ
」
と
合
槌
を
打
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ト
た
ち
は
ネ
パ
ー
ル
か
ら
シ
ン
ガ

リ
ラ
、
レ
ン
ジ
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
、
山
稜
の
バ
ン
ガ
ロ

ゥ
は
ど
う
だ
っ
た
と
聞
く
と
、
「
た
い
へ
ん
な
荒
れ
か
た
で
、
昔
の
面
影
は

な
い
。
そ
れ
に
し
ば
ら
く
ジ
ー
プ
を
使
っ
た
が
、
あ
の
稜
線
を
飛
ば
す
の

で
生
き
た
気
持
は
な
か
っ
た
」
と
グ
レ
ゴ
リ
ー
が
大
げ
さ
に
説
明
し
て
く

れ
た
。
四
十
数
年
前
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ポ
ニ
ー
に
ま
た
が
っ
て
、
晴
れ
た
冬
の

日
、
一
日
中
カ
ン
チ
周
辺
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
次
の
ダ
ー
ク
・
ゞ
ハ
ン
ガ

ロ
ウ
に
向
う
最
高
の
旅
を
思
い
出
し
た
。
昔
の
登
山
者
た
ち
に
と
っ
て
、

ダ
ー
ジ
リ
ン
と
シ
ッ
キ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
を
結
ぶ
こ
の
高
度
一
万
フ
ィ
ー
ト

、
、

を
上
下
す
る
景
色
の
好
い
長
い
往
還
は
忘
れ
が
た
い
思
い
出
の
道
と
な
る

シ
の
バ
ゥ
ァ
ー
、
日
本
の
松
浦
、
川
崎
君
た
ち
は
他
の
ホ
テ
ル
に
分
宿
、

主
催
者
側
は
サ
リ
ン
会
長
を
は
じ
め
イ
ン
ド
各
地
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を
ふ
く

め
七
十
余
名
が
別
の
ホ
テ
ル
そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
い
た
。
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一
週
間
に
わ
た
る
集
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
彩
で
盛
り
沢
山
で
あ
っ

た
。
主
な
講
演
、
フ
ィ
ル
ム
の
映
写
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
国
立
登
山
学

校
（
閏
日
巴
画
息
口
昌
○
巨
口
冨
旨
の
①
凰
凋
旨
昌
目
の
）
の
講
堂
で
催
さ
れ
た
。

二
日
目
、
ハ
ン
ト
が
ス
ラ
イ
ド
を
写
し
な
が
ら
、
英
ソ
・
パ
ミ
ー
ル
合

同
登
山
（
一
九
六
三
）
に
つ
い
て
講
演
し
た
あ
と
、
僕
は
「
日
本
に
お
け
る

山
登
り
の
歴
史
と
現
状
」
と
い
っ
た
話
を
し
た
。
そ
の
あ
と
で
持
参
し
た

十
六
ミ
リ
の
フ
ィ
ル
ム
《
《
国
凰
。
旦
昌
芹
．
固
く
閂
２
喝
を
見
せ
た
。
こ
の
時

の
模
様
を
丹
部
君
が
帰
国
早
々
「
山
と
渓
谷
」
に
寄
せ
た
が
、
そ
の
リ
ポ

ー
ト
の
一
節
を
左
に
借
用
し
て
み
よ
う
。

〈
お
茶
で
一
息
い
れ
て
か
ら
、
三
田
幸
夫
が
、
『
日
本
登
山
界
の
現
状
』

を
簡
単
に
報
告
し
た
の
ち
、
日
本
よ
り
持
参
し
た
《
由
凰
。
旦
冨
庁
．
国
ぐ
‐

角
①
牌
・
ご
陵
』
》
の
映
画
（
十
二
分
）
を
映
写
し
た
・
そ
れ
ま
で
何
と
な
く
ざ

わ
つ
い
て
い
た
会
場
が
、
シ
ン
と
静
ま
っ
て
せ
き
一
つ
聞
え
ず
、
映
画
が

終
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
、
ほ
っ
と
一
息
入
れ
る
と
と
も
に
万
雷
の
拍
手
が

ま
き
お
こ
っ
た
。
マ
ロ
リ
ー
と
ア
ー
ヴ
ィ
ン
の
帰
ら
ざ
る
出
発
を
写
し
た

こ
の
短
い
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
与
え
た
印
象
は
実
に
強
烈
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ

ン
・
ハ
ン
ト
は
直
ち
に
立
上
っ
て
、
皆
に
代
っ
て
三
田
さ
ん
に
感
謝
す
る
。

「
私
ど
も
も
、
こ
の
映
画
の
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に

見
た
の
は
今
日
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
戦
し
た
先
輩
の

こ
と
を
偲
ん
で
感
慨
無
量
の
思
い
で
あ
る
（
撮
影
者
は
ノ
エ
ル
大
佐
で
あ

声
〕
‐
と
澪
に
ブ
つ
声
ワ
。

る
こ
と
が
後
刻
判
明
し
た
）
」
と
、
そ
の
感
想
を
の
べ
た
こ
と
で
も
わ
か

る
》演

壇
を
下
り
る
と
、
僕
は
自
分
の
席
に
も
ど
り
、
す
ぐ
隣
り
に
坐
っ
て

い
た
ブ
リ
ッ
グ
ス
夫
妻
に
聞
い
た
。
僕
の
話
は
解
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
と
。

夫
妻
は
「
一
語
々
々
よ
く
解
り
ま
し
た
よ
」
と
手
を
握
っ
て
喜
ん
で
く
れ

た
。

お
世
辞
半
分
に
し
る
そ
れ
を
聞
い
て
安
心
し
た
。
と
い
う
の
は
、
英
語

の
あ
ま
り
う
ま
く
な
い
、
そ
れ
に
発
音
の
悪
い
僕
が
、
こ
の
旅
へ
の
出
発

直
前
、
入
れ
歯
を
折
っ
て
修
理
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
大
変
気
に
な
っ
て

い
た
の
だ
。
ブ
リ
ッ
グ
ス
夫
妻
は
日
本
の
岳
人
に
も
な
じ
み
の
深
い
ヘ
ン

ダ
ー
ソ
ン
夫
人
（
永
年
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
名
誉
書
記
を
引

受
け
、
各
国
登
山
隊
の
世
話
に
大
変
な
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
）
の
親
友
で
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
集
会
に
駈
け
つ
け
て
い
た
の
だ
。

講
演
、
討
論
、
映
画
と
い
っ
た
集
ま
り
の
ほ
か
、
毎
日
、
お
茶
の
会
、

晩
餐
会
、
コ
ク
テ
ー
ル
・
パ
ー
テ
ィ
、
遠
足
と
い
っ
た
ス
ケ
デ
ュ
ー
ル
の

連
続
で
、
ゆ
っ
く
り
一
人
一
人
会
話
を
か
わ
す
機
会
は
身
近
か
な
人
を
除

い
て
少
な
か
っ
た
・
が
四
日
目
の
カ
リ
ン
ポ
ン
ヘ
の
遠
足
は
楽
し
か
っ
た
。

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
一
つ
の
僕
た
ち
に
は
、
十
人
乗
り
の
立
派

な
大
型
ジ
ー
プ
が
わ
り
あ
て
ら
れ
、
英
国
側
は
ハ
ン
ト
夫
妻
と
グ
レ
ゴ
リ

ー
、
ワ
イ
リ
ー
、
ス
イ
ス
側
は
エ
グ
ラ
ー
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
両
夫
妻
、
そ
れ

に
僕
と
丹
部
君
。
車
内
は
雑
談
で
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
そ
の
中
心
は
、
ホ
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テ
ル
の
食
堂
で
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
明
る
い
朗
ら
か
な
エ
グ
ラ
ー
夫
人
だ

っ
た
。カ

リ
ン
ポ
ン
の
丘
の
上
の
国
営
レ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
は
、
英
国
時
代
か
ら

の
立
派
な
石
造
り
の
建
物
で
、
全
一
行
は
そ
の
前
庭
の
広
い
芝
生
に
腰
を

下
ろ
し
、
函
詰
の
弁
当
を
ひ
ら
い
て
く
つ
ろ
い
だ
。

そ
の
夜
、
サ
リ
ン
氏
の
好
意
で
僕
た
ち
日
本
人
の
た
め
に
バ
ゥ
ワ
ー
と

そ
の
一
行
を
登
山
学
校
グ
レ
ワ
ー
ル
校
長
の
満
酒
な
バ
ン
ガ
ロ
ゥ
に
招
ん

で
く
れ
た
。
バ
ウ
ワ
ー
た
ち
は
、
翌
朝
二
時
起
き
し
て
カ
シ
ミ
ヤ
に
立
つ

と
い
う
忙
が
し
い
時
間
を
さ
い
て
、
九
時
き
っ
ち
り
に
姿
を
あ
ら
わ
し

た
。
夫
人
、
十
五
、
六
歳
に
な
る
可
愛
い
令
息
、
若
い
後
輩
の
山
仲
間
た

ち
を
ま
じ
え
て
の
一
時
間
ほ
ど
の
歓
談
は
、
ま
こ
と
に
な
ご
や
か
で
楽
し

か
っ
た
。

一
九
二
九
、
三
一
年
の
、
あ
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
へ
の
執
勧
果
敢

な
闘
将
の
面
影
は
失
せ
、
白
髪
潴
類
の
バ
ウ
ワ
ー
は
き
わ
め
て
静
か
な
老

紳
士
で
あ
っ
た
。

後
年
、
彼
の
家
を
訪
ね
た
辰
沼
広
吉
君
の
こ
と
も
よ
く
覚
え
て
い
て
、

日
本
に
帰
っ
た
ら
ド
ク
タ
ー
ほ
か
自
分
を
知
っ
て
い
る
友
人
た
ち
に
く
れ

ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
と
述
べ
、
時
に
あ
な
た
は
い
く
つ
に
な
ら
れ
る
と
の
問

い
に
、
七
十
三
と
答
え
る
と
、
そ
れ
で
は
私
は
三
つ
年
上
の
兄
貴
で
す
よ

と
優
し
く
ほ
ほ
え
ん
だ
。

第
一
次
大
戦
後
、
疲
弊
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
か
ら
、
選
り
す
ぐ

っ
た
若
い
人
た
ち
を
引
き
ま
わ
し
、
か
ず
か
ず
の
み
ご
と
な
記
録
を
残
し

た
彼
の
偉
業
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
史
上
に
燦
然
と
し
て
永
久
に
残
る
も
の

で
あ
る
。
僕
の
最
も
敬
服
し
て
い
た
こ
の
人
と
短
時
間
だ
っ
た
が
親
し
く

語
り
得
た
の
は
、
こ
の
集
会
に
参
加
し
て
得
た
最
高
の
思
い
出
の
一
つ
と

し
て
の
こ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ゲ
ス
ト
の
な
か
に
世
界
的
な
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
「
チ
ベ
ッ
ト

の
七
年
」
の
著
者
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
ー
ラ
ー
が
い
た
。
集
会
の
表
面
に

は
あ
ま
り
出
な
い
、
控
え
目
な
存
在
だ
っ
た
が
、
僕
た
ち
は
二
回
ほ
ど
ゆ

っ
く
り
話
し
あ
う
機
会
が
あ
っ
た
。
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
代
表
的
茶
園
と
チ
ベ

ッ
ト
難
民
自
治
セ
ン
タ
ー
に
招
ば
れ
た
時
だ
っ
た
。
二
回
と
も
チ
ベ
ッ
ト

系
の
美
し
い
婦
人
が
ホ
ス
テ
ス
役
で
、
い
つ
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
テ
ン
ジ

ン
夫
人
は
な
か
な
か
華
や
か
な
社
交
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
た
。
チ
ベ
ッ
ト

語
が
話
せ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
と
見
え
、
ハ
ー
ラ
ー
は
た
い
へ
ん
生
き

生
き
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
た
。
僕
た
ち
は
ジ
ー
プ
で
も
い
っ
し
ょ
に
な

り
、
い
ろ
い
ろ
と
お
も
し
ろ
い
話
を
聞
い
た
。

僕
は
、
近
藤
等
君
の
訳
書
を
何
回
か
読
ん
で
い
た
の
で
、
ハ
ー
ラ
ー
自

身
か
ら
聞
く
断
片
的
な
話
も
な
か
な
か
興
味
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
捕
虜

収
容
所
か
ら
日
本
軍
占
領
地
区
の
ビ
ル
マ
か
支
那
に
脱
出
し
よ
う
と
し
て

い
た
た
め
、
日
本
語
を
ず
い
ぶ
ん
勉
強
し
た
と
語
っ
て
い
た
。
チ
ベ
ッ
ト

難
民
自
治
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
勢
の
可
愛
い
、
チ
ベ
ッ
ト
人
の
子
供
た
ち

に
迎
え
ら
れ
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
な
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
浮
顎
へ
て
、
子

供
た
ち
に
話
し
か
け
て
い
た
。
彼
は
チ
ベ
ッ
ト
の
方
言
は
自
分
の
右
に
出

る
も
の
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
自
慢
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
集
会
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集
会
の
終
っ
た
五
月
二
十
一
日
の
朝
は
、
な
か
な
か
忙
が
し
か
っ
た
。

プ
ラ
ン
タ
ー
ス
・
ホ
テ
ル
前
の
狭
い
テ
ラ
ス
に
は
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
ま
と

め
た
人
た
ち
が
三
々
五
々
、
車
を
待
っ
て
い
る
。
他
の
ホ
テ
ル
の
人
た
ち

も
わ
れ
わ
れ
の
前
を
通
り
な
が
ら
手
を
振
っ
て
い
く
。
顔
な
じ
み
の
シ
ェ

ル
パ
た
ち
が
後
か
ら
後
か
ら
ダ
ー
ジ
リ
ン
茶
の
お
土
産
を
抱
え
て
さ
よ
な

ら
を
言
い
に
く
る
。
し
ば
ら
く
の
間
は
「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」
の
声
で

に
ぎ
わ
っ
た
。
だ
が
、
ま
た
会
え
る
の
は
い
つ
、
ど
こ
で
だ
ろ
う
。
で
も

僕
は
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
を
い
つ
か
ま
た
訪
ね
た
い
。

僕
た
ち
日
本
人
に
は
新
し
い
ベ
ン
ツ
が
わ
り
あ
て
ら
れ
、
デ
ィ
レ
ン
フ

ア
ー
ス
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
。
、
ハ
ラ
ド
ク
ラ
の
空
港
ま
で
楽
し
い
話
が

続
い
た
が
、
彼
は
ま
た
日
本
を
訪
ね
た
い
、
が
今
度
は
美
し
い
風
景
の
中

で
、
山
の
こ
と
を
忘
れ
、
ゆ
っ
く
り
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
た
い
と
言
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
僕
も
下
手
な
老
ゴ
ル
フ
ァ
ー
だ
が
、
喜
ん
で
お
伴
を
し
ま
し

ょ
う
と
手
を
握
っ
て
再
会
を
約
し
た
。

が
終
り
、
ダ
ラ
ム
サ
ラ
近
郊
に
隠
棲
し
て
い
る
前
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
会
い
に

い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
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4島烏水論待望

こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
望
月
さ
ん
か
ら
「
山
岳
」
に
原
稿
を
か
く
よ
う

に
す
す
め
ら
れ
て
い
た
が
、
い
つ
も
そ
れ
に
お
こ
た
え
で
き
な
い
で
き
た
。

ほ
か
の
雑
誌
に
は
、
つ
ま
ら
ぬ
も
の
を
書
き
ち
ら
し
て
い
る
く
せ
に
、
「
山

岳
」
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
今
は
自
分
の
出
る
幕
で
は
な
い
と
い
う
気

が
し
て
、
す
す
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
若
い
人
た
ち
が
、
お
お
ぜ
い
発

表
の
順
を
ま
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
の
に
、
何
も
し
な
い
者
が
、
貴
重

な
誌
面
を
つ
い
や
す
の
は
、
お
こ
が
ま
し
い
と
信
じ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

け
ん
そ
ん
で
も
気
ど
り
で
も
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
ん
ど
名
誉
会
員
に
お
さ
れ
た
の
を
し
お
に
、
ま
た
ぜ
ひ

何
か
書
け
と
の
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。
あ
い
か
わ
ら
ず
の
不
勉
強
で
、

何
も
持
ち
あ
わ
せ
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
な
っ
た
ら
恥
を
さ
ら
す
よ
り

仕
方
が
な
い
。
望
月
さ
ん
の
「
山
岳
」
の
編
集
も
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と

に
な
る
。
こ
の
骨
の
折
れ
る
仕
事
を
、
ご
多
忙
の
本
職
の
ほ
か
に
、
か
く

小

島
烏
水
論
待
望

も
長
期
に
わ
た
っ
て
つ
づ
け
ら
れ
る
御
苦
労
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
く
た
び
か
編
集
に
つ
い
て
愚
見
を
申
し
の
、
へ
た

手
前
も
あ
る
。
こ
ん
ど
は
そ
の
お
わ
び
を
も
か
ね
て
、
な
に
が
し
か
の
責

を
は
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
・

名
誉
会
員
に
推
薦
し
ま
す
と
の
し
ら
せ
が
来
た
と
き
に
は
、
ほ
ん
と
う

に
び
っ
く
り
し
た
。
ま
さ
に
青
天
の
諄
震
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
永
年
会
員

に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
よ
う
な
き
ま
り
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
と
、
そ
の
あ
つ
か
い
を
う
け
る
ハ
メ
に
な
る
か
も
知

れ
ぬ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
い
よ
い
よ
そ
の
段
に
な
っ
て
も
、

こ
れ
は
五
十
年
も
つ
づ
け
て
会
費
を
お
さ
め
て
来
た
そ
の
ご
ほ
う
び
に
、

こ
れ
か
ら
は
た
だ
に
し
て
や
る
と
の
あ
り
が
た
い
思
召
し
で
あ
ろ
う
と
、

す
な
お
に
お
う
け
し
た
。

し
か
し
こ
ん
ど
は
ち
が
う
。
ど
ん
な
規
定
が
あ
る
の
か
知
ら
ぬ
が
、
と

加

納

一

郎
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に
か
く
自
分
に
は
そ
ん
な
資
格
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。
こ
れ
と
い
っ
て
会
の

た
め
に
お
役
に
立
っ
た
た
め
し
は
一
度
も
な
い
。
関
西
支
部
が
で
き
た
折

に
、
理
事
の
一
人
に
く
わ
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
特
別
に
骨
を

折
っ
た
覚
え
は
な
い
。
中
年
か
ら
病
身
と
な
っ
て
、
ろ
く
に
山
へ
は
登
っ

て
お
ら
ず
、
こ
の
山
歴
で
は
今
な
ら
と
て
も
入
会
さ
え
許
し
て
も
ら
え
な

い
だ
ろ
う
。
当
人
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
山
が
す
き
な
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
山
登
り
の
話
を
き
い
た
り
、
本
を
読
み
あ
さ
る
の
が
、
い
つ
ま
で
も

や
め
ら
れ
ず
に
う
ち
す
ぎ
て
来
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
一
介
の

や
じ
う
ま
で
あ
る
。
弥
次
馬
は
や
は
り
そ
の
他
お
お
ぜ
い
の
な
か
に
い
る

の
が
一
番
よ
い
。
気
も
ら
く
で
あ
る
。
自
分
は
と
て
も
名
誉
会
員
な
ど
い

わ
れ
る
が
ら
で
は
な
い
。
こ
れ
は
辞
退
せ
な
あ
か
ん
と
思
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
好
ん
で
異
を
た
て
、
人
に
さ
か
ら
う
こ
と
を
も
っ
て
こ
こ

ろ
よ
し
と
す
る
悪
い
く
せ
が
あ
っ
た
自
分
な
の
で
あ
る
が
、
近
ご
ろ
で
は

と
ん
と
意
気
あ
が
ら
ず
、
い
ち
ず
に
我
意
を
と
お
し
て
人
の
気
を
そ
こ
ね

る
よ
う
な
振
舞
い
は
、
さ
し
ひ
か
え
て
お
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
ず
い
ぶ
ん
と
悪
口
雑
言
バ
リ
ザ
ン
ポ
ゥ
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て

き
た
の
だ
か
ら
、
さ
だ
め
し
、
あ
ん
な
や
っ
と
の
そ
し
り
も
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
の
な
か
を
こ
こ
ま
で
と
り
は
か
ら
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
の
せ

っ
か
く
の
ご
厚
意
に
そ
む
い
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
気
持
が
あ
る
。
身
分
不

相
応
だ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
正
直
い
っ
て
そ
の
処
遇
に
感
激
し
、

ご
配
慮
を
あ
り
が
た
い
こ
と
と
し
み
じ
み
思
う
の
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
に
い
れ
て
も
ら
っ
た
の
は
一
九
一
八
年
、
学
生
で
あ
っ
た
。

紹
介
者
は
京
都
一
中
の
金
井
千
例
先
生
で
あ
っ
た
。
松
本
出
身
の
篤
実
な

人
で
、
そ
の
指
導
の
も
と
に
学
校
に
は
じ
め
て
山
岳
部
が
で
き
、
わ
た
し

た
ち
が
最
初
の
部
員
と
な
り
、
日
本
ア
ル
プ
ス
へ
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ

た
。
そ
れ
以
来
、
京
都
一
中
の
山
岳
部
か
ら
は
、
お
お
く
の
有
為
な
登
山

家
、
探
検
家
が
生
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち
は
、
お
お
む
ね
一
中
、

三
高
、
京
大
の
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
す
す
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

わ
た
し
は
そ
の
が
ら
で
は
な
か
っ
た
の
で
北
大
へ
行
き
、
そ
こ
で
板
倉
勝

宣
君
と
い
っ
し
ょ
に
な
る
と
い
う
幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
、
数
し
れ
ず
登
山
と

ス
キ
ー
を
と
も
に
し
た
。

わ
た
し
の
山
へ
の
指
向
が
不
動
の
も
の
に
な
っ
た
の
は
行
動
の
上
で
は

金
井
先
生
の
指
導
と
板
倉
君
の
影
響
で
あ
り
、
思
索
の
上
で
は
小
島
烏
水

の
「
日
本
山
水
論
」
が
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
中
学
生
の
わ
た
し
は
、
「
日

本
山
水
論
」
を
い
く
た
び
読
み
か
え
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
時
に
は
声
を

あ
げ
て
。
つ
い
で
「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
全
四
巻
が
あ
る
。
こ
の
時
期
は
ち

ょ
う
ど
小
島
さ
ん
の
も
っ
と
も
油
の
の
り
き
っ
た
時
代
と
一
致
し
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
新
ら
し
い
登
山
を
敢
行
し
て
あ
っ
と
い
わ
せ
、
縦
走

形
式
を
と
り
い
れ
、
あ
る
い
は
一
山
群
に
集
中
し
た
踏
査
を
つ
づ
け
る
一

方
で
、
そ
の
文
章
の
華
麗
さ
は
、
ひ
と
り
登
山
仲
間
と
い
わ
ず
、
文
壇
に

異
彩
を
は
な
つ
発
表
が
相
つ
い
だ
。
わ
た
し
は
す
っ
か
り
小
島
さ
ん
の
と

り
こ
に
な
っ
て
、
そ
の
著
作
を
追
い
も
と
め
て
、
こ
れ
に
傾
倒
耽
読
し
た

の
で
あ
る
。
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そ
の
こ
ろ
の
「
山
岳
」
は
石
崎
光
謡
と
か
富
田
渓
仙
と
か
い
う
、
す
ぐ

れ
た
画
家
の
装
画
を
表
紙
と
し
た
ぶ
あ
つ
い
も
の
が
、
年
三
回
も
刊
行
さ

れ
て
、
そ
れ
を
手
に
す
る
ご
と
に
強
い
刺
激
を
う
け
、
何
日
も
興
奮
状
態

に
お
か
れ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
第
十
二
年
二
、
三
号
合
本
の
小
泉
秀
雄

氏
の
「
北
海
中
央
高
地
の
登
山
」
は
身
近
か
に
あ
っ
た
だ
け
に
、
も
っ
と

も
深
い
感
動
を
も
っ
て
読
み
か
え
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
わ
た
し
は
日
本
山
岳
会
と
小
島
烏
水
氏
か
ら
は
か
り

知
れ
ぬ
ほ
ど
の
大
き
な
感
化
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
東
京
に
は
一
ど

も
住
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
発
祥
の
地
と
も
い
え
る

横
浜
と
は
ま
っ
た
く
縁
故
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
小
島
さ
ん
を
は
じ
め
山

岳
会
の
お
え
ら
方
に
は
た
だ
の
一
ど
も
面
識
を
う
る
機
会
を
も
た
ず
に
す

ご
し
た
。
ひ
と
り
武
田
久
吉
先
生
は
一
時
、
札
幌
に
住
ま
わ
れ
た
の
で
お

近
づ
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
に
日
本
の
登
山
界
は
岩
登
り
と
冬
山
登
山
の
盛
行
期
に
入
っ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
登
山
界
の
主
流
は
山
岳
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
人
々

の
手
か
ら
、
学
生
登
山
者
に
次
第
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
山
岳
」
は
往
年

の
魅
力
を
失
な
い
、
刊
行
も
年
一
回
と
な
り
、
会
を
去
る
人
も
出
る
あ
り

さ
ま
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
に
と
っ
て
も
「
山
岳
」
の
記
事
は
縁
ど
お
い
も

の
に
感
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
わ
た
し
は
か
つ
て
の
恩
義
を
思
う

と
、
会
を
は
な
れ
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

山
岳
会
は
戦
前
、
戦
後
の
激
動
期
に
あ
た
っ
て
、
中
央
に
あ
っ
た
人
々

は
、
そ
の
苦
境
を
の
り
こ
え
る
の
に
一
方
な
ら
ぬ
砕
心
を
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
わ
た
し
は
い
つ
も
遠
く
に
あ
っ
て
、
そ
の
労
を
知
ら
ず
に
す
ご

し
た
。
山
岳
会
が
わ
た
し
の
前
に
、
ふ
た
た
び
心
づ
よ
い
も
の
と
し
て
う

つ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
現
実

の
も
の
と
な
り
、
今
ま
で
横
書
き
で
し
か
読
め
な
か
っ
た
登
山
記
が
、
日

本
文
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
読
め
る
時
代
が
来
た
か
ら
で
あ
る
。
望
月
さ
ん
の

「
山
岳
」
編
集
は
、
こ
う
し
た
貴
重
な
記
事
の
あ
つ
か
い
に
腕
を
ふ
る
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
は
、
い
つ
の
間
に
や
ら
社
団
法
人
と
な
り
、
名
実
と
も
に

日
本
を
代
表
す
る
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
わ
た
し
が
入
会
し
た
時

に
は
会
長
は
な
く
、
数
人
の
幹
事
さ
ん
が
会
務
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
だ
け

で
、
い
な
か
の
学
生
も
名
の
知
れ
た
社
会
人
も
芸
術
家
も
み
ん
な
お
な
じ

よ
う
に
た
だ
の
会
員
で
あ
っ
た
。
山
が
す
き
だ
と
い
う
の
で
あ
つ
ま
っ
た

純
粋
の
民
間
団
体
で
、
そ
れ
が
道
頓
堀
う
ま
れ
の
町
人
気
質
の
わ
た
し
に

は
大
そ
う
気
に
い
っ
て
い
た
。
時
に
は
友
人
に
そ
の
こ
と
を
自
慢
さ
え
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

初
期
の
山
岳
会
が
Ａ
Ｃ
の
気
風
を
そ
っ
く
り
う
け
つ
い
で
い
た
こ
と
も

印
象
づ
よ
く
残
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
後
年
、
ロ
ン
ド
ン
に
い
っ
た

時
に
、
何
を
お
い
て
も
ま
つ
先
に
、
オ
ー
ド
リ
ー
街
に
車
を
走
ら
せ
て
、

Ａ
Ｃ
を
お
と
ず
れ
た
。
そ
れ
は
質
素
な
建
物
で
あ
っ
た
。
だ
れ
に
会
い
た

い
と
い
う
あ
て
も
な
い
、
気
ま
ぐ
れ
な
一
訪
客
に
す
ぎ
な
い
わ
た
し
で
あ

っ
た
が
、
松
方
さ
ん
の
懇
切
な
紹
介
状
の
お
か
げ
で
、
ま
こ
と
に
あ
た
た

か
い
も
て
な
し
を
う
け
た
。
室
々
を
見
せ
て
も
ら
う
う
ち
に
、
か
つ
て
害
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物
の
う
え
で
な
じ
み
に
な
っ
た
登
山
史
上
の
大
家
の
肖
像
が
、
ず
ら
り
と

か
か
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
来
て
、
い
か
に
も
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
本
山

に
足
を
ふ
み
い
れ
た
感
動
を
、
し
み
じ
み
と
味
っ
た
も
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
と
で
は
国
情
も
ち
が
い
、
山
岳
会
が
で
き
た
こ
ろ
と

今
と
で
は
、
世
間
の
情
勢
も
ち
が
う
こ
と
だ
か
ら
、
会
長
が
で
き
法
人
に

な
る
の
も
や
む
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
山
岳
会
は
い
つ
ま
で
も
創
立
当

初
の
よ
う
な
自
由
な
気
持
と
毅
然
と
し
た
態
度
を
も
ち
つ
づ
け
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。
長
い
こ
と
お
世
話
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
勝
手
な
願
い

、
、
、
、
、

を
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
、
ど
う
か
役
人
の
下
風
に
立
っ
て
行
政
の
お
先
棒
を

か
つ
ぐ
よ
う
な
仕
事
は
な
る
べ
く
ご
め
ん
を
こ
う
む
っ
て
、
お
ち
つ
い
た

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
気
風
が
も
ち
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
あ
り
た
い
も
の
で

あ
る
。

殊
勝
な
こ
と
を
い
う
よ
う
で
あ
る
が
、
わ
た
し
は
い
ま
も
入
会
の
こ
ろ

の
初
心
を
忘
れ
な
い
で
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
会
と
小
島
さ
ん
と
に
は
大

き
な
影
響
を
う
け
た
そ
の
ご
恩
を
お
か
え
し
す
る
の
に
は
、
こ
の
際
、
小

島
烏
水
論
で
も
つ
づ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
し
あ
わ
せ
だ
と
、
ふ
と
考
え

て
み
た
。
そ
う
思
っ
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
十
二
月
に
丸
善
で
「
近
代
登
山

の
先
駆
者
た
ち
」
と
い
う
展
覧
会
が
ひ
ら
か
れ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
見
に

い
っ
た
。
こ
れ
は
小
島
烏
水
、
木
暮
理
太
郎
、
岡
野
金
次
郎
の
三
氏
の
生

誕
百
年
を
記
念
す
る
も
よ
お
し
で
あ
っ
た
。
木
暮
、
岡
野
両
氏
に
は
な
じ

み
が
薄
い
の
に
ひ
き
か
え
、
小
島
さ
ん
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
恩
師
に

も
あ
た
る
人
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
部
分
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

委
員
方
の
大
そ
う
な
努
力
で
あ
つ
め
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
展
示
物
に
つ
ぎ

つ
ぎ
と
く
び
を
の
ば
し
て
見
て
い
く
。
小
島
さ
ん
の
著
書
は
、
お
お
か
た

手
に
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
未
見
の
書
が
あ
り
、
異
装
の
版
が

あ
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
ら
に
通
暁
す
る
の
は
、
今
の
わ
た
し
の
精
力
で
は

か
な
わ
な
い
。
滝
沢
秋
暁
氏
へ
の
六
十
通
に
お
よ
ぶ
書
簡
の
展
示
に
は
眼

を
皿
の
よ
う
に
し
て
な
が
め
て
、
す
っ
か
り
く
た
び
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
に
浮
世
絵
、
千
社
札
の
こ
と
に
な
る
と
ま
た
勝
手
が
ち
が
う
。
も
う
わ

た
し
の
手
の
お
よ
ば
ぬ
と
こ
ろ
だ
。

こ
こ
に
お
い
て
、
か
り
そ
め
に
も
小
島
烏
水
論
を
か
い
て
み
よ
う
か
な

ど
思
っ
た
の
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
と
さ
と
っ
た
。
近
代
登
山
の
も
っ
と

も
偉
大
な
先
駆
者
で
あ
っ
た
と
と
も
に
日
本
の
文
壇
に
不
朽
の
足
跡
を
の

こ
し
た
こ
の
異
才
の
伝
記
、
評
論
は
、
い
ず
れ
識
見
ゆ
た
か
な
博
捜
の
人

の
手
で
あ
み
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
日
の
一
日
も
早
く
来
る
こ
と

を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
で
き
る
な
ら
日
本
山
岳
会
の
な
か
か
ら
生
れ
る
と

よ
い
。
こ
れ
は
わ
た
し
一
人
だ
け
の
願
い
だ
ろ
う
か
。
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本
会
の
自
然
保
護
委
員
会
が
、
当
面
の
運
動
目
標
を
山
梨
県
の
連
峰
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
一
本
に
絞
る
こ
と
に
決
め
た
の
が
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月

の
最
終
委
員
会
だ
か
ら
、
も
う
一
年
半
に
な
る
。

こ
の
間
、
自
然
保
護
委
員
会
（
以
下
委
員
会
と
略
す
る
）
は
な
に
を
し
た

か
。
ま
た
ど
れ
だ
け
の
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。
会
員
諸
兄
に
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
だ
け
で
も
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
は
、

出
来
る
だ
け
そ
の
都
度
「
会
報
」
に
載
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
ら
を
丹
念
に
読
ん
で
も
ら
え
ば
、
大
体
の
動
き
と
、
そ
の
成
行
と

い
う
も
の
が
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
、
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
委
員
会

と
し
て
は
、
委
員
会
が
生
ま
れ
て
以
来
、
最
も
活
発
に
活
動
し
た
一
年
だ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

連
峰
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
反
対
す
る
委
員
会
の
方
針
は
四
十
九
年
四
月
の

会
報
「
山
」
三
四
六
号
に
ぼ
く
が
書
い
た
通
り
だ
が
、
こ
の
方
針
は
同
月

日
本
山
岳
会
と
自
然
保
護

ｌ
富
士
山
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
連
峰
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ま
で
Ｉ

二
十
二
日
に
開
か
れ
た
四
十
九
年
度
通
常
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
七

月
に
は
、
十
六
日
付
で
山
梨
県
知
事
宛
、
会
長
名
で
要
望
書
、
意
見
書
を

提
出
し
た
。

「
山
」
三
五
一
号
に
そ
れ
ら
の
全
文
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
山
岳

会
の
自
然
保
護
活
動
の
歴
史
的
な
流
れ
を
理
解
し
て
頂
く
一
助
と
も
な
る

の
で
、
要
望
書
の
要
点
だ
け
を
再
掲
し
て
お
こ
う
。

「
本
会
は
明
治
三
十
八
年
創
立
以
来
、
自
然
尊
重
を
重
視
し
て
き
た
。
古

く
は
大
正
十
年
の
尾
瀬
沼
発
電
問
題
、
昭
和
十
年
の
富
士
山
ケ
ー
ブ
ル
問

題
か
ら
最
近
で
は
屋
久
島
・
上
高
地
・
尾
瀬
・
大
雪
山
な
ど
に
お
け
る
自

然
破
壊
に
対
す
る
活
発
な
反
対
運
動
を
続
け
て
来
て
い
る
。

本
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
続
き
所
謂
『
連
峰
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
計
画
ｌ
ま
た
は
自
然
公
園
道
路
』
を
主
要
目
標
と
し
て
反
対
運
動

を
行
な
う
こ
と
が
四
月
二
十
二
日
の
会
員
総
会
で
決
定
さ
れ
た
。

渡
辺
公
平
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か
つ
て
本
会
の
大
先
輩
た
ち
が
、
あ
れ
ほ
ど
愛
さ
れ
た
奥
秩
父
の
美
し

い
自
然
は
今
や
見
る
影
も
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
が
国
立
公
園
に
指
定
（
昭

和
二
十
五
年
）
さ
れ
た
の
は
『
代
表
的
な
日
本
的
景
観
ｌ
原
生
林
と
渓
谷
の

織
り
な
す
繊
細
な
自
然
美
ｌ
と
豊
富
な
動
植
物
相
』
の
た
め
で
あ
っ
た
筈

で
あ
る
。

五
月
十
八
日
か
ら
三
日
間
、
本
会
役
員
（
織
内
副
会
長
、
山
本
理
事
）

が
最
終
的
実
地
検
分
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
破
壊
の
進
行
は
秩
父

の
昔
を
知
る
者
に
と
っ
て
、
目
を
蔽
わ
し
む
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
し
か
も
開
発
の
手
は
今
な
お
進
行
中
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
以
上
の
自
然
破
壊
を
断
じ
て
許
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
祖
先
た
ち
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
日
本
の
自
然
を
、
わ
れ
わ
れ
の
世

代
に
お
い
て
荒
廃
に
帰
せ
し
め
る
権
利
は
何
人
に
も
な
い
筈
で
あ
る
。
こ

こ
に
本
計
画
の
中
止
を
強
く
要
望
す
る
。
」

こ
の
要
望
書
を
発
送
す
る
と
同
時
に
、
会
の
意
見
を
説
明
し
、
あ
わ
せ

て
知
事
の
意
向
な
ど
も
伺
い
た
い
の
で
、
知
事
と
の
会
談
を
希
望
す
る
旨

の
書
面
を
秘
書
課
長
宛
に
出
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
七
月
二
十
九
日
付
で

県
企
画
調
整
局
長
望
月
幸
明
氏
か
ら
鄭
重
で
は
あ
る
が
断
り
状
が
送
ら
れ

て
き
た
。
そ
れ
も
「
山
」
三
五
一
号
に
全
文
紹
介
し
て
あ
る
。

要
約
す
る
と
、
こ
の
計
画
は
山
地
の
高
度
利
用
を
は
か
り
、
人
間
性
回

復
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
過
疎
地
域
に
活
力
を
与
え
よ
う
と
す
る
地

域
開
発
計
画
だ
が
、
近
時
経
済
重
視
か
ら
福
祉
優
先
へ
の
転
換
が
図
ら
れ

自
然
環
境
保
全
の
重
要
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
計
画
に
お
い
て
も
、
現
に
自
然
に
原
始
性
が
残
さ
れ
て
い
る

奥
秩
父
等
の
地
域
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
保
存
す
る
た
め
道
路
計
画
を
凍
結

す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
総
需
要
抑
制
策
等
に
よ
っ
て
諸
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
、
計
画
中
の
生
活
関
連
道
路
等
を
除
き
、
こ
の
際
建
設
計

画
へ
の
着
工
を
見
送
る
こ
と
に
し
て
い
る
、
云
々
。

こ
の
県
側
の
回
答
を
全
面
的
に
信
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
に
か

く
県
の
今
後
の
行
動
を
監
視
す
る
こ
と
に
し
て
、
事
態
の
成
行
を
見
守
る

と
い
う
こ
と
に
委
員
会
は
態
度
を
決
定
し
た
が
、
無
許
可
林
道
工
事
の
こ

と
が
明
る
み
に
出
て
、
環
境
庁
か
ら
調
査
員
が
派
遣
さ
れ
た
り
し
た
の
は

そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。

山
梨
県
知
事
へ
の
前
記
要
望
書
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
山

岳
会
が
自
然
保
護
、
自
然
環
境
保
全
の
問
題
で
立
ち
上
っ
た
の
は
、
珍
し

い
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
歴
史
は
古
い
の
で
あ
る
。

大
正
十
年
の
尾
瀬
沼
発
電
の
場
合
は
、
武
田
久
吉
博
士
ら
が
農
林
当
局

の
依
嘱
で
尾
瀬
を
調
査
し
、
わ
が
国
の
自
然
財
産
と
し
て
如
何
に
こ
の
地

帯
が
国
宝
的
存
在
で
あ
る
か
を
天
下
に
明
ら
か
に
し
た
け
れ
ど
も
、
会
と

し
て
の
は
っ
き
り
し
た
行
動
は
起
さ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

山
岳
会
が
、
自
然
破
壊
行
為
に
向
っ
て
反
対
の
動
き
を
見
せ
た
の
は
、

文
部
省
が
そ
の
尾
瀬
ヶ
原
を
天
然
記
念
物
に
指
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
水
利
権
を
所
有
し
て
い
る
東
京
電
灯
会
社
（
今
の
東
京
電
力
）
が

自
然
保
護
運
動
へ
の
第
一
弾
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水
力
工
事
に
重
大
な
支
障
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
反
対
運
動
を
起
し
た

時
で
あ
る
。

昭
和
十
年
九
月
の
こ
と
で
、
た
ま
た
ま
時
を
同
じ
う
し
て
、
富
士
山
の

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
計
画
が
新
聞
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
山
岳
会
は
機
を

逸
せ
ず
そ
れ
ら
に
対
す
る
反
対
の
態
度
を
表
明
、
同
年
十
月
発
行
さ
れ
た

「
会
報
」
五
十
号
は
自
然
破
壊
運
動
反
対
特
集
号
の
観
を
呈
し
た
。

そ
の
一
部
は
「
連
峰
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
反
対
す
る
自
然
保
護
委
員
会
の

方
針
」
（
「
山
三
一
画
六
号
）
で
も
紹
介
し
た
が
、
巻
頭
に
「
尾
瀬
水
電
と
富

士
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
問
題
」
と
題
す
る
会
の
主
張
を
掲
げ
、
小
島
烏
水
氏

が
「
富
士
ケ
ー
ブ
ル
反
対
」
、
武
田
久
吉
氏
が
「
風
景
地
の
保
護
と
国
民
の

自
覚
」
、
そ
し
て
松
方
三
郎
氏
が
「
他
山
の
石
ｌ
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
鉄
道
、
マ

ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
鉄
道
の
こ
と
な
ど
」
と
い
う
長
論
文
で
も
・
ヘ
ー
ジ
を
使
っ

て
い
る
。

爽
快
な
ほ
ど
そ
の
論
調
が
精
気
に
満
ち
て
い
る
の
で
、
主
張
の
主
要
部

分
を
「
山
」
三
四
六
号
の
中
に
も
抜
華
し
て
お
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
以
外

の
条
り
を
抜
き
出
し
て
み
る
。
（
一
部
重
複
）

「
我
々
は
四
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
力
よ
り
も
、
居
乍
ら
に
し
て
富
士
山

頂
に
達
す
る
安
楽
さ
よ
り
も
、
懸
け
代
え
の
な
い
自
然
の
保
存
を
尊
重
す

る
も
の
で
あ
り
、
且
又
、
国
家
百
年
の
計
に
立
て
ば
当
然
斯
く
考
う
べ
き

も
の
と
確
信
し
て
疑
わ
な
い
の
で
あ
る
。
産
業
の
発
達
に
寄
与
す
る
と
か

科
学
的
研
究
に
資
す
る
と
か
云
う
遁
辞
の
下
に
今
日
迄
如
何
に
多
く
の
自

然
が
破
壊
さ
れ
た
か
を
熟
知
す
る
我
々
と
し
て
は
、
此
の
決
意
は
余
り
に

も
当
然
の
結
論
で
あ
る
。
本
会
と
し
て
は
九
月
十
月
の
再
度
に
亘
る
理
事

会
に
於
い
て
方
針
を
決
定
、
此
の
問
題
の
満
足
な
る
解
決
の
た
め
に
全
力

を
挙
げ
て
努
力
す
顎
へ
き
を
決
意
し
直
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
開
始
し
た
。

本
会
と
し
て
の
主
張
が
、
尾
瀬
・
富
士
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ

と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
併
し
、
此
の
問
題
に
つ
い
て
我
々
が
そ
の
主

張
を
貫
徹
す
る
か
否
か
が
将
来
に
如
何
に
重
大
関
係
あ
る
か
を
考
え
る

時
、
我
々
は
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

自
然
の
破
壊
、
無
統
制
な
機
械
文
明
の
自
然
界
へ
の
侵
入
に
対
し
て
は
、

我
が
日
本
山
岳
会
は
断
然
反
対
で
あ
る
と
い
う
一
事
を
此
の
機
会
に
天
下

に
表
明
し
、
旗
幟
を
明
に
し
て
置
く
こ
と
は
望
ま
し
き
の
み
な
ら
ず
、
当

然
の
義
務
で
も
あ
る
。
」

四
十
年
も
前
の
こ
と
だ
が
、
日
本
山
岳
会
理
事
た
ち
の
叡
智
と
勇
気
に

脱
帽
す
る
と
と
も
に
、
日
本
と
い
う
国
が
少
し
も
進
歩
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
に
改
め
て
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。

武
田
さ
ん
の
論
説
の
中
に
も
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
恐
ら
く
尾
瀬

ヶ
原
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
邦
内
他
に
代
る
可
き
も
の
も
な
い
国
宝
的
風
致
区
域
を
、
一
種
の
事
業

の
た
め
に
犠
牲
に
供
す
る
如
き
は
、
憂
国
者
の
坐
視
す
る
に
忍
び
ざ
る
処

で
あ
る
が
、
或
は
目
前
の
利
益
に
捉
わ
れ
た
り
、
又
は
物
質
文
明
に
眩
惑

さ
れ
て
、
そ
の
事
業
が
そ
の
地
域
を
失
な
う
て
も
尚
国
家
に
貢
献
し
得
る

も
の
と
誤
信
し
、
国
土
に
対
す
る
認
識
不
足
か
ら
、
敢
え
て
破
壊
を
誰
歌

せ
ん
と
す
る
者
が
あ
る
。
而
も
そ
れ
が
、
日
夜
金
銭
上
の
利
益
の
み
を
追
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富
士
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
問
題
は
、
二
年
後
に
は
日
華
事
変
が
勃
発
す
る

と
い
う
よ
う
な
時
局
を
反
映
し
た
面
も
あ
っ
て
、
翌
十
一
年
に
は
計
画
が

不
許
可
と
な
り
、
山
岳
会
の
反
対
運
動
は
成
功
し
た
。

同
年
の
七
、
八
月
合
併
号
と
な
っ
て
発
行
さ
れ
た
「
会
報
」
五
十
九
号

に
は
「
富
士
ケ
ー
ブ
ル
問
題
解
決
す
」
と
い
う
標
題
で
松
方
三
郎
氏
の
寄

う
に
汲
々
と
し
て
、
他
を
顧
る
こ
と
な
ど
を
知
ら
な
い
事
業
家
側
の
み
で

な
く
、
国
家
擁
護
を
主
眼
と
し
て
国
利
民
福
を
計
る
可
き
立
場
に
あ
る
官

憲
の
間
に
さ
え
、
是
認
さ
れ
ん
と
す
る
は
、
皇
に
慨
嘆
す
可
き
こ
と
で
な

く
て
何
で
あ
ろ
う
。
」

昭
和
十
年
と
い
う
時
代
的
背
景
も
あ
る
が
、
武
田
さ
ん
は
憂
国
者
と
い

う
言
葉
ま
で
使
っ
て
い
る
が
、
「
近
時
政
府
並
び
に
関
係
者
は
、
日
夜
心
労

を
敢
え
て
す
る
程
の
熱
誠
が
あ
る
な
ら
ば
、
貴
重
な
国
宝
的
地
域
の
壊
滅

に
対
し
て
、
黙
し
て
立
た
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
斯
く
も

我
国
土
に
対
す
る
認
識
に
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
心
あ
る
国
民

は
、
須
ら
く
声
を
旺
に
し
て
国
士
擁
護
を
叫
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
政
府
を
非
難
し
て
い
る
。
い
か
に
も
武
田
さ
ん

ら
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
尾
瀬
ヶ
原
や
富
士
山
な
ど
の
自
然
を
破
壊
し
よ

う
と
す
る
動
き
に
対
す
る
山
岳
会
の
怒
り
が
、
ど
ん
な
に
激
し
い
も
の
で

あ
っ
た
か
、
そ
の
一
端
を
覗
き
得
る
資
料
と
し
て
、
こ
の
「
会
報
」
五
十

号
は
貴
重
な
文
献
だ
と
思
う
。

富
士
山
ケ
ー
ブ
ル
反
対
の
成
果

稿
が
ト
ッ
プ
を
飾
っ
て
い
る
。

「
：
…
・
富
士
登
山
鉄
道
株
式
会
社
の
事
業
認
可
は
、
内
務
省
に
お
い
て
は

国
民
保
健
、
国
立
公
園
の
趣
旨
に
基
き
、
文
部
省
に
お
い
て
は
名
勝
保
有

の
見
地
よ
り
何
れ
も
却
下
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
此
問
題

発
生
以
来
機
会
あ
る
毎
に
、
富
士
の
自
然
防
衛
の
た
め
に
努
力
し
来
た
っ

た
我
々
と
し
て
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
…
…
も
ち
ろ
ん
此
の
決
定
の
持

つ
意
味
は
決
し
て
富
士
山
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
永
い
将
来
に
亘

っ
て
起
り
得
、
へ
き
類
似
の
事
柄
に
対
し
、
今
日
の
決
定
が
一
つ
の
前
例
と

し
て
重
要
な
役
割
を
演
ず
べ
き
は
争
う
余
地
が
な
い
。
況
ん
や
こ
れ
と
形

を
異
に
し
て
然
も
自
然
を
冒
涜
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
こ
れ
と
異
な
ら
な

い
計
画
が
将
来
起
ら
な
い
と
は
何
人
も
保
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

と
い
う
の
が
そ
の
論
旨
だ
が
、
さ
す
が
に
松
方
さ
ん
ら
し
い
卓
見
だ
と

思
う
。
そ
し
て
「
今
回
の
決
定
を
如
何
に
生
か
し
、
よ
り
有
意
義
な
ら
し

め
る
か
に
関
し
て
は
我
々
今
後
の
努
力
如
何
が
関
係
す
る
所
ま
こ
と
に
大

な
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
建
設
計
画
申
請
が
却
下
さ
れ
た
こ
と
は
、
富
士

山
自
体
に
と
っ
て
も
非
常
な
喜
び
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
同
年
十
一
月
発
行

の
「
会
報
」
六
一
号
に
は
、
富
士
大
宮
浅
問
神
社
の
高
橋
正
作
宮
司
か
ら

山
岳
会
宛
に
出
し
た
次
の
よ
う
な
礼
状
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
拝
啓
：
．
…
富
士
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
問
題
に
つ
い
て
は
甚
大
の
御
援
助
に

預
り
お
蔭
に
て
一
段
落
の
解
決
を
見
申
候
事
国
家
の
た
め
慶
祝
至
極
、
霊

峰
を
し
て
永
劫
に
守
護
す
る
の
一
大
防
衛
戦
の
勝
利
を
獲
た
る
を
欣
快
至
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極
に
存
候
。
貴
会
の
天
下
大
衆
を
率
い
た
る
御
正
論
の
致
す
所
奉
謝
に
不

堪
、
今
後
い
よ
い
よ
こ
の
鉄
案
の
下
に
油
断
な
き
努
力
を
払
い
申
度
存
候
。

取
り
敢
え
ず
御
挨
拶
申
上
候
。
会
員
各
位
に
も
よ
ろ
し
く
願
上
候
。
十
月

三
日
・
」

山
岳
会
の
強
烈
な
反
対
運
動
だ
け
の
せ
い
で
は
な
か
っ
た
で
は
あ
ろ
う

が
、
と
に
か
く
、
富
士
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
方
は
以
上
の
よ
う
に
大
き
な
成

功
を
収
め
た
。

し
か
し
、
尾
瀬
ヶ
原
水
電
問
題
の
方
は
、
富
士
と
は
事
情
も
ち
が
う
た

め
、
武
田
博
士
ら
の
主
張
を
以
て
し
て
も
そ
の
計
画
を
撤
回
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。
会
報
に
も
そ
の
後
の
尾
瀬
に
関
す
る
記
事
は

ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。

た
だ
十
五
年
十
二
月
に
発
行
さ
れ
た
「
会
報
」
一
○
○
号
に
、
吉
沢
一

郎
氏
（
ら
し
し
の
「
尾
瀬
の
問
題
」
と
い
う
短
文
が
出
て
い
る
程
度
で
あ

》
（
》
Ｏ

十
五
年
と
い
え
ば
、
日
華
事
変
が
勃
発
し
て
す
で
に
四
年
を
経
過
し
て

お
り
、
国
策
の
前
に
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
犠
牲
に
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

い
く
ら
抵
抗
し
て
も
無
駄
だ
と
い
う
こ
と
を
誰
も
が
肌
で
知
ら
さ
れ
て

い
た
頃
だ
か
ら
、
吉
沢
氏
の
文
章
に
も
あ
き
ら
め
の
色
が
濃
い
。
電
気
庁

の
手
に
よ
っ
て
尾
瀬
の
実
地
測
量
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
堰
堤
の

位
置
な
ど
を
決
め
る
地
下
の
調
査
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う

情
報
に
関
連
し
て
、
「
い
よ
い
よ
尾
瀬
も
時
代
の
脚
光
を
浴
び
て
国
策
線

上
に
浮
び
上
っ
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
自
然
愛
好
者
に
と
っ
て
は
多
少
の
感

国
策
の
犠
牲
は
尾
瀬
ば
か
り
で
は
な
い
。
幸
い
尾
瀬
の
方
は
、
ぼ
く
の

か
す
か
な
記
憶
に
よ
れ
ば
、
堰
堤
工
事
も
地
質
の
問
題
か
ら
困
難
視
さ
れ
、

原
も
沼
も
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
水
電
計
画
の
犠
え
に
な
る
こ
と
は
免

が
れ
た
が
、
黒
部
峡
谷
の
水
電
計
画
は
、
国
策
の
線
に
沿
っ
て
ど
ん
ど
ん

進
め
ら
れ
た
ら
し
い
。

会
員
塚
本
繁
松
氏
が
、
十
七
年
の
秋
「
会
報
」
二
九
号
に
寄
せ
た
「
風

致
と
水
電
」
な
る
一
文
は
、
こ
の
黒
部
の
電
源
開
発
に
関
連
し
て
、
い
か

に
も
山
岳
会
の
人
間
ら
し
い
、
ま
た
塚
本
さ
ん
ら
し
い
気
骨
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
が
あ
る
。
塚
本
さ
ん
の
危
倶
し
た
こ
と
が
、
決
し
て
杷
憂
で
な
か

っ
た
こ
と
を
知
る
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
の
今
後
の
参
考
と
し
て
も
、
そ

の
一
部
を
引
用
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。

「
私
の
真
実
言
い
た
い
の
は
外
で
も
な
い
。
こ
れ
以
上
に
黒
部
に
水
電
を

起
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
。
必
要
な
電
力
は
何
と
か
し
て
他

の
方
法
で
起
し
て
も
ら
い
た
い
。
黒
部
も
今
尚
上
流
と
支
流
が
未
発
電
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
。

慨
な
き
を
得
な
い
。
公
益
優
先
、
国
家
国
防
の
完
壁
を
期
す
る
た
め
に
は

統
制
も
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
程
度
の
犠
牲
も
ま
た
止
む
を
得
な
い
。

水
底
に
沈
ま
ぬ
う
ち
に
せ
い
ぜ
い
そ
の
風
物
を
心
の
目
に
焼
き
つ
け
て
お

い
た
方
が
い
い
と
思
う
」
と
い
っ
た
案
配
で
、
金
輪
際
、
戦
争
な
ど
し
て

は
な
ら
ぬ
と
思
う
。

黒
部
川
発
電
中
止
へ
の
要
望
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こ
れ
ら
も
も
し
資
材
さ
え
十
分
な
ら
無
理
矢
理
発
電
さ
れ
た
ろ
う
が
、

資
材
不
足
の
た
め
幸
い
に
も
未
発
電
で
残
っ
て
い
る
。
戦
時
中
は
な
か
な

か
着
手
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
豊
富
に
な
っ
た
ら
や
り
か
ね
な
い
。

国
威
は
及
ぶ
と
こ
ろ
何
十
倍
と
な
っ
た
が
、
さ
て
省
み
ら
れ
る
の
は
故

国
の
美
し
い
山
河
の
こ
と
。
火
急
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
貴
重
な
原
始
林
は

伐
り
払
わ
れ
、
水
電
の
た
め
に
峡
谷
の
風
致
は
空
し
く
死
滅
し
て
ゆ
く
の

を
、
い
つ
ま
で
も
成
行
に
委
せ
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
国
破
れ
て

山
河
あ
り
で
は
困
る
が
、
国
益
々
栄
え
て
今
や
山
河
な
し
で
も
甚
だ
困
る

で
は
な
い
か
…
…
」

太
平
洋
戦
争
が
二
年
目
に
入
っ
た
時
期
と
し
て
は
か
な
り
思
い
き
っ
た

発
言
だ
と
思
う
。
そ
し
て
毅
然
と
し
て
黒
部
や
尾
瀬
の
発
電
中
止
、
富
士

の
原
始
林
伐
採
中
止
を
要
望
し
た
結
び
の
文
章
な
ど
立
派
な
も
の
だ
と
思

声
『
ノ
Ｏ「

残
す
べ
き
原
始
の
風
致
は
決
然
と
し
て
残
し
、
大
自
然
の
恵
み
に
依
て

大
国
民
を
育
て
上
げ
て
行
く
と
い
う
大
国
策
を
今
こ
そ
確
立
す
べ
き
時
で

は
な
い
か
。
こ
の
意
味
か
ら
黒
部
発
電
の
中
止
、
尾
瀬
発
電
の
中
止
、
富

士
山
の
原
始
林
伐
採
中
止
等
を
衷
心
よ
り
熱
望
し
て
や
ま
な
い
。
」

塚
本
さ
ん
は
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
で
も
困
る
が
…
…
」
と
書
い
た
が
、

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
日
本
は
、
そ
の
塚

本
さ
ん
の
困
る
と
い
っ
た
道
に
向
っ
て
歩
き
出
し
て
い
た
。

会
の
自
然
保
護
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢

も
は
や
、
自
然
保
護
問
題
な
ど
に
か
か
ず
ら
う
余
裕
な
ど
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
青
壮
年
の
男
子
は
戦
場
に
狩
り
出
さ
れ
、
山
岳
会
々
員
に

し
て
も
、
山
な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
さ
え
は
ば
か
ら
れ
る
時
代
と
化
し
て

い
っ
た
。

そ
の
間
に
重
要
な
国
策
資
源
と
し
て
、
至
る
と
こ
ろ
の
山
で
、
森
林
が

ど
ん
ど
ん
伐
り
倒
さ
れ
、
地
元
の
人
達
が
誇
り
、
登
山
者
た
ち
が
讃
え
て

き
た
ブ
ナ
な
ど
の
原
生
林
が
次
か
ら
次
へ
と
姿
を
消
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

わ
が
国
森
林
荒
廃
の
渕
源
は
実
に
こ
の
戦
争
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
い

い
。
そ
し
て
山
が
各
地
で
裸
に
さ
れ
て
敗
戦
の
日
を
迎
え
た
。
バ
カ
バ
カ

し
い
話
で
あ
る
。

戦
後
も
歴
代
自
民
党
政
府
の
高
度
成
長
政
策
の
あ
お
り
を
食
っ
て
森
林

の
荒
廃
は
続
き
、
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
る
観
光
産
業
の
野
放
図
な
拡
大

も
あ
っ
て
日
本
の
自
然
環
境
は
著
し
く
破
壊
さ
れ
続
け
た
。

し
か
し
、
山
岳
会
で
そ
れ
ら
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
傾
向
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
の
必
要
を
改
め
て
論
じ
た
の
は
松
方
会
長
だ
っ
た
。

昭
和
三
十
七
年
の
全
国
支
部
長
会
議
の
席
上
、
松
方
会
長
は
そ
の
挨
拶

の
中
で
三
つ
の
願
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。
第
一
は
日
本

山
岳
会
を
楽
し
い
ク
ラ
ブ
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
日
本
山
岳
協

会
が
で
き
て
、
山
岳
会
は
そ
の
構
成
の
中
に
加
っ
て
い
る
が
日
本
を
代
表

す
る
山
岳
団
体
と
し
て
の
責
任
は
解
除
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
第
三
に
も
う
少
し
広
い
意
味
で
の
対
社
会
的
活
動
と
し
て
の
自
然
保
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護
に
言
及
し
て
い
る
。

ド
ラ
イ
ブ
・
ウ
ェ
イ
を
造
っ
て
、
そ
の
結
果
、
人
間
の
歩
く
道
は
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
山
を
見
れ
ば
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
け
な
け

れ
ば
気
が
す
ま
な
い
と
い
う
危
険
な
人
物
も
、
あ
い
変
ら
ず
天
下
に
満
ち

て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
わ
か
り
す
ぎ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
と
、
案
外

少
し
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
い
う
こ
と
も
な
か
ろ
う
と
黙
っ
て
い
る
と
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
事
実
は
わ
れ
わ
れ
の
目

の
前
に
余
り
に
多
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
大
い
に
賛
成
だ
が
、
自
分
の
国
の

山
を
目
茶
苦
茶
に
し
て
お
い
て
何
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
だ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
日
本
人
だ
し
、
わ
れ
わ
れ
の
会
は
日
本
の
山
岳
会
な
の
だ

か
ら
、
何
と
し
て
も
日
本
の
山
を
ち
ゃ
ん
と
し
た
山
に
し
て
お
か
ね
ば
な

る
ま
い
。
日
本
山
岳
会
の
土
台
は
、
や
は
り
こ
う
し
た
こ
と
に
対
す
る
明

確
な
考
え
方
の
上
に
、
し
っ
か
り
と
根
を
お
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
要
旨
が
「
会
報
」
一
三
三
号
に
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
、
方
針
が
前
提
と
な
っ
て
、
三
十
八
年
十
月
、
上

高
地
で
開
か
れ
た
支
部
長
会
議
に
お
い
て
、
か
ね
て
問
題
に
な
っ
て
い
た

西
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
建
設
計
画
に
対
す
る
反
対
が
決
議
さ
れ
、
要
望

書
が
厚
生
省
国
立
公
園
部
長
、
日
本
自
然
保
護
協
会
理
事
会
な
ど
に
提
出

さ
れ
た
。

西
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
反
対
と
委
員
会
の
誕
生

支
部
長
会
議
の
模
様
と
、
要
望
書
の
全
文
は
「
会
報
」
二
三
○
号
に
収

録
さ
れ
て
い
る
か
ら
省
略
す
る
が
、
こ
の
ロ
ー
・
フ
ウ
ェ
イ
反
対
は
東
海
支

部
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
須
賀
太
郎
支
部
長
と
石
岡
委
員
が
説

明
、
真
剣
な
討
議
の
後
全
員
一
致
で
、
ロ
ー
・
フ
ウ
ェ
イ
及
び
上
高
地
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
道
路
（
鍋
冠
山
よ
り
大
滝
山
、
徳
本
峠
北
面
を
へ
て
上
高
地
に

至
る
も
の
）
の
建
設
と
延
長
に
、
支
部
長
会
議
の
名
に
お
い
て
反
対
を
決

議
し
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
山
岳
会
内
に
自
然
保
護
に
関
す
る
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
こ
と
だ
。
こ
れ
が
今
日
の
自
然

保
護
委
員
会
の
原
点
と
な
っ
た
。

そ
し
て
十
二
月
の
理
事
評
議
委
員
会
で
は
、
交
野
武
一
評
議
員
を
中
心

に
、
次
の
理
事
会
で
発
足
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
、
二
月

の
同
会
で
正
式
に
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

委
員
長
松
方
三
郎

委
員
武
田
久
吉
神
谷
恭
藤
島
敏
男
日
高
信
六
郎
深
田
久
弥

古
沢
肇
田
中
薫
足
立
源
一
郎
千
家
哲
麿
福
井
正
吉
渡
辺

公
平
村
井
米
子
交
野
武
一
他
各
支
部
長

な
お
随
時
適
任
者
を
追
加
委
嘱
す
る
。

し
か
し
四
十
年
度
の
自
然
保
護
担
当
理
事
と
な
っ
た
杉
浦
耀
子
氏
が

「
会
報
」
二
四
○
号
に
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
「
従
来
か
ら
自
然
保
護
委

が
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的
に
は
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
。
」
そ
し
て
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I

四
十
四
年
度
の
自
然
保
護
委
員
会
は
、
加
藤
泰
安
氏
が
担
当
理
事
と
な

り
、
深
田
久
弥
、
村
井
米
子
、
川
森
左
智
子
、
渡
辺
公
平
で
構
成
さ
れ
た

が
、
ち
ょ
う
ど
屋
久
杉
の
原
始
林
を
守
ろ
う
と
い
う
運
動
が
鹿
児
島
県
自

然
愛
護
協
会
な
ど
を
中
心
に
盛
り
上
っ
て
い
た
と
き
で
あ
り
、
日
本
山
岳

会
で
も
同
年
三
月
十
八
日
に
は
村
井
委
員
の
提
案
で
第
一
回
の
委
員
会
が

持
た
れ
、
日
本
自
然
保
護
協
会
と
も
協
力
し
て
、
反
対
世
論
の
盛
り
上
り

を
は
か
る
べ
く
委
員
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
し
た
。
会
員
の
協
力
で
署
名
運
動

「
本
年
度
は
松
方
会
長
、
村
井
評
議
員
、
交
野
評
議
員
等
と
相
談
し
て
、

更
め
て
委
員
会
を
構
成
し
、
協
議
の
上
、
具
体
案
を
作
り
活
動
し
て
ゆ
く
」

こ
と
に
な
っ
た
が
、
村
井
米
子
氏
が
自
然
保
護
委
員
会
の
中
で
活
躍
し
た

く
ら
い
で
、
会
の
委
員
会
と
し
て
は
こ
れ
は
と
い
う
動
き
を
見
せ
な
か
っ

た
。

北
海
道
の
伊
藤
秀
五
郎
氏
が
「
わ
れ
わ
れ
は
、
人
力
に
よ
る
自
然
の
改

変
を
全
面
的
に
否
定
す
る
の
で
も
、
回
顧
趣
味
の
郷
愁
か
ら
未
練
が
ま
し

く
愚
痴
を
い
っ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
産
業
開
発
、
社
会
開
発
に
名
を
藷

り
た
手
ぱ
な
し
の
自
然
の
破
壊
を
放
置
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
の
で
あ

る
。
世
界
の
ど
の
国
よ
り
も
海
外
遠
征
に
は
熱
心
な
わ
が
国
の
登
山
家
た

ち
が
、
お
膝
元
の
日
本
の
自
然
保
護
に
は
驚
く
ほ
ど
不
熱
心
な
の
は
な
ぜ

な
の
だ
ろ
う
」
（
会
報
二
三
八
号
所
載
「
哲
学
者
の
旅
」
）
と
歎
い
て
い
る

の
も
当
然
至
極
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

屋
久
杉
と
大
雪
山
縦
貫
道
路

も
行
な
い
、
部
厚
な
署
名
簿
を
携
え
、
林
野
庁
を
訪
ず
れ
責
任
者
に
手
渡

す
と
共
に
山
岳
会
の
要
望
を
伝
え
た
り
し
た
。
「
屋
久
杉
を
守
ろ
う
」
と
い

う
村
井
委
員
の
記
事
（
会
報
二
八
九
号
）
に
屋
久
杉
問
題
は
詳
細
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
が
、
村
井
委
員
の
こ
の
運
動
に
お
け
る
活
躍
は
目
覚
し
い
も

の
が
あ
っ
た
。

次
に
起
っ
た
の
が
大
雪
山
に
お
け
る
縦
貫
道
路
建
設
計
画
に
対
す
る
反

対
運
動
で
あ
る
。

こ
の
道
路
は
「
帯
広
に
近
い
新
得
の
奥
の
ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
か
ら
、
ト

ム
ラ
ゥ
シ
岳
と
オ
プ
タ
テ
シ
ケ
岳
と
の
間
の
通
称
鹿
越
峠
付
近
を
越
え
て

十
勝
岳
山
麓
の
白
金
温
泉
を
結
び
、
更
に
北
上
し
て
天
人
峡
に
至
る
」
も

の
で
、
「
大
雪
山
の
中
で
も
最
も
奥
深
く
、
最
も
原
始
的
な
、
し
か
も
風
光

に
お
い
て
も
高
山
植
物
や
森
林
の
美
し
さ
に
お
い
て
も
最
も
す
ぐ
れ
た
い

わ
ば
奥
座
敷
で
あ
る
：
．
…
こ
の
原
始
的
な
美
し
い
自
然
が
今
日
な
お
守
ら

れ
て
い
る
の
は
、
ど
こ
か
ら
入
っ
て
も
一
、
二
日
の
幕
営
を
必
要
と
す
る

不
便
さ
の
故
で
、
も
し
こ
こ
に
自
動
車
道
が
通
れ
ば
桂
離
宮
を
一
般
に
開

放
し
た
と
同
じ
結
果
に
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
．
：
日
本
の
い
や
し

く
も
山
を
愛
す
る
と
い
う
者
共
は
い
ま
や
は
っ
き
り
反
対
に
立
上
る
べ
き

と
き
で
あ
り
、
緊
急
に
日
本
山
岳
会
や
日
本
山
岳
協
会
の
道
路
開
設
反
対

運
動
を
期
待
す
る
」
と
会
員
井
手
賞
夫
氏
が
「
会
報
」
三
二
八
号
に
「
大

雪
縦
貫
道
路
に
反
対
」
の
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。

委
員
会
の
方
も
板
倉
担
当
理
事
を
中
心
に
委
員
会
ら
し
い
活
発
な
動
き

を
見
せ
出
し
毎
月
定
例
の
会
合
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
井
出
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連
峰
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
や
大
雪
縦
貫
道
路
の
場
合
は
、
井
出
氏
や
山
村
正

光
氏
な
ど
各
支
部
会
員
や
委
員
が
積
極
的
な
調
査
を
行
な
い
、
適
確
な
情

報
の
把
握
に
努
力
し
た
こ
と
が
、
運
動
の
成
果
を
挙
げ
た
要
因
の
一
つ
と

氏
な
ど
現
地
と
の
緊
密
な
連
絡
の
下
に
、
山
岳
会
と
し
て
四
十
七
年
八
月

二
十
日
付
、
三
田
幸
夫
会
長
の
名
で
小
山
長
規
環
境
庁
長
官
宛
に
要
望
書

を
提
出
、
計
画
の
中
止
を
強
く
訴
え
た
。

こ
の
反
対
運
動
は
強
力
な
世
論
の
背
景
も
あ
っ
て
一
応
北
海
道
庁
が
計

画
を
と
り
下
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
後
退
し
た
の
で
一
応
の
成
果
を
見
た
わ
け

だ
が
、
富
士
ケ
ー
ブ
ル
の
問
題
で
、
松
方
氏
が
は
っ
き
り
指
摘
し
て
い
た

よ
う
に
、
こ
れ
が
反
対
運
動
の
完
了
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
委

員
会
は
百
も
承
知
し
今
後
の
出
方
を
見
守
っ
て
い
る
。

大
雪
縦
貫
道
路
と
時
を
同
じ
く
し
て
国
民
の
視
聴
を
集
め
た
野
呂
川
の

ス
ー
パ
ー
林
道
に
関
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
委
員
会
と
し
て
は
な
ん
ら
ま

と
ま
っ
た
行
動
を
と
れ
な
か
っ
た
。
石
槌
山
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
尾
瀬
の

横
断
道
路
に
し
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。
熱
心
さ
も
足
り
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
土
木
機
器
、
伐
材
用
具
の
驚
く
べ
き
進
歩
に
よ
っ
て

自
然
破
壊
の
進
行
が
想
像
以
上
に
速
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
情
報
集
収

力
の
弱
い
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
委
員
会
が
自
然
破
壊
の
情
報
を
キ
ャ

ッ
チ
し
た
時
に
は
、
破
壊
は
相
当
進
ん
で
い
た
と
い
う
場
合
が
多
か
っ
た

な
っ
た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

せ
い
も
あ
る
。

以
上
、
昭
和
十
年
の
富
士
ケ
ー
ブ
ル
、
尾
瀬
水
電
の
反
対
運
動
か
ら
最

近
ま
で
の
、
自
然
保
護
運
動
を
会
報
を
基
に
大
ま
か
に
拾
い
上
げ
て
み
た

が
、
こ
の
面
に
示
し
た
先
人
た
ち
の
意
外
な
ほ
ど
の
強
烈
な
情
熱
と
、
半

世
紀
を
つ
ら
ぬ
く
山
岳
会
の
使
命
感
と
い
っ
た
も
の
を
行
間
に
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
て
、
愉
快
に
も
思
い
、
ま
た
勇
気
づ
け
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。

（
引
用
し
た
文
章
の
う
ち
仮
名
遣
い
と
読
み
に
く
い
漢
字
に
つ
い
て
は
筆
者
が
適
当

に
改
め
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。
）
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し
ば
ら
く
前
の
日
本
の
経
済
界
は
、
高
度
成
長
と
い
う
言
葉
に
乗
っ

て
、
す
さ
ま
じ
い
前
進
を
示
し
た
。
あ
わ
て
者
は
、
こ
れ
で
日
本
も
大
国

に
列
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
、
早
呑
込
み
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
綺

麗
に
塗
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
表
通
り
に
過
ぎ
ず
、
裏
通
り
は
ち
り
芥
の

山
、
こ
れ
を
片
づ
け
る
の
に
何
年
か
か
る
か
と
頭
を
悩
ま
す
よ
う
な
佗
し

い
成
長
で
あ
る
こ
と
が
、
間
も
な
く
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
最
近
、
登
山
の
研
修
会
な
ど
で
現
役
の
登
山
者
に
接
す
る
機
会
多

く
、
登
山
界
も
激
し
く
変
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
登
山
者
の
技
術

水
準
は
高
く
、
ひ
と
こ
ろ
の
ト
ッ
プ
・
レ
ヴ
ェ
ル
の
技
術
が
一
般
に
普
及

し
て
い
る
。
装
備
の
進
歩
も
著
し
い
。
例
え
ば
靴
一
足
と
り
あ
げ
て
見
て

も
、
岩
で
も
雪
で
も
は
る
か
に
登
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
し
、
登
山
靴
を

そ
の
ま
ま
ス
キ
ー
に
使
っ
て
も
、
昔
の
ス
キ
ー
の
選
手
が
使
っ
て
い
た
靴

よ
り
も
、
も
っ
と
使
い
や
す
い
ほ
ど
で
あ
る
。

高
所
登
山
の
忘

れ
物

海
外
登
山
も
普
及
し
て
来
た
。
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
言
葉
の
分
か
ら
な
い
輩

が
海
外
に
行
き
過
ぎ
る
と
、
顔
を
し
か
め
る
人
も
い
る
が
、
大
衆
化
そ
の

も
の
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
昔
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情
に
よ
っ
て
合
宿
に

も
満
足
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
を
振
り
か
え
れ
ば
、
若
い
人

た
ち
の
海
外
進
出
を
大
い
に
後
押
し
し
て
あ
げ
た
い
。
ま
た
現
に
、
そ
こ

で
は
眼
ざ
ま
し
い
成
果
も
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
で
は
登
山
界
は
め
で
た
く
、
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
か
と
い
え

ば
、
必
ず
し
も
そ
う
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
破
行
的
前
進

と
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
い
く
つ
か
の
忘
れ
物
も
し
て
い
る
よ
う
だ
。
登

山
を
経
済
事
象
と
比
較
し
た
く
は
な
い
が
、
登
山
者
も
社
会
人
で
あ
る
以

上
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
の
風
潮
の
影
響
を
絶
ち
き

る
こ
と
は
難
し
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
傾
向
を
概
観
す
る
た
め
ク
ロ
ニ
ク
ル
類
を
ひ
も
と
い

金
坂
一

郎
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て
見
る
と
、
外
国
の
登
山
隊
の
場
合
、
ま
ず
終
戦
の
一
九
四
五
年
以
来
、

フ
ラ
ン
ス
隊
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
初
登
頂
の
五
○
年
ま
で
、
十
隊
足
ら
ず
の

登
山
者
が
毎
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
間
死
亡
者
は
め
っ
た
に

出
な
い
。
そ
の
後
登
山
隊
の
数
は
増
加
し
、
十
数
隊
か
ら
二
十
隊
く
ら
い

に
及
ん
で
い
る
が
、
事
故
は
毎
年
一
’
二
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
五
七
年
以
降
登
山
隊
の
数
は
大
差
な
い
の
に
、
遭
難
件
数
が
急
に
増

し
、
四
’
五
件
を
数
え
る
年
も
あ
る
。

次
に
日
本
隊
を
見
る
と
、
一
九
五
二
年
の
マ
ナ
ス
ル
偵
察
以
来
五
七
年

ま
で
は
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
年
平
均
一
隊
ほ
ど
で
、
遭
難
は
起
こ
っ
て
い

な
い
。
五
八
年
は
日
本
山
岳
会
が
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
計
画
に
着
手
し
た
年
で

あ
る
が
、
外
貨
事
情
が
き
わ
め
て
不
自
由
な
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
年
か
ら
数
隊
が
海
外
へ
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
事
故
も
ぽ
つ
ぽ
つ
と
現

れ
て
い
る
が
、
当
時
（
五
七
年
以
降
）
の
外
国
隊
よ
り
は
ず
っ
と
低
率
で
あ

っ
た
。
遭
難
が
急
に
増
加
し
た
の
は
外
国
隊
よ
り
も
十
一
年
遅
れ
て
六
八

年
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
は
ま
だ
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
登
山
を
禁
じ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
日
本
隊
の
事
故
が
多
か
っ
た
。

何
故
あ
る
年
か
ら
突
然
遭
難
件
数
が
ふ
え
た
か
。
遭
難
の
割
合
が
ふ
え

吻
た
と
い
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
い
ま
明
ら
か
で
は
な
い

し識
が
、
外
国
隊
も
日
本
隊
も
同
じ
よ
う
な
変
化
を
示
し
て
い
る
。
最
近
の
日

岬
本
隊
は
ま
こ
と
に
お
粗
末
で
あ
る
と
、
一
部
の
人
の
箪
整
を
買
っ
て
い
る

罐
が
、
こ
れ
も
成
長
期
に
起
こ
る
一
種
の
ハ
シ
カ
み
た
い
な
も
の
で
あ
ろ
う

高
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
。

最
近
の
日
本
隊
に
多
い
事
故
は
転
落
で
あ
る
。
お
よ
そ
事
故
の
半
数
を

こ
れ
が
占
め
て
い
る
。
国
内
登
山
の
統
計
に
よ
る
と
、
こ
れ
も
転
落
が
圧

倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
が
、
高
所
登
山
の
場
合
に
は
そ
の
原
因
は
高
度
障

害
で
あ
ろ
う
。
世
界
的
に
名
の
知
ら
れ
た
優
れ
た
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
が
、

あ
ま
り
険
し
く
な
い
斜
面
で
転
落
し
た
話
を
読
み
、
奇
妙
な
感
じ
を
持
た

れ
た
人
も
多
い
と
思
う
が
、
酸
素
不
足
に
よ
っ
て
、
神
経
も
筋
肉
も
病
的

に
衰
え
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
高
山
病
は
最
近
現
れ
た
現
象
で
は
な
く
、
昔
か
ら
あ
っ
た
し
、

ま
た
登
山
者
に
は
そ
の
厄
介
な
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
の
第
一
歩
は
高
度
の
克
服
か
ら
始
ま
る
。
だ
か
ら
昔
の
登
山
者
は
、

高
度
順
化
に
対
し
て
慎
重
で
あ
っ
た
。
高
度
障
害
に
つ
い
て
の
知
識
は
最

近
の
方
が
ず
っ
と
豊
富
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ご
ろ
は
高
度
障

害
が
直
接
の
原
因
で
あ
る
転
落
な
ど
の
初
歩
的
な
事
故
が
多
い
。

海
外
登
山
の
初
期
に
は
、
登
山
お
よ
び
人
生
に
お
け
る
経
験
の
豊
富
な

リ
ー
ダ
ー
が
指
揮
を
と
り
、
有
能
な
幹
部
が
慎
重
に
計
画
を
立
て
る
。
行

動
面
で
も
あ
ま
り
無
理
を
し
な
い
の
で
、
事
故
は
少
な
い
。
し
か
し
そ
の

う
ち
に
大
勢
の
日
本
人
が
海
外
の
山
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
昔
の
よ
う

な
ベ
テ
ラ
ン
が
指
揮
を
す
る
わ
け
で
な
く
、
ド
ン
グ
リ
の
背
く
ら
べ
的
な

自
分
た
ち
と
大
差
の
な
い
登
山
者
が
運
よ
く
登
頂
し
た
と
す
る
と
、
自
分

た
ち
に
も
や
れ
そ
う
な
気
に
な
っ
て
く
る
。
い
や
、
む
し
ろ
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
気
に
な
る
。

そ
し
て
豊
富
に
な
っ
た
資
料
を
仕
入
れ
て
計
画
を
立
て
る
の
で
あ
る
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が
、
計
画
の
細
部
に
ま
で
眼
が
行
き
と
ど
か
な
い
。
登
頂
の
た
め
の
調
査

は
一
所
懸
命
に
や
る
が
、
高
度
順
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
お
ざ
な
り
で
あ

る
。
時
間
が
不
足
し
て
く
る
と
ま
ず
省
略
さ
れ
る
の
が
高
度
順
化
の
段
階

で
、
見
か
け
の
強
そ
う
な
も
の
が
ど
ん
ど
ん
高
所
に
突
っ
こ
ん
で
行
き
、

ピ
ン
チ
に
陥
る
。

こ
う
し
た
高
所
で
の
登
山
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
登
山
技
術
を
よ

く
練
磨
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
付
け
焼
刃
の
技
術
は
通
用
し
な

い
。
し
か
し
高
度
障
害
が
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
体
力
も
技
術
も
役
に
立
た

な
い
と
思
う
。
そ
れ
以
前
の
順
化
の
問
題
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
し
か
も

順
化
の
様
子
は
個
人
差
が
大
き
く
、
ま
た
予
想
も
つ
か
な
い
。
経
験
に
よ

っ
て
も
変
っ
て
く
る
。
こ
れ
を
こ
な
す
に
は
計
画
に
余
裕
を
十
分
持
た
せ

る
こ
と
で
あ
る
。

高
所
登
山
の
場
合
、
最
高
所
の
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
は
、
予
定
し
て

い
た
位
置
で
は
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
多
い
。
昔
は
予
定
通
り
で
は
無
理

で
あ
る
と
分
か
っ
た
と
き
、
計
画
を
変
更
し
て
も
う
一
個
所
キ
ャ
ン
プ
を

進
め
て
か
ら
ア
タ
ッ
ク
に
か
か
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
予
定

の
位
置
か
ら
長
時
間
か
け
て
ア
タ
ッ
ク
を
強
行
す
る
例
が
多
い
。
こ
の
ご

ろ
で
は
国
内
の
登
山
で
十
数
時
間
か
け
て
行
動
す
る
と
い
っ
た
ラ
ッ
シ

ュ
・
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
が
め
っ
た
に
行
な
わ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

八
千
メ
ー
ト
ル
前
後
で
そ
れ
を
強
行
す
る
。
悲
劇
に
突
入
す
る
チ
ャ
ン
ス

の
多
い
所
以
で
あ
る
。
初
め
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
長
年
に
わ
た
っ
て
超
人

的
体
力
を
鍛
え
て
来
た
人
な
ら
ば
話
は
別
で
あ
る
が
、
酸
素
や
ポ
ッ
カ
能

力
の
不
足
を
ア
タ
ッ
ク
で
一
挙
に
取
り
か
え
す
の
は
乱
暴
で
あ
る
。

最
近
の
通
信
機
は
大
変
便
利
に
な
っ
て
い
る
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
迷

路
に
お
け
る
ル
ー
ト
開
拓
な
ど
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
隊
を
離
れ
て
見
通
し
の

い
い
場
所
か
ら
指
示
す
れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
便
利
で
あ
る
。
登
頂
隊
の
ル
ー

ト
指
示
に
使
え
る
場
合
も
あ
る
。
計
画
の
変
更
な
ど
に
も
き
わ
め
て
便
利

で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
十
分
に
使
い
こ
な
す
こ
と
は
意
外
に
難
し
い
。

か
つ
て
文
部
省
の
登
山
研
修
所
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
テ
ス
ト
問
題

の
中
で
、
そ
の
隊
は
ト
ラ
ン
シ
ー
ヴ
ァ
を
携
行
し
て
い
な
い
と
付
記
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
馬
鹿
げ
た
隊
は
冬
山
に
入
る
資
格
が
な
い
な
ど
と

き
め
つ
け
て
い
た
学
生
が
何
人
も
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
紋
切
型
の
考
え

を
持
っ
て
い
た
の
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
ト
ラ
ン
シ
ー
ヴ
ァ
は
使
い

こ
な
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
登
山
に
は
、
ほ
と
ん
ど
故
障
し
な
い
よ
う
な
装

備
を
携
行
す
る
か
、
さ
も
な
く
ぱ
装
備
が
故
障
し
た
と
き
の
対
策
を
し
っ

か
り
立
て
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
高
所
登
山
で
ト
ラ
ン
シ
ー
ヴ
ァ

の
修
理
は
ま
ず
無
理
で
あ
る
か
ら
、
事
前
に
、
故
障
し
た
場
合
の
処
置
に

つ
い
て
打
合
わ
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
に
頼
り
き
り

の
登
山
を
し
て
い
て
、
そ
の
故
障
に
会
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
糸

の
切
れ
た
凧
と
同
じ
で
あ
る
。

組
織
の
力
と
い
う
も
の
は
、
指
示
が
的
確
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
指
示
が

確
実
に
実
行
さ
れ
た
と
き
に
発
揮
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
予
め
考
え
ら

れ
る
あ
ら
ゆ
る
想
定
の
も
と
に
、
ど
の
よ
う
に
計
画
を
立
て
、
ま
た
そ
れ

を
変
更
し
て
い
く
か
、
事
前
に
十
分
討
論
し
て
、
全
隊
員
が
納
得
し
て
お
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高所登山の忘れ物

く
こ
と
が
望
ま
し
い
・
縦
系
列
に
育
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
組
織
し
た
隊
は
、

こ
の
点
比
較
的
や
り
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
先
輩
、
後
輩
の

意
志
の
疎
通
は
意
外
に
あ
い
ま
い
な
こ
と
が
多
い
。
出
発
前
の
打
合
わ
せ

は
ど
の
よ
う
な
形
の
隊
に
と
っ
て
も
大
切
な
の
で
あ
る
が
、
山
に
入
っ
て

か
ら
ト
ラ
ン
シ
ー
ヴ
ァ
を
使
え
ば
い
い
や
、
と
い
っ
た
甘
い
考
え
方
で
動

き
だ
し
て
し
ま
う
隊
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

も
し
こ
う
し
た
隊
が
山
の
中
で
分
散
し
て
か
ら
、
合
議
制
で
行
動
の
相

談
な
ど
始
め
た
ら
、
円
滑
に
進
行
す
る
は
ず
が
な
い
。
こ
れ
な
ど
は
、
ト

ラ
ン
シ
ー
ヴ
ァ
と
い
う
器
械
の
使
い
方
を
甘
く
見
て
、
ト
ラ
ン
シ
ー
ヴ
ァ

に
振
り
ま
わ
さ
れ
る
例
で
あ
ろ
う
。

登
山
準
備
の
段
階
で
、
装
備
や
食
料
、
あ
る
い
は
事
務
手
続
に
追
わ
れ

て
、
登
山
計
画
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
の
は
、
初
心
者
だ
け
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
こ
の
ご
ろ
で
は
ベ
テ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
も
、
そ
の
轍
を

踏
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
で
、
山
の
中
で
現
れ
る
ト

ラ
ブ
ル
を
ト
ラ
ン
シ
ー
ヴ
ァ
は
す
べ
て
聞
い
て
い
る
。
ト
ラ
ン
シ
ー
ヴ
ァ

に
ま
つ
わ
る
悲
劇
は
意
外
に
多
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ご
ろ
情
報
と
い
う
売
り
も
の
が
さ
か
ん
に
も
て
は
や
さ
れ
て
い

る
。
買
う
方
に
と
っ
て
も
大
変
都
合
の
い
い
商
品
で
あ
る
。
し
か
し
登
山

界
に
お
け
る
情
報
の
取
扱
い
が
適
切
で
な
い
場
合
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
欠

陥
を
生
じ
や
す
い
。

日
本
山
岳
協
会
で
は
毎
年
海
外
登
山
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
そ

こ
に
は
い
つ
も
不
思
議
な
空
気
が
流
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
海
外
の
山

へ
の
入
山
手
続
だ
と
か
そ
れ
に
類
し
た
事
務
的
な
情
報
の
交
換
に
は
大
変

熱
心
だ
が
、
山
の
登
り
方
に
関
す
る
諸
問
題
に
は
さ
っ
ぱ
り
熱
が
わ
か
な

い
協
会
と
し
て
は
そ
ん
な
指
導
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、

こ
ん
な
空
気
を
感
じ
る
と
、
こ
う
し
た
登
山
者
た
ち
は
高
い
山
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
、
恐
し
く
な
っ
て
く
る
。
い
い
山
を
見
つ
け
出
し
て
隊
を

送
り
た
い
気
持
は
十
分
に
理
解
で
き
る
。
ま
た
未
知
の
山
に
挑
む
に
あ
た

っ
て
、
情
報
集
め
大
い
に
結
構
で
あ
る
。
金
の
か
か
る
海
外
登
山
で
あ
る

か
ら
能
率
は
で
き
る
だ
け
上
げ
た
い
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
立
派
な
登

山
は
で
き
な
い
。
い
く
ら
情
報
が
豊
富
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ル
ー
ト
図

片
手
に
岩
を
登
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
い
か
な
い
。
こ
の
辺
の
空
気
が

高
度
障
害
や
雪
崩
の
事
故
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

海
外
登
山
は
で
き
る
だ
け
綿
密
な
計
画
の
も
と
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
続
出
と
予
定
変
更
が
エ
ク
ス
・
ヘ
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
実
態
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
情
報
が
ほ
し
い
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
歩

つ
っ
こ
ん
で
、
変
化
に
対
応
で
き
る
弾
力
的
な
頭
悩
を
訓
練
す
る
の
が
本

筋
で
、
こ
う
し
た
人
に
と
っ
て
は
多
少
の
情
報
不
足
は
大
き
な
問
題
た
り

え
な
い
。

最
近
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
雪
崩
に
や
ら
れ
る
例
が
多
く
な
っ
た
。
日
本
の
山

で
は
情
報
に
し
た
が
っ
て
雪
崩
多
発
地
帯
を
上
手
に
避
け
れ
ば
、
雪
崩
遭

難
は
か
な
り
の
程
度
に
防
げ
る
は
ず
で
あ
る
（
現
実
に
は
そ
こ
ま
で
行
っ

て
い
な
い
が
）
・
し
か
し
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
そ
う
し
た
手
は
使
え
な
い
。
ま
た

登
り
や
す
い
ル
ー
ト
は
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、
雪
崩
の
多
発
地
帯
に
多
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い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
未
知
の
山
に
お
け
る
雪
崩
情
報
は
皆
無
に
近
く
、

山
麓
の
住
民
も
雪
崩
地
帯
の
こ
と
は
知
ら
な
い
。

登
山
者
に
と
っ
て
雪
崩
の
問
題
で
一
番
面
倒
な
こ
と
は
、
山
を
下
か
ら

見
た
の
で
は
、
雪
崩
の
発
生
場
所
や
そ
の
流
れ
方
を
誤
り
や
す
い
こ
と
で

あ
る
。
稜
線
か
ら
見
下
ろ
す
と
き
は
、
そ
の
判
断
は
か
な
り
正
確
に
近
づ

く
の
で
あ
る
が
、
稜
線
に
出
る
ま
で
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
か
ら

始
末
に
悪
い
。

高
所
登
山
の
場
合
、
と
き
た
ま
氷
雪
崩
に
や
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

過
去
の
先
輩
た
ち
の
記
録
か
ら
も
予
想
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
ご
ろ
で
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
新
雪
雪
崩
に
や
ら
れ
る
場
合
も
非
常
に
多
い
。

海
外
登
山
の
う
ち
で
も
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
と
く
に
多
い
。
降
雪
量

が
多
い
地
域
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
新
雪
雪
崩
は
、
大

体
に
お
い
て
日
本
の
山
の
雪
崩
に
似
て
い
る
。
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ア
ル
プ
ス
の
雪
崩
よ
り
は
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
の
山
で
雪
崩

を
よ
く
観
察
し
、
そ
の
避
け
方
を
一
応
心
得
て
い
る
人
は
、
か
な
り
の
程

度
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雪
崩
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
、
積
雪
状
態

か
ら
考
え
て
、
誰
で
も
無
茶
だ
と
思
う
よ
う
な
斜
面
で
行
動
し
て
遭
難
し

て
い
る
。

雪
崩
は
登
山
界
の
最
も
大
き
な
忘
れ
物
で
あ
る
と
思
う
。
雪
が
降
っ
た

ら
二
、
三
日
は
急
斜
面
に
近
づ
く
な
、
と
古
く
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

な
が
ら
、
こ
れ
が
守
れ
ず
に
遭
難
が
絶
え
な
い
。
統
計
的
に
見
て
、
降
雪

後
一
日
待
て
ば
新
雪
は
大
体
落
着
く
が
、
そ
れ
す
ら
待
て
な
い
。

危
険
地
帯
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
一
時
に
一
名
だ
け

が
通
れ
、
と
い
う
ル
ー
ル
も
守
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
挙
げ
た
二
原
則

を
守
る
だ
け
で
、
雪
崩
の
死
亡
者
は
十
分
の
一
以
下
に
減
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
登
山
界
一
般
は
そ
れ
を
放
置
し
て
来
た
。

し
か
も
で
た
ら
め
な
雪
崩
理
論
が
横
行
し
て
い
る
。
雪
崩
事
故
の
コ
メ

ン
ト
に
、
気
温
が
高
い
の
に
行
動
し
て
云
々
と
い
う
言
葉
は
常
に
聞
く
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
逆
に
受
け
取
っ
て
、
気
温
が
低
く
さ
え
あ
れ
ば

安
全
だ
ろ
う
と
い
う
誤
解
を
い
か
ほ
ど
振
り
ま
い
た
か
。
不
勉
強
な
登
山

者
も
悪
い
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
見
逃
が
し
て
来
た
登
山
界
は
も
っ

と
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
で
は
日
本
の
よ
う
な
ド
カ
雪
が
少
な
い
の
で
、
雪
崩

の
被
害
も
一
般
に
は
日
本
と
は
様
子
が
違
う
が
、
戦
後
何
回
か
の
大
雪
に

よ
っ
て
予
想
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
被
害
を
受
け
て
か
ら
、
国
を
挙
げ
て

雪
崩
対
策
に
取
り
組
み
、
防
護
施
設
な
ど
戦
前
と
は
一
変
し
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
そ
ろ
そ
ろ
日
本
の
登
山
界
も
雪
崩
に
対
す
る
認
識
を
改
め

て
頂
き
た
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

登
山
を
古
い
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
る
と
、
探
検
的
な
要
素
が
多

か
っ
た
。
登
山
と
は
ま
ず
山
岳
の
探
検
で
あ
っ
た
。
同
時
に
荒
々
し
い
自

然
と
の
戦
い
で
あ
る
。
山
で
生
活
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
生
存
す

る
と
い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
が
、
人
間
が
生
存
す
る
こ
と
を
拒
む
か

の
よ
う
な
自
然
、
そ
こ
で
生
活
す
る
方
法
を
知
る
こ
と
は
、
山
を
登
る
方

法
の
開
発
と
同
様
に
大
切
で
あ
っ
た
。
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高所登山の忘れ物

そ
の
よ
う
な
時
代
に
大
切
な
こ
と
は
、
学
問
や
知
識
で
は
な
く
、
強
い

体
力
と
動
物
的
な
感
覚
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
少
し
ず
つ
経
験
を
積
み

か
さ
ね
て
い
き
、
危
険
を
避
け
な
が
ら
山
を
登
る
方
法
を
知
っ
た
の
に
違

い
あ
る
ま
い
。

登
山
者
が
経
験
を
積
む
に
し
た
が
い
、
そ
の
知
識
も
次
第
に
普
及
し
て

い
く
。
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
、
本
の
出
版
が
一
番
多
い
の
が
登
山

で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
後
発
の
登
山
者
は
、
書
物
に
よ
っ
て
広
く
知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
読
書
に
よ
っ
て
登
山
を
楽
し
む
と
い
う

副
次
的
な
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。

傾
向
と
し
て
は
こ
の
よ
う
に
進
ん
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
私
が

登
山
を
始
め
た
第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
の
状
態
に
お
い
て
は
、
一
般
の
登

山
者
が
山
の
資
料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ

た
。
一
般
の
登
山
案
内
書
な
ど
は
結
構
普
及
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
第

一
線
の
困
難
な
登
山
が
対
象
と
な
る
と
、
簡
単
に
情
報
を
手
に
入
れ
る
わ

け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

ま
た
当
時
は
通
信
も
便
利
で
は
な
か
っ
た
。
気
象
デ
ー
タ
ー
は
毎
日
ラ

ジ
オ
で
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
山
の
中
で
そ
れ
を
捉
え
る
携
帯
用
の
ラ
ジ

オ
な
ど
売
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
山
に
入
っ
て
い
る
連
中
は
、
雲
行
き

で
も
眺
め
な
が
ら
翌
日
の
天
気
を
予
想
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
を
歩
く
た

め
の
資
料
と
し
て
は
、
当
時
の
陸
地
測
量
部
の
五
万
分
の
一
の
地
図
（
今

日
の
も
の
に
比
し
て
狂
い
が
大
き
い
）
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
積
雪
期

の
中
級
山
岳
を
地
形
図
だ
け
を
頼
り
に
歩
い
た
と
き
、
人
跡
未
踏
の
い
ろ

ん
な
変
っ
た
場
所
に
入
り
こ
ん
だ
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
当
時
の
登
山

者
の
持
っ
て
い
た
情
報
は
、
か
も
し
か
や
熊
と
く
ら
べ
て
も
大
差
の
な
い

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
動
物
的
感
覚
も

大
い
に
働
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

終
戦
直
後
の
物
資
欠
乏
期
に
も
、
事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
。
い
や
む
し

ろ
戦
前
よ
り
も
悪
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
頃
か
ら
登
山
の
方
法
が
組
織
化

さ
れ
、
指
導
の
や
り
方
も
能
率
的
と
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
戦
争
の
経
験

が
登
山
に
取
り
い
れ
ら
れ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
厳
寒
期
の
稜
線
に
キ

ャ
ン
プ
す
る
こ
と
も
上
手
に
な
っ
た
。
そ
し
て
携
帯
ラ
ジ
オ
に
よ
る
気
象

情
報
が
、
登
山
行
動
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
交

通
が
便
利
に
な
っ
た
の
で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
所
要
日
数
は
短
縮
さ
れ
、
登

山
行
動
は
ま
す
ま
す
能
率
的
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
は
一
種
の
進
歩
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
マ

イ
ナ
ス
の
面
も
現
れ
て
く
る
の
は
止
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
登
山
者
は

初
歩
の
段
階
か
ら
効
率
的
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
方
法
を
身
に
つ
け
る
か
わ

り
に
、
山
の
自
然
的
要
素
に
注
目
す
る
余
裕
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
・
山
は
、

あ
る
い
は
岩
壁
は
、
す
み
か
ら
す
み
ま
で
詳
し
く
知
ら
れ
た
、
一
種
の
競

技
場
と
化
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
に
育
っ
た
登
山
者
は
、
成
文
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
し

ば
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と
す
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
化
へ
の
道
に
突

進
す
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
登
山
技
術
の
向
上
よ
り
も
ま
ず
人
工
的
補

助
用
具
の
開
発
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
水
泳
の
競
技
に
お
い
て
水
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か
き
の
よ
う
な
不
当
な
補
助
用
具
を
使
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
競
技
者
は

永
久
に
葬
ら
れ
て
し
ま
う
は
ず
で
あ
る
が
、
登
山
者
は
こ
れ
に
類
し
た
こ

と
を
平
気
で
行
っ
て
い
る
。

今
日
の
最
も
近
代
的
な
登
山
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
よ
り
は
情
報
獲
得

競
争
で
あ
り
、
行
為
の
機
械
化
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
極
論
す
れ
ば
大
学

の
経
営
工
学
科
の
対
象
に
し
て
も
い
い
く
ら
い
だ
。
し
た
が
っ
て
そ
の
成

果
も
効
率
が
高
い
。

し
か
し
現
代
登
山
者
が
総
て
の
点
に
お
い
て
優
等
生
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
ど
う
も
犠
牲
者
の
数
が
多
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
戦
争
の
場

合
に
は
、
い
か
に
優
れ
た
指
揮
官
を
得
た
に
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
犠
牲

は
止
む
を
得
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
く
ら
甘
い
評
論
家
で

も
、
登
山
隊
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
寛
容
度
は
示
さ
な
い

で
あ
ろ
う
。
登
山
は
戦
闘
で
は
な
い
か
ら
、
生
命
の
犠
牲
は
極
力
避
け
た

登
山
の
構
造
が
複
雑
に
な
る
に
つ
れ
、
人
は
登
山
に
お
け
る
能
力
を
、

体
力
、
技
術
、
装
備
、
情
報
と
い
っ
た
目
に
つ
き
や
す
い
面
だ
け
で
と
ら

え
て
比
較
し
が
ち
で
あ
る
。
も
し
こ
う
し
た
単
純
な
比
較
を
、
古
い
型
の

登
山
者
と
対
比
し
て
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
新
し
い
型
の
登
山
者
の
方
が
ず

っ
と
優
れ
て
い
る
と
結
論
し
や
す
い
。
し
か
し
未
知
な
要
素
の
多
い
、
新

し
い
高
い
山
を
目
標
に
す
る
場
合
、
も
っ
と
別
の
要
素
、
例
え
ば
ル
ー
ト

を
素
早
く
嗅
ぎ
出
し
た
り
、
隠
さ
れ
た
危
険
を
予
見
す
る
よ
う
な
、
感
覚

的
な
能
力
も
大
切
な
の
で
あ
る
。

V、
◎

覆
水
盆
に
返
ら
ず
と
い
う
。
昔
の
と
お
り
の
登
山
に
戻
れ
と
い
う
こ
と

も
無
益
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
近
代
化
に
よ
っ
て
体
質
の
一
部
が
虚
弱
と
な

っ
た
登
山
者
の
欠
陥
は
、
自
ら
よ
く
承
知
し
て
、
そ
こ
を
か
ば
う
よ
う
に

し
て
計
画
し
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

成
分
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
を
持
た
ず
、
ま
た
自
ら
の
倫
理
を
め
っ
た
に
確

立
し
よ
う
と
せ
ぬ
登
山
界
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
方
向
に
進
ん
で
行
く
か
、

私
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
い
つ
の
世
に
も
、
登
山
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う

な
流
れ
に
乗
っ
て
き
た
か
、
と
い
っ
た
根
源
的
な
問
い
か
け
は
、
な
お
ざ

り
に
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
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黒部の山案内人

黒
部
川
は
、
愛
本
橋
の
下
に
濃
藍
の
渕
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た

り
、
両
岸
に
せ
ま
る
山
の
端
の
岩
壁
が
庇
状
に
せ
り
出
し
、
そ
れ
を
被
う

よ
う
に
樹
木
が
謬
蒼
と
し
て
お
り
、
妖
気
の
漂
い
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
お

か
な
い
。

お
り
た
て

か
つ
て
、
こ
の
橋
の
西
、
俗
に
下
立
愛
本
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

綜
を
齋
ぐ
店
が
あ
っ
た
。
こ
こ
の
綜
は
、
「
愛
本
の
綜
」
と
称
さ
れ
、
長
持

ち
す
る
こ
と
で
定
評
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
橋
下
の
深
渕
に
住
む
と
い

わ
れ
て
い
た
大
蛇
と
美
女
を
か
ら
ま
せ
た
伝
説
が
あ
る
が
、
Ｉ
こ
れ
は
、

大
蛇
に
懸
想
さ
れ
て
嫁
い
だ
徳
左
衛
門
（
地
元
で
は
ヘ
イ
ザ
ブ
ロ
ゥ
と
い

い
、
そ
の
店
を
ヘ
イ
ザ
ブ
サ
と
称
し
て
い
る
）
の
娘
お
光
が
身
ご
も
っ
て

ゆ
あ
竺

帰
っ
て
く
る
、
そ
れ
と
知
ら
ぬ
母
親
は
、
蛇
体
と
な
っ
て
蛇
の
子
を
湯
浴

さ
せ
て
い
る
わ
が
娘
を
盗
み
見
て
仰
天
す
る
、
娘
は
親
子
の
縁
も
こ
れ
ま

で
、
と
例
の
糘
の
製
法
を
伝
授
し
て
立
ち
去
り
、
以
後
ふ
た
た
び
両
親
の

前
に
姿
を
現
わ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
話
な
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
大
蛇
が
娘
を
口
説
く
部
分
は
拡
大
さ
れ
て
、
次
に
記
す
よ

黒
部
の
山
案
内
人

Ｉ
下
立
村
の
人
び
と
Ｉう

な
盆
踊
唄
「
愛
本
橋
大
蛇
口
説
き
」
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
名
、

人
名
な
ど
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
。

こ
こ
に
一
つ
の
話
が
ご
ざ
る

所
ど
こ
よ
と
た
ず
れ
て
聞
け
ば

所
越
中
の
愛
本
村
に

花
の
八
月
十
日
の
季
節

あ
け
び

明
日
開
帳
の
参
り
し
も
ど
り

セ
ツ
半
頃
愛
本
橋
の

橋
の
た
も
と
で
手
拭
拾
た

拾
た
手
拭
ち
ら
し
を
見
れ
ば

愛
の
し
る
し
に
川
瀬
の
模
様
で

拾
て
こ
、
三
日
た
た
な
い
う
ち
に

き
れ
い
な
男
が
旅
装
束
で

そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
荻
生
に
下
る

湯
口
康
雄
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黒
部
の
山
案
内
人
、
此
川
新
作
が
生
ま
れ
た
富
山
県
下
新
川
郡
下
立
村

下
立
（
現
宇
奈
月
町
下
立
）
は
、
黒
部
川
左
岸
の
村
落
で
、
下
立
愛
本
と
隣

り
合
っ
て
い
る
。
新
作
は
こ
こ
で
農
業
に
い
そ
し
む
か
た
わ
ら
、
米
屋
を

も
営
ん
で
い
た
。

現
在
の
此
川
家
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
新
築
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
几
帳
面
な
新
作
は
こ
れ
を
記
念
し
て
「
御
札
納
箱
」
と
自
害
し
た
木

製
の
箱
を
作
っ
た
。
御
札
と
い
う
の
は
、
大
神
宮
の
神
符
の
こ
と
で
、
か

れ
は
こ
の
蓋
の
裏
面
に
、
此
川
家
の
家
系
を
初
め
と
し
て
、
新
築
の
費
用

が
四
千
円
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
こ
の
年
は
「
北
支
邦
事
ノ
真
最
中
」
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
を
克
明
に
、
し
か
も
毛
筆
で
書
き
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
か
れ
は
不
器
用
な
方
で
、
草
稚
は
お
ろ
か
、
稲
架
さ

え
満
足
に
作
れ
ず
、
た
え
ず
夫
人
を
嘆
か
せ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
地
方

の
盆
踊
り
に
は
、
か
な
ら
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
先
述
の
「
愛
本
橋
大
蛇

こ
こ
は
ど
こ
よ
と
子
守
衆
に
聞
け
ば

こ
こ
は
荻
生
の
中
村
で
ご
ざ
る

荻
生
の
中
村
の
徳
左
衛
門
と
は
ど
こ
よ

橋
の
先
よ
り
三
軒
目
で
ご
ざ
る

夜
の
九
シ
四
シ
半
頃
に

お
竹
お
竹
と
二
声
三
声

夜
の
夜
中
に
私
呼
ぶ
者
は

ま
よ
い
者
か
よ
変
化
の
者
か

ま
よ
い
者
で
も
変
化
で
も
な
い
よ

手
拭
落
と
し
た
大
蛇
で
ご
ざ
る

新
作
は
、
イ
ワ
ナ
釣
り
が
ま
こ
と
に
好
き
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
塚
本

繁
松
（
一
八
九
九
Ｊ
一
九
四
七
）
の
「
黒
薙
川
柳
又
谷
」
（
『
山
岳
』
第
二
十
六

年
第
三
号
）
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
ふ
と
足
許
の
渕
を
見
る
と
、
渦
巻
く
激
し
い
流
れ
の
中
に
大
き
な
岩
魚

の
群
が
浮
き
上
が
っ
て
は
沈
み
、
沈
ん
で
は
浮
き
上
が
っ
て
居
た
。
三
人

は
顔
を
見
合
は
せ
て
に
っ
こ
り
笑
ひ
、
早
速
糸
を
取
り
出
し
て
釣
り
に
か

か
っ
た
。
十
分
許
り
に
し
て
忽
ち
一
尺
足
ら
ず
の
を
一
匹
釣
り
上
げ
た
の

で
そ
れ
に
勢
を
得
て
熱
心
に
糸
を
流
し
て
ゐ
る
と
、
一
尺
二
三
寸
も
あ
る

や
う
な
大
き
な
奴
が
悠
々
と
水
上
に
浮
か
ん
で
、
殆
ん
ど
動
か
な
い
で
鰭

を
動
か
し
て
ゐ
る
。
此
奴
を
引
き
掛
け
や
う
と
し
て
針
を
流
し
て
ゐ
る
中

に
と
う
と
う
此
川
の
針
に
食
ひ
つ
い
た
。
慎
重
に
浅
瀬
に
流
し
て
来
て
、

さ
て
引
き
上
げ
や
う
と
し
て
ぐ
い
と
竿
を
上
げ
る
と
一
跳
ね
跳
ね
て
糸
を

切
り
忽
ち
流
れ
の
中
へ
潜
っ
て
行
っ
た
。
此
川
は
竿
を
振
り
上
げ
た
侭
、

大
き
な
目
を
む
き
口
を
開
け
て
、
水
を
睨
ん
だ
侭
で
一
分
間
程
も
物
さ
へ

言
は
な
か
っ
た
」
云
々
・

昭
和
六
年
八
月
、
塚
本
は
新
作
と
滝
林
耕
平
を
従
え
て
黒
薙
川
を
探
っ

て
い
る
。
「
黒
薙
川
柳
又
谷
」
は
、
六
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
、
つ
ま
り
前

半
の
記
録
で
あ
り
、
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
の
後
半
の
そ
れ
は
、

「
朝
日
岳
と
北
又
谷
」
と
題
し
て
、
同
じ
『
山
岳
』
の
第
二
十
七
年
第
一

号
に
載
せ
て
い
る
。

入
渓
第
一
日
は
柳
又
谷
と
北
又
谷
と
の
合
流
点
に
あ
る
測
水
小
屋
泊
ま

口
説
き
」
が
唄
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
ん
な
新
作
は
、
踊
る
と
い
う
よ
り
は
、

も
っ
ぱ
ら
そ
れ
を
観
る
方
に
ま
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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黒部の山案内人

り
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
着
く
や
い
、
な
や
か
れ
ら
は
イ
ワ
ナ
を
求
め
て
あ
わ

た
だ
し
く
動
き
始
め
た
。
だ
が
こ
の
日
、
イ
ワ
ナ
は
そ
の
陰
さ
え
見
せ
な

か
っ
た
。
翌
七
日
は
、
釣
り
竿
’
と
い
っ
て
も
、
か
れ
ら
は
オ
オ
イ
タ
ド

リ
の
茎
を
よ
く
使
っ
て
い
た
を
片
手
に
湖
行
を
開
始
し
た
ら
し
く
、
出

が
け
に
一
匹
釣
り
上
げ
て
、
幸
先
よ
し
と
快
哉
を
叫
ん
で
い
る
。
新
作
が

大
物
を
釣
り
落
と
し
て
地
団
駄
踏
ん
だ
の
は
こ
の
日
で
、
場
所
は
カ
シ
ナ

ギ
深
層
谷
落
ち
口
近
傍
だ
っ
た
。
気
短
か
な
か
れ
が
、
午
後
の
四
時
か
ら

六
時
頃
ま
で
の
お
よ
そ
二
時
間
も
ね
ば
り
に
ね
ば
っ
て
、
挙
句
の
は
て
が

、
、
、
、
、

こ
の
て
い
た
ら
く
だ
っ
た
か
ら
、
よ
ほ
ど
口
惜
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
そ
く
さ
と
幕
営
地
を
さ
が
す
と
、
日
暮
れ
ま
で
の
寸
暇
を
惜
し
む
よ
う

に
、
ふ
た
た
び
こ
こ
へ
と
っ
て
か
え
し
て
い
る
し
、
翌
朝
も
出
発
ま
で
に

や
は
り
よ
う
す
を
伺
い
に
立
ち
戻
っ
て
い
る
。
そ
の
執
勧
さ
と
い
っ
た
ら

な
い
。

「
あ
の
岩
魚
も
さ
ぞ
口
が
痛
い
事
だ
ら
う
」
（
「
黒
薙
川
柳
又
谷
」
）
と
は
、

ま
た
し
て
も
釣
り
針
を
三
本
も
と
ら
れ
た
新
作
の
捨
て
ぜ
り
ふ
で
あ
る
。

い
ま
こ
こ
で
、
新
作
と
、
イ
ワ
ナ
と
、
そ
し
て
黒
部
と
を
短
絡
的
に
結

び
つ
け
る
の
は
早
計
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
新
作
が
黒
部
の
谷
へ
わ

け
入
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
登
山
の
た
め
の
登
山
で
も
、
山

案
内
の
た
め
で
も
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
や
は
り
こ
れ
し
か
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
れ
に
し
て
も
か
れ
は
、
た
だ
わ
け
も
な
く
本
能
的
に
イ
ワ
ナ
を
追

、
、
、
、

っ
た
。
た
と
え
農
繁
期
で
あ
ろ
う
が
、
あ
き
な
い
が
い
そ
が
し
か
ろ
う
が
、

そ
ん
な
も
の
を
頓
着
す
る
か
れ
で
は
な
か
っ
た
。
生
来
の
不
器
用
さ
が
、

か
れ
を
農
作
業
に
つ
な
い
で
お
こ
う
と
す
る
夫
人
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
の

に
い
く
ら
か
は
役
立
っ
た
し
、
そ
の
こ
ろ
商
売
の
米
を
宇
奈
月
や
黒
部
の

谷
の
工
事
関
係
者
に
納
め
て
い
た
こ
と
も
、
ぼ
や
く
家
人
の
目
を
ぬ
す
む

の
に
幸
い
し
た
。
米
の
運
搬
だ
と
い
っ
て
は
宇
奈
月
へ
出
向
き
、
二
、
三

日
帰
ら
な
い
こ
と
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
か
れ
の
や
る

こ
と
は
徹
底
し
て
い
た
。
ｌ
し
か
も
、
別
に
こ
う
ま
で
し
て
イ
ワ
ナ
を
と

ら
な
く
と
も
生
活
に
困
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
で
あ
る
。

そ
の
行
動
半
径
は
、
年
と
と
も
に
延
び
、
晩
年
に
は
内
蔵
助
谷
出
合
を

は
る
か
に
越
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

骨
太
で
、
し
か
も
豪
胆
な
男
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
や
が
て
東
の
空
が
し
ら
み
は
じ
め
よ
う
と
す
る
こ
ろ
、
息
せ
き
き

っ
て
家
へ
か
け
こ
ん
で
来
た
。
し
か
も
顔
色
は
な
か
っ
た
。
い
ぶ
か
し
が

る
家
人
に
、
か
れ
は
そ
の
わ
け
を
話
し
た
。

「
岩
小
屋
で
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い
る
と
き
、
『
ま
だ
帰
ら
ん
の
け
』
と
い

う
声
が
し
た
。
妹
の
姑
の
声
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
う
す
気
味
悪
く
な
る

と
と
も
に
、
家
に
き
っ
と
何
事
か
あ
る
、
と
思
い
、
カ
ン
テ
ラ
を
下
げ
て

夜
通
し
歩
き
続
け
た
の
だ
。
」

果
し
て
そ
の
予
感
が
あ
た
っ
て
い
た
。
新
作
が
岩
小
屋
で
声
を
耳
に
し

て
い
た
こ
ろ
、
そ
の
声
の
主
が
息
を
引
き
と
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
音
沢
村
ｌ
愛
本
橋
の
少
し
上
の
、
黒
部
川
右
岸
の

村
落
ｌ
の
助
七
が
、
黒
部
で
猟
を
し
て
い
る
う
ち
に
山
歩
き
の
技
術
を
身

に
つ
け
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
新
作
の
そ
れ
は
漁
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。

同
じ
「
り
ょ
う
」
で
も
、
獣
扁
の
そ
れ
と
三
水
扁
の
そ
れ
と
で
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
指
向
す
る
と
こ
ろ
が
違
っ
て
く
る
。
助
七
が
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
尾
根
歩
き
に
、
新
作
が
谷
歩
き
に
卓
絶
し
て
い
た
の
は
、

こ
の
獣
扁
と
三
水
扁
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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漁
を
通
じ
て
山
へ
接
近
し
て
い
っ
た
山
案
内
人
は
、
新
作
の
ほ
か
に
も

い
た
・
ほ
か
に
も
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
典
型
的
な
存
在
で
あ
っ
た
の
が
、

瀬
川
栄
吉
（
明
治
十
九
年
九
月
十
五
日
ｌ
昭
和
十
二
年
十
月
二
日
）
、
野
村
伊
太

郎
（
明
治
三
十
四
年
一
月
五
日
？
）
の
ふ
た
り
で
あ
る
・
か
れ
ら
は
、
冒
頭
で

記
述
し
た
徳
左
衛
門
の
在
所
に
生
ま
れ
た
。
栄
吉
の
家
は
、
少
し
で
は
あ

る
が
「
愛
本
の
綜
」
な
ど
も
並
べ
る
菓
子
屋
だ
っ
た
か
ら
ま
だ
し
も
で
あ

っ
た
が
、
伊
太
郎
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
定
職
が
な
く
、
黒
部
の
谷
で
土
方

を
や
っ
た
り
、
営
林
署
の
雇
わ
れ
人
夫
に
な
っ
た
り
し
て
糊
口
を
凌
い
で

い
く
よ
り
す
べ
が
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
か
れ
ら
に
と
っ
て
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
漁
は
、
小
気
味
の

い
い
作
業
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

「
父
や
五
郎
七
は
、
明
け
て
も
暮
れ
て
も
黒
部
に
浸
っ
て
い
た
。
あ
れ
は

ど
う
見
た
っ
て
川
漁
師
の
姿
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
黒
部
川
に
は
マ
ス
が

た
く
さ
ん
い
た
。
投
網
で
と
る
の
だ
が
、
最
盛
期
に
は
富
山
か
ら
来
た
問

屋
が
つ
き
っ
き
り
で
あ
っ
た
。
」

栄
吉
の
次
男
、
享
の
述
懐
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
五
郎
七
と
い
う
の

は
野
村
家
の
屋
号
で
、
伊
太
郎
を
さ
し
て
い
る
。
か
れ
は
当
時
を
回
想
す

る
。「

マ
ス
ば
か
り
で
は
な
く
、
イ
ワ
ナ
も
さ
か
ん
に
と
っ
た
。
こ
れ
は
主
と

し
て
釣
り
上
げ
た
。
昼
間
釣
り
な
が
ら
居
場
所
を
つ
き
と
め
て
お
き
、
夜

に
な
っ
て
か
ら
網
を
う
つ
こ
と
も
あ
っ
た
。
柳
又
谷
の
広
河
原
や
、
赤
沢

岳
か
ら
く
る
赤
沢
出
合
ぐ
ら
い
ま
で
は
い
つ
も
く
り
出
し
て
い
た
。
獲
物

は
塩
漬
に
し
て
持
ち
帰
れ
ば
、
『
イ
イ
ダ
ヤ
』
で
は
、
ふ
た
つ
返
事
で
買
い

上
げ
て
く
れ
た
。
」

そ
の
こ
ろ
の
「
イ
イ
ダ
ヤ
」
の
店
頭
に
、
「
宇
奈
月
名
物
」
と
書
か
れ
た

イ
ワ
ナ
の
粕
漬
が
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
九
年
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
九
州
、
四
国
、
本
州

を
襲
っ
た
室
戸
台
風
は
、
死
者
二
八
六
六
人
、
行
方
不
明
二
○
○
人
、
傷

者
一
五
三
六
一
人
、
建
物
被
害
四
七
五
六
三
四
戸
、
船
舶
被
害
二
七
五
九

四
隻
と
い
っ
た
爪
痕
を
残
し
た
。
こ
の
月
の
十
七
日
か
ら
柳
又
谷
に
入
っ

て
い
た
石
部
幸
弍
夫
妻
は
、
廊
下
の
ど
ん
底
で
こ
の
余
波
を
受
け
て
難
行

し
て
い
る
。
山
案
内
人
は
、
栄
吉
、
伊
太
郎
、
耕
平
の
三
人
で
あ
っ
た
。

か
れ
ら
が
こ
の
悪
条
件
の
も
と
で
、
黒
部
の
山
案
内
人
と
し
て
の
力
価
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
た
こ
と
は
、
映
子
夫
人
の
「
柳
又
谷
糊
行
日
記
よ
り
ｌ

黒
部
・
黒
薙
川
の
支
流
ｌ
」
（
『
登
山
と
ス
キ
ー
』
第
六
巻
第
八
号
）
に
明
か
で

あ
る
。
映
子
夫
人
は
そ
の
冒
頭
に
「
い
ず
れ
も
黒
部
保
勝
会
選
り
抜
き
の

山
男
達
で
あ
っ
た
の
で
、
此
の
湖
行
も
大
体
予
定
通
り
の
好
果
を
収
め
る

事
が
出
来
た
」
と
害
き
、
栄
吉
、
伊
太
郎
の
ふ
た
り
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

言
及
し
て
、
「
三
十
年
も
黒
部
川
で
鍛
え
た
岩
魚
釣
り
の
名
人
で
徒
渉
は

実
に
う
ま
い
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

か
れ
ら
の
所
属
し
て
い
た
「
黒
部
保
勝
会
」
は
、
吉
沢
庄
作
（
一
八
七
二

１
一
九
五
六
、
富
山
県
下
新
川
郡
大
布
施
村
、
現
在
の
黒
部
市
、
日
本
山
岳
会
々
員
）

の
奔
走
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
黒
部
遊
覧
』
（
下
新
川

郡
役
所
、
大
正
十
二
年
）
は
そ
の
付
記
に
「
黒
部
保
勝
会
」
と
題
す
る
記
事

を
載
せ
て
い
る
。

「
天
下
の
絶
勝
黒
部
峡
谷
を
享
有
す
る
我
地
方
に
於
て
は
、
之
が
自
然
美

を
保
護
し
併
て
広
く
之
を
世
に
紹
介
し
、
且
一
般
探
勝
者
の
便
宜
を
計
り
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て
そ
の
開
発
に
努
め
、
以
て
此
の
天
恵
に
酬
い
む
が
為
め
に
、
本
郡
内
の

有
志
相
謀
り
て
、
大
正
十
一
年
創
て
黒
部
保
勝
会
が
組
織
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
本
部
は
三
日
市
町
に
、
支
部
は
内
山
村
役
場
及
下
立
村
役
場
内
に

置
い
て
、
地
方
官
民
中
鉾
々
た
る
名
士
愛
山
家
を
以
て
成
り
、
而
か
も
最

も
熱
誠
あ
る
人
士
其
の
幹
部
と
な
り
て
、
大
に
画
策
に
努
め
つ
つ
あ
る
の

で
、
当
初
に
於
て
は
登
山
者
の
最
も
要
望
す
る
、
峡
谷
案
内
者
を
多
数
養

成
す
る
を
急
務
な
り
と
し
て
、
該
会
幹
部
之
を
指
導
し
て
、
祖
母
谷
、
大

黒
、
白
馬
方
面
の
地
理
を
踏
査
し
、
尚
三
日
市
、
泊
の
両
省
線
停
車
場
に

峡
谷
案
内
図
を
峡
谷
の
各
要
所
に
指
導
標
を
各
建
設
し
、
尚
案
内
図
及
登

山
心
得
書
を
一
般
登
山
者
に
無
代
配
布
す
る
の
計
画
を
立
て
て
居
る
の
で

あ
る
。
更
に
第
二
次
の
企
と
し
て
は
、
小
黒
部
よ
り
剣
山
、
立
山
、
佐
良
、

針
ノ
木
方
面
に
渉
る
案
内
者
を
養
成
し
、
尚
進
ん
で
露
営
地
に
宿
泊
設
備

を
成
す
等
種
々
の
計
画
を
立
て
て
居
る
・
幸
に
是
等
の
挙
に
し
て
完
成
し
、

倍
々
多
方
面
に
該
会
の
活
動
旺
と
な
る
に
於
て
は
、
登
山
家
の
利
便
は
頓

に
増
大
し
て
、
此
の
峡
谷
美
は
弥
々
天
下
に
誼
は
る
る
に
至
る
の
で
あ
ら

う
。
案
内
者
の
雇
入
れ
等
登
山
に
関
す
る
照
会
は
、
内
山
又
は
下
立
の
支

部
へ
発
せ
ら
る
る
方
は
便
利
で
あ
る
。
」

こ
の
会
の
そ
も
そ
も
の
発
想
が
、
当
時
は
で
に
活
躍
し
て
い
た
芦
峅
寺

や
大
山
村
の
山
案
内
人
た
ち
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
、
な
ど

と
い
う
私
的
な
推
測
は
こ
の
さ
い
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
す
く
な
く
と
も
、

黒
部
の
山
案
内
は
地
元
の
山
案
内
人
の
手
で
、
と
い
っ
た
考
え
が
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
ま
い
・

新
作
と
同
郷
の
柳
原
虎
松
（
明
治
二
十
六
年
十
二
月
十
日
ｌ
）
は
、

「
わ
し
ら
は
、
吉
沢
先
生
に
誘
わ
れ
て
は
い
っ
た
が
、
指
導
は
全
く
受
け

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
下
立
の
衆
み
な
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
だ
。
わ
し
な

ど
は
、
古
河
合
名
の
測
量
に
従
事
し
て
、
い
ま
の
十
字
峡
あ
た
り
ま
で
い

く
度
と
な
く
歩
い
て
い
た
関
係
も
あ
っ
て
、
こ
の
会
に
は
い
る
前
か
ら
山

案
内
を
や
っ
て
お
り
、
そ
の
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
会
に
は
い

っ
て
か
ら
は
、
吉
沢
先
生
を
通
し
て
、
登
山
客
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
」

と
い
っ
て
い
る
。
伊
太
郎
も
同
様
の
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
黒
部
保

勝
会
の
結
成
は
、
ぱ
ら
ぱ
ら
で
あ
っ
た
山
案
内
人
を
組
織
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
劣
勢
だ
っ
た
か
れ
ら
の
活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
た
め

に
、
大
い
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。

下
立
衆
の
場
合
、
登
山
客
の
案
内
に
つ
い
て
の
連
絡
が
直
接
か
れ
ら
の

も
と
へ
来
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
か
っ
た
。
た
い
て
い
は
、
吉
沢
庄
作
か
ら
、

此
川
清
を
経
て
は
い
っ
た
。
清
は
別
に
こ
の
会
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
運

送
店
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
連
絡
事
務
が
や
り
や
す
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
虎
松
に
い
わ
せ
る
と

「
か
れ
は
、
き
か
ん
坊
で
Ｉ
」

と
、
い
う
。
き
か
ん
坊
と
い
う
の
は
、
ボ
ス
と
い
う
ぐ
ら
い
の
意
味
で

あ
る
が
、
こ
の
家
に
は
し
じ
ゅ
う
集
ま
っ
て
い
た
。
む
ろ
ん
山
の
相
談
ば

か
り
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
勝
負
事
に
目
が
な
い
連
中
も
い
た
と
い
う
か

ら
、
時
に
は
、
小
さ
な
賭
場
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
・
冬
に
は

い
る
前
の
「
山
じ
ま
い
」
と
、
二
月
九
日
の
「
山
ま
つ
り
」
に
は
、
吉
沢

庄
作
を
招
い
て
恒
例
の
酒
宴
を
は
っ
た
、
と
い
う
。

そ
ん
な
下
立
衆
で
は
あ
っ
た
が
、
内
部
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
新
作
、
岡
崎
三
次
郎
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
栄
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吉
、
伊
太
郎
、
耕
平
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

耕
平
は
、
滝
林
耕
平
（
明
治
二
十
六
年
二
月
四
日
１
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
十

二
日
）
。
同
郷
の
新
作
と
、
塚
本
繁
松
の
黒
薙
川
踏
査
行
を
た
す
け
た
こ
と

じ
よ
う
ご
だ
ん

は
、
す
で
に
書
い
た
。
北
又
谷
支
流
漏
斗
谷
の
耕
平
滝
は
、
塚
本
の
命
名

で
か
れ
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
父
は
百
姓
で
、
決
し
て
そ
ん
な
山
人
で
は
な
か
っ
た
」

長
男
の
捨
吉
は
、
謙
遜
し
な
が
ら
話
す
。

「
若
い
こ
ろ
は
、
農
作
業
の
合
間
に
土
方
に
出
た
り
、
ネ
ズ
の
板
の
搬
出

人
夫
を
や
っ
た
り
し
た
も
の
だ
、
と
聞
い
て
い
る
。
」

ネ
ズ
の
板
は
、
棒
平
か
ら
宇
奈
月
へ
担
ぎ
下
ろ
す
の
だ
が
、
そ
の
こ
ろ

は
ま
だ
軌
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
一
日
一
往
復

で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
耕
平
は
、
こ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
し
て
、
虎
松

が
評
す
る
よ
う
に
「
荷
担
ぎ
に
強
い
男
』
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
柳
又
谷
が
と
く
に
く
わ
し
か
っ
た
の
で
は
」
と
い
う
と
、

「
測
量
の
手
元
と
し
て
た
び
た
び
出
か
け
た
と
い
う
し
、
そ
の
ほ
か
に
も
、

小
川
温
泉
元
湯
か
ら
越
道
峠
経
由
で
は
い
っ
た
り
、
祖
母
谷
か
ら
ま
わ
り

こ
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
」
と
答
え
、
さ
ら
に
つ
け
く
わ
え
る
。

「
わ
し
ら
に
何
度
も
柳
又
谷
へ
は
決
し
て
は
い
る
な
、
と
い
っ
て
い
た
」

シ
」
◎

は
に
か
み
屋
で
、
自
慢
す
る
こ
と
の
嫌
い
な
か
れ
は
、
谷
の
峻
嶮
さ
を

説
く
だ
け
で
、
自
分
の
子
に
す
ら
、
冒
険
談
を
吹
聴
す
る
こ
と
が
な
か
勺

た
よ
う
で
あ
る
・
二
十
年
勤
続
で
、
日
本
通
運
か
ら
表
彰
を
受
け
た
の
は
、

ず
っ
と
後
の
こ
と
と
聞
く
。

「
と
て
も
、
ま
ね
は
で
き
な
か
っ
た
」

と
、
か
れ
の
山
歩
き
の
う
ま
さ
を
絶
讃
す
る
の
は
、
伊
太
郎
で
あ
る
。

祖
母
谷
と
祖
父
谷
と
の
間
に
あ
る
中
背
尾
根
や
、
八
峰
キ
レ
ッ
ト
な
ど
に

道
を
つ
け
に
歩
い
た
り
し
て
、
後
立
山
連
峰
に
多
く
の
足
跡
を
印
し
て
い

、
、
、
、

る
か
れ
が
舌
を
巻
く
の
だ
か
ら
、
た
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
、
誠
実
温
厚
な
人
柄
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
、
年
上
の
栄

吉
も
か
れ
に
は
一
目
お
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

栄
吉
ら
は
ｌ
栄
吉
と
伊
太
郎
が
縁
戚
関
係
に
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
ｌ

山
案
内
に
出
る
と
き
は
、
う
ま
が
合
う
と
い
う
か
、
決
ま
っ
て
一
緒
だ
っ

た
。
こ
の
ト
リ
オ
を
最
も
最
眉
に
し
て
い
た
の
が
、
石
部
夫
妻
で
、
直
接

指
名
が
く
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
は
お
よ
そ
十
数
年
に
及
ん
だ

と
い
う
。
特
に
栄
吉
と
は
親
交
が
あ
っ
た
。
長
女
を
手
伝
い
と
し
て
石
部

家
へ
上
げ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
黒
部
へ
来
た
と
き
に
は
泊
ま
っ
て
い

く
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

い
ま
、
わ
た
く
し
の
手
許
に
は
、
か
れ
ら
が
石
部
夫
妻
と
撮
っ
た
写
真

が
数
葉
あ
る
。
伊
太
郎
は
、
「
柳
又
谷
広
河
原
」
、
「
赤
沢
出
合
」
、
「
平
小

屋
」
、
「
坊
主
小
屋
」
の
四
種
を
即
座
に
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
以
外
は
思
い

出
せ
な
い
と
い
う
。
「
坊
主
小
屋
」
と
い
え
ば
、
黒
部
保
勝
会
の
建
設
に
な

る
も
の
だ
が
、
一
行
は
以
後
ど
こ
へ
向
か
っ
た
か
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
・

亨
は
「
父
は
、
石
部
夫
妻
を
案
内
し
て
剣
岳
か
ら
小
黒
部
谷
へ
下
っ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
劔
岳
か
ら
同
方
面
へ
下
山
し
た
最
初
の
女
性
と
い

う
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
て
い
た
」
と
、
い
う
。
ど
う
か
す
れ
ば
、
「
坊
主

小
屋
」
の
写
真
が
こ
れ
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も

し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
年
月
日
な
ど
の
詳
細
は
、
資
料
不
足
で
い
ま

の
と
こ
ろ
明
か
に
で
き
な
い
。
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さ
て
、
新
作
の
山
案
内
歴
で
あ
る
が
Ｉ
。

秩
父
宮
雍
仁
親
王
殿
下
が
立
山
に
登
ら
れ
た
の
は
、
大
正
十
三
年
五
月

で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
、
吉
沢
庄
作
の
『
立
山
』
（
大
正
十
四
年
）
に
明
か

で
あ
る
。
以
下
殿
下
の
御
日
程
を
そ
れ
か
ら
摘
記
す
る
。

六
日
事
務
官
前
田
伯
、
細
川
侯
、
槙
有
恒
ら
を
先
導
と
し
て
、
立
山

で
ス
キ
ー
御
練
習
の
た
め
ご
来
富
。
芦
峅
寺
、
佐
伯
静
方
に
ご
一
泊
。

七
日
藤
橋
、
ブ
ナ
小
屋
を
経
て
弥
陀
ケ
原
に
て
ご
一
泊
。
こ
の
日
、

付
近
で
ス
キ
ー
御
練
習
。

八
日
風
雨
の
中
を
室
堂
に
御
到
着
、
立
山
気
象
観
測
所
に
入
ら
せ
ら

る
。

九
日
ミ
ク
リ
ヶ
池
方
面
ま
で
、
ス
キ
ー
御
練
習
。

十
日
立
山
御
登
肇
。
帰
途
、
浄
土
山
に
立
ち
寄
ら
れ
、
山
頂
よ
り
一

ノ
越
経
由
で
室
堂
へ
ス
キ
ー
で
御
帰
還
。

十
一
日
劔
岳
御
登
鑿
の
計
画
を
、
烈
風
の
た
め
御
中
止
。
地
獄
谷
ま

で
御
巡
遊
。

十
二
日
ス
キ
ー
で
御
下
山
の
上
、
御
帰
京
。

秩
父
宮
雍
仁
親
王
文
集
『
思
い
出
の
記
』
（
昭
和
三
十
九
年
）
に
は
、
こ

の
と
き
の
殿
下
の
紀
行
文
が
「
山
の
旅
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
父
は
、
秩
父
宮
殿
下
に
つ
い
て
立
山
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
て

い
た
」と

、
友
二
が
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
年
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
む
ろ
ん
、
人
夫
と
し
て
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
し
か
し
新
作
が
殿
下
の

顎

立
山
登
山
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
証
す
文
献
に
は
、
ま
だ
接
し
た
こ
と
が
な

い
。
た
だ
、
以
下
に
記
す
よ
う
な
間
接
的
な
証
拠
、
つ
ま
り
傍
証
ら
し
い

も
の
が
か
ろ
う
じ
て
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。

ｌ
新
作
に
は
流
行
を
追
う
癖
が
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
を
求
め
た
の
も
、
ス

キ
ー
を
仕
入
れ
た
の
も
、
こ
の
界
隈
で
は
き
わ
め
て
早
い
方
で
あ
っ
た
。

い
く
じ

ス
キ
ー
の
練
習
は
、
裏
山
に
あ
た
る
鋲
岳
で
、
生
地
の
ツ
グ
ミ
と
り
の
小

屋
を
借
り
、
泊
ま
り
こ
み
で
や
っ
た
。
そ
し
て
、
や
が
て
こ
こ
が
ス
キ
ー

場
に
で
も
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
こ
の
小
屋
を
買
い
と
っ
て
此

川
清
と
共
同
経
営
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
と
い
う
。
大
正
十
年
、

朝
香
宮
鳩
彦
王
殿
下
の
立
山
登
山
に
案
内
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
の
あ

る
吉
沢
庄
作
が
、
ス
キ
ー
も
や
れ
る
新
作
を
、
黒
部
保
勝
会
か
ら
推
挙
し

た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

友
二
は
続
け
る
。

「
父
が
い
う
に
は
、
あ
る
日
警
察
か
ら
呼
び
出
し
が
き
た
。
胸
に
お
ぼ
え

の
あ
る
父
は
、
さ
て
は
露
顕
し
た
か
、
と
大
い
に
う
ろ
た
え
た
ら
し
い
。

お
そ
る
お
そ
る
出
頭
し
て
み
る
と
、
案
に
相
違
し
て
、
殿
下
の
案
内
で
あ

っ
た
の
で
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
、
と
い
っ
て
い
た
。
」

て
な
ぐ
ざ
承

新
作
が
お
そ
れ
た
の
は
、
先
に
も
記
し
た
此
川
清
宅
で
の
手
慰
で
あ
っ

た
。

と
こ
ろ
で
、
新
作
の
三
男
、
孝
成
（
現
姓
川
瀬
、
調
布
市
在
住
）
の
と
こ
ろ

に
、
あ
ど
け
な
い
少
年
を
含
む
六
名
の
登
山
者
が
立
ち
並
ぶ
写
真
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
大
き
な
荷
を
背
に
し
て
木
の
枝
を
杖
に
し
て
い
る
両
端
の
ふ

た
り
は
山
案
内
人
で
、
左
端
の
人
物
が
新
作
で
あ
る
。
ピ
ッ
ケ
ル
を
手
に

し
た
内
側
の
四
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
裏
面
に
あ
る
「
小
黒
部
雪
渓
ニ
テ
、

右
ヨ
リ
田
口
（
兄
）
、
安
井
サ
ン
、
富
士
沢
、
田
口
（
弟
）
」
と
い
う
走
り
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書
き
が
解
明
の
手
が
か
り
に
な
る
。
こ
の
写
真
を
め
ぐ
っ
て
、
田
口
（
弟
）

す
な
わ
ち
田
口
二
郎
か
ら
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
の
私
信
（
昭
和
四

十
九
年
九
月
十
二
日
付
）
を
い
た
だ
い
た
。

「
わ
た
く
し
た
ち
の
少
年
の
頃
、
初
め
て
の
日
本
ア
ル
プ
ス
行
ｌ
黒
部
・

劔
ｌ
の
と
き
の
も
の
で
、
鮮
明
に
お
ぼ
え
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

大
方
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
同
行
し
た
四
人
は
み
な
他
界
し

て
、
小
生
ひ
と
り
残
っ
て
い
ま
す
。
此
川
氏
は
背
の
高
い
、
が
っ
ち
り
し

た
中
年
の
男
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
云
々
・

続
い
て
九
月
十
八
日
付
で
「
甲
南
高
等
学
校
山
岳
部
報
告
』
第
二
号

（
昭
和
四
年
）
の
「
劔
岳
生
活
」
の
写
し
が
送
ら
れ
て
来
た
・
そ
れ
に
よ
る

と
、
一
行
は
リ
ー
ダ
ー
の
田
口
一
郎
以
下
、
田
口
二
郎
、
安
井
博
彬
、
富

士
沢
浩
、
喜
多
又
太
郎
の
五
名
に
、
山
案
内
人
の
新
作
、
半
場
米
次
郎

（
小
黒
部
谷
の
み
）
の
ふ
た
り
を
加
え
た
七
名
で
あ
っ
た
。
一
行
は
、
昭
和

四
年
七
月
十
五
日
か
ら
小
黒
部
谷
経
由
で
劔
沢
入
り
を
し
、
八
シ
峰
や
源

次
郎
尾
根
を
登
筆
後
、
二
十
七
日
に
立
山
温
泉
に
向
け
て
下
山
し
て
い
る
。

友
二
ら
の
話
を
総
合
す
る
と
、
新
作
は
お
も
に
学
生
た
ち
を
、
黒
部
や

劔
へ
案
内
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
旧
制
甲
南
高
等
学
校
山
岳
部
以
外
の

文
献
を
ま
だ
手
に
し
た
こ
と
が
な
く
、
多
く
を
語
れ
な
い
。

昭
和
十
六
年
夏
、
新
作
は
次
男
、
繁
春
（
現
姓
宮
本
、
富
山
市
在
住
）
を

連
れ
て
白
馬
岳
に
登
っ
て
い
る
。
わ
が
子
を
同
行
し
た
の
は
、
生
涯
の
う

ち
、
こ
の
一
回
だ
け
で
あ
っ
た
。
ｌ
そ
れ
も
、
く
ど
い
ほ
ど
の
注
意
を
与

え
て
、
白
馬
岳
か
ら
往
路
を
帰
し
て
い
る
。
な
ん
で
も
こ
の
と
き
は
、
四

谷
か
ら
登
っ
て
く
る
広
島
高
師
の
先
生
某
と
落
ち
合
っ
て
、
後
立
山
の
縦

走
を
や
る
ら
し
か
っ
た
。
新
作
親
子
は
祖
母
谷
か
ら
登
っ
た
の
だ
が
、

（
追
記
）
本
文
中
に
記
載
さ
れ
た
石
部
幸
弍
氏
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月
十
七
日
山
口
県
厚
狭
郡
楠
町
船
木
で
誕
生
、

大
正
八
年
早
稲
田
大
学
商
科
卒
、
同
盟
通
信
の
前
身
で
あ
る
国
際
通
信
社
、
新
聞
連

合
社
を
経
て
同
盟
に
移
り
、
同
盟
通
信
社
経
理
部
長
兼
総
務
局
次
長
、
経
済
局
長
等

を
歴
任
、
終
戦
後
電
通
役
員
、
昭
和
二
十
八
、
九
年
頃
か
ら
病
気
の
た
め
秘
書
役
室

付
と
な
る
。

山
口
中
学
時
代
か
ら
山
が
好
き
に
な
り
、
大
正
十
年
頃
か
ら
北
、
南
ア
ル
・
ブ
ス
に

登
り
、
特
に
黒
部
溪
谷
に
興
味
を
も
ち
毎
年
時
期
を
か
え
て
三
回
位
ず
つ
谷
に
入
り
、

黒
部
川
の
支
流
に
は
殆
ん
ど
足
跡
を
印
し
た
。
ま
た
山
岳
写
真
に
も
す
ぐ
れ
て
お
り
、

終
戦
後
新
宿
三
越
、
銀
座
三
越
、
福
岡
岩
田
屋
デ
パ
ー
ト
等
で
個
展
を
開
く
。

昭
和
十
年
五
月
、
松
方
三
郎
、
槇
有
恒
氏
の
紹
介
で
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番

号
一
五
九
七
番
。

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
九
月
十
四
日
逝
去
、
享
年
六
十
歳
。

以
上
は
石
部
氏
と
交
友
の
あ
っ
た
吉
沢
一
郎
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
、
石
部
夫
人
か
ら

の
手
紙
に
よ
っ
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
望
月
達
夫
記
）

「
当
時
、
中
学
の
四
年
で
あ
っ
た
が
、
荷
物
を
担
い
だ
父
に
、
空
身
同
然

で
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
」

と
、
繁
春
は
父
の
健
脚
ぶ
り
を
な
つ
か
し
む
。

こ
の
年
の
新
作
は
燃
え
て
い
た
。
念
願
の
平
ノ
小
屋
を
、
翌
十
七
年
か

ら
経
営
す
る
手
は
ず
が
整
っ
た
か
ら
で
、
か
れ
は
こ
の
年
の
秋
に
、
数
十

人
分
の
ふ
と
ん
を
そ
こ
へ
運
び
こ
ん
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
か
れ
は
、
そ
れ
を
ま
た
ず
し
て
、
昭
和
十
七
年
三
月
十
三
昧

に
こ
の
世
を
去
っ
た
・
明
治
二
十
五
年
三
月
十
七
日
生
ま
れ
だ
っ
た
か
ら
、

享
年
四
十
九
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
文
中
敬
称
略
）

(140)



その山の生涯

名
誉
会
員
・
松
方
三
郎
さ
ん
の
追
悼
会
に
あ
た
り
ま
し
て
追
悼
の
お
話

を
な
さ
る
方
は
、
多
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
御
指
名
に
あ
ず

か
り
ま
し
て
私
が
ま
ず
最
初
に
故
人
を
偲
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
松
方
三
郎
さ
ん
は
、
社
会
的
活
動
の
た
い
へ
ん
広
い

方
で
あ
り
ま
し
た
。
同
盟
通
信
社
か
ら
共
同
通
信
社
で
の
お
仕
事
、
あ
る

い
は
芸
術
の
方
面
、
あ
る
い
は
ま
た
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
と
か
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
な
ど
、
と
に
か
く
八
面
六
臂
、
な
ん
で
も
み
な
そ
れ
ぞ
れ
こ
な

し
て
、
よ
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

〔
松
方
三
郎
追
悼
講
演
〕

そ
の
山
の
生
涯

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
十
二
日
、
本
会
は
、
名
誉
会
員
松
方

三
郎
氏
の
多
大
な
業
績
を
偲
ん
で
追
悼
会
を
赤
坂
Ｏ
Ａ
Ｇ
会

館
で
ひ
ら
い
た
。
宮
下
秀
樹
常
務
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
槙

有
恒
、
藤
島
敏
男
、
加
藤
泰
安
三
氏
の
追
悼
講
演
が
お
こ
な

わ
れ
た
が
、
こ
こ
に
収
録
し
た
の
は
そ
の
全
記
録
で
あ
る
。

槙

有
恒

こ
に
飾
ら
れ
た
遺
影
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
本
当
に
精
気
発
荊
と
し
て
、

あ
ふ
れ
る
よ
う
な
元
気
を
終
生
も
っ
て
お
ら
れ
た
方
で
あ
り
ま
し
た
。
日

本
山
岳
会
の
会
長
を
長
く
つ
と
め
て
お
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん

も
御
交
友
の
上
か
ら
、
こ
と
に
晩
年
の
松
方
三
郎
さ
ん
と
は
、
い
ろ
い
ろ

と
深
い
関
係
を
お
も
ち
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
は
松
方
三
郎
さ
ん
と
つ
き

合
い
を
は
じ
め
た
こ
ろ
の
お
話
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
申
し
述
べ
て
、
故
人
を

偲
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
と
松
方
さ
ん
と
の
交
友
の
は
じ
ま
り
は
、
大
正
十
年
の
暮
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
そ
の
前
に
ス
イ
ス
で
三
郎
さ
ん
の
義
兄
に
あ
た
り
ま
す
黒
木

三
次
さ
ん
と
私
は
懇
意
に
し
て
お
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
私
が
ョ
Ｉ
ロ
ッ

パ
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
、
黒
木
さ
ん
の
招
き
で
黒
木
さ
ん
の
お
宅
で
お

会
い
し
た
時
が
は
じ
め
て
で
あ
り
ま
す
。
た
し
か
そ
の
時
は
立
山
で
な
く

な
っ
た
板
倉
勝
宣
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
今
、
体
を
少
し
痛
め
て
隠
居
し
て
お

ら
れ
ま
す
伊
集
院
虎
一
さ
ん
と
か
、
み
ん
な
学
習
院
の
方
々
と
一
緒
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
私
は
本
郷
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
各
大

学
の
山
岳
部
の
若
い
人
達
が
始
終
お
見
え
に
な
っ
て
な
ん
の
か
ん
の
と
、

山
の
話
を
お
互
い
に
話
し
あ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
こ
と
に

松
方
三
郎
さ
ん
と
か
学
習
院
の
人
た
ち
は
始
終
、
自
分
の
下
宿
に
く
る
よ

う
に
や
っ
て
き
て
、
帰
り
の
電
車
が
、
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
泊
っ
て
い

っ
た
り
し
ま
し
た
。
泊
り
が
け
で
山
の
話
を
し
て
お
り
ま
す
と
、
山
岳
会

で
山
の
小
屋
が
欲
し
い
と
か
、
そ
ん
な
夢
を
語
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
松
方
さ
ん
の
住
ま
い
は
三
田
の
慶
応
義
塾
の
隣
り
に
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
一
隅
に
明
治
時
代
の
木
造
の
二
階
建
が
独
立
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
慶
応
義
塾
山
岳
部
の
早
川
種
三
さ
ん
、
三
田
幸
夫
さ
ん
、
佐
藤
文
二

(141)



さ
ん
、
佐
藤
久
一
朗
さ
ん
な
ど
が
塀
を
乗
り
越
え
て
、
と
申
し
ま
す
の
は

門
か
ら
入
る
の
が
面
倒
な
も
ん
ら
し
く
、
よ
く
集
ま
っ
て
さ
わ
い
で
い
た

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
代
は
登
山
技
術

と
い
い
ま
し
て
も
、
今
日
と
は
だ
い
ぶ
様
子
が
ち
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
私
た
ち
が
山
に
登
る
に
し
て
も
、
草
畦
と
雑
嚢
を
も
っ
て
、
そ

し
て
露
営
に
は
油
紙
を
つ
か
う
と
か
、
小
田
原
提
灯
を
も
っ
て
歩
く
と
か
、

そ
ん
な
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
と
も
か
く
、
幸
か
不
幸
か
私
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
少
し
お
り
ま
し
て
、
岩
と
氷
と
雪
の
山
の
わ
ず
か
ば
か
り
の
技
術
を

も
っ
て
日
本
に
帰
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
も
は
じ
め
て
の
経
験
だ
っ
た

の
で
す
が
、
い
か
に
も
そ
れ
が
若
い
人
に
興
味
を
ひ
い
た
も
の
ら
し
い
ん

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
当
時
の
日
本
の
登
山
界
は
、
積
雪
期
の
山
に
入
る
と
い
う
こ
と
を

念
願
し
、
研
究
し
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
ま
だ
実
際
に
は
、
具
体
化
し

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
の
は
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
・
バ
ッ
グ
を
ど
の

よ
う
な
も
の
に
つ
く
ろ
う
か
と
、
私
ら
は
、
松
方
三
郎
さ
ん
も
一
緒
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
横
浜
で
ト
ナ
カ
イ
の
毛
皮
を
み
つ
け
て
、
そ
れ
で

作
っ
た
り
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
出
来
上
っ
た
の
は
、
暖
い
ん
で
す
が
、

た
い
へ
ん
重
い
も
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
代
で
あ
り
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス

の
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
・
バ
ッ
グ
を
モ
デ
ル
に
し
て
作
っ
て
み
た
り
し
て
い
た

よ
う
な
時
で
あ
り
ま
す
。
夏
の
山
に
登
る
人
は
相
当
に
ふ
え
て
き
て
い
ま

し
た
が
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
か
ロ
ー
プ
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
登
山
靴
で
あ

る
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
雪
と
岩
、
雪
線
上
の
山
の
経
験
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
、
仲
間
の
若

い
人
た
ち
か
ら
た
い
へ
ん
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
何

も
私
の
功
績
な
ど
と
い
う
も
の
じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
若
い
人

た
ち
が
ひ
と
つ
の
夢
と
感
激
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
ち
ょ
う

ど
咽
喉
の
渇
い
た
人
が
水
を
求
め
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
の
文
献

を
手
あ
た
り
次
第
に
集
め
て
読
み
だ
し
た
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
熱

心
な
若
い
人
の
ひ
と
り
に
大
島
亮
吉
君
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
ア

ル
プ
ス
の
発
見
で
あ
る
と
同
時
に
も
う
ひ
と
つ
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
文
化
の

中
で
の
ア
ル
プ
ス
と
い
う
も
の
を
発
見
し
た
喜
び
な
ん
で
あ
り
ま
す
。
決

し
て
猿
の
よ
う
に
登
る
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
山
登
り
の
な
か

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
ひ
と
つ
の
文
化
の
発
見
で
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
中
世
期
こ
の
か
た
の
文
学
史
に
、
あ
る
い
は
ま
た
美
術
な
ど
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
わ
れ
わ
れ
は
熱
意
を
も
っ
て
、
感
激

を
も
っ
て
求
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
松
方
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
し
た
。
松

方
三
郎
さ
ん
は
白
樺
派
に
親
し
く
し
て
お
ら
れ
た
方
で
、
そ
れ
だ
け
に
た

と
え
ば
絵
の
方
で
は
、
岸
田
劉
生
さ
ん
の
作
品
が
お
好
き
で
し
た
し
、
あ

る
い
は
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ブ
レ
ー
ク
の
絵
と
詩
を
た
い
へ
ん
気
に
入
っ
て
お

ら
れ
た
。
ま
る
で
気
狂
い
の
よ
う
に
ブ
レ
ー
ク
を
熱
愛
し
て
い
ま
し
た
。

今
日
の
若
い
人
は
そ
ん
な
時
代
も
あ
っ
た
の
か
と
お
思
い
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
た
い
へ
ん
夢
の
多
い
時
代
で
し
た
。
つ
ま
り
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
だ
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
私
は
今
で
も
思
い
の
こ
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
夢
が
松
方
三
郎
さ
ん
と
私
と
の
交
際
に
終
生
続
い
て
い

た
の
で
あ
り
ま
す
。
お
互
い
に
勝
手
を
知
っ
た
仲
間
で
し
て
、
そ
ん
な
夢

は
年
を
と
っ
て
ま
で
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
晩
年
の
松
方
三
郎
さ
ん
は
、

「
自
分
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
け
れ
ど
も
、
い
つ
も
変
ら
ず
に

残
っ
て
い
る
も
の
は
山
登
り
だ
っ
た
」
と
、
述
懐
し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
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その山の生涯

し
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
久
一
朗
さ
ん
、
松
方
三
郎
さ
ん
と
私
の
三
人
で
雪
の
富
士
山
に
登

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
十
一
月
の
半
ば
か
末
頃
で
し
た
が
、
一
度
降

っ
た
雪
が
凍
り
つ
い
て
い
て
、
五
合
目
か
ら
上
は
鏡
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
を
切
っ
て
や
っ
と
八
合
目
に
た
ど
り
つ

き
、
時
間
が
な
く
な
っ
た
た
め
や
む
を
え
ず
下
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と

き
松
方
さ
ん
は
、
海
面
か
ら
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
高
山
だ
け
に
雪
、
氷
の

変
化
が
激
し
い
に
ち
が
い
な
い
、
今
後
、
冬
の
富
士
に
登
っ
て
突
風
な
ん

か
で
事
故
が
起
き
る
こ
と
は
多
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
述
懐
し
て
お

り
ま
し
た
。
三
郎
さ
ん
は
富
士
山
を
非
常
に
愛
し
て
お
り
ま
し
て
、
お
そ

ら
く
数
十
回
は
登
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
後
年
に
は
富
士
登
山
は
年
中
行

事
に
な
っ
て
、
私
設
富
士
学
校
の
校
長
と
自
称
し
て
い
ま
し
た
。
若
い
人

た
ち
、
親
戚
縁
者
、
あ
る
い
は
外
国
人
を
引
き
連
れ
て
い
き
ま
し
て
、
吉

田
の
火
祭
を
み
て
帰
る
と
い
う
の
が
、
晩
年
の
た
の
し
み
だ
っ
た
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
な
か
な
か
元
気
な
方
で
あ
り
ま
し
た
。

第
二
次
大
戦
中
は
た
し
か
満
洲
に
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
戦

後
、
い
ろ
い
ろ
と
世
の
中
が
変
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
日
本
体
育
協
会
に
す
べ
て
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
加
盟
す
る
よ
う

な
こ
と
が
お
こ
り
ま
し
た
。
日
本
山
岳
会
が
、
日
本
体
育
協
会
に
加
盟
し

た
の
は
、
た
し
か
松
方
三
郎
さ
ん
が
会
長
を
つ
と
め
て
お
ら
た
時
じ
ゃ
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
の
こ
と
を
と
っ
て
み
て
も
時
勢
を

み
る
こ
と
、
そ
し
て
対
応
の
仕
方
は
適
確
で
あ
り
、
敏
捷
な
方
で
あ
り
ま

し
た
。い

ろ
い
ろ
と
想
い
出
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
大
正
十
五
年
に
秩
父
宮
様
が

ア
ル
プ
ス
で
一
夏
、
登
山
を
な
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
ア
ル
プ
ス

で
も
め
ず
ら
し
く
大
き
な
登
山
だ
っ
た
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
仲
間
が

大
勢
だ
と
か
そ
う
い
う
意
味
で
な
く
、
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
て
、
い
わ
ゆ

る
四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
を
十
一
座
で
し
た
か
、
な
ん
で
も
十
以
上
、
一

夏
に
登
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
秩
父
宮
様
は
じ
め
み

ん
な
そ
れ
だ
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
準
備
を
か
さ
ね
、
そ
し
て
当
時
の
ス

イ
ス
の
一
流
の
ガ
イ
ド
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
宮
様
に
と
っ
て
も
終
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
大
き
な
愉

快
な
登
山
で
あ
り
ま
し
た
。
三
郎
さ
ん
は
こ
の
一
行
の
中
心
に
な
っ
て
な

か
な
か
元
気
で
し
た
。
た
と
え
ば
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
登
っ
た
時
に
こ
ん

な
話
が
あ
り
ま
す
・
当
時
、
大
使
は
ま
だ
な
く
て
公
使
で
あ
り
ま
し
た
が
、

日
本
の
公
使
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
輸
出
用
の
洋
罐
が
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
宿
へ

と
ど
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
き
な
ブ
リ
キ
罐
の
な
か
に
嗜
好
品
が
お

さ
め
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
イ
ン
ド
洋
を
船
で
送
っ
て
も
変
質
し
な
い
よ
う

に
作
ら
れ
て
あ
る
ん
で
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
ん
な
大
き
な
重
い
も
の
は
、

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
は
不
適
当
だ
か
ら
や
め
よ
う
と
言
っ
た
ん
で
あ

り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
松
方
三
郎
さ
ん
は
こ
ん
な
も
の
は
し
ょ
う
が
な
い

や
と
か
な
ん
と
か
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
秩
父
宮
様
は
そ
こ
は
お
人
が

い
い
方
で
あ
り
ま
す
か
ら
す
ぐ
に
ひ
っ
か
か
っ
て
「
そ
れ
じ
ゃ
私
が
も
っ

て
い
こ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
秩
父
宮
様
は
そ
の
重
い
洋
罐
一
本
と
、

そ
の
ほ
か
セ
ー
タ
ー
な
ど
を
も
た
れ
て
出
か
け
ま
し
た
。
頂
上
に
つ
き
ま

す
と
、
松
方
三
郎
さ
ん
は
さ
り
げ
な
く
「
殿
下
、
洋
罐
を
出
し
な
さ
い
」

と
い
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
三
郎
さ
ん
は
酒
も
の
ま
ず
煙
草
も
す
わ
な
い

人
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
甘
い
も
の
は
好
物
で
し
た
。
こ
ん
な
具
合
に
茶
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目
つ
け
の
あ
る
三
郎
さ
ん
は
い
つ
も
一
行
の
中
心
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

宮
様
の
登
山
の
準
備
も
一
緒
に
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
言
葉
も
よ
く
で
き
ま
し
た
し
、
と
も
か
く
ス
イ
ス
で
も
イ
ギ
リ
ス
で

も
大
変
に
友
達
の
多
い
方
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
さ
ん
か
ら
、
私
と
松
方
三
郎
さ
ん
と
、
そ
れ
か

ら
浦
松
佐
美
太
郎
さ
ん
と
三
人
が
英
国
山
岳
会
の
会
員
に
推
薦
さ
れ
て
入

会
し
た
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
三
郎
さ
ん
は
戦
前
か
ら
何
十
年
と
い
う
あ
い

だ
、
英
国
山
岳
会
の
会
員
と
し
て
勤
め
て
こ
ら
れ
た
方
で
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
先
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
英
国
山
岳
会
の
百
年
祭
の
時
に
、
会
長
の

挨
拶
の
中
に
も
会
員
の
松
方
が
は
る
ば
る
日
本
か
ら
や
っ
て
き
て
た
い
へ

ん
嬉
し
い
と
い
う
言
葉
を
加
え
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
に

知
友
の
多
い
人
で
あ
り
ま
す
。
せ
ま
い
島
国
だ
け
で
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
す

る
の
で
な
く
て
、
世
界
の
人
を
友
と
し
て
、
世
界
を
自
分
の
舞
台
と
し
て

動
き
ま
わ
っ
て
い
た
人
で
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
昭
和
四
十
五
年
の
春
に
日

本
山
岳
会
が
主
催
い
た
し
ま
し
た
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
時
、
隊
長
と
し
て

実
に
面
倒
な
大
き
な
隊
を
ひ
き
い
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
ま
し
た
こ
と

は
み
な
さ
ん
も
御
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
晩
年
は
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
世
界
大
会
を
富
士
山
の
山
麓
で
開
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
世
界

中
か
ら
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
の
で
す
か
ら
、
広
い
と

こ
ろ
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
自
分
の
好
き
な
富
士
山
を
世
界
の

若
者
に
み
せ
て
や
り
た
い
、
こ
う
い
う
念
願
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
私
は

ひ
そ
か
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
、
大
き
な
嵐
が
き
た
り
し
た
そ
う

で
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
こ
ろ
立
山
に
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
実
際
の
こ

と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い

集
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
事
務
の
多
い
仕
事
を
よ
く
こ
な
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
三
郎
さ
ん
は
体
を
悪
く
し
ま
し
て
、
つ

い
に
再
起
さ
れ
な
か
っ
た
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
な
く
な
ら
れ
る
年
の
七

月
、
病
院
に
尋
ね
ま
し
た
ら
、
椅
子
の
上
に
座
っ
て
、
ト
ー
ス
ト
を
た
べ

て
牛
乳
を
コ
ツ
・
フ
に
と
っ
て
飲
も
う
と
し
た
ら
ど
う
も
喉
が
通
ら
な
い
ん

だ
、
そ
し
て
つ
ば
を
の
む
の
も
つ
ら
い
ん
だ
、
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

い
か
に
も
気
の
毒
で
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
点
滴
の
栄
養
剤
は
と
っ
て

い
た
に
ち
が
い
な
い
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
一
時
間
く
ら
い
ゆ
っ
く
り
話
し

あ
い
ま
し
た
。
私
は
重
い
病
気
だ
と
お
も
い
ま
し
た
が
、
三
郎
さ
ん
に
は

い
さ
さ
か
も
か
げ
っ
た
気
持
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
は

さ
す
が
松
方
三
郎
で
あ
る
と
非
常
に
尊
敬
の
念
を
深
く
し
て
帰
っ
て
き
た

の
で
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
存
命
で
し
た
ら
ま
す
ま
す
日
本
の
た
め
に
も

山
岳
会
の
た
め
に
も
い
ろ
い
ろ
と
よ
い
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
た
の
に

と
思
い
ま
す
。
個
人
と
し
て
の
寿
命
を
非
常
に
惜
し
み
ま
す
と
同
時
に
、

ま
た
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
と
し
て
も
た
い
へ
ん
尊
い
人
を
失
っ
て
、
償
う
こ

と
が
出
来
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
三
郎
さ
ん
自
身
は
悔
い
を

残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
な
人
生
を
澗
歩
し
た
人
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ

う
い
う
立
派
な
生
き
方
を
さ
れ
た
の
は
、
た
ん
に
境
遇
と
い
う
こ
と
だ
け

で
な
く
て
、
や
は
り
そ
の
人
の
御
性
格
に
よ
る
偉
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
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日本山岳会への壼力

松
方
君
が
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
た
の
は
、
大
正
六
年
、
一
九
一
七
年

で
あ
り
ま
す
。
私
よ
り
二
年
早
く
入
会
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
考
え
て
み

ま
す
と
、
彼
は
一
八
九
九
年
の
生
れ
で
あ
り
ま
す
か
ら
一
七
年
に
入
会
し

た
時
は
学
習
院
高
等
科
の
末
期
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
私
が
そ
の
二

年
後
に
入
会
し
て
も
、
当
時
の
山
岳
会
で
は
年
に
一
回
の
大
会
が
あ
る
く

ら
い
で
会
合
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
集
会
の
始

ま
っ
た
の
は
大
正
八
年
、
私
が
入
会
し
た
年
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

ろ
彼
は
す
で
に
京
都
大
学
に
移
っ
て
い
た
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
彼
と
会
う
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
松
方
君
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
の
は
、
彼
が
昭
和
三
年
三
月
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
年
の
四
月
に
三

会
堂
で
第
二
十
一
回
の
山
岳
会
大
会
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
帰
朝
早
々

の
松
方
君
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
二
、
三
」
と
い
う
題
で
、
ア
イ
ガ
ー
、

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ラ
・
メ
イ
ジ
ュ
の
三
つ
の
山
に
つ
い
て
講
演
を
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
大
き
な
紙
に
自
分
で
山
の
絵
を
書
い
て
き
て
話
を

し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
が
初
対
面
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
急
に
親
し

日
本
山
岳
会
へ
の
蓋
力

藤
島
敏
男

く
な
り
ま
し
て
、
松
方
君
と
僕
と
馬
が
あ
っ
た
か
あ
わ
な
い
か
、
そ
こ
の

と
こ
ろ
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
松
方
君
は

私
の
牛
込
の
家
に
も
時
々
や
っ
て
き
ま
し
た
。
夜
お
そ
く
ま
で
話
を
し
て

い
る
と
電
車
が
な
く
な
っ
て
、
お
茶
の
水
の
文
化
ア
パ
ー
ト
ま
で
、
そ
の

こ
ろ
も
彼
は
小
さ
い
リ
ュ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
を
さ
げ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
か
つ
い
で
歩
い
て
帰
る
と
、
大
曲
の
交
番
で
時
々
と
が
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

松
方
君
は
昭
和
三
年
に
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、
そ
の
翌
年
の
九
月
に
、

今
の
理
事
、
そ
の
当
時
の
幹
事
で
あ
り
ま
す
が
、
幹
事
に
推
薦
さ
れ
て
、

そ
し
て
な
お
よ
く
会
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
あ
り
ま
す
。
彼
は
幹
事
に
な

っ
た
と
た
ん
に
ク
ラ
ブ
・
ル
ー
ム
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
ぜ
ひ
つ
く
ろ
う
と

い
う
提
案
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
異
議
が
な
い
の
で
さ
っ
そ
く
松
方
と
私

が
家
さ
が
し
に
出
か
け
ま
し
た
。
虎
の
門
の
不
二
屋
ピ
ル
が
ま
だ
仕
上
げ

の
で
き
て
な
い
と
き
で
、
足
場
を
わ
た
り
な
が
ら
三
階
へ
上
っ
て
ど
ん
な

部
屋
が
あ
る
か
と
検
分
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

こ
と
を
今
、
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
年
の
十
一
月
に
は
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
と
図
書
室
が
出
来
上
っ
た
の
で

し
て
、
こ
の
へ
ん
は
非
常
な
旱
わ
ざ
だ
っ
た
と
い
え
る
か
と
お
も
い
ま
す
。

二
人
で
一
所
懸
命
や
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
出
来
る
と
す
ぐ
に
本
を

あ
つ
め
に
か
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
図
書
と
か
雑
誌
は
み

ん
な
幹
事
の
私
宅
に
あ
ず
か
っ
て
い
た
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
運
ん

で
整
理
を
す
る
の
に
、
松
方
君
は
懸
命
に
な
っ
て
先
に
立
っ
て
や
り
ま
し

た
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
充
実
さ
せ
る
と
か
、
会
を
運
営
す
る
と
か
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
松
方
君
は
い
つ
で
も
率
先
し
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。
私
も
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し
ば
し
ば
彼
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
片
棒
を
か
つ
い
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
り

ま
す
。松

方
君
が
日
本
山
岳
会
に
対
し
て
非
常
な
熱
と
力
を
そ
そ
い
だ
と
い
う

こ
と
を
、
私
は
私
な
り
に
考
え
て
み
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
彼
の
学
習
院

時
代
に
は
ま
だ
山
岳
部
は
な
か
っ
た
。
ス
キ
ー
部
と
旅
行
部
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
山
岳
部
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
先
日
同
級
生
の
伊

集
院
虎
一
に
訊
ね
て
聞
い
た
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
京
都
大
学
に
移
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
ま
だ
山
岳
部
は
な

か
っ
た
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
結
局
、
あ
く
ま
で
日
本
山
岳
会
が
松
方

君
に
と
っ
て
は
本
拠
で
あ
っ
た
、
と
い
う
ふ
う
に
私
は
感
じ
ま
す
。
松
方

は
最
後
ま
で
日
本
山
岳
会
の
松
方
で
あ
っ
て
、
学
習
院
の
松
方
で
も
京
都

大
学
の
松
方
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
に
ち
ょ
っ
と
私
は
つ
け

加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
方
は
さ
き
ほ
ど
の
模
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
ノ
ー
・
ア

ル
コ
ー
ル
で
ノ
ー
・
ス
モ
ー
キ
ン
グ
。
た
だ
し
食
べ
る
方
は
超
一
流
で
あ

り
ま
し
て
、
こ
と
に
甘
い
も
の
に
目
が
な
い
ん
で
あ
り
ま
す
。
あ
る
夏
、

御
殿
場
の
宮
様
の
別
邸
で
集
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
時
に
、
御
殿
場
の
婦
人

会
か
ら
大
き
な
お
は
ぎ
が
お
重
に
つ
ま
っ
て
、
お
や
つ
に
献
上
さ
れ
ま
し

て
、
私
な
ど
は
そ
の
お
は
ぎ
を
み
た
だ
け
で
、
ひ
と
つ
や
つ
と
と
い
う
の

を
彼
は
な
ん
と
四
つ
平
ら
げ
た
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
け
ろ
っ
と
し
て

い
る
ん
で
あ
り
ま
す
。
お
し
る
こ
な
ど
も
非
常
に
好
き
だ
っ
た
と
み
え
て

よ
く
食
べ
ま
し
た
し
、
う
な
ぎ
が
大
好
き
で
二
人
前
ぐ
ら
い
は
食
べ
る
と

い
う
よ
う
な
食
欲
の
持
主
で
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
お
酒
に
強
い
と
い
う
こ

と
を
申
し
ま
す
が
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
彼
は
お
は
ぎ
に
強
か
っ
た
と
言
え

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
酒
に
強
い
の
も
い
れ
ば
お
は
ぎ
に
強
い
の
も
い
る
、

松
方
は
そ
の
あ
と
の
方
な
の
で
あ
り
ま
す
。
食
べ
も
の
に
つ
い
て
超
一
流

の
松
方
君
に
、
私
は
よ
く
君
の
胄
袋
に
は
引
出
し
が
つ
い
て
い
る
か
ら
と

か
ら
か
っ
た
も
の
で
す
。

話
し
相
手
と
し
て
は
、
美
術
に
つ
い
て
も
陶
器
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い

は
書
物
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
い
い
話
し
相
手
は
、
ま
た
得
難
い
存
在

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
私
が
ど
ん
な
に
皮
肉
を
い
っ
て
も
、
辛

辣
な
悪
口
を
言
っ
て
も
、
打
て
ば
響
く
よ
う
に
言
葉
の
か
え
っ
て
く
る
友

達
は
、
彼
の
右
に
出
る
人
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、
私
は
松
方
と
い

う
好
敵
手
を
失
っ
て
、
一
体
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
途
方
に

暮
れ
て
い
る
と
申
し
上
げ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
松
方
君
が
、
大
分
前
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
る
集
り
で
「
藤
島
よ
り
先
に
死
ん
で
は

た
ま
ら
な
い
」
と
言
い
ま
す
の
で
「
ど
う
い
う
わ
け
だ
」
「
や
あ
、
藤
島
み

た
い
な
奴
と
一
生
つ
き
あ
っ
て
、
先
に
死
ん
で
は
浮
か
ば
れ
な
い
か
ら
」

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
、
座
に
い
た
人
が
非
常
に
大
笑
い
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

最
後
の
入
院
の
と
き
に
は
、
時
々
彼
の
病
室
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
あ
る

時
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
ら
、
二
番
目
の
お
嬢
さ
ん
が
病
室
か
ら
飛
び
出

し
て
き
て
「
た
だ
今
、
点
滴
の
最
中
、
面
会
謝
絶
、
よ
っ
ぽ
ど
つ
ら
い
も

の
ら
し
い
。
さ
っ
き
こ
れ
を
藤
島
に
や
ら
し
た
い
な
あ
と
い
っ
て
た
わ
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
話
を
聞
い
て
も
、
丈
夫
な
私
は
点
滴
を
し
て
も

ら
う
わ
け
に
行
き
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
あ
、

そ
ん
な
間
柄
だ
っ
た
の
が
、
と
う
と
う
松
方
君
は
私
よ
り
先
へ
天
国
に
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
非
常
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。
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指導者としての松方さん

お
二
人
の
名
誉
会
員
が
三
郎
さ
ん
の
思
い
出
話
を
し
た
あ
と
で
、
若
手

を
代
表
し
ま
し
て
、
私
が
松
方
さ
ん
を
偲
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
松
方
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
の
が
大
正
十
四
年
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
学
習
院
に
入
り
ま
し
て
山
岳
部
で
は
じ
め
て
先
輩
団
と
の

会
合
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
そ
の
こ
ろ
二
年
生
ぐ
ら
い
の

ヤ
ン
チ
ャ
坊
主
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
先
輩
が
き
た
ら
な
ん
と
か
先
輩
を

怒
ら
せ
て
一
所
懸
命
わ
れ
わ
れ
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
し
む
け
よ
う
と
、

み
ん
な
い
ろ
い
ろ
作
戦
を
練
っ
て
、
一
週
間
ぐ
ら
い
予
行
演
習
も
い
た
し

ま
し
た
。
先
輩
の
な
か
で
も
松
方
さ
ん
と
伊
集
院
さ
ん
の
二
人
が
、
み
た

と
こ
ろ
一
番
強
そ
う
な
の
で
あ
り
ま
す
。
う
っ
か
り
す
る
と
な
ぐ
ら
れ
る

か
も
知
れ
ん
と
い
う
こ
と
で
、
二
人
の
ま
わ
り
に
は
六
尺
腰
掛
け
を
バ
リ

ケ
ー
ド
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
、
た
い
が
い
の
こ
と
を
い
っ
て
も
な
ぐ
ら
れ

な
い
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
や
っ
て
み
ま
し
た
ら
な
ん
の
こ
と

は
な
い
・
簡
単
に
笑
い
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
も
う
わ
れ
わ
れ
大
い
に

私
は
ど
う
も
天
国
よ
り
も
地
獄
の
方
に
縁
が
深
そ
う
な
の
で
、
松
方
君

と
再
会
す
る
見
込
み
は
な
い
。
こ
れ
が
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

指
導
者
と
し
て
の
松
方
さ
ん

加

藤
泰
安

拍
子
抜
け
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
松
方
さ
ん
に
お
目
に
か
か
っ
た
は
じ
め

て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
山
の
話
や
な
ん
か
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
二
、
三
年
た
ち
ま
し
て
十
一
月
の
富
士
山
に
連
れ
て
い
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
時
は
模
さ
ん
と
松
方
さ
ん
と
わ
れ
わ
れ
中
学
生
二
人
で
あ

り
ま
し
た
。
大
先
輩
に
つ
い
て
い
く
の
で
大
い
に
緊
張
し
て
い
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
八
合
目
に
ま
い
り
ま
し
た
ら
「
子
供
た
ち
は
ア
イ
ゼ
ン
を

と
れ
、
ス
テ
ッ
プ
を
切
れ
」
。
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
大
先
輩
に
言
わ
れ
た
か
ら
必
死
で
切
り
ま
し
た
。
あ
そ
こ
か
ら
上
ま
で

か
な
り
あ
り
ま
す
。
ふ
う
ふ
う
い
っ
て
切
っ
て
お
り
ま
す
と
、
あ
と
か
ら

模
さ
ん
が
、
「
三
郎
さ
ん
、
ス
テ
ッ
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
い
る
の
を
み
る
と
男

の
中
の
男
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
な
あ
」
と
、
も
う
当
人
た
ち
は
ゆ
っ
く

り
歩
い
て
御
気
嫌
で
い
る
わ
け
で
す
。
こ
っ
ち
は
上
ま
で
や
っ
と
ス
テ
ッ

プ
を
切
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
わ
れ
わ
れ
は
セ
ー
タ
ー
に
ウ
ィ
ン
ド
ヤ
ッ

ヶ
一
枚
を
つ
け
て
い
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。
十
一
月
の
寒
い
日
で
あ
り
ま
し

た
。
寒
く
な
っ
て
き
て
早
く
下
に
お
り
た
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
お
二
人

と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仕
込
み
の
毛
皮
の
素
晴
し
い
の
を
き
て
ヌ
ク
ヌ
ク
と

し
て
「
ア
イ
ガ
ー
の
な
ん
と
か
は
…
…
」
な
ん
て
し
や
、
へ
っ
て
お
り
ま
し

た
。
早
く
お
り
て
く
れ
な
い
か
な
あ
と
思
っ
て
い
る
と
、
私
の
ス
テ
ッ
プ

は
苦
し
ま
ぎ
れ
に
ウ
ン
と
幅
を
広
げ
て
切
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

下
り
は
勘
弁
し
て
く
れ
る
か
と
思
っ
た
ら
、
こ
ん
ど
は
「
そ
の
ま
ま
ア
イ

ゼ
ン
を
つ
け
ず
に
お
り
な
さ
い
」
。
と
て
も
下
り
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
・

三
郎
さ
ん
が
、
犬
っ
こ
ろ
を
ひ
っ
ぱ
る
よ
う
に
ザ
イ
ル
に
結
び
目
を
つ
け

て
私
ど
も
の
あ
と
か
ら
一
歩
一
歩
つ
い
て
く
る
ん
で
あ
り
ま
す
。
私
は
滑
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っ
て
、
あ
ん
な
く
や
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
や
っ

て
鍛
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
山
登
り
の
深
み
に
入
ら
せ
た

も
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
私
た
ち
は
山
登
り
の
話
を
伺
い
に
行
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ

と
で
お
目
に
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
山
に
お
供
し
た
の
は
そ
の
後
も

う
一
ぺ
ん
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
十
一
月
の
富
士
山
で
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
伊
勢
湾
台
風
が
き
た
年
で
あ
っ
た
か
と
お
も
い
ま
す
が
、
五
合
目
ぐ

ら
い
の
森
林
が
全
部
倒
れ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
山
登
り
よ
り
木
登
り

み
た
い
な
も
の
で
し
た
。
も
う
松
方
さ
ん
は
そ
の
こ
ろ
相
当
肥
満
体
で
あ

り
ま
し
て
、
こ
の
木
を
か
き
登
っ
て
下
り
る
の
に
相
当
苦
労
し
て
お
り
ま

し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
あ
い
い
き
び
だ
な
あ
と
思
っ
て
一
緒
に
歩
い
た

の
で
あ
り
ま
す
。

松
方
さ
ん
の
紹
介
で
、
昭
和
五
年
に
日
本
山
岳
会
に
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
・
大
学
に
す
す
む
の
に
つ
い
て
も
、
「
ま
あ
京
都
へ
行
っ
た
が
よ
い

だ
ろ
う
。
京
都
に
は
今
西
錦
司
と
い
う
変
な
奴
が
い
る
か
ら
、
あ
の
弟
子

入
り
を
し
ろ
」
と
い
う
の
で
、
喜
び
勇
ん
で
京
都
へ
行
っ
て
、
と
う
と
う

京
都
で
今
西
さ
ん
に
カ
ル
チ
ベ
ー
ト
さ
れ
て
、
今
日
に
い
た
っ
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

め
っ
た
に
お
供
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
に
か
く
さ
き

ほ
ど
の
模
さ
ん
、
藤
島
さ
ん
の
お
話
の
よ
う
に
お
い
し
い
物
の
好
き
な
方

で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ
を
お
い
し
そ
う
に
は
召
し
上
ら
な
い
ん
で

し
て
、
か
な
ら
ず
フ
ォ
ー
ク
で
練
り
上
げ
て
食
べ
ら
れ
る
ん
で
す
。
サ
ン

ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
一
緒
に
食
べ
た
と
き
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
と
思
っ
た

ら
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
も
練
っ
て
し
ま
い
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

病
院
に
お
入
り
に
な
っ
て
、
か
な
り
重
態
だ
と
伺
い
お
見
舞
に
参
り
ま

し
た
ら
、
い
き
な
り
ア
ン
コ
ロ
餅
を
二
つ
ぐ
ら
い
ぺ
ろ
つ
と
食
べ
て
し
ま

い
ま
し
て
「
ま
あ
こ
れ
で
体
力
が
つ
い
た
」
と
笑
っ
て
話
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
最
後
の
御
病
気
の
時
に
、
私
は
同
じ
慈
恵
大
学
病
院
に
入

院
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
、
当
時
脳
膜
内
出
血
と
い
い
ま
す
か
、
頭
が

ぽ
う
っ
と
し
て
お
り
ま
し
て
、
む
し
ろ
松
方
さ
ん
に
毎
日
お
見
舞
い
た
だ

い
た
あ
り
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
私
が
意
識
を
回
復
し
た
と
き
に
は
、
松

方
さ
ん
が
も
う
ウ
ッ
ラ
ウ
ッ
ラ
し
て
お
ら
れ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
医
者
が
ま
い
り
ま
し
て
、
「
お
酒
を
飲
ん
じ
ゃ
い
か
ん
、
煙
草
を
の
ん

じ
ゃ
い
か
ん
」
と
言
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
松
方
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て

「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
、
泰
安
、
も
う
や
め
ろ
」
。
そ
し
て
女
房
と
医
者
が
い

な
く
な
る
と
「
い
い
よ
、
適
当
に
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
・
そ
ん
な
具

合
で
励
ま
し
方
の
非
常
に
上
手
な
方
で
あ
り
ま
し
た
。
松
方
さ
ん
が
お
酒

と
煙
草
を
の
ん
で
お
ら
れ
た
ら
、
ま
だ
三
十
年
ぐ
ら
い
生
き
て
お
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
あ
る
時
、
お
酒
は
飲
ま
な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
「
松
方
さ

ん
、
あ
な
た
は
ま
あ
、
相
当
に
う
ま
い
も
の
好
き
な
の
に
、
お
酒
の
味
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
は
不
幸
で
す
ね
」
と
い
っ
た
ら
、
し
ば
ら
く
じ
っ

と
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
会
が
終
っ
て
か
ら
家
に
電
話
が
か
か

り
ま
し
て
「
泰
安
、
お
酒
っ
て
そ
ん
な
に
う
ま
い
か
」
と
い
う
電
話
で
び

っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
お
い
し
い
も
の
に
は
目
の
な
い
方
で

あ
り
ま
し
た
。

私
が
恢
復
し
ま
し
た
こ
ろ
に
は
、
松
方
さ
ん
は
す
で
に
昏
睡
状
態
に
入

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
さ
き
ほ
ど
お
話
し
が
あ
っ
た
点
滴
で
あ
り
ま
す
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指導者としての松下さん

あ
の
懐
し
い
、
本
当
に
大
事
な
先
輩
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
も
う
あ
の
笑

顔
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
本
当
に
悲
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の

中
で
、
ま
た
日
本
山
岳
会
で
も
こ
ん
な
素
晴
し
い
指
導
者
は
な
か
な
か
出

な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
あ
れ
だ
け
の
教
養
と
人
間
的
魅
力
と
い
い
ま
す

か
、
あ
あ
い
う
性
格
と
い
う
も
の
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
で
き
た
も
の
で
、

た
だ
三
郎
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
三
郎

さ
ん
は
ハ
ラ
イ
ソ
に
お
い
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
イ
ン
ヘ
ル
ノ
に

ま
い
り
ま
す
の
で
、
も
う
と
て
も
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
あ
来
世

か
来
々
世
ぐ
ら
い
に
は
ヒ
ョ
ッ
と
し
た
ら
ま
た
、
お
目
に
か
か
る
だ
ろ
う

ｈ
ノ
ま
す
。

が
、
あ
れ
は
ほ
ん
と
に
い
や
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
松
方
さ
ん

は
辛
棒
強
く
点
滴
を
や
っ
て
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
と
こ
ろ
に
も

お
い
で
に
な
っ
て
、
点
滴
は
私
は
も
う
い
や
だ
と
い
っ
た
ら
、
こ
れ
に
は

コ
ツ
が
あ
る
ん
だ
。
点
滴
を
あ
の
ボ
ッ
ポ
ッ
と
出
る
よ
う
に
し
た
ら
た
ま

ん
な
い
ん
だ
。
医
者
の
い
な
い
問
に
さ
っ
と
出
る
よ
う
に
し
ろ
。
そ
う
い

う
ふ
う
に
し
て
お
ら
れ
た
か
ど
う
か
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
最
後
ま

で
辛
棒
強
く
点
滴
を
つ
づ
け
て
い
ら
し
や
っ
た
の
が
、
今
で
も
目
に
う
っ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
氏
の
追
悼
講
演
の
あ
と
、
松
方
三
郎
氏
長
男
峰
男
氏
か
ら

謝
辞
が
の
べ
ら
れ
、
つ
づ
い
て
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン

ド
氏
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
追
悼
書
簡
（
松
本
重
治
宛
）
が
板
倉

勝
正
常
務
理
事
か
ら
披
露
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
書
簡
は
、

共
同
通
信
社
刊
『
松
方
三
郎
』
（
昭
和
四
十
九
年
九
月
）
に

収
載
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
田
口
二
郎
氏
か
ら
そ
の
訳
槁
が
寄

せ
ら
れ
た
の
で
、
つ
ぎ
に
掲
載
す
る
。
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昨
秋
の
こ
と
日
本
か
ら
私
達
の
手
許
に
松
方
三
郎
氏
が
長
い
苦
し
み
の

の
ち
に
、
九
月
十
五
日
（
遂
に
）
世
を
去
っ
た
と
の
悲
し
い
知
ら
せ
が
届

い
た
。
同
氏
が
重
病
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド

に
い
る
故
人
の
友
人
達
は
知
ら
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
計
報
に
接
し
た

時
、
さ
す
が
に
そ
れ
を
信
ず
る
気
持
に
な
れ
な
い
の
だ
っ
た
。
し
か
し
松

方
氏
の
面
ざ
し
は
私
た
ち
の
胸
の
な
か
に
生
き
て
い
る
し
、
彼
の
た
ゆ
る

こ
と
の
な
い
明
る
い
笑
い
と
あ
の
人
好
き
の
す
る
人
柄
は
（
い
つ
ま
で
も
）

私
た
ち
の
周
辺
に
居
つ
づ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

松
方
三
郎
は
日
本
か
ら
や
っ
て
き
た
大
き
な
登
山
家
家
族
に
属
し
て
い

た
。
槙
有
恒
、
槙
智
雄
、
松
方
三
郎
、
別
宮
貞
俊
、
秩
父
宮
、
浦
松
佐
美

太
郎
、
渡
辺
八
郎
、
松
本
重
治
、
国
分
貫
一
、
高
木
正
孝
、
山
崎
春
雄
、

磯
野
計
蔵
、
井
田
清
、
藤
島
敏
男
、
そ
し
て
田
口
一
郎
、
二
郎
の
兄
弟
、

以
上
の
諸
氏
が
そ
の
家
族
の
構
成
員
で
あ
っ
た
。

一
九
二
五
年
、
と
言
え
ば
ま
も
な
く
五
十
年
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
そ

遠
い
国
か
ら

グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
の
古
恥
ｖ
友
人
た
ち
を
代
表
し
て

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド

田
口
二
郎
訳

の
年
初
め
て
松
方
氏
は
私
た
ち
の
谷
を
訪
れ
た
。
彼
以
前
に
こ
こ
に
来
た

日
本
の
登
山
家
と
い
え
ば
、
槙
有
恒
、
智
雄
と
、
別
宮
の
諸
氏
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
松
方
氏
は
初
心
者
と
し
て
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
に
や
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
・
故
国
に
お
い
て
、
す
で
に
第
一
級
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
と
し

て
育
っ
て
い
た
わ
け
だ
。
（
そ
れ
は
）
二
五
年
の
七
月
の
上
旬
や
っ
て
き

て
、
す
ぐ
さ
ま
山
に
と
り
か
か
っ
た
時
、
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
七

月
十
五
日
の
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
手
始
め
と
し
、
十
八
日
は
ユ
ン
グ
フ

ラ
ウ
、
そ
の
日
は
そ
の
脚
で
西
尾
根
伝
い
に
メ
ン
ヒ
を
登
り
、
ベ
ル
グ
リ

小
舎
ま
で
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
し
、
翌
十
九
日
に
は
メ
ン
ヒ
・
ヨ
ッ
ホ
越
し
に

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
小
舎
に
到
達
、
そ
こ
か
ら
フ
ィ
ン
ス
タ
ー
ル
ホ
ル
ン
に

登
頂
、
シ
ュ
ト
ラ
レ
ッ
グ
小
舎
に
い
た
り
、
そ
の
後
進
路
を
エ
ン
ゲ
ル
エ

ル
ナ
ー
の
岩
峰
群
に
変
え
、
七
月
二
十
八
日
に
は
キ
ン
グ
・
シ
ュ
ピ
ッ
ッ

ェ
、
二
十
四
日
に
は
ジ
ン
メ
ル
シ
ュ
ト
ッ
ク
を
登
っ
た
。
七
月
二
十
八
日

は
ラ
ウ
タ
ー
ラ
ル
尾
根
伝
い
に
ラ
ウ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
二
十
九
日
に
は
グ
ロ

ー
ス
・
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
に
登
頂
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
尾
根
を
下
っ
て
グ

レ
ッ
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
小
舎
へ
・

私
（
の
記
憶
）
に
間
違
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
年
の
冬
’
一
九
二
五
年

か
ら
二
六
年
に
か
け
て
、
松
方
氏
は
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
を
本
拠
と
し

て
欧
州
に
過
さ
れ
た
と
思
う
。
方
々
に
旅
し
た
が
、
イ
タ
リ
ー
を
訪
れ
、

私
た
ち
の
谷
で
は
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
二
六
年
に
は
春
に
さ
き
が
け
て

（
裏
の
）
フ
ァ
ゥ
ル
ホ
ル
ン
に
登
っ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
・
ア
ド
ラ
ー
の
白

い
犬
二
匹
が
大
抵
の
場
合
、
松
方
氏
の
忠
実
な
伴
侶
で
あ
っ
た
。

二
六
年
の
七
月
の
初
旬
、
槙
有
恒
氏
が
ふ
た
た
び
の
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ

ル
ド
入
り
し
た
時
、
松
方
氏
は
槙
氏
と
と
も
に
ヴ
ァ
リ
ス
を
訪
れ
、
と
も
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遠い国から

に
素
晴
し
い
日
々
を
味
わ
っ
た
。
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
は
七
月
十
四
日
に
ツ

ィ
ナ
ル
ロ
ー
ト
ホ
ル
ン
。
十
七
日
に
は
、
オ
ー
ベ
ル
ガ
ー
ベ
ル
ホ
ル
ン
に

登
頂
、
ア
ル
ペ
ン
グ
ラ
ー
ト
を
降
り
る
。
二
十
日
に
は
ダ
ン
・
ブ
ラ
ン
シ

ュ
、
そ
こ
で
（
南
方
に
反
転
し
）
二
十
四
日
は
ビ
ー
チ
ホ
ル
ン
の
北
尾
根

か
ら
派
生
し
た
北
東
支
脈
を
乗
り
越
え
、
西
尾
根
伝
い
に
同
峰
の
頂
に
立

ち
、
ベ
ル
ナ
ー
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
抜
け
た
。

八
月
一
日
に
槙
・
松
方
両
氏
の
姿
は
エ
ン
ゲ
ル
ヘ
ル
ナ
ー
の
岩
峰
に
見

ら
れ
、
ジ
ン
メ
ル
シ
ュ
ト
ッ
ク
を
登
る
。
八
月
四
日
、
二
人
は
友
人
の
渡

辺
（
八
郎
）
、
松
本
（
重
治
）
の
両
氏
と
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
登
り
、
降

路
を
急
峻
な
西
側
の
側
壁
を
た
ど
っ
た
。
八
月
七
日
、
ふ
た
た
び
グ
ロ
ー

ス
・
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
に
登
頂
、
十
一
日
に
は
（
エ
ン
ゲ
ル
ヘ
ル
ナ
Ｉ

の
）
キ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ッ
ッ
ェ
の
尾
根
を
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
し
、
夏
シ
ー
ズ
ン

前
半
の
最
後
の
岩
登
り
を
行
な
っ
た
。

同
年
八
月
は
、
秩
父
宮
殿
下
と
の
山
行
に
（
筆
者
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
）
は

忙
殺
さ
れ
た
が
、
松
方
氏
は
そ
れ
に
は
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
九

月
に
な
る
と
、
友
人
の
槙
、
渡
辺
両
氏
と
メ
ン
ヒ
を
ノ
ル
レ
ン
か
ら
、

（
ま
た
）
ア
イ
ガ
ー
を
ミ
ッ
テ
ル
レ
キ
ー
尾
根
か
ら
登
頂
し
て
い
る
。
ア

イ
ガ
ー
の
（
下
半
身
で
あ
る
）
ヘ
ル
ン
リ
尾
根
の
試
み
は
準
備
が
不
足
で

果
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
二
七
年
、
松
方
氏
は
あ
ら
た
め
て
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
に
や
っ

て
き
た
。
こ
の
時
、
友
人
浦
松
佐
美
太
郎
氏
を
伴
っ
て
き
た
・
八
月
三
日
、

両
人
は
エ
ン
ゲ
ル
ヘ
ル
ナ
ー
山
群
の
ミ
ッ
テ
ル
・
グ
ル
ッ
・
ヘ
を
登
り
、
同

月
六
日
に
は
ア
イ
ガ
ー
の
ヘ
ル
ン
リ
尾
根
の
記
念
す
べ
き
初
登
筆
を
な
し

と
げ
た
。

八
月
九
日
に
は
両
人
の
姿
は
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
頂
で
み
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
両
人
は
進
路
を
ヴ
ァ
リ
ス
に
む
け
た
。
ツ
ム
ッ
ト
尾
根
伝
い
に
マ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
に
登
頂
、
降
路
は
イ
タ
リ
ア
尾
根
を
た
ど
り
、
（
次
に
目
ざ
し

た
）
ヴ
ァ
イ
ス
ホ
ル
ン
は
悪
天
候
に
阻
ま
れ
て
退
却
し
た
。
次
に
来
る
の

が
（
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル
プ
ス
の
）
ド
ー
フ
ィ
ネ
の
旅
だ
が
、
か
み
な
り
と

い
な
づ
ま
と
吹
雪
を
つ
い
て
ラ
・
メ
イ
ジ
ュ
の
登
頂
を
手
に
入
れ
た
。

（
さ
ら
に
）
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
い
た
り
、
プ
テ
ィ
・
シ
ャ
ル
モ
ー
ズ
を
登
り
、

エ
ギ
ー
ュ
・
ア
ル
ジ
ャ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
の
登
頂
の
の
ち
に
、
（
こ
の
山
旅

の
）
素
晴
し
い
む
す
び
と
し
て
グ
レ
ポ
ン
の
岩
頂
に
立
っ
た
。

当
時
、
松
方
氏
は
あ
る
山
案
内
人
の
ガ
イ
ド
手
帳
に
次
の
よ
う
に
書
き

こ
ん
で
い
る
。
「
ア
イ
ガ
ー
・
ヘ
ル
ン
リ
屋
根
の
空
恐
し
い
ギ
ャ
ッ
プ
、

白
い
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
凍
て
つ
く
登
肇
、
そ
し
て
メ
イ
ジ
ュ
の
い
な
づ

ま
と
吹
雪
が
思
い
出
と
し
て
残
る
か
ぎ
り
、
私
た
ち
は
彼
の
（
こ
の
山
案

内
人
の
）
た
ゆ
ま
な
い
完
壁
な
ガ
イ
ド
ぶ
り
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
」
以
上
述
べ
た
松
方
三
郎
氏
の
す
ゃ
へ
て
の
山
行
に
、
山
案
内
人
と

し
て
同
行
し
た
の
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ュ
ト
イ
リ
と
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ブ
ラ

ヴ
ァ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
松
方
氏
は
こ
の
二
人
と
の
友
情
を
最
後
の
死
の

日
ま
で
大
切
に
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

松
方
氏
は
初
め
の
こ
ろ
は
ホ
テ
ル
・
ア
ド
ラ
ー
に
逗
留
し
て
い
た
が
、

後
に
な
っ
て
は
も
っ
ぱ
ら
ホ
テ
ル
。
、
ハ
ー
ン
ホ
フ
・
ダ
ー
ビ
ー
を
滞
在
の

場
と
さ
れ
た
。
（
そ
し
て
）
そ
の
所
有
者
で
あ
る
メ
ル
ク
レ
・
グ
シ
ュ
タ
イ

ガ
ー
家
の
人
々
と
深
い
友
情
で
む
す
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
グ
リ
ン
デ

ル
ヴ
ァ
ル
ド
を
訪
れ
る
た
び
に
、
い
つ
も
そ
こ
に
帰
っ
て
く
る
の
だ
っ
た
。

一
九
二
六
年
の
夏
の
終
り
、
松
方
氏
は
槙
、
渡
辺
両
氏
と
ホ
テ
ル
の
二
人
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右
に
翻
訳
し
た
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
の
名
案
内
人
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ブ

ラ
ヴ
ァ
ン
ド
（
子
供
の
頃
か
ら
の
通
称
は
ザ
ミ
、
即
ち
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
略

称
）
の
故
松
方
さ
ん
に
た
い
す
る
追
悼
文
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
も
た
ら

さ
れ
た
由
来
に
つ
い
て
書
い
た
方
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
よ
く
わ
か

り
、
ま
た
筆
者
に
た
い
す
る
礼
儀
と
も
思
わ
れ
る
の
で
次
に
説
明
を
加
え

る
。 の

息
女
を
つ
れ
て
フ
ィ
ニ
ス
タ
ー
ル
ホ
ル
ン
に
登
り
、
グ
リ
ム
ゼ
ル
に
下

り
て
い
る
。

私
た
ち
す
べ
て
は
、
素
晴
し
い
山
登
り
の
体
験
が
ま
る
で
昨
日
の
出
来

ご
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
美
し
い
日
々
を
思
い
出
す
の
だ
・
松
方
氏
は
、

も
う
山
に
登
ら
な
く
な
っ
た
後
年
に
お
い
て
も
、
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド

に
は
忠
実
で
あ
っ
た
。
欧
州
を
訪
れ
る
た
び
に
、
彼
の
「
第
二
の
故
郷
」

に
少
な
く
と
も
短
期
間
の
寄
り
道
を
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。
（
ま
た
）
松
方
氏

か
ら
毎
年
年
賀
の
た
よ
り
が
欠
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
賀
状
に
は

彼
が
愛
着
し
て
や
ま
な
か
っ
た
家
族
の
写
真
が
添
え
て
あ
っ
た
。
松
方
氏

の
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
の
多
く
の
友
人
は
、
彼
に
先
立
っ
て
す
で
に
あ

の
世
に
旅
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
私
た
ち
生
き
残
っ
た
も
の
は
、
愛
す
べ

き
人
間
、
松
方
三
郎
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

注
（
）
内
は
訳
者
の
日
本
文
補
足
‐

ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
の
追
悼
文
に
つ
い
て

田
口
二
郎

ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
そ
の
人
に
つ
い
て
書
く
の
が
目
的
で
は
な
い
の
で
詳
述

は
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
に
、
わ
が
国
の
と

く
に
山
岳
会
の
古
い
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
知
名
の
人
で
あ
ろ
う
と
思

う
。
彼
は
現
在
、
齢
七
十
の
半
ば
を
越
し
、
緑
な
る
美
し
い
故
郷
の
谷
で

静
か
に
余
生
を
送
っ
て
い
る
。
数
年
前
に
は
ス
キ
ー
で
脚
を
折
っ
た
と
い

う
か
ら
肉
体
的
に
も
頑
健
と
み
え
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
彼
は
少
年
の
こ

ろ
か
ら
、
村
の
ほ
と
ん
ど
の
子
供
た
ち
の
よ
う
に
草
地
を
耕
し
乾
草
を
刈

り
、
そ
れ
を
や
ま
と
背
負
っ
て
牧
舎
に
は
こ
び
牛
の
世
話
を
し
て
チ
ー
ズ

作
り
を
手
伝
っ
た
。
根
っ
か
ら
の
ス
イ
ス
高
地
の
百
姓
だ
。
幼
年
の
こ
ろ
、

彼
の
父
は
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
頂
で
落
雷
の
直
撃
を
う
け
て
即
死
し

た
・
父
も
百
姓
だ
っ
た
が
、
夏
場
に
は
英
国
人
の
ガ
イ
ド
を
つ
と
め
た
。

ザ
ミ
は
二
十
歳
を
越
し
て
か
ら
父
の
あ
と
を
つ
い
で
ガ
イ
ド
免
許
を
と
っ

た
。
長
身
屈
強
な
若
手
と
し
て
大
い
に
嘱
目
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
若
い

ザ
ミ
は
村
の
他
の
山
案
内
人
と
は
す
こ
し
違
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
母

方
の
血
を
受
け
て
大
変
な
勉
強
家
、
読
書
家
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
村
の
イ

ン
テ
リ
で
あ
る
。
ま
も
な
く
彼
は
村
の
小
学
校
の
教
員
と
な
っ
た
。

彼
の
人
生
に
幸
福
な
転
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
若
き
槙
有
恒
氏
の
出

現
と
、
同
氏
が
つ
い
に
成
就
し
た
ア
イ
ガ
ー
・
ミ
ッ
テ
ル
レ
ギ
ー
尾
根
初

登
華
へ
の
歴
史
的
な
参
画
で
あ
る
。
こ
れ
で
彼
は
ガ
イ
ド
と
し
て
一
躍
有

名
に
な
っ
た
。
ザ
ミ
の
そ
の
時
の
活
躍
ぶ
り
は
、
模
さ
ん
の
『
山
行
』
の

な
か
に
あ
ざ
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

爾
来
、
第
二
次
大
戦
の
勃
発
ま
で
ほ
ぼ
二
十
年
間
、
あ
ま
た
の
日
本
人

登
山
客
の
依
頼
を
う
け
て
数
々
の
輝
や
か
し
い
足
跡
を
残
し
た
。
私
事
に

わ
た
る
が
訳
者
も
一
九
三
○
年
の
後
半
に
兄
の
一
郎
と
と
も
に
ス
イ
ス
を
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ブラヴァンドの追悼文について

訪
れ
、
ア
ル
プ
ス
登
山
の
手
ほ
ど
き
を
ザ
ミ
か
ら
受
け
た
ひ
と
り
で
あ
る
。

追
悼
記
に
は
こ
の
よ
う
な
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
日
本
人
訪
問
客
の
名
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
目
に
す
る
と
ひ
と
つ
の
時
代
が
浮
か
び
あ
が

っ
て
く
る
感
じ
で
興
味
深
い
・

槙
さ
ん
を
発
端
と
し
て
ザ
ミ
は
も
っ
ぱ
ら
日
本
人
と
の
交
渉
を
ひ
ろ
め

深
め
て
い
る
が
、
さ
き
に
害
い
た
よ
う
に
彼
に
は
教
職
と
い
う
本
職
が
あ

っ
た
の
で
、
ザ
ミ
の
方
か
ら
依
頼
人
の
選
択
が
出
来
る
立
場
に
あ
っ
た
よ

う
だ
。
一
九
三
○
年
の
後
半
、
ザ
ミ
は
、
ベ
ル
ン
州
か
ら
社
会
民
主
党
々

員
と
し
て
出
馬
し
国
会
に
入
っ
た
。
戦
時
は
主
都
ベ
ル
ン
に
い
る
こ
と
が

多
く
、
や
が
て
ベ
ル
ン
州
の
鉄
道
大
臣
に
な
っ
て
故
郷
の
山
河
の
た
め
に

お
お
い
に
尽
し
、
ベ
ル
ン
大
学
か
ら
名
誉
博
士
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
彼
の
経
歴
を
走
り
見
し
た
だ
け
で
、
彼
が
た
だ
の
ガ
イ
ド
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
晩
年
勇
退
し
て
故
郷
の
谷
に
帰
り
、
人
生

を
回
顧
し
た
と
き
や
は
り
戻
る
と
こ
ろ
は
、
断
ち
が
た
い
山
登
り
の
世
界

で
あ
っ
た
と
み
え
て
、
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
眺
め
な
が
ら
、
「
グ
リ
ン
デ

ル
ヴ
ァ
ル
ド
の
山
案
内
人
」
な
る
書
名
の
好
著
を
あ
ら
わ
し
た
。
彼
と
ゆ

か
り
あ
る
日
本
人
は
、
ナ
ン
バ
ー
の
入
っ
た
美
し
い
限
定
版
を
頂
い
た
は

ず
で
あ
る
。

ザ
ミ
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
書
か
な
い
が
、
彼
に
つ

い
て
や
や
立
ち
入
っ
た
の
は
筆
者
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
ほ
か
に
、
も
う

ひ
と
つ
の
理
由
が
あ
る
。
右
に
述
べ
た
ザ
ミ
の
経
歴
か
ら
し
て
松
方
さ
ん

と
の
交
流
に
は
、
も
ち
ろ
ん
山
登
り
を
中
心
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
さ
ら

に
幅
広
い
文
化
的
な
交
流
が
あ
っ
た
と
思
え
る
の
に
、
追
悼
文
で
は
如
何

に
も
そ
の
面
で
の
触
れ
方
が
う
す
い
。

ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
は
訳
者
が
訳
文
上
で
の
質
疑
に
た
い
す
る
応
答
の
な
か

で
、
実
は
あ
の
文
章
が
日
本
山
岳
会
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
正
式
掲
載
さ
れ
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
意
識
し
て
筆
を
と
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
な
ら
別
の
書
き
方
が
あ
っ
た
。
松
方
さ
ん
が
村
に
来
た
時
に
は
い
く

た
び
も
自
分
の
シ
ャ
レ
ー
の
客
で
あ
っ
た
し
、
戦
後
訪
日
の
さ
い
は
松
方

邸
の
客
に
も
な
っ
た
。
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
思
い
出
を
書

き
た
い
、
と
の
申
し
越
し
を
伝
え
て
き
た
。

こ
の
追
悼
文
の
日
本
へ
の
伝
達
に
つ
い
て
、
訳
者
は
会
報
に
「
グ
リ
ン

デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
か
ら
の
訪
問
客
」
と
題
し
た
小
文
に
書
き
と
め
て
お
い
た

が
、
要
約
す
る
と
、
こ
の
春
ベ
ル
ン
州
の
観
光
団
が
日
本
に
や
っ
て
き
た

が
、
参
加
者
の
ひ
と
り
が
、
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
の
駅
前
の
ホ
テ
ル
・

バ
ー
ン
ホ
フ
の
む
す
こ
の
・
ヘ
ー
タ
ー
・
メ
ル
ク
レ
君
で
あ
り
、
ザ
ミ
の
文

章
は
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
ペ
ー
タ
ー
君
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
で
ペ
ー
タ
ー
・
メ
ル
ク
レ
君
の
母
堂
マ
ル
タ
老
夫
人
は
模
さ

ん
や
松
方
さ
ん
と
大
変
因
縁
の
あ
る
人
だ
。
ザ
ミ
も
書
い
て
い
る
よ
う

に
、
模
さ
ん
や
松
方
さ
ん
は
、
マ
ル
タ
と
そ
の
妹
を
フ
ィ
ン
ス
タ
ー
ル
ホ

ル
ン
の
旅
に
つ
れ
て
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
人
た
ち
に
人
気
の

あ
る
娘
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
た
び
息
子
の
・
ヘ
ー
タ
ー
が
初
め
て
日
本
を
訪
れ
る
さ
い
に
、
マ
ル

タ
老
夫
人
は
松
本
重
治
氏
に
息
子
を
よ
ろ
し
く
と
の
依
頼
を
行
な
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
松
本
さ
ん
は
模
さ
ん
や
松
方
さ
ん
と
同
時
代
に
ス
イ
ス
で

山
登
り
を
行
っ
て
い
る
。
旧
知
の
老
夫
人
の
要
請
に
た
い
し
て
松
本
さ
ん

は
、
マ
ル
タ
さ
ん
に
、
何
か
の
刊
行
物
に
載
せ
た
い
の
で
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド

に
松
方
さ
ん
の
こ
と
を
簡
単
に
書
い
て
寄
こ
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
も
の
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と
察
知
さ
れ
る
。

ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
が
文
章
の
終
り
の
部
分
で
き
わ
め
て
念
入
り
に
松
方
さ

ん
と
ホ
テ
ル
・
バ
ー
ン
ホ
フ
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の

は
、
マ
ル
タ
夫
人
と
い
う
依
頼
者
の
立
場
を
考
慮
し
て
文
章
に
ア
ク
セ
ン

ト
を
つ
け
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
う
け
る
。
し
か
し
追
悼
文
成
立
の
こ
う

し
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
応
頭
に
入
れ
て
読
ん
で
み
て
も
、
ザ
ミ
の

文
章
は
大
い
に
読
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
だ
。
松
方
さ
ん
の
人
と
な
り
と

業
績
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
結
果
的
に
は
、
日
本

人
が
大
い
に
活
躍
し
た
一
九
二
○
年
代
の
欧
州
ア
ル
プ
ス
の
ス
ケ
ッ
チ
と

し
て
の
体
を
も
な
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
人
の
目
で
と
ら
え
た
あ
の
時
代
の

日
本
人
の
山
登
り
の
総
括
と
し
て
、
こ
の
文
章
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し

て
残
っ
て
よ
い
と
思
う
。

筆
を
そ
ら
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
ザ
ミ
は
文
章
に
と
り
か
か
る
ま
え
に

古
い
案
内
人
手
帳
を
と
り
出
し
た
も
の
と
想
像
す
る
。
も
っ
と
も
先
述
の

と
お
り
彼
は
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
の
ガ
イ
ド
の
歴
史
を
す
で
に
一
冊
の

本
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
松
方
さ
ん
の
年
代
記
を
綴
る
に
さ
ほ
ど
苦
労

し
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
と
く
に
松
方
個
人
を
と
り
出
し
て
書
く
た
め
に

は
、
や
は
り
松
方
さ
ん
が
ザ
ミ
と
の
山
行
を
終
え
る
た
び
に
自
筆
で
そ
の

メ
モ
を
書
き
入
れ
た
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
の
フ
ュ
ー
ラ
ー
・
ブ
ッ
フ
が
一
番
た

し
か
な
手
が
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
す
り
切
れ
た
手
帳
の
。
ヘ
ー
ジ
を
め
く

る
ご
と
に
、
老
ザ
ミ
は
頭
の
な
か
で
、
松
方
さ
ん
と
の
出
合
い
、
共
に
し

た
い
く
た
の
山
行
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
フ
ュ

ー
ラ
ー
・
ブ
ッ
フ
そ
の
も
の
が
登
山
史
の
重
要
な
一
部
を
作
っ
て
い
る
場

合
が
多
々
あ
る
。
近
年
で
は
ヴ
ァ
リ
ス
の
ヨ
セ
フ
・
ク
ヌ
ー
ベ
ル
や
ア
レ

ツ
ク
ス
・
グ
ラ
ー
ヴ
ェ
ン
、
ベ
ル
ナ
ー
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
で
は
シ
ュ
ト
イ

リ
一
家
や
ザ
ミ
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
、
こ
う
い
う
連
中
の
保
持
す
る
手
帳
は

山
岳
博
物
館
入
り
し
て
然
る
べ
き
も
の
だ
。
後
年
ス
イ
ス
を
訪
れ
た
私
た

ち
が
初
め
て
ザ
ミ
の
手
帳
を
の
ぞ
い
た
時
に
、
そ
こ
に
模
さ
ん
や
松
方
さ

ん
、
浦
松
さ
ん
そ
の
他
の
方
々
の
署
名
と
所
感
と
を
発
見
し
て
大
変
励
ま

し
を
う
け
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

ザ
ミ
の
追
悼
文
は
松
方
さ
ん
の
す
べ
て
の
旅
を
物
語
っ
て
い
な
い
か
も

知
れ
な
い
。
す
で
に
麻
生
武
治
氏
は
会
報
の
な
か
で
、
同
氏
が
昔
日
に
松

方
、
松
本
重
治
、
渡
辺
八
郎
、
鹿
子
木
員
信
の
諸
氏
と
行
な
っ
た
冬
の
モ

ン
テ
ロ
ー
ザ
の
登
頂
の
思
い
出
を
語
ら
れ
、
こ
の
旅
が
ザ
ミ
の
文
章
の
な

か
で
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ぬ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
追
悼
文
は
松
方
さ
ん
の
完
全
な
山
行
録
と
は
言
い
が
た
い
の

だ
が
、
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
山
行
は
、
松
方
さ
ん
が
一
流
の
登
山
家
と
し

て
自
己
を
確
立
し
た
最
も
重
要
な
最
も
充
実
し
た
時
代
の
記
録
で
あ
り
、

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
時
代
に
松
方
さ
ん
の
い
る
と
こ
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
い

つ
も
山
案
内
人
ザ
ミ
が
い
て
、
ふ
た
り
は
形
影
の
関
係
に
な
っ
て
い
た
の

だ
か
ら
、
こ
の
重
要
な
時
代
の
語
り
手
と
し
て
ザ
ミ
を
黙
ら
せ
て
お
い
て

は
、
松
方
さ
ん
も
ご
満
足
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
は
、
あ
ら
た
め
て
筆
を
と
り
た
い
、
と

そ
の
親
切
な
気
持
を
伝
え
て
く
れ
た
が
、
こ
の
文
章
は
こ
の
ま
ま
で
も
十

二
分
に
価
値
あ
る
も
の
と
信
ず
る
の
で
、
こ
れ
が
綴
ら
れ
た
時
の
状
況
を

い
さ
さ
か
勘
案
し
、
あ
え
て
「
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
の
古
い
友
人
た
ち

を
代
表
し
て
」
と
い
う
副
題
を
付
け
添
え
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
了
解
を
ブ

ラ
ヴ
ァ
ン
ド
か
ら
と
り
つ
け
、
編
集
部
に
翻
訳
を
と
ど
け
る
こ
と
に
し
た
。
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春
一
番
の
南
風
で
、
庭
の
梅
や
白
玉
椿
も
、
ど
こ
や
ら
の
山
草
と
い
う

ク
リ
ス
マ
ス
・
ロ
ー
ズ
も
、
に
わ
か
に
花
開
き
、
つ
ぼ
み
を
も
た
げ
た
。

藤
蔓
の
芽
も
、
思
い
な
し
か
や
や
立
っ
て
き
た
。

こ
の
藤
を
見
る
と
、
御
病
床
か
ら
い
た
だ
い
た
松
方
さ
ん
の
最
後
の
お

便
り
が
、
そ
こ
は
か
と
な
く
心
に
浮
か
ぶ
。

「
お
見
舞
有
難
く
御
礼
申
し
ま
す
。
藤
の
花
が
あ
ん
な
に
香
り
の
あ
る
も

の
だ
と
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
つ
ま
り
外
気
の
中
で
は
切
実
に
感
じ
な

い
の
で
す
ね
小
生
病
院
生
活
乍
ら
元
気
御
安
心
下
さ
い
四
月
二
十

六
日
松
方
三
郎
」

い
つ
も
の
薄
い
ブ
ル
ー
イ
ン
ク
で
、
独
特
の
ふ
く
ら
み
を
も
っ
た
横
書

き
の
文
字
が
、
な
つ
か
し
い
。
し
か
も
七
円
の
第
二
十
六
回
国
民
体
育
大

会
記
念
葉
書
が
、
す
で
に
十
円
の
と
き
に
不
足
税
も
と
ら
れ
ず
、
す
り
抜

け
て
き
た
こ
と
も
、
面
白
い
。
藤
の
花
の
香
り
を
、
最
後
の
御
病
床
で
初

め
て
知
っ
た
と
の
お
言
葉
に
も
、
藤
の
花
を
親
し
く
賞
で
、
観
察
な
さ
っ

た
お
心
…
：
．
ま
た
、
識
ら
ざ
る
を
識
ら
ず
と
す
る
松
方
さ
ん
の
御
性
格
が

躍
如
と
し
て
、
私
を
撃
つ
・

香
り
と
い
え
ば
、
そ
の
四
月
末
の
上
高
地
開
山
祭
に
入
山
し
、
摘
ん
で

松
方
さ
ん
と
自
然
保
護

村
井
米
子

き
た
ふ
き
の
と
う
の
、
雪
解
け
の
ふ
ち
の
萠
黄
色
、
浅
緑
よ
り
も
浅
々
と

し
た
山
の
春
の
気
を
ｌ
召
上
ら
ず
に
、
彩
り
と
香
り
を
お
た
の
し
み
下

さ
い
Ｉ
と
お
目
に
か
け
た
。
御
通
夜
の
と
き
に
お
嬢
さ
ま
か
ら
「
し
き

り
に
手
に
と
っ
て
香
り
を
嗅
い
で
ら
し
た
」
と
伺
っ
て
、
胸
が
痛
む
。
な

ぜ
上
高
地
の
春
の
味
を
召
上
っ
て
、
と
申
上
げ
な
か
っ
た
か
；
・
…
御
重
症

と
察
し
は
す
る
も
の
の
、
九
十
年
の
寿
を
保
た
れ
た
正
義
公
の
御
子
さ
ま
、

何
と
か
奇
蹟
の
御
回
復
を
と
希
っ
た
ゆ
え
だ
。

半
世
紀
の
む
か
し
大
正
十
年
夏
、
神
河
内
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
こ

ろ
、
穂
高
の
一
枚
岩
に
ト
カ
ゲ
し
、
梓
川
で
泳
い
で
い
ら
し
た
公
達
時
代

か
ら
の
、
永
い
山
友
達
の
想
い
出
は
、
あ
ま
り
に
多
い
・

戦
後
、
第
一
回
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
御
一
緒
し
た
と
き
、
上
高
地
は
や

っ
ぱ
り
い
い
な
あ
、
と
顧
み
て
微
笑
さ
れ
た
大
き
い
眼
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。
そ
の
す
ぐ
前
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退
い
て
暇
が
で
き
た
ろ
う
、
大
衆
運
動

を
拡
げ
、
女
性
の
会
員
も
観
迎
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
手
伝
え
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
て
、
正
式
に
日
本
山
岳
会
へ
入
会
し
た
私
だ
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
第
二
十
五
回
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
御
一
緒
し
た
と
き
の

写
真
は
、
最
後
の
山
の
記
念
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
八
月
十
五
、
十

六
日
、
今
田
重
太
郎
さ
ん
の
奥
穂
山
荘
四
十
周
年
祝
に
は
、
個
沢
か
ら
同

行
。
山
荘
に
一
泊
し
た
記
念
の
署
名
額
は
、
五
十
周
年
祝
に
登
っ
た
日
も

仰
い
で
、
御
病
床
の
松
方
さ
ん
に
想
い
を
は
せ
た
が
…
・
・
・
。

先
年
の
祝
の
翌
朝
、
奥
穂
高
か
ら
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
ヘ
と
尾
根
を
つ
た
い
、

天
狗
岩
、
岳
沢
と
下
っ
た
の
が
、
そ
れ
は
松
方
さ
ん
の
最
後
の
穂
高
縦
走

と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
の
そ
ば
で
一
枚
岩
の
あ
た
り
を
傭

撤
し
な
が
ら
、

／寸戸P、
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Ｉ
あ
の
辺
か
ら
落
ち
た
ん
だ
よ
、
よ
く
助
か
っ
た
も
ん
だ
な
あ
、
あ

れ
か
ら
四
十
一
年
ぶ
り
だ
。

と
感
ふ
か
げ
に
指
さ
さ
れ
、
し
ば
ら
く
黙
っ
て
見
つ
め
て
お
ら
れ
た
。

ｌ
そ
れ
に
し
て
も
、
上
高
地
に
は
建
物
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ね
え
。

四
十
年
間
の
自
然
の
荒
ら
さ
れ
か
た
を
、
嘆
じ
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
岳

沢
ヒ
ュ
ッ
テ
で
休
ん
で
る
間
に
、
つ
と
戸
外
へ
出
て
、
私
の
革
靴
の
口
の

あ
い
た
の
を
、
釘
で
打
ち
つ
け
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
山
靴
は
今
も
大
切
に

保
存
し
て
あ
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
八
月
は
二
十
六
日
に
も
、
富
士
山
学
校
の
吉
田
の
火

祭
に
馳
せ
参
じ
た
。
富
士
山
上
で
拾
っ
て
き
た
と
、
英
国
の
老
婦
人
を
つ

れ
て
お
ら
れ
た
。
昨
日
羽
田
に
着
い
た
ば
か
り
の
女
流
学
者
（
薊
苔
類
の

著
名
な
教
授
）
で
、
日
本
に
も
教
え
子
が
あ
る
が
世
話
を
か
け
な
い
よ
う

に
、
黙
っ
て
登
っ
て
き
た
と
い
う
。

ｌ
と
こ
ろ
が
、
岩
に
生
え
て
る
苔
を
、
お
も
し
ろ
い
、
お
も
し
ろ

い
、
と
し
き
り
に
採
っ
て
ノ
ー
ト
に
は
さ
む
ん
だ
。

よ
ろ
こ
ん
で
説
明
す
る
ん
だ
が
、
そ
ん
な
苔
の
学
名
な
ん
か
わ
か
り
や

し
な
い
：
。
…
そ
れ
よ
り
も
、
高
山
植
物
を
採
る
こ
と
に
な
る
か
な
と
、

ち
と
ひ
や
ひ
や
し
た
ね
。

自
然
保
護
思
想
普
及
に
つ
と
め
る
同
志
の
私
に
、
苦
笑
し
な
が
ら
告
げ

ら
れ
た
。

お
も
え
ば
ゆ
か
り
深
い
上
高
地
に
、
飛
騨
側
か
ら
西
穂
高
の
尾
根
を
越

え
て
ケ
ー
ブ
ル
が
架
け
ら
れ
る
、
と
の
奥
飛
騨
観
光
会
社
の
計
画
が
報
ぜ

ら
れ
る
や
、
松
方
さ
ん
も
私
も
、
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
猛
然
と

反
対
運
動
の
急
先
鋒
と
な
り
、
日
本
山
岳
会
、
日
本
自
然
保
護
協
会
の
連

絡
を
密
に
し
て
協
調
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
十
月
五
日
、
日
本
山
岳
会
は

上
高
地
で
支
部
長
会
議
を
開
き
反
対
決
議
、
要
望
書
を
各
方
面
に
差
出
し

た
。
（
会
報
二
三
○
号
に
詳
し
い
）

そ
の
秋
、
松
方
会
長
は
渡
米
中
だ
っ
た
が
、
か
ね
て
日
本
自
然
保
護
協

会
で
現
地
視
察
、
開
発
計
画
者
側
の
説
明
も
聞
い
て
い
た
私
が
、
拙
い
な

が
ら
代
役
を
つ
と
め
た
。
こ
の
反
対
運
動
が
実
を
結
ん
で
、
西
穗
ケ
ー
ブ

ル
は
飛
騨
側
千
石
尾
根
で
止
め
、
稜
線
は
す
、
へ
て
自
然
公
園
法
の
特
別
保

護
地
域
に
指
定
さ
れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

い
っ
た
い
、
自
然
保
護
の
原
点
と
い
う
べ
き
、
自
然
と
人
間
と
の
問
題

を
、
し
み
じ
み
と
お
話
し
た
の
は
上
海
で
、
昭
和
十
五
年
の
五
月
だ
っ
た
。

当
時
共
同
の
支
局
長
で
あ
っ
た
松
方
さ
ん
に
、
外
務
省
と
海
軍
の
命
を
う

け
て
渡
っ
た
私
は
、
ジ
ョ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
公
園
わ
き
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
御

馳
走
に
な
っ
た
。
み
ど
り
の
木
蔭
の
食
卓
を
、
来
合
わ
せ
た
三
田
幸
夫
さ

ん
と
と
も
に
か
こ
ん
だ
。

大
陸
の
自
然
と
人
間
性
、
あ
る
い
は
戦
場
の
心
理
状
態
な
ど
、
国
際
的

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
面
影
ふ
か
い
お
話
の
つ
き
ぬ
夕
だ
っ
た
・
外
地
ゆ
え
、

こ
と
に
印
象
に
の
こ
る
。

屋
久
杉
伐
採
反
対
（
昭
和
四
十
四
年
）
の
と
き
も
、
鹿
児
島
の
赤
星
昌

さ
ん
か
ら
詳
細
の
資
料
と
報
告
を
受
け
、
松
方
さ
ん
の
御
指
示
の
も
と
に
、

日
本
山
岳
会
と
自
然
保
護
協
会
と
の
連
絡
係
と
な
っ
た
私
だ
っ
た
。
こ
れ

も
効
果
を
あ
げ
て
、
林
野
庁
側
も
特
に
貴
重
な
林
斑
の
伐
採
中
止
を
回
答

し
た
が
、
ど
う
も
三
千
年
生
の
屋
久
杉
を
一
本
も
伐
ら
ぬ
よ
う
に
、
と
の

わ
れ
わ
れ
の
希
望
は
、
完
全
に
達
し
た
と
は
言
え
な
い
。

戦
前
の
富
士
山
ケ
ー
ブ
ル
の
問
題
も
、
日
本
山
岳
会
が
猛
反
対
し
て
一
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応
は
中
止
さ
せ
た
が
、
今
も
な
お
開
発
者
た
ち
の
作
動
は
、
絶
え
て
い
な

い
。

伐
採
反
対
で
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
国
立
公
園
大
会
で
八
甲
田
山
に
登

っ
た
の
ち
、
青
森
県
の
案
内
で
視
察
し
た
下
北
半
島
恐
山
の
ヒ
バ
林
も
あ

る
。
車
か
ら
下
り
て
歩
き
は
じ
め
る
と
、
松
方
さ
ん
は
、

ｌ
い
い
匂
い
の
林
だ
、
幹
も
き
れ
い
だ
ね
。

思
わ
ず
叫
び
な
が
ら
、
ヒ
バ
と
い
う
木
の
薬
効
な
ど
を
聞
き
、
一
層
、

伐
る
の
は
惜
し
い
と
肯
き
あ
っ
た
・
帰
京
し
て
か
ら
各
方
面
に
働
き
か
け
、

文
化
庁
か
ら
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
旅
で
は
ま
た
、
秩
父
宮
様
ゆ
か
り
の
、
会
津
藩
士
開
拓
の
記
念
碑

を
草
原
に
見
つ
け
、
私
が
撮
っ
た
写
真
を
、
妃
殿
下
に
お
届
け
し
た
。

「
あ
の
二
日
は
な
か
な
か
実
の
あ
る
楽
し
い
二
日
で
し
た
ね
。
そ
れ
に

し
て
も
あ
の
碑
の
発
見
は
大
収
穫
…
…
」

そ
の
絵
葉
書
は
、
私
の
文
筥
に
ひ
そ
ん
で
い
る
。
ま
た
大
町
山
岳
博
物

館
の
保
存
を
確
立
し
た
こ
と
も
、
逸
せ
ら
れ
な
い
・
大
町
市
立
の
同
館
は
、

安
曇
野
を
へ
だ
て
て
後
立
山
連
峰
を
見
は
る
か
す
、
す
ば
ら
し
い
眺
め
の

丘
に
建
っ
て
い
る
。
市
議
会
が
観
光
事
業
に
傾
い
て
、
こ
の
景
勝
の
地
に

ホ
テ
ル
を
建
て
よ
う
と
、
博
物
館
を
つ
ぶ
す
動
き
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
折

よ
く
学
術
振
興
会
の
秩
父
宮
記
念
賞
に
何
を
推
す
か
、
日
本
山
岳
会
の
理

事
会
に
は
か
ら
れ
た
の
を
幸
い
、
「
雷
鳥
の
生
活
」
の
研
究
発
表
書
も
成
っ

た
同
館
を
ぜ
ひ
助
け
た
い
と
提
案
し
た
。
松
方
さ
ん
も
同
意
で
選
定
委
員

会
に
出
さ
れ
、
第
二
回
の
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
無
関
心
だ
っ
た

地
元
は
い
ま
さ
ら
に
驚
き
、
同
館
の
価
値
を
認
識
し
、
長
野
県
か
ら
の
補

助
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ｌ
こ
れ
で
助
か
っ
た
ね
。
も
う
潰
さ
れ
な
い
。

松
方
さ
ん
は
大
満
足
の
笑
顔
で
、
部
厚
い
胸
を
お
た
た
き
に
な
っ
た
。

終
り
に
、
日
本
自
然
保
護
協
会
へ
の
御
協
力
を
耆
い
て
お
き
た
い
。
そ

も
そ
も
戦
後
す
ぐ
、
国
立
公
園
中
央
委
員
会
の
委
員
と
し
て
御
同
席
し
た

間
も
、
絶
え
ず
御
指
導
を
う
け
て
き
た
が
、
わ
れ
わ
れ
が
発
起
し
て
生
れ

た
協
会
に
も
、
最
初
か
ら
協
力
し
て
下
さ
っ
た
。
会
誌
『
自
然
保
護
」
第

二
号
（
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
）
に
は
「
御
存
じ
で
す
か
？
」
と
題
す
る

一
文
が
出
て
い
る
。

「
箱
根
の
芦
の
湖
畔
、
大
き
な
赤
い
烏
居
の
立
っ
て
い
る
わ
き
に
、
湖
畔

沿
い
に
西
へ
行
く
現
在
の
街
道
と
、
少
し
山
手
を
廻
っ
て
湖
畔
に
お
り

て
来
る
旧
街
道
と
が
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ

の
角
に
、
こ
ん
な
石
碑
が
立
っ
て
い
る
の
だ
が
、
知
っ
て
い
る
人
が
い
る

だ
ろ
う
か
。
（
略
）
碑
文
は
第
一
段
に
ケ
ン
ピ
ア
の
『
日
本
歴
史
』
の
序
文

の
一
節
を
引
き
、
つ
づ
い
て
一
段
大
き
く
本
文
が
三
行
に
刻
ん
で
あ
る

（
略
）
」

大
正
大
一
年
十
月
吉
日
扇
港
、
英
人
と
署
名
の
パ
ー
ニ
ー
さ
ん
が
、

「
（
前
略
）
此
光
栄
あ
る
祖
国
を
ぱ
更
に
美
し
く
尊
く
し
て
卿
等
の
子
孫
に

伝
へ
ら
れ
よ
箱
根
に
て
と
、
そ
の
後
の
日
本
が
果
し
て
パ
ー
ニ
ー
さ

ん
の
期
待
し
た
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
行
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
も
、
せ
め
て
日
本
人
は
心
持
ち
だ
け
で
も
パ
ー
ニ
ー
さ
ん
の
期
待

に
添
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
（
後
略
）
」

特
に
学
校
の
先
生
に
、
こ
の
碑
を
見
よ
と
告
げ
ら
れ
た
。
第
十
五
号
の

論
説
欄
に
は
「
自
然
に
帰
れ
」
と
題
し
て
、
「
ア
ル
セ
ニ
ェ
フ
の
『
ウ
ス
リ

ー
探
検
記
』
は
私
の
好
き
な
本
の
一
つ
だ
が
、
そ
の
同
じ
人
の
『
デ
ル
ス
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ウ
・
ウ
ザ
ー
ラ
』
の
中
に
こ
ん
な
話
が
あ
っ
た
」
と
デ
ル
ス
ウ
が
海
馬
を

撃
た
な
か
っ
た
話
、
ま
た
生
誕
二
百
五
十
年
の
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル

ソ
ー
の
「
自
然
に
帰
れ
」
の
意
味
を
の
べ
、
神
は
開
明
さ
れ
た
人
に
は
、

「
自
然
の
中
へ
自
己
を
啓
示
す
る
」
の
言
葉
を
ひ
い
て
お
ら
れ
る
。

「
自
然
を
愛
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
日
本
人
は
世
界
の
ど
の
国
の
人
に
も

引
け
を
と
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
長
く
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
自
身
も
よ
く
い
っ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
今
度
の
試
験
（
村
井
注

・
富
士
山
の
美
化
）
に
果
し
て
及
第
す
る
こ
と
だ
ろ
う
か
、
落
第
は
し
た
く

な
い
も
の
で
あ
る
」
と
。

御
生
涯
を
貫
く
自
然
保
護
の
お
心
が
う
か
が
え
る
。

残
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
松
方
三
郎
』
を
拝
見
し
て
も
、
一
向
に
自
然
保

護
の
面
が
語
ら
れ
て
い
な
い
・
そ
の
文
章
も
抜
け
て
い
る
の
で
、
書
き
足

り
な
い
が
、
こ
こ
に
私
が
一
端
を
挙
げ
た
。

あ
の
思
い
き
り
大
粒
の
涙
で
お
な
げ
き
に
な
っ
た
御
昇
天
の
奥
さ
ま

と
、
い
ま
は
と
も
に
天
上
界
に
あ
ら
る
る
御
冥
福
を
祈
り
つ
つ
・
合
掌
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
松
方
正
義
の
十
三
男
と
し
て
生
ま
る
。
生
ま
れ

た
と
き
の
名
は
義
三
郎
。
正
義
は
旧
鹿
児
島
藩
士
、
明
治
の
元
勲
と
し
て
日
本
の
財

政
金
融
の
基
礎
を
か
た
め
た
。
三
郎
は
正
義
の
長
男
松
方
巌
に
養
わ
れ
、
芝
南
佐
久

間
町
に
住
ん
だ
。

明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
四
月
、
正
義
の
三
男
松
方
幸
次
郎
の
養
子
と
し

て
届
出
。
九
月
、
学
習
院
初
等
科
入
学
。

明
治
四
十
四
年
（
一
九
二
）
四
月
、
学
習
院
中
等
科
に
進
学
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
三
月
、
学
習
院
中
等
科
を
卒
業
、
四
月
同
高
等
科
進

学
。
夏
、
中
房
温
泉
、
燕
岳
、
大
天
井
岳
、
二
俣
、
槍
ヶ
岳
、
上
高
地
（
案
内
畠
山

善
作
）

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
、
日
本
山
岳
会
入
会
、
紹
介
者
高
野
鷹
蔵
、
黒

木
三
次
。
会
員
番
号
五
四
七
号
。
夏
、
大
町
、
針
ノ
木
峠
、
平
、
立
山
、
剣
、
祖
母

谷
、
白
馬
岳
（
案
内
畠
山
善
作
）

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
朝
鮮
、
満
州
、
華
北
旅
行
。
十
二
月
、
五
色
温
泉
ス

キ
ー
練
習
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
三
月
、
学
習
院
高
等
科
卒
業
。
九
月
京
都
帝
大
経
済

学
部
入
学
。
夏
、
中
房
温
泉
、
烏
帽
子
岳
、
双
六
岳
、
笠
ヶ
岳
、
中
尾
峠
、
上
高
地

生
活
、
霞
沢
岳
、
前
穂
高
岳
、
奥
穂
高
岳
。

大
正
十
年
（
一
九
一
二
）
一
月
、
中
房
温
泉
よ
り
燕
岳
ス
キ
ー
登
山
（
同
行
山

崎
深
造
、
案
内
畠
山
善
作
）
八
月
、
日
光
、
湯
元
、
前
白
根
山
、
奥
白
根
山
、
金
精

峠
。
九
月
、
湯
元
、
川
俣
温
泉
、
八
丁
湯
、
鬼
怒
沼
、
丸
沼
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月
、
京
大
卒
業
。
同
月
、
槇
有
恒
ら
と
槍
沢
よ

り
槍
ヶ
岳
登
頂
。
七
月
、
中
房
温
泉
、
燕
岳
、
喜
作
新
道
、
天
上
沢
、
北
鎌
尾
根
よ

松
方
三
郎
略
年
譜
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松方三郎略年譜

り
槍
ヶ
岳
登
頂
（
案
内
小
林
喜
作
、
同
行
伊
集
院
虎
一
、
板
倉
勝
宣
）
。
上
高
地
生

活
、
霞
沢
岳
。
岳
川
、
天
狗
コ
ル
、
奥
穂
高
、
前
穂
高
岳
。
奥
穂
高
岳
川
側
雪
溪
で

ス
リ
ッ
・
フ
、
同
行
六
人
。
八
月
、
銀
山
平
、
尾
瀬
沼
（
同
行
板
倉
勝
宣
）

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
二
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
留
学
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
七
月
、
ス
イ
ス
山
岳
会
入
会
。
七
月
、
ヴ
ェ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
、
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、
メ
ン
ヒ
、
フ
ィ
ン
ス
タ
ー
ル
ホ
ル
ン
、
キ
ン
グ
シ
ュ

ピ
ッ
ッ
ェ
、
シ
メ
リ
シ
ュ
ト
ッ
ク
、
ラ
ウ
テ
ラ
ー
ル
ホ
ル
ン
、
グ
戸
－
ス
・
シ
ュ
レ

ッ
ク
ホ
ル
ン
。
八
月
、
グ
戸
Ｉ
ス
・
ラ
ウ
テ
ラ
ー
ル
ホ
ル
ン
、
ア
イ
ガ
ー
、
ヴ
ェ
ッ

レ
ン
ク
ッ
。
へ
、
ツ
ム
ッ
ト
山
稜
よ
り
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
前
年
の
暮
よ
り
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ド
に
滞
在
し

ス
キ
ー
練
習
。
二
月
、
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ル
ン
、
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ル
ホ
ル

ン
、
ア
ラ
リ
ン
ホ
ル
ン
、
モ
ン
テ
モ
ロ
峠
、
フ
ァ
ウ
ル
ホ
ル
ン
。
七
月
、
チ
ナ
ー
ル

・
ロ
ー
ト
ホ
ル
ン
、
オ
ー
ベ
ル
ガ
ー
ベ
ル
ホ
ル
ン
、
ダ
ン
ブ
ラ
ン
シ
ュ
、
ピ
ー
チ
ホ

ル
ン
、
ジ
メ
リ
シ
ュ
ト
ッ
ク
、
ウ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
八
月
、
グ
ロ
ー
ス
・
シ
ュ
レ

ッ
ク
ホ
ル
ン
、
キ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ッ
ッ
ェ
、
ツ
ム
ッ
ト
山
稜
よ
り
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
。

八
月
、
秩
父
宮
殿
下
に
随
行
、
チ
ェ
ッ
ヶ
ン
、
ス
イ
ス
山
稜
よ
り
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
。
九
月
、
チ
ナ
ー
ル
・
ロ
ー
ト
ホ
ル
ン
、
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
、
リ
ス
カ
ム
、
メ
ン

ヒ
、
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
Ａ
Ｃ
会
員
と
な
る
。
冬
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
よ
り
ピ
ッ

ッ
、
ヘ
ル
ニ
ナ
、
ピ
ッ
ッ
バ
リ
ュ
ー
。
八
月
、
ミ
ッ
テ
ル
グ
ル
ッ
。
へ
・
浦
松
佐
美
太
郎

と
ア
ィ
ガ
ー
・
ヘ
ル
ン
リ
・
グ
ラ
ー
ト
完
登
。
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、
ツ
ム
ッ
ト
山
稜
か

ら
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
（
三
度
目
）
イ
タ
リ
ア
山
稜
下
降
、
メ
イ
ジ
ュ
、
プ
チ
・
シ
ャ

ル
モ
、
エ
ギ
ー
ユ
・
ア
ル
ジ
ャ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
、
グ
レ
ポ
ン
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
二
月
帰
国
。
九
月
、
御
殿
場
よ
り
富
士
山
。
十
一
月
、

須
走
よ
り
富
士
山
（
七
合
目
よ
り
引
返
す
）

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
二
月
、
須
走
よ
り
富
士
山
。

著
書

『
ア
ル
．
ブ
ス
記
』
昭
和
十
二
年
五
月
、
龍
星
閣
刊
。

『
ア
ル
プ
ス
と
人
』
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
、
岡
書
院
刊
。

『
遠
き
近
き
』
昭
和
二
十
六
年
十
月
、
龍
星
閣
刊
。

訳
書

『
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
を
め
ざ
し
て
』
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
著
、
昭
和
二
十
九
年
十
二

月
、
岩
波
書
店
刊
。

『
わ
が
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
』
エ
ド
モ
ン
ド
・
ヒ
ラ
リ
ー
著
、
島
田
巽
と
共
訳
、
昭

和
三
十
一
年
四
月
、
朝
日
新
聞
社
刊
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
一
月
、
吉
田
口
よ
り
富
士
山
（
七
合
目
ま
で
）
。
十
一

月
、
吉
田
ロ
よ
り
富
士
山
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
一
月
、
富
士
山
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
１
昭
和
二
十
三
年
三
月
、
日
本
山
岳
会
々
長
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
十
一
月
、
Ａ
Ｃ
百
年
祭
に
出
席
。

昭
和
三
十
七
年
四
月
Ｉ
昭
和
四
十
三
年
四
月
、
日
本
山
岳
会
々
長
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
十
二
月
、
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
。

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
五
月
、
日
本
山
岳
協
会
有
長
。

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
日
本
山
岳
会
エ
や
ヘ
レ
ス
ト
登
山
隊
食
長
と
し
て

ク
ー
ン
ブ
氷
河
の
Ｂ
Ｃ
ま
で
登
る
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
Ａ
Ｃ
名
誉
会
員
。

昭
和
四
十
八
年
二
九
七
三
）
九
月
十
五
日
、
東
京
慈
恵
医
大
付
属
病
院
で
脳

血
栓
の
た
め
死
去
。

〔
付
記
〕
松
方
さ
ん
は
ご
自
分
の
こ
ま
か
な
山
歴
な
ど
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
記
し
た
も
の
は
初
期
の
も
の
が
主
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
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日
本
山
岳
会
入
会
は
会
員
名
簿
に
よ
る
と
大
正
六
年
七
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
自

筆
の
略
歴
言
（
山
崎
蔵
）
に
は
六
月
と
な
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
に
依
っ
た
。
本
稿
は

山
関
係
を
主
に
し
た
も
の
で
、
そ
の
他
の
年
譜
に
つ
い
て
は
『
松
方
三
郎
』
（
昭
和
四

十
九
年
松
本
重
治
ほ
か
編
、
共
同
通
信
社
刊
）
の
「
松
方
三
郎
年
譜
」
を
参
照
さ
れ

富
士
山
や
そ
の
他
日
本
中
の
山
へ
登
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
国
体

た
い
。

登
山
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
参
加
さ
れ
て
い
る
。

（
山
崎
安
治
）
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名洋会員松方三郎氏

SaburoMatsukata (Hon.mem.）

(1899～1973)



名祥会員神谷恭氏

YasushiKamiya (Hon.mem. )

(1890～1974)



鑛瀞申鴬錘§繕
蟻

や畷

灘蹴

識f蕊3辮騨
尾崎喜八氏

KihachiOzaki

（1892～1974）

爵

鱗

＃

＃
佐々木高美氏

TakamiSasaki

（1888～1974）

蕊

繊



金谷伊祐氏

IsukeKanaya

（1908～74）

田II三郎助氏

SaburosukeTaguchi

（1908～74）

池田光二氏

Koji lkeda

（1919～73）



神
谷
恭
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
日
、
血
液
疾
患
の
た
め
、

八
十
四
歳
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。

そ
の
三
日
前
、
私
が
お
見
舞
に
参
上
し
た
時
に
は
、
も
う
意
識
不
明
で
、

時
々
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
、
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
と
声
を
発
し
て
お
ら
れ
た
。
登
山

の
折
、
き
つ
い
登
り
の
と
き
に
、
い
つ
も
聞
い
た
懐
し
い
掛
声
で
あ
る
。

ほ
そ
ぽ
そ
と
し
た
意
識
の
す
み
に
、
ま
だ
山
へ
の
愛
着
を
残
し
て
お
ら
れ

た
の
か
と
、
感
銘
に
堪
え
な
か
っ
た
。

神
谷
さ
ん
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
戦
中
昭
和
十
九
年
頃
か
と
思
う
。

横
浜
の
勤
務
地
で
会
員
松
本
熊
次
郎
君
の
紹
介
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
は
山
登
り
な
ど
の
ん
び
り
と
楽
し
め
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
か

ら
、
た
だ
話
し
相
手
と
い
う
関
係
だ
っ
た
と
覚
え
て
い
る
。

悼
終
戦
後
、
神
谷
さ
ん
も
、
私
の
勤
務
先
も
丸
の
内
に
あ
っ
た
の
で
、
お

た
が
い
足
繁
く
往
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
仕
事
の
都
合
も
あ
っ
て
、

自
し
ば
ら
く
は
誘
わ
れ
て
も
一
緒
の
山
行
は
無
理
で
あ
っ
た
。

、
入

初
め
て
お
供
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
、
富
士
お
中
道
を
歩
い

ｌ追悼Ｉ神
谷
恭
氏
（
一
八
九
○
’
一
九
七
四
）

た
時
で
あ
る
。
こ
れ
は
霧
の
旅
会
の
遠
足
会
で
、
一
月
に
神
谷
さ
ん
の
紹

介
で
私
が
入
会
し
て
か
ら
最
初
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

一
行
は
神
谷
さ
ん
、
野
口
末
延
君
、
松
本
熊
次
郎
君
と
私
の
四
人
で
、

五
合
目
雑
貨
屋
に
泊
ま
っ
て
風
雨
の
中
を
お
助
小
屋
ま
で
歩
い
た
。

二
十
二
年
中
は
、
私
が
ま
だ
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
て
い
な
い
時
で
あ

る
が
、
お
供
の
で
き
た
山
行
は
つ
づ
き
、
奥
多
摩
の
天
祖
山
、
御
正
体
山
、

十
一
月
に
は
初
め
て
二
人
で
、
雲
取
山
に
登
っ
て
い
る
。

当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
神
谷
さ
ん
の
山
行
ス
タ
イ
ル
は
、
地
下
足
袋

に
ゲ
ー
ト
ル
、
着
ゴ
ザ
持
参
で
あ
る
。
着
ゴ
ザ
は
便
利
だ
と
当
分
持
ち
歩

か
れ
た
。

雲
取
山
は
そ
の
後
も
誘
わ
れ
て
共
に
何
回
も
登
っ
た
の
で
思
い
出
多
い

山
だ
が
、
特
に
次
の
事
故
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
初
旬
、
新
緑
を
求
め
て
、
二
人
で
日
原
か
ら
日
原

川
沿
い
の
コ
ー
ス
で
登
っ
た
時
、
大
ダ
ワ
の
稜
線
下
に
は
ま
だ
残
雪
が
あ

っ
た
。
そ
の
雪
の
溶
け
た
士
の
中
に
、
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
生
え
て
い
る
太
い

新
芽
を
見
つ
け
て
、
神
谷
さ
ん
は
、
こ
の
芽
は
以
前
武
田
先
生
と
大
菩
薩

を
歩
い
た
と
き
、
汁
の
実
に
し
て
食
べ
た
ら
大
変
お
い
し
か
っ
た
と
、
採

ら
れ
た
の
で
、
私
も
そ
れ
な
ら
と
採
っ
て
み
た
。

雲
取
小
屋
に
着
い
て
私
が
夕
食
の
仕
度
を
し
て
い
る
と
、
神
谷
さ
ん
は

「
さ
っ
き
大
ダ
ワ
で
採
っ
た
芽
を
汁
の
実
に
し
た
ら
」
と
云
わ
れ
た
が
、

私
は
「
歩
き
な
が
ら
タ
ラ
や
、
オ
オ
バ
ラ
の
芽
な
ど
を
採
っ
て
献
立
を
考

え
て
い
ま
す
か
ら
ま
か
せ
て
下
さ
い
」
と
云
う
と
、
そ
れ
で
は
朝
の
味
噌

汁
に
入
れ
よ
う
と
云
わ
れ
、
夕
食
に
は
そ
の
芽
を
使
わ
な
か
っ
た
。

翌
朝
「
あ
の
芽
を
味
噌
汁
に
入
れ
ま
し
ょ
う
か
」
と
た
ず
ね
る
と
、
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「
い
や
、
あ
れ
は
土
産
に
家
に
持
っ
て
帰
ろ
う
」
と
云
わ
れ
た
の
で
、
私

は
家
か
ら
持
っ
て
来
た
ニ
ラ
を
朝
の
味
噌
汁
の
実
に
し
た
。

翌
日
、
私
が
出
社
す
る
と
間
も
な
く
、
奥
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、

「
主
人
が
山
か
ら
持
っ
て
帰
っ
た
木
の
芽
を
味
噌
汁
に
入
れ
て
呑
ん
だ
と

こ
ろ
、
急
に
目
が
ま
わ
っ
て
具
合
が
悪
く
な
っ
た
の
で
、
す
ぐ
入
院
さ
せ

ま
し
た
」
と
云
わ
れ
、
驚
い
た
。
（
私
は
そ
の
朝
山
か
ら
の
土
産
は
ザ
ッ
ク

に
入
れ
た
ま
ま
出
社
し
た
の
で
幸
い
何
事
も
な
か
っ
た
。
）

そ
の
日
の
午
後
、
ご
子
息
恭
平
さ
ん
が
、
今
こ
の
芽
の
こ
と
を
伺
い
に

武
田
先
生
の
と
こ
ろ
え
行
っ
て
来
ま
し
た
と
立
ち
寄
ら
れ
た
。
（
武
田
先

生
は
当
時
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
お
ら
れ
て
、
私
の
現
場
事
務
所
も
す
ぐ
近
く
だ
っ

た
。
）武

田
先
生
の
お
話
で
は
、
そ
の
芽
は
、
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
の
芽
で
、
包

葉
で
包
ま
れ
て
い
た
の
で
、
ギ
ポ
ウ
シ
の
芽
と
間
違
え
た
の
だ
ろ
う
。
毒

草
の
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
は
、
熊
で
も
死
ぬ
ほ
ど
の
猛
毒
が
あ
り
、
も
し
雲

取
小
屋
で
食
べ
て
い
た
ら
、
二
人
と
も
間
違
い
な
く
枕
を
並
べ
た
こ
と
だ

ろ
う
と
云
わ
れ
た
由
、
背
筋
が
寒
く
な
る
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
た
。

神
谷
さ
ん
は
、
七
転
八
倒
の
苦
し
み
を
さ
れ
、
そ
の
後
二
週
間
も
入
院

さ
れ
た
が
、
強
靭
な
心
臓
の
持
主
だ
か
ら
助
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

こ
の
事
故
は
後
に
神
谷
さ
ん
の
話
と
し
て
、
雑
誌
『
岳
人
』
な
ど
に
掲

載
さ
れ
た
と
聞
い
た
。

心
臓
が
強
く
て
九
死
に
一
生
を
得
ら
れ
た
の
に
こ
の
度
の
病
魔
に
は
勝

て
な
か
っ
た
。
返
す
返
す
も
残
念
で
な
ら
な
い
。

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
、
私
は
神
谷
さ
ん
の
紹
介
で
日
本
山
岳
会
に
入

会
し
、
同
月
下
旬
の
富
士
山
冬
山
講
習
会
に
参
加
し
た
。
高
所
冬
山
経
験

が
な
か
っ
た
神
谷
さ
ん
は
こ
の
時
六
十
歳
近
く
で
あ
っ
た
が
、
特
別
参
加

者
と
し
て
参
加
さ
れ
、
初
め
て
冬
の
富
士
山
に
登
っ
た
と
、
感
想
を
会
報

一
四
三
号
に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。

六
十
歳
代
の
神
谷
さ
ん
は
、
青
年
の
よ
う
な
お
元
気
さ
で
、
ま
た
張
り

切
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
頃
私
が
お
供
を
し
た
山
は
、
奥
多
摩
、
雲
取
山

周
辺
、
富
士
山
周
辺
、
旅
ヶ
岳
（
三
回
）
、
青
薙
山
、
千
挺
木
山
な
ど
で
あ

る
。

中
で
も
青
薙
山
は
、
神
谷
さ
ん
が
崇
拝
し
て
お
ら
れ
た
、
故
木
暮
理
太

郎
先
生
が
生
前
よ
く
登
り
た
い
と
話
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
ご
遺
志
を
継

い
で
是
非
登
り
た
い
と
云
わ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
玉
月
初
旬
、
西
沢
峠
か

ら
稜
線
づ
た
い
に
登
り
、
山
中
三
泊
強
行
の
末
、
念
願
を
果
し
、
翌
年
金

山
の
碑
前
祭
で
木
暮
先
生
に
御
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
登
山
の
帰
り
、
大
島
部
落
に
出
て
バ
ス
を
待
つ
問
に
、
二
人
で
バ

ス
停
前
の
酒
屋
に
入
っ
て
、
ビ
ー
ル
を
呑
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
呑
み
終
ら

ぬ
う
ち
に
身
延
行
の
バ
ス
が
来
て
し
ま
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
呑
も
う
と
そ
の

バ
ス
を
見
送
っ
て
、
次
の
バ
ス
に
乗
車
し
た
と
こ
ろ
、
車
中
に
二
人
連
れ

の
若
い
登
山
者
が
い
た
の
で
、
神
谷
さ
ん
が
ど
こ
の
山
に
登
っ
た
の
か
と

聞
く
と
、
策
ヶ
岳
か
ら
の
帰
り
で
す
と
い
い
、
下
山
の
途
中
こ
れ
を
拾
っ

て
来
ま
し
た
と
見
せ
て
く
れ
た
の
が
、
こ
の
年
の
正
月
、
二
人
で
雪
の
旅

ヶ
岳
に
登
っ
た
と
き
、
下
山
の
途
中
で
紛
失
さ
れ
た
、
ス
イ
ス
製
の
四
シ

爪
ア
イ
ゼ
ン
の
片
わ
れ
で
は
な
い
か
。
全
く
偶
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ビ

ー
ル
が
取
り
持
つ
縁
と
で
も
云
う
か
。
両
方
揃
っ
た
の
で
そ
の
後
も
た
び

た
び
使
っ
て
お
ら
れ
た
。
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こ
の
登
山
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
翌
年
の
静
岡
国
体
登
山
に
青
薙
山
が

選
ば
れ
、
多
く
の
岳
人
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

神
谷
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
、
二
人
で
出
掛
け
た
最
初
の
正
月
山
行
は
、
昭

和
二
十
三
年
正
月
で
道
志
川
沿
い
の
山
旅
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十

一
年
ま
で
毎
年
つ
づ
け
た
。

神
谷
さ
ん
は
、
正
月
山
上
で
祝
う
酒
の
味
は
格
別
だ
っ
た
ら
し
い
。
特

に
喜
ば
れ
た
の
は
雲
取
山
の
正
月
山
行
で
あ
っ
た
。

雲
取
小
屋
の
管
理
人
富
田
仙
人
は
、
神
谷
さ
ん
と
は
泥
懇
で
あ
っ
た
か

ら
サ
ー
ビ
ス
も
親
身
で
、
万
事
行
き
届
き
、
居
心
地
も
満
点
で
、
暮
に
小

屋
に
着
く
と
小
屋
が
ど
ん
な
に
混
み
あ
っ
て
い
て
も
、
二
人
だ
け
は
管
理

人
室
の
コ
タ
ッ
で
悠
々
・
元
旦
の
朝
は
仙
人
が
氷
を
溶
か
し
て
焚
い
て
く

れ
た
風
呂
に
入
り
、
祝
膳
に
つ
く
と
、
仙
人
秘
蔵
の
鹿
肉
、
熊
肉
の
サ
シ

ミ
、
ス
キ
ヤ
キ
と
盛
り
沢
山
で
、
神
谷
さ
ん
の
酒
も
ピ
ッ
チ
が
上
っ
て
来

る
。
目
を
細
め
な
が
ら
「
こ
ん
な
よ
い
正
月
を
過
し
て
い
る
と
年
を
取
ら

な
い
ん
だ
ょ
」
と
午
後
過
ぎ
ま
で
呑
ん
で
お
ら
れ
た
。

神
谷
さ
ん
と
の
山
旅
は
、
い
つ
も
酒
の
旅
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
山
小

屋
で
、
テ
ン
ト
の
中
で
、
宿
で
、
お
い
し
そ
う
に
呑
ん
で
お
ら
れ
た
。
よ

ほ
ど
内
臓
が
丈
夫
だ
っ
た
に
違
い
な
い
・

昭
和
四
十
四
年
夏
、
霧
の
旅
会
五
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
神
谷
さ

ん
は
じ
め
有
志
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
の
旅
を
し
た
。
そ
の
と
き

悼
同
行
の
会
員
田
口
三
郎
助
君
も
す
で
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
に
は
、
念
願
だ
っ
た
エ
ベ
レ
ス
ト
と
の
対
面
に

追
ヒ
マ
ラ
ヤ
旅
行
を
さ
れ
た
。
八
十
歳
を
越
え
る
老
人
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
旅
行
は

珍
ら
し
い
と
、
新
聞
に
も
報
道
さ
れ
て
い
た
。
旅
行
前
に
い
た
だ
い
た
ハ

ガ
キ
に
は
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
川
乗
山
集
中
登
山
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
つ
も
り

で
参
加
し
て
、
ま
だ
若
い
連
中
に
負
け
身
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
書

い
て
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
な
ら
安
心
だ
と
思
っ
た
。

そ
の
四
月
に
私
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
旅
行
を
し
た
の
で
、
「
神
谷
さ
ん
、
エ
ベ
レ

ス
ト
を
眺
め
る
酒
は
日
本
酒
に
か
ぎ
り
ま
す
よ
」
と
、
す
す
め
て
お
い
た

ら
帰
国
後
の
話
、
牧
野
君
が
す
す
め
る
の
で
、
重
い
め
を
し
て
持
っ
て
い

っ
た
が
、
ち
っ
と
も
う
ま
く
な
か
っ
た
と
御
不
満
だ
っ
た
。
酒
の
小
言
は

珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
老
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
所
の
経
験
も
さ

れ
て
思
い
残
す
こ
と
も
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
無
事
帰
国
さ
れ
て
何
よ

り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
採
集
さ
れ
た
植
物
の
種
子
を
土
産
に
い

た
だ
い
た
が
、
今
で
は
珍
種
と
し
て
自
慢
の
花
木
に
な
っ
た
。
ト
ウ
ワ
タ

の
可
愛
い
い
花
は
丁
度
今
が
盛
り
で
、
私
の
雑
草
園
を
賑
や
か
に
し
て
い

る
。
形
見
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
育
て
、
厚
意
を
謝
し
偲
ぶ
よ
す
が

と
し
た
い
・

思
い
出
は
つ
き
な
い
が
、
今
は
た
だ
大
先
輩
の
霊
安
か
れ
と
、
心
か
ら

御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

法
名
岳
稜
院
行
雲
日
恭
居
士

墓
所
は
鎌
倉
霊
園
で
あ
る
。
生
前
ご
自
身
で
選
定
さ
れ
た
由
、
ご
遺
族

の
お
話
で
あ
っ
た
。
（
牧
野
衛
）

略
歴

明
治
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
長
野
県
大
町
に
生
れ
る
。

明
治
四
十
二
年
築
地
工
手
学
校
電
工
科
卒
（
現
工
学
院
大
）
。
ヒ
ー
リ
ン
グ
商
会

（
後
、
桑
本
商
事
（
株
）
と
改
称
）
に
入
社
。

大
正
九
年
六
月
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
七
四
四
、
紹
介
者
中
村
清
太
郎
、
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山
梨
支
部
で
、
木
暮
翁
碑
前
懇
親
会
と
い
う
も
の
を
始
め
た
の
は
、
昭

和
三
十
八
年
の
六
月
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
前
か
ら
霧
の
旅
会
の
方
々

は
五
月
に
金
山
詣
で
を
な
さ
っ
て
お
い
で
で
し
た
。
山
梨
支
部
で
も
、
木

暮
先
生
を
偲
ん
で
、
定
期
的
な
行
事
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意

見
が
で
ま
し
て
、
霧
の
旅
の
方
々
に
合
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
行
事
が
今

日
ま
で
続
い
て
お
る
よ
う
な
わ
け
で
す
。

第
一
回
目
の
と
き
、
私
は
東
京
の
皆
様
を
甲
府
駅
に
迎
え
に
出
た
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
二
日
の
、
午
前
十

時
こ
ろ
の
こ
と
で
す
。
神
谷
さ
ん
は
、
あ
の
瓢
々
と
し
た
い
で
た
ち
、
た

し
か
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
旗
を
持
ち
ま
し
て
、
皆
様
を
お
連
れ
し
て
お
り
て
お
い

で
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
足
立
源
一
郎
、
中
村
謙
、
原
田
幹
市
、
村
井
米
子
、
瀬

名
貞
利
、
野
口
末
延
、
小
池
義
正
、
松
本
熊
次
郎
、
一
柳
兵
象
、
一
柳
し

加
賀
正
太
郎
の
両
氏
。

大
正
十
四
年
桑
本
商
事
（
株
）
取
締
役
支
配
人
に
就
任
。

大
正
十
五
年
四
月
霧
の
旅
会
入
会
。

昭
和
三
十
五
年
四
月
有
信
計
器
（
株
）
を
設
立
、
社
長
に
就
任
。

昭
和
四
十
年
十
月
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
。

昭
和
四
十
七
年
四
月
有
信
計
器
（
株
）
会
長
に
就
任
。

昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
日
逝
去
。

神
谷
恭
さ
ん
と
木
暮
理
太
郎
翁
碑
前
懇
親
会

づ
江
の
諸
氏
で
し
た
。

そ
の
当
時
、
甲
府
で
は
困
る
の
で
、
韮
崎
ま
で
お
出
で
下
さ
い
と
お
願

い
し
ま
し
て
、
韮
崎
か
ら
バ
ス
に
乗
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
、
も

う
お
酒
を
出
し
て
飲
ま
れ
、
あ
と
は
ブ
ラ
ブ
ラ
と
増
富
温
泉
か
ら
金
山
ま

で
歩
か
れ
た
ん
で
す
。
私
た
ち
が
一
時
間
ち
ょ
っ
と
で
あ
が
る
と
こ
ろ
を
、

三
時
間
ぐ
ら
い
か
け
ま
し
て
、
こ
こ
は
景
色
が
い
い
か
ら
飲
も
う
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
、
大
部
ゆ
っ
く
り
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

で
も
、
私
た
ち
は
、
そ
の
ゆ
っ
く
り
し
て
お
ら
れ
る
間
に
、
結
構
、
あ

の
道
端
で
、
沢
山
山
菜
を
と
り
な
が
ら
登
っ
て
行
き
、
そ
れ
を
、
す
ぐ
に

料
理
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
当
時
、
私
た
ち
は
料
理
な
ん
て
い
う
も
の
を
、
よ
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
の
大
沢
伊
三
郎
支
部
長
の
妹
さ
ん
の
若
宮
き
よ
子
さ
ん
が
お

料
理
の
先
生
を
な
さ
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
御
指
導

を
得
な
が
ら
、
遠
来
の
客
を
お
も
て
な
し
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

神
谷
さ
ん
も
、
お
若
か
つ
た
も
の
で
す
か
ら
、
宴
た
け
な
わ
に
な
り
ま

す
と
、
と
て
も
高
尚
な
歌
な
ど
を
う
た
っ
て
、
き
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
山
の
人
た
ち
も
、

仲
々
、
粋
な
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
だ
な
あ
、
と
地
元
山
梨
の
若
い
者
は
話

し
合
っ
た
も
の
で
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
翌
日
は
、
も
う
五
時
頃
に
は
眼
を
さ
ま

す
わ
け
で
す
。
若
い
人
た
ち
は
ま
だ
寝
て
い
る
の
に
、
さ
あ
、
お
き
ろ
、

出
掛
け
る
ん
だ
と
。
私
た
ち
ま
だ
御
飯
も
た
べ
て
い
ま
せ
ん
と
、
い
や
、

私
は
も
う
ゆ
う
べ
、
お
に
ぎ
り
を
握
っ
て
も
ら
っ
て
あ
る
ん
だ
と
、
い
う

ん
で
す
。
仲
々
手
廻
し
が
よ
い
の
に
は
、
あ
き
れ
か
え
る
ほ
ど
感
心
し
て
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し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
な
か
で
、
神
谷
さ
ん
は
、
大
変
面
倒
見
が
よ

く
て
、
例
え
ば
、
金
山
に
着
き
ま
す
と
、
横
浜
の
名
物
の
崎
陽
軒
の
シ
ュ

ー
マ
イ
を
五
箱
く
ら
い
ザ
ッ
ク
の
中
か
ら
出
し
て
、
サ
ッ
と
み
ん
な
に
配

る
わ
け
で
す
。
こ
ん
な
風
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
小
さ
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ

か
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
先
程
の
先
輩
方
の
お
話
を
お
き
き
し
ま
し

て
、
や
は
り
、
お
若
い
頃
か
ら
の
御
苦
労
の
な
せ
る
わ
ざ
だ
と
思
い
を
新

ら
た
に
し
た
次
第
で
す
。

あ
の
当
時
、
金
山
の
奥
の
黒
森
に
天
使
園
と
い
っ
て
、
戦
災
孤
児
の
収

容
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
神
谷
さ
ん
は
、
か
な
ら
ず
、
そ
こ
ま
で
慰
問
品

を
も
っ
て
訪
ね
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
、
金
山
か
ら
車
は
入
り
ま
す
が
、
そ

の
当
時
は
、
金
山
峠
を
越
え
て
行
く
の
で
す
か
ら
、
歩
い
て
二
時
間
は
か

か
り
ま
し
た
。
常
人
の
な
せ
る
わ
ざ
で
は
な
い
と
、
感
心
し
て
い
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
金
山
に
お
い
で
の
方
々
の
中
で
は
、
御
年
配
の

方
で
し
た
の
で
、
神
谷
さ
ん
に
色
紙
を
か
い
て
ほ
し
い
な
ど
と
い
う
の
も

出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
ま
だ
お
酒
を
飲
ん
で
い
な
い
か

ら
だ
め
だ
。
そ
れ
で
も
と
い
っ
て
な
お
御
無
理
を
申
し
上
げ
る
と
、
や
お

ら
筆
を
と
る
わ
け
で
す
。
す
る
と
、
手
が
ふ
る
え
る
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、

私
は
ま
だ
量
に
達
し
て
い
な
い
か
ら
手
が
ふ
る
え
る
ん
で
、
も
う
す
こ
し

飲
ん
で
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
結
局
は
翌
朝
に
な
る
わ
け
で
す
。

悼
朝
に
な
り
ま
す
と
、
ま
た
正
気
に
か
え
っ
て
し
ま
っ
て
、
ま
た
書
け
な
い
。

じ
ゃ
あ
神
谷
さ
ん
、
も
う
少
し
飲
ん
で
下
さ
い
と
、
ま
た
酒
ぜ
め
に
し
て

追
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

で
も
、
あ
の
ち
ょ
っ
と
前
こ
ご
み
で
、
肘
を
真
横
に
は
っ
た
、
独
特
の

ス
タ
イ
ル
で
お
い
し
そ
う
に
お
酒
を
召
し
あ
が
っ
て
お
ら
れ
た
姿
が
、
今

も
あ
り
あ
り
と
思
い
だ
さ
れ
る
の
で
す
。

あ
る
時
は
、
瑞
惜
山
に
登
ろ
う
な
ん
て
い
い
だ
し
ま
し
て
、
キ
リ
ッ
と

鉢
巻
き
な
ど
な
さ
っ
て
、
ス
テ
ッ
キ
を
つ
い
て
登
り
は
じ
め
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
な
か
な
か
ハ
イ
カ
ラ
で
、
柄
物
の
ニ
ッ
カ
ー
ホ
ー
ス
、
綾
織

り
の
ツ
ィ
ー
ド
の
ニ
ッ
カ
ー
。
上
衣
は
、
と
き
に
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
の
羽
毛
服
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
東
京
支
部
の
し
る
し
伴
天
な
ど
を
着
て
お
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
や
は
り
、
若
い
頃
外
国
商
社
に
永
く
お
ら
れ
た
方
だ
な
あ
、
と

ど
こ
と
な
く
あ
か
抜
け
た
印
象
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

永
い
間
、
か
か
さ
ず
金
山
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
神
谷
さ
ん
で
す

が
、
一
昨
年
、
そ
の
前
と
二
度
ほ
ど
お
見
え
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨

年
は
、
病
い
重
し
と
の
こ
と
で
、
霧
の
旅
会
の
方
々
も
東
京
に
足
ど
め
と

な
り
、
松
本
善
こ
さ
ん
、
野
口
末
延
さ
ん
が
代
表
で
お
見
え
で
し
た
。
や

は
り
木
暮
碑
前
懇
親
会
は
、
神
谷
さ
ん
が
お
見
え
に
な
ら
な
い
と
、
何
と

な
く
淋
し
い
お
も
い
を
し
た
の
で
し
た
。

と
に
か
く
私
ど
も
の
よ
う
な
小
さ
な
支
部
に
、
木
暮
碑
前
懇
親
会
と
い

う
、
よ
い
伝
統
行
事
を
残
し
て
下
さ
い
ま
し
た
神
谷
さ
ん
に
対
し
て
、
何

と
お
礼
申
し
上
げ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
第
十
二

回
木
暮
碑
前
懇
親
会
と
時
を
同
じ
く
し
て
幽
明
境
を
異
に
す
る
と
は
、
何

か
不
思
議
な
御
縁
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

心
か
ら
神
谷
さ
ん
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
さ
さ
や
か
な
思
い

出
の
言
葉
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
山
村
正
光
）

（
昭
和
五
十
年
三
月
二
十
九
日
、
神
谷
さ
ん
を
偲
ぶ
会
に
お
け
る
談
話
要
旨
）
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尾
崎
喜
八
さ
ん
は
、
講
演
も
勿
論
で
あ
る
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
も
余
り
断

ら
れ
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
自
然
と
共
に
』
と
い
う
番
組
で
は
、
そ
の

取
材
の
た
め
に
、
録
音
機
を
携
え
た
担
当
の
人
と
何
回
も
二
泊
三
日
程
度

の
小
旅
行
を
さ
れ
、
そ
れ
も
山
道
を
正
直
に
歩
か
れ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
ら
の
放
送
原
稿
は
、
大
部
分
『
詩
文
集
』
に
入
っ
て
い
る
。

そ
の
『
自
然
と
共
に
』
と
は
別
に
、
特
別
番
組
と
し
て
昭
和
四
十
三
年

四
月
二
十
九
日
に
、
「
緑
の
メ
ル
ヘ
ン
」
と
い
う
題
の
放
送
が
あ
っ
た
・
夜

九
時
十
分
か
ら
四
十
五
分
ま
で
の
番
組
で
あ
っ
た
。
「
か
た
く
り
の
花
」

そ
の
他
三
篇
の
詩
の
朗
読
が
あ
り
、
御
自
身
の
歌
と
笛
の
演
奏
が
入
り
、

忘
れ
難
い
放
送
で
あ
っ
た
・
花
と
小
鳥
と
音
楽
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
が
、

そ
の
途
中
で
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

『
根
っ
か
ら
の
詩
人
と
し
て
自
然
と
音
楽
の
好
き
な
私
に
は
、
年
を
と
っ

た
今
で
も
時
ど
き
山
や
高
原
へ
出
か
け
る
事
と
、
た
ま
に
良
い
音
楽
会
へ

行
く
事
と
、
自
分
で
も
下
手
な
歌
を
少
し
ば
か
り
歌
っ
た
り
、
そ
れ
よ
り

も
つ
と
下
手
な
笛
を
吹
い
た
り
す
る
事
と
が
、
言
わ
ば
唯
一
の
リ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。
」

こ
の
最
初
の
「
根
っ
か
ら
の
詩
人
と
し
て
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、

尾
崎
さ
ん
ほ
ど
、
何
一
つ
照
れ
ず
に
、
む
し
ろ
誇
ら
し
げ
に
自
分
の
名
前

の
ま
え
に
「
詩
人
」
と
い
う
言
葉
を
つ
け
た
人
を
他
に
知
ら
な
い
。

尾
崎
喜
八
さ
ん
（
一
八
九
二
’
一
九
七
四
）
の
山
と
詩

こ
れ
は
長
い
間
詩
を
書
い
て
来
ら
れ
た
末
の
自
信
で
は
な
い
・
詩
人
と

し
て
生
涯
を
貫
く
決
意
を
さ
れ
た
時
に
、
同
時
に
抱
か
れ
た
当
然
の
事
柄

で
、
そ
の
こ
と
は
、
大
正
十
一
年
三
月
十
五
日
の
日
付
で
書
か
れ
た
、
第

一
詩
集
『
空
と
樹
木
』
の
序
文
の
一
節
を
読
め
ば
明
瞭
で
あ
る
。

「
た
と
え
如
何
な
る
環
境
に
あ
っ
て
も
私
は
歌
う
事
を
第
一
と
し
た
い
・

自
分
の
岸
辺
に
も
同
じ
青
浪
の
打
ち
寄
せ
る
、
同
じ
日
光
の
輝
き
、
同
じ

嵐
の
吹
き
荒
ぶ
、
静
穏
と
暴
風
と
の
人
生
の
海
を
飽
く
ま
で
歌
い
た
い
・

そ
の
多
彩
な
種
々
相
と
、
そ
の
深
遠
な
思
想
と
、
そ
し
て
そ
の
不
死
の
憧

慢
に
価
す
る
未
来
の
水
平
線
こ
そ
私
の
取
扱
う
主
題
の
一
切
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
人
間
及
び
詩
人
と
し
て
の
私
の
存
在
理
由
は
、
私
自
身
が
よ

り
強
く
よ
り
正
し
く
生
き
る
事
に
よ
っ
て
歌
い
、
よ
り
明
ら
か
に
よ
り
美

し
く
歌
う
事
に
よ
っ
て
生
き
る
と
い
う
、
こ
の
単
純
で
熱
烈
な
要
求
を
実

行
す
る
事
の
外
に
は
な
い
・
そ
れ
で
こ
そ
私
の
生
存
に
言
訳
が
立
つ
の
で

あ
る
。
そ
し
て
此
事
は
理
窟
で
も
な
け
れ
ば
空
想
で
も
な
く
、
常
に
私
の

う
ち
に
生
き
て
育
っ
て
い
る
実
感
で
あ
る
。
」

つ
ま
り
尾
崎
さ
ん
は
詩
人
と
し
て
自
然
を
見
、
詩
人
と
し
て
音
楽
を
聴

き
、
ま
た
一
粒
の
葡
萄
も
詩
人
と
し
て
口
に
入
れ
味
わ
れ
た
。
そ
し
て
ま

た
詩
人
と
し
て
山
に
登
ら
れ
た
。
そ
の
見
方
、
聴
き
方
は
綿
密
で
、
す
ゃ
へ

て
物
に
接
す
れ
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
科
学
的
に
観
察
し
、
書
物
で
調
べ
、

顕
微
鏡
や
望
遠
鏡
を
使
っ
て
再
確
認
を
し
た
上
で
、
そ
れ
に
最
も
適
し
い

言
葉
を
探
し
、
詩
人
と
し
て
表
現
さ
れ
た
。
こ
の
科
学
的
な
過
程
を
必
ず

経
た
上
で
の
詩
人
の
感
覚
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
言
わ
な
い
と
、
詩
人

の
見
方
は
非
科
学
的
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
虞
れ
も
あ

る
。

(166）



し
か
し
尾
崎
さ
ん
の
多
く
の
自
然
に
関
す
る
随
想
を
見
れ
ば
、
そ
の
観

察
、
実
験
、
そ
し
て
確
め
ら
れ
た
知
識
の
豊
か
さ
を
容
易
に
知
る
こ
と
が

出
来
る
。

山
旅
が
始
ま
る
の
は
昭
和
三
年
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
河
田
槙
さ
ん

の
『
一
日
二
日
山
の
旅
』
を
読
ん
で
感
銘
を
受
け
、
後
こ
の
著
者
河
田
さ

ん
を
知
っ
た
こ
と
が
直
接
の
動
機
で
あ
る
。
大
分
前
の
こ
と
に
な
る
が
、

尾
崎
さ
ん
、
深
田
久
弥
さ
ん
、
そ
れ
に
私
も
加
わ
っ
て
、
「
山
と
文
学
」
と

い
う
題
で
、
そ
の
座
談
を
ラ
ジ
オ
東
京
か
ら
放
送
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
も
尾
崎
さ
ん
は
、
自
分
に
山
へ
の
道
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
河
田

槙
さ
ん
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
長
尾
宏
也
さ
ん
だ
と
言
わ
れ
た
の
を
憶
え

て
い
る
。

山
行
が
は
じ
ま
り
、
頻
繁
に
出
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
、

自
然
観
察
の
対
象
も
多
く
な
っ
て
、
特
に
気
象
や
天
体
の
観
測
も
加
わ
っ

て
来
た
。
撮
影
を
続
け
ら
れ
た
雲
の
写
真
集
と
そ
の
解
説
が
ア
ル
ス
か
ら

出
版
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
七
年
で
あ
る
が
、
既
に
詩
集
や
散
文
集
も
多
く

出
版
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
『
雲
』
に
よ
っ
て
尾
崎
さ
ん
を
気

象
学
の
専
門
家
だ
と
思
っ
て
い
た
人
も
か
な
り
い
た
。

尾
崎
さ
ん
の
山
歩
き
に
つ
い
て
は
、
亡
く
な
ら
れ
て
間
も
な
く
、
日
本

山
岳
会
の
『
山
』
（
昭
和
四
十
九
年
五
月
号
、
三
四
七
号
）
に
拙
文
を
載
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
重
複
は
避
け
た
い
。
戦
後
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
へ
の
参
加

悼
と
、
そ
の
碑
前
で
の
朗
読
は
、
こ
の
行
事
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
欠
か

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
上
高
地
で
尾
崎
さ
ん
と
会
っ
て

追
話
を
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
方
々
の
数
も
か
な
り
多
か
っ
た

し
、
依
頼
を
受
け
れ
ば
断
れ
ず
に
、
深
夜
、
宿
の
一
室
で
何
十
枚
と
い
う

色
紙
に
几
帳
面
な
文
字
で
詩
の
一
節
を
書
い
て
お
ら
れ
た
の
を
想
い
出

す
。
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
に
疲
れ
、
憩
い
の
時
間
が
失
わ
れ
た
か
を
察
す

る
人
は
少
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
翌
朝
、
そ
の
色
紙
を
依
頼
し
た
人
が

受
け
取
り
に
来
れ
ば
、
に
こ
に
こ
と
話
し
な
が
ら
そ
れ
を
渡
し
て
お
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
尾
崎
さ
ん
と
長
い
山
旅
を
し
た
こ
と
ば
な
い
。
一
日
二
日
の
、

比
較
的
楽
な
山
歩
き
の
経
験
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
多
く
の
詩
や

散
文
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
若
い
頃
の
尾
崎
さ
ん
の
山
旅
が
ど
ん
な
で
あ

っ
た
か
を
、
か
な
り
細
か
に
想
像
出
来
る
。
ひ
と
口
で
言
え
ば
、
尾
崎
さ

ん
に
と
っ
て
山
は
常
に
自
然
の
勉
強
の
場
で
あ
っ
た
と
思
う
。

植
物
を
て
い
ね
い
に
観
察
し
、
既
に
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
烏
の
声
に

も
耳
を
傾
け
、
新
し
い
発
見
を
期
待
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
屡
々
手
帖
に
書

き
と
め
ら
れ
て
、
充
分
の
燃
焼
の
後
に
詩
と
な
り
、
散
文
に
な
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
知
識
と
し
て
次
の
観
察
を
一
層
深
い
も
の
に
す
る
場
合
も
あ
っ

た
。

そ
れ
は
、
都
会
を
歩
い
て
も
、
平
素
の
生
活
の
中
で
も
同
じ
こ
と
で
あ

っ
た
。今

、
燃
焼
と
い
う
言
葉
を
簡
単
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
詩
人
の
言
葉

に
対
す
る
態
度
は
当
然
厳
し
く
、
林
の
ヘ
リ
で
、
僅
か
の
風
に
そ
よ
ぐ
木

の
葉
た
ち
の
よ
う
に
軽
率
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
言
葉
が
「
ひ
と
つ
の
確

か
な
造
形
を
な
す
た
め
に
は
、
歌
の
過
程
に
抵
抗
と
焼
み
と
が
無
く
て
は

な
ら
ぬ
」
（
「
詩
術
」
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

尾
崎
さ
ん
の
山
に
は
初
登
華
の
記
録
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
詩
人
に
と

っ
て
は
、
ど
ん
な
山
行
も
初
登
華
で
あ
り
、
す
べ
て
の
日
常
が
初
登
鑿
の
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大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
、
訳
書
『
近
代
音
楽
家
評
伝
』
合
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
）
を

刊
行
、
十
一
年
（
一
九
二
二
）
、
詩
集
『
空
と
樹
木
』
に
よ
っ
て
詩
壇
に
登
場
、
詩
集

『
高
層
雲
の
下
』
（
大
正
十
三
年
）
、
『
曠
野
の
下
』
（
昭
和
二
年
）
を
刊
行
。
ま
た
大

正
末
期
に
文
化
的
半
農
生
活
を
い
と
な
み
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
友
の
会
を
設
立
し
、

人
道
主
義
的
詩
人
と
し
て
詩
壇
に
注
目
す
べ
き
位
置
を
占
め
た
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
二
月
、
霧
の
旅
会
入
会
、
同
八
年
二
月
、
日
本
山
岳
会

入
会
、
会
員
番
号
一
四
一
九
番
、
紹
介
者
松
井
幹
雄
、
神
谷
恭
。
十
年
七
月
、
『
山
の

絵
本
』
（
朋
文
堂
）
を
刊
行
。
十
二
年
八
月
、
エ
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ
ヴ
ェ
ル
ヨ
登
山
家

の
思
ひ
出
』
（
竜
星
閣
）
を
翻
訳
刊
行
。
十
三
年
七
月
、
『
雲
と
草
原
』
を
刊
行
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
、
青
山
南
町
に
て
空
襲
を
う
け
罹
災
、
以
後
二

十
七
年
ま
で
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
村
に
住
む
。
戦
後
な
が
ら
く
日
本
山
岳
会
信
濃

支
部
長
を
つ
と
め
た
・
二
十
六
年
九
月
、
書
き
下
し
散
文
集
『
碧
い
遠
方
』
（
角
川
文

庫
）
が
串
田
孫
一
の
尽
力
に
よ
り
刊
行
さ
れ
る
。
以
後
、
詩
集
に
『
花
咲
け
る
孤
独
』

（
昭
和
三
十
年
）
『
歳
月
の
歌
』
（
昭
和
三
十
三
年
）
『
田
舎
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
』
（
昭

和
四
十
一
年
）
『
そ
の
空
の
下
で
』
（
昭
和
四
十
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
四
十
二

年
十
一
月
、
紫
綬
褒
章
を
受
章
。

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
二
月
四
日
、
逝
去
。
張
後
、
詩
誌
『
歴
程
』
四
、

五
月
合
併
号
お
よ
び
『
ア
ル
プ
』
一
九
六
号
に
お
い
て
、
尾
崎
喜
八
追
悼
特
集
号
が

ぴ
詩
を
寄
稿
。 略

歴

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
一
月
三
十
一
日
、
東
京
市
京
橋
区
南
小
田
原
町
に

生
ま
る
。
家
業
は
回
漕
問
屋
。
四
十
二
年
、
京
華
商
業
学
校
卒
業
。
「
文
章
世
界
」

．
〈
バ
ル
」
な
ど
に
よ
り
高
村
光
太
郎
の
名
を
知
り
、
そ
の
芸
術
意
欲
と
反
逆
精
神

に
ふ
れ
る
。
ま
た
白
樺
派
の
影
響
下
に
あ
っ
て
文
学
に
志
し
、
『
白
樺
』
に
翻
訳
お
よ

真
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
（
串
田
孫
一
）

た
か
熟

佐
久
市
岩
村
田
在
住
の
佐
々
木
高
美
氏
は
会
員
在
籍
六
十
年
以
上
に
わ

た
る
永
年
会
員
で
あ
る
の
で
、
逝
去
の
報
に
接
し
た
後
、
暫
く
し
て
夫
入

き
い
さ
ん
宛
生
前
の
略
歴
、
山
歴
等
に
つ
い
て
問
合
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、

数
ヶ
月
た
っ
て
夫
人
か
ら
返
信
に
接
し
た
の
で
、
そ
れ
を
基
に
し
て
知
り

得
た
こ
と
を
録
し
て
追
悼
の
辞
と
し
た
い
・

佐
々
木
高
美
氏
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
三
月
十
一
日
誕
生
、

長
野
県
佐
久
市
野
沢
中
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
の
十
九
銀
行
に
就
職
、
同

行
が
六
十
三
銀
行
と
合
併
し
て
八
十
二
銀
行
と
な
り
、
引
続
き
同
行
に
定

年
ま
で
在
勤
、
最
後
は
岩
村
田
支
店
長
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
年
を
経
て

軍
事
工
場
の
会
計
主
任
と
な
り
終
戦
を
迎
え
、
更
に
住
吉
電
気
会
社
の
会

計
庶
務
主
任
を
十
八
年
間
勤
め
た
。

日
本
山
岳
会
へ
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
月
、
小
島
烏
水
氏
の
紹

介
で
入
会
、
会
員
番
号
三
○
六
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）

一
月
九
日
逝
去
、
享
年
八
十
六
歳
。

佐
々
木
は
長
い
間
健
康
に
恵
ま
れ
、
仕
事
に
も
ま
こ
と
に
勤
勉
で
あ
っ

た
。
幼
少
の
頃
か
ら
野
山
を
歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
休
日
な
ど
に
は
一
人

編
ま
れ
た
。

そ
の
か
ず
か
ず
の
文
業
は
『
尾
崎
喜
八
詩
文
集
』
全
十
巻
（
創
文
社
、
昭
和
三
十

三
年
１
五
十
年
）
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。

佐
々
木
高
美
氏
（
一
八
八
八
’
一
九
七
四
）
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で
野
山
を
か
け
ま
わ
り
や
中
学
時
代
に
は
近
辺
の
山
や
蓼
科
山
へ
登
っ
て
、

植
物
を
採
集
し
標
本
に
し
て
楽
し
ん
で
い
た
。
現
在
で
も
そ
の
標
本
が
実

家
の
蔵
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

十
九
銀
行
時
代
（
明
治
末
葉
か
ら
大
正
の
始
め
）
土
曜
の
午
後
か
ら
日

曜
に
か
け
、
夜
通
し
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
千
葉
房
総
方
面
や
、
静
岡
、
箱
根

あ
た
り
へ
徒
歩
旅
行
を
こ
こ
ろ
み
た
。
ど
こ
ま
で
躯
が
つ
づ
く
も
の
か
、

た
め
し
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
登
っ
た
山

に
つ
い
て
は
、
故
郷
の
蓼
科
山
、
八
ヶ
岳
、
浅
間
山
を
は
じ
め
と
し
て
、

上
高
地
、
箱
根
な
ど
、
そ
の
ほ
か
は
よ
く
わ
か
ら
ぬ
の
が
惜
し
い
・

山
岳
図
書
を
愛
し
、
随
分
沢
山
の
本
を
所
蔵
し
、
晩
年
は
山
の
本
を
読

む
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
山
の
画
も
好
き
で
集
め
た

と
い
潭
フ
。

佐
々
木
氏
は
よ
く
一
人
で
山
野
を
歩
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
二
年
十

月
六
日
に
弟
妹
に
書
か
れ
た
手
紙
を
見
る
と
、
次
の
一
節
が
目
に
つ
き
、

同
氏
は
一
人
で
の
山
歩
き
を
好
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
曇
っ
た
箱
根
の
一
日
、
私
は
山
の
中
で
雲
に
深
く
身
を
し
づ
め
て
し
み

じ
み
と
静
け
き
さ
び
し
さ
を
味
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
時
は
何
時
も
〃
自
然
″
と
〃
自
分
″
と
が
合
致
す
る
の
を
感
じ
ま

し
た
。
昨
日
も
こ
う
云
ふ
気
分
は
ヒ
ョ
ッ
ヒ
ョ
ッ
と
針
の
先
の
や
う
に
頭

の
中
へ
さ
し
こ
ん
で
来
ま
し
た
が
、
残
念
な
事
に
は
〃
私
″
と
〃
自
然
″

と
の
間
に
は
〃
他
人
〃
と
云
ふ
者
が
は
さ
ま
っ
て
ゐ
て
、
塔
ノ
沢
か
ら
宮

悼
ノ
下
迄
一
里
半
余
の
山
み
ち
を
と
う
と
う
曇
っ
た
箱
根
を
深
く
味
ふ
事
が

追
出
来
ず
に
往
復
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
一
体
私
は
一
人
で
旅
を
し
つ
け
た

為
か
、
人
壹
か
ら
遠
ざ
か
れ
ば
遠
ざ
か
る
程
、
こ
の
〃
自
然
〃
と
〃
自
分
〃

と
を
融
合
さ
せ
る
に
は
一
人
だ
け
で
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
信
じ
て
ゐ
ま

す
。
〃
他
人
〃
と
云
ふ
も
の
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
私
に
親
し
い
も
の
で

も
自
分
と
全
く
一
致
す
る
事
は
出
来
な
い
。
こ
の
一
致
す
る
事
の
出
来
な

い
〃
他
人
〃
な
る
同
行
者
へ
の
意
見
（
考
…
言
語
…
動
静
…
等
）
を
自
分

が
容
る
る
と
な
る
と
、
そ
れ
が
た
と
へ
僅
で
も
自
分
と
自
然
と
の
間
は
う

す
ら
げ
ら
れ
て
し
ま
ふ
。
昨
日
の
同
行
者
は
私
の
常
に
親
し
く
し
て
居
る

友
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
私
は
と
う
と
う
〃
山
の
中
へ
は
い
っ
た
（
雲
の

低
い
山
の
懐
に
抱
か
れ
た
）
″
と
云
ふ
気
分
は
起
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
〃
自
然
″
を
視
る
時
に
は
自
分
の
全
生
命
を
そ
の
中
へ
投
げ
込
み
た
い

と
思
ひ
ま
す
。
そ
し
て
こ
う
い
ふ
時
に
は
必
ず
一
種
の
さ
び
し
み
が
身
を

襲
ひ
ま
す
。
そ
し
て
こ
う
云
ふ
風
に
な
る
の
を
私
は
嬉
し
く
思
ひ
ま
す
。
」

先
年
マ
ナ
ス
ル
登
頂
の
映
画
が
、
岩
村
田
の
映
画
館
で
映
写
さ
れ
た
と

き
は
、
佐
々
木
氏
は
夫
妻
で
見
に
行
か
れ
た
が
、
山
頂
の
日
の
丸
の
旗
を

見
た
時
、
同
氏
は
感
激
の
あ
ま
り
涙
を
な
が
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
た
と

い
う
。

今
日
、
佐
々
木
氏
を
よ
く
知
っ
て
い
る
会
員
も
殆
ん
ど
見
あ
た
ら
ぬ
の

で
、
追
憶
を
書
い
て
戴
け
る
よ
う
な
会
員
も
な
い
の
は
残
念
だ
が
、
青
年

の
日
、
山
や
自
然
へ
の
愛
か
ら
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
、
故
郷
岩
村
田
へ

帰
省
し
た
後
も
永
く
会
籍
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
六
十
年
以
上
も
会
員

で
あ
っ
た
同
氏
の
ご
と
き
は
、
会
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
大
切
な
会
員
で
あ

っ
た
と
思
う
。
そ
の
長
逝
を
き
き
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
御
冥
福
を
祈

り
た
い
。
（
望
月
達
夫
）
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「
山
よ
！
汝
は
い
か
な
れ
ば
か
く
美
し
き
」

金
谷
伊
祐
君
は
か
ず
か
ず
の
山
行
ア
ル
バ
ム
の
う
ち
、
初
め
て
日
本
ア

ル
プ
ス
を
訪
れ
白
馬
岳
に
登
り
祖
母
谷
に
下
山
し
た
時
の
も
の
に
こ
の
よ

う
な
感
慨
を
冒
頭
に
記
し
て
い
る
。

名
峰
立
山
に
守
ら
れ
大
先
輩
石
黒
清
蔵
を
生
ん
だ
富
山
に
育
っ
た
彼

は
、
大
阪
工
業
に
在
学
中
か
ら
山
岳
部
の
友
人
ら
と
六
甲
連
山
、
高
野
山
、

霊
仙
な
ど
、
近
畿
の
山
々
を
登
り
は
じ
め
て
い
た
。
キ
ャ
ン
プ
の
面
白
さ

も
お
ぼ
え
西
岡
一
雄
氏
に
種
々
教
え
を
乞
う
て
い
た
・
工
業
を
卒
え
会
社

勤
め
を
は
じ
め
た
翌
年
に
は
、
白
馬
岳
の
壮
大
な
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
、
感
激
が
筆
先
に
現
れ
て
い
る
書
体
で
「
山
よ
！
汝
は

・
・
・
：
．
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
れ
以
後
彼
は
仕
事
の
合
間
を
ね
ら
っ
て

山
と
ス
キ
ー
に
若
さ
を
傾
倒
し
つ
く
し
た
。
そ
し
て
年
末
年
始
は
か
な
ら

ず
信
州
に
出
か
け
て
い
た
。
野
沢
、
菅
平
、
赤
倉
、
栂
池
に
と
。
こ
れ
は

結
婚
後
も
つ
づ
い
て
い
て
未
亡
人
も
「
お
正
月
は
家
に
い
た
こ
と
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
語
ら
れ
る
。
母
校
工
業
山
岳
部
を
Ｏ
Ｂ
と
し
て
よ
く
面

倒
を
み
、
し
き
り
と
山
に
友
人
を
誘
っ
て
牛
鍋
会
を
催
し
、
ま
た
十
三
山

岳
会
の
中
心
と
も
な
っ
て
そ
の
活
動
に
骨
身
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
ノ
ー

ト
に
丹
念
に
か
か
れ
た
山
行
記
録
を
み
て
も
、
毎
月
、
六
甲
連
山
を
は
じ

め
紀
州
の
山
々
、
鈴
鹿
山
系
、
雪
彦
、
大
江
山
、
高
野
連
山
に
入
り
、
冬

金
谷
伊
防
氏
（
一
九
○
八
’
七
四
）

略
歴

明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
二
月
十
二
日
富
山
市
石
倉
町
に
誕
生
。

昭
和
六
年
三
月
大
阪
工
業
専
修
学
校
電
気
科
卒
業
、
佐
野
鋳
工
所
入
社
。

昭
和
七
年
八
月
白
馬
岳
よ
り
祖
母
谷
に
下
山
、
ア
ル
プ
ス
に
魅
せ
ら
れ
る
。

期
は
マ
キ
ノ
、
夜
久
野
、
氷
の
山
、
但
馬
高
原
、
御
在
所
岳
に
出
か
け
、

当
時
よ
く
行
わ
れ
た
ス
キ
ー
軍
事
訓
練
に
も
興
味
を
抱
い
て
参
加
し
た

り
、
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帖
を
何
冊
も
残
し
て
い
る
。
ス
キ
ー
ア
ル

バ
ム
の
一
つ
に
は
ジ
ュ
ウ
ソ
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
お
ど
け
た
タ
イ
ト
ル
を
つ

け
て
喜
ん
で
い
る
一
方
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
は
じ
め
て
、
た
び
た

び
百
丈
岩
、
雪
彦
山
行
を
続
け
て
い
た
。

子
煩
悩
の
彼
は
可
能
な
か
ぎ
り
山
行
に
子
供
達
を
つ
れ
て
行
き
、
好
き

な
写
真
に
山
と
共
に
愛
児
成
長
の
姿
を
記
録
し
つ
づ
け
て
い
た
。
昭
和
十

七
年
、
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
翌
年
支
部
例
会
の
「
山
の
ス
ケ
ッ
チ
実
地

研
究
会
」
に
も
早
速
子
供
さ
ん
も
つ
れ
て
来
て
、
榎
谷
講
師
の
指
導
を
一

緒
に
う
け
て
い
た
姿
が
険
に
残
っ
て
い
る
。
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
探

査
隊
壮
行
会
に
も
出
席
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
話
に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
彼
、

時
日
が
許
せ
ば
恐
ら
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
も
行
き
た
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
・

戦
後
、
独
立
自
営
後
は
責
任
上
、
以
前
の
よ
う
に
毎
月
山
へ
出
か
け
る
こ

と
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
二
十
九
年
八
月
、
立
山
温
泉
か
ら
松
尾
峠
を

経
て
立
山
へ
愛
児
と
共
に
出
か
け
た
こ
と
が
ア
ル
プ
ス
へ
の
最
後
に
な
っ

た
ら
し
い
。
た
っ
た
一
日
の
急
病
で
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
御
遺
族
、

山
仲
間
に
と
っ
て
も
全
く
本
意
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
富
田
健
一
）

(170)



田
口
君
の
逝
去
を
知
っ
た
の
は
、
風
見
武
秀
さ
ん
の
ツ
ァ
ー
に
参
加
し

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
プ
ア
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
旅
の
終
り
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
の
ホ
テ
ル
か
ら
、
い
よ

い
よ
帰
る
日
が
近
い
の
で
家
へ
電
話
し
た
ら
、
田
口
さ
ん
が
一
月
二
十
七

日
に
亡
く
な
っ
た
と
言
う
の
で
あ
っ
た
。
と
う
と
う
駄
目
だ
っ
た
か
と
、

そ
の
夜
は
何
と
も
言
え
な
い
気
持
で
床
に
つ
い
た
。

思
え
ば
、
田
口
君
と
の
つ
き
あ
い
は
、
学
校
の
山
岳
部
以
来
だ
か
ら
、

五
十
年
余
に
な
る
。
そ
の
こ
ろ
は
、
松
井
幹
雄
さ
ん
が
講
師
で
来
て
お
ら

れ
て
、
山
岳
部
長
も
し
て
下
さ
っ
て
い
た
時
で
、
汽
車
賃
だ
け
の
金
が
あ

悼
っ
た
ら
、
大
菩
薩
連
嶺
な
ど
に
夜
行
日
帰
り
で
よ
く
行
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
松
井
先
生
の
霧
の
旅
会
に
入
れ
て
貰
っ
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
る
。

追
田
口
君
が
、
晩
年
と
言
っ
て
も
そ
ん
な
年
で
は
な
い
が
、
ど
う
し
た
拍

子
か
身
体
を
こ
わ
し
て
、
大
塚
の
癌
研
で
胸
の
手
術
を
し
た
の
は
、
た
し

昭
和
十
七
年
十
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
二
七
三
番
）
。

昭
和
二
十
二
年
五
月
佐
野
鋳
工
所
営
業
部
長
退
職
、
六
月
、
弘
和
工
業
株
式
会
社

を
創
立
、
火
力
発
電
所
用
付
属
機
器
製
作
を
業
と
し
関
西
電
力
、
川
崎
重
工
を
主

取
引
先
と
す
。

昭
和
四
十
七
年
五
月
創
業
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
。

昭
和
四
十
九
年
一
月
腸
閉
塞
で
一
日
の
入
院
で
死
去
、
享
年
六
十
六
歳
。

田
口
三
郎
助
氏
（
一
九
○
八
’
七
四
）

’

か
昭
和
四
十
一
年
の
春
で
あ
っ
た
。
自
ら
承
知
し
て
、
肺
癌
な
ん
だ
と
言

っ
て
い
た
。
そ
の
後
経
過
も
よ
く
、
は
た
か
ら
見
る
と
普
通
の
人
と
思
う

ぐ
ら
い
元
気
に
な
っ
て
来
て
い
た
の
で
、
私
も
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜

ん
で
い
た
。

四
十
四
年
六
月
に
、
風
見
さ
ん
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の
旅
（
霧
の

旅
会
五
十
周
年
行
事
）
に
、
自
分
の
身
体
を
た
め
す
つ
も
り
で
、
田
口
君

も
参
加
し
た
。
二
十
二
日
間
の
旅
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
三
日
間

で
は
、
殊
に
元
気
で
あ
っ
た
。
一
日
ス
ン
ネ
ガ
ー
に
リ
フ
ト
で
登
り
、
途

中
ま
で
歩
い
て
降
っ
た
時
な
ど
、
赤
い
セ
ー
タ
ー
が
似
合
っ
て
特
に
印
象

的
で
あ
っ
た
。
先
日
霧
の
旅
会
で
、
最
近
あ
い
つ
い
で
な
く
な
ら
れ
た
、

武
田
久
吉
先
生
、
足
立
源
一
郎
先
生
、
神
谷
恭
さ
ん
、
田
口
君
を
し
の
ぶ

会
を
、
箱
根
の
強
羅
竹
友
荘
で
催
し
た
時
、
ご
子
息
晴
敏
君
が
出
席
さ
れ

て
「
あ
の
時
の
セ
ー
タ
ー
は
僕
が
す
す
め
て
僕
の
を
持
た
せ
た
の
で
す
」

と
言
っ
て
い
た
。
私
は
あ
あ
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
う
な
ず
い
た
。
ア
ル
プ

ス
の
旅
で
は
終
始
一
緒
に
行
動
し
た
が
、
さ
す
が
に
登
り
と
な
る
と
大
変

な
様
子
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
無
事
に
そ
の
時
の
旅
行
が
終
っ
て
、
本
人

は
勿
論
、
家
族
の
方
々
も
大
い
に
自
信
を
持
っ
た
こ
と
は
た
し
か
と
私
に

も
思
え
た
。

そ
れ
か
ら
も
時
々
逢
っ
て
い
た
が
、
別
段
の
こ
と
は
な
く
、
結
構
な
こ

と
と
喜
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
っ
た
が
、
去
年
の
夏
に
な
っ
て
少
し
お
か
し

く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
・
自
宅
静
養
の
と
こ
ろ
を
見
舞
っ
た
。
暑
い
夏
で
、

書
棚
で
一
杯
の
部
屋
に
、
ベ
ッ
ド
を
お
い
て
休
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
再

び
大
塚
癌
研
に
入
院
を
し
た
の
で
、
た
ま
た
ま
上
京
の
折
見
舞
っ
た
の
は

十
一
月
の
末
で
あ
っ
た
。
大
分
良
く
な
っ
て
来
て
い
る
ら
し
く
、
医
者
の

”
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故
松
井
幹
雄
氏
、
山
崎
金
次
郎
氏
ら
が
創
立
せ
る
霧
の
旅
会
の
谷
川
岳
、
大
菩
薩

辺
の
山
々
お
よ
び
木
暮
、
武
田
両
先
生
の
驍
尾
に
付
し
度
々
山
行
を
共
に
し
、
早
く

か
ら
ス
キ
ー
登
山
を
始
め
、
新
鹿
沢
、
鹿
沢
の
温
泉
を
根
拠
地
と
し
て
周
辺
の
山
々

な
ら
び
に
吾
妻
山
の
家
形
山
、
一
切
経
山
か
ら
吾
妻
小
舎
へ
の
ス
キ
ー
ッ
ァ
ー
を
お

こ
な
う
。
昭
和
四
年
の
夏
に
は
、
鶴
岡
、
朝
日
鉱
泉
古
川
房
吉
と
東
北
の
朝
日
岳
を

略
歴

明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
二
月
十
八
日
東
京
に
生
ま
る
。

昭
和
三
年
三
月
蔵
前
工
業
専
修
学
校
応
用
化
学
科
卒
業
。
こ
の
間
蔵
前
山
岳
部
に

入
会
、
教
師
松
井
幹
雄
氏
の
訓
育
を
受
け
、
続
い
て
霧
の
旅
会
に
入
会
。

昭
和
三
年
四
月
横
浜
高
等
工
業
学
校
（
現
横
浜
国
大
）
に
入
学
、
在
学
中
ア
メ
リ

カ
に
行
く
。

昭
和
六
年
三
月
同
校
卒
業
、
直
ち
に
令
兄
の
経
営
す
る
田
口
尋
コ
ム
エ
業
株
式
会
社

（
消
コ
ム
製
造
）
に
入
社
、
製
品
の
品
質
向
上
に
専
念
の
た
め
研
究
部
門
を
担
当
、

他
方
社
団
法
人
日
本
、
コ
ム
協
会
関
東
支
部
長
と
し
て
多
忙
の
日
を
送
っ
て
い
た
。

昭
和
四
十
九
年
一
月
二
十
七
日
逝
去
。

方
で
も
退
院
の
話
を
し
て
い
る
様
で
あ
っ
た
が
、
簡
単
に
退
院
な
ど
し
な

い
で
、
寒
い
冬
を
こ
こ
で
過
ご
す
こ
と
を
話
し
た
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。

先
日
の
霧
の
旅
会
の
集
ま
り
の
席
上
で
、
誰
か
が
、
田
口
君
の
怒
っ
た

顔
は
見
た
こ
と
が
な
い
、
と
言
っ
て
い
た
。
晴
敏
君
も
や
さ
し
い
良
い
親

父
で
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
て
い
た
。
私
も
永
い
つ
き
あ
い
を
振
返
っ
て
、

そ
う
思
っ
て
い
る
。
何
に
し
て
も
少
し
早
く
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
ほ
ん
と

う
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
（
神
奈
川
甚
吉
）

山
歴

縦
走
、
大
鳥
池
へ
、
そ
の
帰
路
月
山
に
登
り
、
昭
和
六
年
七
月
に
は
、
小
林
幹
三
郎

外
二
名
で
南
ア
の
鋸
、
駒
ケ
岳
、
北
沢
峠
、
高
遠
に
、
そ
の
後
鳳
凰
、
白
根
三
山
、

西
山
温
泉
、
北
ア
で
は
穂
高
、
白
馬
三
山
等
に
出
か
け
、
出
身
校
の
蔵
前
工
業
専
修

学
校
の
山
岳
部
長
を
勤
め
新
人
を
養
成
す
る
な
ど
、
数
々
の
業
績
を
残
し
た
。

記
録
及
上
手
で
あ
っ
た
写
真
等
は
、
戦
災
で
烏
有
に
帰
し
た
の
で
判
ら
な
い
の
が

残
念
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
に
は
昭
和
二
十
八
年
に
入
会
、
ま
た
松
本
善
二
氏
が
会

長
の
東
京
史
学
会
の
会
員
で
、
関
東
地
方
の
歴
史
、
由
緒
あ
る
神
社
、
仏
閣
等
を
毎

月
、
歩
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
数
年
前
、
肺
癌
を
手
術
、
退
院
し
て
か
ら

も
、
霧
の
旅
会
数
人
、
仙
台
の
平
沢
氏
伊
達
氏
等
と
共
に
風
見
武
秀
氏
の
案
内
で
、

ス
イ
ス
、
南
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
、
北
イ
タ
リ
ー
に
三
週
間
の
山
旅
を
過
し
た
。
そ
の
後

病
状
は
だ
ん
だ
ん
と
悪
化
し
た
が
、
会
社
に
あ
っ
て
は
担
当
の
研
究
開
発
に
努
め
ら

れ
、
そ
の
精
神
力
と
勤
勉
さ
に
は
感
服
の
ほ
か
は
な
い
。
そ
の
後
、
再
度
大
塚
の
癌

研
に
入
院
、
あ
ら
ゆ
る
手
当
の
甲
斐
も
な
く
、
一
月
二
十
七
日
逝
去
さ
れ
た
。

同
君
は
穏
か
な
性
格
で
あ
っ
た
が
、
会
合
の
節
な
ど
時
々
冗
談
を
交
え
、
席
を
に

ぎ
わ
し
て
く
れ
残
り
少
い
霧
の
旅
会
員
に
は
好
か
れ
て
い
た
。
六
十
六
歳
で
幽
明
境

を
異
に
す
る
と
は
、
あ
ま
り
に
先
を
急
が
れ
た
思
い
を
感
じ
、
寂
し
い
の
で
あ
る
。

謹
ん
で
御
冥
福
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。

（
鶴
岡
元
之
助
・
野
口
末
延
）

池
田
光
二
氏
（
会
員
番
号
四
六
六
二
）
は
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
三

日
、
胸
部
疾
患
の
た
め
東
京
女
子
医
大
の
一
室
で
急
逝
さ
れ
た
。
ま
っ
た

池
田
光
二
氏
（
一
九
一
九
’
七
三
）
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追 悼

く
突
然
の
こ
と
で
、
よ
く
つ
き
あ
っ
て
い
た
筈
の
私
も
想
像
も
及
ば
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
年
の
九
月
一
日
、
深
田
久
弥
氏
ゆ
か
り
の
山
、
茅
ヶ
岳
を
松
本
氏

の
案
内
で
登
っ
た
と
き
、
前
夜
は
元
気
に
歓
談
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
途
中
水
呑
場
を
過
ぎ
や
や
急
登
に
な
っ
た
頃
よ
り
遅
れ
だ
し
、
ど
う

も
息
が
切
れ
て
仕
方
が
な
い
と
さ
か
ん
に
話
し
て
い
た
の
が
、
今
に
な
っ

て
み
る
と
そ
の
徴
候
で
あ
っ
た
と
思
い
あ
た
る
。

池
田
氏
は
大
正
八
年
一
月
二
日
、
日
本
橋
堺
町
に
て
板
硝
子
問
屋
池
田

鈴
之
助
商
店
二
代
当
主
池
田
鈴
之
助
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
暁
星
中

学
よ
り
水
戸
高
校
を
へ
て
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
京
都
帝
国
大
学
文
学

部
史
学
科
を
卒
業
、
十
七
年
、
東
部
第
六
部
隊
に
入
隊
、
前
橋
予
備
士
官

学
校
を
経
て
陸
軍
中
尉
と
な
り
、
予
備
士
官
学
校
区
隊
長
と
し
て
終
戦
を

迎
え
た
。

軍
隊
時
代
に
は
自
動
車
部
隊
小
隊
長
と
し
て
雪
中
行
軍
や
山
中
設
営
に

大
い
に
山
の
知
識
を
活
用
し
、
軍
隊
ら
し
く
な
い
行
動
力
を
発
揮
し
た
多

く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
池
田
氏
の
若
き
日

の
山
へ
の
情
熱
の
一
端
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

復
員
と
同
時
に
長
兄
池
田
正
一
氏
と
共
に
池
田
商
店
の
復
旧
に
従
事
、

以
後
硝
子
工
事
部
門
を
担
当
し
、
昭
和
三
十
八
年
、
池
田
硝
子
建
材
株
式

会
社
を
分
離
独
立
せ
し
め
て
取
締
役
社
長
と
な
り
、
長
兄
の
販
売
部
門
の

菱
双
硝
子
建
材
株
式
会
社
の
取
締
役
を
兼
任
、
更
に
関
東
板
硝
子
工
事
協

同
組
合
専
務
理
事
も
か
ね
、
業
務
は
す
こ
ぶ
る
繁
多
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
業
務
の
か
た
わ
ら
本
来
自
分
の
本
職
で
あ
り
、
世
の
中
が

平
和
で
あ
っ
た
ら
学
校
に
残
っ
て
研
究
を
つ
づ
け
た
で
あ
ろ
う
歴
史
地
理

学
を
勉
学
し
、
い
つ
の
日
か
刊
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
『
山
名

考
』
の
原
稿
を
ま
と
め
て
い
た
。
会
報
に
山
名
に
つ
い
て
の
記
事
が
の
る

と
目
を
光
ら
せ
て
、
私
に
も
そ
の
相
異
を
語
り
、
特
に
静
岡
の
山
本
朋
三

郎
さ
ん
と
紅
葉
会
の
と
き
論
議
し
て
い
た
の
を
み
か
け
た
も
の
で
あ
る
。

目
的
あ
っ
て
の
行
動
な
の
で
、
私
達
と
一
緒
の
山
行
で
も
か
な
り
早
く

か
ら
調
査
を
始
め
、
い
ざ
出
発
の
際
は
山
行
の
行
程
は
勿
論
、
列
車
の
時

間
表
か
ら
バ
ス
の
値
段
表
ま
で
大
略
頭
の
中
に
入
れ
て
い
る
あ
り
さ
ま

で
、
そ
の
博
覧
強
記
ぶ
り
に
は
お
ど
ろ
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は

山
行
中
は
決
し
て
記
録
を
せ
ず
、
大
体
鉛
筆
な
ど
は
全
然
も
っ
て
こ
な
い

の
で
あ
る
。
か
な
り
の
老
眼
で
あ
る
の
に
メ
ガ
ネ
も
も
っ
て
こ
な
い
し
、

地
図
は
も
う
頭
の
中
に
し
ま
っ
て
あ
る
か
ら
と
笑
っ
て
い
た
。
し
か
し
帰

宅
す
る
と
山
の
日
記
、
こ
れ
は
大
学
ノ
ー
ト
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
こ
と
こ

ま
か
く
地
図
を
入
れ
て
記
録
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
お

宅
へ
う
か
が
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
み
せ
ら
れ
て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
を
お

ぼ
え
て
い
る
。

ス
キ
ー
歴
は
戦
前
か
ら
の
も
の
で
手
堅
く
滑
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た

が
、
尾
瀬
の
ス
キ
ー
学
校
で
猪
谷
先
生
よ
り
二
級
を
も
ら
っ
た
の
が
自
慢

で
、
長
兄
池
田
正
一
氏
が
ス
キ
ー
連
盟
の
一
級
合
格
と
な
っ
て
も
、
俺
の

方
が
う
ま
い
と
い
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
ツ
ア
ー
向
き
の
ス
キ
ー
で
重
心

の
下
っ
た
面
白
い
ふ
り
込
み
ス
タ
イ
ル
な
の
で
、
い
ま
転
ぶ
か
と
思
っ
て

み
て
い
て
も
な
か
な
か
転
ば
ず
、
か
な
り
の
急
傾
斜
も
楽
し
ん
で
ゆ
っ
く

り
す
、
へ
っ
て
い
た
。

山
登
り
の
方
で
は
、
一
等
三
角
点
歩
き
と
自
称
し
て
い
て
、
山
行
の
た

び
に
必
ず
三
角
点
を
確
認
し
、
自
分
の
地
理
勉
学
の
一
助
と
し
て
い
た
よ
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追
悼
会
の
席
上
、
那
須
岳
の
山
名
考
に
つ
き
日
本
橋
浜
町
の
会
館
に
て

講
演
さ
れ
た
池
田
氏
の
肉
声
が
テ
ー
プ
で
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
山
行
は
四

十
八
年
六
月
に
実
行
さ
れ
た
も
の
で
、
三
斗
小
屋
で
私
達
同
行
の
人
々
に

説
明
さ
れ
た
も
の
と
お
な
じ
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
山
行
で
は
三
本
槍
の

頂
上
で
お
り
あ
し
く
雷
雨
と
な
り
、
更
に
霞
と
な
っ
て
初
夏
か
ら
急
に
真

冬
に
逆
も
ど
り
の
天
候
異
変
に
散
々
の
目
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
驚
い

た
こ
と
に
は
池
田
氏
は
元
来
若
白
毛
で
真
っ
白
く
な
っ
て
い
た
が
、
髪
の

毛
が
雷
の
電
気
を
う
け
て
総
立
ち
に
な
り
、
寒
さ
し
の
ぎ
に
少
々
ウ
ィ
ス

東
北
の
山
々
、
特
に
朝
日
連
峰
の
縦
走
、
栗
駒
山
、
鳥
海
山
の
雪
の
中

の
合
宿
、
そ
し
て
早
池
峯
山
の
高
速
登
山
、
こ
れ
は
池
田
氏
発
案
の
自
動

車
利
用
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
が
、
と
も
か
く
面
白
か
っ
た
。

静
岡
支
部
主
催
の
紅
葉
会
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
た
い
と
よ
く
話

を
し
て
い
た
。
昭
和
四
十
七
年
の
鳥
海
山
集
会
に
は
、
た
っ
た
一
回
池
田

氏
の
頭
の
中
の
地
図
が
調
子
悪
く
松
本
氏
と
私
と
三
人
で
他
の
方
々
よ
り

時
間
も
多
く
歩
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
度
も
残
念
で
あ
っ
た
と

く
り
か
え
し
て
い
た
。

う
で
あ
る
。
ま
た
二
五
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
は
全
部
登
り
た
い
と
種

々
計
画
し
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
業
務
の
都
合
で
な
か
な
か

実
行
で
き
な
い
と
こ
ぼ
し
て
い
た
。

池
田
氏
の
山
歴
を
語
る
に
は
松
本
熊
次
郎
お
よ
び
牧
野
衛
の
両
氏
を
忘

れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
日
本
各
地
の
山
々
を
こ
の
お
二
人
の
先
輩
と
一

緒
に
、
ま
た
時
に
は
私
も
同
行
し
、
あ
る
時
は
野
口
末
延
先
輩
を
は
じ
め

と
す
る
霧
の
旅
会
の
方
々
と
登
っ
て
お
ら
れ
、
三
一
力
の
写
真
と
共
に
池

田
氏
の
記
録
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

キ
ー
の
入
っ
て
い
た
彼
の
顔
は
芝
居
の
唐
獅
子
の
あ
り
さ
ま
か
あ
わ
て
て

凹
地
へ
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
避
難
し
た
の
が
、
妙
に
お
か
し
く
一
同
大
笑
い

を
し
た
。

池
田
氏
は
日
本
の
三
角
点
を
調
べ
な
が
ら
、
山
の
神
と
山
名
考
に
つ
い

て
無
限
の
時
間
を
過
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
鈴
木
英
一
）

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
、
池
田
は
る
子
夫
人
の
手
に
よ
っ
て
、
遺
稿
集

『
山
名
考
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
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昭
和
初
期
の
日
本
に
お
け
る
登
山
が
旧
制
高
校
や
大
学
山
岳
部
の
活
動

に
よ
っ
て
大
き
く
開
花
し
た
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
同
志
社
大
学
の
児
島
勘
次
氏
は
、
き
わ
め
て
ユ
ニ

ー
ク
な
、
し
か
も
幅
の
広
い
活
動
を
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
戦
中
の
中
断
期
を
は
さ
ん
で
戦
前
に
活
躍
し
た
こ
れ
ら
の
人
達
が

ぽ
つ
ぽ
つ
と
岳
界
に
復
帰
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
児
島
勘
次
氏
の

消
息
だ
け
は
そ
れ
を
知
る
機
会
が
少
か
つ
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
志
社
大
学
山
岳
部
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ア
ピ
の
遠
征
に
続
い

て
、
一
九
六
三
年
西
北
ネ
パ
ー
ル
の
サ
イ
パ
ル
（
七
○
四
○
メ
ー
ト
ル
）

の
計
画
を
発
表
し
た
と
き
、
そ
の
な
か
に
突
如
と
し
て
隊
長
児
島
勘
次
氏

の
名
を
み
い
だ
し
た
わ
れ
わ
れ
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
そ
の
問
の
事
情
が
本
書
の
五
三
ペ
ー
ジ
「
サ
イ
パ
ル
登
頂
」
の
な
か

図
書
紹
介

登
山
歴
程

児
島
勘
次
著
Ａ
５
判

－
ジ
一
九
七
三
年
二
月

写
真
十
六
ペ
ー
ジ

本
文
四
二
八
ぺ

私
家
版
非
売
品

で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
登
山
を
や
め
て
か
ら
二
十
八
年
間
山
岳
部
の
ル
ー
ム
に
一
度
も
顔
を
出

さ
ず
、
山
岳
部
員
遭
難
と
い
う
新
聞
記
事
に
は
勝
手
に
ま
ゆ
を
ひ
そ
め
、

マ
ナ
ス
ル
、
エ
ベ
レ
ス
ト
と
や
か
ま
し
く
な
っ
た
と
き
も
、
な
る
、
へ
く
新

聞
の
山
の
記
事
は
読
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
山
は
我
が
家
の
禁
句
に

な
っ
て
い
た
。
」

そ
の
児
島
氏
が
長
年
の
山
の
文
章
を
ま
と
め
て
本
書
を
出
し
た
。
し
か

も
私
家
版
で
あ
る
。
私
家
版
と
言
っ
て
も
四
二
八
ペ
ー
ジ
、
上
質
紙
を
使

い
、
装
丁
、
造
本
、
堂
々
と
し
て
眼
を
み
は
る
よ
う
な
豪
華
本
で
あ
る
。

私
家
版
で
あ
る
か
ら
書
店
の
店
頭
で
一
般
の
人
の
眼
に
は
ふ
れ
な
い
。
著

者
は
こ
れ
を
先
輩
、
知
友
に
頒
っ
て
、
贈
ら
れ
た
人
は
読
み
た
い
部
分
だ

け
ひ
ろ
い
読
み
し
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
断
わ
っ
て
い
る
が
、
ど

う
し
て
読
み
た
い
部
分
だ
け
ど
こ
ろ
か
、
私
な
ど
は
し
ま
い
ま
で
興
味
深

く
読
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
一
人
で
あ
る
。

戦
前
の
登
山
界
に
も
、
今
西
錦
司
氏
を
頂
点
と
す
る
探
検
派
と
よ
ば
れ

る
よ
う
な
系
列
や
人
脈
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
学
生
時
代
既
に
台
湾
の
山
、

北
千
島
、
朝
鮮
、
冬
の
白
頭
山
（
京
大
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
）
、
大
興
安

嶺
等
の
山
へ
と
触
手
を
の
ば
し
、
そ
し
て
二
十
八
年
間
の
休
止
期
を
お
き

な
が
ら
な
お
不
死
鳥
の
如
く
に
再
起
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
五
ヶ
月
の
山
旅
を
や

っ
て
き
た
著
者
は
正
し
く
探
検
派
人
脈
の
最
右
翼
に
列
せ
ら
れ
る
人
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
サ
イ
パ
ル
登
頂
」
の
な
か
で
「
奥
の
細
道
評
釈
」
を
座
右
の
書
と
し
、

折
に
ふ
れ
般
若
心
経
を
謂
し
、
南
無
大
師
遍
照
金
剛
を
と
な
え
た
、
と
述

べ
て
い
る
氏
に
と
っ
て
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
も
い
う
べ
き
漂
泊
の
精
神
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が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未
踏
峰
へ
の
限
り
な
い
闘
志
と
結
び
つ
い
て
い
く
。
そ
の

過
程
は
、
北
千
島
、
台
湾
、
白
頭
山
、
満
蒙
、
更
に
剣
岳
を
中
心
と
す
る

北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
な
ど
に
ど
ん
欲
な
ま
で
に
山
頂
を
追
求
し
て
や
ま
な

か
っ
た
若
き
日
の
著
者
の
山
行
の
軌
跡
と
き
わ
め
て
自
然
に
連
絡
し
て
い

く
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
の
な
か
で
も
最
も
力
点
の
お
か
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
サ
イ
パ
ル
関
係
の
三
篇
と
、
二
十
代
に
書
か
れ
た
千
島
や

台
湾
や
剣
岳
な
ど
の
文
章
と
の
間
に
は
三
十
年
に
近
い
時
間
的
空
白
を
埋

め
る
に
足
る
切
れ
る
こ
と
の
な
い
糸
の
如
き
つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
に
思

え
る
の
で
あ
っ
た
。

タ
ラ
イ
の
湿
地
帯
に
始
ま
る
長
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
後
、
雲
に
か
く
れ
て

姿
を
表
わ
さ
な
い
サ
イ
パ
ル
峰
を
は
じ
め
て
望
見
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

む
。
そ
こ
は
サ
イ
パ
ル
氷
河
の
モ
レ
イ
ン
の
上
で
あ
っ
た
。
著
者
は
そ
の

か
つ
ぎ

場
面
の
感
激
を
、
静
粛
な
能
舞
台
で
突
如
被
衣
を
取
り
去
っ
て
現
わ
れ
た

鬼
女
の
面
に
た
と
え
、
「
は
る
け
く
も
た
ど
り
き
た
り
し
サ
イ
パ
ル
の
氷

河
の
上
に
鬼
女
の
面
見
た
り
」
と
誼
っ
て
い
る
。
て
ら
い
も
な
け
れ
ば
気

負
い
も
な
い
・
年
期
を
い
れ
た
者
の
み
の
も
つ
純
粋
さ
と
言
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

「
登
山
歴
程
」
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
台
湾
の
山
（
六
篇
）
、
千
島
、
朝
鮮
、
中
国

へ
の
旅
（
五
篇
）
、
日
本
の
山
（
十
一
篇
）
、
随
想
（
十
三
篇
）
の
四
つ
の

部
分
に
わ
か
れ
て
い
る
。

日
本
の
山
十
一
篇
の
な
か
に
は
児
島
氏
が
か
つ
て
情
熱
を
傾
け
た
と
み

ら
れ
る
剣
岳
の
大
日
尾
根
、
早
月
尾
根
、
小
窓
尾
根
等
の
数
々
の
パ
イ
オ

ニ
ヤ
ー
ワ
ー
ク
の
記
録
を
そ
の
都
度
関
西
学
生
山
岳
垪
盟
報
告
や
Ｄ
Ａ
Ｃ

（
同
志
社
報
告
）
、
ケ
ル
ン
そ
の
他
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
い
ず
れ
も
北
ア
ル
プ
ス
登
山
史
の
一
頁

を
彩
る
も
の
で
あ
っ
て
興
味
深
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
読
み
も
の

と
し
て
は
一
九
三
二
年
十
二
月
の
「
笹
ヶ
峯
紀
行
」
な
ど
が
冬
の
小
谷
の

情
景
を
詩
情
豊
か
に
描
写
し
て
い
て
感
興
を
惹
く
一
文
で
あ
る
。
著
者
は

雪
に
埋
ま
る
北
信
小
谷
で
嫁
と
り
の
行
事
に
出
合
う
。
「
夜
の
十
一
時
頃

戸
外
で
大
声
で
叫
ぶ
人
が
あ
る
。
い
よ
い
よ
花
嫁
の
お
い
で
だ
と
湯
治
客

や
わ
ざ
わ
ざ
下
の
村
か
ら
見
に
来
た
人
達
が
マ
ン
ト
を
着
た
り
、
毛
布
を

被
っ
た
り
し
て
出
て
行
く
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
冷
た
い
靴
を
素
足
に
穿
い

て
隣
ま
で
行
っ
た
。
遠
く
の
雪
道
に
松
明
を
燃
し
て
行
列
が
来
る
。
松
明

が
雪
に
映
え
て
そ
の
辺
一
体
に
う
す
明
る
い
・
皆
が
何
か
叫
び
な
が
ら
や

っ
て
来
る
。
だ
ん
だ
ん
近
づ
く
と
家
の
方
で
も
火
を
燃
し
て
相
応
じ
て
叫

ぶ
。
嫁
じ
ゃ
、
嫁
じ
ゃ
、
よ
め
じ
ゃ
、
叫
ぶ
。
や
が
て
た
く
さ
ん
の
提
灯

に
守
ら
れ
て
花
嫁
が
馬
に
乗
っ
て
着
い
た
。
凍
え
る
よ
う
な
雪
の
道
を
馬

に
揺
ら
れ
て
嫁
入
っ
て
来
た
若
い
女
の
顔
は
頭
巾
の
中
に
た
だ
白
い
。
」

私
も
四
十
年
ば
か
り
前
、
ス
キ
ー
を
や
り
な
が
ら
冬
の
小
谷
の
生
活
を

楽
し
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
て
あ
の
頃
の
静
寂

な
北
信
の
山
村
が
あ
り
あ
り
と
眼
に
う
か
ぶ
よ
う
で
あ
っ
た
。

前
後
す
る
け
れ
ど
も
、
台
湾
の
山
の
紀
行
の
な
か
に
故
沼
井
鉄
太
郎
氏

の
書
翰
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
手
紙
は
い
わ
ゆ
る
候
文
で
書
か
れ
た

か
な
り
長
文
で
、
台
湾
の
登
山
に
つ
い
て
の
実
に
行
き
届
い
た
細
々
と
し

た
注
意
と
助
言
で
あ
っ
て
、
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
本
会
の
た
め
に
非
常
な

尽
力
と
貢
献
を
し
た
沼
井
さ
ん
ら
し
い
キ
メ
の
細
か
い
誠
実
な
も
の
で
同

氏
を
知
る
人
で
あ
れ
ば
感
慨
を
新
た
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
書

は
著
者
の
知
ら
な
い
う
ち
に
児
島
氏
夫
人
が
い
ろ
い
ろ
な
雑
誌
、
報
告
書
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本
書
の
内
容
は
三
部
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
著
は
第
一
部
が

の
ロ
ｇ
ご
シ
岳
盲
口
呂
①
の
】
シ
西
画
ロ
』
言
烏
旦
甸
日
①
目
昌
ロ
伽
國
自
己
○
○
昌
門
○
一

冒
函
の
目
＄
（
ら
臼
）
第
二
部
は
弓
胃
普
ｇ
ご
目
。
閏
①
貝
の
（
ら
電
）
第
三

部
は
昌
・
号
昌
シ
畠
盲
目
８
①
”
の
の
２
の
（
岳
尉
）
で
あ
る
。
著
者
は
す
べ

て
甸
○
Ｈ
①
騨
胖
弓
甘
①
、
ロ
．
い
□
ｇ
胃
耳
目
①
昌
呉
色
唱
旨
昌
冒
吋
①
と
な
っ
て

い
る
。

順
を
追
っ
て
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
第
一
部
は
な
だ
れ
の
概
論
的
な
ハ
ン

類
の
な
か
か
ら
整
理
し
て
ま
と
め
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
と
が
き
に

誌
さ
れ
て
い
る
。
か
え
難
き
良
い
協
力
者
が
あ
っ
て
本
書
は
成
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
著
者
と
共
に
喜
び
た
い
。

最
後
に
、
こ
れ
だ
け
の
文
章
を
収
録
し
て
あ
る
こ
の
分
厚
い
本
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
い
う
意
図
か
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
目
次
が

つ
け
て
な
い
こ
と
は
ま
さ
に
評
者
泣
か
せ
と
い
う
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
辺
に
も
児
島
勘
次
氏
独
特
の
個
性
が
み
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
織
内
信
彦
）

雪
崩
ｌ
そ
の
遭
難
を
防
ぐ
た
め
に

’

ア
メ
リ
カ
林
野
局
橋
本
誠
二
・
清
水
弘

訳
Ｂ
６
判
本
文
三
三
八
ペ
ー
ジ
一

九
七
四
年
三
月
北
海
道
大
学
図
書
刊
行

会
発
行
定
価
一
二
○
○
円

ド
ブ
ッ
ク
で
、
積
雪
お
よ
び
な
だ
れ
の
性
質
、
地
形
、
な
だ
れ
予
報
、
積

雪
の
観
測
、
雪
面
の
安
定
法
、
安
全
作
業
、
な
だ
れ
防
止
柵
、
地
域
安
全

計
画
、
と
い
っ
た
広
範
囲
の
テ
ー
マ
に
触
れ
て
い
る
。
一
九
六
一
年
の
発

行
だ
か
ら
古
い
本
で
は
あ
る
が
、
類
書
を
見
か
け
な
い
日
本
の
登
山
者
に

と
っ
て
は
大
変
参
考
に
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
冬
山
に
入
る
人
、
そ
の

他
な
だ
れ
に
縁
の
深
い
ス
キ
ー
ヤ
ー
、
ス
キ
ー
場
管
理
者
、
あ
る
い
は
産

業
人
等
に
広
く
推
奨
し
た
い
・

従
来
な
だ
れ
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
は
数
少
な
く
は
な
い
が
、
多

分
に
想
像
を
混
じ
え
た
議
論
が
多
く
、
し
か
も
奇
妙
な
俗
説
が
横
行
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
と
き
積
雪
の
観
測
お
よ
び
実
地
の
経

験
を
集
約
し
て
得
ら
れ
た
本
書
の
翻
訳
が
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
い
・
立
派
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
読
み
飛
ば
す
こ
と
な
く
、
繰
り
返
し

熟
読
し
て
な
だ
れ
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

な
だ
れ
に
つ
い
て
古
典
的
知
識
し
か
持
ち
あ
わ
せ
な
い
人
た
ち
は
、
な

だ
れ
の
原
因
を
気
温
上
昇
ぐ
ら
い
に
し
か
結
び
つ
け
な
い
が
、
気
温
上
昇

は
、
あ
る
場
合
に
は
な
だ
れ
発
生
の
原
因
に
な
る
と
共
に
、
ま
た
積
雪
を

安
定
化
す
る
作
用
も
あ
る
。
こ
の
辺
の
詳
し
い
解
説
を
読
め
ば
、
逆
に
低

気
温
に
よ
る
危
険
の
醸
成
な
ど
も
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

な
だ
れ
が
発
生
し
た
場
合
、
従
来
の
報
告
で
一
番
問
題
に
さ
れ
る
の
が

気
温
で
あ
る
が
、
気
温
は
な
だ
れ
に
対
し
て
間
接
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

に
過
ぎ
な
い
。
も
っ
と
重
要
な
の
は
積
雪
そ
の
も
の
の
温
度
で
あ
る
は
ず

な
の
に
、
そ
の
と
き
の
雪
温
が
報
告
さ
れ
た
の
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
・

こ
う
し
た
こ
と
も
科
学
的
に
整
理
さ
れ
た
知
識
に
基
づ
い
て
是
正
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
・
気
温
も
な
だ
れ
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
重
要
な
要
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素
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
、
ほ
か
の

要
素
、
例
え
ば
雪
温
の
変
化
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
輻
射
や
風

の
作
用
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
基
礎
知
識
を
中
級
者
が
身
に
つ

け
る
た
め
、
本
書
は
よ
き
案
内
を
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

訳
者
あ
と
が
き
に
も
あ
る
よ
う
に
、
原
著
の
改
訂
増
補
版
が
準
備
中
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
評
者
と
し
て
も
ち
ょ
っ
と
気
に
か
か
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
。
二
十
四
ペ
ー
ジ
の

終
り
の
方
で
、
板
状
な
だ
れ
（
こ
れ
は
日
本
雪
氷
学
会
で
い
う
面
発
生
な

だ
れ
の
こ
と
で
あ
る
・
訳
語
に
つ
い
て
は
後
記
し
た
い
）
は
積
雪
の
凝
集
力

が
「
非
常
に
強
い
と
破
砕
さ
れ
ず
に
安
定
す
る
」
と
言
い
き
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
不
適
当
な
表
現
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
が
ほ
し
い
よ
う

な
堅
固
な
感
じ
の
斜
面
で
も
な
だ
れ
が
出
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
種
の
な
だ
れ
に
つ
い
て
は
「
文
部
省
、
登
山
指
導
者
研
修
会
テ
キ
ス

ト
」
の
な
だ
れ
の
発
生
機
構
の
中
で
解
説
し
て
お
い
た
か
ら
参
照
さ
れ
た

い
・
乾
燥
新
雪
や
各
種
の
湿
雪
の
な
だ
れ
に
つ
い
て
は
、
初
級
の
人
で
も

警
戒
す
る
が
、
こ
こ
に
述
や
へ
ら
れ
た
よ
う
な
な
だ
れ
は
、
上
級
者
で
も
油

断
し
が
ち
で
あ
る
か
ら
、
特
に
注
意
し
て
お
き
た
い
・

本
書
は
な
だ
れ
の
優
れ
た
解
説
書
で
は
あ
る
が
、
本
書
を
よ
く
読
め
ば

山
の
な
だ
れ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
訳
に
は
行

か
な
い
。
む
し
ろ
、
な
だ
れ
を
専
門
に
調
査
し
て
い
る
人
で
さ
え
、
斜
面

の
危
険
度
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ず
に
犠
牲
に
な
っ
た
例
な
ど
、

他
山
の
石
と
し
て
肝
に
銘
じ
る
必
要
が
あ
る
。

な
だ
れ
の
遭
難
予
防
と
い
え
ば
、
気
温
が
ど
う
の
、
密
度
が
い
く
ら
と

い
っ
た
数
字
に
よ
る
判
断
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
が
大
変
多
い
が
、

な
だ
れ
は
そ
の
よ
う
な
単
純
な
計
算
で
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
・
本

書
は
な
だ
れ
の
数
値
予
報
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
積
雪
観
測
所
も
ろ
く
に

持
た
な
い
日
本
の
山
で
は
全
く
通
用
し
な
い
。
要
す
る
に
登
山
者
は
本
書

を
基
礎
知
識
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
読
む
べ
き
で
、
こ
の
知
識
を
利
用
し
て

な
だ
れ
を
直
接
判
断
で
き
る
と
思
っ
た
ら
、
大
変
な
勘
違
い
と
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

日
本
の
登
山
遭
難
の
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
降
雪
中
ま
た
は
そ
の
翌

日
に
は
急
な
吹
き
だ
ま
り
に
近
づ
く
な
、
や
む
な
く
危
険
地
帯
に
追
い
こ

ま
れ
た
な
ら
ば
一
時
に
一
人
だ
け
が
通
過
せ
よ
、
と
い
う
簡
単
な
注
意
を

守
る
だ
け
で
、
過
去
の
犠
牲
者
の
大
部
分
は
救
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
現
実
に
は
こ
れ
が
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
登
山
遭
難
に
関
す
る

か
ぎ
り
、
物
理
的
問
題
の
解
明
以
上
に
、
遭
難
心
理
が
む
し
ろ
問
題
と
な

ろ
う
。
残
念
な
が
ら
こ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

本
書
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

本
書
の
第
二
部
は
六
十
二
例
に
お
よ
ぶ
豊
富
な
事
故
記
録
で
あ
る
。
過

去
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
な
だ
れ
に
関
す
る
諸
知
識
は
、
遭
難
の
解
析
に

よ
っ
て
得
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
意
味
で
貴
重
な
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
、
な
だ
れ
の
発
生
機
構
解
明
の
た
め
の
統

計
な
ど
を
作
ろ
う
と
し
て
も
無
理
の
よ
う
だ
。
デ
ー
タ
に
ム
ラ
が
多
く
、

詳
し
い
も
の
も
あ
る
と
同
時
に
、
新
聞
記
事
な
み
の
報
告
も
少
な
く
な
い
。

事
故
ま
で
の
降
雪
、
積
雪
の
概
略
、
天
候
、
気
温
な
ど
に
詳
し
く
触
れ
て

い
る
も
の
は
少
な
い
・
遭
難
例
の
中
で
特
に
眼
を
引
く
の
は
、
な
だ
れ
の

滑
り
面
に
霜
ザ
ラ
メ
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
が
非
常
に
多
く
、
登
山
者
や

ス
キ
ー
ヤ
ー
が
な
だ
れ
を
誘
発
さ
せ
た
例
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
日
本
の
場
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合
と
か
な
り
違
っ
た
感
じ
を
与
え
る
。
日
本
の
山
で
は
降
っ
た
ば
か
り
の

乾
燥
新
雪
に
よ
る
な
だ
れ
が
圧
倒
的
に
多
く
、
霜
ザ
ラ
メ
に
つ
い
て
は
、

め
っ
た
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
書
の
第
三
部
は
救
助
法
で
、
救
助
隊
の
組
織
か
ら
始
ま
っ
て
、
蘇
生

の
た
め
の
手
当
ま
で
ふ
く
む
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
立
派
な

救
助
隊
が
現
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
う
ら
や
ま
し
い
が
、
や
る

気
さ
え
あ
れ
ば
日
本
で
も
や
れ
な
い
は
ず
は
な
い
と
思
う
。
貧
乏
性
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

本
書
の
翻
訳
は
逐
語
訳
と
い
う
よ
り
は
、
原
義
を
損
な
わ
ぬ
程
度
に
適

当
に
省
略
の
行
わ
れ
た
意
訳
で
あ
っ
て
、
日
本
語
と
し
て
読
み
や
す
い
文

章
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
欲
を
い
え
ば
、
省
略
な
し
の
方
が
一
層
正
確

に
原
著
の
意
図
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

専
門
用
語
を
日
本
語
に
移
し
か
え
る
こ
と
は
い
つ
も
問
題
が
多
い
も
の

で
あ
る
が
、
号
騨
日
呂
ぐ
の
目
の
冨
日
○
ｓ
亘
の
日
と
８
口
里
昌
呂
ぐ
①
日
①
国
１

日
。
Ｓ
亘
“
日
を
そ
れ
ぞ
れ
崩
形
変
態
と
成
形
変
態
に
訳
し
た
も
の
な
ど
は

苦
心
の
名
訳
で
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
ざ
○
ｍ
①
ｍ
ｐ
Ｏ
葛
閏
巴
色
胃
席
を
新
雪
な
だ
れ
、
匙
号
豊
匙
四
口
号
①

を
板
状
な
だ
れ
と
訳
し
て
い
る
の
は
、
従
来
の
日
本
で
の
用
例
か
ら
見
て

混
乱
の
種
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
ざ
○
叩
①
の
口
○
葛
豊
巴
四
月
胃
は
新
雪
の

場
合
に
限
ら
ず
、
各
種
の
旧
雪
の
場
合
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
の
一
号

“
ぐ
巴
四
口
目
①
の
う
ち
軟
雪
に
よ
る
も
の
は
、
従
来
わ
れ
わ
れ
は
新
雪
な
だ

れ
と
呼
ん
で
来
た
し
、
板
状
な
だ
れ
と
い
え
ば
堅
雪
の
堅
号
四
ぐ
巴
餌
ロ
ｇ
の

に
限
る
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
。
そ
う
し
た
点
か
ら
見
る
と
、
日
本
雪

氷
学
会
の
分
類
に
よ
る
点
発
生
な
だ
れ
、
面
発
生
な
だ
れ
と
い
う
用
語
が

深
田
久
弥
さ
ん
が
茅
ヶ
岳
で
突
然
な
く
な
っ
た
の
が
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
年
）
三
月
二
十
一
日
、
そ
れ
か
ら
満
三
年
後
の
四
十
九
年
の
三

月
二
十
一
日
に
本
全
集
の
第
一
回
の
発
行
が
な
さ
れ
、
以
後
毎
月
刊
で
、

か
な
り
普
及
し
た
今
日
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

も
考
え
る
。

な
だ
れ
の
分
類
や
名
称
に
つ
い
て
は
従
来
用
い
ら
れ
て
来
た
も
の
が
数

多
く
、
し
か
も
厳
密
な
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
議
論

す
る
に
際
し
て
多
く
の
混
乱
を
生
じ
て
来
た
。
日
本
雪
氷
学
会
の
分
類
に

つ
い
て
見
て
も
、
実
証
主
義
に
則
り
、
厳
密
を
旨
と
し
て
い
る
が
、
奇
妙

な
こ
と
に
は
、
な
だ
れ
そ
の
も
の
の
定
義
が
行
わ
れ
て
い
な
い
し
、
遭
難

予
防
の
見
地
か
ら
は
、
あ
ま
り
に
も
大
雑
把
で
不
便
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
見
て
、
訳
語
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
前
記
し
た
以
外
の
用
語

に
つ
い
て
も
一
考
を
煩
わ
し
た
い
と
希
望
す
る
。
（
金
坂
一
郎
）

深
田
久
彌
・
山
の
文
学
全
集
全
土
一
巻

〔
監
修
〕
小
林
秀
雄
井
上
靖
三
田
幸

夫
今
西
錦
司
〔
編
集
委
員
〕
近
藤
信
行

中
馬
敏
隆
四
六
判
平
均
四
七
○
ペ
ー
ジ

各
巻
に
付
録
月
報
付
一
九
七
四
年
三
月

’
一
九
七
五
年
二
月
朝
日
新
聞
社
刊

定
価
各
巻
一
八
○
○
円
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今
年
五
十
年
の
二
月
に
完
結
し
た
。

《
こ
の
全
集
は
、
現
在
ま
で
に
探
す
こ
と
の
で
き
た
著
者
の
全
作
品
の
中

か
ら
、
小
説
・
文
芸
評
論
の
類
を
除
き
、
主
と
し
て
「
山
」
に
関
係
を
持

っ
た
す
べ
て
の
文
章
を
対
象
と
し
て
検
討
し
、
全
十
二
巻
に
編
集
さ
れ

た
。
作
品
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
か
ら
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七

一
年
）
の
四
十
五
年
間
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
》
（
第
一
巻
解
題
中

馬
敏
隆
）
と
あ
る
が
、
八
ボ
ー
段
組
み
、
各
巻
五
○
○
ペ
ー
ジ
に
近
い
本

が
十
二
冊
並
ん
で
み
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
著
者
の
「
山
」
に
対
す
る
熱
情

に
心
打
た
れ
る
ほ
か
は
な
い
。
先
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
大
島
亮
吉
全
集
』

（
全
五
巻
一
九
六
九
１
一
九
七
○
年
あ
か
ね
耆
房
）
が
あ
る
に
し
て
も
、
こ

う
し
た
個
人
の
「
山
」
の
著
作
が
十
二
巻
に
も
の
ぼ
る
全
集
と
し
て
上
梓

さ
れ
た
例
は
、
ほ
か
に
は
類
を
み
な
い
。
日
本
ば
か
り
で
な
く
、
欧
米
諸

国
に
お
い
て
も
そ
の
例
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

全
十
二
巻
の
う
ち
、
第
一
巻
’
第
五
巻
が
日
本
の
山
、
第
六
巻
’
第
九

巻
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
第
十
巻
’
第
十
一
巻
が
中
央
ア
ジ
ア
を
対
象
と
し
た
著

作
と
な
り
、
さ
ら
に
第
十
二
巻
に
身
辺
随
想
、
年
譜
な
ど
が
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
。
以
下
、
各
巻
の
内
容
の
大
要
を
紹
介
し
て
お
く
（
巻
数
の
下
は

表
題
）
。

第
一
巻
・
わ
が
山
山
「
わ
が
山
山
』
『
山
岳
展
望
』
『
山
の
幸
』
。

第
二
巻
・
山
頂
山
麓
『
山
頂
山
麓
』
『
を
ち
こ
ち
の
山
』
他
に
単
行
書

未
収
録
作
品
二
十
二
編
を
「
山
岳
雑
記
帳
」
の
題
名
の
も
と
に
収
載
。

第
三
巻
・
わ
が
愛
す
る
山
々
『
わ
が
愛
す
る
山
々
』
と
『
山
さ
ま
ざ
ま
』

『
山
が
あ
る
か
ら
』
の
大
部
分
。

第
四
巻
・
満
栖
な
る
自
然
『
山
岳
遍
歴
』
『
満
栖
な
る
自
然
』
『
山
頂
の

憩
と
、
他
に
単
行
耆
未
収
録
作
品
三
十
四
編
を
「
山
の
愉
し
み
」
「
山

の
風
物
誌
」
「
回
想
の
山
旅
」
の
題
名
の
も
と
に
収
載
。

第
五
巻
・
日
本
百
名
山
『
日
本
百
名
山
』
、
他
に
『
山
岳
遍
歴
』
の
一

部
と
単
行
耆
未
収
録
作
品
十
六
編
、
さ
ら
に
書
評
三
十
一
編
と
映
画
評

七
編
を
「
山
に
よ
せ
て
」
「
山
の
本
と
映
画
」
の
題
名
の
も
と
に
収
載
。

第
六
巻
・
雲
の
上
の
道
『
雲
の
上
の
道
ｌ
わ
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
紀
行
』
『
ヒ

マ
ラ
ャ
ー
山
と
人
』
の
大
部
分
、
他
に
『
山
が
あ
る
か
ら
』
な
ど
か

ら
の
五
編
と
単
行
耆
未
収
録
作
品
十
四
編
を
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
随
想
」
の
題

名
の
も
と
に
収
載
。

第
七
巻
’
第
九
巻
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
（
上
）
（
中
）
（
下
）
『
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
高
峰
』
（
雪
華
社
）
第
一
巻
’
第
五
巻
か
ら
「
後
記
」
を
含
め
て
六

十
六
編
、
『
岳
人
』
一
九
六
一
年
十
月
号
’
一
九
六
八
年
十
二
月
号

（
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
」
三
四
’
一
○
二
）
の
八
十
七
縮
、
『
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
筆
史
第
二
版
』
（
岩
波
書
店
）
か
ら
の
四
編
。

第
十
巻
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
』
、
他
に
『
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
』
の
大
部
分
、
さ
ら
に
単
行
耆
未
収
録
作
品
を
「
続
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
ー
ラ
サ
ヘ
の
道
」
の
題
名
の
も
と
に
収
載
。

第
十
一
巻
・
中
央
ア
ジ
ア
探
検
史
『
中
央
ア
ジ
ア
探
検
史
』
、
他
に
「
ス

ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
」
「
西
域
の
探
検
家
」
の
題
名
の
も
と
に
『
ヘ
デ
ィ

ン
中
央
ア
ジ
ア
探
検
紀
行
全
集
』
の
「
解
説
」
と
『
西
域
探
検
紀
行
全

集
』
の
「
解
説
」
な
ど
か
ら
収
載
。

第
十
二
巻
・
九
山
山
房
夜
話
『
岳
人
』
一
九
六
九
年
一
月
号
’
十
二
月

号
に
連
載
さ
れ
た
「
九
山
山
房
夜
話
」
を
中
心
に
し
て
単
行
耆
未
収
録

作
品
な
ど
五
編
、
『
き
た
ぐ
に
』
の
大
部
分
、
「
わ
が
文
学
生
活
」
（
八
文
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図書紹介

深
田
久
弥
は
、
今
な
お
、
多
く
の
人
々
に
敬
愛
さ
れ
て
い
る
。
す
ぐ
れ

た
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
ー
と
し
て
、
独
自
の
風
格
を
持
つ
イ
ル
ミ
ネ
ィ
テ
ィ
ン

グ
な
山
の
文
学
を
生
み
だ
し
た
作
家
と
し
て
、
ま
た
、
そ
の
人
柄
を
も
っ

て
、
私
た
ち
の
心
の
な
か
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
作
品
を
身
辺
近
く
に
．

お
き
、
常
時
そ
れ
に
親
し
み
た
い
と
願
っ
て
い
る
人
も
け
っ
し
て
少
な
く

は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
初
期
の
作
品
、
こ
と
に
第
二
次
大
戦
以
前
の
も
の

は
、
今
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
最
初
の

「
山
」
の
著
耆
『
わ
が
山
山
』
が
発
行
さ
れ
た
の
は
一
九
三
四
年
で
あ
り
、

す
で
に
四
十
年
余
の
歳
月
が
た
っ
て
い
る
。
戦
後
発
行
の
単
行
書
に
し
た

と
こ
ろ
で
入
手
し
が
た
い
も
の
も
幾
冊
か
あ
る
。
こ
う
し
た
折
、
こ
の
全

集
が
企
画
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
あ
る
こ
と
と
い
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
つ
ね
に
日
本
の
山
々
を
か
た
わ
ら
に
し
な
が
ら
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
著
者
の
軌
跡
が
あ
ま
さ
ず
に

も
ら
れ
て
い
る
の
が
、
こ
の
全
集
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
単
行
書
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
の
数
々
、
諏

訪
多
栄
蔵
氏
宛
の
書
簡
（
一
九
五
三
年
三
月
六
日
か
ら
一
九
七
一
年
三
月

七
日
発
信
の
著
者
が
な
く
な
る
二
週
間
前
ま
で
の
百
一
通
）
が
収
載
さ
れ

て
い
る
の
も
、
全
集
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

深
田
久
弥
を
、
単
に
山
の
紀
行
・
随
想
を
害
き
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
中
央
ア

ジ
ア
の
研
究
を
発
表
し
た
著
述
家
と
と
ら
え
る
の
は
、
大
き
な
誤
ま
り
で

学
的
半
自
叙
伝
Ｖ
十
一
編
、
八
同
時
代
の
人
と
作
品
Ｖ
七
編
）
、
「
書
簡

抄
ｌ
諏
訪
多
栄
蔵
宛
」
を
収
載
．
さ
ら
に
「
深
田
久
彌
・
年
譜
」
（
堀

込
静
香
編
）
と
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
」
索
引
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
。
現
在
の
若
い
人
の
な
か
に
は
、
そ
の
よ
う
な
狭
い
角
度
か
ら
し
か

著
者
を
と
ら
え
て
い
な
い
人
も
あ
る
が
、
こ
の
全
集
を
求
め
た
場
合
に
は
、

第
十
二
巻
を
最
初
に
開
い
て
み
る
こ
と
を
す
す
め
た
い
。
と
く
に
「
き
た

ぐ
に
」
「
わ
が
文
学
生
活
」
の
二
章
で
あ
る
。

「
深
田
久
弥
の
全
体
像
を
八
山
ｖ
だ
け
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
は
早

計
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
文
学
者
で
あ
っ
た
。

彼
は
小
説
を
書
き
、
批
評
を
書
き
、
詩
を
つ
く
り
、
そ
し
て
八
山
ｖ
を
描

い
た
。
．
：
：
・
八
山
ｖ
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
も
の
を
描
い
た
文
章
に
ゆ
た
か

な
描
写
力
と
深
い
洞
察
力
が
あ
っ
た
の
は
、
彼
に
文
学
者
の
魂
が
そ
な
わ

っ
て
い
た
か
ら
だ
」
（
第
十
二
巻
「
深
田
久
彌
・
人
と
作
品
」
近
藤
信
行
）
と
あ

る
が
、
そ
の
文
学
者
と
し
て
の
深
田
久
弥
を
知
る
こ
と
が
、
こ
の
全
集
を

ひ
も
ど
く
う
え
で
、
な
に
よ
り
も
重
要
な
前
提
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

本
全
集
に
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
本
会
常
務
理
事
の
近
藤
信
行
氏
が

「
深
田
久
彌
・
人
と
作
品
」
を
、
ま
た
千
葉
大
学
助
教
授
で
深
田
久
弥
の

書
誌
研
究
家
で
あ
る
中
馬
敏
隆
氏
が
「
解
題
」
を
書
き
、
第
十
二
巻
に
は

千
葉
大
学
図
書
館
司
書
で
や
は
り
深
田
久
弥
の
書
誌
研
究
で
知
ら
れ
る
堀

込
静
香
氏
の
編
に
な
る
「
深
田
久
彌
・
年
譜
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
た
い
へ
ん
な
労
作
で
あ
り
、
一
般
の
読
者
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の

深
田
久
弥
研
究
を
こ
こ
ろ
ざ
す
も
の
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ

と
は
疑
い
な
い
・

近
藤
氏
の
叩
深
田
久
彌
・
人
と
作
品
」
は
合
計
二
六
○
枚
に
も
お
よ
ぶ

評
伝
で
あ
る
。
そ
し
て
近
代
登
山
史
の
中
で
の
著
者
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
文
学
的
生
涯
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
と
ら
え
て

い
る
。
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中
馬
敏
隆
氏
の
「
解
題
」
、
堀
込
静
香
氏
編
の
「
深
田
久
彌
・
年
譜
」

は
驚
く
ほ
ど
の
詳
細
な
研
究
で
あ
る
。
底
本
の
吟
味
、
初
出
の
探
査
、
表

記
の
統
一
、
校
訂
な
ど
に
多
大
の
努
力
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
作
品
に
書

か
れ
た
地
図
に
も
と
づ
い
て
の
記
述
に
対
し
て
は
現
行
の
地
図
と
照
合

し
、
さ
ら
に
現
地
に
間
合
せ
る
な
ど
の
手
数
を
踏
ん
で
、
そ
の
時
代
に
よ

る
差
違
な
ど
も
発
見
し
記
し
て
い
る
。
著
者
の
錯
覚
に
よ
る
地
名
の
誤
記

な
ど
も
も
ち
ろ
ん
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
「
年
譜
」
は
、
著
者
の
生
活
伝
記

事
項
、
山
行
歴
、
山
に
関
す
る
作
品
目
録
を
三
本
の
柱
に
し
て
、
六
七
。
ヘ

ー
ジ
に
も
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
全
集
は
広
く
好
評
を
え
て
む
か
え

ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
入
念
な
評
伝
・
研
究
が
つ
け

加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
理
由
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

願
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
私
感
に
よ
る
蛇
足
を
二
つ
三
つ
・
造
本
は
あ
ま
り
感
心
で
き

な
い
。
せ
め
て
表
紙
に
布
ク
ロ
ー
ス
が
使
っ
て
あ
っ
た
ら
と
お
し
ま
れ

る
。
紙
だ
と
表
紙
の
つ
け
ね
が
痛
み
や
す
い
・
箱
に
蓋
を
つ
け
た
の
は
よ

い
が
、
段
ボ
ー
ル
様
の
材
質
な
の
で
、
蓋
を
開
閉
す
る
時
に
爪
で
傷
を
つ

け
、
穴
を
あ
け
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
第
十
二
巻
に
、
第
七
巻
’
第
九
・

巻
収
載
の
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
」
索
引
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
九

巻
に
収
載
し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
付
録
月
報
理

に
、
全
集
の
別
巻
と
し
て
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
」
全
座
を
収
録
す
る
写
真

集
を
準
備
中
と
予
告
さ
れ
て
い
る
が
、
一
日
も
早
く
手
に
し
た
い
も
の
と

な
お
、
去
年
の
早
春
、
本
全
集
の
紀
行
の
中
に
不
二
さ
ん
、
茂
知
さ
ん

と
し
て
登
場
す
る
お
二
人
と
と
も
に
西
上
州
の
山
へ
い
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
折
、
宿
の
一
夜
の
話
題
に
こ
の
全
集
の
こ
と
が
で
た
。
そ
し
て

不
二
さ
ん
が
し
み
じ
み
と
い
わ
れ
る
に
は
「
深
田
も
全
集
な
ん
か
で
き
な

く
て
も
よ
い
か
ら
、
今
こ
こ
に
い
っ
し
ょ
に
山
に
き
て
れ
ば
よ
か
っ
た
の

に
」
。
私
は
、
そ
れ
を
耳
に
し
た
時
、
「
本
当
に
そ
う
で
す
」
と
い
う
よ
り

も
先
に
、
思
わ
ず
鼻
が
つ
ん
と
す
る
の
を
感
じ
た
。

（
横
山
厚
夫
）
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会務報告

◇
七
月
理
事
会
七
月
六
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
今
西
、
中
屋
、
織
内
、
伊
倉
、
板
倉
、
春
田
、
宮
下
、
須
田
、
浜
口
、

帰
山
、
今
成
、
田
村
、
望
月
、
佐
藤
、
山
崎

▽
議
事
・
報
告

一
、
理
事
会
の
開
催
日
、
記
録
配
布
の
件

二
、
海
外
登
山
（
専
大
山
岳
部
Ｉ
七
五
年
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
）
推
薦
の
件

三
、
山
岳
研
究
所
募
金
の
件

四
、
ル
ー
ム
経
費
の
件

五
、
委
員
会
組
織
状
況
報
告
の
件

六
、
現
地
支
部
長
会
議
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
九
・
三
四
○
号
参
照
）

◇
九
月
理
事
会
九
月
十
八
日
（
火
）
世
田
谷
区
青
年
の
家

出
席
者
今
西
、
織
内
、
板
倉
、
浜
口
、
帰
山
、
宮
下
、
浜
野
、
山
本
、
神
崎

今
成
、
須
田
、
田
村
、
松
丸
、
山
崎
、
金
坂

▽
議
事
・
報
告

一
、
松
方
三
郎
氏
葬
儀
・
香
典
の
件

二
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

三
、
ネ
パ
ー
ル
駐
在
大
使
歓
送
迎
会
の
件

四
、
図
書
交
換
会
の
件

五
、
十
月
理
事
会
・
評
議
員
会
の
件

会
務
報
告

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
七
月
、
Ｉ
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
六
月

（
詳
細
は
「
山
」
三
四
一
号
参
照
）

◇
十
月
理
事
会
十
月
五
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
中
屋
、
織
内
、
板
倉
、
近
藤
、
春
田
、
宮
下
、
神
崎
、
須
田
、
山
本
、

丹
部
、
田
村
、
帰
山
、
望
月
、
山
崎

▽
議
事
・
報
告

一
、
松
方
三
郎
名
誉
会
員
追
悼
会
の
件

二
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
開
所
式
の
件

三
、
年
次
晩
餐
会
の
件

四
、
会
報
遅
延
の
件

五
、
高
所
登
山
研
究
会
の
件

六
、
集
会
・
図
書
委
員
会
報
告
の
件

七
、
海
外
連
絡
委
員
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
四
二
号
参
照
）

◇
十
一
月
理
事
会
十
一
月
二
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
中
屋
、
織
内
、
伊
倉
、
板
倉
、
春
田
、
宮
下
、
原
、
近
藤
、
須
田
、
神

崎
、
望
月
、
金
坂
、
山
崎

マ
議
事
・
報
告

一
、
エ
？
ヘ
レ
ス
ト
女
子
登
山
隊
の
件

二
、
名
誉
会
員
・
顧
問
の
件

三
、
会
報
の
件

四
、
書
評
委
員
会
の
件

五
、
松
方
氏
事
後
報
告
の
件

六
、
自
然
保
護
の
件

七
、
高
所
登
山
研
究
会
の
件

八
、
山
岳
研
究
所
の
件

九
、
集
会
委
員
会
報
告
の
件
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十
、
海
外
連
絡
委
員
会
報
告
の
件

十
一
、
図
耆
委
員
会
報
告
の
件

十
二
、
「
山
岳
」
進
行
状
況
報
告
の
件

十
三
、
学
生
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
件

十
四
、
登
山
用
具
安
全
検
定
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
四
二
号
参
照
）

◇
十
二
月
理
事
会
十
二
月
七
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
織
内
、
板
倉
、
伊
倉
、
近
藤
、
春
田
、
神
崎
、
松
丸
、
須
田
、
大
倉
、

山
本
、
丹
部
、
田
村
、
帰
山
、
浜
口
、
山
崎

▽
議
事
・
報
告

一
、
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
授
賞
候
補
推
薦
の
件

二
、
明
大
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ｖ
峰
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

三
、
昭
和
四
十
九
年
度
事
業
予
算
の
件

四
、
会
員
章
の
取
扱
い
の
件

五
、
ル
ー
ム
使
用
時
間
の
件

六
、
理
事
代
行
の
件

七
、
「
近
代
登
山
の
先
駆
者
た
ち
」
展
（
烏
水
・
理
太
郎
・
金
次
郎
生
誕
百
年
記

念
）
の
件

八
、
年
次
晩
餐
会
の
件

九
、
支
部
運
営
費
補
助
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
四
三
号
参
照
）

◇
一
月
理
事
会
一
月
十
一
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
今
西
、
中
屋
、
板
倉
、
伊
倉
、
近
藤
、
春
田
、
宮
下
、
浜
野
、
神
崎
、

松
丸
、
大
倉
、
山
本
、
田
村
、
浜
口
、
望
月
、
山
崎
、
金
坂
、
小
倉

▽
議
事
・
報
告

一
、
四
十
九
年
度
事
業
予
算
の
件

二
、
四
十
九
年
度
通
常
会
員
総
会
の
件

三
、
今
成
、
須
田
両
理
事
辞
任
に
と
も
な
い
候
補
者
選
考
の
件

四
、
「
近
代
登
山
の
先
駆
者
た
ち
」
烏
水
・
理
太
郎
・
金
次
郎
生
誕
百
年
記
念
展

報
告
の
件

五
、
会
報
発
行
状
況
報
告
の
件

六
、
「
山
岳
」
六
十
七
年
発
行
の
件

七
、
四
十
九
年
版
山
日
記
発
行
の
件

八
、
四
十
八
年
度
財
務
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
四
四
号
参
照
）

◇
二
月
理
事
会
二
月
一
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
今
西
、
織
内
、
板
倉
、
伊
倉
、
浜
野
、
神
崎
、
松
丸
、
大
倉
、
山
本
、

丹
部
、
田
村
、
帰
山
、
浜
口
、
望
月
、
山
崎
、
金
坂

▽
議
事
・
報
告

一
、
四
十
九
年
度
通
常
会
員
総
会
の
件

二
、
農
工
大
山
岳
部
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅱ
峰
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

三
、
四
十
九
年
度
委
員
会
事
業
予
算
の
件

四
、
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
授
賞
決
定
報
告
の
件

五
、
各
委
員
会
報
告
の
件
、
そ
の
他

（
詳
細
「
山
」
三
四
五
号
参
照
）

◇
三
月
理
事
会
三
月
一
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
織
内
、
板
倉
、
伊
倉
、
春
田
、
浜
野
、
原
、
山
本
、
丹
部
、
田
村
、
山

崎
、
金
坂

▽
議
事
・
報
告

一
、
立
大
ア
ン
ナ
。
フ
ル
ナ
Ⅱ
峰
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

二
、
四
十
九
年
度
除
籍
の
件

三
、
山
研
利
用
規
定
、
管
理
規
定
制
定
の
件
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会務報告

四
零
総
会
開
催
日
変
更
の
件
、
そ
の
他

（
詳
細
「
山
」
三
四
六
号
参
照
）

◇
三
月
臨
時
理
事
会
三
月
二
十
二
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
今
西
、
中
屋
、
板
倉
、
伊
倉
、
春
田
、
宮
下
、
丹
部
、
帰
山
、
今
井
、

望
月
、
山
崎
、
金
坂
、
高
遠
、
小
倉

▽
議
事
・
報
告

一
、
四
十
九
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
の
件

二
、
監
事
任
期
満
了
に
つ
き
候
補
者
推
薦
の
件

（
詳
細
「
山
」
三
四
七
号
参
照
）

◇
四
月
理
事
会
四
月
十
五
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
織
内
、
板
倉
、
伊
倉
、
近
藤
、
春
田
、
宮
下
、
松
丸
、
丹
部
、
田
村
、

帰
山
、
村
尾
、
今
井
、
山
崎
、
高
遠

▽
議
事
・
報
告

一
、
四
十
八
年
度
収
支
決
算
の
件

二
、
四
十
九
年
度
収
支
予
算
案
修
正
の
件

三
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
給
水
施
設
に
必
要
な
水
路
敷
使
用
許
可
申
請
の
件

四
、
山
岳
出
版
の
件

五
、
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
四
八
号
参
照
）

◇
昭
和
四
十
九
年
度
通
常
会
員
総
会
四
月
二
十
二
日
（
月
）
赤
坂
Ｏ
・
Ａ
・
Ｇ
会
館

出
席
者
今
西
会
長
以
下
九
十
名
（
委
任
状
一
、
○
四
四
通
）

▽
総
会
次
第

一
、
会
長
挨
拶
今
西
錦
司

二
、
会
務
報
告
今
西
錦
司

三
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷

四
、
昭
和
四
十
八
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
、
財
産
目
録
報
告

板
倉
勝
正

伊
倉
剛
三

五
、
監
査
報
告
（
右
承
認
）

六
、
昭
和
四
十
九
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案
の
件
板
倉
勝
正

伊
倉
剛
三

（
右
、
原
案
ど
お
り
承
認
）

七
、
今
井
雄
二
、
村
尾
金
二
両
監
事
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
次
期
監
事
の
選
任

の
件

（
再
任
が
提
案
、
全
会
一
致
承
認
）

八
、
昭
和
四
十
九
年
度
除
籍
者
の
件

九
、
支
部
報
告

北
海
通
（
伊
藤
）
、
岩
手
（
笠
原
）
、
秋
田
（
柴
田
）
、
宮
城
（
伊
達
）
、
越
後

（
藤
島
）
、
信
濃
（
蒲
生
代
理
）
、
山
梨
（
大
沢
）
、
静
岡
（
山
本
）
、
岐
阜
（
藤

井
代
理
）
、
富
山
（
中
田
）
、
関
西
（
今
西
寿
）
、
東
九
州
（
木
本
代
理
）

十
、
連
峰
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
反
対
運
動
の
件
渡
辺
公
平

十
一
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
現
況
報
告
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
三
四
八
号
参
照
）

◇
五
月
理
事
会
五
月
十
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
織
内
、
板
倉
、
伊
倉
、
近
藤
、
春
田
、
宮
下
、
浜
野
、
神
崎
、
松
丸
、

原
、
山
本
、
田
村
、
浜
口
、
望
月
、
山
崎
、
金
坂
、
高
遠
、
三
枝

▽
議
事
・
報
告

一
、
信
濃
支
部
規
約
改
正
承
認
の
件

二
、
四
十
九
年
度
年
次
晩
餐
会
の
件

三
、
担
当
理
事
選
任
の
件

四
、
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
組
織
の
件

五
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
、
尾
崎
喜
八
氏
追
悼
会
の
件
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六
、
集
会
委
員
会
四
十
九
年
度
予
定
報
告
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
三
四
九
号
参
照
）

◇
六
月
理
事
会
六
月
七
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
今
西
、
織
内
、
板
倉
、
伊
倉
、
近
藤
、
春
田
、
宮
下
、
松
丸
、
大
倉
、

山
本
、
浜
口
、
金
坂
二
重
唾
、
三
枝

豆
議
事
・
報
告

一
、
上
高
地
山
研
建
物
敷
使
用
期
間
更
新
の
件

二
、
山
研
管
理
人
選
任
の
件

三
、
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
登
山
計
画
の
件

四
、
神
谷
名
誉
会
員
御
逝
去
報
告
の
件

五
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
、
尾
崎
喜
八
氏
追
悼
会
報
告
の
件

六
、
会
費
納
入
状
況
報
告
の
件

七
、
各
委
員
会
報
告
（
山
岳
、
山
日
記
、
図
書
、
医
療
、
自
然
保
護
、
青
年
懇
談

会
、
指
導
委
員
会
）

（
詳
細
は
「
山
」
三
五
○
号
参
照
）

◇
小
集
会

▽
第
二
九
七
回
昭
和
四
十
八
年
七
月
九
日
（
月
）
日
仏
会
館

映
画
会
「
ア
ル
プ
ス
は
招
く
」
「
シ
ャ
モ
’
－
－
の
針
峯
群
」

▽
第
二
九
八
回
昭
和
四
十
八
年
七
月
二
○
日
（
金
）
ル
ー
ム

信
濃
支
部
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
遠
征
報
告
会
松
永
敏
郎
氏

▽
第
二
九
九
回
昭
和
四
十
八
年
七
月
二
十
一
日
（
土
）
ル
ー
ム

中
央
大
学
ア
ピ
遠
征
報
告
会
と
エ
や
ヘ
レ
ス
ト
会
議
報
告
会

市
川
邦
治
・
丹
部
節
雄
氏

▽
第
三
○
○
回
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
日
１
二
十
一
日
箱
根
湖
尻
キ
ャ
ン
プ

場
現
地
小
集
会

▽
第
三
○
一
回
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
五
日
（
木
）
ル
ー
ム

映
画
と
講
演
会
デ
ン
マ
ー
ク
山
岳
会
ハ
ー
リ
・
ヴ
ェ
ド
ー
氏

▽
第
三
○
二
回
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
十
五
日
（
木
）
岸
記
念
体
育
館

雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
第
三
○
三
回
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
二
十
日
（
木
）
ル
ー
ム

忘
年
会
（
詳
細
は
「
山
」
三
四
三
号
参
照
）

▽
第
三
○
四
回
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
三
日
（
日
）
１
十
五
日
（
火
）
八
方
尾
根

中
大
山
荘

ス
キ
ー
懇
親
会

▽
第
三
○
五
回
昭
和
四
十
九
年
二
月
二
十
日
（
水
）
ル
ー
ム

立
教
大
学
カ
ン
バ
チ
ェ
ン
遠
征
報
告
大
倉
昌
身
氏

▽
第
三
○
六
回
昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
日
（
月
）
ル
ー
ム

北
里
大
学
カ
ン
ジ
ロ
バ
登
山
報
告
河
村
栄
二
氏

▽
第
三
○
七
回
昭
和
四
十
九
年
六
月
九
日
（
日
）
中
部
地
区
支
部
懇
談
会

▽
第
三
○
八
回
昭
和
四
十
九
年
六
月
二
十
日
（
木
）
岸
記
念
体
育
館

日
本
モ
ヘ
レ
ス
ト
登
山
隊
一
九
七
三
南
壁
登
肇
報
告
湯
浅
道
男
氏

◇
主
な
る
行
事
お
よ
び
集
会

▽
穂
高
洞
沢
合
宿
（
青
年
懇
談
会
主
催
）

昭
和
四
十
八
年
八
月
十
五
日
１
二
十
六
日

▽
第
一
回
高
所
登
山
委
員
会

昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）
ｊ
二
十
三
日
（
日
）
上
高
地
出
席
者

十
七
名
。
「
山
」
三
四
三
号
参
照
。
高
所
登
山
委
員
会
に
つ
い
て
は
こ
の
ほ
か
「
山
」

三
四
五
、
三
四
七
、
三
五
二
号
参
照
の
こ
と
。

▽
上
高
地
山
岳
研
究
所
竣
工
式

昭
和
四
十
八
年
十
月
八
日
（
月
）
「
山
」
三
四
二
号
参
照
。
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会務報告

▽
第
六
回
山
岳
図
書
交
換
会
（
図
書
委
員
会
主
催
）

昭
和
四
十
八
年
十
月
十
三
日
（
土
）
ル
ー
ム
「
山
」
三
四
二
号
参
照
。

▽
第
十
六
回
も
み
じ
会
（
静
岡
支
部
主
催
）

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
三
日
（
土
）
１
四
日
（
日
）
東
海
自
然
歩
道
と
禅
寺

泊
、
大
日
山
金
剛
山
「
山
」
三
四
三
号
参
照
。

▽
昭
和
四
十
八
年
度
年
次
晩
餐
会

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
一
日
（
土
）
ホ
テ
ル
・
’
三
－
ジ
ャ
パ
ン
出
席
者
二

二
五
名
。
「
山
」
三
四
三
号
参
照
。

▽
第
十
二
回
「
こ
の
一
本
展
」
（
松
方
三
郎
著
作
展
）

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
一
日
ホ
テ
ル
・
｝
豆
－
ジ
ャ
パ
ン
「
山
」
三
四
六
、

三
四
七
号
参
照
。

▽
「
近
代
登
山
の
先
駆
者
た
ち
」
展
（
小
島
烏
水
・
木
暮
理
太
郎
・
岡
野
金
次
郎
生

誕
一
○
○
年
記
念
）

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
二
十
四
日
ｊ
二
十
九
日
日
本
橋
丸
善
三
階
催
場
「
山
」

三
四
二
、
三
四
四
、
三
四
五
号
参
照
。

▽
今
西
錦
司
会
長
を
囲
ん
で
（
婦
人
懇
談
会
主
催
）

昭
和
四
十
九
年
一
月
十
七
日
（
木
）
ル
ー
ム
出
席
者
二
○
名
。

▽
第
五
回
山
岳
図
書
を
語
る
夕
べ
（
図
書
委
員
会
主
催
）

昭
和
四
十
九
年
二
月
二
十
七
日
（
水
）
ル
ー
ム

講
師
島
田
巽
氏
。
出
席
者
二
十
九
名
。
「
山
」
三
四
七
号
参
照
。

▽
第
十
回
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
授
賞
式
（
北
海
道
大
学
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
質

研
究
会
の
「
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
地
質
研
究
」
に
対
し
）

昭
和
四
十
九
年
三
月
五
日
（
火
）
東
京
銀
行
ク
ラ
ブ
「
山
」
三
四
六
号
参
照
。

▽
第
二
回
山
岳
史
懇
談
会
（
図
書
委
員
会
主
催
）

昭
和
四
十
九
年
三
月
十
三
日
（
水
）
ル
ー
ム
。
高
旅
行
部
の
足
跡
」
講
師

日
高
信
六
郎
・
大
木
操
・
中
塚
癸
己
男
氏
。
出
席
者
四
十
名
。
「
山
」
三
五
○

号
参
照
。

▽
名
誉
会
員
・
松
方
三
郎
氏
追
悼
会

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
十
二
日
（
月
）
Ｏ
Ａ
Ｇ
会
館
槇
有
恒
、
藤
島
敏
男
、

加
藤
泰
安
三
氏
に
よ
る
追
悼
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
出
席
者
一
三
九
名
。
「
山
」

三
四
八
号
参
照
。

▽
第
十
四
回
登
山
技
術
講
習
会
（
指
導
委
員
会
主
催
）

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
七
日
（
金
）
’
十
九
日
（
日
）
上
越
谷
川
岳
参
加
者

二
十
一
名
。
「
山
」
三
五
一
号
参
照
。

▽
第
十
二
回
木
暮
理
太
郎
翁
碑
前
懇
親
会
（
山
梨
支
部
主
催
）

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
八
日
（
土
）
’
十
九
日
（
日
）
金
山
平
参
加
者
二
二

名
。
「
山
」
三
五
二
号
参
照
。

マ
第
二
十
八
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
（
尾
崎
喜
八
氏
追
慕
の
集
い
）
（
信
濃
支
部
主
催
）

昭
和
四
十
九
年
六
月
二
日
上
高
地
「
山
」
三
四
九
号
参
照
。

▽
上
高
地
山
岳
研
究
所
オ
ー
プ
ン

昭
和
四
十
九
年
六
月
十
日
「
山
」
三
四
七
号
参
照
。

◇
海
外
登
山
界
と
の
交
流

▽
本
年
度
は
三
十
カ
国
六
十
五
団
体
と
情
報
お
よ
び
機
関
誌
の
交
換
を
お
こ
な
っ

た
。

▽
「
青
年
登
山
家
の
た
め
の
国
際
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
。
ブ
」
に
藤
井
洋
、
田

和
芳
郎
、
近
藤
憲
司
会
員
が
参
加
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
日
’
九
日
、
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
共
和
国
ク
リ
ミ
ア
地
方
）
。
（
詳
細
は
「
山
」
三
四
六
、
三
四
七
号
参
照
）
。

▽
イ
ラ
ン
山
岳
会
長
Ｍ
・
サ
デ
ギ
ア
ン
氏
が
世
界
地
図
学
会
出
席
の
た
め
来
日
、
昭

和
四
十
八
年
十
月
十
二
日
（
金
）
吉
沢
一
郎
会
員
他
の
案
内
で
富
士
登
山
。
翌
十

三
日
（
土
）
ル
ー
ム
へ
来
室
。
（
詳
細
は
「
山
」
三
四
二
号
参
照
）
。

▽
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
（
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
連
合
）
一
九
七
三
年
度
総
会
に
田
村
俊
介
、
鈴
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木
郭
之
会
員
が
出
席
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
三
日
i
二
十
九
日、

ソ
連
邦
グ

ル
ジ
ア
共
和
国）。
（
詳
細
は
「
山
」

三
四
六、

三
四
七、

三
四
九、

三
五
0、
-――

五
一

号
参
照）。
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会 父カ
マ
ず
1 報 告

会

長

今
西
錦
司

副

会

長

中
屋
健
式 、
織
内
信
彦

常
務
理
事

板
倉
勝
正 、
伊
倉
剛
三 、
近
藤
信
行 、
春
田
俊
郎 、
宮
下
秀
樹 、
浜

野
吉
生 、
神
崎
忠
男

理

事

松
丸
秀
夫 、
原

真 、
大
倉
昌
身 、
山
本
良
三 、
丹
部
節
雄 、
田

村
宏
明 、
帰
山

毅 、
浜
口
欣一

、
高
遠

宏
（
代
行） 、
三
枝
礼
子

（
代
行）

監

事

村
尾
金
二 、
今
井
雄
二

常
任
評
議
員

佐
藤
テ
ル 、
望
月
達
夫 、
山
崎
安
治 、
金
坂一
郎

評

議

員

藤
島

玄 、
津
田
周
二 、
伊
藤
秀
五
郎 、
渡
辺
公
平 、
島
田

巽 、

堀
田
弥一

、
加
藤
泰
安 、
小
原
勝
郎 、
田
口
二
郎 、
今
井
田
研
二
郎 、

今
西
寿
雄 、
林

和
夫 、
中
田
消
兵
衛 、
村
山
雅
美 、
藤
井
運
平 、

大
塚
博
美

伊
藤
秀
五
郎
（
北
海
道） 、
笠
原
潤
二
郎
（
岩
手） 、
柴
田
均
二
（
秋

田） 、
後
藤
幹
次
（
山
形） 、
伊
達
篤
郎（
宮
城） 、
伊
藤
弥
十
郎（
福

島） 、
藤
島

玄
（
新
潟） 、
奥
原
教
永（
信
濃） 、
大
沢
伊
三
郎（
山

梨） 、
山
本
朋
三
郎
（
静
岡） 、
樋
口
敬
二
（
東
海） 、
松
井
辰
弥（
妓

支

部

長
一

九
七
四
年
度
役
員

阜） 、
中
田
清
兵
衛
（
宮
山） 、

小
林
雄
次
郎
（
石
川） 、

今
西
寿
雄

（
関
西） 、
織
田

収
（
山
陰） 、

末
松
大
助
（
福
岡） 、

野
口
秋
人

（
東
九
州） 、
三
谷
孝一
（
熊
本）
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MountaineeringinHimalayasCenteringonthe

ActivitiesofJapanesePartiesDuringl973-1974

byZenpeiKatayama．

Wecannotneglecttheimpactsofoilcrisisonmountaineeringduring

1973-1974.Theimpactshasmadeitdifficultforustoraiseexpeditionfunds"

andpricesofgearshavesoared,andinHimalayas, it is reilectedonthe

emPloymentofportersandSherpas.Ontheotherhand, inJapan,recreations

andsportshavebecometobearguedinthesamesphereaslabor・ Increase

ofleisuretime,developmentofcommunicationnetworksbroughtHimalayas
nearertoJapaneseclimbers.Moreover,inl973,Pakistanimountainswere

reopenedandinl974, Indiamadeherinnerlineretreatgreatly.

ToNepalHimalaya,29partiesin'71,18in'72,21in'73andin'74

wentfromabroad. Japanesepartiesoccupiedlargepartsineachyear. At

least50partieswenttoHimalayasincludinglndianandPakistanipeaks in
'74.Thisunusual number,however, doesnotshowthebarometerofthe

qualityoftheiractivities.

Giants

Everestisstillattractingclimbersintheworld･ Twobigexpeditions

challengeditin'73． Inthepre-monsoon, luxuriouslyequippedltalianparty,
64members, ledbymillionaireGydeMantienoandPieroNavamade

twoascentsbynormalrouteonsoutheastridgebysevenmembers (three

weresherpas).TheSecondRCCPartyofJapan,43members, ledbyMichio,

Yuasa,madethefirstascentinpost-monsoon. IshiguroandKatostood

onthesummit. Thepartyfailed,however, intheattackbysouthwestface_

ASpanishpartyandaFrenchpartyfailedinbothseasonsof '74.

Dhaulagiril (8167m) : AnAmericanpartymadethethirdascent

bynortheastridgeinpre、 1973.They,however,failedintheattemptby
untroddenSoutheastRidge.

Annapurnal(8091m) : Inpre.'73,JACShinanoBranchpartyattempted
bytheFrenchpartyroute. They,however,wereobligedtoabandonthe

（ 1 ）



summitjust50mbelowitbybadweather. Theylostfourmembersanda
sherpabyanavalanche.

YalungKang (8500m): KyotoUniv.partymadethefirstascent in
Pre・ '73.NihonUniv.partyinthenextyearabandonedclimbingjustbelow
thesummit. AGermanpartymadethefourtha,scentofManasulu(8156m)

byeastfaceinPre.'73． Althoughthefourth, thePartydevelopedthenew
variationroute. AJapaneseall-womanpartymadethefifthascentbyJAC

'57routeinpre. '74． ACzechslovakparty(inpre. '73bysouthwestface)

andaAustrianparty(inpre, '74bySouthFace) challengeddangerous
Makalubutfailed.

KanagawakenSangakurenmeipartyattemptedtoclimbbythesouth

faceofLhotse(8511m)inpre."3;,andanAustrianpartychallengedthere

fromBarunGlacierinpre. '74. ThelatterpartymadetheascentofShartse,

butbothfailedingettingthesummitofLhotse. ClimbofLhotsebyvaria-

tionroutesseemtobeattheopeningstage.

DhaulagiriPeaks

Sincethereopeningin'70ti11 '74, 32partiesattackedDhaulagiripeaks.

Ninepartiesgatheredtherein'73and '74respectively.UntroddenPeak

IV(7661m) especiallybecamethetargetofexpeditions. FiveJapanese

partieshadalreadyattackedthepeak,butallfailed.AnAustrianparty

:(OAV)attackedbynorthfacebutabandonedat7250mbystrongwind.A

BritishpartyinthelatteroftheyearsenttwoattackteamsfromC6(6000m)

buttheywithdrewatC8onthecolonwestridge. ABritishAirForceparty

succeededintheattemptinpre.'74.Onthewaytocarrygoodsbetween

ClandC2,however, foursherpaswereassaultedbyacrushof seracs

(threewerekilledandonewasseriouslywounded). Thepartyabandoned
intheearlystage.DhaulagirilVhasalreadykilledl2men.Dhaulagiri

III(7751m)wasconqueredbyaWestGermanpartyinpost・ '73. Dhaula-

giriVI(7268m)wasconqueredbyJapaneseOsakafuGakurenparty.Putha

Hiunchuli (7246m)wasclimbedbyYokkaichipartyinpost. '73,butlost

twomembersandasherpaatC5onOct、 14. Itissaidthatthecauseofthe

disasteranavalanchearousedbyanearthquake.

KanjirobaPeaks

KanjirobaHimalstillremainsunexploredareas.MainpeakofKanjiroba

（ 2 ）



wasconqueredbyOsakaUniv. partyin'70． Inthenextyear,Osakafu'

GakurenpartyconqueredTshoKarpoKang(6556m).NihonHimalayan

SangakuKyokaipartyenteredthere fromthewestwardof Jumlaand

wenttoeastwards・ ThepartyexploredDojamKholariverandPhungphung

KolariverlocatedonthewestofPhokusumdolake. Thepartythenattacked

KangJeralwa(6612m) throughsouthwestridgeandreachedthesummit

onApril22byKyogokuandGotoandon23rd,Hattori,Nomura,Sakamoto

andPasanNorubalsostoodonthesummit. Then,thepartyapproachedto･

theoriginofPhungphungKholaandontheirwayback,passedoverKagmaa,
La(5115m).

KitazatoUniv.partyaimedHangingGlacierPeak(6482m)butaban-
■

doneditandgotthesummitof6227mpeak.TheynameditSerkuDorma

(GoldenGoddess)． YamagataUniv.partyinpre.'74madethefirstascent

ofBhijoraHiunchuli (6386m)onApril27byMilchbergridge. Theparty

wentbacktoPokhalaviaDibricottandJangraBanshan.

JapanesepartieswereveryactiveinKanjirobasafterreopening. Some

compilingsoftheresultsoftheiractivitiesseemtobeneedednow.

AnnapurnaPeaks

SangakuDoshikaiAssociationsentapartytoAnnapurnall (7937m)

inpre. '73.Thepartyoriginallyhadaimedtoclimbbysouthface,but

changeditonthewaytonorthwestfaceroute (developedbyShinshu

Univ.partyin'71).K.KondosoloedfromC5andreachedthesummiton

May6. SagaminokaipartywhichaimedAnnapurnaSouth (7220m) by

eastridgeinpre. '73,andKoriyamaYamanokaipartywhichaimed

southwestridgeofthepeakinpre. '74, abandonedthesummit. ABritish

ArmypartymadethefirstascentofLamjungHimal (6983m) inpre.

'74bysoutheastridge・ NihonHimalayanSangakuKyokaipartymade

thesecondascentofthepeakinthelatteroftheyear. JACNaganoBranch

partywasassaultedbyasnowavalancheasaresultofunusualheavysnow

inpre. '73whenclimbingthemainpeakofAnnaPurna.UnSkilledsherPaS

inCreasedvictimR inthedisaster・ ExpeditionsofNaganoPrefecturefor

DhaulagiriVin'71,Annapurnallin'71,andGangapurnain'721ostl7

membersinHimalava.

EasternNepal
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SeijoUniv.partymadethesecondascentofJannu(7710m)inpre.'74.
RikkyoUniv.partywhichaimedKanbachen(7902m) inpost '74, aban－
donedthesummitbecauseofthedestructionofC3byaheavysnowand

dangerofavalanche.APolishparty(15members,ledbyP.Motteckey)

InadeascentofthepeakbynorthwestfaceonMay26in'74.AYugoslabian

Party｣madethesecondascentinthelatteroftheyear. ActivitiesofEast

Europeanpartieshavebecomeconspicuous inHimalayas.

Sherpalessmountaineering

Twovariationroutesweredevelopedbytwo Japanesepartiesat

Pumori (7145m). TohanClubparty, 14members, ledbyNakamura

attackedbysouthridgewithoutsherpas. Twomembersgotthesummit

onMayl・ ClubUnpoHimalayanparty,11membersledbyFujitastood

onthesummitbywestwall inpost. '74. Theyattackedfromabranch

ofChangriGlacier (threesherpassupportedthemtoCl)． Twomembers
stoodonthesummitonOct.13.Itwasthefourthascentofthepeak.These

twoexpeditions shouldbemarkedsincetheypioneerednewstyle light

expeditionofseventhousanderswithoutsherpa. Thisstyleofmountain-

eeringseemstobecomemorepopularinHimalayas.

Movements inKathmnndu

Respondingtothe increaseofdisastersof expeditionsandtreckers,

mnovementsofestablishingHRA(HimalayanRescueAssociation) emerged

amongforeignersinKathmandu,suchasthemembersofUSPeaceCorpse,

surgeonsandpilots. Beforebeginningactivities,however, theorganization

wasabsorvedinHMAandinactivenOw.

NepaleseGovernmentrevisedmountaineeringregulations@ Compensa-

tionsforaccidentsofportersandsherpaswereraisedwidelyatastroke.

Deathofsherpa,forexample,hasbecomethreetimestol50,000Rssince

'74. Therateofdeathofsherpashasbeenactuallyhigh. Afterreopening,

atleast40sherpaswerekilledinthemountaineering・ Asthepopulation

ofsherpasinKhumbuareabout3,000,theratesurpassesonepercent.On

theotherhand, superiorDarjeelingsherpascannotbeemployedbecauseof

badrelationsbetweenlndiaandNepalandalsotheoppressionsbyKhumbu

sherpas.

Thesefactorsnaturallvhavebecomeaffectedtothestvleofmoun
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taineeringinHimalaya. ThetwoexpeditionsforPumoriweregoodex-

amples・AlthoughguidelessclimbinghasbecomepopularinAIps,Himalayan

peaks inevitablyrequire sherpas especiallyexpeditions for eight thou-

sanders. Toestablishmoderntrainingorganizationof sherpasmustbe

eagerlydesired. Therolesofsherpasinexpeditionshouldberecognizedas

avocation,guidingandcarryinggoodsathighaltitudes. Mr.Hillaryand

Robertsoncemovedtoorganizesuchtrainingcenter,butaborted･ Inter-

nationalcooperationsmustbeneededforthat.

TherevoltofKampawasoneoftheannoyingproblemsforexpeditions.
NorthernareasofDhaulagirisandAnnaPurnashavebeen inhibitedto

interinto.

Whenpreparingforthismanuscript,thefirstdisasterinpre. '75occurred

atDhaulagiril.TokyoMetropolitanparty,aimingDhaulagirilbyrocky

southfacewasassaultedbyasnowavalancheandlosttwomembersatCl.

Ithappenedatmidnight. Thepartywasmainlyconsistedoftheveterans

ofManasluW.estFaceexpeditionin'71.Althoughtheyhadexpectedthe

dangerofavalancheatthenight, thefinaldecisionwhethertoremainor

towithdrawwasgiventojudgeforthetwoyoungmembersinCl. The

TokyoMetropolitanpartyforManasluwaseffectivelymanagedbygiving

considerablywidefreehandsforeachmember. Inthiscase, themethod

wentagainsttheparty. Whenmembersarepursuingasingleobject, in-

dependencyofmemberswillworkwell,onthecontrary,oncethemembers

are facingdecisivemoment, howfar individual's judgementmaintain

availabilitVtothesituation？ Thedisasteragamevokeddisputeabout

independencyofmembersandleadershipofaparty・ Mrhenintheorgani-

zation, Japaneseareusuallysaidtobedependent to leaders (vertical

relationship). Small sizedexpeditionsforHimalayasincreasedduring'73

and'74basedonmountaineeringclubswhicharesimilarorganizingprinciples

toEuropeanclubs.We,JaPanesemustbecautiousthattheresponsibilityof

eachindividualbecomesmuchgreaterinsuchorganizations.
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Manaslu: Premonsoon,1974

thefirst8000mbyaJapanesewomanexpedition

bVTsuneKuroishi

Ourexpeditionwasplannedtochallengeaeightthousanderbywomen
alone. Manasluwaschosensince it is familiartoJapanesesince '50s.

OriginallyweproposedtotakeJAC'57route,butwereobligedtochange
ittoeastridgeroutesinceaSouthKoreanpartyhadadvancedlybeen
giventhepermission. OurofferwasapprovedbyNepaleseForeignMinistry
inJanuary,1973. Sincewehadnodetaileddata,N.Nakaseko,S.Suzuki,
andS.HaradaweresenttomakereconnaissanceinAppril,'73.Although

theVcouldnotexaminepreciselybythebeginningofmonsoon, they
ご

broughtbackagoodnews.MountaineeringDepartmenttoldthemthatwe
mightchooseeitherJACrouteofeast ridge routebecause theSouth
Koreanpartyquittedtheirplan.M/econcludedintheallmembersmeeting
totakeEastRidgeroute. ThemassivedisasterofSouthKoreanpartyby
asnowavalanchein'72onJACrouteaffectedusmuch.Wealsodecidedin

themeetingthatifwewereimpossibletoattackbyeastridge,wewould

changetheroutetoJAC. Thetimelimitofconversionwasexpectedtobe
bVtheendofMarch.

Wewereconfrontedwithfinancialproblemwhenbeginningpreparation.

d(Eightthousanderbywomenalone''couldnotcatchpublicinterestsomuch
asourexpectation.Oilcrisisalsoworsenedfundraisin9.Atlastweraised
ourownburdenfrom¥amillionto¥l.5million.

WhenarrivedinKathmandu,weweretroubledwiththecompensation

problem・ Allthepartiestherewereconfusedbyit. Proposalstopostpone
theenforcementofnewregulationwererejected.Weofferedamemo-

randumtocompensateforaccidentsbyourselvesforthepeoplewhowerenot
assuredbvinsurance. 、〃ebecamecautioustoemployofsherpas・Wereduced

thenumberandenforcedmedicalexaminationofsherpas.

Caravan

IWestartedfromKathmanduonFeb.13byfourtrucksandthreetaxis
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toTrisribazaar. InTrisribazaareleventonsofgoodsweredevidedinto30kg

ofpackagesforfourhundredPorters. Fromthenextdaywebegancaravan
toSama. On24th,afterelevendavsofmarchwereachedSama.

EastRidge

WebuiltBConaPlateauat4400monMarch3andfinishedcarrying

upgoodsthereonthenextday. Mrebeganthepreparationofcarryingup

goodsandreconaissancefromMarch5.Membersalwayswereatthehead

ofeveryactivityandwork・Althoughsomesherpascomplainedthatwewere

tooslow,wewouldnothavemadeconcessionwiththem． 、〃edidnotwant

tobesaid <isherPamake''ascentlater. Sherpasthensometimeswentslow-

downtheirtasks. Wegraduallymasteredhowtocontrolthem. Discord

betweentwosirdersandtroublesbetweentheirfacilities, however, had

alwaysbeenourcauseofanxiety.

CarryinggoodstoClwentonsmoothly. Membersalsoengagedinthe

workforthepracticeofacclimatization. Althoughloadswere limited

underl5kg, somewerecompletelytiredoutwhenreturnedtoBC. Strict

healthexaminationpreventedseriousmaladjustment. Clwasbuiltat

5200monMarchlO. Imadearotationprogramofmembersofstaying

alternatelyinCl foracclimatization.WebegantomakeroutetoC2from

18th. Nakaseko,Haradaandtwosirdersclimbedupthecouloirtoeast
ユ

ridge. Theyfoundtheropewhichourreconnaissancepartyhadleftayear

beforewasstilluseful. Theweatherchangedtosnowfromafternoonevery

day. C2wasbuiltat6000moneastridgeonMarch26． Mrithoutabreak,

weattemptedtomakeroutetoarockpeakwhichwehadthoughtthe

firstbarriertothes''mmit・ Ittookfivedaystotraverseunsteadyicewall

andtoreachthefootoftherockpeak・ Sherpaswouldnotbearoverl5kg

Ofloadsandarbitralilyhxedropesonroute. Theshortageofropesand

snowbarbecameevidentandcarryingofgoodsdelayedmuch.

Conversionofattackroute

AllmembersgatheredinBConMarch31anddiscussedwhethertocon-

vertourattackingrouteornot. SomemembersstronglydiSagreedthe

routechange. W.econsumedhalfadayindiscussionandfinalydecided

thematterbymajority・ UrebegantoPreparetheshiftofourBCfromthe

nextday・ Samaporterstookadvantagetoourdi伍cultconditionsand
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intendedtoraisewages. Aswerejected, ittookninedaysfortheshiftof

BC. FivemembersledbyNakasekobegantoattackbyJACrouteinthis

while.

OnourwaytothenewBC,wecouldiindsignsofspringafteramonth's

stayinthesnow. Tinyflowersandfreshgreenspleasedusmuch.

MJehurriedtorebuildBC,but,atthatstage, theliaisono伍cerforbade

ustogoaheadbecausehesuspectedourroutechangeobjectedthepermis-

slon． 、〃ehadtowaitforawhilewithoutactivitiestillhereceivedtheap-

Provalofcompetentauthority， NakasekoteamhadalreadybuiltC1and

weremakingroutetoC2. 、八rehired37portersforthecarryingofgoods

betweenBCandC1,andsevenlocalportersforC1-C2.Wecouldregain

thedelavofschedulebvit.
‐ 苧

Icouldfeelcomplaintsofmemberswhohadengagedinthewithdrawal
oftheformerBC.Nak角Rekoinsistedthatasherteammembersacclimatized

to6000m, shewouldmakeC3bythesemembers. Theotherscomplained

thattheyhadnofreedomtoclimbupbutonlyclimbdown.Icouldnotcom-

municatewellwithNakasekothroughtransceiver. Itwasluckyformewhen

NakasekoinjuredherhealthalittleandclimbeddowntoBC・Nakaseko,Uchi-

daandldiscussedtheproblemabouttheattackmembers.Atfirstwedidnot

includesherpasinattackingteambutlateraddedsomesincetheyrequested.

NakasekoreturnedtoC2onApril l6anddeterminedtheplaceofC3.

Althoughnxedropesonsteepslopes,membersneednotwearclimbingirons.

WemadedirectroutefromC3toC4onthe '!backofWhale''.Conditions

ofsnowchangedfrequentlybythewindblowingdownfromNorthCol.

Sherpasrequestedtofixropesforabout800mbetween6600mofaltitude

andC4. Althoughwehadmuchsnow,wecouldsteadilycontinuedtobuild

camps.Threedaysofbehindschedule,onApril28,webuiltC4(7150m).

MembersbegantouseoxygenaboveC4. 、〃hensleeping, Itaskedthemto

consumeoxygen0.51ittreaminute.

MrebegantomakeroutetoC5from29th・ Itoh,withthreesherpas

determinedtheplaceforC5at7650monMayl& ItalkedwithNakaseko

anddecidedthecandidateforattackingmembersasNakaseko,Uchida,

Sekita,KuribayashiandMori・ AIso,Iorderedsirder,IlaTseringtogoupto

C2andsupportattackingmembers. SherpascarriedgoodstoC5and

Nakaseko,UchidaandMoriwenttoC4onMay2' Icoulddirectlytalked

withNakasekothroughtransceiver. Shereportedthatthethreemembers
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andZangbuwouldbuildC5onMay3andtoattackthe'summitbVtwo

membersingoodconditionandtheotherswouldsupportthemonthenext
day.

Nakasekoreportedthatshex･paSshowedthreateningbehavior.Theycom-

plainedthatwechoseZangbuas attackingmemberoverheadingsirder

DawaWangchhu.Theybeganslowingdownofworks.Althoughwehadasked

DawaUrangchhutonominateanattackerfromsherpas,hecouldnotselect

afterallandaskedustochooseon'e. IvechoseZangbuinsteadofsirder

DawaW'angchhusincethesirderhadsomeanxietiesinhishealth.Although

sherpas inC3promisedtosupportattackers, somefearremained､ sincel

couldnotdirectlygraspthesituationofuppercamps.

Itwasunusuallyclearskyinthemorning・ TherewaSnosmokeof

snowonthesummitofManasluwhichwasdyedinorange. Uchidaand

ZangbustartedfromC5at8: '30. NakasekoandMorifollowedthem30

minutedlater. Theysteadilyclimbedup・ UchidaandZangbureacheda

pinnacleatl5:00.｣ Zangbuinsistedtoreturnfromthere・ Nakasekoand

Moriovertookthem・ ZangbuthoughtthefalsesUmmitasthetrueone.

Nakasekoatthehead, thenUchida,ZangbuandMorifollowedherinorder.

TheyfoundahakenwhichmusthavesupportedtheclimbofJAC'56just

belowthesummit. NakasekoandUchidamadeconcession.eachotherfor

awhileandatlasttheattackingleader,Nakasekoat iirststoodonthe

summit・ Itwasl7: 30.Afteranhourofstaythere,theybegandescent.

Icouldheartheirvoicesat l9:30. Theybreathlesslyspokethroughtrans-

ceiver・ Tomysurprise,allthemembersexcePtMoriclimbedupanddown

withoutoxygenforfourhoursfromthefalsesummit・ Theyreturnedto
C5safelvat22:00,

Disaster

OnMay5, SuzukiandltohwhOwerethesecondsttackingmembers

werelostontheirwayfromC4toC5.Wefoundatl8:00thatbothmembers

hadnotreachedtoC5yet・ NakasekowhowereinC3saidthattheroute

betweenC4andC5werealmostfixedbyropes.C5communicatedatl9:30.

ThesherpasinC5saidthatSuzukiandltohseemedtogobacktoC4aban-

doningtotrythesummit.Theweatherhadchangedtofierceblizzard.They

didnotreturnby20:30．Wetookemergency・ C4reportedthattheyfound

ItohstadningfaintlynearC4at23:00.UreexpectedSuzukiwouldcome

r q ，
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back,too. However, shedidnotcomebackthatnight.

Intheearlynextmorning,members inC4andC5begantosearch_

DawaWangchhuandMimmainC5begandescentinthestrongwind.They
foundSuzuki'spickelandoxygencylinderjustbelowtheplateau. They
however,couldnotcollectthembystrongwind.Moreover,theyfound

herwindiacketwithclimbingbeltnearC4andcollectedit.

、八/eguessthatSuzukimusthavebeenblownawaywhenshewaschang-
ingherclothes (tofeatherwear)withoutmaintainingherbodytofixed
rope・ SheslippeddowntonearC4andmusthavefallendownintocrevasse.
MembersdidnottieeachotherbetweenC4andC5sincetheyusedclimbing

beltstofixedropeandalsousedjiimar.

TheweatherwasworseningandsherPasbegandescent fromupper

campsneglectingourrequesttostay.WecouldtakeltohdowntoC3to
ourbest・ IorderedwithdrawalofuppercamPsonMay7・Allmemberscame

backtoBConMaV8.

W.ereturnedSamaandhadfuneralofSuzukiatalamaseryonMayl3.

WebuiltamemorialstonesofSuzukionahillwhereManaslucouldbeseen

well. 凧7estartedfromSamaonMayl7.

Ourattemptseemstohaveprovedthatmountaineeringofeightthou=

sanderispossiblebywomenifmakingschedulesuitableforfemale. The

possibilityhowever, ismerelyphysiologicalone.Wewerenotmaturedin
Publicrelations. 、八/ehavemanytobereflectedaboutthematter. 、〃ehope
womenpartiesinthefuturecangetbetterfruitsstandingonourexperiences_

Members

Generaldirector:KyokoSato(36).Leaderanddoctor;TsuneKuroishi(48).

Climbingleader; NaokoNakaseko(36)． Member: MasakoUchida(33),
MichikoSekita (35),MiekoMori (33),Masako ltakura (31),Mutsumi

Nakajima(29),SadakoSuzuki (30),Tomokolgoh(27),ShizuHarada(26),
NaokoKuribavashi (24). Liaisono伍cer; B. S.Lana(22). Sirder; Ira

‐

Tsering(40),DawaWangchhu(38),thirteensherPas,twocooks,twokitchen

boys,andtWomailrunners,410porters.
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Jannu, oldandnew

TheSecondAscentinthePremonsoon,1974

bvKazutovoHashimura
v 咳

1． 偶ENFSTS

Masteredlron-mountaineers' ClubofSeijoUniversity, towhichthe

writerbelongs, isanalpinecluborganizedandmanagedbythegraduates

mofSeijoUniversity,Tokyo. Mostofthemembersaretheveteranclimbers

oftheiceandrockindi伍cultconditions,andwecanproudlysaythatthis

･clubhasbeenachievingoneofthehighest-rankedclimbingsinJapan.

WithadesiretomakeanexpeditiontotheHimalaya,wehadbeen

1ookingforagoodtargetforseveralyears invain. Onereasonwasthe

governmental restrictionofNepalorPakistantotheforeignexpedition,

Anotherwasthedi伍cultytofindamountainwhichwouldbringusareal

Satisfaction・ Wedidnothavetheslightest ideaofdevotingourselves

traditionallytothevirginpeakalone. Generally, thevirginpeaksoftoday

;areleftunclimbedbecausethereisapoliticalreason,orthepeaksthemselves

'arelessattractiveforachallengethanthosealreadyclimbed.Wealso

hesitatedtochooseamountain,howeverfamousitmaVbe,whosesummit

canbereadilyreachedonlyifwehavethewell-advancedtechnologyandthe

Inodernequipment.

OurfrustrationdisappearedwhentheNepalgovernmentannouncedin

thesummerofl972thatJannuwasopentotheforeignclimbers.Convinced

thatthismountain,whichwasconqueredbyourrespectingFrenchalpinists

includingJeanFranco,LionelTerray, orRobertParagotaftertheirthree

trialsduringsevenyears,wasjustwhatwehadbeensearchingfor,weim-

mediatelyfiledforaclimbingpermissiontotheNepalgovernmentwhich

waSissuedonJune, 1973.

Inthesecondhalfof l973,however, thesuddeneconomicsluggishness

inJapancausedbythesoraingoilpricesdisturbedourfinancialplannota

little. SinceJuneallofthemembersofthisexpeditionhadtoworkvery

hardtoraisefund,givinguptheirideasofgoingtoanyofthemountain.

Itwas justafewdaysbeforethedeparturethatwewereabletofinally
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managetofinancethenecessaryfundamountedto30millionyen(about

100thousandU.S.dollars).

Twomembers,MiyazakiandAzuma,1eftaheadofothersTokyoairport

on4February,1974andothersevenmembersdePartedon20February,.

twodaysbeforethecaravanwasscheduledtostart.

2． CARAVAN

Allmembers joinedtogether inKathmanduon22February. We-

completedthepreparationofthecaravanandotheradministrativearrange-

mentswithamazingquickness infivedays,whichprovedthatwewere-

talentednotonlyascliml)ersbutasnegotiators.

On28February,sevenmembersandsherpascarryingair-freightedcar-

goes,departedforDahranBazaar, thestartingpointofthecaravanbya

largebusandalandrover, andarrivedthereon lMarch. Twofellows,

whoweredispatchedtoNepalinadvanceinordertotakecareofcustoms

clearanceoftheoceancargoesvialndia, joinedthemainpartyatDahran

BazaaronlMarchwiththeirassistantsherpasandatruckfulofcaTg(!、

ShantaPraSadDawadi, theLiaisonO伍cer,whowasdelayeddueto,

hismilitaryduty,accompaniedbyme, rushedto'catchupwiththeothers

bytakingeverypossibleairrouteandarrivedatDahranBazaaron2March..

Thus,allmembersofthisexpeditiongatheredthereaslistedbelow,together

withtheequipmentandfood.

Members

No. Name Age Roleinthe

expedition

l・ MikioKawase 39 Leader

Domestica仔円,irs

Records

2.KazutoVoHashimura37Assaultleader

Viceleader

Foreignaffairs

Mountaineering.
career

18years

Memberofthe*JAC

23years

AssaultleaderofJAC

AconcaguaS.FaceExp.”

1965-66

MemberoftheJAC

DirectoroftheAlpine

GuideSocietyofJapan
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3. Yukihirolchikawa 38Viceleader 20years

Accounting MemberofJACAconcagua

Photography S.FaceExp., 1965-66

AssaultleaderofJAC

MakaluS．E.RidgeExp.,

1970

MemberoftheJAC

4. EijiYamada 37 Equipment 20years

MemberoftheJAC

5． TakeshiNaganuma 37 Fuel l6years

Photography MemberoftheJAC

(aSsiSt.) MemberoftheAIpine

GuideSocietyofJaPan

6. JunMiyazaki 26 Food llyears

Logistics MemberoftheJAC

7. SumioAzuma 27 0xygen 10years

Transportation MemberoftheJAC

MemberoftheAlpine

GuideSocietyofJapan

8. SojiObara 23 0ddJobs 4years

Food(assist.)

9.KoichiroOhara 36 Surgeon 20Vears

ForeignAffairs

(asSist.)

* JAC: TheJaPaneseAIpineClub

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

‐
ｔ
‐
ｔ
‐
ｔ
ｔ
ｔ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｒ
ｐ
Ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ

ｅ

ｅ
ｄ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

ｌ

Ｏ
・
な
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ

Ｒ
Ｓ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

Ｓ
‐
ｔ

瞳
脳
脳
脆
瞳
Ｊ

ａ
ｎ

ｐ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
３

ｒ
ｒ
ｊ
ｔ
士
・
韮
叱
騨
騏
或
ゆ
ゆ
Ｑ

ｅｈ

諏
鎚
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

Ｓ

Name

ShreeKarma

Tensing

Danu

NimaTensing

SonaJangbu

AngKami

PembaChiring

Daji

ｅＣａｌ

Ｐ
ず
ｈ
睡
正
正
ｍ

ｊ
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駈
函
皿
雌
睡
睡
・
函
延
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秘
恥
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ｎ
画

恥
Ｌ
２
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ａ
６
再
人
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Age

39

37

23

38

37

33

30

30



9. PhurTemba 29Highaltitudeporter Panboche*

10. AngPhurba 28Highaltitudeporter Khumjung

ll. DawaChiring 28Highaltitudeporter Zarok*

12. Lakpa 25Highaltitudeporter Panboche

l3・ PasangNorbu 21 Highaltitudeporter Namche*

14. PasangTemba 21 Highaltitudeporter Panboche*

* : thosewhoarenotwellqualifiedtoworkatthehighaltitude.

Inaddition,wehiredlOSherPasasthelocalporters,thekitchenboysand

themnilrunners.

FromDahranBazaar,wewentontheShangripass, crossedtheTamur

river,passedDankutaandarrivedatHile. Fromthere,wewentupand

downrepeatedlyontheridgefrom2000mto2900minheightanddescended

theTamurriveragaintoarriveatDumhanonllMarch.Thistriptookeight

daVsfromDahranBazaar.
‐

Dumhanistheborderofthenorthandsouthregion,andl60porters

outof370werereplacedbythenorthernresidents.Wedividedthecaravan

intotwo, andaneight-daytripwascontinuedfurther throughMitlun-

Chirwa-Shakatum-Amjerasa-Kebra-KunsauptoBaseCamp.

OurBaseCampwassettledinthecomfortablemeadowclosetothe

clearpondonthesidemorainelocatedat4500mhighontheleftbank

(seenfromthedownstream) oftheYamatariglacier. Itwasthesame

IocationastheoneTerraybasedinl962,andwefoundthattheruinoftheir

@<JannuPalace''hadalmostbeendestroyed.Itwasrepairedforuseasour

meetingroomofsahibs.

3． UptolnStallationofC3

TheYamatariglacierhas3mainbranchesonitsrightbank, namely,

fromthedownstreamtoupward, theglacierdescendingdownfromthe

PresidentPeak, theglacierfromtheHeadofKnifeandtheThroneglacier

directlycomesfromthesummitofJannu. Thefirstoneisnotarouteto

Jannu.Thelastoneistheshortestwaytothesummit. Ithas,however,

thehugeice-fallof l700mhighand500mwidefallingtotheYamatari

glacierandalwaysbeingsweptbyiceblockavalanchesonvariousscales.

Wedecidedittoodangeroustoadvanceinsideofthisglacier. So-calledthe

SPuroftheNewcomer,theicyridgerisingfromtheYamatariglaciertothe

HeadofKnife, isseeminglytoosteepinitslowerparttouseasaroute.
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We,"therefore,decidedtotakeourrouteinthesecondbranch,namely

theglacierfromtheHeadofKnife. Thisglacier, 3000mlongandl200m

high, isseparatedbyasmallspurfromthesmallglaciernexttothe.right

sideoftheThroneglacier,whichwastherouteofL.Terrayinl962Expedi-

tion. Itoriginatesinthedominentcirquesurroundedbytheicyspur,which

separatestheYamatariglacierfromtheYalungglacierandcontinuestothe

PeakofDiscoveryfromtheHeadofKnife,andbytheSpuroftheNew-

comerwhichrisesupfromtheYamatariglaciertotheHeadofKnife.

Thisglacierenchantedus, especiallywhenseenfromtheupperpart,

byitsgloriousenvironmentencircledbythesolemnpillersofgranite, the

steepwallsofblueicewithaseriesoflayeredoverhangs,magnificent且uted

buttresses. ． ． . ItwastheveryplacefortheGodsofMountain,wefelt,

andnamed@@theGlacierofGods''.Clwasinstalledat4800mpointwhere

theGlacierofGodsfallstotheYamatariglacierasthefirstice-fallof200m

high.WeclimedupthelefthandsideofthisfallandbuiltC2atthealtitude

of5300mjustunderthesecondice-fallwhichwasfullofserac・ C3was

settledat5900minthecenterofthecirgueundertheHeadofKnifeafter

thesecondandthethirdice-fallswereclimbed.

Therewasabottomlesscrevasseof lOmwideacrossthethirdice-fall,

anditforcedustousethedouble-foldedduraluminbridgeof l2mlong,

whosejointwasalmostbrokenafterthefrequenttransportationbyheavily

loadedsherpasandreinforcedbytwoPiecesofl5mlogcarriedfromKunsa.

Cargoeswerealsotransportedupwardbytheaerialtramwayatthispoint.

Includingthiscrevasse,topassthethirdice-fallwasthemostdi伍cultpoint

uptoC3. FromCltoC3,weusedabout l800mofropesasthefixedrope

ortheaerialtramwaytosecureloadedsherpas・ InstallationofC3wascom-

pletedon6April,13daysafterClwasbuilt.

4. InstallafionofC4andtheAccidentofKarmn

C4pointat6500mwasestablishedafterlongandhardclimbing. Be

tweenC3andC4,weusedalotofsnow-barsandice-Pitonsandsetthefixed

ropesof l500mlong. C4wasinstalledon20Aprilonthegreatmassofice

hangingfromtheHeadofKnifetowardthehugeice-falloftheThrone

glacier.

14dayswereconsumedtoinstallC4duetothefollowingfactors:

(1) lettingassaultmembersdescendtoB.C.totakearestbVturns.
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(2) di伍cultyoftheroutedodgingandclimbingoftheiceridgefol-

lowedbytheColoftheNewcomer.

(3) decreaseofloadingabilityofsherpasto20kgsperheadbecause
ofthedi伍cultvoftheroute.

(4) periodicalsnowstormineveryafternoon.

Ichikawa,Naganuma,Obara, I, andPembaChiringatC4startedto

dodgetheroutetoclimbovertheHeadofLaceandtoentertheThrone

glacier. Therewasnochoicebutactingonlyinthemorningduetothebad

weatherintheafternoonandwemadeonlVlittleadvance.

On23April, sirderKarma, leadingtheloadedsherpasfromC3toC4,

wascaughtbythehiddencrevassejustafter20mwalkingfromC3tent

theColoftheNewcomer． 、八7ehadconsideredtheseareaasthequitesafeice-

bedofthecirqueandnobodywastiedbytherope. Althoughfallenby

25m,hefortunatelystopedatthenarrowpartofthecrevasse.

UnderthecommandofMiyazaki,Azumabelayedbysherpas,went

downthecrevasse, andrescuedKarma,whohadhisrightshoulderdis-

located. LedbylchikawaandNaganuma,whocamedownfromC4,all

sherpasbelowC3werecalleduptocarryhimdowntoB.C・on24April.

AftertheexaminationbythedoctorandtheconsultationamongL.O､，

Ichikawa,andme,Karmawasdecidedtobepickedupbythehelicopterto

flytoKathmandu,whichwasrequestedtoRoyalNepalAirlineCorp.by

wireless. Inthemeantime,Obara, I,andPembaChiringatC4continuedthe

route-dodgingtotheHeadofLace, fightingagainsttheafternoonstorm

accompaniedbythethunder. ButtherescueofKarmaandthepersuasion

ofthedepressedsherpasdelayedthescheduleaboutaweek.

5. SettlementofC5andWoundingofTensing

C5wassettledat6900montheupperedgeoftheThroneglacier. On

5May,YamadaandObara, takingwiththemtheassistantsirderTensing

andthemostexcellentsherpa,AngPhurba, occupiedthistent tostart

openingtheroutetoC6pointat7350montheE.shoulderofJannu.The

routefromC4totheThroneglacierbyclimbingovertheHeadofLacehas

averydi伍cultwallwithcontinuinggutterlikeicesnamedas @'Ice-flute''

bytheFrenchclimbers,andwefixed700mropestotallyalltheway.

On6May,YamadaandObarafixedtheroPeonthesteepiceslopeof

45｡angleand450mhighwhichrisesfromC5toE.shoulderofJannu.
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Followingthem,MiyazakiandAzuma,thenewresidentsofC5, startedtheir

climbingfromtheupperendofthefixedrope,andon8May, theyfinally

succeededinsettingthefixedropeuptotheE. shoulderinspiteofthe

heavyblizzardintheafternoon・ EverycampwashailedbythisgreatnewS,

becauseallofusconsideredthatouronlyjobsleftbeforethesummitassault

bytwotimestobetriedbythemainmembers, Ichikawa,Yamada,Naga-

numa,Miyazaki,Azuma,Obara, I, andtwosherpas,TensingandAng

Phurba,wererouteopeninginthegullycrackedonthesummitrockwall

of200minheightandinstallationofC6.

Itwasthenextdaythatwemetourtragedy. On8May, intheafter-

noon, theheavysIlowstormwiththunderragedthroughoutJannu,which

causednumerousnewsnowavalanchesattheupperpartoftheThrone

glacier.Aroundllp.m.,oneoftheavalanchesdirectlyhitourC5andswePt

itstwotentsdownby200mkeepingMiyazaki,Azuma,TensingandAng
Phurbainside.

Stoppedatjust20mbeforethegreatcrevasse,theyhadanarrow

escape,butTensingtwistedbadlyhisbackmusclesintonowalking. Besides

thedestroyedtents,welostthewholeequipmentandsuppliesof l40kgs

includingoxygen,food,fuel,ropes,pitons,crampons,axes,hatchests,jiimars.

Wewereconfrontedwiththeextremedi飯culty. Informedofthisacci-

dentbytransceiver,4membersand5sherpasdepartedC4torescuethem

atdawnon9May.Thiswasalsonotaneasyjobasthesnowontheroutewas

asdeepasmythigh.

WerebuiltC5atthelowerandsaferpointof5700montheYalungside

oftheThroneglacier,whichwasperfectlyprotectedfromtheavalanche

bytwolargecrevasses.ButthislowerlocationofnewC5madeitmore

diificulttoestablishC6.

Asitwasimpossibletocarryhimdownthroughthedi伍cultrouteofthe

HeadofLace,woundedTensingwasaccomodatedthereuntilherecovers

tobeabletowalkbyhimself. IandNimaTensing, 38-oldholderofthe

tigermedal,tookgoodcareofhimbycommunicatingwiththedoctoratB.C.

After8days'stayinC4,Tensingbecameabletowalkandsafelyreturnedto

B.C.,withthepowerfulassistanceoftherescueteam.

SirderKarmawasalreadywoundedon23April. Naganumaalsowith-

drewduetotheduodenalulceron7May.Nowtheaccidentofsecondsirder,

Tensinggreatlydiscouragedthenghtingspiritsofsherpas.Someofthemeven
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escapedfromtheuppercamp.

Thehighmoraleofthemembers,however,wasnotaffectedat"all,andwe

allreconfirmedourStrongintentionnottogiveuptheideaofattackingthe

summitaslongasthepossibilityremainshoweversmallitmaybe. Tous

thesetroubleswerejustasoftbreezeagainstaslabofgranite.

Afterourlonglastingandpains-takingpersuasion, sherpasmadeup

theirmind,thoughreluctantly｣togoonclimbingonceagain,butbecamenot

cooperativetoloadingbeyondC5・ Onlytwosherpas,NimaTensingand

PembaChiring,wereexceptional,whodidnotlosehighmoraleandbeyond

C5alwaysactedaSwehadexpected,andcarriedloaduptoC6twotimes

togetherwithsahibs.WheneverllookbackupontheharddaysinJannu,

Iamalwaysremindedofthesetwogentleandstrongsherpaswiththehappy
remembrance.

5． SettlementofC6andOpeningaRoutetotheSummit

Nowwehadnochoicethanlimitingtofourmembers,Ichikawa,Yamada,

Obara, andmyself, andtwosherpas,NimaTensingandPambaChiring,

forthepurposeofC6settlementandrouteopeningtothesummit,because

Kawasewasnotqualifiedtechnically,Naganumawassick, andMiyazaki

andAzumahadtostayinthenewC5totakecareofTensing.

Althoughtheywellrealizedthattherewasnoopportunityforthemto

beappointedastheassaultmembers,MiyazakiandAzumadidtheirjobto

supportusquitewellwithoutasinglecomplaint. Tocovertheshortageof

thenumbersofloadingsherPas, theyshuttledbetweenC4andC5・ Iwas

impressedbytheserespectableself-sacrincingdeedsofthemandfeltvery

proudandhappytohavetheSefellowsaspartnersOfourJannuteam.

Now,duetotheincessantaccidents,muchdayswerenotleftforusto

bidthesummitbeforetheapproachingmonsoon.

HerculeaneffortwasmadetoestablishC6inthecontinuingsnowfall.

Onl4May, sevenmen, Ichikawa,Yamada,Obara,myself,NimaTensing,

PembaChiringandLakpadepartedfromC5andwentonclimbingwithout

oxygenhelpinthethigh-deepsnow,pantingundertheheavyload. Thisday

wasreallythemostpainfuloneleverhadinmylongclimbinglife.

Itwasaround3:00p.m.whenwewereclimbingontheicyslopeof45o

angle,whichisconnectedtoE. shoulderbeyondthebergschrund・ Atthat

moment, throughthepoorvisibilityowingtothesnowfall,Yamadacaught

(18)



inhisquicksightanewsnowavalachefallingjusttowardus. Holdingthe

fixedropeonthesteepiceslopeandloading20kgseach, insteadofescaping

fromtheavalanche,webarelycouldunloadthecargobetweenthefeet,hold

tightthejiimarofthefixedropewiththerighthand, sticktheice-axedeep

intothesnow.withthelefthandandprepareforthecomingstroke.

Ablowofthesnowpowderandthehorrinedpressureraidedus・Theseiz－

ingbytheavalanchelastedquiteawhile, andwefeltalmostchokedto

death. Thentheavalanchewentaway｡ ThankGod,weallweresaved! 、

Afterthis intenseshock,weallwerethoroughlyexhausted, became

unwillingtomakefurtheradvanceandreturnedtoC5aftersettleingdePot.

Onl5May, thesamemembersasthedaybeforecompletedtoinstall
C6・ Memberscarried30kgs, sherpas20kgs,withoutusingoxygen・ Our

torturewasindescribable・ IchikawaandObarastayatC6,engageinsetting

thefixedropeonthesummitrockwallandbidthesummitonl8May:

Yamadaandltryanultimateattackifthefirstteamfailed,whichhasbeen

ourplan.

However,only250mwasthestockoftheropeleftwithus,asmorethan

300mwasburiedbytheavalancheraidedthepreviousC5eightdaysbefore.

Afterreserving50mfortheassaultparty,wecoulduseonly200mforthe

fixedrope. Onl6May, Ichikawa,underthebelayingofObaraandhelped

byoxygen,dodgedtheroutefromC6tothebottomofthesummitrockwall

andusedthis200mropecompletelyasthefixedrope. Theyhadtotakethe

wholedayrestatC6onl7May,havingnothingtodoowingtotheshortage

oftheropes.

L・Terray, togetherwithRavierandsirder，Ⅳongdi, istoldtohave

struggledfor-fullonedaytoopentherouteonthesummitrockwallwhich

startedfromtherebyspendingalotofpitons.W.ehadtomakeafreeclim-

bingatthesameplace.

6． TotheSummit

Onl8Mayat5a.m., thefirstassaulters, IchikawaandObarastarted

fromC6tothesummit,carryingonlyonecylindersofoxygeneachandbreath-

ingalitreaminuteoutofit. Theycouldnotcarrytwocylindersbecausethe
routebeyondC6wassosevere.

YamadaandldepartedfromC5toC6fortheprovisionoftheanother

trial.MiyazakiandAzumabegantobringdownTensing,whojustrecovered

（19）



towalkbVhimself. InC5NimaTenSing,PembaChiringandDajiawaited
theirsahibstoreturn.

At7:00a.m.,onlytwohoursafterthedeparture,theassaultteamarrived
atthebottomofthesummitrockwall,assistedbythefixedrope. Thisdis-

tancetookwholehoursortwodaVsbefore,andtheyrealizedhowhelPfulthe

iixedropewas.

Fromthere・ thenewterritorvstartedasfaraswewereconcerned.
‐

BelayedbyObara, Ichikawakeptclimbingupabout300minropeslength,

bycuttingthestepsinthegullycrackedonthesummitrockwall.

Thisdelicateclimbingtookfiveandhalfhourstoreachthesummitice

ridge・ Blessedbythegoodweather,thoughwindy,theymadeuptheirmind

togoforwarduptothesummitbyallmeans・ Afterthehardclimbingof

anotherfivehours,bystepcuttingonthesharpknifeedgeofthesummit

ridge, andsometimesadvancingastridetheridge, theyfinallyreachedto

thesummitofJannuat5:05p.m.

ItwastheglorioussunsetofthegreatHimalaya・ Intheeast,Kangchen-

jungasoared.Farawaytothewest,Everest,LhotseandMakaludominated
abovetheclouds・ In20minutesthisscenerVwasallfilmedinthe8mmmovie

incolor.TheVleftthesummitat5:40whendarknesswasapproaching.Then

theiroxygenalmostwentout.

Havingtoclimbdownonthesummitrockwallofgradebetweenllland

IVwithoutassistanceofthefixedropeandoxygen,theywereforcedtostrain

evervnerveallthewaVdowntothebottom. Underthelightofthehead-
学

1amp, theyalsotookenoughtimeandcarenottocauseanaccidentwhile
climbingdown.TheirlongtripofthisdayhadfinishedatlO:45p．m.atC6,

wheretheywerewelcomedbyYamadaandme,theprovisionalattackers.

ThisdayhaPpenedtobeoneofonlythreeall-day-longfinedaysoutof

67dayswhichwespentaboveB.C・ Iftheyhadhadtheafternoonstormas

usual, (actuallyithappenedthenextday)theywouldhavebeenfacedthe

seriousdangerontheirwaybacktoC6.Howpreciousthisfinedaywas,and
howluCkVwewere!

Repeatedaccidentsgreatlydepressedsherpas・Nomoreropesvergedto
aclosewereavailableandPropanegas,. Aftertheirhardworks,bothofthe
frstassaultersleftnomoreextraenergynecessaryforsupportthesecond

trialbyYamadaandme.Inviewofall,we,4membersinC6,unanimously
agreedtowithdrawal, andthisdexision, inadditiontothenewsofthebig
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success,ofcourse,weinformedoftothelowercampsbytransceiver.

ThusJannusurrenderedhersummittousafteralongandtoughbattle

Finallv,wemadeit1
ジ”

7． Cnndusion

Thatwasalongstrugglewithfullofterrorandtorture.Ouroperation

planhadtoberewrittenmanytimesduetothestrongdefenseofJannu.

Althoughknockeddownorexhaustedsooften,weheldouttheunyielding

spiritastruemountaineerstheconfidenceinourownmountain-craftand

ourmutualrelianceonthepartner,whichdroveustothevictory.

Weallrealizedhowhardthisclimbingwas,whichfirmlyunitedSeijo

climbershavingstrongegosanddifferentcharacterstowardagoodcooperat-

ingteam.WhatmadetheascentofJannupossible,withoutasinglelifelost,

wastheintensewillpowerinadditiontothemasteredmountain-craftofin-

dividuals.

AboveB.C・ourteamseemedtobeasaPrimitivecommune,whereevery-

bodyhadtoberesponsibleforall. ThiswaswhatJannuforcedtousand

mavbealsototheFrenchteamwhichmadethefirstascentofher・ Nowwe

renewedhighrespectontheirmountain-craftandfeltmorefamiliarwiththeir

personalities.

Itisapitythatwewereunabletoascendthesummitwithallthemembers,

whichwehadwishedandplanned.Nevertheless,wearehappywiththecon-

fidencethatwecouldstrengthenourmutualtiesandfriendship.

ThesememoriesofJannuwillkeepshiningwiththepearlybrightnessin
theheartofusall.

SouthwestFaceofEverest: 1973

byMichioYuasa

Itwasinl970thatwedecidedtosend"JapaneseEverestExpedition,

1973'' centeringonthemembersoftheSecondRCC(rockclimbingclub).

CommitteeforHimalayas, ledbyAkiraOkuyamahadalreadybegunstudies

onEvereStSince'69． IwassenttonegotiatewiththeNepaleseAuthority

toclimbEverest・ IwasgivenaninformalpermissiontochallengeEverest
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posts'72or'73．AnltalianpartyreServedtheirrightin'72,andMr.Boning-

tonwasalsoproposingpermission.Finally,wewereallowedtoclimbinpost,
'73．

Onourwayinpreparation, ourleaderOkuyamawasdeadbycancer.
Isucceededhisrole・ Thememberswere;

generalleader;RyutaroHashimoto(63),leader;ShotaroMizuno(66),deputy
leaders;MichioYuasa (37) (climbingleader),SenyaSumiyoshi (47),sub-

climbingleader;HiroshiAoki(35),members;KatsuhikoShikano(31),Jiro

Endo(35),TomioUeda(34),MasaruMorita(36),KatsuyoshiKogure(30),

doctors; SokichiTanaka(33),MasakiKaneda(27),ToshitakaSakano(29),

Seiichilizuka(32),AkiraMatsuda(29),IchiroMitoda (31),HisashilshigurO

(28),ToshioAida(26),MasamiSakurai(30),RyoichiFukuda (30),Takane

Watanabe(26),MasaruMiwa(31),TsuneoShigehiro(26),SeijiShimizu(28),

NobuoShitasaka(25),YoshinobuSuda(28),KazUshigeTakami(28),Hiroshi

Niwa(26),SatoruNegishi(26),TsuneoHasegawa(25),YosukeSakurai(24),

HirohoriFukushima(32),OsamuKunii (29),ShunzoSato(30),Tadatsugu

Shigeno(30),MiyoshiHongo(22),SakioMaetani (24), reporters; Takane

Fujiki (47),Mikiolmai (33),KazuoNakamura(43),TakeyoshiAkamatsu

(36),SutemiTerada(34),cook;UnoKohei(34),liaisono伍cer;DipakLana

(23),firstsirder;HakpaTenzin,secondsirder;SonamGarzen,thirdsirder;

Pasangandemployedthirtysherpas.

EightmembersledbyYamadaleftforKathmanduinearlyAprilto

dealwithgoodsbyship. TheyhiredthirtyflightstoLuklainthemidstof

sightseeingseasoncompetitingwiththeltalianparty・ Almostallmembers

gatheredinKathmanduonJuly20. Fifteentonsofgoodswerecarriedby

fourtransportpartiesinrain. OurcaravanoncegatheredinShanbocheon

Augustl9. Threemembersweresufferedfromhepatitisbythistime・ MJe

reorganizedcaravanpartiesthereandleftforBConebyone・ Ourschedule

wastorestforthreedaysinPhericheandLobuje. Somemebersweredirectly

senttoBCforgettingdataofacclimatication. OurlongstayinShanboche

resultedingoodacclimatization・ Onlyafewfell indigestion. ByAugust

27,allpartiesreachedBCwhichwasbuiltatalittlehigherPlateauthanof

Italianparty・ Fortytents,warehouses,adininghousewerebuiltthere.

ActivitiestobundABC

ThemostdifficultprobleminEverestishowtopassicefallsafely. M/e
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hadtocarryupl9tonsofgoodsonaman'sback.M7e,atthesametime,had

topracticeacclimatizationthroughtheprocess.Moreover,wehadnodata

abouttheconditionsoficefallinmonsoon・Wenominatedful1-timeroute

keeperinicefall・ InsteadofMaetaniwhofellinhepatitis,thesherpa,Sange

devotedhimselftoplaythisroleallthroughourstaythere・凧/eemployed26

icefallporters.

M/ebegantomakerouteinicefallfromAugust29．Wefollowedthe

coursewhichformerpartieshadpassed. Conditionsoficefallwasrathergood

thaninpremonsoon. AshadbeenpointedoutbyMr.Miyashita,nlassive

snowburriedschrunds・ Avalanches,however, occuredfrequentlyinthe

afternoononLhoLa. AndNuptseFaces. Clearskyinthemorningalways

changedtosnowintheafternoon.WecouldbuildtentativeClat5950m

onW.esternCwmonAugust31.ThenbuiltClat6100monSep、 4,TC2at

6450mneartheltalianABConthesamedavandbuiltABCat6700mon
ジ

aplateauonSep.9.Memberscarriedupoxygencylinderstouppercamps.

Theyfollowedtherotationshift, threedaysoflaborandtwodaysofrest.

Wewereobligedtorestouractivitesforonlythreedaysbybadweather.

AttackSouthwestFace

OurstrategyforSouthwestFacewastoclimbthroughrightsidesnow-

fieldat8000mandtothesummitviaSouthRidge・ Supplyoperationwas

tobuildC6at8350m,andattackcampat8500m. Ourprinciplewastotake

theeasiestcourse.Becauseitistheprivilegeforthefrstascent.Whichcourse

istheeasiest,however,cannotbeknownuntilwereachthere, sowedecided

tomakepreciseplanwhenwereachat8000m.

Althoughitwassaidthatproblemstill800monSouthwestFacehad

alreadybeensolved,wecarefullymadeliftinggoodsprogram. Itwasbecause

ifittookatleastthreedaystomakeroutebetweenC6andC7onrockwa11s,

andlOOkgofgoodshadtobeneededatC7,wehadtoliftaboutatonof

goodstoC6. Consequently,whetherC4canplaytheroleofsupplyingBCfor

uppercampsornotbecamethekeyelement.

UsualsiteforC4at7500mwasdefenselessagainstfallingstones.We

hadtwoalternativesforsolvingtheproblem.Theywere,1),tobuildC4a

littlebithigherthan7500mtotherightwardsandsetmorethanthreetents;

2),tobuildC4at7500mandtrydirectliftofgoodsfromC3toC5,then,C4

becomesmerelytransitcamp.W.etookthelatterinprinciple,butdidnot
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Completelyabandonedtheformer・ Consequently,weneededtoshiftC3to
higherplace.

ThefirstteammadedirectroutefromABCinordertobuildC3onupper

leftpartofGunkaniwa(battleshiprock) justbelowrockwalls.Wecouldnot

judgethenewsiteforC3wassaferthanusualone,alsowecouldnotexpeCt
tofindtheplaceofC4forthreetents・Wechangedthedirectroutetousual

oneonSep.15.FukataandMiwabuiltC3onGunkaniwa.C4wasbuiltat
7500mabovethecentralsnowheldonSep.27.TwoWhillansboxeswereset

there・Weusedtent-stands(frameandnests) forfallingstonecatchersince

thefallingstonesandiceblockseasilybrokethroughtents, ifcrusheddirectly.
Thefreshsnowwhichwasbroughtbystrongwindassaultedmembersonsteep

icewalljustlikeslabavalanche.

Ourliftoperation,however,wentonsteadily.Wehadabout9tonsof

goodsinC1,3tonsinTC2,2tonsinABC,600kginC3,andlOOkginnewly
builtC4onSep.28.Threeteamsalternatelyclimbedupandfoundaplace

forC5at8000monSep. 30. TheplacehadaspacefortwoWhillansboxes.

AokiandlmoveduptouppercampsfromBConOct.l.Weatlastobtained

theheightfromwherewecouldaimthesummit.

WinterhascomeonEverest

Justbeforewemoveduptouppercamps,wedecidedtosendasupport

partyfromSouthColintheleadersmeetingonSep28. Theplanoriginally
wasdiscussedinKathmanduwiththeleader,Mizuno. Itbecameevident

thattherouteonSouthRidgewaslongerthanhadexpected. Accordingto

theplan,webuildE3at7500monSoutheastridgeandE4atSouthCol.
ThesetentswereexpectedtoleftalonetillthedayofattackbySouthwest

Face.SirdersagreedtocarrygoodsfromC3toC5directly.Wehadl2tons

inCl. SherpasweregatheredinABC.Allthepreparationwasfinished.

TheweatherrapidlybrokeonOct.2.AlmostallframesoftentsinC1

brokedownalthoughsnowwasremovedeveryhour. Blizzardpreventedall

activitiesofmembersinC2・Okabe,Kondo,Kato,Shitasakaandotherbegan

tocarrygoodsuPtoC5androutemakingonOct. 5and6,althoughinbad
condition・ TwotonsofgoodswereliftedtoC3.FukataandMiwabuiltC5

andmaderouteto8100minstrongwind.TheystayedinC5hearingthe

fiercesoundofjetstream.Atthemidnight,Zambuinsherpa'stentcamein
sincehistentwasbroken. Inthenextmorning, theyclimbeddown. Tem－
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peraturehadrapidlyfalleninthesedays. ViolentgaleblewaboveABC.

EvenABCwhichhadbeensaidabsolutelysafewasassaultedbysnowava-

1anchefortwice. ConditionswereconsiderablydifferentrespectivelyinBC,

C1,andABC.

、〃econtinuedliftinggoodstoABCintheintervalofstormyweather.

SherpasinC3andC4fleddowntoABCbecauseoftoofiercegale. Inthis

while,MoritaandTakamistayedinC4withoutoxygenandsavingfoodsfor

fourdays.MembersinC3andC4repeatedremovingsnow.

Disaster

，〃ehadalittleceasedweatheronOct.12,althoughitwasblowinga

galeonupperSouthwestFace・ Zambupersuadedreluctantsherpastocarry

goodsuptoC3.WeexpectedtocarrygoodsdirectlyfromC3toC5inthenext

day.TheystartedfromABCinblizzard. Justbeforereachingtheschrund

atthefootofSouthFace,theVwereassaultedbvasnowavalanche. Mem-

bersinC3hurriedtorescuethem.Onebyone,theydagundersherpasthe

snow,buttheycouldnotfindoutZambu.Afteranhourofsearch,allmen

returnedtoC2.

Itwasveryironicalthatwehadclearskyandweakwindinthefollowing

twodays.Westoppedallclimbingactivitiesandengagedinthesearchofthe

CorpseofZambu.Wecouldnotfindhimout. Theweatherbrokeagain

froml5th・MembersinC2hadknivesintheirhandswhensleeping. They

knewituseless,buttheycouldnotbutdoitpreparingforavalanche.

PIanchange

Itbecamedi伍culteventokeepC3。 、〃ehadtoproceedthesupportfrom

Southeastridge. AttackcamponSouthwestFacehadbecomeadreamfor

us.OnlytheattackfromC6at8300mwasleftforus.Temperaturewasstill

fallingandjetstreamwhichcollidedagainstWestridgebecamestrongday

byday. OpinionsamongmembersdividedintotheattackonlybySoutheast

ridge,andthechallengeSouthwestFaceasfaraspossible. Imadeupmy

mindtoaimbothattempts.IhadallmembersmeetinginABConOct、 16.

1〃ethoughtwewillbeabletogetthesummitbySoutheastridge, ifwe

couldhavethreefinedays, andiffiveorsevennnedayscontinuously,by

SouthwestFace. Inthemeeting,weelectedthemembersofSoutheastridge

partyledbyTanakaandSouthwestFacepartyledbyMorita. Furthermore,
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membersinTC2andClwerelimitedforfourandothersweredecidedtoreturIE
toBCon22nd.WehadonlvlOdavs'offoods.

AttackbySoutheastRidge

SoutheastridgepartyleftforLhotseFaceandreachedat 7450mon

Oct・ 17instrongwind. TheybuiltE3onthenextday.W.ehadarelativelV

favorableweatheronl9th・ 凧reeagerlyliftedgoodsfromABCandmaking

routestoSouthCol・Ropewasfixedto7700m・ Staticelectricitybyblowing
iceblocksparkedinE3.Temperaturemetershowed-20｡Cinthetentwhen

cooking. Iizuka,Okabe,andShimizumaintainedthetentinE3forfourdays.

TheWeathermiraclouslycleareduponOct､24. IshiguroandKatoclimbed

uptoE3withthesupportbyHasegawaandMatsuda. IshiguroandKato

builtE4OnSouthColwiththesupportofMatsudaandHasegawaandseven

sherpas,on25th. Ishiguro,Kato,AngTsering,andHakpaTseringstayedin

E4thatnight. Itwasfineandlittlewindon26th. IshiguroandKatostarted

fromE4at7:30withsherpas' support. Theyfirmlybelievedthreachthe

summitwhentheystoodontheruinsofthefinalcampoftheltalianparty.

TheyletsherpasgobacktoE4andlefttheirZeltsackthere. Theycontinued

toclimbuptothesummit.: Southeastridgewasknife-edgedandHileary

Chimneywasdi伍culttopassbypiledsnow. TheSailbetweenthemformed

archintheairbystrongwind.Katochangedhiscylinderjustunderthe

summit・ Totheirsurprise, thesubstituteoneshowedmerely50atmof

pressure.TheyforgotthecheckastheyovertrustedFrenchcylinder.They

stoodonthesummitatl6:30.Theytookpicturesandmovedl6mmfilm

Panningthecameratotheperspectuvefromthetopoftheworld・Theysoon

begandescent.Kato'scylinderwasalmostvacant. Theyconsumedoxygen

oflshiguroIsalternately. Scarceoxygen,however,broughtthemfailingof

eyesights. Theycouldhardlymaintaintheircoursedirectly. M7henslipped

alittletoThibetanside, theydecidedbivouacat8650mjustunderSouth

Peak・WithoutevenZeltsack, theywaitedforthenextmorning. Theywere

actuallyfacingtheirdeaths. Sometimes,beatingfaceseachother,theysat

still. Theirvitalitieswerereallyamazin9. Inthenextmorning, theycould

reachthedepositplace, thefinalcampofltalianparty・ Consumingoxygen

there,theyspoketousaftertwodaysandnightsofsilence.M/ecouldhear

theirvoicesat7:30.TheyweresafelyrescuedinE4onSouthCoLTheywere

fastasleep.Violentblizzardblewon28th.Matsuda,Okabe,andShimizuwho
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hadclimbeduptoE3ingaleand-40oCthenightbefore,climbeduptoE4.

TheyhadonlylOmofvisibility・ TheyreachedE4andfoundlshiguroand

Kntoweresafe・Althoughtheywerefrostbitten,theseconddegree,Iordered

themtoclimbdownbythemSelves. Theirbraverescue, friendshipswillbe

proudableintheirlaterlives.

SouthwestFace, thefinaltrial ･

Everestwascompletelyinwinter. AlthoughthetentformembersinC4

wasrebuilt,wecouldnotdoforsherpa's. OnlydirectliftfromC3toC5was

leftforus. VVecontinuedtocarry,goodsuptoC3forthatoperation.Butall

activitiesaboveC3wereimpossiblebygaleandsnowfromOct. 18． 爪/e,

however,waitedfortheclearsky・Ofcoursejfiveorsevenhnedayswasper-

fectlyimpossibletohope,weintendedtotryourbest． ′Itwasalsomiraclous

formembersforSouthwestFacepartythattheweathergotbetteron24th.

ShigenoandNegishiclimbeduptoC4andShigehiroreachedC3withnve

sherpas. ShigehirocarriedgoodsuptoC5andstayedinC4on25th.Morita

climbeduptoC4andmetShigehiro. ShigenoandNegishimaderouteto

8000mandstayedinC5thatnight・ MoritaandShigehirointurnclimbed

uptoC5on26th. Theyclimbedupthroughrightsnowfieldandreachedthe

footofSouthFaceon27th.Moritawaslittlefrostbittenonhisfeet. They

judgedtheheightwas8380m. Itwasalmostashighasmarkedbythe

Britishparty，TakamicarriedgoodstoC5andreturnedtoC4.Thepartyhad

alreadyfixedrope800maboveC5. 、〃indbecamestrongerandthetentin

E4onSouthColwasdangerous・MembersinE3werebusypreparingforthe

nextday'srescue. OthersinABCandBCweredevotedincheckingthe

volumeofoxygeninuppercamps.At21:45,1orderedtoabandontheattack

bvSouthwestFace. Icouldseetearsonthefaceofevervmember.Morita
ヴ ジ

lightlyrespondedtoobeymyorderthroughtransceiver.Galeagainblewon

upperSouthwestFaceon28th.MembersonuppercampsreturnedtoC2in

theevening. Itwasclearandnowindat5400m. OurclimbonSouthwest

Facewasover.

Ouroriginalaimwasdefeated,althoughwecouldmakethefirstascent

ofEverestinpostmonsoon.Ourexperiencetellsusthattheauthodoxsupply

operationwillnotbringthesuccessofascentbySouthwestFace, ifthe

weightofoxygensylinderdoesnotbecomelighter.
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SaburoMatsukata
，

vonSamuelBraband

AusJapanerreichteunsimletztenHerbstdietraurigeKunde,dassHerr

SaburoMatsukataaml5・ SePtembereinemlangenschwerenLeidenerlegen

sei・WirGrindelwalderFreundedesVerstorbenenkonntendieNachricht

kaumfassen, obschonwirvonseinerschwerenErkrankungunterrichtet

waren. AberHerrnMatsukatasBildwirdweiterinunsleben, seinstets

fr6hlichesLachenundseinfreunfilichesW･esenwirdstetsumunssein.

SaburoMatsukatageh6rtezudergrossenBergsteigerfamilieausJapan,

dieausdenHerrenYukoundTomoMaki,SaburoMatsukata,S.Bekku,

PrinzChichibu,SamitaroUramatsu,HatiroWatanabe,ShigeoMatsumoto,

KanichiKokubu,M・Takagi,HaruoYamasaki,Keizolsono,Kiyoshilda"

ToshioFujishimaunddenBriidernlchiroundJiroTaguchibestand・ Im

Jahrl925,alsovorbaldfiinfzigJahren,erschienHerrMatsukatazumerQiten-

n'alinT]ngeremTal・NurdiejapanischenBergsteigerYukoundToshioMaki

undBekkuwarenvorihmdagewesen. ErkamnichtalsAnfangerindie

SchweizerAlpen. InseinerHeimathatteersichzumerstklassigenAlpinisten

ausgebildet・ DasbeweisenseineTouren,dieergleichzuAnfangimJuli

1925ausfiihrte・ Erbegannaml5.mitdemMretterhorn,bestiegaml8.die

JungfrauundtraversierteamgleichenTagdenM6nchiiberdenWestgrat

nachderBerglihiitte. Aml9.JulierreichteeriiberdasM6nchsjochdie
Konkordiahiitteund iiberschrittvondortdasFinsteraarhornnachder

Strahlegghijtte. DaraufwechselteerindieEngelh6rnerhinUber,woeram

23. JulidieKingspitzebestiegundam24.denSimelistock.Am28.Juli

iiberschritterdasLauteraarhorniiberdenLauteraargratundam29. daS

GrosseSchreCkhornmitAbstiegiiberdenAndersongratnachderGleckstein-

hiitte.Wennmirrechtist,bliebHerrMatsukataimWinterl925/1926in
EuropamitStandquartier inGrindelwald． Erbesuchteunterandernl

ItalienundfuhrSkiinunseremTal. SchonfriihimFriihlingl926bestieger

dasFaulhorn.SeinetreuenBegleiterwarenmeistdiebeidenweissenHunde

ausdemHotelAdler.AIsdannAnfangsJuliauchHerrYukoMakiwiederin

Grindelwaldeintraf,besuchteermitihmzusammendasWallis,wosiezusa-

mmenherrlicheTageerlebten. SiebestiegeninZermattaml4. Julidas
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Zinalrothorn,aml7・dasObergabelhornmitAbstiegiiberdenArbengrat,am

20. JulidieDentBlancheundUberschrittenam24.dasBietschhOrniiber

denNO-SpornunddenWestgratnachdemBernerOberland.Aml.AuguSt

sahenwirdiebeidenindenEngelh6rnern,wosiedenSimelistockiiberschrit-

ten.Am4,Aug.traversiertensiezusammenmitihrenFreunden1ﾊﾉatanF'be

undMatsumotodasM/etterhornmitAbstiegiiberdiesteileNordwand. AIn

7．Aug.iiberschritensieerneutdasGrosseSchreckhorn,umamll.mitder

TraversierungderKingspitzedenerstenTeildesSommersabzuschliessen.

DerAuguStdesJahresl926wardenTourenmitPrinzChichibugewid-

met,anwelchenHerrMatsukatanichtTeilnahm. DochimSeptembertra-

versierteermitseinenFreundenMakiundWatanabedenM6nchijberden

NollenunddenEigeriiberdenMittellegigrat・ EinVersuch,dieEigerh6rnlizu

iiberschreitenscheiterteandermangelhaftenVorbereitung.

HerrMatsukatakamimSommerl927erneutnachGrindelwald.Diesmal

brachteerseinenFreundSamitaroUramatsumit.Am3・Aug. 1iberschritten

diebeidendieMittelgruppeindenEngelh6rnernundvollfiihrtenam6.Aug.

diedenkwiirdigeErstiiberschreitungderEigerh6rnli. Am9.Aug. sehenwir

diebeidenaufderJungfrau,woraufinsWallishinUbergewechseltwurde.
DortiiberschrittensiedasMatterhorniiberZmutt-unditalienischGratund

wurdenwegenschlechtenWettersamM/eisshornzuriickgeschlagen.Esfolgte

eineReiseindieDauphine,woeineTraversierungderMaijeinBlitz,Donner

undSchneesturngelang. ZurijckgekehrtnachChamonixiiberschrittensieden

PetitCharmoz, bestiegendieAiguilleArgentiereund iiberklettertenals

herrlichenSchlussdenGr6pon.EinemseinerFiihrerschriebHerrMatsukata

damalsinsFiihrerbuch． @iSolangewirunserinnerndieteuilischeKluftdes

H6rnligrates, diekalteBegehungdesweissenMatterhornsunddieBlitze

undSchneesturmaufdemmeijegratwerdenwirnichtseineimmertadellose

Fiihrungvergessen.'' SeineFUhreraufalldengenanntenBergfahrtenwaren
FmilSteuriundSamuelBrawand,mitwelchenerbiszuseinemTodeenge

Freundschaftpflegte.

HerrMatsukatawohntewahrenddererstenZeitimHotelAdlerund

spaterimHotelBahnhof-Terminus,woermitderHotelierfamilieMarkle-

GsteigerengeFreundschaftschloss. Erkehrteauchbeiseinenspateren

Grindelwaldbesuchenstatsdortein. ZumAbschlussdesSommers l926

mRchtendieHerrenMatsukata,MakiundMJatanabemitdenbeidenTachtern

desHotelseineTouraufdasFinsteraarhornmitAbstiegnachderGrimsel.
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Wiralleerinnernunsdersch6nenTage,alsobdasprachtvolleBergerlebnis

erstgesterngewesenware.*EinegrosseZahlvonHerrnMatsukatasGrindel-

waldenBergfreundenistihmimTodevorangegangen,aberwirUeberlebenden

werdendenliebenMenschenSaburoMatsukatanievergessen.

* AuchinspaterenJahren,alsernichtmehrzuBergestieg,bliebHerr

MatsukataGrindelwaldtreu.Jedesmal,wennerEuropabesuchte,machteer
zummindesteneinenkurzenAbstecherinseine {1zweiteHeimat.'' Sein

Neujahrsgliickwunschfehltenie.MeistwiesdieKarteeineAufnahmeseiner

Familieauf,anwelcherersoinnighing.
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新しい中国像と最新地理情報を伝えるタイムズ中国地図帳

THETIMESATLASOFCHINA
Edifors;D.C･弧p〃cんeff,RJ・皿.Geelα〃

1974. 27.2×37.5cm.,232pages¥22,000
●好評発売中ノ

タイムズ社が，地図製作の名門バーソロミュー社やケンブリッジ大
学の中国学者の協力を得て完成させた画期的な地図帳です。

最新の地理情報をもとに正確な現代中国像を描出する編集／歴史王
朝の支配範囲と地方区域を示す歴史地図と解説／人口・小数民族・
気象・農業・道水路・鉄道・鉱物・エネルギー資源・産業・貿易・
行政区域・国境周辺を示す地図と解説／平均130万分の1の29省別地
図と解説／5地域に大別した600万分の1地勢図／主要32都市の市街
図／地名発音は標準表記であるWadeGiles式

(TimesNewspopers Lfd., London)
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1．KhumbuHimal 1965 ¥3,020

2.TambaKosi-LikhuKhola l969 ¥4,200

3.Lapchi Kang-RoIwalingHimal l974 Set¥5,590

4.DudhKosi-ShorongHinkU l974 Set¥5,700

5.Lantang-JugalHimal : <未刊｡ご予約受付中＞
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1.KathmanduWiley <未刊｡ご予約受付中＞

2.Chomolongma-Mt.Everest ¥1,150
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編
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純
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忠
夫
吉
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夫
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マ
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４
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５
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付
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７
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ラ
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付
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私
曾
黒
観
．
具
と
山
と
・
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こ
歯
菖
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ま
し
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第
旧
巻
私
の
進
化
論
・
私
の
履
歴
書

口

今
西
錦
司

全
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●現代に自然を求める山仲間の月刊誌
△ 一一

一

》

麦

■
▼
Ｊ
亨
畑

会
解

東京都港区芝大門1-1-33

､ヤマケイ〃はあなたの山仲間。安全で楽しい山登りを教えてく
れるすばらしいパートナーです。常に新鮮でユニークなワイド
特集記事を中心に、時代を先取りしたニュースや情報、ワイド
判になって一層迫力を増したグラフページ、かゆいところまで
手が届くような親切な案内や実用記事等々、 とにかく一度手に
取ってご覧下さい。いつもフレッシュな魅力でいっぱいです。

●本格派のだめの山岳専門誌 ヒマラヤ、アンデス、アル

プス…世界の山から日本の

山まで、最新の登琴記録・
情報・評論・資料を集めた
｢岩と雪｣は、実践派を自認
するあなたのよき伴侶です

（ 書）登山者の心の糧山と溪谷社の図
日本山岳会編ヒマラヤ
を始めとする海外高峰登
山の総合テキスト 3000円高所登山研究

現代ﾛｯｸｸﾗｲﾐﾝｸﾞ
クライミング・フォト第

一人者小森康行氏の華麗
なる写真技術書2500円

槍・穂高
水越武・写真豪壮な山
岳景観を見せる槍穂高連
峰の傑作写真集 1800円

名峰シリーズ

第7級
R･メスナー鋼鉄のア

ルピニストがつづる極限

の登筆記の数々 850円
極限の登筆

マカルー西稜
R・パラゴ他8千米の

垂稜に挑んだフランス隊

の赤裸な登掌記 1800円

ゼクラン山群
G・レビュファシャモ

ニ針峰群の美しい写真と
文章の登拳案内 6800円

特選i0Oコース

世界の山
世界の名峰を一堂に集め

たオールカラーの華麗な

世界山岳絵巻 4800円
’
1

1

山と溪谷社

f魂i餅趣&鶴､職も％

鍾維癖揮聴･瀧《'髄

ジjq ■守犀 ■ P 凸
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’’一足巾が広くお困りの人ももう安心一

キャラバン･スタンダードワイド

新発売／新発売

●スタンダードワイド

サイズ：24．0～28.0cm

(27.5cmなし）
脾布：ナイロン

色 ：紺

¥4,900.

●キャラバン･ジュニァ

サイズ: 17.0～21 .0cm

( lcmきざみ）

， 脾布：綿デニム(紺のみナイロン）

色 ：紺､ブルー､ベージュ､赤

¥3,000.

足巾の広く、お困りの皆様用に、キャラバンシューズの、
《ワイド版》が新登場いたしました。このワイド版の完成
により昨年誕生のジュニアとあわせ、お子様からお年寄ま
であらゆる年令層、足型の皆様に快適な登山力ざ楽しんでい
ただけると、 自負しております。

発売元

株式会社

〒170束京本社

〒564大阪支店

〒062札幌営業所

キャラバン
東京都豊島区巣鶴1－25－7

大阪府吹田市芳野町1番4号

札幌市豊平区美園一条6－47

念（03)944-2331㈹

金（06)386-0451㈹

a(011)822-8664"
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意
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賊
」
。

自
然
を
愛
す
る
勇
者
で
す
。
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お
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し
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40年の前進史

マナスル型高所用天幕考案

1952年日本山岳会マナスル偵察隊

全装備納入以来高所用天幕専門

製作・海外遠征隊には各方面より

御使用頂き御高評頂いて居ります

仲
、
瓢
酢
，
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卿
邨
函
剛
Ⅲ
場
、
罵
蘭
則
Ⅱ
酬
凧
ｖ
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Ｆ
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Ⅶ
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主
ロ 義商店田

一
塁
目吉田テント

東京都杉並区桃井1丁目 3番3号
電話東京（399） 2548 （398） 8469 （夜間）

I■■■■



信頼のブラシド

ザンター羽毛シュラフ
羽毛製品の品質の良否の判断は、専門家でも難かしぐ、長い

間使用することを考えれば、なんといっても実績のある

メーカー品を各自の山行形態に合わせて選ぶ事が大

鱗篭切です｡ザ'ターは､ ’…の｡ﾏﾅヱﾙ登項．以来、数々のエクスペディションに参加し、

多大な実績を積み重ねてきました。

今年もザンターの技術を結集した
数々の羽毛製品をお届けします。鶏．

蕊
二ｺマ

日本の冬山に最適な全身用

シュラフ。居住性、保温力

ともこのクラスでは最高級。

箱マチ縫製、重量･11009、

サイズ・210×85(cm)

色・紺、赤、価格￥29，000

鶏

|ジャンボシュラフ1
j d

b,す

』揮

…

完壁な保温力と居住性は、
海外遠征用として人気絶頂

大型のわりには収納時のか
重量が大きすぎないことが
魅力です。

波マチ縫製、前チャック式、
重畳・16009、サイズ・220><

色・紺、赤、価格¥39,000

さと

最大の

鐸

95(cm)

識識
夏,fxここ天

●主要発売製品

羽毛服、 ノ寺ン夕･ロン、

登拳服、ニッカ、

アンダーウェア、

ベスト、フード、

ミトン、シューズ、

シュラフ各種

鎌

識

蟻
識

社
シ
捧
げ

〒1,54束京都世田谷区野沢2～20～iaO3-410-8808(ft)





共
栄
火
災
は

ま
ご
こ
ろ
を

大
切
に
し
ま
す
。

まごころ
〉 ●

●｢まごころ｣は共栄火災の企業スローガンで塩

共栄火災海上保険相互会社



国で本全日

年じゅﾗ咲いている花
竺 ▲
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九'|‘l南部の島／4～5月 II

ササユリ

本州中部以西の山地／6～7月
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ヤマ ヒメ

本州近畿以北の山地／7～8月 紀伊半島以北の太平洋岸／7月上～下旬 四国･九州／6～7月

〆

｜

’

廷
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クルマユリ
北海道･本州･四国の山地//6～7月

オニユリ

日本全土／7月中･下旬

協和の支店は全国で220余ヵ店。

それぞれの地域ごみなさまのくらし、
みなさまの事業の

よきアシスタントとして、

いっしょうけんめい努力していますb

シンボルはユリの花。

廟協和銀行
協和は､清潔て明るい銀行を

めざしていま九方

四国･九州の海岸･山地／7～8月
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●
お
気
軽
な
海
外
旅
行
を

ど
ん
な
に
旅
慣
れ
た
お
方
で
も

海
外
旅
行
は
な
に
か
と
め
ん
ど

う
な
も
の
。
ま
し
て
視
察
研
究

留
学
の
旅
は
な
お
さ
ら
で
す
。

煩
雑
な
手
続
や
日
程
作
成
、
手

配
な
ど
は
す
べ
て
専
門
家
に
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
・

海
外
一
流
業
者
と
提
携
し
た
日

通
観
光
の
サ
ー
ビ
ス
網
は
、
団

体
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
旅

行
の
お
世
話
を
い
た
し
ま
す
。
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く
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通
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観
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た
は
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記
の
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通
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京
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空

支
店
へ
ど
う
ぞ
。
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豊かな

生活環境を築きあげる……
(オーダー建材）

カーテンウォール

アルミサッシ

スチールサッシ

クールサッシ

NKウォール

防音壁

アルミキャスト

(標準建材）

PA-60シリーズアルミサッシ

PA-70シリーズアルミサッシ

PS－80Aスチールサ､ソシ

NKパーティション

(産業機械）

熱交換器(アライトロン）

各種工業用精密涙過装置
(NKフィルター）

プール用循環浄化装置

各種浄水・廃水処理装世

精密金型

(電機製品）

電気洗濯機

冷凍ショーケース

業務用自動食器洗篠機

連続自動洗米機

弾

含
宜 社

取締役相談役早川種三

東京都千代田区大手町2－6－2

TEL束京(270)6511(大代表）



TheJournalof

TheJapaneseAlpineClub

SANGAKU

Vol． IXIX1974


	1974optimisation_Part1
	1974optimisation_Part2_Part32
	1974optimisation_Part2_Part31
	1974optimisation_Part2_Part30
	1974optimisation_Part2_Part29
	1974optimisation_Part2_Part28
	1974optimisation_Part2_Part27
	1974optimisation_Part2_Part26
	1974optimisation_Part2_Part25
	1974optimisation_Part2_Part24
	1974optimisation_Part2_Part23
	1974optimisation_Part2_Part22
	1974optimisation_Part2_Part21
	1974optimisation_Part2_Part20
	1974optimisation_Part2_Part19
	1974optimisation_Part2_Part18
	1974optimisation_Part2_Part17
	1974optimisation_Part2_Part16
	1974optimisation_Part2_Part15
	1974optimisation_Part2_Part14
	1974optimisation_Part2_Part13
	1974optimisation_Part2_Part12
	1974optimisation_Part2_Part11
	1974optimisation_Part2_Part10
	1974optimisation_Part2_Part9
	1974optimisation_Part2_Part8
	1974optimisation_Part2_Part7
	1974optimisation_Part2_Part6
	1974optimisation_Part2_Part5
	1974optimisation_Part2_Part4
	1974optimisation_Part2_Part3
	1974optimisation_Part2_Part2
	1974optimisation_Part2_Part1
	1974optimisation_Part2_Part33
	1974optimisation_Part2_Part34
	1974optimisation_Part2_Part35
	1974optimisation_Part2_Part36
	1974optimisation_Part2_Part37
	1974optimisation_Part2_Part38
	1974optimisation_Part2_Part39
	1974optimisation_Part2_Part40
	1974optimisation_Part2_Part41
	1974optimisation_Part2_Part42
	1974optimisation_Part2_Part43
	1974optimisation_Part2_Part44
	1974optimisation_Part2_Part45
	1974optimisation_Part2_Part46
	1974optimisation_Part2_Part47
	1974optimisation_Part2_Part48
	1974optimisation_Part2_Part49
	1974optimisation_Part2_Part50

